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　　　三井家1
　　縦45mm×横18㎜
〈Yl421．002、本書p366＞

　　　三井家2
　　縦57㎜×横20㎜
〈XO420－004－01、本書p362＞

　　　三井家3
　　縦49㎜×横15㎜
〈Y2400－001（1）、本書p。358＞
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　　　三井家4
　　縦40㎜×横18㎜
〈Yl490－002、本書p．416＞

　　三井家5
　縦40㎜×横10㎜
〈Yl201－005、本書p38＞

　
　
　
酬
　
帖
，
－
　
鮪
一

…
…
灘
轍
　
　
糠
聯
　
　
鰭
嚇

　　　三井家6
　縦55㎜×横20mm
〈Y2203－009、本書p．136＞

　　　三井家7
　　縦83㎜×横26㎜
〈Yl421－001、本書p。366〉

轄聾

　　　三井家8
　　縦30㎜×横16㎜
〈Yl331｛X）6－Ol、本書p200＞



　　　丸に三井家
　　縦30㎜×横30mm
〈Y1363－011（1）、本書p306〉
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　瓢箪に三井家
　縦25㎜×横8㎜
〈Y1201－002、本書p，38＞

羅
　　三井家鑑蔵印

　縦66㎜×横50㎜
〈Yl410－004、本書p360＞

　　　三井家監蔵
　　縦60㎜×横14㎜
〈XO460－001－Ol、本書p。402＞

　　　ウサギ
　縦19㎜×横19㎜
〈Y1201－005、本書p38＞

　　　丸ウサギ

　縦21㎜×横22㎜
〈Yl202－038、本書p．134＞

しんまちみついけ
　縦20㎜×横20㎜
〈XOlll－001、本書p．22＞
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　　　宗辰所集
　　縦17mm×横16㎜
〈XOlll－002－Ol、本書P．22＞

　　　高堅所集
　　縦20㎜×横20㎜
〈XO420－004－Ol、本書p362＞

　　聴溝閣図書印
　　縦31㎜×横31㎜
〈XO491－003－Ol、本書p。418＞
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　三井家聴氷閣1
　縦19㎜×横ll㎜
〈Y1421－005、本書p．366＞

　　　　　　　　　襲

　三井家聴氷閣2
　　縦37mm×横7㎜
〈Y2421｛）01、本書p，367〉

　三井家双麓閣
　縦92㎜×横17㎜
〈XO400－002、本書P，358＞

　　三井家編纂室
　　縦60㎜x横24㎜
〈Yl356－002－04、本書p．272〉

　三井家編纂室蔵書
　　縦29㎜×横28mm
〈Yl201－111－03、本書P．56＞



　　　　三井文庫
　　　縦61㎜×横16mm
　〈Y1301－Ol9－01、本書p．160＞

新町三井家での管理状況
①印
　縦ll㎜X横ll㎜　釈文「昭和十年」
　〈Yl201－264、本書p．104＞

三井家同族会図書印
　縦37㎜×横37㎜
〈Y1340－002、本書p．224＞

③下ケ札
　縦28㎜×横42㎜〈Y2326－001－01、本書p．192＞

②貼紙
　縦60㎜×横12mm
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凡　例　　〔1〕

凡 例

1・本目録『史料館所蔵史料目録』第74集には、三井文庫旧蔵資料のうちaすでにカー

　ド目録で検索可能であった「武鑑類」およびb「三井文庫寄贈図書内文書」、cこれま

で図書登録したものの未公開としてきた史料（主としてH番号を付与した地誌類と木箱

入りの名鑑類）のなかから、おもに袋綴本を選んで収めた。本目録収録史料の史料群

記号についての詳細は、次の通りである。

　a）上記aは、これまで未整理だったものも含め、28N・29Hであり、そのまま採用した・

　b）上記bとcは、これまで史料として把握されていなかったため、両者をあわせて今回

　　新たに史料群記号29Kを付与した（三井文庫から資料を引き継いだ最終年次を採用し

　　た）。このうちb「三井文庫寄贈図書内文書」は、史料館が『史料館収蔵史料総覧』（名

　　著出版、1996年3月）を公刊した時点で、同史料の存在形態から史料群記号を便宜

　　　「090」としていたが、これは29Kに含まれることになる。以下、bのかつての史料

　　群記号に言及する場合、rO90」の記載が登場することがある。

　なお、当館所蔵の三井文庫旧蔵資料については、すでに『史料館所蔵史料目録』第

2集・第3集・第8集・第10集・第14集・第30集・第63集・第68集を刊行し、

利用に供している（後掲の解題「伝　来」を参照のこと）。

2　本目録収録史料は、まず印写方法によって史料を分け、ついで本史料に特徴的な4

　つの項目に分け、さらに本史料にそくした主題別に分ける、という整理をおこなった。

　ただし、本目録での史料記述の編成では、印写方法の別は請求番号に反映させ、4つ

　の項目を第1次的な区分（大項目）とし、上記主題別を第2次的な区分（中項目）と

　した。同主題別の項目内は、編年順または史料相互の関連・まとまりで配列した。

3　本目録の史料記述のうち、本目録収録史料のa史料群全体とb大項目については、

　「国際標準：記録史料記述の一般原則」General　Intemational　Standard　Archival

　DescriptiOn，ISAD（G）を参考にして記述した。なお、aは本目録の解題に、bは大項目

　の解説に、それぞれ相当するが、各記述単位の位置は、aはフォンド、bはシリーズ

　の各階層に相当するものとして示した。

4　目録本文では、史料1単体ごとの記述事項を次の通りとした（各記述事項の基本的な

　配置は対照表を参照のこと）。



〔2〕　凡例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　

）
）
）
）
）
）
）
）
）
0
1
2
3
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1

請求番号

認定史料名

成立年

大きさ

巻数冊数

紙数

印写方法の別

題簸に記された情報

表紙に関する情報

構成

刊記

蔵書印記

内容に関するキーワード

備考

（対照表）

1）請求番号 13）内容に関するキーワード

2）認定史料名

3）成立年（西暦）

4）大きさ・5）巻数冊数・6）紙数・7）印写方法の別

8）題簸に記された情報　　　9）表紙に関する情報

10）構成

11）刊記

12）蔵書印記

14）備考

5．請求番号は、史料1件につき1つとした。その詳細は、次の通りである。

　a）請求番号は、左からXかYの記号で開始し4桁の数字（nnnnとする）の後、3桁の

　　数字をハイフンでつないで示し（一nnnとする）、以下ハイフンと数字の1組を繰り返

　　しうる構成となっており、集合体（一括）単位から独立最小単位までの史料の物的な

　　状態を表現しうる。XやYは、その直後の数字1桁とともに印写方法の別を示す（凡

　　例11を参照のこと）。4桁の数宇nnmのうち2桁目の数字は本目録での大項目の分

　　類の番号を示し、同3桁目以降は中項目の分類を示す。nmnに続く一nnn以下が各項

　　目分類下での固有の番号となる。

　b）複数の単体が合綴されている場合は、1つの請求番号を持つ1単体ごとに括弧番号（丸

　　括弧で数宇を括って表記）を付与し、細目を記すことを原則とした。内容・伝存過程F

　　などから1つの単体が分冊されたと判断しうる場合、括弧番号を付与したものがある

　　　（史料単体の復元）。なお、合綴の状態を括弧番号で示さず認定史料名で示した場合も

　　ある（凡例9を参照のこと）。

　c）括弧番号が付与されている場合で、各単体の内容が異なることにより複数の分類項目

　　下に配列された場合、請求番号の分類を表現する部分と実際の分類とが一致しない、

　　ということが発生する。これは、当該史料の請求番号のうち括弧番号を除いた請求番

　　号の史料または請求番号の括弧番号の最初の史料（「全体または冒頭の史料」とする）

　　の分類が、たとえば合綴されている史料の物的単位を代表しうる、という理解である。

　　当該史料は、その書誌情報を全体または冒頭の史料の記述にのみ示しているように、

　　たとえば一見したところ全体または冒頭の史料のみによって分類されうる、という書

　　籍史料の特徴の一端を示すものである。よって、当該史料の理解・利用に際しては、

　　必ず全体または冒頭の史料の記述を参照されたい。
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6．認定史料名は、原則として、「8）題簸に記された情報」からとったが、題籏がない

　揚合や後人がつけた題籏の場合は、内題あるいは封面題（封面とは表紙見返し部をいう）・

　序題・序中題・践中題・尾題などから推定した。推定史料名には角括弧（［］）を付

　し、備考欄に「内題は…」などと、依拠箇所を記した。

7．成立年は、原則として和年号で示し、丸括弧（（））の中に西暦を補記した。推定

　年代の場合、原則として丸括弧の中に示し、推定の確度が高い場合に角括弧（［］）

　の中に示した。

　a）推定年代において、記事内容の下限を推定成立年とした場合、年の後ろに「（内容下限〉」

　　と補記した。

　b）印刷物の場合、刊記・封面・袋などに記された出版年を採った。出版年の記載がない

　　場合は、序文・例言・践文などからもっとも遅い年を選んで記入し、年の後ろに「（序力

　　　「（例言）」「（賊文）」などと補記したが、序文などにも成立に関する記述が含まれて

　　いない場合は推定年代を用いた。

　c）写本の場合は、書写奥書のなかでもっとも遅い年を選んで成立年とし、年の後ろに

　　　「（写）」と補記した。書写奥書がない場合は、序文などから年を記入するか、推定年

　　代を用いた。

8　大きさは、史料の縦横のサイズを採寸した。記載は、縦×横の順序で、ミリメート

　ル単位である。合綴史料の場合は最上部の史料のみを採寸した。

9　巻数冊数は、原則として成立時の状態を表わすが、出納および利用上、混乱が生じ

　る可能性があるので、成立時の状態と現在の合綴・分冊の状態とが違う場合は、現状

　をr（○冊に合綴）」r（○冊に分冊）」と補記した。これは、コレクション資料ではと

　くに成立時と現在の状態が異なる場合が多いため、行った記述である。成立時の状態

　を優先して記したのは、利用者はこれを手がかりに資料にアプローチする可能性が高

　いと考えたためである。

　　ただし、史料の集合体の現況は、その史料の利用・保存方法に関する情報を何らか

　の形で保持しているため、とくに閲覧対象とする史料の請求番号に括弧番号が付与さ

　れている場合、同一請求番号内の他の括弧番号の史料にも留意されたい（凡例5を参

　照のこと）。

　　なお、本目録の大項目「2．名鑑」の場合、合綴・分冊の状態について備考欄に補記

　したものがある。補記は、別本の合綴および伝存の過程などの推測から本「巻数冊数」

　欄で記述する合綴の内容と質的に異なると考えられる場合に行った（凡例18を参照の

　こと）。

10　紙数は、表紙がある場合、前表紙と後ろ表紙を除いた紙の枚数を表わす。基本的に

　「丁」を単位とするが、単葉の両面摺りのものについては、単位「頁」を表わす記号

　「P」を数字の後ろに補記した。

11　印写方法の別とは、文字の印字様式によって史料を分けた場合の類別をいう。類別
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　は大きく、手書きの写本（請求番号　X　l現時点ではX　Oのみ）と印刷物（請求番号　Y）

　とした。さらに印刷物については、木活字印刷・整版印刷（請求番号　Y1）と、銅版

　印刷・活版印刷（請求番号　Y2）とに分けた。

12　題簸に記された情報には、文字情報のほか、作成時に貼った原題籏であるか（r原」

　と表記）、後人が作った題籏であるか（「後」と表記）の別を記した。また、題簸への印

　字：様式について、墨書した書き題簸（「（墨書）」と表記）・題籏がなく打付書き（r打付」

　と表記）であるかといった情報を補記した。補記がない印刷物の題簸は板刷りである

　ことをあらわす。

13　表紙に関する情報には、原表紙であるか（「原」と表記）、後表紙であるか（「後」と

　表記）の別を記した。また表紙の色・文様を採取した。ここでの用語は、おもに小学

　館辞典編集部編『色の手帖』（小学館、初版1986年。第27刷1997年）、および尚学図

　書編集『文様の手帖』（小学館、初版1987年。第6刷1990年〉と樹下文隆・竹下義人

　「表紙模様集成続稿（1）（2）」・樹下文隆「表紙模様集成続稿（3）」（国文学研究資

　料館文献資料部『調査研究報告』第12・13・14号、1991～1993年）に依拠した。

14．構成とは、史料の内容構成をいい、目録・序文・凡例・本文・賊文・広告などの紙

　数をそれぞれ記した。序文・賊文については、その執筆年月目・執筆者名を補記した。

15．刊記には、印刷物の刊記、写本の書写奥書、文書の差出と宛名（［差出］→［宛名］

　と表記）など、成立にかかわる情報を適宜、記入した。したがって、通常、「刊記」と

　称さない情報が含まれている。

16．蔵書印記には、現所蔵者がかつて用いた統一的な蔵書印（「文部省図書之印」「史料館」

　r史料館所蔵印」）を除く、すべての蔵書印の釈文を記入した。なお、釈文のみで識別

　できない三井家・三井文庫の蔵書印については、番号を付与して区別した（口絵参照

　のこと）。

17．内容に関するキーワードには、大項目や中項目であらわしきれない内容情報を適宜

　記した。

18．備考には、形態に関する補足記事として、一仮綴じ・折本などの注記をした。また、

　丁の錯簡（挿し入れ丁・飛び丁）の状態や、売り出し時にかぶせる「袋」が共に遺存し

　ているか（「袋共」と補記）などの状態を記した。このほか価格、小口・背・本文など

　への書き入れ、丁間に挟み込まれた史料に関する情報、三井家・三井文庫での整理状

　況をあらわす情報（購入年・整理ラベルなど）、一部の史料の合綴・分冊の状態など、

　上記の項目に該当しない事柄を記した。また、木箱入りの史料については、取り出し

　た時の情報を記した。

19．本目録所収史料のうち4件は三井文庫旧蔵資料ではないが、これまで他の三井文庫

　旧蔵資料とともに利用に供してきたことから、本目録に収録した。詳細は次の通り。

　a）本目録の大項目「1．文書・記録」のなかの1件：請求番号XO122－010「［松代藩石高

　　書上帳］」は当館購入史料、同じく1件：請求番号XO122－013「豊臣朝臣御葬式御
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　　　行列書」は当館への寄贈史料（寄贈者：小川知恵子氏）である。

　　b）本目録の大項目「2．名鑑」のなかの2件：請求番号Y1201－196－01～04「新板改正

　　　弘化武鑑」、請求番号Y1201－207－01～04「新板改正　安政武鑑」は当館購入史料

　　　である。

20．本目録の末尾に、認定史料名を対象とした索引を付した。

○本目録の編集は、藤實久美子（当館1998～2000年度COE非常勤研究員、以下協力者の肩

　書は当時）が担当し、データの整理作業などでは、内野豊大氏（中央大学大学院）・小泉朋

　子氏（東京都立大学）・富田健司氏（学習院大学）にご協力をいただいた。ここに記して感

　謝の意に替えたい。

（追記）本目録は、藤賞氏の任期の後に刊行されること、目録本文が大部にわたること、のおよそ二つ

の理由から、藤實氏作成の版下原稿による写真製版印刷が予定されていた。しかし、特殊文字の表現や、

その後の収録史料の追加、本文等の訂正、といった問題を、追補の形で解決できなかった。かっ、ここ

で最初に記した理由と予算上の都合が写真製版印刷以外の入稿を許さなかったため、藤實氏作成の版下

原稿・データづ一スをもとに、新たな版下原稿を第一史料室五島敏芳の責任で作成した（その際に当館

技術補佐員奥田和美氏の協力を得た）。よって、本目録における誤字・脱字等の不備は、藤實氏の責に

ないことを明記しておく。（2001年7月　五島記）
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総 目 次

写　真

凡　例

総目次

三井文庫旧蔵資料く袋綴本＞目録
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三井文庫旧蔵資料く袋綴本＞目録解題

（フォンド記述）

号
名
代
量
所
史

記
群
　
　
歴

群
　
　
　
　
の

料
料
　
　
所

史
史
年
数
出
出

28N　29H　29K
三井文庫旧蔵資料く袋綴本＞

天平5年（733）～昭和7年（1932）

4317巻4335冊・2綴・99通・531枚

三井文庫（除く4件）

　大正7年（1918）三井文庫は設立された。場所は、現在、当館が所在する東京都品川区戸越豊町であ

る。建物は、コンクリート3階建ての書庫1棟・事務所1棟であった。その後、大正11年に新庫1棟

が増築され、これはいくどかの改修を経てなお、当館の敷地内に現存している。

　三井文庫の設置目的は、（1）三井家編纂室の機能を引き継いで事業史の編纂などの調査研究を行い、

（2）明治以降の新会社の帳簿類を保管することであった。管理は三井家同族会事務局が行った。三井

家同族会事務局は明治33年（1900）の三井家憲により、三井元方にかわって設置されたもので、三井

家の最高意思決定機関である三井家同族会（三井家同族11家の当主によって構成される）に付属して、

同族会および同族一般にかかわる共通の事務を処理した。この同族会事務局の下で嘱託を含めて職員20

余名が編纂・調査事業に携わった。

　その後、関東大震災により、史料の一部が焼失した。昭和18年（1943）、収集史料・購入図書の増加

にともない、2階建ての書庫1棟を増築して、三井文庫分室とした。その管理は、昭和15年に三井合名

会社の改組により事業統括機関となった三井総元方（三井同族組合の下部に位置）に移り、さらに昭和

19年の三井本社の設立によって三井本社に帰した。このとき「本社調査部戸越分室」と改称された。

　上と並行して昭和18年10月、時局柄、空襲を避けるために一部の史料を、神奈川県大磯の北三井家

の城山荘に移す作業が進められた。予想は的中し、翌年11月24目、戸越構内に爆弾が落とされ、書庫

は無傷であったが、事務室などに被害を受けた。ついで昭和20年5月24目、空襲によって土蔵1棟が

全焼して、未整理記録書類5梱、越後屋看板類22枚、江戸時代の和算書156冊、三井物産・三井銀行

の旧帳簿類、寄託図書類が失われた。これは、三井本社が本社調査部戸越分室のすべての資料を疎開さ

せるために、疎開先を山梨県東山梨郡神金村に決め、土蔵（矢崎邦之氏所持）の借用準備をすすめてい

た矢先のことであった。もはや猶予はなく、同年6月18日付で文部省教学局に対して、蔵書の重要性

を訴え、輸送の便をはかるように要請し、すべての史料を山梨県に疎開させた。

敗戦後、G．H。Q．による財閥解体指令によって、三井本社の解散が決まった。昭和21年1月、三井本

社解散事務の一環として本社調査部は閉鎖された。必然として本社調査部戸越分室は解消、公称を「三

井文庫」に復した。このとき、三井文庫の管理は土地と建物を所有する三井不動産株式会社に移った。

疎開資料は、同年2・3月までに城山荘・山梨県神金村から戸越へ再び移送された。
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　三井不動産株式会社では、三井文庫の維持に向けて議論を重ねたが、最小限の人員を残して、家史・

事業史料整理を継続するなどを決めるにとどまり、三井文庫は、事実上その活動を停止した。また敗戦

の混乱のなかで、所蔵資料が国内外に売却された。昭和24年、資料保存に動き出した文部省、そして

当館との関係が生じるにいたった。

伝　　　来

　当館での三井文庫旧蔵資料の受け入れと、現在、東京都中野区上高田に所在する財団法人三井文庫（以

下、「三井文庫」と表記）への資料返還の経過については、すでに『史料館の歩み40年』・『三井文庫

一沿革と利用の手引き一』・松本四郎「三井文庫の再建過程について」などに記述がある。以下、

これらによって三井文庫旧蔵資料の伝来経緯を簡単にまとめておきたいが、そのまえに今回、出所の原

則を踏まえて「三井文庫旧蔵資料」と史料群名を付与した関係から、当館が現蔵する三井文庫旧蔵資料

表1　当館現蔵の三井文庫旧蔵資料

No． 史料群記号 史料群名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i刊行目録

1 24R 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇三井高維収集文書　　　　　　　　　　　　　　　　！第30集

2 26L 摂津国大坂玉永町加嶋屋長田家文書　　　　　　　　i第14集

3 26M 駿河国富士郡岩本村文書ならびに富士川交通史料写　　i第2集

4 26N 山城国葛野郡嵯峨天龍寺塔頭臨川寺文書　　　　　　i第63集

5 26P 伊勢国松坂雑纂　　　　　　　　　　　　　　　　1

6 26Q 伊勢国松坂山城屋水谷家文書　　　　　　　　　　　！

、7 26R 武蔵国幡羅郡下奈良村吉田家文書　　　　　　　　　i第10集

8 26S 山城国京都駕輿丁文書　　　　　　　　　　　　　　i第68集

9 26T 武蔵国江戸東湊町奈良屋神田家文書　　　　　　　　i第8集

10 26U ．武蔵国江戸金吹町播磨屋中井家文書　　　　　　　　1第3集

11 26V 摂津国大坂塩町小橋屋平井家文書　　　　　　　　　1第3集

12 26W 摂津国八部郡兵庫津北風家文書　　　　　　　　　　i

13 26X 山城国京都飛鳥井雅豊目記　　　　　　　　　　　　：第68集

14 26Y 山城国京都袖岡玄蕃助家記　　　　　　　　　　　　i第68集

15 26Z 武蔵国川越横田家文書　　　　　　　　　　　　　　i第3集

16 27G 伊勢国飯野郡射和村大黒屋富山家文書　　　　　　　i第3集

17 27N 諸礼書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

18 28」
紀伊国和歌山本居家旧蔵紀伊続風土記編纂史料　　　1

19 28M 聴氷閣収集古文書　　　　　　　　　　　　　　　i

20 28N・29H 武鑑類　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

21 「090」 三井文庫寄贈図書内文書　　　　　　　　　　　　　i

22 31B 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1伊勢国比佐古文庫旧蔵文書　　　　　　　　　　　1
注）1．表の見出しのうち、　「No．」とは通し番号を、　「刊行目録」とは刊行された史料館所蔵史

　　　料目録の集数を、それぞれ示す。なお、　r刊行目録」欄に斜線を引いた史料群は目録未刊

　　　行をあらわすが、史料を検索して閲覧することはできる。

　2．表のゴチック体は本目録に収録した史料群をあらわす。
　3．史料群記号は、当時当館では基本的に受け入れ年（和暦）の数字と受け入れ順（アルファ
　　　ベット）から付与した。たとえば、r24R　三井高維収集文書」は昭和24年（1949）に、

　　　r28N・29H：武鑑類」は昭和28・29年の2度にわたり、受け入れたことを意味する。
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を概観しておくことにする。なお、史料群名を「資料」としたのは、建物・書架・箱などをも三井文庫

から引き継いでいるためである。

　表1「当館現蔵の三井文庫旧蔵資料」は、これまでに当館が把握している三井文庫旧蔵資料のなかの

各史料群の記号・名称等をまとめたものである。

　昭和22年、文部省は散逸のおそれのある史料を購入、その他の方法で集める方針を決定した。収集

事業にあたっては、学術史料調査委員会を設置し、事務局を東洋文庫内の文部省分室においた。この事

業と並行して保存公開機関の設置の準備が進められた。

　昭和24年3月、国会で「史料館設置に関する請願書」が採択された。5月、文部省設置法が成立し、

同法第九条により史料保存事業は「大学学術局の事務」として正式に始まった。10月、史料類を保存す

る書庫を必要としていた文部省は、三井不動産株式会社との交渉の結果、戸越の三井文庫の建物を買得

し、東洋文庫から史料を移した。昭和26年に戸越の敷地を国が購入し、当館の前身である文部省史料

館は創立した。

　三井文庫からの史料の移管は、東洋文庫に間借りしていた昭和24年に三井高維蒐集史料（現在の名

称は三井高維収集文書）を受け入れたことに始まる。そして史料館発足後の昭和26年から同29年にか

けて三井同族会・三井同族各家・合名会社等の文書・記録類、本居文庫・鶏軒文庫・「参考図書」とし

て購入した資料、新町三井家（8代目宗辰・9代目高堅・10代目高遂）をはじめとする同族各家の当主

による収集資料が、当館に移された。

　昭和40年、「三井文庫」が財団法人として再発足した。これに先立つ昭和39年6月、三井11家代表

の三井八郎右衛門（高公）氏と文部省史料館　吉里邦夫館長との間で覚書がとりかわされた。昭和40

年10月30目、覚書に沿う形で、当館で保管していた資料のうち、三井同族会・三井同族各家・合名会

社等の文書・記録類や都市・経済・商業関係の「参考図書」（三井文庫で事業史編纂などのために収集

した図書・史料類）を「三井文庫」に返還した。その結果、「参考図書」6077冊と、表1に示した史料

群が、当館に残った。

構造と内容

a，構造

　「整理の方法」で記すように、現段階では三井文庫資料の構造分析を行い、それに基づいた目録編成

をとることはできない。しかしながら、各史料には、三井文庫で行った整理の経過を示す痕跡がいくっ

か残されている。以下、それらを紹介して、参考に付したい。

　一つは、三井家編纂室（明治36年に家史・事業史編纂のために設置された）時代のもので、前表紙

と見返しの間に挿入した切り紙に「大正○年O月O目　消毒済」などとあって、購入後に消毒処理をし、

配架したことが明らかとなる。また購入時期を記したものに、『増補華夷通商考』（「明治四十五年一月

十一目購求」）・『井上家蔵地誌書目』（「明治四十四年九月十八日購求」）、あるいは受け入れた経緯を記

したものに『目本古金銀貨大全一目表』（大正二年九月二七日同族会事務局より引継）・『伊勢参宮名所

図会』（「大正七年七月二十五目三井源右衛門様寄贈」）などがある。

　二っめは、蔵書印である。三井家あるいは三井文庫で押印した蔵書印の数は、当館所蔵分について主

なものに限っても25種類におよぶ（口絵・表2参照）。
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表2　主な三井家と三井文庫の蔵書印一覧（当館所蔵分）

蔵書印釈文　　　i件数
　　　　　　　　：

蔵書印釈文　　　　i件数
　　　　　　　　　i

蔵書印釈文　　　　i件数
　　　　　　　　　i

三井家1　　　i　　6
　　　　　　　↓

三井家鑑蔵印　　　i　1
　　　　　　　　　↓

三井家双麗閣　　　i　　3
　　　　　　　　　本

三井家2　　　i　　2
　　　　　　　↓

三井家監蔵　　　　i　5
　　　　　　　　　8

宗辰所集　　　　　11745
　　　　　　　　　｝

三井家3　　　i　1759
　　　　　　　↓

三井家蔵　　　　　1　1
　　　　　　　　　↓

三井家編纂室蔵書　1　75
　　　　　　　　　1

三井家4　　　i　　1
　　　　　　　⊥

瓢箪に三井家　　　i　3
　　　　　　　　　⊥

三井家編纂室　　　i　　8
　　　　　　　　　1

三井家5　　　1　　3
　　　　　　　⊥

ウサギ　　　　i581 三井文庫　　　　　i　243

三井家6　　　i　　1
　　　　　　　：

　　　　　　　　　セ
丸ウサギ　　　　　1　7 三井家同族会図書印i　　2

　　　　　　　　　↓

三井家7　T　5
　　　　　　　　　十
しんまちみついけ　：585 聴濤閣図書印　　　　i　　4

　　　　　　　　　5

三井家8　T　2
　　　　　　　　　：
三井家聴氷閣1　　i　l
　　　　　　　　　i

丸に三井家　　　i　　1
　　　　　　　1

三井家聴氷閣2　　i　3
　　　　　　　　　1

　　注）1．表の右のr件数」は、当館所蔵史料のなかに占める数。

　　　　2．「蔵書印釈文」の中で「三井家1」…「三井家8」は、区別のため便宜アラビア数字を含めた。

　　　　実際の蔵書印にアラビア数字があるわけではない。なお、口絵写真も同様である。

　蔵書印の組み合わせは、「宗辰所集・三井家3」（1742件）がもっとも多く、これにつぐ「ウサギ・し

んまちみついけ」（573件）に大きな差をつけている。

　三っめは、三井文庫で作成したコレクション史料用の整理札である。三井文庫では、本居宣長・大平

の手沢本など約8600点を購入したときに、専用のラベルを貼り、管理していた模様である。このほか、

医学博士土肥慶三氏の「顎軒文庫」について、専用のラベルを用いている。

　四つめは、下小口にある「ホ印○壱」（『山城名勝誌』）などの下ヶ札である（口絵参照）。下ヶ札に

かかれた符号・番号は、目録本文の備考欄に随時、補記したが、その結果をまとめると、「ホ印」の分

類番号を与えられたものがもっとも多く148点、ついでrル印」が14点、rロ印」が11点、rヲ印」が

7点、「二印」が3点、「ワ印」が2点、「ソ印」が1点となる。「ホ印」の番号は「ホ印壱」から「ホ印

五百六十六」を確認できるが、当館分はその26％強を占めるにすぎない。

　また、この下ヶ札がある史料には、すべて蔵書印「宗辰所集」・三井家3が押されており、新町三井

家の収集史料であったものが、ある時期に三井文庫に移管されたものといいえる。

　なお、当館で所蔵する「諸礼書」（「へ印」274冊を含む693点）と「山城国京都飛鳥井雅豊目記」（「ツ」

印7冊）とに、同様の下ヶ札が貼られている。

　五つめは、後ろ表紙にある「昭和　年　月　目寄託」といった小札である（口絵参照）。この小札が

貼られた史料には、すべて蔵書印「ウサギ・しんまちみついけ」が押されている。したがって、これら

は新町三井家の収集史料で、それらが三井文庫に移された。また後述する三井文庫の主題分類ラベルが

貼られていることから、その一部が「参考図書」として管理されていたものと考えられる。

　上の四つめ・五つめからは、現在、当館で史料群名「諸礼書」「山城国京都飛鳥井雅豊目記」「聴氷閣

収集古文書」を付与している資料は、かっては一群をなしていたと推察できる。

　六っめは、後ろ表績に付けられた下ヶ札（たとえば「雑書　十七番」など）で、これら1ま蔵書印「三

井文庫」の押印と重なる。

　七つめは、前表紙見返しや後ろ表紙見返しにあるラベルである。このラベルは、三井文庫で「参考図
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書」に付したもので、独自の主題分類となっている。「三井文庫jでは、この分類を踏襲した目録（『三

井文庫所蔵参考図書目録抄』）を発刊中である。この「参考図書」目録には欠番が多くみられるが、当

然のことながら、当館所蔵の史料はその欠番を補完するという関係にある。

　以上、史料に残された痕跡のいくっかを紹介したが、これらの詳細ついては目録本文の「備考」欄を

適宜、参考にしていただきたい。

b、内　容

　本目録では、以下の大項目4つを立てて、主題別分類を行った。なお、中項目などについての説明は

各項目の解説に譲る。

　　1．文書・記録　（永仁6年［1298］～昭和3年［1928］）

　　2．名鑑　　　　（寛永21年［1644］～大正9年［1920］）

　　3．地誌　　　（天平5年［733コ～大正3年［1914］）

　・4．その他　　　（慶長16年［1611］～昭和7年［1932］）

整理の方法

a．資料群のなかでの本目録の位置

　当館では、三井文庫に入る前の原出所にもとづいて16の史料群に分けて（表1のNo．2～16・22）、

史料目録の刊行を継続中である。

　また出所の原則に馴染まないと判断したものについては、主題別分類を施して史料群名「諸礼書」

（27N）、「紀伊国和歌山本居家旧蔵紀伊続風土記編纂史料」（28」）、「武鑑類」（28N・29H）、「三井文庫

寄贈図書内文書」（「090」）を付与して、仮整理を行い、カード目録により検索、閲覧に供してきた。

　「参考図書」の大部分については、昭和57年に図書登録して（表紙の見返し部分に「三井家寄贈本」

の印と、管理番号を押印）、主題別分類による請求番号を与えて、仮整理を終えたものの、利用を館員

のみに限定してきた。

　上の状況から、今回、緊急に図書登録した史料の再整理を行った。これは、『国書総目録』（岩波書店、

昭和38年～昭和51年）などに部分的に掲載があり、閲覧請求があるためである。整理の対象は、袋綴

であるかないかを基準にして、選別・決定した（ただしこの原則から外れる史料もある）。『国書総目録』

では、慶応3年（1867）以前に限り掲載するとしているが、慶応3年で区切る根拠は不分明なことから、

今回は、史料の造本形態に基準をおいて、史料を選別することにしたのである。これに伴い、カード目

録で閲覧に供してきた「武鑑類」と「三井文庫寄贈図書内文書」を整理対象に加えることとなった。

b，記述について

　先述の通り、本目録が対象とする史料については、これまでカード目録によって仮整理・管理が行わ

れてきたが、カードに記した情報は必要最小限のもの（史料名・編著者名・冊数・大きさ・成立年・出

版者名）であり、史料として混乱なく、かつ多角的に利用できるようにするためには、項目を補足する

必要があった。表3「本目録の記述情報」として、本目録の各記述事項を情報群ごとにまとめたので、

参照されたい。

　記述は、史料の請求番号を除き、大きく（イ）史料名情報・（ロ）成立情報・（ハ）形態情報・（二）内容

情報・（ホ）管理情報の5つの情報群に分かれる。これらについて若干の説明を付しておく。
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表3　本目録の記述情報

請求番号 1）請求番号

（イ） 史料名情報 2）認定史料名

史料名情報の補足など 8）題籏に記された情報 9）表紙に関する情報
（ロ） 成立情報 3）成立年 11）刊記
（ハ） 形態情報 4）大きさ 7）印写方法の別・

5）巻数冊数
←　6）紙数

10）構成 14）備考
（二） 内容情報

内容情報の補足 13）内容に関するキーワード
（ホ） 管理情報 12）蔵書印記 14）備考

（イ）史料名情報　　「2）認定史料名」は、原則として、「8）題籏に記された情報」からとったが、原題籏

がない場合は、整理者による推定史料名となるため、角括弧（［］）を付した。推定史料名は、内題あ

るいは封面題（封面とは表紙見返し部をいう）、序題・序中題・践中題・尾題などから採った。

　また、写本の場合は、刷り外題であるかないかが原題簸であるないかの判断基準とならないので、表

紙の色・文様、料紙の状態から原表紙であるか（「原」と表記）、後表紙であるか（「後」と表記）を判

断した。推定史料名には角括弧を付した。なお、表紙の状態については「9）表紙に関する情報」欄に記

した。

（ロ）成立情報　　「3）成立年」は、印刷物の場合は刊記・封面・袋などに記された出版年を採った。し

かしながら、印刷物の刊記に出版年を記載するようになるのは享保7年（1722）の出版取締令以後であ

ること、またこれは正規の出版手続きを踏んだものに限られる（たとえば、幕府の禁書に類するものに

は刊記がない）ことから、刊記の記載がない史料については、序文・例言・賊文などからもっとも遅い

年を選んで記入した。さらに、序文などにも成立に関する記述が含まれていない場合は、記事内容の下

限を推定成立年とした。

　写本の場合は、書写奥書があればもっとも遅い年を選んで成立年とし、書写奥書がない場合は、序文

などから年を採るか、記事内容から推定して記入した。

（ハ）形態情報　　「4）大きさ」では、史料の縦横のサイズを採寸した。書誌学では書籍の大きさを大本・

中本・小本などと記すことが多いが、これらの用語は慣用的で、その根拠が曖昧であるため、採寸した

のである。もっとも史料学的に、たとえば小本をその料紙の使用様式から半紙竪折半裁判と呼称する方

法もあり得る。だがいまだ議論が尽くされているとはいえないため、・本目録では用語の検討を今後に期

することにした。

　「7）印写方法の別」は、文字の料紙への印字様式によって史料を分けたときの類別である。類別は、

大きく墨による手書きの写本（請求番号X）と、印刷物（請求番号￥）とに分け、印刷物はきらに、木

版二木活字・整板（請求番号Y1）と金属版＝銅版・活版（請求番号Y2）とに分けた。

　印写方法に注意した理由は、一つに、書籍の生成過程がこれに現れており、史料認識を行う上で重要

となるためである。たとえば、写本は非公認の商品として売買されたものカ）、あるいは限られた範囲で

流通したもの、印刷物は概ね公認のもとに商品として出回ったものと考えられる。二つめは、史料保存

上、写本と、墨に薬品を添加した印刷物とが、混在していて問題が生じるのではないかと考えたためで
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ある。ここで示した3つの請求番号を用いれば、史料は自然と分離されて配架されることになる。

　「8）巻数冊数」には、成立時の合綴や分冊の状態を記し、かつ出納・利用上の混乱を避けるために現

状を括弧内に補記した。書籍史料は、一般に成立時の形を留めていないことが多い。改装されて、現状

の巻数冊数と成立時のそれとが一致しないなどである。一方、利用者は巻数冊数を史料認識の一っの目

安とする。そのため、本目録では、成立時に基準を置いて記述する方法をとった。

　「10）構成」では、書籍の内容構成に関するデータ（題字・凡例・目録・引用書目・図・本文など）

を採った。これは、書籍の特徴は丁数を記しただけでは十全ではないためである。序文・践文の有無は

書籍の格式の高下を表わすほか、その執筆者の名前をあげることで成立環境を考える情報は増すことに

なる。

　「14）備考」では飛び丁・丁の重複・乱丁などに関する情報を記した。とくに名鑑ではこの情報が改

定時期の確定に役立っためである。

　「6）紙数」は「14）備考」に記した飛び丁などに注意した上で、記入した。したがって柱刻にある丁

づけと数字が異なる場合がある。

（二）内容情報　本目録は、後述するように主題別分類を採用したので、大項目・中項目名によって史料

の内容を、ある程度は推察できる。しかしながら、本目録で示した主題別分類は1方法にすぎないため、

他の整理法を模索する意味もあり、内容情報の補足として「13）内容に関するキーワード」を適宜、記

入した。

（ホ）管理情報　史料学的にみれば、書籍とその取得者との関係は重要である。そのため、蔵書印がある

場合は、「12）蔵書印記」を採取した。また「14）備考」に、三井家・三井文庫、それ以前の取得者によ

る保管方法や分類方法を示す痕跡がある場合には、その情報を記入した。

　以上のように、本目録の記述事項は14あり、文書を中心とする目録に比べて多くの記述を行うこと

となった。これは次の事情による。書籍史料は写本であれ、印刷物であれ、情報複製物であり、相互の

関係のなかではじめてその位置づけが可能となる。相互の関係を明らかにするには、史料を照合する作

業を不可欠とする。そして史料は基本的に多機関・多組織に分散して所蔵されている。そこで「読む目

録」、読むことで史料の現状の大略を知ることができる目録、また史料に遺存経路が残されている場合

はそれを把握できる目録記述を目指した。もっとも、目録だけで研究ができるわけではない。現状では、

目録から調査・研究の手順を決めることさえできないという状況にある。

　また前提として、全体の記述から史料名・成立年認定などの根拠が明らかになるように心がけた。い

わゆる経験知によるのではなく、整理者の思考過程を再現できる、つまり反証可能な記述を試みた。

c．編成について

　三井文庫旧蔵資料は、さまざまな所属史料群から引き出されて形成されたコレクション史料である。

コレクション史料整理を行う場合、原島陽一氏の「コレクション史料の目録編成」（『史料の整理と管

理』所収）にある指摘に留意しておくべきである。以下、引用すれば、「コレクション史料にあっては、

各個史料が本来所属していた原出所と、コレクションという2次の出所とがあるが、整理にあたっては

この2つの出所を併存させ、それぞれの配列形態にも配慮する必要がある」となる。しかしながら、原

島氏も他の箇所で述べられるように、これは受け入れ機関が調書の作成を周到に行っていて、はじめて
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可能となる。

　三井文庫旧蔵資料は、先述の通り、当館が設立する前後に受け入れられており、受け入れ時の状況を

復元することは難しい。たとえば、本目録の大項目「2。名鑑」に入れた史料に残された書き入れや蔵

書印は、多様な原出所をもつ史料群の混在を示している。また大項目「3、地誌」「4。その他」にあ

る史料には、一次出所のひとつとして考えられる「本居文庫」本が含まれており、かつては当館所蔵の

「紀伊国和歌山本居家旧蔵紀伊続風土記編纂史料」と一群をなしていたといいえる。

　また、そもそも「2次の出所」（ここでは三井文庫）での秩序に沿った目録編成を行うには、今回ひと

まず整理対象外とした「三井家寄贈本」のなかの洋装本や当館所蔵の史料群、さらに「三井文庫」・東

京大学文学部・カルフォルニア大学バークレー校に分散して保存されている史料を、同一の基準をもっ

て精査しなければならない。

　つまり現段階では、三井文庫旧蔵資料のごく一部を披見したにすぎず、資料群の構造・機能を反映し

た目録編成を行うことは不可能である。これに加えて、三井文庫の刊行目録は、基本的には三井家編纂

室編の5冊があるのみで（ただし1991年から1999年にかけて「三井文庫」では三井編纂室作成目録

を踏襲した史料目録7冊を刊行している）、たとえば目録刊行後の購入にかかる「参考図書」を適切に

分類し、整理状況を復元するには、多くの時間を要する。また復元したのちに、そこから収集・整理方

針と書籍認識のあり方（たとえば、文書・記録を「参考図書」として把握して整理するような意識）を

史料学的な観点から分析することは、整理者の能力を超えている。そのため、今回は早期に目録を公刊

することに一応の意味があるとの見解に基づき、主題別分類による目録編成をとることにした。

関連史料の所在

　　財団法人三井文庫

　　カルフォルニア大学バークレー校

　　東京大学文学部国文学研究室

　　国立国会図書館

おもな参考文献

『三井家記録文書目録』第1巻～第3巻（三井家編纂室、1911・1913年）

『三井家編纂室参考書類分類目録』第1・2編（三井家編纂室、1913・1914年）

『三井事業史』本編（財団法人三井文庫、1980年）

『史料の整理と管理』第2部（岩波書店、1988年）

『三井文庫一沿革と利用の手引き一』（財団法人三井文庫編集発行、1988年、1991年改訂）

『三井文庫旧蔵江戸版本書目』（ゆまに書房、1990年）

『史料館の歩み40年』（当館発行、1991年）

　「三井文庫所蔵参考図書目録抄」（1）（2）（『三井文庫論叢』第25・26号、1991・1992年）

『三井文庫所蔵史料目録』第1号～第7号（財団法人三井文庫、1993～1999年）

松本四郎「三井文庫の再建過程について」（『三井文庫論叢』第30号、財団法人三井文庫、1996年）
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1．文書・記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シリーズ記述）

史料群名　　　（三井文庫旧蔵）文書・記録

年　　　代　　永仁6年（1298）～昭和3年（1928）

数　　量　　122巻122冊・2綴・99通

出　　　所　　三井文庫（除く2件）

　三井文庫に入る前の第二次・第三次の出所については、蔵書印記欄・備考欄を参照のこと。

内　　容
　これまで「三井文庫寄贈図書内文書」として閲覧に供してきた史料が多くを占める。たとえば、幕府

評定所の記録（大塩平八郎関係）や「奏者番勤向留書」・「（奥医師）日光御供諸事留」・「具足師岩井与

左衛門公方様御召具足他御用留」などの江戸幕府の役所や藩の役所あるいは医師・御用達町人の職務記

録、「官私随筆」・「いろは抄」などの大名家臣がまとめた記録などである。これらの多くは明治40年代

から昭和11年頃までに、三井家編纂室ないしは新町三井家が購入した史料である。また「高野山古文

書集」「西大寺三宝料田畠目録」などは、本居文庫旧蔵史料である。

整理の方法

　整理にあたっては、仮整理は終えたものの、これまで閲覧に供してこなかった木箱入りの史料（「備

考」欄に適宜、仮整理段階での状況を記入）を加えて、内容による分類を行った。中項目とそれに基づ

く史料の請求番号は、以下に示す通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本項目には三井家ないし三井文

1．文書

　1．
　2．
　3、
2．記録
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し

　
写
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集

本
え
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書

　
　
類

　
し
親

　
写
・

　
・
帳
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限
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（請求番号X　O111）

（請求番号X　O112）

（請求番号X　O113）

（請求番号X　O121）

（請求番号X　O122）

（請求番号X　O123）

庫で購入した文書・記録を収録し

た。およそこれらは、原本と考え

られるもの、控え・写しと考えら

れるもの、ある目的をもって文書

を集めて謄写し編纂したもの（文

書集）とに分かれる。なお、記録

のうち分限帳・親類書は、原本と

も控えとも判断しがたいため、中

項目をたてて独立させた。



〔22〕　1．文書・記録

L文書・記録

1、文書・記録／1．文書ノ1．原本

XO111－001

［慶長4年古文書綴］

慶長4（1599）

300×230ミリ1綴5通5丁写本
題簸：なし表紙：後・白色ボール紙

構成：慶長四年九月晦目川村吉兵衛殿宛古田助左衛
門重政書状ほか。

印記：丸ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和12年3月10目寄託、三井ラベル「B206・
新・45j。酸性紙混入のため取扱注意。

XO111－002－01

［毘沙門堂門跡宛書状綴　1］

寛永20・21（1643）

175×460ミリ3冊90通（90通のうち）28通写本
題簸：後・目光山古文章表紙：後・生成

構成：（宛）毘沙門堂門跡・最教院・双厳院・常照院
（差出）紀伊大納言頼宣・松平出羽守直政・松平（細川）

筑前守光尚・松平下総守清匡他
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：封筒に題箋あり（r目光山古文章天海大僧正偲
化弔状写三冊」と墨書）。天海遷化及び1周忌大師号
（慶安元年）含むか。三井ラベルrB206・新・13」

XO111－002－02

［毘沙門堂門跡宛書状綴　2］

寛永20・21（1643）

169×450ミリ（90通のうち）20通写本
題籏1後・日光山古文章表紙：後・生成

構成：（宛）毘沙門堂殿・最教院御房他（差出）日野大
納言・勧修寺大納言（経広）・高倉大納言（永慶）・生嶋

玄蕃頭・舟橋少納言他
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内容は天海遷化及び1周忌関係。三井ラベル
rB206・新・13」

XO111－002－03

［毘沙門堂門跡宛書状綴　3］

寛永20（1643）

174×464ミリ（90通のうち）42通写本
題簸：後・目光山古文章表紙：後・生成
構成：（宛）双厳院・最教院・護国院・毘沙門堂門跡・無

量院他（差出）本多伊勢守忠利・酒井讃岐守忠勝・林
民部法印道春・大外記師定・官務忠利・芳春院宗端他
印記＝宗辰所集・三井家3。

備考：一通のみ三十三回忌法要関連、他は天海遷化時
のもの。三井ラベル「B206・新・13」

XO111－003
［茶碗薬販売証文］

文政8（1825）

309×223ミリ1通　写本
題籏：後・茶碗藥販費御届表紙＝後・ボール紙
刊記：［差出1（長崎）榎津町薬種屋辰右衛門（印）、［宛

所1浜武鄭次郎殿・徳見昌八郎殿・森邦之輔殿・林城一
郎殿。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：裏判2つあり。昭和7年7月23目寄託、三井ラベ
ル「D421・新・59」

XO111－004
［扇子之通］

安政4（1857）

160×233ミリ1巻1冊4丁写本
題簸：原・御扇子之通（打付）表紙：原・生成無地

構成：口上1、注文請取記事2、白紙1
刊記＝現金かけねなし京都御扇子所江戸本町一丁
目角みゑいだう五郎兵衛南都御油煙塁。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下げニツ目綴。前表紙に「安政四年巳ノ八月吉
目加藤常右衛門様・酒田喜惣次様・奥津主膳様」（墨

書）。昭和7年4月15目寄託。三井ラベル「D409・新・
32」。ダンボールの峡に入るが、破損あり注意。

XO111－005
［扇子之通］

元治1（1864）

160×233ミリ1巻1冊4丁写本
題簸1原・御扇子之通（打付）表紙：原・生成無地

構成二口上1、注文請取記事1、白紙2
刊記：現金かけねなし京都御扇子所江戸本町一丁
目角みゑいだう五郎兵衛南都御油煙塁。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：下げニツ目綴。前表紙に「元治元年甲子正月吉
目奥津主膳様・瀬子六太夫様」（墨書）。昭和7年4月
15目寄託、三井ラベル「D409・新・32」

XO111－006

［内閣官房総務課文書綴】

大正2～昭和3（1928）

282×200ミリ1綴　写本
題簸：なし表紙：後・伽羅色・無地

構成：贈位・大礼費支出に属する諸建築物他大礼後処
置方法（大正5・6）ほか

印記＝ウサギ・三井家7。

備考：水谷書店の商札あり。昭和7年4月15日寄託、
三井ラベル「B206・新・31」。

1．文書・記録／1．文書！2．控え・写し

XO112－001（1）

［稼方仕法取締方の儀につき油稼人願書］



（1787年）

250×178ミリ3通（1つに合綴）5丁写本
題簸1後・油稼人御法式表紙：後・ボール紙

刊記＝［差出1永井飛騨守殿御領所渋川郡鞍作村新家

庄右衛門・永井左門殿知行所茨田郡常禰平村時次郎・
木村惣左衛門殿御代官所河内郡額田村文蔵・三好捨
三郎殿知行所讃良郡南部村半右衛門・小堀主税殿御
代官所茨田郡上□伏村大次郎、［宛所1御奉行所様。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：ボール紙表紙をつけてXO112－001（1）～（3）まで

合綴。端裏に「油稼人御法式」とある。昭和7年5月2
目寄託、三井ラベルrD421・新・58」

XO112－001（2）

［菜種作増並油売捌方につき願書］

（1787年）

8丁写本
刊記：［差出】御領私領河州一国十六郡村々願人惣代。

XO112－001（3）

［京都町奉行配下役人申渡につき聞書］

天明7（1787）

4丁写本
刊記1天明七年未八月（文末）。

XO112－002
［宮内省への鹿苑寺保存願書　控］

明治20（1887）

262×184ミリ1綴13丁写本
題籏：後・保存上願書表紙：後・ボール紙

構成＝元表紙1、本文12
刊記：明治二十年三月十目戸長蓮井幾太郎（印・京
都府葛野郡小北山村外六ケ村戸長蓮井幾太郎）（冒
頭）、作成は鹿苑寺住職伊藤貫宗。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ包背装・貼り継ぎ部に押印（貫宗）がある。

罫紙を使用。元表紙にr保存上願書京都府下山城国
葛野郡大北山村臨済宗鹿苑寺」（墨書）。昭和4年・
三井ラベル「K620・新・76」。

1．文書・記録！1．文書！3．文書集

XO113－001

古文零聚
文化10以降（写）（1813）

271×200ミリ1巻1冊49丁写本
題簸1原・古文零聚表紙：原・丁字引き

刊記：伴信友の本をかりて人に誹てうつさせたるなり大
平蔵書（藤垣内印）。また「永徳二年市町指図」に「信友

私云此指図五条通ヨリ西ノ方凡東寺ノ辺ノミヲ注出セル

モノ也、全カラサル事ハ惜ムベシ永徳ノ当時粗可想像
モノ也」（朱書）および「右東寺所蔵古文書櫃中之物也、

於観智院展覧之序複写之畢干時文化十癸酉年正月
十四目伴信友（花押）」（墨書）。

印記：本居文庫・三井文庫。

備考：内容は延喜9～天正14年。三井ラベルrB206・
14」

1．文書・記録　L文書・記録11．文書！3．文書集　　〔23〕

XO113－002－01

［羽黒命令上1
（1817年）

243×173ミリ2巻2冊33丁写本
題簸：後・経済叢書鈴木武介命令上（打付）表紙：

原・薄茶色無地
印記：母不敬・聴濤閣図書印・内藤恥聖・高橋義彦集古、

□［コ子□・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：下小口にr黒羽命令」（墨書）。前表紙見返しに
r鈴木武介ハ黒羽根の大夫二而政績名たかき人也、其

民政二付ふれ出したる命令をあつめ出なり明治三十
年三月得之内藤恥嬰年七十一」（墨書）。三井ラベル
「H221・新・68」

XO113－002－02

［羽黒命令下］

文化14（写）（1817）

243×173ミリ35丁写本
題簸：後・鈴木武介命令下（打付）表紙：原・薄茶色

無地
構成：本文33、蹟1（市川淡斎）、遊紙1

刊記：文化三年丙寅初冬謄写成大橋順正識、文化十
四丁丑季春写市川正直。
印記：母不敬・聴濤閣図書印・内藤恥嬰・高橋義彦集古、

□□子□・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下小口に「黒羽命令」（墨書）。前表紙に「九八一」

と記した切紙が貼付してある。昭和10年3月22目寄
託、三井ラベル「R221・新・66」

XO113－003－01

［高野山古文書集　1］

（1838年）

273×197ミリ9巻9冊46丁写本
題簸1原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き

印記：本居文庫。

備考：1～9まで洋紙の秩に入る。

XO113－003－02

［高野山古文書集　2］

（1838年）

273×198ミリ38丁写本
題簸：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き

印記：本居文庫。

XO113－003－03

［高野山古文書集　3］

（1838年）

272×198ミリ54丁写本
題簸：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き
印記1本居文庫。

備考：1丁・17丁・51丁に貼紙あり。

XO113－003－04

［高野山古文書集　4］

（1838年）



XO113－004－02

感牒集　中・下

261×192ミリ63丁写本
題簸：原・感牒集中下表紙：原・藍色・雷紋つなぎ蓮
構成：目録7、本文55
印記：本居文庫・本居蔵書。

備考：後ろ表紙見返し「赤松院什」（墨書）、三井ラベル
「B206・15」

XO113－005
［赤穂浪人四拾六人御仕置付］

嘉永2（写）（1849）

265×192ミリ1巻1冊8丁写本
題簸：後・赤穂浪人四拾六人御仕置附表紙1後・ボー
ル紙

構成：元表紙1、本文6、元後ろ表紙1
刊記：右徳川家内史局御目記二有之嘉永二酉年八月
上旬写之（元後ろ表紙見返し）。

印記：山本氏蔵書・宗辰所集・三井家3、三井文庫。
備考：三井ラベル「H：221・新・59」

XO113－006

元禄義士書翰之写

244×173ミリ1巻1冊　写本
題簸：原・元禄義士書翰之写表紙：後・ボール紙表紙

構成＝元表紙1、本文12
刊記：（和歌山懸士族ナリ）津田三郎左衛門所持元禄敵
討義士書翰巻物之写文（内題）。

印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「B940－9」

1、文書・記　12．記録11．原本

XO121－001－01

［押小路家　日記　知］

宝永4（内容）（1707）

213×138ミリ3巻3冊79丁写本
題籏：原・目記自貞享四年至宝永四年知表紙：原・
生成

構成＝貞享4年3月26目～宝永4年12月27日
印記＝三井文庫。

備考＝前表紙に「押小路家目記三冊之内」（後筆墨書）

秩にr自貞享四年至享保十四年押小路家目記原本
三冊」（ウハ書墨書）あり。内容は朝儀・法要・対幕府関

係。紙秩裏に三井ラベル「B240・7」

XO121－001－02

［押小路家　日記　仁］

正徳3（内容）（1713）

211×142ミリ73丁写本
題籏：原・目記自宝永五年至正徳三年仁表紙＝原
生成

構成：宝永5年正月～正徳3年12月26目
印記：三井文庫。

文書・記録1〔24〕

272×198ミリ48丁写本
題籏：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き
印記＝本居文庫。

XO113－003－05

［高野山古文書集　5］

（1838年）

273×198ミリ71丁写本
題籏：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き
印記：本居文庫。

XO113－003－06

［高野山古文書集　6］

（1838年）

273×198ミリ38丁写本
題籏：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き
印記：本居文庫。

XO113－003－07

［高野山古文書集　7］

（1834年）

272×198ミリ66丁写本
題籏：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き

刊記：頼恭者今川伊予守了俊之猶子仲秋也初名國春ト
中云頼恭ト後改仲秋ト、天保九依今川家系図考之（墨
書・21丁）。

印記：本居文庫。

備考：14丁に貼紙あり。

XO113－003－08

［高野山古文書集　8］

（1834年）

272×198ミリ62丁写本
題籏：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き
印記：本居文庫。

XO113－003－09

［高野山古文書集　9］

天保5（校離）（1834）

272×198ミリ40丁写本
題簸：原・高野山古文書集表紙：原・布目地丁子引き

刊記：天保五年仲秋廿六目於風土記再訂会所望地院
書院令校雛記（朱書・39丁）・天保九考之（墨書・40
丁）。

印記1本居文庫。

XO113－004－01

感牒集　上

261×191ミリ3巻3冊（2冊に合綴）73丁写本
題簸：原・感牒集上表紙：原・藍色・雷紋つなぎ蓮

構成1墨付1、目録5、本文67
印記二本居文庫・本居蔵書。

備考＝後ろ表紙見返しに「赤松院什」（墨書）、巻頭に
「今度於江北出群抜翠之至功宴」（墨書）。三井ラベル
「B206・15j



〔25〕1、文書・記録　1．文書・記録！2．記録／L原本

題簸：原・上野増上寺御城外御規式…（方籏）表紙
原・絹薄茶色

構成：遊紙1、目録1、本文28、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。
備考：薄様を使用。

XO121－003－04

［奏者番勤向留書　4］

明和8（内容下限）（1771）

145×205ミリ106丁写本
題籏：原・元目ヨリニ月朔目迄之部…（方籏）表紙：
原・絹薄茶色

構成：遊紙1、目録1、本文103、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。67丁メ表・74丁メ裏に切紙貼付あ
り。

XO121－003－05

［奏者番勤向留書　5］

安永6（内容下限）（1777）

146×205ミリ89丁写本
題簸：原・披露席之覚…（方籏）表紙：原・絹薄茶色

構成：遊紙1、目録1、本文86、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。66丁・67丁・69丁・72丁メ表に切紙
貼付あり。

XO121－003－06

［奏者番勤向留書　6］

明和9（内容下限）（1772）

145×206ミリ41丁写本
題籔：原・御老中所司代御城代使者之部…（方籏）表
紙：原・絹薄茶色

構成：遊紙1、目録1、本文38、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考1薄様を使用。22丁メ・27丁メ・28丁メ表に切紙貼
付あり。

XO121－003－07

［奏者番勤向留書　7］

安永3（内容下限）（1774）

144×207ミリ43丁写本
題簸：原・御番之部・助番之部…（方籏）表紙：原・絹

薄茶色
構成：遊紙1、目録1、本文41
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。10丁メ裏・41丁メ表に切紙貼付あ
り。

XO121－003－08

［奏者番勤向留書　8］

安永3（内容下限）（1774）

145×206ミリ58丁写本
題籏＝原・御内書之部・拝領物之部…（方簸）表紙
原・絹薄茶色

構成：遊紙1、目録1、本文55、遊紙1

備考：三井ラベル「A3・15－5」

XO121－001－03

［押小路家　日記　勇］

享保14（内容）（1729）

214×140ミリ127丁写本
題籏：原・目記　自正徳四年至享保十四年勇　表
紙1原・生成

構成：正徳4年正月朔目～享保14年12月28日
印記：三井文庫。

備考：後ろ表紙見返しにr此押小路家目記知・仁・勇
参冊、知（智）貞享四年至宝永四年、仁宝永五年至正
徳三年、勇正徳四年至享保十四年、昭和三年戊辰歳
十一月東京浅倉屋書店ヨリ求之新町三井家損資三
井文庫格納」（朱書）

XO121－002

［伊勢松坂　山村家仕入留・詩歌抜書］

元文3（内容下限）（1738）

163×222ミリ1冊63丁写本
題簸：原・大福帳享保十七年Oに十（打付墨書）表
紙：原・生成

構成＝遊紙1、詩歌抜書50、醤油などの仕入書留め12
印記：三井文庫・三井家同族会図書印。

備考：前表紙に「子益様筆三十九」（貼紙墨書）、前表

紙見返しにr松阪町殿町山村家旧蔵大正八年五月十
五目松阪魚町書雛山口三松堂二於テ柴謙太郎購求」
（朱書）、後ろ表紙にr金銀入目記」（墨書）。三井ラベル
「A910・14」。

XO121－003－01

［奏者番勤向留書　1］

明和7（内容下限）（1770）

145×205ミリ9巻9冊103丁写本
題簸：原・御三家之部…（方籏）表紙二原・絹薄茶色

構成：遊紙1、目録1、本文100、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。69丁丁間に切紙1あり。紙帳に入る。

紙族には「九冊物並直書廻章留一冊」（墨書）と「丁印

二百十七十冊」（下ヶ札）。三井ラベルrR221・69」

XO121－003－02

［奏者番勤向留書　2］

安永8（内容下限）（1779）

145×206ミリ92丁写本
題簸：原・御奏者番系図・申合之部・相伴之順留（方籏）

表紙：原・絹薄茶色

構成＝遊紙1、目録1、本文89、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。40丁メ表・72丁メ裏に切紙貼付あ
り。

XO121－003－03

［奏者番勤向留　書3］

明和9（内容下限）（1772）

145×205ミリ31丁写本



文政2（1819）

108×170ミリ36丁写本
題簸＝原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文34、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴じ。小口喉側に補強紙（墨書「四」）

あり。前表紙に「文政二年九月九目より十一月四目迄」
（墨書）。三井ラベル「R221・新・50」

XO121－005－04

官私随筆　4

文政2（1819）

109×171ミリ37丁写本
題籏：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文33、遊紙3
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴じ。小口喉側に補強紙あり。前表紙
に「文政二年十一月四目より十二月廿九日迄」（墨書）。

三井ラベル「H221・新・50」

XO121－005－05

官私随筆　5

文政3（1820）

109×171ミリ36丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙1原・生成

構成：遊紙1、本文35
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴じ。小口喉側に補強紙あり。前表紙

に「文政三年正月朔目より四月上旬迄」（墨書）。三井ラ

ベル「H221・新・50」

XO121－005－06

官私随筆　6

文政3（1820）

109×171ミリ39丁写本
題籏：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文37、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴じ。小口喉側に補強紙（墨書「七」）

あり。前表紙に「文政三年四月中旬より七月七目迄」（墨

書）。31丁メ表に一紙貼付あり。三井ラベル「H221・新・

50」

XO121－005－07

官私随筆　7

文政3（1820）

109×170ミリ40丁写本
題籏1原・官私随筆（打付）表紙1原・生成

構成：遊紙1、本文39
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴じ。小口喉側に補強紙あり。前表紙

に「文政三年七月十一目より十月九目迄」（墨書）。三井

ラベル「H221・新・50」

XO121－005－08

官私随筆　8

〔26〕　1．文書・記録

印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。

XO121－003－09

［奏者番勤向留書　9］

安永4（内容下限）（1775）

145×206ミリ43丁写本
題簸：原・都而西丸之部（方簸）表紙：原・絹薄茶色

構成＝内表紙1、目録4、本文30、白紙2、本文2、白紙

1、本文2、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。

XO121－004

諸事手留
文化12（内容下限）（1815）

86×194ミリ1巻1冊85丁写本
題籏：原・諸事手留（打付）　表紙：原・浅花田色：小葵

型押し
構成：見出1、本文（雁之間勤年中行事など）84

印記1丸ウサギ・三井家5。
備考：前表紙にr嶺田」（墨書）。前表紙と見返しの聞に

切紙1（r昭和十三年七月消毒」と墨書）がある。昭和13

年9月15目寄託、三井ラベルrH221・新・47」。内容は
「享和元酉三月四目高家戸田土佐守様より遠藤備前守
様江以御使者被進候書面之写（中略）文化七年庚午年

春永井飛騨守様御供頭竹村儀右衛門より致借用写之」
（27丁メ）など。

XO121－005－01

官私随筆　1

文政2（1819）

108×169ミリ25巻25冊38丁写本
題籏：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文37
刊記：記主は加賀藩士奥村助左衛門。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（墨書「二」）

あり。前表紙に「文政三（二）年二月廿六目より六月七目

迄」（墨書）とr全二十五冊」（朱書）、前表紙見返しにr前

田家編纂主任近藤磐雄氏より差上ラレシモノ也昭和
八年四月十日」。三井ラベル「且221・新・50」

XO121－005－02

官私随筆　2

文政2（1819）

109×170ミリ38丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文37
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。前表紙に「文政二年六月八日よ
り九月八日迄」（墨書）。酸性紙の紙秩にはいる。三井ラ

ベルrH221・新・50」
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文政3（1820）

109×170ミリ37丁写本
題簸＝原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文36
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（墨書「九」）

あり。前表紙にr文政三年十月十目より十二月迄」（墨
書）。6丁目裏に貼紙1あり。三井ラベルrH221・新・

50」

XO121－005－09

官私随筆　9

文政4（1821）

108×170ミリ40丁写本
題籏：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成＝遊紙1、本文38、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（墨書「十」）

あり。前表紙に「文政四年正月より六月迄」（墨書）。三

井ラベル「R221・新・50」

XO121－005－10

官私随筆　10
文政4（1821）

107×169ミリ39丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文38
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（墨書「十
一」）あり。前表紙に「文政四年七月より九月廿三目ま
て」（墨書）。三井ラベル「H221・新・50」

XO121－005－11

官私随筆　11
文政4（1821）

109×170ミリ40丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文39
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（墨書「十
二」）あり。前表紙に「文政四年九月廿三目より同十一月

十九迄」（墨書）。三井ラベルrH221・新・50」

XO121－005－12

官私随筆　12
文政5（内容下限）（1822）

109×170ミリ40丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文39
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（墨書「十
□」）あり。前表紙に「文政四年十二月廿二日より同五年

閏正月十九目まて」（墨書）。三井ラベル「R221・新・

50」

XO121－005－13

1．文書・記録　1．文書・記録ノ2．記録11．原本　　〔27〕

官私随筆　13
文政5（1822）

109×171ミリ35丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文33、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙あり。前表紙
に「文政五年閏正月廿目より至二月晦目」（墨書）。三井

ラベル「H221・新・50」

XO121－005－14

官私随筆　14
文政5（1822）

108×170ミリ39丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文37、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙あり。前表紙

に「文政五年五月六日より十月十目迄」（墨書）。三井ラ

ベル「H221・新・50」

XO121－005－15

官私随筆　15
文政5（1822）

109×171ミリ36丁写本
題籏：原・官私随筆（打付表紙：原・生成

構成二遊紙1、本文34、遊紙1
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（「十七」と墨

書）あり。前表紙に「文政五年十月十一目より十二月朔
目迄」ほか（墨書）。三井ラベルrH221・新・50」

XO121－005－16

官私随筆　16
文政5（1822）

109×170ミリ39丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文33、遊紙5
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（「十八」と墨

書）あり。前表紙にr文政五年十二月五目より晦目迄」ほ

か（墨書）。三井ラベル「R221・新・50」

XO121－005－17

官私随筆　17
文政6（1823）

108×170ミリ39丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成＝遊紙1、本文38
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙あり。前表紙
に「文政六年正月朔日より四月廿五目迄」（墨書）。三井

ラベル「且221・新・50」

XO121－005－18

官私随筆　18



文政7（1824）

109×170ミリ33丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文32
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（「二五」と墨

書）あり。前表紙に「文政七年七月六目より八月十四目

迄」ほか（墨書）。三井ラベル「H221・新・50」

XO121－005－24

官私随筆　24
文政7（1824）

108×170ミリ40丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文39
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙。前表紙に
r文政七年八月十四目より十二月晦目迄」（墨書）。19
丁目裏に貼紙1がある。三井ラベル「H221・新・50」

XO121－005－25

官私随筆　25
文政8（1825）

109×171ミリ39丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文37、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙。前表紙に
r文政八年正月より四月十四日迄」ほか（墨書）。昭和8

年4月12目寄託、三井ラベル「H221・新・50」

XO121－006
［奏者番勤向留書　直書廻章留］

文政2（内容下限）（1819）

124×197ミリ1巻1冊35丁写本
題籏：原・直書廻章留（短冊籏）表紙：原・絹こげ茶色

構成：内表紙1、本文33、遊紙1
印記：誉・宗辰所集・三井家3。

備考：薄様を使用。

XO121－007－01

幕府及要用書類覚書　乾
（1821年）

117×182ミリ2巻2冊131丁写本
題籏：原・幕府及要用書類覚書乾表紙：原・丁子色
布に唐花織
構成：遊紙1、目録1、本文128、遊紙1
印記：積慶堂収蔵記・宗辰所集・三井家3。

備考：前田家（富山藩主）宛の内書の写しなど。紙鉄に
入る。紙秩に「庚印拾／二冊」（下ヶ札）。

XO121－007－02

幕府及要用書類覚書　坤

文政4（内容下限）（1821）

116×177ミリ103丁写本
題簸：原・幕府及要用書類覚書坤表紙：原・丁子色

文書・記録1〔28〕

文政6（1823）

108×171ミリ32丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文31
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（「二十」と墨

書）あり。前表紙に「文政六年四月廿五目より八月十一
目迄」（墨書）。三井ラベル「H221・新・50」

XO121－005－19

官私随筆　19
文政7（内容下限）（1824）

107×170ミリ35丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文34
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙（「二一」と墨

書）あり。前表紙にr文政六年八月十二目より同七年二
，月廿三目まてj（墨書）。三井ラベルrH221・新・50」

XO121－005－20

官私随筆　20
文政7（1824）

108×170ミリ35丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文33、遊紙1
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙あり。前表紙

に「文政七年二月廿四日より四月十六目朝迄」ほか（墨
書）。三井ラベル「H221・新・50」

」と墨

之事
ベノレ

華

XO121－005－21

官私随筆　21
文政7（1824）

108×172ミリ33丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文32
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙

書）あり。前表紙にr文政七年四月十六目
前冊二も有、五月八目迄」ほか（墨書）。
rH221・新・50」

XO121－005－22

官私随筆　22
文政7（1824）

109×171ミリ34丁写本
題簸：原・官私随筆（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文33
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り。小口喉側に補強紙あり。前表紙

に「文政七年五月八日より、今目之事前冊にもあり、七
月五目迄」ほか（墨書）。三井ラベル「H221・新・50」

XO121－005－23

官私随筆23



布に唐花織
構成：遊紙1、目録2、本文100
印記：積慶堂収蔵記・細川（後ろ表紙見返し裏）・宗辰

所集・三井家3。

XO121－008
［津軽家］二之丸御宝蔵　御書物井御道具目録

天保3（1832）

211×135ミリ1巻1冊80丁写本
題策1原・二之丸御宝蔵御書物井御道具目録表紙＝
原・秘色1布目地型押し
構成：遊紙1、御鍵目録3、本文75、奥書1
刊記：天保三壬辰年八月改御側役御預土門八郎・
工藤與助・釜萢伊太郎・須藤半兵衛、関口吉郎保之写
之。

印記：柳河氏蔵書印・宮本・宗辰所集・三井家3。

備考：弘前藩津軽氏関係。朱書書き入れあり。

XO121－009－01

［大塩平八郎一件評定所一座書留　1］

天保8（内容）（1837）

241×165ミリ5巻5冊276丁写本
題籏：なし表紙：後・ボール紙

構成：元表紙1、本文274、元表紙1
刊記：大坂町奉行跡部山城守組与力大塩格之助養父
大塩平八郎頭取同組与力同心等徒党いたし大坂市中
放火及乱妨候一件吟味伺書　評定所一座（元表紙に
墨書）、壱（元表紙に朱書）。

印記1三井家編纂室蔵書。

備考：元表紙にr共五ノー」（貼紙）。紙帳に入る。帳に

「大塩平八郎一件評定所一座書留雑綴五冊」（墨書）
とr明治44年9月25目購求（三井）」とある。三井ラベ
ル「B249・7」。翻刻に史料館叢書9『大塩平八郎一件
書留』（1987年）がある。

XO121－009－02

［大塩平八郎一件評定所一座書留　2］

（1837年）

241×168ミリ292丁写本
題簸：なし表紙：後・ボール紙

構成＝元表紙1、本文290、元表紙1
刊記：大坂町奉行跡部山城守組与力大塩格之助養父
大塩平八郎頭取同組与力同心等徒党いたし大坂市中
放火及乱妨候一件吟味伺書　評定所一座（元表紙に
墨書）、弐（元表紙に朱書）。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：元表紙に「共五ノニ」（貼紙）。明治44年9，月25

目購求（三井）。三井ラベルrB249・7」

XO121－009－03

［大塩平八郎一件評定所一座書留　3］

（1837年）

241×164ミリ274丁写本
題籏：なし表紙：後・ボール紙

構成：元表紙1、本文272、元表紙1
刊記：大坂町奉行跡部山城守組与力大塩格之助養父
大塩平八郎頭取同組与力同心等徒党いたし大坂市中

1．文書・記録　1．文書・記録12．記録11．原本　　〔29〕

放火及乱妨候一件吟味伺書　評定所一座（元表紙に
墨書）、三（元表紙に朱書）。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：元表紙に「共五ノ三」（貼紙）。明治44年9月購求
（三井）、三井ラベル「B249・7」

XO121－009－04

［大塩平八郎一件評定所一座書留　4】

（1837年）

241×166ミリ162丁写本
題籏：なし表紙：後・ボール紙

構成：元表紙1、本文160、元表紙1
刊記：御仕置附書付評定所一座（元表紙に墨書）。
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：元表紙に「共五ノ四」（貼紙）。明治44年9月25
目購求（三井）、三井ラベル「B249・7」

XO121－009－05

［大塩平八郎一件評定所一座書留　5前・後　細
目］

（1838年）

252×172ミリ440丁写本
題簸：なし表紙：後・ボール紙

構成1元表紙1、前目録1
刊記：別紙之分大坂一件書物（元表紙に墨書）。
印記：三井家編纂室蔵書。

備考＝元表紙に「共五ノ五止／二九盧合本」（これは29の

記録が合綴されていることを意味する）。3通の差し入れ

書状がある。明治44年9月25目購求（三井）、三井ラ
ベル「B249・7」

XO121－010

崇蘭館往来

天保8（内容下限）（1837）

234×165ミリ1巻1冊49丁写本
題籏：原・天保五甲午正月始至八年丁酉十二月崇蘭
舘往来（打付）表紙：原・薄茶色無地
印記1三井文庫。

備考：記主は地下官人か。前表紙見返しに切紙1（天保
癸巳六月廿七日廻状写し…）、19丁裏に切紙1（十月

十二日嶺松院十三回忌）、24丁表に切紙1（福井丹
波守所労二付代）、24丁丁間に切紙1（三角・高階…）、

25丁裏に切紙1（忌明御礼荻野河内守所労二付代）、
42丁丁問に切紙1（小菅忠兵衛）、後ろ表紙見返しに
切紙1（福井玄蕃権助）あり・三井ラベルrB249・18」。

XO121－011－01

［奥医師］日光御供諸事留　1

（1844年）

285×213ミリ4巻4冊48丁写本
題簸：原・日光御供諸事留一表紙＝後・水色無地
構成：内表紙1、遊紙1、目録1、本文44、遊紙1
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：鉄にはいる。三井家の図書カードあり。



弘化4（1847）

271×198ミリ73丁写本
題籏：後・御書物井御伝書合点帳（打付）表紙：後6樺
色・無地

構成：四番長持伝書・に印白木箪笥下段・中段・上段・

一番書物箱・二番書物箱・三番書物箱・四番書物箱・五

番書物箱・ち印箪笥上段・中段・下段・ぬ印箪笥上段・

中段・下段

刊記：弘化四年丁未年九月改（元表紙）。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：元表紙に「御書物井御傳書帳下地御小納殿」
（墨書）。「XO120－01」と一帳に入る。三井ラベル
「A130・新・25」、昭和9年L月23目寄託

XO121－014

御絵図牒

安政6（1859）

155×238ミリ1巻1冊84丁写本
題簸：原・御縛圖牒（打付）表紙＝原・生成無地

刊記：安政四丁巳歳仲秋改神権六・預太田重右衛門
（印）・平野源太郎（印）・松岡翔次郎（印）（表紙見返し）

改臼田彦右衛門（印）・預平野源太郎（印）・奥山平三郎

安政六己未年仲秋。
印記＝ウサギ・しんまちみっいけ。

備考；縦55×横12粍の竹箋が丁聞にある。記事内容
下限は慶応3年、「忠恭公・忠澄公」などとある。酸性紙

の紙秩に入る。前表紙に書名を記した下ヶ札（一部破
れ）。昭和5年・昭和6年1月22目・三井ラベル「C130・
新・13」。

XO121－015

いろは抄

安政6（1859）

239×164ミリ1巻1冊167丁写本
題簸：原・いろは抄（打付）表紙：原・薄茶色

構成：遊紙1、目録7、本文158、奥書1
刊記：安政六己未中春成就酒井敬次郎重清蔵。
印記：白川藩臣酒井蔵書・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：表紙に反古紙を使用。後補記事あり。昭和10年
4月5目寄託。三井ラベル「R221・新・55」。

XO121－016
［屋敷拝領預入替移徒届控帖］

文久2（内容下限）（1862）

300×210ミリ1巻1冊499丁写本
題簸：原・安政四巳年より屋敷拝領預入替移徒迂宮所
労表紙：原・樺茶・つや出し
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：朱書あり。前表紙に「TOKYO
GANSHODOSHOTEN幕（朱印）」（シール）。昭和9
年6月6目寄託、三井ラベル「B206・新・30」。

XO121－017
［具足師岩井与左衛門公方様御召具足他御用留］

元治1・2（1864）

244×172ミリ1巻1冊125丁写本
題籏：後・公方様御召畳具足其他御用留元治元年

文書・記録1〔30〕

XO124－011－02

［奥医師］日光御供諸事留　2

（1844年）

285×213ミリ59丁写本
題簸：原・目光御供諸事留二表紙：後・水色無地

構成1内表紙1、遊紙1、目録1、本文55、遊紙1
印記1宗辰所集・三井家3。

備考：本文37・38丁間に切紙1（「徳川十二代将軍目
光山社参御供之記」墨書）あり。

XO121－011－03

［奥医師日光］陪駕事務録

天保15（践）（1844）

286×213ミリ21丁写本
題簸：原・陪駕事務録三表紙：後・水色無地
構成：内表紙1、本文15、付録2、践1（十五年甲辰三
月廿八日楽真院法印［多紀1元堅識）、遊紙2

印記：宗辰所集・三井家3。

XO121－011－04

［奥医師］日光御参詣諸御書付留

（1844年）．

285×212ミリ72丁写本
題籏：原・目光御参詣諸御書附留四表紙：後・水色
無地
構成：内表紙1、本文70、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO121－012

御成御屋鋪泉村古河［土井家］　御代々御家督御

礼献上物井御目見御家老覚

徳川家重・土井利起時代（1822）

140×412ミリ1冊8丁写本
題簸：原・御成御屋鋪泉村古河御代々御家督御礼献
上物井御目見御家老覚表紙：原・生成
印記：宗辰所集・三井家3。』

備考：一っ綴り。包背装。

XO121－013－01

［人吉藩主相良家］諸御道具帳下地
弓ムイヒ4（1847）

272×197ミリ2巻2冊85丁写本
題籏：後・諸御道具合点帳（打付）表紙：後・樺茶・無

地
構成：武具一一番具足・二番具足・御持通陣道具・三番
三光具足・四番鎧・五番大円山具足・六番緋威具足・七

番白具足・二番具足（他）騎射道具弓道中道具
二番雑道具三番荘道具
刊記：弘化四丁未年九月改（元表紙）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：元表紙にr諸御道具帳下地御小納殿」（墨書）。
「XO120－02」と一帳に入る。三井ラベル「A130・新・

25」、昭和9年1月23日寄託

XO121－013－02

［人吉藩主相良家］御書物井御伝書帳下地



〔31〕1．文書・記録　L文書・記録12．記録／2．控え・写し

元禄14（写）（1701）

234×168ミリ1巻1冊70丁写本
題籏：原・越後高田戸田侯御時代寺社記全（打付け）
表紙：原・薄茶色無地

構成：目次4、寺社由緒書66
刊記1右者戸田能登守様御代元禄十四辛巳年寺社
方江由緒書被仰付書上候写也。
印記：石泰蔵・内藤恥嬰蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考＝下小口に「戸田寺社」（朱書）。前表紙に「ヲニ百

十九」（貼紙〉と「ヲ印　「政」（朱印）二百十九／一冊」

（下ケ札）

XO122－004
［勢州三領寺社・大庄屋・地士書上控］

享保8（内容下限）（1723）

123×340（横帳）ミリ2巻2冊（1冊に合綴）24丁写
本
題簸：原・勢州三領寺社控（打付）表紙：原・生成

印記：しんまちみついけ・ウサギ。

備考＝ボール紙族つき。のどに虫損。昭和11年12月
12目寄託。三井ラベル「C244・新・74」

XO122－005

浅野検地帳

享保15（1730）

238×170ミリ1巻1冊64丁写本
題簸：原・浅野検地帳全（打付）表紙：原・生成（包背
装）

刊記＝惣合光七万六千五百六十弐石五斗八升六合
小物成共二村数合千七十五ケ村高井村数ハ慶長十
八年丑六月ノ写シ家数合六万六千三百六拾一棟正
保四年亥五月ノ写シ以上、享保十五年戌四月廿五日
書写ス。

印記：本居文庫・本居蔵書。

備考＝包背装。内題は「紀伊州検地高目録」。洋紙の秩
に入る。

XO122－006
［尾州八郡村高付覚］

寛延4（写）（1751）

238×194ミリ1巻1冊63丁写本
題簸：原・尾張八郡村高覚表紙：後・薄茶色無地

刊記：寛延四年未七月以写之筆者六拾弐歳（巻末）、

万延紀元庚申八月十八目買堀尾氏遺書二十八冊於書
璋其中有此冊差亦翁遺書翁氏堀尾名秋実号秀斎要
斎陳識。

印記＝要斎珍蔵・要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙に「寛延四年未七月吉目尾州八郡村高
付覚」とあり、後ろ表紙は「安政五年午正月吉目・書籍

御通」r細野様御屋鋪大野屋惣八」の裏面を利用。前
表紙に「ホ四百十二二四」（貼紙）

XO122－007
［米相場御用金一件写］

宝暦11（内容下限）（1761）

244×170ミリ1巻1冊25丁写本
題簸1原・今度御用金被仰附候二付右一件之写（打付

表紙：後・卵色・無地

備考：元表紙に「元治元年子年八月六目於西御丸公
方様御用留御召畳具足御壱領着込御壱通御烏帽
子御みせ鞘御満知羅御具足櫃右請取物御代料書
右御新調畳於新部屋被仰付御掛御小納戸頭取須
田淡路守殿」（墨書）。1丁メ裏ほかに貼紙がある。1丁メ

の丁間に書状がある。木内書店の商札あり。三井ラベル
「B206・37」

XO121－018

静岡旅行諸入費井紀行

明治9（1876）

116×160ミリ1巻1冊95丁原本
題籏＝原・静岡旅行諸入費紀行（打付）表紙：原・薄茶

色：布目地型押し

構成：遊紙1、本文28、白紙6、仮別口2、白紙51、旅
費7

刊記：明治九年鶴岡新八手控（表紙見返しに朱書）。

印記｛三井文庫。

備考：「チカクドウ」の用箋を使用。後ろ表紙に「旅費目

記鶴老」（墨書）。26丁メ裏に貼紙1。表紙見返しに
r書中、静岡三井組二関スルコト三井文庫所蔵文書一
追七七〇ノ五…」（朱書）、後ろ表紙見返しにr大正十

四年十一月十日製本師神田萬丸より買入三野村利左
衛門より鶴岡氏宛書状壱通と共二求之。此書簡研究之

一傍証として之を見るへし」（朱書）。三井ラベル
「C180・7」。酸性紙の鉄あり。

1．文書・記録／2．記録／2．控え・写し

XO122－001

西大寺三宝料田畠目録

永仁6（内容）（1298）

257×173ミリ1巻1冊44丁写本
題簸：原・西大寺三宝料田畠目録（打付）表紙；原・横

刷毛目

刊記1去文永十一庚戌井正磨元年戊子依先師和上御
命為護法住持置其後所寄田薗金為三宝久住重記録之
畢此外二巻記録為知事用意也一巻ハ郡寄一巻ハ三宝
惣別一処二記之永仁六年戊戌十二月五目　比丘鏡
恵（花押）。

印記：本居文庫・三井文庫。

備考：紙間に栞がある（明治32年7月21日付雑誌）。
三井ラベル「C246・11」。

XO122－002
［安楽寿院出入帳］

慶長8（内容下限）（1603）

251×174ミリ1巻1冊11丁写本
題籏1後・安樂寿院出入帳表紙：後・ボール紙

構成：元表紙1、本文10
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ。元表紙にr慶長五年三月三日」（墨書）。

昭和10年3月22日寄託・三井ラベル「K620・新・160」

XO122－003

越後高田戸田侯御時代寺社記



〔32〕　1．文書・記録

表紙：原・生成無地

印記：三井文庫。

備考：仮綴じ。伝達は京都町奉行より。三井ラベル
「D922・30」

XO122－008

御巡見箇所目録

寛政7以降（内容）（1795）

89×203ミリ1巻1冊129丁写本
題簸：原・御巡見箇所目録（打付）表紙：原・覗色＝雷

紋繋ぎ地に牡丹唐草型押し

構成：目録1、本文128
刊記：丹州保津川筋巡見之儀（中略）角倉帯刀方御糺
候処左之書付差出候二付為見合写之候事（中略）口上
覚（中略）卯四月。

備考：前表紙に「四十三番」（貼紙）。

XO122－009－01

［京都町奉行森川越前守俊ヂより尋之儀二付三

郷ヨリ答書　上］

（1801年）

239×168ミリ3巻3冊73丁写本
題簸：原・寛政十二申年十二月廿目　東御役所森川越
前守様より御尋之儀二付三郷ヨリ御答書表紙：後・藍

色無地
構成：内表紙2、本文69、遊紙2
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベル「D421・新・61」

XO122－009－02

［京都町奉行森川越前守俊ヂより尋之儀二付三

郷ヨリ答書　中］

（1801年）

238×170ミリ71丁写本
題簸：無記入表紙：後・藍色無地

構成：内表紙1、本文68、遊紙2
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年11月8目寄託、三井ラベルrD421・新・
61」

XO122－009－03

［京都町奉行森川越前守俊ヂより尋之儀二付三

郷ヨリ答書　下］

享和1（内容下限）（1801）

238×168ミリ56丁写本
題簸：無記入表紙：後・藍色無地
構成：内表紙1、本文54、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：42丁裏に切紙1（送状二通…）あり。

XO122－010
［松代藩石高書上帳］

享和3（内容）（1803）

134×193ミリ1巻1冊91丁写本
題簸：なし表紙：後・藍色雲文に桐唐草型押し

構成：遊紙1、本文90

刊記：庄郷里名享和三亥年従　公義御尋二付村々尋
上御書上（末尾）。

印記：宮本氏之文庫・宮本氏。

備考1遊紙にr安政改正年数早見」（芝三島町、和泉
屋市兵衛刊、記事下限は安政6年）貼付。本文25丁
表・83丁裏に切紙1づつ貼付。末尾に史料館ラベル
「史料館H：12376j貼付；三井文庫旧蔵資料ではない。

XO122－011（1）

［辻勘兵衛古書之写］

天保3（1832）
243×175ミリ2巻2冊（1冊に合綴）18丁写本
題簸：後・辻勘兵衛古書之写北国巡杖記書抜（平家後
目1潭）表紙：後・白色・ボール紙

刊記：此一件公義江出候付林家井塙検校なとへ虚実
之儀御尋之処何連も実録なるへし、去なから此事等御

取揚御座候而ハ是迄之目本の正史潰れ可申、左候而
ハ公義おゐても先躍後跡の差響に相成候に付御取揚
にハ不相成方の御評議二決定侯由、右之趣或人耳聞
伝へしゆへ此末に附す天保三年壬辰七月廿五目　尾
張世臣深田増蔵源並紹識（18丁裏）。

印記：本居文庫・本居蔵書・三井文庫。

備考：元表紙にr摂州伊勢郡野聞村出野村辻勘兵衛
古書之写　巻末　北国巡杖記書抜」（墨書）。
XO122・011（2）［北国巡杖記書抜］も参照。

XO122－012

［山城国愛宕郡上賀茂村］国絵図御改留帳

天保8（1837）

232×164ミリ1巻1冊30丁写本
題簸：後・國絵圖御改留帳天保八年表紙：後・ボー
ル紙・茶色

構成：原表紙1、本文29
刊記：天保八年二月。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年．三井ラベル「C241・新・45」。

XO122－013

豊臣朝臣御葬式御行列書
天保12（写）（1841）

120×313ミリ1巻1冊20丁写本
題簸：原・慶長三戊戌年八月　豊臣朝臣御葬式御行列
書（打付）表紙：原・生成無地

刊記：文政八乙酉正月』文政十一子年五月、文政十四

寅年三月写之、天保十二年亥丑年十一月写之（末y
尾）。

備考：仮綴じ。末尾書写年代記載上に「昭和十年二月
廿四目東京朝日新闘夕刊」記載（ペン書）のある新聞切

抜貼付（見出し「豊臣秀吉の葬儀」r総勢三萬人豪華行
列」など、大阪府三島郡安威村旧家大川市左衛門方の
土蔵より「豊太閤秀吉公御葬式録jなる帳面発見の由）。

史料館ラベルr史料館S17601」貼付；三井文庫旧蔵
資料ではない。

XO122－014

信州大地震書上写
弓ムイヒ4（1847）
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播州斑鳩寺古記録写
明治27（写）（1894）

337×244ミリ1巻1冊41丁写本
題籏1原・播州斑鳩寺古記録篤表紙：原・樺茶・つや
出し

構成＝遊紙1、本文40

刊記：此書ハ東陽院兼住大谷智真氏ノ本住播州斑鳩
寺什物之内同寺古記録書ヲ智真氏ヨリ借リ受、之レヲ模

写為サシム、然ルニロ原本突然返附ヲ促二付未央ニシ
テ不果モ散布セサランコトヲ愕レテ其侭仮二冊子トス、

後人敢而怪ム勿レ、干時明治廿七年五月積慶堂主人
誌。

備考：内容は応永～文亀年聞。三井ラベル「B206・新・
28」

XO122－020

両宮困窮之記
大正10（写）（1921）

247×165ミリ1巻1冊17丁写本
題簸二原・爾宮困窮之記表紙：原・薄茶色：三井家編
纂室蔵型押し

構成：内表紙1、本文16
刊記：右壼冊野間囲彦氏蔵同家記録也、今日□爲校

合畢筆者山口七之助大正八年二月廿四目大西源
一記、大正十年十二月大西源一氏所蔵本ヲ影寓ス三
井文庫。

印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「G52／11」と「D210・54」。

XO122－021

御普請目論見留

236×169ミリ1巻1冊37丁写本
題簸：原・御普請目論見留表紙：原・丁子引き

構成：目録3、本文34
印記：三井文庫。

備考：表紙に反古紙を使用。三井ラベル「N700・10」。
虫損。

XO122－022
［御産物一件用書］

247×176ミリ1巻1冊28丁写本
題簸：後・御産物一件用書表紙：後・ダンボール紙

構成：元表紙1、本文26、元後ろ表紙1
刊記：子十二月　倉田耕之進（文末）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝元表紙に書名を記した下ヶ札。昭和6年12月17
日寄託、三井ラベルrEO50・新・3」。前表紙にr水戸力」

（付箋）。

1．文書・記録ノ2．記　ノ3．分限帳・親類書

XO123－001（1）

［大名旗本書上帳　1］

享保17（内容下限）（1732）

138×205ミリ1巻1冊（2冊に分冊）132丁写本

1

236×168ミリ1巻1冊14丁写本
題籏＝原・弘化四年未五月　信州大地震書上写（打付）

表紙1原・生成無地
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：仮綴じ。前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和7年

7月4目寄託。

XO122－015

建議叢書

安政4・5（内容）（1858）

237×169ミリ1巻1冊101丁写本
題籏：原・建議叢書表紙：原・丁子引き

構成：本文97、白紙4
印記：三井文庫。

備考：虫損多い。大正10年5月13目購求（三井家
三井ラベル「B245・2」

XO122－016

桜田一件聞書

安政7（内容）（1860）

241×178ミリ1巻1冊25丁写本
題籏＝原・櫻田一件聞書写表紙：後・ボール紙
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「B245・12」

XO122－017

紀州御領分高控

慶応2（1866）
250×171（横帳）ミリ1巻1冊39丁写本
題籏：原・紀州御領分高控表紙：原・生成無地

構成：本文38、遊紙1

刊記1慶応二丙寅孟春字之勢陽松府在太田氏蔵
書」（前表紙に墨書）。

印記：三井家1。

備考：仮綴じ二つ綴り、包背装。前表紙にr昭和元年十
二月廿七目」（朱書）。三井ラベルrH222・新・24」

XO122－018（1）

［金座後藤家実歴記　上・下］

明治25（内容下限）（1892）

237×161ミリ3巻3冊（1冊に合綴）59丁写本
題簸：原・實歴記（打付）表紙：原・薄茶色格子

構成1遊紙1、伝書経緯2、遊紙1、内表紙1、上巻15
下巻39
印記：ウサギ・三井家7。

備考：内表紙の書名題「實歴記鯨白の記」。

XO122－018（2）

［金座後藤光弘手記　鯨白の記］

（1892年）

13丁写本
構成：本文12、遊紙1

備考：昭和7年6月9目寄託。三井ラベル「B983一新
一12」

XO122－019



［唐津土井家御家中親類書　4］

延享1（1744）

126×345ミリ6丁写本
題簸：原・延享元甲子年四月改親類書写七冊之内
（打付）表紙：原・生成

刊記＝河控（表紙に墨書）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：一っ綴り。前表紙に墨書（r潮田勘右衛門・佐々
木武右衛門・山本所右衛門・中村与右衛門」）。

XO123－002－05

［唐津土井家御家中親類書　5］

延享1（1744）

125×340ミリ44丁写本
題簸：原・延享元甲子年唐津御家中親類書七冊之
内三（打付）表紙：原・生成
構成：遊紙1、本文43（本国生国から起筆）

刊記：河井控（表紙に墨書）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一つ綴り。本文は「曲渕勝兵衛正任」から始まる。

XO123－002－06

［唐津土井家御家中親類書　6］

文化15（写）（1818）

122×344ミリ63丁写本
題簸：原・延享元甲子年御家中親類書七冊之内（打
付）表紙：原・生成

刊記：河正固（表紙に墨書）、文化十五寅年四月朔日
写終（最終丁）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一つ綴りで、包背装。組み合わせ要検討。

XO123－002－07

［唐津土井家御家中親類書　7］

寛政7（内容下限）（1795）

125×345ミリ14丁写本
題簸：原・延享元甲子年御改以来親類書七冊之内
（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文13
刊記：河井控（表紙に墨書）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一つ綴り。

XO123－003
［安濃津分限帳］

明和6～天明5（後ろ表紙貼紙）（1785）

123×341ミリユ巻1冊37丁写本
題簸：後・安濃津分限帳（墨書）表紙1後・ボール紙

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考二木箱内のぐくり紐一括（10）の8番目。元後ろ表紙

見返しに考証をした貼り紙がある。三井ラベル「B972・

新・41」。昭和11年12月12日寄託。

XO123－004
［加賀藩前田家役人帳］

天明6（内容下限）（1786）

〔34〕　1．文書・記録

題籏：後・大名近代分限帳一表紙：後・枯色・つや出
し菊花雷文繋ぎ

刊記：御三家・10万石以上の大名ほか一部万石以上の
大名を含む。。

備考：木箱内のくくり紐一括（10）の3番目。三井ラベル
「B972・北・5」。

XO123－001（2）

［大名旗本書上帳　2］

享保15（内容下限）（1730）

138×205ミリ132丁写本
題簸：後・大名近代分限帳二表紙＝後・藍色・つや出し

刊記：隠居・表高家・長福院地付、1万石以上次男・三
男・分知其外知行高覚。

備考＝木箱内のくくり紐一括（10）の4番目。三井ラベル

「B972・北・5」。

XO123－002－01

［唐津土井家御家中親類書　1］

延享1（1744）

126×343ミリ7冊14丁写本
題籏：原・延享元甲子年唐津御家中親類書七冊之内
一（打付）表紙：原・生成

構成：本文14（本国・生国から起筆）

刊記：河井控（表紙に墨書）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：一つ綴り。袋共。袋上書きr唐津家中之記八冊
（打付）」。袋の底部に「ル印二百廿六八冊j（墨書）。

袋に紐2本付き。前表紙に「唐津御家中親類書八」
（下ヶ札）。本文は「小杉長兵衛谷長」から始まる。三井

ラベル「B983・13」

XO123－002－02

［唐津土井家御家中親類書　2］

延享1（1744）

127×343ミリ50丁写本
題簸：原・延享元甲子年唐津御家中親類書七冊之内
（打付）表紙：原・生成

構成：遊紙1、本文49（本国・生国から起筆）
刊記：河井控（表紙に墨書）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考＝一つ綴り。本文は「秋田孫左衛門重雄jから始ま
る。

XO123－002－03

［唐津土井家御家中親類書　3］

延享1（1744）

125×345ミリ37丁写本
題簸：原・延享元甲子年唐津御家中親類書七冊之内
二（打付）表紙：原・生成

構成：本文37（本国・生国から起筆）
刊記：河正薗（表紙に墨書）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一つ綴り。本文はr松高三郎左衛門正興」から始
まる。

XO123－002－04
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142×160ミリ1巻1冊59丁写本
題簸1後・金澤御役人鑑（墨書）表紙：後・水色・無地

刊記：天明六午三月　公事場御奉行不破彦三・寺社御
奉行横山又五郎・西尾隼人・篠原監物（最終丁記事、
以下略）。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：木箱内のくくり紐一括（9）の4番目。三井ラベル
「B972・新・42」。昭和7年。

XO123－005
［紀州藩徳川家］御役名付

文化9（1812）

122×172ミリ1巻1冊28丁写本
題籏：後・御役名附（紀州家）（墨書・ペン書）表紙：後・

ボール紙
刊記1文化九壬申年正月改（元表紙）。

印記＝トリ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考＝木箱内のくくり紐一括（10）の5番目。三井ラベル

「B972・新・40」。昭和12年12月20目寄託。

XO123－006

［紀州徳川家］御役順

文政8以降（内容）（1825）

90×201ミリ1巻1冊51丁写本
題簸：後・享和四年御役順（墨書）表紙：後・白ボール

紙

印記1宗辰所集・三井家3。

備考：木箱内のくくり紐一括（9）の5番目。元表紙に「他

見不許御役順」（墨書）。三井ラベル「B972・新・7A」・
rB972・新・8」。

XO123－007（1）

［越前藩松平家役人帳］

慶応2（1866）

93×210ミリ1巻1冊（2冊に分冊）58丁写本
表紙：原・枯色・裂表紙

印記＝三井文庫。

備考：木箱内のくくり紐一括（9）の7番目。三井ラベル
「B972・34」。

XO123－007（2）

［越前藩松平家役人帳］

慶応2（1866）

95×209ミリ45丁写本
題籏：なし表紙：原・枯色・裂表紙

印記：三井文庫。

備考：前表紙見返しに付箋「越前石高名御記」。木箱内
のくくり紐一括（9）の6番目。三井ラベル「B972・34」。

XO123－008
［松代藩真田家役人帳］

143×180ミリ1巻1冊91丁写本
題籏＝後・松代真田家役付（墨書）表紙：後・ボール紙

印記1三井家編纂室蔵書。

備考：木箱内のくくり紐一括（10）の2番目。元表紙は檀

紙。後ろ表紙に「古書籍展覧会／松代真田家役付／金五

拾銭1本郷区元富士町　番地原田酉山堂」（商札）。三
井ラベル「B972・33」。火に焼けた跡あり。大正4年7月

11日購求。

XO123－009
［南紀分限帳】

235×167ミリ1巻1冊101丁写本
題簸：後・南紀分限帳（墨書）表紙：後・ボール紙

印記：三井文庫。

備考1木箱内のくくり紐一括（10）の6番目。包背装。元

表紙は生成。三井ラベル「B972・39」。

XO123－010

［紀州様御家中御役付御知行御礼式］

123×345ミリ1巻1冊25丁写本
題籏：後・紀州様御家中御役付御知行御禮式（墨書）
表紙：後・ボール紙

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：木箱内のくくり紐一括（10）の7番目。元表紙は生

成。三井ラベル「B972・新・38」。昭和11年12月12日
寄託。



2．名鑑（解説）　〔37〕

2．名鑑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シリーズ記述）
史料群名　　　（三井文庫旧蔵袋綴本）名　鑑

年　　代　　寛永21年（1644）～大正9年（1920）

数　　量　　1014巻1014冊・2枚

出　　　所　　三井文庫（除く2件）

　三井文庫に入る前の第二次・第三次の出所については、蔵書印記欄・備考欄を参照のこと。

内　　容

　武鑑は、大名および江戸幕府の役人の名前を記した名鑑である。中項目「1．『武鑑』」には、寛永21

年（1644）刊行のさうしや九兵衛版「1御もんづくし］」から慶応3年（1868）刊行の出雲寺萬次郎版「大

成武鑑」まで221件がある。「2，略武鑑」は、寛延元年（1748）燕屋弥七版「［有司武鑑1」以降18世

紀中頃以降に出版された、いわゆる4冊物の武鑑（巻1・巻2が大名付、巻3・4が役人付）を抄録し、

かつ独自の記事を備えた武鑑である。「3．部局武鑑」は「1．『武鑑』」の記事の一部を抜書きしたう

えで、たとえば幕府勘定所・代官所など、各部局配下の役人について記事を加筆して刊行した武鑑であ

る。「4．臨時武鑑」は将軍の目光社参や上洛など、臨時の行事ごとに編纂された幕府の役人付である。

「5．刷物武鑑jは1枚から数枚の刷物で、正月の年玉用などに利用されたものである。

　公家鑑は、天皇家・門跡・公家などの名鑑で、当館所蔵分では、寛文7年（1667）刊行の「［御公家

分限帳1」が最も古く、明治元年（1868）刊行の「雲上示正鑑」が最下限である。

　華族名鑑は、当館所蔵分では明治5年刊行の須原屋茂兵衛・和泉屋市兵衛版「華族階級」が最も古く、

大正9年（1920）刊行の「華族名簿」が最下限である。このなかには袋綴本ではない史料が含まれてお

り、それらについては紙数の表示を「OP」と示した。

　官員録・職員録は、明治政府の職員名簿である。

　商人などの名鑑の半数は、明治以降のものである。

整理の方法

　整理にあたっては、仮整

理は終えたものの、これま

で閲覧に供してこなかっ

た木箱入りの史料（r備考」

欄に適宜、仮整理段階での

状況を記入）を加え、内容

による分類を行った。中項

目とそれに基づく史料の

請求番号は、右に示す通り

である。

1．武鑑

　1．

　2．

　3．

　4．

　5．

r武鑑」

略武鑑

部局武鑑

臨時武鑑

刷物武鑑

2．公家鑑

3．華族名鑑

4．官員録・職員録

5．商人など

（請求番号Y1201）

（請求番号Y1202・Y2202）

（請求番号Y1203・Y2203）

（請求番号Y1204・Y2204）

（請求番号Y1205・Y2205）



鑑

明暦4（1658）

190×135ミリ1巻1冊38丁整版
題簸＝後・明暦四年御大名武鑑（打付墨書）表紙：後

桃色・無地

刊記：丁明暦四年三月吉目松會開板。
印記：口□之印・ウサギ・しんまちみついけ・三井家5。

備考：昭和6年。

Y1201－006　　　　　　　　　　　　　　大名付
［紋尽］

明暦4（1658）

178×142ミリ1巻1冊37丁整版
題籏：後・御紋つくし（墨書）表紙＝後・藍色・横刷目

刊記：丁明暦四年三月吉目松會開板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和9年1月23目寄託。

Y1201－007　　　　　　　　　　　　　　大名付
［紋尽］

万治2（1659）

202×137ミリ1巻1冊38丁整版
題簸：なし表紙：後・薄茶色・縫布目

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考二1丁メ・40丁以下欠落。「目少田氏」（墨書）。前表紙

に「萬治二年」（貼紙・下ヶ札）。昭和6年12月11目寄
託。

Y1201－008　　　　　　　　　　大名付・屋敷付

御紋尽

寛文4（1664）

192×135ミリ1巻1冊36丁整版
題籏：原・［　1之事／□（新）御紋尽屋敷附・御［　1

／御知□之事表紙：原・藍色・無地
印記：吉田。

備考：15丁・18丁・27丁・33丁は欠落。前表紙見返し
にr吉田弥三郎」（墨書）。後ろ表紙見返しにr武廿番」
（下ケ札）。

Y1201－009　　　　　　　　　　　　　　大名付

御紋盤

寛文5春（1665）

193×138ミリ1巻1冊33丁整版
題簸：原・新／御紋壷／御知行付／御官位付／御国居
城／御家老付／御屋敷付表紙1原・藍色・無地
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：20～30丁は1丁で丁付は「廿光」としてある。41
丁の後に1丁ある。昭和7年6月30目寄託。『江戸幕
府大名武鑑編年集成』に所収。

大名付

2．名鑑

2．名

Y1201－010
［紋尽］

〔38〕

2．名鑑／1．武鑑11．「武鑑」

Y1201－001　　　　　　　　　　　　　　大名付

［御もんづくし］

［寛永21コ（1644）

157×111ミリ1巻1冊10丁整版
題簸：後・御もんづくし（墨書）表紙：後・黒色・雷紋地に

蓮・桜型押し

刊記：二条通そうしや九兵衛板。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「寛永二十年原刊寛永二十一（正保
元年）補訂」（貼紙）。鉄入。昭和6年7月22目寄託。

深井雅海・藤賞久美子編『江戸幕府大名武鑑編年集
成』（東洋書林）に所収。

Y1201－002　　　　　　　　　　　　　　屋敷付
F［屋敷付］

正保4（1647）

138×203ミリ1巻1冊129丁整版
題籏：なし表紙：原・藍色・無地

刊記：正保四年三月日。
印記：霞亭図書・ウサギ・しんまちみついけ・瓢箪に三井
家。

備考：前表紙見返しにr正保二年江戸屋敷附」（墨書）。

鉄入。昭和6年1L月18日寄託。深井雅海・藤實久美
子編『江戸幕府役職武鑑編年集成』（東洋書林）に所
収。

Y1201－003　　　　　　　　　　　　　　大名付
［紋尽］

［承応2］（1653）

189×140ミリ1巻1冊9丁整版
題簸：後・御もんづくし（墨書）表紙：後・草紙・無地

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝秩に「御紋づくし」（貼紙）。前表紙に「承応二年」

（貼紙）。後ろ表紙見返しに「米沢城下竹股泉」（墨書）。

昭和6年12月15目寄託、『江戸幕府大名武鑑編年集
成』に所収。

Y1201－004　　　　　　　　　　　　　　大名付

［諸大名旗指物揃］

明暦3（1657）

185×138ミリ1巻1冊33丁整版
題簸：原・諸大［　］表紙：原・藍色・雷紋繋ぎ型押

刊記：干時明暦三丁酉／十月上旬。
印記＝沼田文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「明暦三年」（貼紙）。昭和10年11月12
目寄託。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

大名付Y1201－005
［紋尽］



寛文7（1667）

191×138ミリ1巻1冊31丁整版
題籏1後・寛文武鑑紋蓋（墨書）表紙：後・柿色・卍繋ぎ

地花模様型押
刊記：寛文七年正月吉日　山本五兵衛開板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にr寛文七年武鑑紋蓋」（下ヶ札）。昭和7

年3月12目寄託。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－011　　　　　　　　　　　　　　大名付

御紋尽

寛文8（1668）

191×131ミリ1巻1冊33丁整版
題籏1原・御位付之事／御紋尽／御知行［コ之事表
紙1原・草色・卍繋ぎ型押

刊記：右之紋盤相違於有之今改令開板者也寛文八
戊申年五月吉目（朱印）。

印記＝源［コ〔コ・ウサギ・しんまちみついけ。

備考；20～30は1丁で丁付は「廿光」、40丁の後に3丁
あり丁付はr三十一」r三十二」r■」としてある。昭和9年。

『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－012　　　　　　　　　　　　　　大名付
［紋尽］

寛文9（1669）

199×134ミリ1巻1冊30丁整版
題簸：後・武鑑寛文九年（墨書）表紙：後・秘色・無地

刊記：寛文九己酉初春吉日松会開板。
印記＝上州握水沼田□屋・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：1・2丁は欠落。前表紙にr寛文九年武鑑一冊／首
一枚欠ヶ」（ペン書・貼紙）と「寛文九年」（下ヶ札）、前表

紙見返しに「秋田氏儀右衛門」（墨書）。昭和6年1，月

28目寄託。

Y1201－013　　　　　　　　　　　　　大名付
［紋尽］

寛文9（1669）

152×106ミリ1巻1冊34丁整版
題簸：後・寛文武鑑（墨書）表紙：後・藍色・亀甲繋ぎ型

押

刊記＝寛文九己酉五月吉日。
印記：日本橋□町目（消印）・沼田文庫・ウサギ・しんま

ちみついけ。

備考：前表紙にr寛文九年」（下ヶ札）。昭和6年9月15
目寄託。

Y1201－014－1　　　　　　　　　　　　　大名付

［江戸鑑上］

寛文10（1670）

272×181ミリ2巻2冊12丁整版
題籏：なし表紙：後・柿色・無地つや出し

刊記：右御紋盤世問に是あるといへとも改寛文十年にく

ハしく吟味いたし一字一点あやまらずつまひらかによろ
しく開板せしむる者也、寛文十年六月吉目開板。

備考＝前表紙見返しに「寛文御紋盤」（墨書）。旧番号
「武16」の上巻。

2．名　鑑　2．名鑑ノ1．武鑑11．r武鑑」　〔39〕

Y1201－014－2　　　　　　　　　　　　役人付

［江戸鑑下］

寛文10（1670）

272×182ミリ21丁整版
題簸：なし表紙：後・柿色・無地つや出し

刊記：右江戸鑑世間二類板錐有之御役替之相違有之
故二改之開板せしむる者也、寛文十年六月二改之。
備考：前表紙見返しに「寛文江戸分限帳」（墨書）。『江

戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－015　　　　　　　　　　　　　　大名付
［紋尽］

寛文10（1670）

190×136ミリ1巻1冊33丁整版
題籏：なし表紙：後・赤茶色・布目地

刊記：寛文十庚戌正月吉目　松会開板。

印記：斎藤□蔵図書之記・□斎蔵書・ほか1。
備考＝前表紙に「寛文十年」（付箋）。

Y1201－016　　　　　　　　　　大名付・役人付

［増補江戸鑑］

［寛文10］（1670）

79×178ミリ2巻2冊（1冊に合綴）104丁整版
題籏：なし表紙：後・エビ茶色・無地

構成1目録1～4、大名1～44、役人4～56
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1後欠。26丁の後にr後ノ廿六」、30丁の後にr後ノ
三十j、31丁の後にr後光一」がある。前後ろ表紙見返
しに「積翠堂」（墨書）、前表紙に「寛文十年」（貼紙・

下ヶ札）と「寛文時代武鑑館林綱吉後二五代将軍赤
穂浅野［コニて高□吉良」（貼紙）。昭和6年7月6目寄
託、『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－017　　　　　　　　　　大名付・役人付

［増補江戸鑑］

寛文12（1672）

82×184ミリ2巻2冊（1冊に合綴）104丁整版
題籏：なし表紙：原・藍色・無地

構成：目録1～4、大名1～44、役人4～57
刊記：寛文拾弐壬子歳五月吉目山形屋／開板。
印記：高倉載印・瀬貞蔵本。

備考130丁の後に「後ノ三十」、31丁の後に「後光一」が

ある。前表紙に「□文十二年／寛文元年より［］十七年／

高倉」（朱書）と「一」（墨書）、後ろ表紙見返しに「安永九

庚子年迄百九年也」（墨書）。『江戸幕府大名武鑑編年
集成』・『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－018　　　　　　　大名付・旗本付・役人付

［江戸鑑］

寛文13（1673）

80×181ミリ1巻1冊121丁整版
題籏：後・江戸鑑表紙：原・藍色・無地力

構成：目録1～5、大名6～48、旗本付48～54、役人
55～120
刊記：寛文十三年丑卯月吉目　日本橋南二丁目経師



〔40〕2．名鑑

屋加兵衛（印）。

印記：渡部勘次郎・ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝58丁が2丁ある。前表紙にr寛文十三年」（貼紙）。

族にr江戸鑑」・r寛文十三年」（貼紙）とr江戸鑑ノ寛文十

三年」（下ヶ札）。昭和7年12月20目寄託。『江戸幕府
大名武鑑編年集成』・『江戸幕府役職武鑑編年集成』に
所収。

Y1201－019　　　　　　　　　　　　　　大名付
［御紋鑑］

寛文13（1673）

187×139ミリ1巻1冊25丁整版
題簸：後・御紋鑑（墨書）表紙：後・藍色・無地

刊記：右此御紋鑑者此度御領御加増或ハ御国替御役
替明細二改今令開板者也、寛文十三年五月目。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「寛文十三年」（貼紙）、17丁裏に「明和

元年三月日」（墨書）、最終丁に「天明八年・林万蔵新

月封村」（墨書）。昭和9年11月27日寄託。

Y1201－020
［江戸鑑］

延宝1（1673）

199×80ミリ1巻1冊45丁整版
題簸＝なし表紙：なし
刊記：［経師屋加兵衛版］。

印記：崇修館所蔵印・上坂。

備考：1～5丁・7丁・16丁、46丁は欠落。

大名付

Y1201－021　　　公家鑑・大名付・旗本付・役人付

［懐中　正極江戸鑑］

［延宝2］（1674）

96×197ミリ1巻1冊130丁整版
題簸：なし表紙：後・たて刷毛目

構成：朝廷・公家1～12、目録1／2・3～8、大名7～49、

旗本又49～又58、役人50～108
刊記：［山田屋版1。

印記：崇修館所蔵印。

備考：106丁は欠落、49丁の後に「又四十九」「又五
十」～r又五十八」がある。『江戸幕府大名武鑑編年集
成』・『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－022　　　　　　　　　　　　　大名付
［紋尽］

延宝2（1674）

190×135ミリ1巻1冊25丁整版
題簸：後・諸大名御紋壷全（墨書）表紙＝後・藍色・無

地

刊記：延宝弐甲寅年孟春吉目松会開板（印）。

印記：崇修館所蔵印・林印忠正・平寿・亦□栄印・ウサ
ギ・しんまちみついけ・瓢箪に三井家。

備考：最終丁に「至文政五年壬午百四十有九年」（墨
書）。前表紙に「延宝甲寅年／諸大名御役壷」（下ヶ札）。

昭和7年11月29目寄託。

Y1201－023
［江戸鑑］

大名付・旗本付・役人付

延宝3（1675）

84×179ミリ1巻1冊121丁整版
題簸：後・延宝三年江戸鑑全（墨書）表紙：原・藍色・

無地

構成：目録1～5、大名6～48、旗本付48～54、役人55

～120
刊記：延宝三年七月改　目本橋南二丁目経師屋加兵
衛（印）。

印記：崇修館所蔵印・松村之印・源□図書・大田。

備考：58丁が2丁ある。『江戸幕府大名武鑑編年集
成』・『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－024　　　　　　　　　　　　　役人付

正極江戸鑑下
延宝4（1676）

127×184ミリ1巻1冊72丁整版
題籏：原・新板正極江戸鑑表紙：原・藍色・亀甲繋ぎ地

に花文様型押

構成：目録1～7、役人7ウラ～65
刊記：延宝四年辰毎月改之目本橋南弐丁目経師屋
加兵衛。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：上巻欠。前表紙に「延寳四年」（貼紙）。昭和10

年4月19目寄託。

Y1201－025　　　　　　　大名付・旗本付・役人付

［江戸鑑］

［延宝4］（1676）

81×183ミリ1巻1冊119丁整版
題簸：後・江戸鑑（墨書）表紙：後・藍色・無地

構成1目録1～5、大名6～48、旗本付48ウラ～54、役

人55～118
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後欠。1丁目表欠損につき補写、58丁は2丁ある。
鉄に「延宝四年1江戸鑑」（題箋・下ヶ札）、前表紙に「延

寳四年」（貼紙）。118丁裏に沼田頼輔の識語あり。昭和

5年3月17日寄託。

Y1201－026　　　　　　　大名付・旗本付・役人付
［江戸鑑］

延宝4（1676）

81×177ミリ1巻1冊125丁整版
題籏：後・江戸鑑（墨書）表紙：後・枯色・無地

構成：目録1～5オモテ、隠居衆5ウラ～6オモテ、大名6ウ

ラ～54、旗本6丁半、役人55～120
刊記：延宝四年十月改新橋南壱丁目横町板木屋又
右衛門（印）。

印記：崇修館所蔵印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝16・43・29丁は2丁づつある。22丁は飛丁。45・
48丁は欠。39丁の後に「三十」、44丁の後に1丁、49
丁の後にr三十九」～r四十一」がある。31・36丁はない。

前表紙に「延寳四年」（貼紙）、後ろ表紙に「淀家臣／奥

田和三郎／鷲尾正二郎」（墨書）、後ろ表紙下張に「元禄

五壬申／四月1刈谷□／奥田／重盛」（墨書）。昭和7年。

『江戸幕府大名武鑑編年集成』・『江戸幕府役職武鑑編
年集成』に所収。



Y1201－027　　　　　　　大名付・旗本付・役人付

［江戸鑑］

［延宝5］（1677）

75×178ミリ1巻1冊120丁整版
題簸：後・江戸鑑（墨書）表紙：後・櫨色・ツヤ出し

構成：目録2ウラ～5、隠居5ウラ～6オモテ、大名6ウラ～54、

旗本6丁半、役人55～118
印記：崇修館所蔵印・田中蔵書・ウサギ・しんまちみっい
け。

備考：巻頭2丁欠落、後欠。16・43・58丁は2丁づつあ
る。22・48・57丁は飛丁。44丁の後に1丁、49丁の後
に「三十九」～「四十一」がある。前表紙に「延寳五年」

（貼紙）とr延寳五年／江戸鑑」（下ヶ札）。昭和5年。

Y1201－028　　　　　　　公家鑑・大名付・旗本付

［江戸鑑］

［延宝5］（1677）

100×183ミリ1巻1冊75丁整版
題簸：後・江戸鑑（打付墨書）表紙：後・櫨色・つや出し

構成：朝廷・公家1～12、目録1／2・3～8、大名1／2・

2～49、旗本又49～又58
印記：崇修館所蔵印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝公家鑑5丁メ落丁、大名付5～8丁は1丁で丁付は
「五ノ八」としてある。49丁の後に「又四十九」～「又五十

八」がある。前表紙にr延寳五春」（貼紙）と前表紙r新丁

相澤氏」（墨書）、見返しにr正徳六歳大江長太郎」（墨

書）、後ろ表紙ぶ「庚申元文五年正月吉日」（墨書）、後

ろ表紙見返しにr住吉新丁相澤氏主也」（墨書）、前表

紙の下張に「信州水内□□／新田□1布袋元文五年／正
月吉目」（墨書）。昭和8年10，月18目寄託。

Y1201－029　　　　　　　　　　　大名付、旗本付

［正極江戸鑑］

延宝6（1678）

126×180ミリ1巻1冊58丁整版
題籏：後・正極江戸鑑（墨書）表紙：原・藍色

構成：序1、目録2オモテ、隠居2ウラ～3、大名4～54オ
モテ、旗本54オモテ～57、賊59

刊記：延宝六年十月改之経師屋加兵衛。
印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考158丁は欠。前表紙に「延賓六年十月」（貼紙）と
「延宝六年／正極江戸鑑」（下ヶ札）。昭和6年11月18
目寄託。

Y1201－030－01　　　　　　　　　大名付、旗本付

［江戸鑑］

［延宝6］（1678）

76×186ミリ2巻2冊57丁整版
題簸：なし表紙1後・深黄色・藤紋散らし型押し

構成：目録2～5オモテ、隠居5～6オモテ、大名6ウラ～40

オモテ、旗本40オモテ～54
刊記：［須原茂兵衛版］。

備考：16・43丁は2丁づつある。22丁は飛丁。48丁は
ない。44丁の後に1丁、49丁の後にr三十九」～r四十
一」がある。12丁の後にr五十二」がある。

2．名鑑2．名鑑！1．武鑑11．「武鑑」〔41〕

Y1201－030－02　　　　　　　　　　　　役人付

［江戸鑑］

（1678年）

79×184ミリ66丁整版
題簸：なし表紙：後・深黄色・藤紋散らし型押し

構成：役人55～119
備考：後欠。58丁は2丁ある。116・117丁は欠落。

Y12q1－031　　　　　　　大名付・旗本付・役人付

［江戸鑑］

［延宝6］（1678）

81×190ミリ1巻1冊65丁整版
題籏：後・江戸鑑坤（墨書）表紙：後・濃藍色・無地

構成1大名47～48オモテ、旗本48ウラ～54、役人55～

114
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後欠。84～85丁は欠落。昭和7年4月19目寄託。

Y1201－032　　　　　　　大名付、旗本付、役人付

［江戸鑑］

［延宝6］（1678）

80×182ミリ1巻1冊111丁整版
題簸＝後・江戸鑑（墨書）表紙：後・薄藍色・布目地

構成：大名6ウラ～45オモテ、旗本45ウラ～49、役人1～

62、最終丁隠居
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後欠。16丁は2丁あり、18丁落丁。22丁飛丁。43
丁は2丁あり（その1丁は44丁の後に）、48丁は飛丁。
49の後に「三十九」～「四十一」がある。29丁はない。
前表紙に「延寳六・七年」（貼紙〉と「延寳六・七年／江戸

鑑」（下ヶ札）。19・20丁は乱丁。昭和5年。

Y1201－033　　　　　　　　　呉服所付・大名付
［江戸鑑］

［延宝6］（1678）

81×190ミリ1巻1冊63丁整版
題簸1後・江戸鑑乾（墨書）表紙：後・濃藍色・無地

構成：呉服所1～14、将軍家系図2丁、隠居衆1丁、目

録1～5、大名6～46
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「延寳六（七）年（京堺庄左エ門版）」（貼

紙）。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－034　　　公家鑑・大名付・旗本付・役人付

［正極江戸鑑］

［延宝7］（1679）

80×182ミリ2巻2冊（1冊に合綴）128丁整版
題簸：後・寛文武鑑（墨書）表紙＝後・柿色・ツヤ出し

構成：公家6～11、目録6オモテ、大名6ウラ～50オモテ、

旗本50ウラ～56、役人1～70
刊記：新橋南壱丁目目比谷横町本屋又右衛門（賊
中）。

印記：崇修館所蔵印・伊藤文庫。

備考116・43・29丁は2丁づつある。22丁は飛丁。45・
48丁は欠。39丁の後に「三十」、44丁の後に1丁、49
丁の後に「三十九」～「四十一」がある。31・36丁なし。



〔42〕2．名鑑

Y1201－035　　　公家鑑・大名付・旗本付・役人付

［増補江戸鑑］

延宝7（1679）

76×184ミリ1巻1冊99丁整版
題籏：後・増補江戸鑑（墨書）表紙：後・柿色・つや出し

構成：目録1～4、隠居5、朝廷・公家2～5オモテ、大名

5ウラ～31、旗本32～34、役人35～99
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：69・71丁は2丁づっある。71の後にr又七千一」、

78の後に「七ノ七」と1丁、84の後に「八ノニ」がある。前

表紙に「（延寳七年）」（下ヶ札）。昭和7年11月19目
寄託。補修の過程で生じた混乱がある（13丁辺り）。

Y1201－036　公家鑑・大名付・旗本付・役人付・呉服所付

［江戸鑑］

延宝7（1679）

80×186ミリ1巻1冊136丁整版
題簸：後・江戸鑑（墨書）表紙＝後・藍色・無地

構成：目録1～5、朝廷・公家1～6、隠居1丁、大名7～

47オ、旗本47ウ～52、役人53～119オ、呉服所119ウ

～130
刊記：［松会版1。

印記：斎自印・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：後欠。前表紙に「延寳七（八年春）」（貼紙）と「延

寳七年／江戸鑑」（下ヶ札）。昭和6年7月6目寄託。『江

戸幕府大名武鑑編年集成』・『江戸幕府役職武鑑編年
集成』に所収。

Y1201－037　　　　　　　　　　　　　役人付
［懐中　正極江戸鑑］

延宝8（1680）

108×196ミリ1巻1冊60丁整版
題簸：後・正極江戸鑑（墨書）表紙：後・藍色・布目地

構成：役人50～109オモテ、賊109ウラ～110

刊記：延宝八年！四月吉辰目／江戸鑓内町山田屋開
板。

印記：ゾウr大原堂印」・信中塩界両籟書閣原氏書画□
□之記・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：帳にr正極江戸鑑延寳八年」（貼紙）とr延寳武
鑑」（外題）。昭和9年12月26目寄託。『江戸幕府役
職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－038　　　　　　　大名付・旗本付・役人付

［江戸鑑］

延宝8（1680）

81×181ミリ1巻1冊111丁整版
題簸：後・江戸鑑延宝八年（墨書）表紙：後・藍色・無

地

構成1目録1～5、大名7～47オモテ、旗本47ウラ～52、

役人53～112
刊記：1松会版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後欠。前表紙に「延宝八年／江戸鑑」（下ヶ札）、下

小口に「寛政八」（墨書）、上小口に「享保［コロ」（墨書）。

昭和6年。

Y1201－039　　　　　　　　　　　大名付・公家鑑
［江戸鑑］

延宝8（1680）

80×186ミリ1巻1冊44丁整版
題籏：後・江戸鑑上巻（墨書）表紙1後・櫨色・雷文繋
ぎ地桐型押し

構成：葵紋1、隠居1、大名1～36、朝廷・公家6～11
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後欠。前表紙にr延寳八年（六月以後）」（貼紙）と

r延宝八年1江戸鑑」（下ヶ札）。昭和5年。

Y1201－040　　　　　　　　　役人付・呉服所付
［江戸鑑］

延宝8（1680）

81×183ミリ1巻1冊78丁整版
題籏：後・御四代様御役武鑑（打付墨書）表紙：後・櫨
色・無地

構成1役人53～119オ、呉服所119ウ～131
刊記：延宝八歳／庚申春改／松會新板。
備考：『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－041－01　　　　　大名付・旗本付・役人付

［江戸鑑］

（1681年）

76×190ミリ2巻2冊71丁整版
題簸：江戸監上（打付墨書）表紙：後・濃藍色・無地

構成：目録1～4、将軍系図2、大名6～48オモテ、旗本

48ウラ～54、大名替紋1～9、役人55～61
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「延宝九年／江戸鑑」（下ヶ札）と「延寳九

年二月」（金字）。昭和4年。

Y1201－041－02　　　　　　　　　　　　役人付
［江戸鑑］

延宝9（1681）

75×191ミリ62丁整版
題簸：江戸監下（打付墨書）表紙：後・濃藍色・無地

構成：役人61～121、賊
刊記1延宝九年二月吉目／けんにん寺町通三条下ル
／西かわ／堺屋庄兵衛在之。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：112丁の後に「又百十二」がある。昭和4年。

Y1201－042　　　　　　　公家鑑・大名付・役人付

［顕正系江戸鑑］

延宝9（1681）

82×180ミリ1巻1冊137丁整版
題簸1後・延宝九辛酉年（墨書）表紙＝後・藍色・卍繋ぎ

地蓬文型押し
構成：目録1～5、朝廷・公家6～11、将軍系図11ウラ～

13、大名14～59、隠居60、役人61～136、賊1
刊記：延宝九辛酉年／毎月上旬初改／板元馨引子。
備考：後ろ表紙見返しに「延宝九年改元天和元年也／文
化癸酉百三十二年二／ナル」（墨書）。



Y1201－043－01　　　　　　　　　　　　大名付

大譜江戸鑑上1
延宝9（序）（1681）

161×114ミリ5巻5冊49丁整版
題籏：原・大譜江戸鑑上之一表紙1後・藍色・無地
構成：序・凡例3、大名（15万石以上）1～43

刊記：板本江戸新両替町四丁目1書林善右衛門（凡
例）。

印記：麻谷蔵書。

備考1箱入り。下小口に「一江戸鑑」（墨書）、前表紙に

「七十一番之五冊」（貼紙）。箱に「延宝大譜江戸
鑑」（貼紙）。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－043－02

大譜江戸鑑上2
（1681年）

162×114ミリ55丁整版

大名付

題簸：原・大譜江戸鑑上之二表紙1後・藍色・無地
構成：大名（6万石以上）44～99
印記：麻谷蔵書。

備考：下小口にr二江戸鑑」（墨書）。『江戸幕府大名武

鑑編年集成』に所収。

Y1201－043－03　　　　　　　　　　　　大名付

大譜江戸鑑上3
（1681年）

161×114ミリ59丁整版
題簸二原・大譜江戸鑑上之三表紙：後・藍色・無地

構成1大名（万石以上）100～158
印記：麻谷蔵書。

備考：下小口にr三江戸鑑」（墨書）。『江戸幕府大名武

鑑編年集成』に所収。

Y1201－043－04　　　　　　　　　大名付・屋敷付

大譜江戸鑑上4
（1681年）

160×113ミリ49丁整版
題簸：原・大譜江戸鑑上之四表紙：後・藍色・無地

構成：大名子息1～13、隠居14、乗物御免の衆15～
19、屋敷1～30
印記：麻谷蔵書。

備考1下小口に「四江戸鑑」（墨書）。「屋敷付」5・6丁は

乱丁。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－043－05　　　　　　　　　　　役人付

大譜江戸鑑下
（1681年）

160×113ミリ91丁整版
題簸：原・大譜江戸鑑下表紙：後・藍色・無地
構成：目録6、役人1～81、践（高木長矩）1
印記：麻谷蔵書。

備考：32丁・48丁は2丁づつある。34丁の後に「又光
四」がある。下小口にr五江戸鑑」（墨書）、『江戸幕府役

職武鑑編年集成』に所収。

2．名鑑2．名鑑11．武鑑ノ1．「武鑑」〔43〕

Y1201－044　　　　　　　　　　　　　　大名付
［太平江戸鑑］

天和1（1681）

181×81ミリ1巻1冊130丁整版
題籏1なし表紙1なし
構成：序（天和元辛酉年霜月初旬）・目録1、将軍系図

2・3、大名4～128
印記：ウサギ・しんまちみついけ・。

備考：65丁・108丁は重複。1丁メにr太平江戸鑑／天和
元年」（下ヶ札）。昭和7年1L月14目寄託。

Y1201－045　　　　　　　　　役人付・江戸町鑑

［太平江戸鑑］

天和2（1682）

84×187ミリ1巻1冊97丁整版
題簸：後・太平江戸鑑（墨書）表紙：後・水色・無地

構成：目録1～7、役人8～又84、江戸町85～96
刊記：天和二年。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考二84丁の後に「又八十四」がある。最終丁に「松田
氏（花押）」。前表紙に「天和二年」（貼紙）。昭和8年6

月15目寄託。

Y1201－046　　　　　　　　　　大名付・役人付
［江戸鑑］

［天和2］（1682）

77×177ミリ1巻1冊117丁整版
題籏：なし表紙＝なし

構成1目録1～5オモテ、徳川系図5ウラ～6、大名7～14
オモテ、隠居47ウラ～48、役人（西丸付》49～53、役人

（本丸付）53～116
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「天和二年」（貼紙・下ヶ札）。昭和6年

12月15目寄託。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－047　　　　　　　　　　大名付・役人付
［壬戌江戸鑑］

［天和2］（1682）

126×179ミリ1巻1冊75丁整版
題簸1後・天和元（抹消）年武鑑明治十丑迄百九十七
年（朱書）表紙：後・薄藍色・無地

構成：目録1ウラ～3、将軍系図4～5、大名6～42オモテ、

隠居42ウラ、役人（本丸付）43～76
刊記ll松会版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後欠。17丁裏・18丁・77丁裏～79丁表、81丁
は欠落。前表紙にr仙台酒倉…」（墨書）とr天和元（抹

消して二）年武鑑」（下ヶ札）、後ろ表紙に「大目□民眼

□美」（墨書）、後ろ表紙見返し「天和元年笹々木次郎

天保五年九月　明和九年志田郡石森村此主和助
此主佐々木権助（カ）」（墨書）。昭和7年6月30日寄
託。

Y1201－048
［癸亥江戸鑑］

大名付・役人付
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［天和3］（1683）

126×181ミリ1巻1冊73丁整版
題籏：後・天和三年武鑑（墨書）表紙：後・枯茶色・無

地

構成：目録1～3、徳川系図4～5、大名6～42オモテ、隠

居42ウラ、役人43～73
刊記：［松会版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考二後欠。昭和9年3月5目寄託。

Y1201－049　　　　　　　　　　大名付・役人付

［甲子江戸鑑］

［貞享1］（1684）

125×183ミリ1巻1冊65丁整版
題簸：後・延宝（抹消、貞享）武鑑全（墨書）表紙：後・

薄茶色・無地

構成：徳川系図4～5、大名6～42オモテ、隠居42ウラ、

役人43～70
刊記：［松会版1。

印記：丸ウサギ・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後欠。14丁・27丁・28丁55丁・56丁は欠落。前

表紙にr（貞享武鑑）貞享元年」（貼紙）。昭和10年12
月6目寄託。

Y1201－050　　　　　　　　　　　　　　大名付

［大譜江戸鑑　上3］

［貞享1］（1684）

158×113ミリ1巻1冊55丁整版
題簸：後・大譜武鑑上（墨書）表紙：後・黒色・無地

構成1大名100～156
刊記：［書林善右衛門板］。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：131丁と132丁は1丁で丁付はr百光一ノニ」とし
てある。160丁表欄外に「赤沼村□庄花」（墨書）。前表

紙にr貞享元年秋」（貼紙）。昭和9年11月27日寄託。

Y1201－051　　　　　　　　　　大名付・役人付

［御懐中御江戸大鑑］

［貞享2］（1685）

150×226ミリ2巻2冊（1冊に合綴）33丁整版
題籏：後・御江戸鑑全・新増補御役人付御江戸鑑（墨
書）表紙：後・布目地型格子
構成：徳川系図1オモテ、大名1ウラ～14、目録1、役人1

～18
刊記：通油町山形屋開板。
印記：沼田文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：元は折本。前表紙に図書整理ラベル貼付。昭和

10年7月13目寄託。

Y1201－052－01　　　　　　　　　　　　大名付

新正　江戸鑑大全　上
［貞享3］（1686）

161×112ミリ2巻2冊71丁
題簸：原・新正江戸鑑大全上表紙1後・覗色・布目
構成：序2、徳川系図1～2オモテ、大名2ウラ～70
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にr貞享三年正月乃至二月」（貼紙）。

Y1201－052－02　　　　　　　　　　　役人付

新正　江戸鑑大全　下
［貞享3］（1686）

162×113ミリ　71丁
題籏：原・新正江戸鑑大全下表紙：後・覗色・布目

構成：目録1～4、隠居5、役人6～81
刊記：書林大伝馬三町目／表紙屋七右衛門開板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：30～40丁は1丁で丁付はr三十四十」としてある。

昭和8年11月2目寄託。

Y1201－053　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武鑑上］

［貞享3］（1686）

120×182ミリ1巻1冊71丁
題簾：後・本朝武鑑（墨書）表紙1後・藍色・亀甲繋ぎ地

に龍型押し

構成：序1、目録・葵紋1、大名2～70、隠居71
刊記：［松会版1。

印記：溝口氏図書印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：41・42丁は1丁で丁付は「四十一四十二」として
ある。前表紙に「貞享三年夏」（貼紙）とr貞享三年」
（下ヶ札）。昭和5年。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に

所収。

Y1201－054（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武鑑上］

（1686年）

122×182ミリ2巻2冊（1冊に合綴）47丁
題簸：なし表紙：後・茶色・無地

構成：目録1、徳川系図1～3、大名4～5・6～42オモテ、

隠居42ウラ、大名内室1～4
備考＝木箱に「貞享武鑑全／享和三迄百十七年」（ウ
ワ書墨書）とr三上参次（花押）印（三上蔵書）謹呈土
肥博士」（蓋ウラ墨書）。

Y1201－054（2）

［本朝武鑑下］

貞享3（1686）

40丁
構成：役人1～40
刊記：貞享三丙寅松会新刊。

役人付

Y1201－055　　　　　　　　　　　　　　大名付

［太平江戸鑑　上］

［貞享3］（1686）

83×184ミリ1巻1冊128丁
題簸：後・太平江戸鑑（墨書）表紙1後・海老色・無地

構成：徳川系図2～3、大名4～128、隠居129
印記：水野嘉内・水野蔵・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：110丁が104丁の後にある。前表紙見返しに刊行
時期に関する考証書きがある。前表紙に「貞享三年頃」

（貼紙）。昭和10年5月27目寄託。『江戸幕府大名武
鑑編年集成』に所収。



Y1201－056　　　　　　　　　　　　　　大名付

［丁卯江戸鑑　上］

［貞享4］（1687）

121×177ミリ1巻1冊50丁整版
題簸：後・（丁卯江戸鑑）（墨書）表紙：後・ねずみ色・

雷文繋ぎ
構成：序（初オモテ）、徳川系図初ウラ・1、大名2～49オモテ、

隠居49ウラ
刊記：［松会版］。

印記＝ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：下巻欠。「貞享四丁卯年」・「頓宮村油屋六左衛
門」（墨書）、前表紙に「貞享四年」（貼紙）。昭和8年11

月29目寄託。

Y1201－057　　　　　　　　　　　　　役人付
［戊辰江戸鑑　下］

貞享5（1688）

125×180ミリ1巻1冊43丁整版
題簸：原・戊辰江戸鑑表紙：後・櫨色・無地

構成：目録1～3、役人1～40
刊記：貞享五年／松會新刊。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：上巻欠。前表紙にr貞享五」（下ヶ札）。明治44年

2月25目購求。

Y1201－058　　　　　　　　　　　　　　役人付

［太平武鑑下］

［元禄2］（1689）

104×161ミリ1巻1冊44丁整版
題簸1後・太平武鑑（墨書）表紙1後・布目型押地・灰
色格子

構成1目録83～84、役人85～127
刊記：［須原屋茂兵衛版1。

印記：沼田文庫・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：上巻欠。前表紙に「元禄」（貼紙・下ヶ札）、前表紙

見返しに「元禄版（元禄二年六月以後）但シ無年号」

（貼紙）。昭和6年2月3日寄託。

Y1201－059　　　　　　　　　　　　　大名付
［太平武鑑上］

［元禄3］（1690）

105×161ミリ1巻1冊48丁整版
題簸：後・太平武鑑表紙：後・布目型押・灰色格子

構成：大名2～45、大名内室79～82
刊記＝【須原屋茂兵衛版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下巻欠。45～78丁は1丁で丁付は「四十五ノ七
十八」としてある。前表紙に「元禄三年（三月以後）」（貼

紙）と「元禄三年」（下ヶ札）。昭和6年2月3目寄託。

Y1201－060－01

本朝武系当鑑上
（1690年）

110×166ミリ2巻2冊92丁整版

大名付

題簸：原・本朝武系當鑑上表紙：後・櫨色・ツヤ出し
無地
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構成：序1、目録2オモテ、徳川系図2ウラ～3、大名4～

81、隠居82、内室r嫡子83～92
印記＝三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙にr元禄三」（下ヶ札）、背にラベル。三井ラ

ベル「B971・1」。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－060－02　　　　　　　　　　　役人付

本朝武系当鑑下
元禄3（1690）

110×165ミリ46丁整版
題籏：原・本朝武系當鑑下表紙：後・櫨色・ツヤ出し
無地

構成1目録1～3、役人4～46
刊記＝元禄三歳松會新板。
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：背に「元禄三」（ラベル）、後ろ表紙見返しに三井
ラベル「B971・1」。

Y1201－061　　　　　　　　　　大名付・役人付
［太平武鑑　上・下］

［元禄4］（1691）

108×163ミリ2巻2冊（1冊に合綴）99丁整版
題簸：後・元禄四年太平武鑑（墨書）表紙：後・藍色・

つや出し

構成：序1、大名2～45、内室・留守居1～10、目録83

～85、役人86～127
刊記：1須原屋茂兵衛版】。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻頭・32丁は欠落。昭和9年3月5目寄託。

Y1201－062　　　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武系当鑑　上］

元禄4（序）（1691）

108×165ミリ1巻1冊90丁整版
題籏：後・本朝武系當鑑（ペン書）、元禄武鑑（墨書）
表紙：後・茶色・無地

構成：序（元禄四歳仲呂目　書林松會朔旦）1、目録2オ

モテ、徳川系図2ウラ～3、大名4～81、隠居82、内室・

嫡子他83～92
刊記：［松会版］。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：90・91丁は欠落。前表紙に「元禄四年」（貼紙）。

昭和7年12月23目寄託。

Y1201－063　　　　　　　　　　　　　　役人付
［太平武鑑大全　下］

［元禄5］（1692）

124×185ミリ1巻1冊47丁整版
題簸：後・太平武鑑下（墨書）表紙：後・青色・無地

構成：目録1～3、役人4～49
印記：林・昔々堂・沼田文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：6・26丁は欠落。「越智姓林氏」（墨書）。前表紙に

「（太平武鑑大全）」（下ヶ札）。昭和8年4月12目寄託。

Y1201－064
［本朝武系当鑑　上・下］

大名付・役人付
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元禄6（1693）
117×181ミリ2巻2冊（1冊に合綴）90丁整版
題籏：後・太平武鑑（抹消）本朝武系當鑑（ペン書）表

紙：後・藍色・亀甲繋ぎ型押

構成：徳川系図4ウラ～5オモテ、大名5ウラ～48オモテ、隠

居48、役人目録1～4、役人5～46
刊記：元禄六歳松會新板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にr（元禄六年）」（貼紙・下ヶ札）。昭和5

年12月6目寄託。

Y1201－065　　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武鑑上］

［元禄6］（1693）

125×179ミリ1巻1冊76丁整版
題籏：後・本朝武鑑元禄六年（墨書）表紙：後・青色・

無地に雷紋繋ぎ印刷
構成：序（初）、目録（乙）、大名2～70、隠居71、内室

他1～4
刊記：［松會版］。

印記汐サギ・しんまちみついけ。

備考：下巻欠。21丁の後にr又二十一」がある。41・42
丁は1丁で丁付は「四十一四十二」としてある。前表紙
見返しr花びのかへり／文化十年ノ癸酉七月」（墨書）。前

表紙に「元禄六年」（下ヶ札）。昭和6年7月1目寄託。

Y1201。066　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武系当鑑　上］

［元禄6］（1693）

108×166ミリ1巻『1冊90丁整版
題簸：後・太平武鑑（墨書）表紙：後・紺色・無地つや

出し

構成：徳川系図2ウラ～3、大名4～81、隠居82、内室他

83～92
刊記＝［松會版］。

印記：沼田文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下巻欠。前表紙に「元禄六年」（貼紙・下ヶ札）。昭

和6年7月6日寄託。

Y1201－067　　　　　　　　　　　　　大名付

［太平武鑑上］

［元禄7］（1694）

106×166ミリ1巻1冊50丁整版
題簸：後・太平武鑑須原屋版（元禄七年）・「上巻後半

鉄」とペン書き表紙：後・黒色・っや出し

構成：徳川系図3、大名4～60
刊記：［須原屋茂兵衛版】。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下巻欠。前・後欠。15・19・28・29・34・39・53丁

は欠落。昭和9年6月6目寄託。

Y1201－068　　　　　　　　　　　　　　役人付

［太平武鑑下］
元禄7（1694）『

106×166ミリ1巻1冊49丁整版
題簸：後・太平武鑑（墨書）表紙1後・水色・無地つや

出し

構成：目本国中之図（初）、目録2～4、役人5～48
刊記：元禄七庚戌年／蒼天目／江戸目本橋南一町目
書林寸原茂兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：上巻欠。7丁の後に1丁ある。前表紙に「元禄七
年」（貼紙）。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－069　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武林長鑑　1］

［元禄9］（1696）

103×163ミリ1巻1冊61丁整版
題簸：後・本朝武林長鑑上（墨書）表紙：後・茶色

構成：目録2オモテ、徳川系図2ウラ～3、大名4～62
刊記：［松会版1。

印記：［　　1・ウサギ・しんまちみついけ。
備考：後欠。下巻欠。後ろ表紙にr瀧宝院」（墨書）。前

表紙にr元禄九年」（下ヶ札）とペン書の貼紙。『江戸幕

府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－070　　　　　　　　　　　　　　　大名付

太平武鑑上
元禄9（1696）

110×164ミリ1巻1冊64丁整版
題簸：原・太平武鑑表紙：後・柿色・無地

構成：江戸方角見量之図1、徳川系図2ウラ～3、大名4
し
～
6
4

刊記：元禄九丙子年／江戸目本橋南一町目・書騨寸原
茂兵衛（封面）。

印記：宗家蔵書・三井家3。
備考：　巻欠。前表紙に「元禄九年」（下ヶ札）と「庚五」

（貼紙）。

Y1201－071　　　　　　　　　　　　　役人付

［太平武鑑下］

［元禄9］（1696）

103×162ミリ1巻1冊46丁整版
題籏：後・本朝武林長鑑下（墨書）表紙：後・茶色

構成：役人5～46
刊記＝江戸目本橋南一町目　書林寸原茂兵衛。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：8丁の後にr又八」、21丁の後に1丁ある・又21
丁に「尾張海東郡津嶋村八弥」（墨書）。前表紙に「元禄

九年」とペン書の貼紙。昭和7年2月1目寄託。『江戸

幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－072　　　　　　　　　　　　　　大名付

［太平武鑑上］
［元禄10］（1697）

111×164ミリ1巻1冊89丁整版
題籏1後・太平武鑑元禄十年頃異版（墨書）表紙：
後・茶色・つや出し
構成：序・葵紋1、目録1、大名1～77、隠居78、内室・

留守居等1～10
刊記：［須原屋茂兵衛版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下巻欠。昭和10年2月16目寄託。『江戸幕府
大名武鑑編年集成』に所収。



〔47〕2．名鑑2．名鑑11．武鑑／1．「武鑑」

原茂兵衛蔵板。

備考：57・58丁は1丁で丁付は「五十七八」としてある。

『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－076　　　　　　　　　　　　　　大名付

［東武江戸鑑　上］

［元禄11］（1698）

124×189ミリ1巻1冊76丁整版
題籏：後・元禄十一年東武江戸鑑（墨書）表紙＝後・
藍色・雷文繋ぎ菱に鳥型押し

構成：序1、徳川系図1ウラ～2、大名3～75、隠居76
刊記：万屋庄兵衛（75丁ウラ）。

印記：□宗沙門山隆蔵書・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考1下巻欠。「文久三癸亥八月山門1安楽院内1含瑞
律師より被贈之」（墨書・朱印）。秩に「（元禄十一年）」

（貼紙）。昭和9年12月26目寄託。

Y1201－077　　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武林系禄図鑑　1］

元禄11（序）（1698）

160×112ミリ1巻1冊63丁整版
題簸：後・元禄十一年武鑑（墨書）表紙：後・肌色・布
目地型押し

構成：序く元禄十一戊寅歳書林松會朔旦＞（初・1オモテ）

目録1ウラ～2、大名（10万石以上）3～72
刊記1［松会版1。

印記＝牡丹亭文庫・武□之印。

備考：巻2・3・4欠。50～55丁は1丁で丁付は「五十五
十五」、60～65丁は1丁で丁付は「六十六十五」として
ある。峡裏に「牡丹亭図書印」と「元禄十一年版武鑑」
（墨書）。

Y1201－078　　　　　　　　　　　　　　役人付
［東武綱鑑　4］

⊂元禄11］（1698）

104×165ミリ1巻1冊71丁整版
題簸：後・元禄武鑑坤（墨書）、本朝武林長鑑（ペン書
き）表紙：後・こげ茶色・無地

構成：目録2、役人5～74
刊記：1須原屋茂兵衛版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1後欠。巻1・2・3欠。57・58は1丁で丁付は「五十
七八」としてある。1・3・75丁は欠落。4丁裏にr文化十

年1武官1□十一月廿四日」（朱書）。昭和9年6月6目
寄託。

Y1201・079　　　　　　　　　　　　　　大名付
［本朝武林系禄図鑑　1］

元禄12（序）（1699）

156×111ミリ1巻1冊63丁整版
題簸：後・本朝武林系禄圖鑑　上巻（墨書）表紙：後・

黄土色・無地つや出し
構成1序く元禄十二己卯歳書林松會朔旦＞（初・1オモテ）

目録1ウラ～2、大名3～72
刊記：［松会版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1巻2・3・4欠。50～55丁は1丁で丁付は「五十五

Y1201－073　　　　　　　　　　　　　　役人付

［本朝武林系禄図鑑　4］

元禄10（1697）

158×112ミリ1巻1冊78丁整版
題簸1後・本朝武林系圖鑑　下巻（御役付）（墨書）表
紙1後・生成

構成＝目録1～4、役人1～74
刊記：元禄十丁丑歳御書物所長谷川町松會三四
郎。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻1・2・3欠。38丁裏に「文五五年辰ノ年大塚村1
吉三郎」（墨書）、前表紙にr元禄十年」（貼紙・下ヶ札）・

上小口に「四」（墨書）。昭和5年10月31目寄託。『江
戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－074　　　　　　　　　　　　　役人付
［東武綱鑑　4］

［元禄10］（1697）

105×164ミリ1巻1冊71丁整版
題簸：なし表紙＝後・緑青色・卍繋ぎ地花唐草（型押し）

構成：目録1～4、役人5～74
刊記：［須原屋茂兵衛版1。

備考：巻1・2・3欠。後欠。57・8丁は1丁で丁付は「五
十七八」としてある。21・59丁に切取りあり。

Y1201。075－04　　　　　　　　　　　大名付
東武綱鑑　1

元禄11（1698）

107×165ミリ4巻4冊56丁整版
題籏：原・東武綱鑑一表紙＝後・丁字茶色・無地

構成：序1、徳川系図1～2、大名3～54
備考131丁は重複。

Y1201－075－02　　　　　　　　　　　　大名付

東武綱鑑　2

元禄11（1698）

107×165ミリ63丁整版
題簸：原・東武綱鑑二表紙：後・丁字茶色・無地

構成：大名55～126
備考：103丁は重複。

Y1201－075－03　　　　　　　　　　　　大名付

東武綱鑑　3

元禄11（1698）

107×166ミリ27丁整版
題簸＝原・東武綱鑑三表紙：後・丁宇茶色・無地

構成：大名117～141、隠居142～143

Y1201－075－04　　　　　　　　　　　役人付
東武綱鑑　4

元禄11（1698）

107×165ミリ73丁整版
題籏：原・東武綱鑑四表紙：後・丁字茶色・無地

構成：目録1～4、役人5～75
刊記：元禄十一年戊寅／武江目本橋南一町目書林須



元禄13（1700）

154×111ミリ1巻1冊82丁整版
題籏：後・（本朝武林系禄圖鑑）（墨書）表紙：後・ぶど

う色・無地

構成：目録1～4、役人1～74
刊記：元禄十三庚辰歳／御書物所長谷川松會三四
郎。

印記：丸ウサギ・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻1・2・3欠。24丁の後に「ト・チ・リ・ヌ・ル」（5丁）

がある。巻末に「寛政六寅年マテ九十五年ニナル」（墨

書）。昭和8年4月12目寄託。『江戸幕府役職武鑑編
年集成』に所収。

Y1201－083　　　　　　　　　　　　　　役人付

［正統武鑑　4］

元禄15（1702）

160×111ミリ1巻1冊83丁整版
題簸：後・太平江戸鑑元禄十五年（墨書）表紙：後・
青色・無地

構成：目録1～4、役人1～75
刊記：元禄十五歳／武江日本橋南一町目／書林須原
茂兵衛蔵版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻1・2・3欠。25丁の後に「▲一～▲四」がある。

前表紙にr元禄十五年」（下ヶ札）。昭和7年2月1目寄
託。

Y1201－084－01　　　　　　　　　　　　大名付

［正統武鑑　1肇

［元禄16］（1703）

160×112ミリ3巻3冊65丁整版
題籏：後・御林武鑑上（墨書）表紙：原・白色・無地

構成：徳川系図1、大名（3万石以上）2～63
刊記：［須原屋茂兵衛版］。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻3欠。15丁の後にr十五次j　r十五又次」がある。

43・4丁は1丁で丁付は「四十三ノ四」、51・52丁は1
丁で丁付はr五十一ノニ」としてある。前表紙にr元禄十
六年！須原屋版」（貼紙）と「（元禄十六年）」（下ヶ札）。昭

和6年7月13目寄託。

Y1201－084－02　　　　　　　　　　　　大名付

［正統武鑑　2］

（1703年）

160×112ミリ75丁整版
題簸：後・御林武鑑中（墨書）表紙；原・白色・無地

構成＝大名63（ママ）～139
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：84・85丁雄1丁で丁付は「八十四五↓としてある。

134丁は欠落。昭和6年7月13目寄託。

Y1201－084－03　　　　　　　　　　　　役人付

［正統武鑑　4］

（1703年）

161×114ミリ72丁整版
題簸：後・御林武鑑下（墨書）表紙1原・白色・無地

構成＝目録4ウラ、役人1～72

2．名鑑〔48〕

十五」、60～65丁は1丁で丁付は「六十六十五」として
ある。前表紙に「元禄十二年序」（貼紙・下ヶ札）。昭和5

年10，月31目寄託。

Y1201－080－01　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武林系禄図鑑　1］

（1700年）

158×112ミリ3巻3冊63丁整版
題簸：原・l　　　　l表紙：後・肌色・無地

構成：序（初・1オモテ）、目録1ウラ～2、大名（10万石以

上）3～72
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻2欠。50～55丁は1丁で丁付はr五十五十五」
60～65丁も同様「六十六十五」としてある。後ろ表紙見
返しに「下ノ郷／横関治郎兵衛延郷」（墨書）。

Y1201－080－02　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武林系禄図鑑　3］

元禄13（1700）

159×113ミリ36丁整版
題簸：原・本朝武林系禄圖鑑表紙：後・肌色・無地

構成：大名48～64、隠居65～66、内室・留守居等67

～83
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙見返しにr下ノ郷／横関治郎兵衛延郷」
（墨書）、前表紙に「元禄十三年」（貼紙）。

Y1201－080－03　　　　　　　　　　　　役人付

［本朝武林系禄図鑑　4］

（1700年）

157×112ミリ83丁整版
題簸：原・l　　　　l表紙：後・肌色・無地

構成：目録1－4、役人1～74
刊記1元禄十三庚申歳／御書物所長谷川町松會三
四郎。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：24丁の後に「トチリヌル」（5丁）がある。後ろ表紙

見返しに「下ノ郷／横関治郎兵衛延郷」（墨書）。昭和9

年10月9目寄託。

Y1201－081　　　　　　　　　　　　　　大名付

［本朝武林系禄図鑑　1］

元禄13（序）（1700）

158×111ミリ1巻1冊63丁整版
題簸：後・（本朝武林系禄圖鑑）（墨書）表紙1剥離

構成：序く元禄十三庚辰歳書林松會朔旦＞（初・1オモテ）

目録1ウラ～2、大名（10万石以上）3～72
刊記：［松会三四郎版1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻2・3・4欠。50～55丁は1丁で丁付は「五十五
十五」、60～65丁は1丁で丁付は「六十六十五」として
ある。前表紙にr元禄十三年」（貼紙）とr（本朝武林系録

圖鑑）」（下ヶ札）。昭和8年4月12目寄託。

役人付
4］

Y1201－082
［本朝武林系禄図鑑



印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝後欠。25丁の後に「▲一～四」がある。昭和6年7

月13目寄託。

Y1201－085　　　　　　　　　　　　　　大名付

［元禄武鑑大全　　1］
［元禄16］（1703）

229×158ミリ1巻1冊53丁整版
題簸：原・□□武鑑大全表紙：原・水色・菊花菱繋ぎ
（型押し）

構成：序1、徳川系図2、大名2～52
刊記：［井筒屋三右衛門版］。

印記＝ウサギ・三井家7。

備考：巻2・3・4欠。前表紙に「元禄武鑑大全」「元禄十

六年」（貼紙）、昭和7年12月23日寄託。『江戸幕府
大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－086　　　　　　　　　　　　　　大名付

元禄武鑑大全　1

［元禄16］（1703）

215×155ミリ1巻1冊53丁整版
題籏：原・元禄武鑑大全一表紙：原・水色・無地

構成：序1、徳川系図1、大名2～52
刊記：［井筒屋三右衛門版］。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考1巻2・3・4欠。前表紙に「（元禄十六年井筒屋版ノ
京版）」（貼紙）、後ろ表紙見返しr播州加西郡中野村／．

本主西蔵【　1」（墨書）。昭和8年10月24日寄託。

Y1201－087－01　　　　　　　　　　　大名付
［元禄武鑑大全　　2］

（1703年）

229×160ミリ2巻2冊41丁整版
題簸：剥離表紙：原・水色・菊花菱繋ぎ（型押し）

構成：大名53～91、隠居92～93
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻1・3欠。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－087－02　　　　　　　　　　　　大名付
［元禄武鑑大全　4］

［元禄16］（1703）

229×160ミリ24丁整版
題簸：剥離表紙：原・水色・菊花菱繋（型押し）

構成：大名内室・留守居・船印等1～24

刊記：元禄十六癸未季夏／通油町井筒屋三右衛門
板。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。昭和7
年。

Y1201－088
［元禄武鑑大全　2］

元禄16（1703）

224×153ミリ1巻1冊41丁整版

大名付

題籏：後・元禄武鑑大全元禄十六年井筒屋版（墨書）

2．名　鑑　2．名鑑ノ1．武鑑！1．「武鑑」　〔49〕

表紙：原・水色

構成：大名53～92オモテ、隠居92ウラ～93
刊記：［井筒屋三右衛門版］。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻1・3・4欠。前表紙に「元禄十六年」（貼紙と下ヶ

札）。92丁オモテにr百□大築熊吉」（墨書）。昭和6年10

月1目寄託。

Y1201－089　　　　　　　　　　　　　　役人付

武宝徴鑑4
元禄16（1703）

157×110ミリ1巻1冊83丁整版
題簸：原・武寳徴鑑璋表紙：水色・無地

構成：目録1～4、役人5～83
刊記：元禄十六癸未歳／武江小傳馬町　丁目／書林
菱屋金四郎。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考＝巻1・2・3欠。8丁の後に「又八」があり、28・9丁は

1丁で丁付は「二十八ノ九」としてある。後ろ表紙見返し

に「伊藤屋出羽最上」など（墨書）。前表紙に「元禄十
六年」（貼紙）と「武宝徴鑑／元禄十六年」（下ヶ札）。昭和

8年4，月12日寄託。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に
所収。

Y1201－090（1）　　　　　　　　　　　　大名付

［宝永武鑑大成　1］

宝永1（1704）

217×165ミリ4巻4冊98丁整版
題簸：後・徳川五代之君御治世大成武鑑四巻合全
（墨書）表紙：後・布目地格子刷

構成：堀越氏識他4、遊紙1、序1、徳川系図2、大名2
～92オモテ、隠居92ウラ～93

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：4冊合綴。前表紙に「宝永元」（下ヶ札）、背に「江

戸鑑堀越」（墨書）、下小口に「宝永元年版」（朱書）。

構成は巻1・2を合せたもの。『江戸幕府大名武鑑編年
集成』・『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－090（2）　　　　　　　　　　　　大名付

［宝永武鑑大成　2］

（1704年）

整版
備考：巻1・2合綴のため、丁数は不明。『江戸幕府大名

武鑑編年集成』・『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－090（3）　　　　　　・　　　　　役人付
［宝永武鑑大成　3］

（1704年）

40丁整版
構成：目録2、役人1～38
刊記：宝永元甲申歳改武陽牛込燕雀堂／平野屋吉兵
衛板。

備考：13丁の後にr一～七」がある。『江戸幕府大名武
鑑編年集成』・『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。



Y1201－092－02　　　　　　　　　　　　　大名付

御林武鑑　2

（1705年）

159×110ミリ66丁整版
題簸：原・御林武□□表紙：原・藍色・無地

構成1大名63～128
印記：三井家編纂室蔵書印。

備考：前表紙に「□永二年共四ノニ』（朱書）。三井ラベ
ノレ「B971・2」。

Y1201－092－03　　　　　　　　　　　　大名付

御林武鑑　3

（1705年）

159×111ミリ36丁整版
題簸：原・御林武鑑参表紙：原・藍色・無地

構成：大名129～162、隠居163～164
印記：三井家編纂室蔵書印。
備考：前表紙に「宝永二年共四ノ三」（朱書）。三井ラベ

ノレ「B971・2」。

01－092－04　　　　　　　　　　　役人付

こ武鑑　4
こ2（1705）

×111ミリ88丁整版
・：原・□林武鑑四表紙：原・藍色・無地

ll総門番衆2、諸役前録6、目録7～9、役人10～

糀
籔
㈱
灘
総
鵬
鷹
鼓
姻

：宝永二乙酉歳武江目本橋南一町目書林須原屋
衛蔵板。

：三井家編纂室蔵書印。

：12丁の後に「酉ノー～酉ノ三」、51丁の後に「又

一」がある。72・3丁は1丁で丁付はr七十ニノ三」
：ある。前表紙に三井ラベル「B971・2」と「［コ永二年

ノ四止」（朱書）。

Y1201－093　　　　　　　　　　　　　　役人付

［増続武鑑　3］

宝永4（1707）

158×113ミリ1巻1冊86丁整版
題籏：後・實永武鑑（打付墨書）表紙：後・黄土色・雷

文花菱に流雲・龍型押

構成：目録4、役人82
刊記：宝永四丁亥歳／日本橋川瀬石町／武陽江府書
林山口屋須藤権兵衛。
印記：安井床・沼田文庫・三井文庫。

備考：巻1・2・4欠。17丁に「上・下」がある。後ろ表紙

「明治二十一年渥美」（墨書）、前表紙に「宝永四」（下ヶ

札）、『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－094－01　　　　　　　　　　　　大名付

［正風武鑑　1］

宝永5（1708）

158×111ミリ3巻3冊88丁整版
題簸：後・正風武鑑（墨書）表紙：後・藍色・無地

構成：目録（見返し）、徳川系図1～2、大名（10万石以

2．名鑑〔50〕

Y1201－090（4）　　　　　　　　　　　　大名付

［宝永武鑑大成　4］

（1704年）

24丁整版
構成：船印他1～24
備考：『江戸幕府大名武鑑編年集成』・『江戸幕府役職

武鑑編年集成』に所収。

Y1201－091－01　　　　　　　　　　　　大名付

新版宝永武鑑大成　1

（1705年）

223×156ミリ4巻4冊53丁整版
題簸：原・新版寳永武鑑大成一表紙：原・薄香色・無

地

構成：序1、徳川系図2、大名2ウラ～52
備考：秩に入る。

Y1201－091－02　　　　　　　　　　　　大名付

新版宝永武鑑大成　2

（1705年）

223×156ミリ41丁整版
題簸：原・新版寳永武鑑大成二表紙：原・薄香色・無

地
構成：大名53～92オモテ、隠居92ウラ～93

Y1201－091－03　　　　　　　　　　　役人付

新版宝永武鑑大成　3

（1705年）

223×156ミリ49丁整版
題籏：原・新版寳永武鑑大成三表紙＝原・薄香色・無

地

構成：目録2、役人初1～38
備考：4丁の前にr四之一、四之二、四之三」、13丁の
後に「一～七」、18丁の後に「又十八」がある。

Y1201－091－04　　　　　　　　　　　　大名付

新版宝永武鑑大成　4

宝永2（1705）

224×157ミリ24丁整版
題簸二原・新版寳永武鑑大成四　表紙：原・薄香色・

無地

構成：船印他1～24
刊記：宝永二己酉歳改／武陽牛込燕雀堂／平野屋吉
兵衛板。

Y1201－092－01　　　　　　　　　　　　大名付

御林武鑑　1

（1705年）

159×112ミリ4巻4冊62丁整版
題策：原・御林武鑑一表紙：原・藍色・無地
構成＝江戸方角道法1オモテ、徳川系図1オモテ～2、大名

3～62
印記：三井家編纂室蔵書印。
備考：前表紙に「宝永二」（下ヶ札）と「宝永二年共四ノ
ー」（朱書）。5丁オモテに「正徳三巳四月改写之」（墨書）。

三井ラベル「B971・2」。布帳あり。



上）3～88
印記：松平家蔵書印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：23丁は重複。，26・7丁は1丁で丁付はr廿六ノ
七」としてある。前表紙に「正風武鑑／三冊／宝永五年」

（下ヶ札）。昭和7年4月26目寄託。『江戸幕府大名武
鑑編年集成』に所収。

Y1201－094－02　　　　　　　　　　　大名付

正風武鑑2
宝永5（1708）

159×113ミリ84丁整版
題籏：原・正風武鑑二表紙：後・藍色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）89～172

印記：松平家蔵書印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－094－03

正風武鑑3
宝永5（1708）

158×112ミリ89丁整版

大名付

題簸：原・正風武鑑三表紙：後・藍色・無地

構成：総門番衆2、目録2、諸役前録略記1～7、役人1

～78
刊記：宝永五戊子歳江都書林目本橋南一町目須原茂
兵衛蔵板。

印記：松平家蔵書印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－095。01

正風武鑑　1

［宝永5コ（1708）

155×112ミリ2巻2冊88丁整版

大名付

題簸：原・正風武鑑一表紙：後・水色・無地

構成：目録半丁、徳川系図1・2、大名（10万石以上）3

～88
刊記：［須原屋茂兵衛版1。

印記1鱗［コ。

備考：巻3欠。26・7丁は1丁で丁付は「廿六ノ七」として
ある。裏打ちあり。

Y1201－095－02　　　　　　　　　　　　大名付

正風武鑑2
（1710年）

155×112ミリ84丁整版
題簸：原・正風武鑑二表紙：後・水色・無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）89～172
備考：裏打ちあり。

Y1201－096－01　　　　　　　　　　　　大名付
［賞延武鑑　1］

（1713年）

156×112ミリ3巻3冊89丁整版
題簸：後・正徳武鑑上（墨書）表紙：後・花田色・無地

構成：序1、徳川系図2、大名（10万石以上）3～88
印記：□□・ウサギ・しんまちみついけ。

2．名　鑑　2．名鑑11．武鑑11．r武鑑j　〔51〕

備考二前表紙に「正徳三年」（貼紙）、布秩あり、裏打ちあ

り。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－096－02　　　　　　　　　　　　大名付

［賞延武鑑2］
（1713年）

155×112ミリ85丁整版
題簸：後・正徳武鑑中（墨書）表紙：後・花田色・無地

構成：目録（見返し）、大名1～83、大名隠居井家督84

～85
印記：□□・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：裏打ちあり。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－096－03　　　　　　　　　　　　大名付

［賞延武鑑3］
正徳3（1713）

155×112ミリ88丁整版
題籏：後・正徳武鑑下（墨書）表紙：後・花田色・無地

構成：目録2、役人1～86
刊記：正徳三癸巳歳／武陽江府書林目本橋南□〔コ［コ

山口屋権兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：48丁の後に「又四十八」がある。76・7は1丁で丁

付は「七十六ノ七」としてある。昭和10年2月16目寄
託。

Y1201－097－01　　　　　　　　　　　　大名付

正徳武鑑　1

（1714年）

161×111ミリ3巻3冊91丁整版
題簸：原・正徳武鑑一表紙：原・水色・無地
構成：目録（見返し）、徳川系図2、大名（10万石以上）3

～91
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝前表紙にr正徳武鑑／正徳四年」（下ヶ札）、下小

口にr上／正徳四甲午正月改」（墨書）、背にr山」（墨

書）。昭和7年。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－097－02　　　　　　　　　　　大名付

正徳武鑑2
（1714年）

160×112ミリ88丁整版
題簸：原・正徳武鑑二表紙：原・水色・無地
構成1目録（見返し）、大名1～85、隠居井家督1～3
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下小口に「中／正徳四年甲午正月改」（墨書）、背

に「山」（墨書）。昭和7年。『江戸幕府大名武鑑編年集

成』に所収。

Y1201－097－03　　　　　　　　　　　役人付

正徳武鑑3
正徳4（1714）

159×111ミリ86丁整版
題簸：原・正徳武鑑三表紙：原・水色・無地



〔52〕2．名鑑

構成1目録2、諸役前録略記7、役人1～80
刊記：正徳四甲午歳江都書林目本橋南一町目須原茂
兵衛蔵板。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：18・19丁は1丁で丁付はr十八ノ九」、27・28丁
は1丁で丁付は「二十七ノ八」としてある。下小口に「下1

正徳四甲午正月改」（墨書）、背に「山」（墨書）、34・35

丁の間に題箋「茶家酔古録」あり。昭和7年11月14目
寄託。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－098（1）

［正徳武鑑　1］

正徳5（1715）

157×108ミリ3巻3冊91丁整版

大名付

題簸：後・正徳武鑑（墨書）表紙：原・水色・無地

構成：目録（見返し）、徳川系図2、大名（10万石以上）3

～91
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：3冊合綴。前表紙に「正徳五年」（貼紙と下ヶ札）。

昭和7年3月12目寄託。

Y1201－098（2）　　　　　　　　　　　　大名付

［正徳武鑑　2］

（1715年）

88丁整版
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～85、隠居井

家督1～3

Y1201－098（3〉　　　　　　　　　　　　役人付

［正徳武鑑　3］

（1715年）

87丁整版
構成：目録2、諸役前録7、役人1～80
刊記＝正徳五乙未歳／江都書林目本橋南一町目須原
茂兵衛蔵板。

備考：18～20丁は1丁で丁付はr十八ノ廿」としてある。

44丁の後に「又四十四」がある。

Y1201－099－01

享保武鑑　1

（1717年）

157×111ミリ4巻4冊92丁整版

大名付

題籏：原・享保武鑑一表紙：原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、徳川系図2、大名（10万石以上）3

～92
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考156丁の後に「又五十六」がある。前表紙に「享保
武鑑／享保二年」（下ヶ札）。昭和8年3月22日寄託。

Y1201－099－02　　　　　　　　　　　　大名付

享保武鑑　2

（1717年）

157×112ミリ84丁整版
題籏1原・享保武鑑二表紙：原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～83

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：34丁の後にr又三十四」がある。

Y1201－099－03　　　　　　　　　　　役人付

享保武鑑　3

享保2（1717）

157×112ミリ83丁整版
題簸：原・享保武鑑三表紙：原・花田色・無地

構成：目録2、役人（本丸付）1～80

刊記：享保弐丁酉歳江都書林目本橋南一町目須原茂
兵衛蔵板。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：18・19丁は1丁で丁付は「十八ノ十九」としてある。

44丁の後に「又四十四」、47丁の後に「又四十七」、48
丁の後に「又四十八」がある。

Y1201－099－04　　　　　　　　　　　役人付

享保武鑑　4

（1717年）

157×112ミリ12丁整版
題簸：原・享保武鑑四表紙＝原・花田色・無地

構成：役人（西丸付）3、諸役前録略記7、隠居井家督3
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和8年。

Y1201－100　　　　　　　　　　　　　　大名付

［享保武鑑　1］

［享保4］（1719）

157×110ミリ1巻1冊93丁整版
題簸：原・□□武鑑萱表紙：原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、徳川系図2、大名（10万石以上）3

～93
刊記：［須原屋茂兵衛版］。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「享保四年」（貼紙）、後ろ表紙見返し
「持主佐藤市右衛門・西部八郎右衛門」（墨書）。『江戸

幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－101－01　　　　　　　　　　　　大名付

永世武鑑　2

（1719年）

157×mミリ3巻3冊93丁整版
題簸：原・永世武鑑二表紙＝原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～91、隠居井

家督1～2
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙見返しと後ろ表紙に「四さつ之内西部
氏」（墨書）・r西部八郎右衛門・同姓喜内」（朱書）。『江

戸幕府大名武鑑辺年集成』に所収。

Y1201－101－02　　　　　　　　　　　　役人付

永世武鑑　3

（1719年）

158×mミリ75丁整版
題簸：原・永世武鑑三表紙：原・花田色・無地
構成：大下馬より道法（見返し）、目録2、役人（本丸付）

1～71



印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：15丁の後に「又十五」、27丁の後に「又二十七」、

37丁の後に「又辮七」がある。67・68丁は1丁で丁付は
「六十七ノ八」としてある。後ろ表紙見返しに「四さつ之

内西部氏／っとめなし一人半三石／さる加丁西部
喜内」（墨書）。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－101－03

［永世武鑑4］
享保4（1719）

158×112ミリ19丁整版
題簸：剥離表紙：原・花田色・無地

役人付

構成：役人（西丸付）1～2、遠国奉行72～89

刊記：享保四己亥歳／武陽江府書林目本橋南壼町目
山口屋権兵衛開版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「享保四年」（貼紙）、前表紙見返しに
「四さつ之内西部氏十四才j（墨書）。昭和9年。『江

戸幕府役職武鑑辺年集成』に所収。

Y1201－102－01

享保武鑑　1

（1721年）

159×112ミリ4巻4冊93丁整版

大名付

題簸：原・享保武鑑一表紙1原・水色・無地
構成：目録（見返し）、徳川系図1・2、大名（10万石以

上）3～92
印記：三井家編纂室蔵書。

備考＝56丁に「上下jがある。前表紙に「享保六」（下ヶ

札）と「享保六丑」（墨書）と「共四ノー」（朱書）。後ろ表紙

に「四之内一」（墨書）、上下小口に「一」（墨書）、後ろ

表紙見返し「享保六丑三月之板行／西国御大名五拾
八頭」（墨書）。三井ラベル「B971・4」、布秩あり。

Y1201－102－02　　　　　　　　　　　　大名付

享保武鑑　2

（1721年）

158×112ミリ84丁整版
題簸：原・享保武鑑二表紙：原・水色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上〉1～83

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：34丁に「上下」に上下がある。前表紙に「共四ノ
ニ」（朱書）、上下小口に「二」（墨書）、後ろ表紙見返し

に「西国御大名六十八頭」、後ろ表紙に「四之内」（墨
書）。三井ラベル「B971・4」。

Y1201－102－03　　　　　　　　　　　役人付

享保武鑑3
享保6（1721）

160×113ミリ83丁整版
題簸：原・享保武鑑三表紙：原・水色・無地
構成：目録1・2、役人（本丸付）1～80

刊記：享保六辛丑歳／日都書林日本橋南一町目須原
茂兵衛蔵板。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：17～19丁は1丁で丁付は「十七十九」、26・27
丁は1丁で丁付は「廿六ノ七」としてある。28丁・44丁・

2．名鑑2．名鑑／1．武鑑！1．r武鑑」 〔53〕

47丁・48丁にそれぞれ上下がある。前表紙にr共四ノ
三」（朱書）、後ろ表紙に「四之内」（墨書）。三井ラベル

「B971・4」。三井図書カード1枚あり。

Y1201－102－04　　　　　　　　　　　役人付

享保武鑑4
（1721年）

159×113ミリ12丁整版
題籏1原・享保武鑑四表紙1原・水色・無地
構成：役人（西丸付）1～3、諸役前録略記1～7、隠居

井家督1～3
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙に「共四ノ四止」（朱書）、後ろ表紙に「四

之内」（墨書）。後ろ表紙見返しに三井ラベル「B971・

4」c

Y1201－103（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

享保武鑑　　1
（1726年）

159×112ミリ3巻3冊93丁整版
題籏：原・享保武鑑萱表紙：原・藍色・無地
構成：目録（見返し）、徳川系図1～2、大名（10万石以

上）3～93
備考：3冊合綴。下小口に「享保十一丙午」（墨書）。『江

戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－103（2）　　　　　　　　　　　　大名付

享保武鑑2
（1726年）

84丁整版
題簸：原・享保武鑑　表紙：原・藍色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～86

備考：18・19丁は1丁で丁付は「十八ノ十九」としてある。

『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－103（3）　　　　　　　　　　　役人付

享保武鑑3
享保11（1726）

79丁整版
題簸：原・享保武鑑参表紙二原・藍色・無地

構成：目録1～2、役人1～79
刊記：享保十一丙午歳／江都書林目本橋南一町目須
原茂兵衛蔵板。

備考：『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－104（1）　　　　　　　　　　　　大名付

［享保武鑑　1］

（1729年）

158×110ミリ3巻3冊93丁整版
題簸：後・大成武鑑壼（打付墨書）表紙：原・花田色・

無地
構成：目録（見返し）、徳川系図1～2、大名（10万石以

上）3～93
備考：3冊合綴。前表紙に「享保十四」（墨書）。下小口

に「享保十四大名大名」（墨書）。『江戸幕府大名武鑑

編年集成』に所収。



〔54〕2．名鑑

Y1201－104（2）　　　　　　　　　　　　大名付

［享保武鑑2］
（1729年）

89丁整版
題簸：後・大成武鑑戴（墨書）表紙：原・花田色・無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～89、出版目

録89ウラ

備考：巻末に広告がある。前表紙にr享保十四己酉年」
（墨書）。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－104（3）　　　　　　　　　　　役人付

［享保武鑑3］
享保14（1729）

81丁整版
題簸：後・大成武鑑三（墨書）表紙：原・花田色・無地

構成：目録1～2、役人1～79
刊記：享保十四己酉歳／江都書林日本橋南一町目須
原茂兵衛蔵板。
備考：前表紙にr享保十四己酉年」（墨書）。『江戸幕府

役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－105－01　　　　　　　　　　　　大名付

享保武鑑　1

（1732年）

158×113ミリ4巻4冊96丁整版
題籏：原・享保武鑑萱表紙：原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、徳川系図1～2、大名（10万石以

上）3～96
印記：岩島・三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙にr享保十七」（下ヶ札）、下小口にr享保

拾七正」（墨書）、後ろ表紙見返しに「享保十七壬子四
月改」（墨書）。

Y1201－105－02

享保武鑑　2
（1732）

159×113ミリ89丁整版

大名付

題籏：原・享保武鑑　表紙：原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～89、千鐘堂

新発行篇目（20点）半丁
印記：岩島・三井家編纂室蔵書。

備考：巻末に広告がある。下小口に「享保拾七正」（墨
書）、89丁ウラに「享保十七壬子四月改」（墨書）。

Y1201－105－03　　　　　　　　　　　役人付

享保武鑑3
享保17（1732）

159×113ミリ82丁整版
題籏二原・享保武鑑参表紙：原・花田色？無地

構成1目録2、役人（本丸付）1～79

刊記：享保十七壬子歳四月改／江都書林日本橋南一
町目須原茂兵衛蔵板。
印記：岩島・三井家編纂室蔵書。

備考：17丁の後に「又十七」がある。刊記下に「四月改」

（墨書）。下小口にr享保拾七正」（墨書）。『江戸幕府役

職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－105－04　　　　　　　　　　　　役人付

享保武鑑4
（1732）

159×114ミリ19丁整版
題簸：原・享保武鑑雛表紙：原・花田色・無地

構成：役人（西丸付）1～9、諸役前録略記1～7、隠居

井家督1～2
印記：岩島・三井家編纂室蔵書。

備考：4丁の後にr又四」がある。下小口にr享保拾七
正」（墨書）、後ろ表紙見返しに「享保十七壬子四月改」

（墨書）。三井図書カードあり（整理番号はB971・5）。

Y1201－106－01　　　　　　　　　　　　大名付

元文武鑑　1

（1736年）

159×mミリ4巻4冊94丁整版
題簸：原・元文武鑑壼表紙：原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、徳川系図1～2、大名（10万石以

上）3～94
印記：牛嶋田仲・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下小口にr塩飽牛嶋田中氏」（墨書）、後ろ表紙見

返しに「元文元年辰／四札之内／田中氏」（墨書）。前
表紙に「元文元年武鑑」（下ヶ札）。

Y1201－106－02　　　　　　　　　　　　大名付

元文武鑑　2
（1736）

159×112ミリ89丁整版
題簸：原・元文武鑑　表紙：原・花田色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～89

印記：牛嶋田仲・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙見返しに「四札之内田中氏」（墨書）。

Y1201－106－03　　　　　　　　　　　　役人付

［元文武鑑　3］

元文1（1736）

159×111ミリ78丁整版
題簸：剥離表紙：原・花田色・無地

構成：目録1～2、役人（本丸付）1～76

刊記：元文元丙辰年改正／江府書林目本橋南一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
印記：牛嶋田仲・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：41・42丁は1丁で丁付は「四十一／二」としてある。

61丁は重複。前表紙見返しにr盤飽牛島四札之内田
中氏」（墨書）。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－106－04　　　　　　　　　　　　役人付

元文武鑑4
（1736）

159×111ミリ20丁整版
題籏＝原・元文武鑑難表紙：原・花田色・無地
構成：役人（西丸付）1～11、諸役前録略記1～7、隠居

井家督1～2
印記：牛嶋田仲・ウサギ・しんまちみっいけ。



備考：後ろ表紙見返しに「四冊之内施主田中氏j（墨
書）、後ろ表紙r塩飽牛嶋々本主田仲氏理三郎求之」
「牛嶋庄屋田中久次郎」（墨書）。昭和7年7月23日寄
託。

Y1201－107－01　　　　　　　　　　　　大名付

新改元文武鑑　1
（1740年）

159×111ミリ4巻4冊95丁整版
題簸1原・新改元文武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
花田色・無地

構成：目録（見返し）、序1、徳川系図2、大名（10万石

以上）3～94

印記：三井家編纂室蔵書。
備考：前表紙に「元文五」（下ヶ札）と「共四ノー」（朱書）、

上小口と下小口に「一」（墨書）。後ろ表紙見返しに三井

ラベルrB971・6」。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－107－02　　　　　　　　　　　　大名付

新改元文武鑑　2
（1740）

159×112ミリ91丁整版
題簸：原・新改元文武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
花田色・無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～90オモテ、隠

居井家督90ウラ～92オモテ

印記：三井家編纂室蔵書。
備考：上小口と下小口に「二」（墨書）、前表紙に「共四ノ

ニ」（朱書）。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－107－03　　　　　　　　　　　　役人付

新改元文武鑑　3
元文5（1740）

159×111ミリ75丁整版
題簸：原・新改元文武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
花田色・無地

構成1目録1～2、役人（本丸付）1～76

刊記1元文五庚申年新改正／江府書林目本橋南一町
目須原屋茂兵衛蔵版。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：29丁は欠落。41・42丁は1丁で丁付は「四十一／
二」、51・52丁は1丁で丁付はr五十一／二」としてある。

上小口・下小口に「三」（墨書）、前表紙にr共四ノ三」

（朱書）。三井ラベルrB971・6」。『江戸幕府役職武鑑編

年集成』に所収。

Y1201－107－04　　　　　　　　　　　役人付

新改元文武鑑　4
（1740）

159×112ミリ14丁整版
題簸：原・新改元文武鑑西御丸附巻之四表紙＝原・
花田色・無地

構成1役人（西丸付）1～14
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙に「共四ノ四止」（朱書）。三井ラベル
「B971・6」。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

2，名　鑑　2．名鑑！1．武鑑ノ1．r武鑑」　〔55〕

Y1201－108（1）　　　　　　　　　　　　大名付

［新改　寛保武鑑　1］

（1741年）

157×101ミリ4巻4冊96丁整版
題籏：後・武鑑寛保元年（墨書）表紙1原・花田色・無

地
構成：目録（見返し）、序・徳川系図3、大名（10万石以

上）3～94
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：4冊合綴。前表紙に「寛保元年」（下ヶ札）。後ろ表

紙見返しに「文政八年横山久蔵信義」（墨書・花押）。

後ろ表紙に「米沢籾町□□横山□□」（墨書）。

Y1201－108（2）　　　　　　　　　　　　大名付

［新改　寛保武鑑　2］

（1741年）

92丁整版
題籏：後・寛保元武鑑二（墨書）　表紙：原・花田
色・無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～90オモテ、隠

居等90ウラ～92
備考1前表紙にr米沢籾町横山小造」（墨書〉、後ろ表

紙r此の本持主人東山道出羽国山形縣下置賜郡米沢
［　］」（墨書）。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－108（3）　　　　　　　　　　　　役人付

［新改　寛保武鑑　3］

寛保1（1741）

78丁整版
題簸：後・寛保元武鑑三（墨書）表紙：原・花田色・

無地
構成：目録1～2、役人（本丸付）1～76

刊記：寛保元辛酉年新改正／江府書林日本橋南一町
目須原茂兵衛蔵版。

備考：41・42丁は1丁で丁付は「四十一ノニ」、51・52
丁は1丁で丁付は「五十一ノニ」としてある。前表紙見返

しにr文政十戌乃としきさらぎ横山久蔵」（墨書）、後ろ

表紙に「国隆（花押・墨書）」。

Y1201－108（4）　　　　　　　　　　　　役人付

［新改　寛保武鑑　4］

（1741年）

14丁整版
題簸：後・寛保元文化武鑑四大尾（墨書）表紙：原・
花田色・無地

構成：役人（西丸付）1～14
備考1前表紙に花押1あり、見返し「文政九戊の歳二月
／吉祥日求之者也／籾町／横山久蔵持主」（墨書）、
後ろ表紙見返しに「文政九戌二月／横山久蔵国隆（花
押）」（墨書）。昭和6年7月22目寄託。

Y1201－109－01

新改延享武鑑　1
（1747年）

大名付



～96オ
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和8年6月15日寄託。

Y1201－111－01　　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　1
（1753年）

159×111ミリ4巻4冊99丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色・無地

構成：目録（見返し）、鶴亀の図1、徳川系図2、大名
（10万石以上）3～98

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙にr共四ノー」（墨書）とr宝暦三」（下ヶ札）

上小口に「一」（墨書）、後ろ表紙見返しに三井ラベル
「B971・7」。

Y1201－111－02　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　2
（1753年）

159×112ミリ98丁整版
題籏＝原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色・無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～97オモテ、隠

居井家督97ウラ～99オモテ
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙に「共四ノニ」（朱書）、上下小口「二」、後

ろ表紙見返しに三井ラベル「B971・7」。

Y1201－111－03　　　　　　　　　　　　役人付

新改　宝暦武鑑　3
宝暦3（1753）

159×112ミリ76丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑御役入衆巻之三表紙＝原・
藍色・無地

構成：目録2、役人（本丸付）1～74オモテ

刊記：宝暦三癸酉年新改正／江府書林目本橋南一町
目須原屋茂兵衛蔵版。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙にr共四ノ三」（朱書）、上小口にr三」（墨

書）、後ろ表紙見返しに三井ラベル「B971・7」。

Y1201－111－04　　　　　　　　　　　　役人付

新改　宝暦武鑑　4
（1753年）

159×112ミリ15丁整版
題籏＝原・新改宝暦武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
藍色・無地

構成：目録（見返し）、西丸付1～12オモテ、万次郎付12

オモテ、右衛門督付13～14オモテ、刑部卿付14ウラ～15
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙にr共四ノ四止」（朱書）、後ろ表紙見返し

に三井ラベル「B971・7」。

大名付

1
Y1201－112（1）

新改　宝暦武鑑

2．名鑑〔56〕

158×111ミリ4巻4冊98丁整版
題簸：原・新改延享武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
花田色・無地

構成：目録（見返し）、鶴亀の図1、徳川系図2、大名
（10万石以上）3～97

備考：下小口に「延享四丁卯年」（墨書）

Y1201－109－02　　　　　　　　　　　　大名付

新改　延享武鑑　2
（1747）

159×112ミリ95丁整版
題籏：原・新改延享武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
花田色・無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～94オモテ、隠

居井家督94ウラ～96オモテ
備考：紋所部分に切り抜きがある。

Y1201－109－03　　　　　　　　　　　役人付

新改　延享武鑑　3
延享4（1747）

160×113ミリ73丁整版
題簸1原・新改延享武鑑御役人衆巻之三表紙1原・
花田色・無地

構成：目録1～2、役人（本丸付）1～72オモテ

刊記：延享四丁卯年新改正／江府書林目本橋南一町
目須原茂兵衛蔵版。

Y1201－109－04　　　　　　　　　　　　役人付

新改　延享武鑑　4
（1747年）

159×114ミリ23丁整版
題籏：原・新改延享武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
花田色・無地

構成：目録1、大御所付1～7、大納言付8～18ウラ、万
次郎付18ウラ～19オモテ、右衛門督付19ウラ～21、刑部

卿付22～24

Y1201－110－01　　　　　　　　　　　　大名付

［新改　寛延武鑑　1］

［寛延1］（1748）

158×111ミリ2巻2冊95丁整版
題簸：後・寛延武鑑（墨書）表紙：原・花田色・無地

構成：目録（見返し）、徳川系図1・2、大名（10万石以

上）3～96
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻3・4は欠。18・9丁は1丁で丁付はr十八ノ十
九」としてある。前表紙に「寛延武鑑」（下ヶ札）、下小口

に「一」（墨書）。昭和8年。

Y1201－110－02　　　　　　　　　　　　大名付

新改　寛延武鑑　2
（1750年）

160×113ミリ95丁整版
題簸1原・新改寛延武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
花田色・無地

構成：目録（見返し）、大名1～94オ、隠居井家督94ウ



〔57〕2．名　鑑　2．名鑑11．武鑑／1．r武鑑」

刊記：宝暦七丁丑年新改正江府書林日本橋南一町
目須原屋茂兵衛蔵版。

備考1『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－114（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

［新改　宝暦武鑑　1　］

（1758年）

160×111ミリ3巻3冊100丁整版
題籏：後・宝暦八戊寅武鑑（墨書）表紙：後・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～99
備考二3冊合綴。99丁に破れがある。巻4（西丸役人付）
は欠。上・下小口にr宝暦八戊寅改」r一」（墨書）。

Y1201－114（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　2
（1758年）

96丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之二表紙：原・藍

色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～99オモテ、隠

居井家督99ウラ～101オモテ
備考：30・58・73丁欠落。56・57丁は1丁で丁付はr五
十六ノ七jとしてある。下小口に「二」（墨書）。後ろ表紙

見返しに朱書。

Y1201－114（3）　　　　　　　　　　　　役人付

［新改　宝暦武鑑　3】

宝暦8（1758）

74丁整版
題籏：なし表紙：後・藍色無地

構成：目録1丁半、役人（本丸付）1～74

刊記：宝暦八戊寅年新改正江府書林日本橋南一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考二目録1丁オモテ欠落。上・下小口に「三」（墨書）。

Y1201－115－01　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　1
（1761年）

161×110ミリ4巻4冊100丁整版
題籏：原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之一表紙：原・藍

色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～99
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「寳暦十一年」（貼紙・下ヶ札）。昭和5
年。

Y1201－115－02・　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　2
（1761年）

160×111ミリ100丁整版
題籏：原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之二表紙：原・藍
色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～99オモテ、隠

居井家督99ウラ～101オモテ

（1756年）

160×114ミリ3巻3冊99丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑　表紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図1～3、大名（10万石以

上）3～96
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：3冊合綴。巻4（西丸役人付）は欠。

Y1201－112（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　2
（1756年）

98丁整版
題籏：原・新改宝暦武鑑　表紙1原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～96、隠居井

家督97～99オモテ
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1前表紙に「寳暦六年」（貼紙）。

Y1201－112（3）　　　　　　　　　　　役人付

新改　宝暦武鑑　3
宝暦6（1756）

75丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑　表紙1原・藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）1～74オモテ

刊記；宝暦六丙子年江府書林目本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和9年2月9目寄託。

Y1201－113（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　1
（1757年）

160×111ミリ3巻3冊99丁整版
題簸1原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之一表紙：原・藍

色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図1～3、大名（10万石以

上）3～98
備考：3冊合綴。巻4（西丸役人付）は欠。下小口にr宝
暦七丁丑」（墨書）。

Y1201－113（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　2
（1757年）

98丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之二表紙：原・藍

色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上〉1～96、隠居井

家督97～99オモテ

Y1201－113（3）　　　　　　　　　　　役人付

新改　宝暦武鑑　3
宝暦7（1757）

75丁整版
題簸1原・新改宝暦武鑑御役人衆巻之三表紙：原・藍

色無地
構成：目録2、役人（本丸付）1～74オモテ



原・水色無地

構成1目録（見返し）、大名（万石以上）1～121オモテ、隠

居井家督121ウラ～123
備考：下小口に「暦」（墨書）。

Y1201－117－03　　　　　　　　　　　　役人付

泰平万代大成武鑑　3

宝暦12（1762）

161×114ミリ97丁整版
題簸：原・泰平万代大成武鑑御役人○巻之○表紙＝
原・水色無地

構成：目録3、役人（本丸付）初・1～78

刊記1宝暦十二壬午年江戸日本橋南一町目御書物師
出雲寺和泉橡版（松栢堂）。

備考：10丁の後に「又十」、20丁の後に「又二十」、23

丁の後に「又二十三」、28丁の後に「又二十八」、32丁
の後に「三十ニノー・二・三・四」、39丁の後に「三十九ノ

ー・二」、44丁の後に「又四十四」、45丁の後に「又四

十五」，54丁の後に「又五十四」、55丁の後に「又五十
五」、59丁の後に「又五十九」がある。下小口に「十二」

（墨書）。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－117－04　　　　　　　　　　　　役人付

泰平万代大成武鑑　4

（1762年）

161×114ミリ27丁整版
題簸二原・泰平万代大成武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・水色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付〉1～21、諸役前録

略記22～37
備考：4～14丁は1丁で丁付は「四ノ十四」としてある。

『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－118（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　宝暦武鑑　1
（1764年）

162×110ミリ4巻4冊136丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～130、千鍾房略目録4
備考：4冊合綴。巻末に広告がある。下小口に「宝暦十
四十月廿八目明和改元」（墨書）。

Y1201－118（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新改宝暦武鑑　2
（1764年）

127丁整版
題籏：原・新改宝暦武鑑御大名衆巻之二表紙1原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～124、隠居井

家督125～127
備考：4冊合綴。下小口に「宝暦」（墨書）。

役人付

3
Y1201－118（3）

新改　宝暦武鑑

2．名鑑〔58〕

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：56・57丁は1丁で丁付は「五十六ノ七」としてある。

昭和5年。

Y1201－115－03　　　　　　　　　　　役人付

新改　宝暦武鑑　3
宝暦11（1761）

160×111ミリ74丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑御役人衆巻之三表紙：原・藍
色無地
構成：目録2、役人（本丸付）1～72

刊記：宝暦十一辛巳年新改正江府書林日本橋南一町
目須原屋茂兵衛蔵版。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和5年。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－115－04　　　　　　　　　　　　役人付

新改　宝暦武鑑　4
（1761年）

160×mミリ17丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑西御丸附巻之四表紙：原・藍

色無地
構成：目録（見返し）、役人1～18オモテ

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和5年10，月31目寄託。『江戸幕府役職武鑑
編年集成』に所収。

Y1201－116　　　　　　　　　　　　　　役人付

［大成武鑑　3　］

宝暦11（1761）

160×113ミリ1巻1冊78丁整版
題籏：原・泰平、以下剥離表紙：原・水色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～78

刊記：宝暦十一辛巳年江戸目本橋南一町目御書物師
出雲寺和泉橡版（松栢堂）。

備考：巻1・2・4欠。25・34・35丁は欠落。後ろ表紙に
「京富小路【　1」（墨書）。『江戸幕府役職武鑑編年集

成』に所収。

Y1201－117－01　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平万代大成武鑑　1

（1762年）

160×115ミリ4巻4冊121丁整版
題簸：原・泰平万代大成武鑑御大名衆巻［　】表紙1

原・水色無地
構成1目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～120
備考1前表紙にr宝暦十二」（墨書）、下小口にr宝」（墨

書）。元4冊合綴か。

Y1201－117－02　　　　　　　　　　　　大名付

泰平万代大成武鑑　2
（1762年）

160×115ミリ123丁整版
題籏＝原・泰平万代大成武鑑御大名衆巻之二表紙



〔59〕2．名鑑2．名鑑！1。武鑑ノ1．r武鑑」

（1765年）

162×113ミリ4巻4冊131丁整版
題簸：原・新改明和武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～130
印記：三井家編纂室蔵書。
備考＝前表紙に「明和二」（下ヶ札）と「共四ノー」（朱書）

下小口に「一」（墨書）、背に「明和二」（ラベル）、後ろ表

紙見返しに三井ラベルrB971・9」。布帳あり。

Y1201－120－02　　　　　　　　　　　　大名付

新改　明和武鑑　2
（1765年）

161×112ミリ127丁整版
題籏：原・新改明和武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～124、隠居井

家督125～127
印記：三井家編纂室蔵書。

備考＝後ろ表紙見返しにr私与左衛門江戸行之節求相
預」（墨書）、下小口に「二」（墨書）、前表紙に「共四ノ

ニ」（朱書）、前表紙見返しに三井ラベル「A・53」、後ろ

表紙見返しに三井ラベル「B971・9」、背にラベル。

Y1201－120－03　　　　　　　　　　　役人付

新改　明和武鑑　3
明和2（1765）

162×113ミリ90丁整版
題籏：原・新改明和武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～86

刊記：明和二乙酉年江府書林目本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：17丁の後に「又十七」、24丁の後に「又廿四」、

63丁の後に「又六十三」がある。下小口に「三」（墨書）、

前表紙にr共四ノ三」（朱書）、背にラベル、最終丁に三

井ラベル「B971・9」。

Y1201－120－04　　　　　　　　　　　役人付

新改　明和武鑑　4
（1765年）

162×114ミリ33丁整版
題籏：原・新改明和武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
藍色無地
構成：役人（西丸付）初・1～13、諸役前録略記14～31
印記1三井家編纂室蔵書。

備考：1丁の後にr又ノー」、2丁の後にr又ノニ」がある。

下小口に「四」（墨書）、前表紙に「共四ノ四止」（朱書）、

背にラベル、前表紙見返しに三井ラベルrA・53」、最終
丁に三井ラベル「B971・9」。

大名付Y1201－121－01

新改　安永武鑑　1
（1773年）

159×112ミリ4巻4冊137丁整版

宝暦14（1764）

90丁整版
題簸：原・新改宝暦武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～86

刊記1宝暦十四甲申年江府書林目本橋南一町目須原
屋茂兵衛蔵版。

備考：17丁の後に「又十七」、24丁の後に「又廿四」、

63丁の後にr又六十三」としてある。『江戸幕府役職武
鑑編年集成』に所収。

Y1201－118（4）　　　　　　　　　　　役人付

新改　宝暦武鑑　4
（1764年）

34丁整版
題簸1原・新改宝暦武鑑西御丸附巻之四表紙：原
藍色無地
構成：役人（西丸付）初・1～13、諸役前録略記14～31
備考：1丁の後に「又ノー」、2丁の後に「又二」がある。

『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－119（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　明和武鑑　1
（1764年）

163×113ミリ3巻3冊135丁整版
題簸：原・新改明和武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～130、千鍾房略目録4
備考：3冊合綴。巻4（西丸役人付）は欠。巻末に広告が
ある。下小口に「明」（墨書）。

Y1201－119（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　明和武鑑　2
（1764年）

127丁整版
題籏：原・新改明和武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～124、隠居井

家督125～127
備考：下小口に「和」（墨書）。

Y1201－119（3）　　　　　　　　　　　役人付

新改　明和武鑑　3
明和1（1764）

90丁整版
題簸：原・新改明和武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～86

刊記：明和元甲申年江府書林日本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

備考：17丁の後に「又十七」、24丁の後に「又廿四」、
63丁の後に「又六十三」がある。下小口に「元」（墨書）。

大名付

1
Y1201。120－01

新改　明和武鑑



160×114ミリ2巻2冊137丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万看以上）3

～135
備考：巻3・4（役人付）は欠。102丁の後に「又百二」が

ある。前表紙に「巳九月改」（朱書）、「安永」の札がある。

布帳つき。

Y1201－122－02　　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　2
（1773年）

160×112ミリ136丁整版
題籏：原・新改安永武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～132、隠居井

家督132～135
備考＝31丁の後に「又三十一」、85丁の後に「又八十
五」がある。108・109丁は1丁で丁付は「百八九」として

ある。前表紙に「巳九月改」（朱書）。

Y1201－123　　　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　4
［安永2・3］（1775）

1巻1冊43丁整版
題籏：原・新改安永武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～24オモテ、諸役

前録略記24ウラ～42
備考：マ1201－126（1）～（3）に合綴。巻1・2・3欠。4丁

の後に「又ノ四」がある。

Y1201－124（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　2
（1775年）

160×113ミリ3巻3冊136丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之二表紙＝原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～132、隠居井

家督132～135
備考＝31丁の後に「又三十一」、85丁の後に「又八十
五」がある。3冊合綴。巻1（大名付）は欠。108・109丁
は1丁で丁付は「百八九」としてある。下小口に「安永四
年」（墨書）。

Y1201－124（2）　　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　3
安永4（1775）

101丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～101
刊記：安永四乙未年江府書林目本橋南壼町目須原屋
茂兵衛蔵版。

備考：57・58丁は1丁で丁付は「五十七ノ八」としてあ
る。

2．名鑑〔60〕

題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～135
印記：新居庫、三井家編纂室蔵書。

備考：102丁の後にr又百二」がある。前表紙にr共四」
（朱書）と「安永二」（下ヶ札）、背にラベル、後ろ表紙見

返しに三井ラベルrB971・12」。布帳つき。

Y1201－121－02　　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　2
（1773年）

159×112ミリ136丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～132、隠居井

家督132～135
印記：新居庫、三井家編纂室蔵書。

備考131丁の後に「又三十一」、85丁の後に「又八十
五」がある。108・109丁は1丁で丁付は「百八九」として

ある。前表紙に「共四」（朱書）、背にラベル、後ろ表紙

見返しに三井ラベル「B971・12」。

Y1201－121－03　　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　3
安永2（1773）

160×113ミリ102丁整版
題籏：原・新改安永武鑑御役人衆巻之三表紙＝原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～111

刊記：安永二癸巳年江府書林日本橋南壼町目須原屋
茂兵衛蔵版。

印記：新居庫、三井家編纂室蔵書。

備考：32丁の後にr又三十二」がある。57・58丁は1丁
で丁付は「五十七ノ八」としてある。前表紙に「共四」（朱

書）、背にラベル、前表紙見返しに三井ラベル「A・
54・1」、後ろ表紙見返しに三井ラベルrB971・12」。『江

戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－121－04　　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　4
（1773年）

160×113ミリ42丁整版
題簸：原・新改安永武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～24オモテ、諸役

前略記24ウラ～42
印記：新居庫、三井家編纂室蔵書。

備考：最終丁に貼紙（新番頭について）がある。前表紙
に「共四止」（朱書）、背にラベル、前表紙見返しに三井

ラベルrA・54」、後ろ表紙見返しに三井ラベルrB971・
12」。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。破れ・補
修がある。

大名付

1
Y1201－122－01

新改　安永武鑑
［安永2］（1773）



〔61〕2、名　鑑　2．名鑑！1．武鑑！L「武鑑」

Y1201－127（1〉　　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　1
（1779年）

159×114ミリ4巻4冊141丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～140
備考14冊合綴。下小口に「安永八年」（墨書）。

Y1201－127（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　2
（1779年）

140丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之二表紙＝原・
藍色無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～136、隠居井

家督137～140

Y1201－127（3）　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　3
安永8（1779）

106丁整版
題簸＝原・新改安永武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～99

刊記：安永八己亥年江府書林日本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

備考：2丁の後にr又二」、24丁の後にrヌ廿四j、26丁
の後に「又廿六j、37丁の後に「又三十七」、53丁の後
に「又ノ五十三上・下」がある。『江戸幕府役職武鑑編年

集成』に所収。

Y1201－127（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　4
（1779年）

40丁整版
題籏：原・新改安永武鑑西御丸附巻之四表紙1原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～27、諸役前録

略記28～47
備考：6～18丁は1丁で丁付は「六ノ十八」としてある。

『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－128　　　　　　　　　　　　　　役人付

［新改　安永武鑑　3　］

安永9（1780）

161×115ミリ1巻1冊106丁整版
題籏：後・安永武鑑三（朱書）表紙二原・藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～99

刊記：安永九庚子年江府書林日本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

備考；巻1・2（大名付）・巻4（西丸役人付）は欠。2丁の

後に「又二」、24丁の後に「又廿四」、26丁の後に「又二

十六」、37丁の後に「又三十七」、53丁の後に「又ノ五

Y1201－124（3）　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　4
（1775年）

44丁整版
題籏：原・新改安永武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～24オモテ、諸役

前録略記24ウラ～42
備考：4丁の後に「又ノ四」、16丁の後に「又十六」があ
る。

Y1201－125　　　　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　4
［安永6］（1777）

160×114ミリ1巻1冊48丁整版
題籏：原・新改安永武鑑西御丸附巻之四表紙1原・
藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～27、諸役前録略記28

～47
備考：巻1・2（大名付）・巻3（本丸役人付）は欠。前表紙
に「酉九月改」（朱書）。

Y1201－126（1）　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　1
（1778年）

159×114ミリ3巻3冊137丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成＝目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～135
備考：4冊合綴、ただし巻4は別本（Y1201－123）。102
丁の後にr又百二」がある。下小口にr安永七年」（墨
書）。

Y1201－126（2）　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　2
（1778年）

136丁整版
題簸1原・新改安永武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～132、隠居井

家督132～135
備考：31丁の後に「又三十一」、85丁の後に「又八十
五」がある。108・109丁は1丁で丁付は「百八九」として
ある。

Y1201－126（3）　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　3
安永7（1778）

100丁整版
題籏：原・新改安永武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～99

刊記1安永七戊戌年江府書林日本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。
備考：虫損。



備考二4冊合綴。72丁の後に「又七十二」がある。下小
口に「天明元年」（墨書）。

Y1201－130（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新改　天明武鑑　2
（1781年）

140丁整版
題籏：原・新改天明武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）3～136、隠居井

家督137～140

Y1201－130（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新改　天明武鑑　3
天明1（1781）

103丁整版
題簸：原・新改天明武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～99

刊記：天明元辛丑年江府書林日本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

備考：2丁の後に「又二」、24丁の後に「又廿四」、26丁

の後に「又廿六」がある。

Y1201－130（4）　　　　　　　　　　　役人付

新改　天明武鑑　4
（1781年）

48丁整版
題簸：原・新改天明武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～27、諸役前録略記28

～47

Y1201－131－01　　　　　　　　　　　　大名付

新改　天明武鑑　1
（1782年）

160×115ミリ3巻3冊143丁整版
題簸：原・新改天明武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～140
印記二龍吟閣図書記、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：72丁の後に「又七十二」、117丁の後に「又百十
七」がある。前表紙に「天明二年」（貼紙）。

Y1201－131－02　　　、　　　　　　　　　木名付

新改　天明武鑑　2
（1782年）

159×116ミリ140丁整版
題簸＝原・新改天明武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成＝目録（見返し）、万石以上1～136、隠居井家督

137～140
印記：龍吟閣図書記、ウサギ・しんまちみついけ。

2．名鑑〔62〕

十三上・下」としてある。

Y1201－129－01　　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　1
（1781年）

159×115ミリ4巻4冊141丁整版
題籏：原・新改安永武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～140
備考：もと4冊合綴か。下小口に「安永十年の年」（墨
書）。

Y1201－129。02　　　　　　　　　　　　大名付

新改　安永武鑑　2
（1781年）

160×115ミリ140丁整版
題簸：原・新改安永武鑑御大名衆巻之工表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～136、隠居井

家督137～140
備考：下小口に「安永十年四月二目」（墨書）。

Y1201－129－03　　　　　　　　　　　役人付

新改　安永武鑑　3
安永10（1781）

160×115ミリ106丁整版
題籏：原・新改安永武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～99

刊記：安永十辛丑年江府書林目本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

備考：2丁の後にr又二」、24丁の後にr又廿四」、26丁
の後に「又二十六」、37丁の後に「又三十七」、53丁の
後に「又ノ五十三上・下」がある。下小口に「安永十年天

明改元」（墨書）。

Y1201－129－04　　　　　9　　　　　役人付

新改　安永武鑑　4
（1781年）

160×115ミリ35丁整版
題簸：原・新改安永武鑑西御丸附巻之四表紙：原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～27、諸役前録

略記28～47
備考：6丁～18丁は1丁で丁付は「六ノ十八」としてある。
下小口に「安永十年」（墨書）。

Y1201－130（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新改　天明武鑑　1
（1781年）

160×115ミリ4巻4冊142丁整版
題籏：原・新改天明武鑑御大名衆巻之一表紙：原・
藍色無地
構成＝目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～140



Y1201－131－03　　　　　　　　　　　役人付

新改天明武鑑3
天明2（1782）

159×115ミリ104丁整版
題簸1原・新改天明武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録2、役人（本丸付）2～99

刊記：天明二壬寅年江府書林目本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

印記：龍吟閣図書記、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：2丁の後に「又二」、5丁のあとに「又五」、24丁の

後に「又廿四」、26丁の後に「又廿六」がある。昭和10

年4月19日寄託。

Y1201－132－01　　　　　　　　　　　　大名付

［大成武鑑　1　］

（1782年）

159×106ミリ4巻4冊162丁整版
題簸1剥離表紙：原・水色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）4

～160
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：84丁の後に「又八十四」、135丁の後に「又百三
十五」がある。昭和6年。布秩つき。

Y120コー132－02　　　　　　　　　　　　大名付

［大成武鑑2］
（1782年）

159×112ミリ155丁整版
題籏：後・大成武鑑天明二年（墨書）表紙：原・水色無

地

構成二目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～155
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

Y1201－132－03

［大成武鑑3］
天明2（1782）

160×112ミリ105丁整版
題簸：剥離表紙：原・水色無地

役人付

構成：目録3、役人（本丸付）初・2～96

刊記1天明二壬寅年江戸目本橋通一町目御書物師出
雲寺和泉縁版（松栢堂印）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：12丁の後に「又十二」、24丁の後に「又廿四」、

30丁の後にr又三十」、33丁の後に1丁、54丁の後に
「又五十四」、76丁の後に「又七十六」がある。昭和6年

7月22日寄託。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所
収。

Y1201－132－04　　　　　　　　　　　　役人付

大成武鑑4
（1782年）

161×114ミリ41丁整版
題簸：原・泰1　1大成武鑑西御【　1巻之四表紙：原・
水色無地

2．名鑑2．名鑑1L武鑑！1．「武鑑j〔63〕

構成：役人（西丸付）1～26、諸役前録27～41
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－133（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新改天明武鑑　1
（1783年）

160×115ミリ4巻4冊143丁整版
題簸：原・新改天明武鑑御大名衆巻之一表紙1原・
藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～140
備考：4冊合綴。72丁の後に「又七十二」、117丁の後
にr又百十七」がある。下小口にr天明三歳」（墨書）。布
族つき。

Y1201－133（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新改天明武鑑2
（1783年）

141丁整版
題簸：原・新改天明武鑑御大名衆巻之二表紙：原・
藍色無地
構成1目録（見返し）、大名（万石以上）1～136、隠居井

家督137～140
備考：75丁の後に「又七十五」がある。下小口に「天明
三歳」（墨書）。

Y1201－133（3）　　　　　　　　　　　役人付

新改天明武鑑3
天明3（1783）

104丁整版
題簸：原・新改天明武鑑御役人衆巻之三表紙：原・
藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）2～99

刊記：天明三己卯年江府書林日本橋南一町目須原屋
茂兵衛蔵版。

備考＝2丁の後に「又二」、5丁の後に「又五」、24丁の

後に「又廿四」、26丁の後に「又廿六」がある。下小口に
「天明三歳」（墨書）。

Y1201－133（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新改天明武鑑4
（1783年）

48丁整版
題簸：原・新改天明武鑑西御丸附巻之四表紙＝原・
藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～27、諸役前録略記28

～47
備考：下小口に「天明三歳」（墨書）。

Y1201－134　　　　　　　　　　　　　　役人付

新改天明武鑑4
［天明3］（1783）

1巻1冊48丁整版
題策：原・新改天明武鑑西御丸附巻之四表紙＝原・
藍色無地



Y1201－136－02　　　　　　　　　　　　　大名付

［大成武鑑　2　］

（1785年）

160×111ミリ155丁整版
題簸：ほぼ剥離表紙：原・水色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～155
印記：ヤマに三伊与・青山久保町ヤマに伊勢与・林家
栄。

備考：前表紙に「伊勢与」（墨書）。『江戸幕府大名武鑑

編年集成』に所収。

Y1201－136－03　　　　　　　　　　　　役人付

［大成武鑑　3　］

天明5（1785〉

160×112ミリ106丁整版
題籏：ほぼ剥離表紙：原・水色無地
構成：凡例（見返し）、目録3、役人（本丸付）初・2～96

刊記：天明五乙巳年江戸日本橋通一町目御書物師出
雲寺和泉橡版（松栢堂印）。

印記：ヤマに三伊与・青山久保町ヤマに伊勢与・林家
栄。

備考：12丁の後に「又十二」、24丁の後に「又廿四」、

30丁の後にr又三十」、33丁の後にr又三十三」、54丁
の後に「又五十四」、58丁の後に「又五十八」、76丁の

後に「又七十六」がある。『江戸幕府役職武鑑編年集
成』に所収。

Y1201－136－04　　　　’　　　　　　　役人付

［大成武鑑　4　］

（1785年）

161×113ミリ41丁整版
題簸：ほぼ剥離表紙：原・水色無地
構成：役人（西丸付）1～26、諸役前録27～41聖

印記：ヤマに三伊与・青山久保町ヤマに伊勢与・林家
栄。

備考：『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

）1－137（1）　　　　　　　　　　　　大名付

改正　天明武鑑　1
17年）

q13，ミリ4巻4冊146丁整版
：原・新板改正天明武鑑御大名衆巻之一表紙：
呈色無地

：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

5
14冊合綴，下小口に「天明七年」（墨書）、「高民

）落書きがある。
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Y1201－137（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天明武鑑　2
（1787年）

147丁整版
題簸：原・新板改正天明試鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～143、隠居井

2．名鑑〔64〕

目録1、役人（西丸付）1～27、諸役前録略記28

Y1201－138（1）～（3）と合綴。巻1～3は欠。

成
4
7
考

構
～
備

）1－135（1）　　　　　　　　　　　　大名付

改正　天明武鑑　1
15年）

〈113ミリ4巻4冊146丁整版
：原・新板改正天明武鑑御大名衆巻之一表紙：
窒色無地

：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3
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備 4冊合綴。下小口に「天明五年」（墨書）。

Y1201－135（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天明武鑑　2
（1785年）

147丁整版
題簸：原・新板改正天明武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～143、隠居井

家督144～147

Y1201－135（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天明武鑑　3
天明5（1785）

107丁整版
題籏＝原・新板改正天明武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～103
刊記：天明五乙巳年江府書林千鍾房日本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：24丁の後に「又廿四」がある。

Y1201－135（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天明武鑑　4
（1785年）

49丁整版
題籏：原・新板改正天明武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～28、諸役前録29～48

Y1201－136－01　　　　　　　　　　　　大名付

［大成武鑑　1　］

（1785年）

159×111ミリ4巻4冊161丁整版
題簸：ほぼ剥離表紙：原・水色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）4

～159
印記：ヤマに三伊与・青山久保町ヤマに伊勢与・林家
栄。

備考：84丁の後に「又八十四」、135丁の後に「又百三
十五」がある。布鉄つき。『江戸幕府大名武鑑編年集
成』に所収。



家督144～147

Y1201－137（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天明武鑑　3
天明7（1787）

113丁整版
題籏1原・新板改正天明武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110

刊記：天明七丁未年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：「三井元之助高民」の落書きがある。

Y1201－137（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天明武鑑　4
（1787年）

15丁整版
題籏．：原・新板改正天明武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）2～16

備考：後ろ表紙に「油小路通竹屋町上ル町竹屋町三井」
（墨書）。

Y1201－138（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天明武鑑　1
（1788年）

159×113ミリ3巻3冊146丁整版
題簸：原・新板改正天明武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～145
備考：4冊合綴、ただし巻4は別本（Y1201・134）。下小
口に「天明八年」（墨書）。

Y1201－138（2）

新板改正　天明武鑑　2
（1788年）

146丁整版

大名付

題籏：原・新板改正天明武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成1目録（見返し）、大名（万石以上）1～144、隠居井

家督又ノ144～147
備考：78・79丁は1丁で丁付は「七十八ノ九」、125・126

丁は1丁で丁付は「百廿五ノ六」としてある。144丁の後
に「又ノ百四十四」がある。

Y1201－138（3）

新板改正　天明武鑑　3
天明8（1788）

110丁整版

役人付

題簸：原・新板改正天明武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記＝天明八戊申年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

2．名　鑑　2．名鑑！1．武鑑ノ1．「武鑑」　〔65〕

Y1201－139－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　1
（1789年）

158×112ミリ4巻4冊146丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之一表紙1
原・藍色無地

構成二目録（見返し）、徳川系図3、10万石以上143
印記：古書売買神田北神保町五番地金木書店。
備考：前表紙に「寛政元」（下ヶ札）と「共四ノー」（朱書）

と「第壱號」（墨書）、後ろ表紙見返しに三井ラベル
「B971・17」。布秩つき。

Y1201－139－02　　　　　　　　　　　　大名付

［新板改正　寛政武鑑　2］

（1789年）

159×113ミリ146丁整版
題簸：後・新板改正寛政武鑑御役衆（墨書）表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～144、隠居井

家督又ノ144～147
印記：古書売買神田北神保町五番地金木書店。
備考＝78・79丁は1丁で丁付は「七十八ノ九」、125・126

丁は1丁で丁付は「百廿五ノ六」としてある。144丁の後
に「又ノ百四十四」がある。前表紙に「共四ノニ」（朱書）

と「第試號」（墨書）、後ろ表紙見返しに三井ラベル
「B971・17」。

Y1201－139－03　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　3
寛政1（1789）

159×112ミリ111丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記：寛政元己酉年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

印記＝古書売買神田北神保町五番地金木書店。

備考：50丁の後にr又五十」がある。前表紙にr共四ノ
三」（朱書）と「第参號」（墨書）、後ろ表紙見返しに三井

ラベル「B971・17」。

Y1201－139－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1789年）

159×113ミリ34丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）1～16、諸役前録17～36
印記：古書売買神田北神保町五番地金木書店。
備考＝6～8丁は1丁で丁付は「六ノ八」としてある。前表

紙見返しにr一二三四武鑑寛政元己酉正月求之大
豆郡熊谷住人戸根木与右衛門」（花押・墨書）、前表紙
にr共四ノ四止」（朱書）と「第四號」（墨書）、後ろ表紙見

返しに三井ラベル「B971・17」。

Y1201－140（1）

新板改正　寛政武鑑　1

大名付



家督143～146
備考：下小口に「寛政五癸丑」（墨書）。

Y1201－141（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　3
寛政5（1793）

112丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記：寛政五癸丑年江府書林千鍾房日本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：11丁の後にr又十一」、45丁の後にr又四十五」、

50丁の後に「又五十」がある。63・64丁は1丁で丁付は
r六十三ノ四」としてある。下小口にr寛政五癸丑」（墨
書）。

Y1201－141（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1793年）

34丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）1～16、諸役前録17～36
備考：14～16丁は1丁で丁付は「十四ノ十六」としてあ
る。下小口に「クワンセイ五癸丑」（墨書）。

Y1201－142－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　1
（1795年）

159×113ミリ4巻4冊146丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～145
備考：もとは4冊合綴。下小口にr寛政七乙卯」（墨書）、

布秩つき。『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－142－02　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　2
（1795年）

147丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146
備考ユ03丁は重複。下小口に「寛政七乙卯」（墨書）。

『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－142－03’・　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　3
寛政7（1795）

112丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

2．名鑑〔66〕

（1791年）

160×114ミリ4巻4冊146丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～145
備考：4冊合綴。下小口に「寛政三亥」（墨書）。

Y1201－140（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　2
（1791年）

146丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146
備考：下小口に「寛政三亥」（墨書）。

Y1201－140（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　3
寛政3（1791）

112丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記1寛政三辛亥年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：11丁の後にr又十一」、50丁の後にr又五十」が
ある。下小口に「寛政三亥」（墨書）。

Y1201－140（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1791年）

34丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）1～16、諸役前録17～36
備考：14～16丁は1丁で丁付「十四ノ十六」としてある。

下小口に「クワンセイ三亥」（墨書）。

Y4201－141（1）　　　　　　　　　　　　大名付

［新板改正　寛政武鑑　1］

（1793年）

159×113ミリ4巻4冊89丁整版
題籏：欠落表紙：なし
構成：大名（10万石以上）57～145
備考：4冊合綴。巻頭目録から56丁まで欠落。下小口
に「寛政五癸丑」（墨書）。

Y1201－141（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　2
（1793年）

146丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之二表紙1
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井



〔67〕2．名　鑑　2．名鑑ノ1．武鑑！1．r武鑑」

構成：役人（西丸付）1～16、諸役前録17～36

備考：10丁の後に「十下」がある。12～16丁は1丁で丁
付は「十ニノ十六」としてある。下小口に「寛政八年」（墨
書）。

）1－144（1）　　　　　　　　　　　　大名付

改正　寛政武鑑　1
17年）

〈114ミリ4巻4冊146丁整版
：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之一表紙：
三色無地

：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）3
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4冊合綴。2丁に上・下がある。135丁は欠落。下
こr寛政九年丁巳」（墨書）。

Y1201－144（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　2
（1797年）

146丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146
備考1下小口にr寛政九年丁巳」（墨書）。

Y1201－144（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　3
寛政9（1797）

109丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記：寛政九丁巳年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：79・80丁は1丁で丁付は「七十九ノ八十」としてあ

る。下小口に「寛政九年丁巳」（墨書）。

Y1201－144（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1797年）

44丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）1～23、諸役前録17～36
備考：4丁の後に「又ノ四」がある。下小口に「寛政九年
丁巳」（墨書）。

Y1201－145（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　1
（1798年）

160×114ミリ4巻4冊147丁整版
題籏＝原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）3

～145

刊記＝寛政七乙卯年江府書林千鍾房日本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：44丁の後に「四十五ノー・二・三止」、50丁の後に

「又五十」がある。63・64丁は1丁で丁付は「六十三ノ
四」としてある。下小口に「寛政七乙卯」（墨書）。

Y1201－142－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1795年）

35丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）1～16、諸役前録17～36
備考：10丁の後に「十下」がある。14～16丁は1丁で丁
付はr十四ノ十六」としてある。下小口にr寛政七乙卯」
（墨書）。

Y1201－143（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　1
（1796年）

160×113ミリ4巻4冊146丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図3、大名（10万石以上）3

～145
備考：4冊合綴。下小口に「寛政八年」（墨書）。

Y1201－143（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　2
（1796年）

146丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146
備考：下小口に「寛政八年」（墨書）。

Y1201－143（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　　寛政武鑑　3

寛政8（1796）

112丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記：寛政八丙辰年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：44丁の後に「四十五ノー・二・三・四止」がある。

79・80丁は1丁で丁付は「七十九ノ八十」としてある。下
小口に「寛政八年」（墨書）。

Y1201－143（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1796年）

33丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地



寛政11（1799）

110丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙1
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記1寛政十一己未年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。

備考：62丁の後に「又六十二」がある。79・80丁は1丁
で丁付は「七十九ノ八十」としてある。下小口に「寛政十

一年己未」（墨書）。

Y1201－146（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1799年）

48丁整版
題簸二原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）1～28、諸役前録29～48
備考：下小口に「寛政十一年己未」（墨書）。

Y1201－147－01　　　、　　　　　　　　大名付

新板改正　享和武鑑　1
（1801年）

157×109ミリ4巻4冊154丁整版
題簸：原・新板改正享和武鑑　表紙：原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）3

～152
印記：安藤・義命。

備考：2丁に上・下がある。前表紙に「享和元年」（付箋
貼付）、下小口に「一」（墨書）、上小口に「壱裏」（墨書）。

「北栗野村安藤義命」（墨書）。布鉄っき。

Y1201－147－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　享和武鑑　2
（1801年）

157×mミリ146丁整版
題籏：原・新板改正享和武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146
印記：安藤・義命。

備考＝下小口に「二」（墨書）、上小口に「　」（墨書）。

「北栗野村安藤義命」（墨書）。

Y1201－147－03　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　享和武鑑　3
享和1（1801）

157×112ミリ110丁整版
題簸1原・新板改正享和武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107
刊記：享和元辛酉年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
印記：安藤・義命。

備考：62丁の後に「又六十二」がある。79・80丁は1丁
で丁付は「七十九ノ八十」としてある。「北栗野村安藤義
命」（墨書）。

〔68〕2．名鑑

備考：4冊合綴。2丁に上・下がある。下小口に「寛政十
年」（墨書）。

Y1201－145（2〉　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　2
（1798年）

146丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146

Y1201－145（3〉　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　3
寛政10（1798）

109丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑御役人衆巻之三表紙1
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記：寛政十戊午年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考＝79・80丁は1丁で丁付は「七十九ノ八十」としてあ
る。

Y1201－145（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　寛政武鑑　4
（1798年）

48丁整版
題籏：原・新板改正寛政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：役人（西丸付）1～28、諸役前録29～40

）1－146（1）　　　　　　　　　　　　大名付

改正　寛政武鑑　1

9年）
〈114ミリ4巻4冊150丁整版
：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之一表紙：
三色無地

二目録（見返し）、徳川系図4、大名（玲万石以上）3

獺
鰍
黙
鵯
壁
態

4冊合綴。2丁に上・下、61丁の後に「六十ニノ
・三・四止」がある。下小口に「寛政十一年己未」
）。

Y1201－146（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　寛政武鑑　2
（1799年）

146丁整版
題簸：原・新板改正寛政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146
備考：下小口に「寛政十一年己未」（墨書）。

役人付Y1201－146（3）

新板改正　寛政武鑑　3



〔69〕2．名　鑑　2．名鑑11．武鑑！L「武鑑」

（1804年）

159×113ミリ4巻4冊154丁整版
題簸＝原・新板改正享和武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）

150
備考：4冊合綴。2丁に上・下がある。下小口に「享和一
四年」（墨書）。

Y1201－149（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　享和武鑑　2
（1804年）

154丁整版
題簸：原・新板改正享和武鑑御大名衆巻之二表紙＝
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）149、隠居井家

督5

備考：下小口に「二」（墨書）。

Y1201－149（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　享和武鑑　3
享和4（1804）

110丁整版
題簸：原・新板改正享和武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）107

刊記：享和四甲子年江府書林千鍾房目本橋通壼町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考：62丁の後に「又六十二」がある。79・80丁は1丁
で丁付は「七十九ノ八十」としてある。上・下小口に「三」
（墨書〉。

Y1201－149（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　享和武鑑　4
（1804年）

30丁整版
題篭：原・新板改正享和武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）29
備考：23丁の後に「又二十三」がある。

Y1201－150－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1804年）

159×114ミリ4巻4冊154丁整版
題簸＝原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙＝
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）3

～152
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：2丁に上・下がある。前表紙に「文化元年」（貼紙と

下ヶ札）。昭和5年。布秩っき。

大名付

2
Y1201－150－02

新板改正　文化武鑑
（1804年）

Y1201－147－04　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　享和武鑑　4
（1801年）

159×114ミリ50丁整版
題簸：原・新板改正享和武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28、諸役前録29～48
印記1安藤・義命。

備考：23丁の後に「又二十三」がある。「北栗野村安藤
義命」（墨書）。

Y1201－148（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　享和武鑑　1
（1803年）

160×112ミリ4巻4冊154丁整版
題籏：原・新板改正享和武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）3

～152
備考：4冊合綴。2丁に上・下がある。下小口にr享和三
年」（墨書）。

Y1201－148（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　享和武鑑　2
（1803年）

152丁整版
題籏：原・新板改正享和武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～142、隠居井

家督143～146
備考：107丁の後にr百八ノー～七止」がある。

Y1201－148（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　享和武鑑　3
享和3（1803）
110丁整版・
題簸：原・新板改正享和武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107

刊記1享和三癸亥年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考：62丁の後に「又六十二」がある。79・80丁は1丁
で丁付は「七十九ノ八十」としてある。

Y1201－148（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　享和武鑑　4
（1803年）

30丁整版
題籏：原・新板改正享和武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28
備考：23丁の後に「又二十三」がある。

大名付

1
Y1201－149（1）

新板改正　享和武鑑



112丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙＝
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録1

刊記：文化二乙丑年江府書林千鍾房目本橋通壷町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。62丁の後に「又六十二」があ

る。79・80丁は1丁で丁付は「七十九ノ八十」としてある。

91丁の後に「又九十一」がある。

Y1201－151（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1805年）

30丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28

備考：23丁の後に「又二十三」がある。

Y1201－152－01　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1806年）

158×111ミリ4巻4冊154丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上））

3～152
印記：槁、ヤマに市、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：2丁に上・下がある。題箋にr三」（墨書）、前表紙

にr文化三年」（貼紙と下ヶ札）、下小口にr文化三丙寅」

（墨書）、背に「寅年一」（墨書）、後ろ表紙と見返しに

「木村治右衛門」「茶屋治右衛門」（墨書）。布秩つき。

昭和5・3・10（ペン書き）。

Y1201－152－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1806年）

159×112ミリ153丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
印記：槁、ヤマに市、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：9丁の後に「又九」がある。82・83丁は1丁で丁付
は「八十ニノ三」としてある。146丁は欠落。題箋に「三」

（墨書）、下小口に「文化三丙寅」（墨書）、後ろ表紙と見

返しに「木村治右衛門」（墨書）。

Y1201－152－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化3（1806）

160×114ミリ113丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録1

刊記：文化三丙寅年江府書林千鍾房目本橋通萱町目

〔70〕2．名鑑

161×113ミリ154丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙二
原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和5年。

Y1201－150－03　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化1（1804）

161×114ミリ111丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107
刊記：文化元甲子年江府書林千鍾房日本橋通萱町目
須原屋茂兵衛蔵版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：62丁の後にr又六十二」がある。79・80丁は1丁
で丁付は「七十九ノ八十」としてある。91丁の後に「又九

十一」がある。昭和5年。

Y1201－150－04　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1804年）

161×114ミリ30丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙1
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝23丁の後に「又二十三」がある。昭和5年。後ろ
表紙に貼紙のあとがある。

Y1201－151（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1805年）

158×110ミリ4巻4冊154丁整版
題簸＝原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）3

～152
備考：4冊合綴。2丁に上・下がある。下小口に「文化二
年」（墨書）。

Y1201－151（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1805年）

154丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154

役人付Y1201－151（3）

新板改正　文化武鑑　3
文化2（1805）



〔71〕2．名　鑑　2．名鑑！1．武鑑！Lr武鑑」

上・下小口に「文化四年」（墨書）。

Y1201－153－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1807年）　　　　　　　　　　　　　・

161×114ミリ30丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28

備考：23丁の後にr又二十三」がある。上・下小口にr文
化四年」（墨書）。

Y1201－154　　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
文化5（1808）

158×110ミリ1巻1冊154丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑　表紙＝原・藍色無地
構成1目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上）3

～152
備考：Y1201－155（1）～（3）と合綴。2丁に上・下がある。

表紙に疲れ。補修・書入あり。上・下小口にr武鑑」（墨

書）、背にr谷家・大名・内藤力」（墨書）、後ろ表紙見返し

にr天保十二丑年三月吉日此主村上氏」（墨書）。

Y1201－155（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1808年）

159×114ミリ3巻3冊155丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
備考：4冊合綴、ただし巻1は別本（Y1201－154）。9丁
の後に「又九」がある。82・83丁は1丁で丁付は「八十
ニノ三」としてある。109丁は重複。前表紙に「松印」（墨

書）、下小口に「文化五戊辰」（墨書）。

Y1201－155（2）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化5（1808）

160×112ミリ114丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録1
丁半

刊記：文化五戊辰年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、62

丁の後にr又六十二」、91丁の後にr又ノ九十一上・下」

がある。79・80丁は1丁で丁付は「七十九ノ八十」として

ある。前表紙に「松印」（墨書）、下小口に「文化五」（墨
書）。

役人付
4］

Y1201－155（3）

［新板改正　文化武鑑

（1808年）

須原屋茂兵衛蔵版。
印記1槁、ヤマに市、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、62

丁の後にr又六十二」、91丁の後にr又ノ九十一」がある。

79・80丁は1丁で丁付は「七十九ノ八十」としてある。題

箋にr三」（墨書）、下小口に「文化三丙寅」（墨書）、後ろ

表紙と見返しに「木村治右衛門」「茶屋治右衛門」（墨
書）。

Y1201－152－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1806年）

160×114ミリ30丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28
印記：槁、ヤマに市、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：23丁の後に「又二十三」がある。題箋に「三」（墨

書）、下小口に「文化三丙寅」（墨書）。昭和5年11月
25目寄託。

Y1201－153－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1807年）

160×113ミリ4巻4冊153丁整版
題簸1原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上））

3～152
備考12丁に上・下がある。144丁は欠落。上・下小口に
「文化四年」（墨書）。

Y1201－153－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1807年）

160×115ミリ154丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
備考：9丁の後に「又九」がある。82・83丁は1丁で丁付
は「八十ニノ三」としてある。146丁は欠落。上・下小口
に「文化四年」（墨書）。

Y1201－153－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化4（1807）

161×114ミリ113丁整版
題籏1原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録1
丁半
刊記：文化四丁卯年江府書林千鍾房目本橋通萱町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、62
丁の後に「又六十二」、91丁の後に「又ノ九十一」がある。

79・80丁は1丁で丁付は「七十九ノ八十」としてある。



新板改正　文化武鑑　1
（1810年）

159×113ミリ4巻4冊158丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

3～154
備考：4冊合綴。2丁に上・中・下がある。95丁は重複。

下小口に「文化七年」（墨書）。

Y1201－157（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1810年）

153丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
備考：107・108丁は1丁で丁付は「百七ノ八」としてある。
下小口に「文化七年」（墨書）。

Y1201－157（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化7（1810）

115丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録1

丁半
刊記：文化七庚午年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、37

丁の後に「又三十七」、62丁の後に「又六十二」、91丁

の後に「又ノ九十一上・下」がある。79・80丁は1丁で丁

付は「七十九ノ八十」としてある。下小口に「文化七年」
（墨書）。

Y1201－157（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1810年）

31丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28
備考：7丁の後に「又七」、23丁の後に「又二十三」があ

る。下小口に「文化七年」（墨書）。

Y1201－158（1〉　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　　文化武鑑　1

（1811年）

160×114ミリ4巻4冊157丁整版
題簸1原・新版改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

3～154
備考：4冊合綴。2丁に上・中・下がある。下小口にr文化
八年」（墨書）。

〔72〕2．名鑑

161×114ミリ30丁整版
題簸；剥離表紙：原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～28
備考：23丁の後に「又二十三」がある。下小口に「文化」
（墨書）。

Y1201－156－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正、文化武鑑　1
（1809年）

160×114ミリ4巻4冊156丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図4、大名（10万石以上））

3～153
備考：2丁に上・下、84丁の後に「又八十四上・下」、

149丁の後に「又百四十九」がある。145～147丁は1丁
で丁付けは「百四十五ノ七」としてある。下小口に「文化

六年」（墨書）。

Y1201－156－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1809年）

160×114ミリ153丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
備考：82・83丁は1丁で丁付は「八十ニノ三」としてある。
下小口に「文化六年」（墨書）。

Y1201・156－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化6（1809）

161×114ミリ106丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録1

丁半
刊記：文化六己巳年江府書林千鍾房日本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、37

丁の後に「又三十七」、62丁の後に「又六十二」、91丁

の後に「又ノ九十一上・下」がある。79・80丁は1丁で丁

付「七十九ノ八十」としてある。100丁は重複。下小口に

「文化六年」（墨書）。

Y1201－156－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1809年）

161×115ミリ31丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～28
備考：7丁の後に「又七」、23丁の後に「又二十三」があ

る。下小口に「文化六年」（墨書）。

大名付Y1201－157（1）



〔73〕2．名鑑2．名鑑！1．武鑑／1．「武鑑」

居井家督149ウラ～154
備考：107・108丁は1丁で丁付はr百七ノ八」としてあ
る。

Y1201－159（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化9（1812）

118丁整版
題簸：原・新版改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録4
丁

刊記：文化九壬申年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、37

丁の後に「又三十七」、62丁の後に「又六十二」、91丁

の後に「又ノ九十一上・下」がある。79・80丁は1丁で丁

付は「七十九ノ八十」としてある。

Y1201－159（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1812年）

32丁整版
題簸：原・新版改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～29オモテ

備考：7丁の後に「又七」、23丁の後に「又二十三」、28

丁の後にr又二十八jがある。

Y1201－160（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1813年）

160×114ミリ4巻4冊157丁整版
題籏1原・新版改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

3～154
印記：橋宮謙吉。

備考：4冊合綴。2丁に上・中・下がある。下小口に「文
化十癸酉」（墨書）。

Y1201－160（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1813年）

153丁整版
題簸二原・新版改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙1
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
印記：橋宮謙吉。

備考：107・108丁は1丁で丁付はr百七ノ八」としてある。
下小口に「文化十癸酉」（墨書）。

役人付

3
Y1201－160（3）

新板改正　文化武鑑

文化10（1813）

Y1201－158（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　　文化武鑑　2

（1811年）

153丁整版
題籏：原・新版改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
備考：107・108丁は1丁で丁付はr百七ノ八」としてある。
下小口に「文化八年」（墨書）。

Y1201－158（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　　文化武鑑　3

文化8（1811）

115丁整版
題籏1原・新版改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録1
丁

刊記：文化八辛未年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、37

丁の後に「又三十七」、62丁の後に「又六十二」、91丁

の後にr又ノ九十一上・下」がある。79・80丁は1丁で丁
付は「七十九ノ八十」としてある。下小口に「文化八年」
（墨書）。

Y1201－158（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　　文化武鑑　4
（1811年）

31丁整版
題簸：原・新版改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～29オモテ

備考：7丁の後に「又七」、23丁の後に「又二十三」があ

る。下小口に「文化八年」（墨書）。

Y1201－159（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1812年）

159×112ミリ4巻4冊157丁整版
題籏：原・新版改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

3～154
備考：4冊合綴。2丁に上・中・下がある。下小口にr文
化九」（墨書）。

Y1201－159（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1812年）

153丁整版
題籏：原・新版改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成1目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠



丁の後に「又九十一上・下」がある。79・80丁は1丁で丁

付は「七十九ノ八十」としてある。下小口に「文化十一甲
戌」（墨書）。

Y1201－161（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1814年）

35丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～32

備考：7丁の後に「又七」、20丁の後に「又二十」があ
る。

Y1201－162（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1815年）

160×113ミリ4巻4冊157丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

3～154
備考：4冊合綴。下小口にr文化十二亥」（墨書）。

Y1201－162（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1815年）

153丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
備考：107・108丁は1丁で丁付は「百七ノ八」としてある。
下小口に「文十二」（墨書）。

Y1201－162（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化12（1815）

114丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙＝
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録2
丁

刊記二文化十二乙亥年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。

備考：巻末に広告がある。62丁の後に「又六十二」、91
丁の後に「又九十一上・下」がある。79・80丁は1丁で丁

付は「七十九ノ八十」としてある。下小口に「文十二」（墨
書）。

Y1201－162（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1815年）

35丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

2．名鑑〔74〕

改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙

役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録4

勤
欝
鋤

　
原
色
目

劉
譲
記：文化十癸酉年江府書林千鍾房目本橋通一町目
原屋茂兵衛蔵版。
記：橋宮謙吉。

考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、37

の後に「又三十七」、62丁の後に「又六十二」、91丁

後に「又ノ九十一上・下」がある。79・80丁は1丁で丁

は「七十九ノ八十」としてある。下小口に「文化十癸
」（墨書）。
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Y1201－160（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1813年）

32丁整版
題簸：原・新版改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～32オモテ

印記：橋宮謙吉。

Y1201－161（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1814年）

160×113ミリ4巻4冊157丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

3～154
備考：4冊合綴。2丁に上・中・下がある。下小口に「文
化十一甲戌」（墨書）。

Y1201－161（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1814年）

155丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成二目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154、広告2丁
備考：巻末に広告がある。107・108丁は1丁で丁付は
「百七ノ八」としてある。下小口に「文化十一甲戌」（墨
書）。

Y1201－161（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化11（1814）

117丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録2

丁半
刊記：文化十一甲戌年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。62丁の後に「又六十二」、91



〔75〕2．名鑑2．名鑑11．武鑑／1．r武鑑」

Y1201－164（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1817年）

156丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙＝
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～156

Y1201－164（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化14（1817）

116丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3
丁

刊記：文化十四丁丑年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。

Y1201－164（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1817年）

35丁整版
題籏1原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

Y1201－165（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1818年）

161×114ミリ4巻4冊163丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上）

5～162
備考：4冊合綴。下小口にr文化十五戊寅」（墨書）。

Y1201－165（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1818年）

156丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～156
備考：下小口に「四月廿二目文政改元」（墨書）。

Y1201－165（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化15（1818）

115丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～32

備考：7丁の後に「又七」、30丁の後に「又三十」がある。

下小口に「文十二」（墨書）。

Y1201－163（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1816年）

160×113ミリ4巻4冊158丁整版
題籏：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

3～154
備考：4冊合綴。86丁の後に「又八十六」がある。下小
口に「文化十三丙子」（墨書）。

Y1201－163（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　2
（1816年）

153丁整版
題籏＝原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成1目録（見返し）、大名（万石以上）1～149オモテ、隠

居井家督149ウラ～154
備考：107・108丁は1丁で丁付「百七ノ八」としてある。

Y1201－163（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　3
文化13（1816）

114丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～107、千鍾房略目録2
丁

刊記：文化十三丙子年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。

備考1巻末に広告がある。62丁の後に「又六十二」、87
丁の後に「又八十七上・下」がある。79・80丁は1丁で丁
付はr七十九ノ八十」としてある。

Y1201－163（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1816年）

35丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

Y1201－164（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文化武鑑　1
（1817年）

161×113ミリ4巻4冊163丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成1目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～162
備考＝4冊合綴。下小口に「文化十四」（墨書）。



新板改正　文政武鑑　1
（1820年）

159×114ミリ4巻4冊168丁整版
題籏：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～162
備考：91丁の後に「又九十一」がある。下小口に「文」
（墨書）。

Y1201－167・02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1820年）

160×113ミリ156丁整版
題籏：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～156
備考：下小口に「政」（墨書）。

Y1201－167－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政3（1820）

160×114ミリ116丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3丁

刊記；文政三甲辰年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。下小口にr三」（墨書）。

Y1201－167－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1820年）

160×115ミリ35丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

Y1201－168（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1821年）

160×113ミリ4巻4冊169丁整版
題籏：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～162
備考：4冊合綴。4丁の後に「又四」、91丁の後に「又九
十一」がある。下小口に「文政四辛巳・文」（墨書）。

Y1201－168（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1821年）

156丁整版
題籏：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙
原・藍色無地

2．名鑑〔76〕

成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3

記：文化十五戊寅年江府書林千鍾房目本橋通一町
須原屋茂兵衛蔵版。
考：巻末に広告がある。62・63丁は1丁で丁付は「六
ニノ三」としてある。

構
丁
刊
目
備
十

Y1201－165（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文化武鑑　4
（1818年）

35丁整版
題簸：原・新板改正文化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

Y1201－166（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1819年）

160×113ミリ4巻4冊163丁整版
題籏：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～162
備考：4冊合綴。下小口に「文政二」（墨書）。

Y1201－166（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1819年）

156丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～156

Y1201－166（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3．

文政2（1819）

115丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3

丁

刊記：文政二己卯年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。62・63丁は1丁で丁付は「六
十ニノ三」としてある。

Y1201－166（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1819年）

35丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～34

大名付Y1201－167－01



〔77〕2．名鑑2．名鑑11．武鑑ノ1．「武鑑」

刊記：文政五壬午年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版g
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」がある。

92・93丁は1丁で丁付は「九十ニノ三」としてある。

Y1201－169（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1822年）

36丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

備考：24丁の後に「又二十四」がある。

Y1201－170（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1823年）

159×113ミリ4巻4冊172丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～162
備考：4冊合綴。4丁の後に「又四」、82丁の後に「又八

十二」、91丁の後に「又九十一」、103丁の後に「又百
三上・下」がある。下小口にr文政六癸未」（墨書）。

Y1201－170（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1823年）

160丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙＝
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～156オモテ、隠

居井家督156ウラ～161
備考：5・6丁は1丁で丁付は「五ノ六」としてある。42丁

の後に「又四十二」がある。110・111丁は1丁で丁付は
「百十ノ十一」としてある。

Y1201－170（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政6（1823）

116丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3
丁

刊記1文政六癸未年江府書林千鍾房日本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考1巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」がある。

92・93丁は1丁で丁付は「九十ニノ三」としてある。

Y1201－170（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1823年）

36丁整版
題籏：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～156
備考：下小口に「政」（墨書）。

記：文政四辛巳年江府書林千鍾房目本橋通一町目
原屋茂兵衛蔵版。

考＝巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」がある。
小口に「二二」（墨書）。

Y1201－168（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1821年）

36丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙＝
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

備考：24丁の後にr又二十四」がある。下小口にr巳」
（墨書）。

Y1201－169（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1822年）

157×113ミリ4巻4冊169丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙1
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～162
備考：4冊合綴。4丁の後に「又四」、91丁の後に「又九
十一」がある。下小口に「文政五壬午」（墨書）。

Y1201469（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1822年）

157丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～151オモテ、隠

居井家督151ウラ～156
備考：42丁の後に「又四十二」がある。

Y1201－169（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政5（1822）

116丁整版
題簸＝原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3
丁



原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～162
備考：4冊合綴。4丁の後に「又四」、91丁の後に「又九
十一」がある。下小口に「文政八乙酉」（墨書）。

Y1204－172（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1825年）

160丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～156オモテ、隠

居井家督156ウラ～161
備考：5・6丁は1丁で丁付は「五ノ六」としてある。42丁

の後にr又四十二」がある。110・111丁は1丁で丁付は
「百十ノ十一」としてある。

記：文政八乙酉年江府書林千鍾房目本橋通一町目
原屋茂兵衛蔵版。
考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」がある。
：・93†は1丁で丁付は「九十ニノ三」としてある。

Y1201－172（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1825年）

36丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

備考：24丁の後にr又二十四」がある。

Y1201－173－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1826年）

160×114ミリ4巻4冊182丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図6、大名（10万石以上））

1～180
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：134丁の後にr又百三十四」がある。前表紙にr文
政九年」（貼紙・下ヶ札）、布族つき。

大名付Y1201－173－02

新板改正　文政武鑑　2
（1826年）

160×114ミリ160丁整版
　　　ノ

2．名鑑〔78〕

原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34
備考：24丁の後にr又二十四」がある。

Y1201－171（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1824年）

159×112ミリ4巻4冊172丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図5、大名（10万石以上））

5～166
備考：4冊合綴。4丁の後にr又四」がある。下小口にr文
政七申年」（墨書）。

Y1201－171（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1824年）

159丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～156オモテ、隠

居井家督156ウラ～161
備考：5・6丁は1丁で丁付はr五ノ六」、110・111丁は1
丁で丁付は「百十ノ十一」としてある。下小口に「文政七

申年」（墨書）。

Y1201－171（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政7（1824）

116丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3

丁

刊記：文政七甲申年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」がある。

92・93丁は1丁で丁付は「九十ニノ三」としてある。下小

口に「文政七申年」（墨書）。

Y1201－171（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1824年）

36丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34
備考：24丁の後にr又二十四」がある。下小口にr文政
七申年」（墨書）。

Y1201－172（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1825年）

160×114ミリ4巻4冊165丁整版
題簸＝原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙
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Y1201－175（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1827年）

160丁整版
題籏1原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙＝
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～156オモテ、隠

居井家督156ウラ～161
備考：5・6丁は1丁で丁付は「五ノ六」としてある。42丁

の後に「又四十二」がある。110・111丁は1丁で丁付は
「百十ノ十一」としてある。下小口に「文政十亥年」（墨
書）。

Y1201－175（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政10（1827）

117丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3
丁

刊記1文政十丁亥年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
備考＝巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、63丁

の後に「又六十三」がある。92・93丁は1丁で丁付は「九

十ニノ三」としてある。下小口に「文政十亥年」（墨書）。

Y1201－175（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1827年）

39丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙；
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34

備考：20丁の後に「又二十上・下」、24丁の後に「又二
十四上・下」がある。下小口に「文政十亥年」（墨書）。

Y1201－176（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1828年）

160×114ミリ4巻4冊182丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図6、大名（10万石以上））

1～180
備考：4冊合綴。134丁の後に「又百三十四」がある。下
小口に「文政十一子年」（墨書）。

Y1201－176（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1828年）

168丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～163オモテ、隠

題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～156オモテ、隠

居井家督156ウラ～161
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：5・6丁は1丁で丁付は「五ノ六」としてある。42丁

の後にr又四十二」がある。110・111丁は1丁で丁付は
「百十ノ十一」としてある。

Y1201－173－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政9（1826）

161×114ミリ116丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録3
丁

刊記：文政九丙戌年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に広告がある。25丁の後にr又廿五」がある。

92・93丁は1丁で丁付は「九十ニノ三」としてある。

Y1201－173－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1826年）

161×115ミリ38丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～34
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：20丁の後に「又二十」、24丁の後に「又二十四
上・下」がある。昭和6年10月1目寄託。

Y1201－174　　　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
［文政9コ（1826）

160×114ミリ1巻1冊174丁整版
題簸二原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図6、大名（10万石以上））

6～172
刊記1［須原屋茂兵衛蔵版］。

備考：巻2～4は欠。130丁の後に「又百三十」がある。
下小口に「文政十二己丑（ママ）」（墨書）。巻頭にメモ書
きあり。

Y1201－175（1）　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　1
（1827年）

161×114ミリ4巻4冊182丁整版
題籏1原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙＝
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図6、大名（10万石以上））

1～180
備考14冊合綴。134丁の後に「又百三十四」がある。下
小口に「文政十亥年」（墨書）。



構成：目録1、役人（西丸付）1～39オモテ

備考：16丁の後にr又十六」がある。34・35丁は1丁で
丁付は「三十四ノ五」としてある。

Y1201－178（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　　文政武鑑　1

（1830年）

160×114ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之一表紙＝

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

又ノ6～180
備考：4冊合綴。6丁の後にr又六」、134丁の後にr又
百三十四」がある。下小口に「文政十三寅年」（墨書）。

Y1201－178（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　　文政武鑑　2

（1830年）

170丁整版
題籏二原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
備考：23丁は重複。下小口にr十二月天保改元」（墨
書）。

Y1201－178（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政13（1830）

120丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房降目録4

丁
刊記：文政十三庚寅年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。90・91丁にそれぞれ上・下が

ある。

Y1201－178（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　　文政武鑑　4

（1830年）

39丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙き

原・藍色無地
構成＝目録1、役人（西丸付）1～39オモテ

備考：24丁の後に「又二十四」がある。34・35丁は1丁
で丁付はr三十西ノ五」としてある。

Y1201－179（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1831年）

159×113ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙1

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

2．名鑑〔80〕

居井家督163～168
備考：下小口に「文政十一子年」（墨書）。

Y1204－176（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政11（1828）

118丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成＝目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録4

丁
刊記：文政十一戊子年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、63丁
の後に「又六十三」がある。92・93丁は1丁で丁付は「九

十ニノ三」としてある。下小口に「文政十一子年」（墨

書）。

Y1201－176（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1828年）

41丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙

原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～40
備考：下小口に「文政十一子年」（墨書）。

Y1201－177－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文政武鑑　2
（1829年）

159×112ミリ3巻3冊168丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～163オモテ、隠

居井家督163～168

Y1201－177。02　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　3
文政12（1829）

159×113ミリ118丁整版
題簸：原・新板改正文政武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成＝目録3、役人（本丸付）1～110、千鍾房略目録4

丁
刊記：文政十二己丑年江府書林千鍾房日本橋通一町
目須原屋茂兵衛蔵版。
備考：巻末に広告がある。61丁の後に「又六十一」、63
丁の後に「又六十三」がある。92・93丁は1丁で丁付は
「九十ニノ三」としてある。

Y1201－177－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文政武鑑　4
（1829年）

160×113ミリ39丁整版
題籏：原・新板改正文政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地



　　　　2．名鑑2．名鑑／1．武鑑／1．r武鑑」 〔81〕

題籏：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169

Y1201－180（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保3（1832）

120丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～111、千鍾房略目録4

丁

刊記：天保三壬辰年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又二十五」、38
丁の後に「又三十八」がある。

Y1201－180（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1832年）

39丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～39
備考：8丁の後に「又八」、24丁の後に「又二十四」があ

る。33～35丁は1丁である。

Y1201－181－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1832年）

158×112ミリ4巻4冊182丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～180
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：112丁の後に「又百十二」、134丁の後に「又百三

十四」がある。前表紙に「共四ノー」（朱書）と「天保三
年」（下ヶ札）、下小口に「壬辰」（墨書）、背に「一」（墨

書）、後ろ表紙見返しに三井ラベル「B971・24」。

Y1201－181－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1832年）

157×113ミリ169丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙に「共四ノニ」（朱書）、下小口に「壬辰」

（墨書）、背に「二」（墨書）、後ろ表紙見返しに三井ラベ
ノレ「B971・24」。

役人付

3
Y1201－181－03

新板改正　天保武鑑

7～180
備考：4冊合綴。32丁の後にr又三十二」、134丁の後
に「又百三十四」がある。下小口に「天保　卯年」（墨
書）。

Y1201－179（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1831年）

169丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
備考：下小口に「天保試卯年」（墨書）。

Y1201－179（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保2（1831）

121丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～111、千鍾房略目録4
丁

刊記＝天保二辛卯年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。

備考＝拳末に広告がある。25丁の後に「又二十五上下」

38丁の後に「又三十八」がある。56丁に乱丁。下小口
に「天保二卯年」（墨書）。

Y1201－179（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1831年）

40丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～39オモテ

備考：8丁の後に「又八」、24丁の後に「又二十四」があ

る。34・35丁は1丁で丁付は「三十四ノ五」としてある。下
小口に「天保二卯年」（墨書）。

Y1201－180（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1832年）

159×111ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成＝目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～180
備考：4冊合綴。92丁の後に「又九十二」、134丁の後
にr又百三十四」がある。下小口にr天保三壬辰年」（墨
書）。

大名付

2
Y1201－180（2）

新板改正　天保武鑑
（1832年）

169丁整版



印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、65丁

の後に「又六十五」がある。昭和6年。

Y1201－182－04　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1833年）

158×114ミリ39丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：

原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～39オモテ

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：8丁の後に「又八」、24丁の後に「又二十四」があ

る。33～35丁は1丁である。昭和6年7月22目寄託。

Y1201－183（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1834年）

160×114ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：4冊合綴。下小口にr天保五甲午年」（墨書）。

Y1201－183（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1834年）

169丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169

Y1201－183（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保5（1834）

120丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙1
原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～111、千鍾房略目録4

丁
刊記：天保五甲午年江府書林千鍾房日本橋通一町目

須原屋茂兵衛藏板。
備考＝巻末に広告がある。25丁の後にr又廿五」、65丁

の後に「又六十五」がある。

Y1201－183（41　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1834年）

39丁整版
題簸：原・新板改正天係武鑑西御丸附巻之四表紙：

原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～39オモテ

備考：8丁の後に「又八」、24丁の後に「又二十四」があ

る。33～35丁は1丁で「三十三ノ五」としてある。

2．名鑑〔82〕

天保3（1832）

157×113ミリ120丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～111、千鍾房略目録4丁

刊記：天保三壬辰年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
印記：三井家編纂室蔵書。
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、65丁
の後に「又六十五」がある。前表紙に「共四ノ三」（朱書）

下小口に「壬辰」（墨書）、背に「三」（墨書）、後ろ表紙見

返しに三井ラベル「B971・24」。

Y1201－181－04　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1832年）

157×113ミリ40丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：

原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～39

印記1三井家編纂室蔵書。
備考＝8丁の後に「又八」、24丁後に「又二十四」がある。

33～35は1丁である。前表紙に「共四ノ四止」（朱書）、

下小口に「壬辰」（墨書）、背に「四」（墨書）、後ろ表紙見

返しに三井ラベル「B971・24」。

Y1201－182－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1833年）

157×113ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：

原・藍色無地
構成二目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～180
印記汐サギ・しんまちみついけ。
備考：160丁の後に「百六十上・下」がある。前表紙に
「天保四年」（貼紙・下ヶ札）。

Y1201一↑82－02　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1833年）

157×113ミリ169丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

Y1201－182－03　　　　　　　　　　　役人付

［新板改正　天保武鑑　3］

天保4（1833）

160×113ミリ120丁整版
題簸：剥離表紙：原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～111、千鍾房略目録4

丁
刊記：天保四癸巳年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛蔵版。
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Y1201－185－02　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1836年）

160×112ミリ206丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～195、隠居井

家督196～201、幕・船印1～5オモテ

備考：73・74丁は1丁である。124丁の後に「又百二十
四」がある。

Y1201－185－03　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
天保7（1836）

159×113ミリ126丁整版
題籏1原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙1
原・藍色無地

構成1合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～
118、藏板目録（見返し）

刊記：天保七丙申年毎月改御書物市出雲寺幸次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。26丁の後に「又二十六」、34

丁の後に「又三十四」、68丁の後に「又六十八」、75丁
の後に「又七十五」がある。

Y1201－185－04　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1836年）

160×113ミリ43丁整版
題籏1原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～35

刊記：御書物師出雲寺幸次郎、売弘所江戸馬喰町
二丁目南側森屋治兵衛天保七申年毎月改。
備考：6丁の後に「又六」、13丁の後に「又十三」、18丁

の後に「又十八ノ上」「又十八」、19丁の後に「又十九」、

20丁の後にr又二十」r又又二十」がある。

Y1201－186（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1837年）

159×114ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成1目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：4冊合綴。下小口に「天保八丁酉年」（墨書）。

Y1201－186（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1837年）

174丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

Y1201－184－01　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1835年）

160×113ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙1
原・藍色無地

構成1目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：下小口にr天保六乙未年j（墨書）。『江戸幕府大

名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－184－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1835年）

160×114ミリ169丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
備考＝『江戸幕府大名武鑑編年集成』に所収。

Y1201－184－03　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保6（1835）

160×114ミリ121丁整版
題簸1原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～111、千鍾房略目録4
丁

刊記：天保六乙未年江府書林千鍾房目本橋通一町目
須原屋茂兵衛藏板。

備考：巻末に広告がある。25丁の後にr又廿五」、38丁
の後に「又三十八」、65丁の後に「又六十五」がある。
『江戸幕府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－184－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1835年）

161×114ミリ39丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙1
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～39オモテ

備考：8丁の後に「又八」、24丁の後に「又二十四」があ

る。33～35丁は1丁で「三十三ノ五」としてある。『江戸幕

府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－185－01　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1836年）

160×112ミリ4巻4冊221丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上）

7ウラ～216オモテ、纒・法被216ウラ・2～6

備考：下小口にr天保七申年」（墨書）。



刊記：天保九戊戌年江府書林千鍾房目本橋通萱町
目須原屋茂兵衛藏版。
備考：巻末に広告がある。38丁の後に「又三十八」、65

丁の後に「又六十五」がある。

Y1201－187（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1838年）

48丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙1
原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～45
備考：9丁の後に「又九」、37丁の後に「又三十七」があ

る。

Y1204－188（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1839年）

159×113ミリ4巻4冊182丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：4冊合綴。1丁は重複。34丁の後にr又三十四
上・下」がある。下小口に「天保十亥」（墨書）。

Y1201－188（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1839年）

174丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
備考＝67・68丁は1丁である。125丁の後に「又ノ百二
十五ノー～六」がある。146丁は重複。147丁は欠落。

Y1201－188（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保10（1839）

125丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～114、千鍾房略目録5

丁
刊記：天保十己亥年江府書林千鍾房目本橋通壼町
目須原屋茂兵衛藏版。
備考：巻末に広告がある。26丁の後に「又二十六」、46
丁の後に「又四十六」、65丁の後に「又六十五」がある。

Y1201－188（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1839年）

47丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地
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居井家督164ウラ～169
備考：67・68丁は1丁である。125丁の後に「又ノ百二

十五ノー～六」がある。

Y1201－186（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保8（1837）

122丁整版
題籏＝原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～111、千鍾房略目録5

丁
刊記：天保八丁酉年江府書林千鍾房目本橋通一町
目須原屋茂兵衛藏版。
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、38丁
の後に「又三十八」、65丁の後に「又六十五」がある。

Y1201－186（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1837年）

41丁整版
題籏＝原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：

原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～38
備考：8丁の後に「又八」、23丁の後に「又二十三」があ

る。

Y1201－187（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1838年）

159×114ミリ4巻4冊183丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：

原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：4冊合綴。下小口に「天保九戌歳」（墨書）。

Y1201－187（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1838年）

175丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
備考：67・68丁は1丁である。103丁の後に「又ノ百三ノ
ー～五上」、105丁の後にr又百五ノ上・下」がある。

Y1201－187（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保9（1838）

122丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～112、千鍾房略目録5

丁
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題籏：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：63丁の後に「又六十三ノ上・中・下」、108丁の後

に「又百八」がある。前表紙に「天保十二年」（下ヶ札）、

布帳つき。

Y1201－190－02　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保12（1841）

157×111ミリ130丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～114、千鍾房略目録5
丁

刊記：天保十二辛丑年江府書林千鍾房日本橋通萱
町目須原屋茂兵衛藏版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に広告がある。3丁の後に「又三」、20丁の
後に「又廿」、25丁の後に「又廿五」、26丁の後に「又廿

六上・中・下」、46丁の後に「又四十六」、57丁の後に
r又五十七」がある。

Y1201－191－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
［天保12］（1841）

158×112ミリ2巻2冊174丁整版
題籏1原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝67・68丁は1丁で丁付は「六十七ノ八」としてある。

125丁の後に「又ノ百二十五ノー～六止」がある。前表
紙に「戌」（朱書）。

Y1201－191－02　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1841年）

157×113ミリ47丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～45
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：37丁の後に「又三十七」がある。前表紙に「戌」

（朱書）。昭和7年6月24目寄託。

Y1201－192（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1842年）

157×112ミリ4巻4冊187丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙
原・藍色無地

構成1目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上）

7～182

構成：目録1、役人（西丸付）1～45

備考：8丁の後に「又八」、37丁の後に「又三十七」があ

る。12・13丁は1丁である。

Y1201－189（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1841年）

157×111ミリ4巻4冊187丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万看以上））

7～182
備考：4冊合綴。62丁の後に「六十三ノ六十」、108丁の
後に「又百八」がある。下小ロに「天保十二辛丑歳」（墨
書）。

Y1201－189（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1841年）

176丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～164オモテ、隠

居井家督164ウラ～169
備考：67・68丁は1丁である。147丁の後にr百四十八
ノ四十」がある。

Y1201－189（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保12（1841）

125丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～114、千鍾房略目録5
丁

刊記1天保十二辛丑年江府書林千鍾房目本橋通萱
町目須原屋茂兵衛藏版。
備考：巻末に広告がある。26丁の後に「又二十六」、46

丁の後にr又四十六」、65丁の後にr又六十五ノ上・下」

がある。59・60丁は1丁である。

Y1201－189（4）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1841年）

46丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～45

備考：8丁の後に「又八」、37丁の後に「又三十七」があ

る。12・13丁および28・29丁はそれぞれ1丁づつであ
る。

大名付Y1201－190－01

新板改正　天保武鑑　1
（1841年）

158×112ミリ2巻2冊187丁整版



題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙1
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～171オモテ、隠

居井家督171ウラ～176
備考：67・68丁は1丁である。

Y1201－193（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保14（1843）

133丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～114、千鍾房略目録4

丁

刊記：天保十四癸卯年江府書林千鍾房目本橋通壷
町目須原屋茂兵衛藏版。
備考：巻末に広告がある。3丁の後にr又三」、20丁の
後に「又廿」、25丁の後に「又廿五」、26丁の後に「又廿

六上・中・下」、33丁の後に「又三十三」、46丁の後に

「又四十六」、57丁の後に「又五十七」、65丁の後に
「又六十五」、68丁の後に「又六十八」、96丁の後に
r又九十六」がある。

Y1201－193（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1843年）

43丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～45

備考：20～22丁は1丁である。25丁の後にr又二十五
上・中・下」がある。35～39丁は1丁である。

Y1201－194－01　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1844年）

158×112ミリ4巻4冊188丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙二
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：62丁の後にr又六十二」、111丁の後にr又百十
一ノー～四」がある。下小口に「天保十五辰」（墨書）。

Y1201－194－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1844年）

158×114ミリ176丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙1
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～171オモテ、隠

居井家督171ウラ～176
備考：67・68丁は1丁である。83丁の後に「又八十三」
がある。下小口に「天保十五辰」（墨書〉。

役人付

3
Y1201－194－03

新板改正　天保武鑑

〔86〕2．名鑑

備考：4冊合綴。62丁の後に［又六十二」、78丁の後に
「又七十八ノ天・地」、108丁の後に「又百八」がある。下

小口に「天保十三壬寅六月」（墨書）。

Y1201－192（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　2
（1842年）

175丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～171オモテ、隠

居井家督171ウラ～176
備考：67・68丁は1丁である。

Y1201－192（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　3
天保13（1842）

131丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙＝
原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～114、千鍾房略目録4

丁

刊記＝天保十三壬寅年江府書林千鍾房日本橋通萱
町目須原屋茂兵衛藏版。
備考：巻末に広告がある。3丁の後に「又三」、20丁の
後に「又廿」、25丁の後に「又廿五」、26丁の後に「又廿

六ノ上・中・下」、33丁の後に「又三十三」、46丁の後に

「又四十六」、57丁の後に「又五十七」、68丁の後に
「又六十八」がある。

Y1201－192（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1842年）

43丁整版
題簸二原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙1
原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～45
備考：27～31丁は1丁である。37丁の後に「又三十七」
がある。

Y1201－193（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　天保武鑑　1
（1843年）

157×112ミリ4巻4冊188丁整版
題簸二原・新板改正天保武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：4冊合綴。62丁の後に「又六十二」、104丁の後
にr又百四上・中・下」、108丁の後にr又百八」がある。

下小口に「天保十四癸卯夏」（墨書）。

大名付

2
Y1201－193（2）

新板改正　天保武鑑
（1843年）

175丁整版
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備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、26丁

の後にr又廿六」、46丁の後にr又四十六」、57丁の後
に「又五十七」、58丁の後に「又五十八上・下」がある。

64・65丁は1丁である。下小口に「弘化二巳」（墨書）。

Y1201－195（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　弘化武鑑　4
（1845年）

45丁整版
題籏：原・新板改正弘化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～41
備考：下小口に「弘化二巳歳」（墨書）。

Y1201－196－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　弘化武鑑　1
（1846年）

156×111ミリ4巻4冊191丁
題簸：原・新板改正弘化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図首・1～6、大名（10万石

以上））7～182

備考＝62丁の後に「又六十二」、157丁の後に「又百五

十七ノー～七」がある。125・126丁は1丁である。155
丁は重複。布秩あり。

Y1201－196－02　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大名｛寸

新板改正　弘化武鑑　2
（1846年）

157×111ミリ　175丁

題簸：原・新板改正弘化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～170、隠居井

家督171～176
備考＝67・68丁は1丁である。

Y1201－196－03　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　弘化武鑑　3
弓ムィヒ3（1846）

156×111ミリ　127丁

題簸＝原・新板改正弘化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～114、千鐘房略目録4
丁

刊記：弘化三丙午年目本橋通壷町目江府書林千
鐘房須原屋茂兵衛蔵板。
備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、26丁

の後に「又廿六」、46丁の後に「又四十六」、57丁の後

に「又五十七」、58丁の後に「又五十八上・下」、68丁

の後に「又六十八」がある。64・65丁は1丁である。

役人付

4
Y1201－196－04

新板改正』弘化武鑑
（1846年）

157×111ミリ　42丁

天保15（1844）

158×114ミリ127丁整版
題籏：原・新板改正天保武鑑御役人衆巻之三表紙1
原・藍色無地

構成＝目録3、役人（本丸付）1～114、千鍾房略目録4丁

刊記：天保十五甲辰年江府書林千鍾房目本橋通萱
町目須原屋茂兵衛藏版。

備考：巻末に広告がある。3丁の後に「又三」、26丁の
後に「又廿六」、33丁の後に「又三十三」、46丁の後に

「又四十六」、57丁の後に「又五十七」がある。64・65丁

は1丁である。58・82丁は重複。83丁は欠落。96丁の
後に「又九十六」がある。下小口に「天保十五辰」（墨
書）。

Y1201－194－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　天保武鑑　4
（1844年）

158×114ミリ43丁整版
題簸：原・新板改正天保武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～45

備考：20～22丁は1丁である。25丁の後に「又二十五

上・中・下」がある。35～39丁は1丁である。下小口に
「天保十五辰歳」（墨書）。

Y1201－195（1）　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　弘化武鑑　1
（1845年）

157×112ミリ4巻4冊189丁整版
題簾：原・新板改正弘化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：4冊合綴。62丁の後に「又六十二」がある。125・

126丁は1丁である。136丁の後に「又百三十六ノー～
六止」がある。下小口にr弘化二巳」（墨書）。

Y1201－195（2）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　弘化武鑑　2
（1845年）

176丁整版
題簸：原・新板改正弘化武鑑御大名衆巻之二表紙＝
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～171オモテ、隠

居井家督171ウラ～176
備考：67・68丁は1丁である。83丁の後にr又八十三j
がある、下小口に「弘化二巳」（墨書）。

Y1201－195（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　弘化武鑑　3
弓ムイヒ2（1845）

126丁整版
題簸：原・新板改正弘化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～114、千鍾房略目録4丁

刊記：弘化二乙巳年江府書林千鍾房日本橋通壷町
目須原屋茂兵衛藏版。



構成＝目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

8～216オモテ、纒・法被216オモテ・2～6

備考＝4冊合綴。105丁の後に「百一～百五」がある。下
小口に「嘉永元戊申」（墨書）。

Y1204－198（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1848年）

205丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙＝
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～195、隠居井

家督196～201、幕・船印1～5オモテ
備考：73・74丁は1丁である。124丁の後に「又百二十
四」がある。

Y1201－198（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
嘉永1（1848）

133丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地
構成：合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～

128、略目録（見返し）

刊記：弘化五戊申年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。69丁に上・下がある。

Y1201－198（4）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1848年）

40丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～39

Y1201－199（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1849年）

157×115ミリ4巻4冊126丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

8～224、纒・法被1・2・4～6

備考：4冊合綴。123丁の後にr百十八～百二十二」が
ある。191～199丁は1丁である。下小口に「嘉永二己
酉」（墨書）。

Y1201－199（2）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1849年）

202丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～195ウラ、隠居

井家督195ウラ～201、幕・船印3～5オモテ

2。名鑑〔88〕

題簸：原・新板改正弘化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成1目録1丁、役人（西丸付）1～41

Y1201－197－01　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　弘化武鑑　1
（1847年）

159×115ミリ4巻4冊191丁整版
題簸：原・新板改正弘化武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～182
備考：62丁の後に「又六十二」、103丁の後に「又百三」、

157丁の後に「又百五十七ノー～七」がある。125・126
丁は1丁である。下小口に「弘化四丁未春」（墨書）。

Y1204－197－02　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　弘化武鑑　2
（1847年）

158×115ミリ175丁整版
題簸：原・新板改正弘化武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～170、隠居井

家督171～176
備考：67・68丁は1丁である。下小口に「弘化四丁未
春」（墨書）。

Y1201－197－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　弘化武鑑　3
弓ムイヒ4（1847）

158×115ミリ126丁整版
題簸：原・新板改正弘化武鑑御役人衆巻之三表紙：
原』藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～113、千鍾房略目録4

丁

刊記：弘化四丁未年江府書林千鍾房目本橋通壷町
目須原屋茂兵衛藏版。

備考：巻末に広告がある。64・65丁は1丁である。73丁
の後に「又七十三」、94丁の後に「又九十四」がある。下

小口に「弘化四丁未春」（墨書）。

Y1201－197－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　弘化武鑑　4
（1847年）

157×115ミリ41丁整版
題簸＝原・新板改正弘化武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地
構成：目録1、役人（西丸付）1～41オモテ

備考：下小口に「弘化四丁未春j（墨書）。

Y1201－198（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1848年）

156×114ミリ4巻4冊226丁整版
題簸1原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙
原・藍色無地
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嘉永3（1850）

156×113ミリ131丁整版
題簸：原・新板改正嘉永武鑑御役人衆巻之三表紙＝
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～113、千鍾房略目録1
～8、薬目録1～3

刊記：嘉永三庚戌年江府書林千鍾房目本橋通壼町
目須原屋茂兵衛藏版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に広告がある。25丁の後に「又廿五」、26丁

の後に「又廿六」、33丁の後に「又三十三」、46丁の後

にr又四十六」がある。64・65丁は1丁である。73丁の
後に「又七十三」がある。下小口に「嘉永三戌正月」
「三」（墨書）、上小口に「佐藤」（墨書）、後ろ表紙・後ろ

表紙見返しに「佐藤」（墨書）。

Y1201－200－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　嘉永武鑑　4
（1850年）

156×113ミリ39丁整版
題簸：原・新板改正嘉永武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～41オモテ

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：25～27丁は1丁である。下小口に「嘉永三戌」
（墨書）、前表紙に「嘉永三戌武鑑」（墨書）、後ろ表紙に

「佐藤」（墨書）。昭和7年6月24目寄託。

Y1201－201（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1850年）

156×113ミリ4巻4冊228丁整版
題第と原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

8～225オモテ

備考：4冊合綴。128丁の後に「又百二十八」、137丁の
後に「百三十二～百三十五」がある。138～141丁はな
い。200丁の後に「又二百」「又又二百」がある。下小口

に「嘉永三庚戌」（墨書）。

Y1201－201（2）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1850年）

206丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙1
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～195ウラ、隠居

井家督195ウラ～201、纒・法被4～6、幕・船印3～5オ
モテ

備考：73・74丁は1丁である。124丁の後に「又百二十
四」がある。下小口に「嘉永三庚戌」（墨書）。

役人付Y1201－201（3）

泰平萬代　大成武鑑　3
嘉永3（1850）

137丁整版

備考：73・74丁は1丁である。

Y1201－199（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
嘉永2（1849）

132丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～

128、略目録（見返し）

刊記：嘉永二己酉年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。33丁の後に「又三十三」、47
丁の後に「又四十七」、69丁に上・下、80丁の後に「又
八十」がある。

Y1201－199（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1849年）

40丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～39

Y1201－200－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　嘉永武鑑　1
（1850年）

153×110ミリ4巻4冊189丁整版
題簸：原・新板改正嘉永武鑑御大名衆巻之一　表
紙1原・藍色無地

構成：目録（見返し〉、徳川系図7、大名（10万石以上））

7～181
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：62丁の後に「又六十二」、103丁の後に「又百三」

がある。125・126丁は1丁である。157丁の後に「又百
五十七ノー～七」がある。下小口に「嘉永三戌正月」
「一」（墨書）、上小口に「佐藤」（墨書）、前表紙に「嘉永

三年」（下ヶ札）、背に「嘉永三庚戌年」（墨書）、後ろ表

紙にr主人佐藤氏」（墨書）、後ろ表紙見返しに切紙貼
付。布帳つき。

Y1201－200－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　嘉永武鑑　2
（1850年）

155×110ミリ174丁整版
題簸＝原・新板改正嘉永武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～170、隠居井

家督171～175
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：67・68丁は1丁である。下小口に「嘉永三戌正
月」r二」（墨書）、上小口に「佐藤庚戌」（墨書）、背に

「嘉永三庚戌年」（墨書）、後ろ表紙に「主人佐藤氏」（墨
書）。

役人付Y1201－200－03

新板改正　嘉永武鑑　3



Y1201－202（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1851年）

39丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録1，役人（西丸付）1～39

備考：29・30丁は1丁である。下小口に「嘉永四亥年」
（墨書）。

Y1201－202（5）　　　　　　　　　　　付家老付

御三家方御附

嘉永4（1851）

1巻1冊15丁整版
題籏：原・御三家方御附表紙＝原・藍色無地

刊記＝文政元戊寅七月弘化五戊申正月改正再板嘉
永四辛亥年改正御書物師出雲寺萬次郎蔵板。
備考：下小口に「嘉永四亥年」（墨書）。

Y1201－203（1）　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1852年）

156×115ミリ4巻4冊227丁整版
題簸＝原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

8～215オモテ

備考：5冊合綴。128丁の後にr又百二十八」、200丁の
後の「又二百」「又々二百」がある。下小口に「嘉永五子
春」（墨書）。

Y1201－203（2）　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1852年）

216丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～195オモテ、隠

居井家督195ウラ～201、纒・法被4～6、幕・船印1丁半
備考：142丁の後に「百四十三ノ白三十五」があり、以下

136丁が続く。下小口に「嘉永五子春」（墨書）。

Y1201－203（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
嘉永5（1852）

139丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～

128、略目録（見返し）

刊記：嘉永五壬子年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八」、33丁の
後に「又三十三」、41丁の後に「又四十一」、47丁の後
に「又四十七」、69丁に上・下、80丁の後に「又八十」、

84丁の後に「又八十四」がある。下小口に「嘉永五子

2．名鑑〔90〕

題籏：原・泰平萬代大成武鑑御役入衆巻之三表紙1
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～

128、略目録（見返し）

刊記：嘉永三庚戌年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考＝巻末に広告がある。33丁の後に「又三十三」、41

丁の後に「又四十一」、47丁の後に「又四十七」、69丁
に上・下、80丁の後に「又八十」がある。下小口に「嘉永

三庚戌」（墨書）。
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織

判
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Y1201－202（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1851年）

155×114ミリ4巻4冊226丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙1
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

8～215オモテ

備考：5冊合綴。200丁の後のr又二百」r又々二百」が
ある。下小口に「嘉永四亥年」（墨書）。

Y1201－202（2）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1851年）

208丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～195オモテ、隠

居井家督195ウラ～201、纒・法被4～6、幕・船印1丁半
備考：52丁の後に「五十・五十一・五十二」がある。73・

74丁は1丁である。124丁の後に「又百二十四」がある。
下小口に「嘉永四亥年」（墨書）。

Y1201－202（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
嘉永4（1851）

137丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成1合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～
128、略目録（見返し）

刊記：嘉永四辛亥年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。33丁の後に「又三十三」、41

丁の後に「又四十一」、47丁の後に「又四十七」、69丁
に上・下、80丁の後に「又八十」がある。下小口に「嘉永

四亥年」（墨書）。
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Y1201－204（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1853年）

39丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙1原・藍色無地
構成：目録1，役人（西丸付）1～39

備考：29・30丁は1丁である。下小口に「嘉永六丑年」
（墨書）。

Y1201－204（5）　　　　　　　　　　　付家老付

御三家方御附

嘉永6（1853）

1巻1冊15丁整版
題簸：原・御三家方御附表紙1原・藍色無地

刊記：文政元戊寅七月　弘化五戊申正月改正再板嘉
永六癸丑年改正御書物師出雲寺萬次郎蔵板。
備考：下小口に「嘉永六丑年」（墨書）。

Y1201－205（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1854年）

157×116ミリ4巻4冊227丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上）〉

8～225オモテ

備考：5冊合綴。128丁の後に「又百二十八」、200丁の
後に「又二百j「又々二百」がある。下小口に「嘉永七甲

寅年」、上小口に「安」（墨書）。

Y1201－205（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1854年）

217丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙；
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～210オモテ、隠

居井家督210ウラ～215
備考1下小口にr嘉永七甲寅年」、上小口にr政」（墨
書）。

Y1201－205（3）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
嘉永7（1854）

150丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～

128、略目録（見返し）

刊記：嘉永七甲寅年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。3丁の後に「又三」、8丁の後
に「又八」、13丁の後に「又十三」、24丁の後に「又二十

四」、26丁の後に「又二十六」、27丁の後に「又二十

春」（墨書）。

Y1201－203（4）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1852年）

39丁整版
題簸＝原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録1，役人（西丸付）1～39

備考：29・30丁は1丁である。下小口にr嘉永五子春」
（墨書）。

Y1201－203（5）　　　　　　　　　　　付家老付

御三家方御附

嘉永5（1852）

1巻1冊15丁整版
題籏：原・御三家方御附表紙：原・藍色無地

刊記：文政元戊寅七月弘化五戊申正月改正再板嘉
永五壬子年改正御書物師出雲寺萬次郎蔵板。

Y1201－204（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1853年）

158×115ミリ4巻4冊227丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

8～225オモテ

備考：5冊合綴。128丁の後にr又百二十八」、200丁の
後の「又二百」「又々二百」がある。下小口に「嘉永六丑
年」（墨書）。

Y120争204《2》　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1853年）

2蔦丁整版
題簸1原・泰単萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成二目録（見返し）、大名（万石以上）1～210オモテ、隠

居井家督210ウラ～215
備考：下小口にr嘉永六丑年」（墨書）。

Y1201－204（3）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
嘉永6（1853）

捻8丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～

128、略目録（見返し）

刊記：嘉永六癸丑年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。8丁の後にr又八」、33丁の
後にr又三十三」、41丁の後にr又四十一」、47丁の後
に「又四十七」、69丁に上・下、84丁の後に「又八十
四」がある。下小口に「嘉永六丑年」（墨書）。



目須原屋茂兵衛藏版。

備考：巻末に広告がある。2丁の後にr又二」、3丁の後
に「又三」、5丁の後に「又五」、12丁の後に「又十二」、

21丁の後にr又廿一上・下」、23丁の後にr又廿三」、
28丁の後に「又廿八ノー～四」、30丁の後に「又三十」

35丁の後に「又三十五」、45丁の後に「又四十五」、50
丁の後に「又五十上・中・下」、73丁の後に「又七十三ノ

ー～六」、82丁の後に「又八十二」、91丁の後に「又九

十一ノ上・下」、96丁の後にr又九十六」がある。下小口

に「安政二年乙卯三月改」（墨書）。

Y1201－206（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　安政武鑑　4
（1855年）

23丁整版
題籏：原・新板改正安政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1、役人（西丸付）1～41

備考：8～27丁は1丁である。下小口に「安政二年乙卯
三月改」（墨書）。

Y1201－207－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　安政武鑑　1
（1856年）

155×113ミリ4巻4冊189丁整版
題簸＝原・新板改正安政武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図首・1～6、大名（10万石

以上））7～188
備考：62丁の後に「又六十二」、105丁の後に「又百五」

がある。125・126丁は1丁である。128丁は落丁。後ろ

表紙見返しに「文部省図書和書昭和47年3月8日、
H6872」（印）、帳（紙）あり。

Y1201－207－02　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　安政武鑑　2
（1856年）

155×113ミリ176丁整版
題簸：原・新板改正安政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～174オモテ、隠

居井家督174ウラ～179
備考：65～68丁は1丁である。後ろ表紙見返しに「文部

省図書和書昭和47年3月8目、H6873」。

Y1201－207－03　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　安政武鑑　3
安政3（1856）

155×113ミリ140丁整版
題籏：原・新板改正安政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3丁、役人（本丸付）1～113、千鐘房略目録

1～8
刊記＝安政三丙辰年　日本橋通萱壼町目　江府書林
千鐘房須原屋茂兵衛蔵板。
備考1巻末に広告がある。2丁の後にr又二」、3丁の後
に「又三」、5丁の後に「又五」、12丁の後に「又十二」、

2．名鑑〔92〕

七』、33丁の後に「又三十三上・中・下」、37丁の後に

「又三十七」、41丁の後に「又四十一」、45丁の後に
「又十五」、46丁の後に「又四十六」、47丁の後に「又

四十七」、69丁に上・下、80丁の後に「又八十」、84丁

の後に「又八十四」、92丁の後に「又九十二」、109丁
の後に「又百九」がある。下小口に「嘉永七甲寅年」、上

小口に「元」（墨書）。

Y1201－205（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1854年）

21丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録1，役人（西丸付）1～20

Y1201－205（5）　　　　　　　　　　　付家老付

御三家方御附

嘉永7（1854）

1巻1冊15丁整版
題簸：原・御三家方御附表紙：原・藍色無地

刊記：文政元戊寅七月　弘化五戊申正月改正再板嘉
永七甲寅年改正御書物師出雲寺萬次郎蔵板。

Y1201－206（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　安政武鑑　1
（1855年）

156×113ミリ4巻4冊189丁整版
題籏：原・新板改正安政武鑑御大名衆巻之一　表
紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図6、大名（10万石以上））

7～188
備考：4冊合綴。62丁の後に「又六十二」、105丁の後
にr又百五」がある。125・126丁は1丁である。下小口に
「安政二年乙卯三月改」（墨書）。

Y1201－206（2）　　　　　、　　　　　　大名付

新板改正　安政武鑑　2
（1855年）

178丁整版
題籔：原・新板改正安政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～174オモテ、隠

居井家督174ウラ～179
備考：65～68丁は1丁である。下小口に「安政二年乙
卯三月改」（墨書）。

Y1201－206（3）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　安政武鑑　3
安政2（1855）

143丁整版
題簸：原・新板改正安政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地
構成：目録3、役人（本丸付）1～113、千鍾房略目録1
～8

刊記：安政二乙卯年江府書林千鍾房目本橋通壼町
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泰平萬代　大成武鑑　4
（1857年）

19丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～20

備考13・4丁は1丁である。

Y1201－208（5）　　　　　　　　　　　付家老付

御三家方御附

安政4（1857）

1巻1冊15丁整版
題簸：原・御三家方御附表紙：原・藍色無地

Y1201－209（1）　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　安政武鑑　1
（1858年）

156×112ミリ4巻4冊189丁整版
題簸：原・新板改正安政武鑑御大名衆巻之一　表
紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図首・1～6、大名（10万石

以上））7～188

備考：5冊｝合綴。62丁の後に「又六十二」、105丁の後

にr又百五」がある。125・6丁は1丁である。下小口に
「安政五年戊午正月」（墨書）。

Y1201－209（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　安政武鑑　2
（1858年）

180丁整版
題簸：原・新板改正安政武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～174オモテ、隠

居井家督174ウ～179
備考：65～68は1丁である。112丁の後に「又百十二
上・下」がある。下小口にr安政五年戊午正月」（墨書）。

Y1201－209（3）　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　安政武鑑　3
安政5（1858）

146丁整版
題簸：原・新板改正安政武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録3、役人（本丸付）1～113、略目録1～8

刊記1安政五戊午年日本橋通壼町目江府書林千
鐘房須原屋茂兵衛蔵板。
備考：巻末に広告がある。2丁の後r又二」、3丁の後
「又三」、5丁の後「又五」、12丁の後に「又十二」、26丁

の後に「又廿六ノ上・下」、30丁の後に「又三十ノ上・

下」、35丁の後に「又三十五」、45丁の後に「又四十
五」、50丁の後に「又五十ノ上・中・下」、66・67丁は1

丁、73丁の後に「又七十三ノー～六」、82丁の後に「又

八十二」、91丁の後に「又九十一ノ上・下」、97丁の後
に「又九十七」がある。下小口に「安政五年戊午正月」
（墨書）。

26丁の後に「又廿六上・下」、30丁の後に「又三十ノ
上・下」、35丁の後に「又三十五j、45丁の後に「又四
十五」、50丁の後に「又五十上・中・下」、73丁の後に

「又七十三ノー～六」、82丁の後に「又八十二」、91丁
の後に「又九十一ノ上・下」、97丁の後に「又九十七」が

ある。71丁は落丁。後ろ表紙見返しに「文部省図書和

昭和47年3月8目、H6874」、63丁と64丁の間に切
紙1（r御役替（二月廿五目、大番・書院番）」がある。付

箋で場所表示。

Y1201－207－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　安政武鑑　4
（1856年）

157×113ミリ22丁整版
題簸：原・新板改正安政武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1丁、役人（西丸付）1～42

備考：8～27丁は1丁である。前表紙見返しに「文部省

図書和昭和47年3，月8日、H6875」。

Y1201－208（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1857年）

157×114ミリ4巻4冊227丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図7、大名（10万石以上））

8～225
備考：5冊合綴。128丁の後に「又百二十八」、200丁の
後の「又二百」「又々二百」がある。下小口にr安政四年
丁巳五月」（墨書）。

Y12餌一208（2）　　　、　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1857年）

216丁整版
題簸二原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～208オモテ、隠

居井家督208ウラ～214
備考：131丁の後に「又百三十一上・下」がある。下小口

に「安政四年丁巳五月」（墨書）。

Y1201－208（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
安政4（1857）

150丁整版
題簸1原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4、役人（本丸付）1～

145、略目録（見返し）

刊記：安政四丁巳年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
藏板。

備考：巻末に広告がある。17丁の後に「又十七」がある。

下小口に「安政四丁巳年五月」（墨書）。

役人付Y1201－208（4）



Y1201－210（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1859年）

19丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～30

備考：3・4丁は1丁である。

Y1201－210（5）　　　　　　　　　　　付家老付

御三家方御附

安政6（1859）

1巻1冊15丁整版
題簸：原・御三家方御附表紙：原・藍色無地

構成：御三家1～15

Y1201－211（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1860年）

157×114ミリ4巻4冊229丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図1～7、大名（10万石以

上））8～225オモテ

備考＝5冊合綴。128丁の後にr又百二十八」、176丁の
後に「又百七十六」、200丁の後に「又二百」「又々二
百」がある。下小口に「万延元庚申正月」（墨書）。3ヶ所

に紙繕がある。

Y1204－211（2）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1860年）

216丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、大名（万石以上）1～208ウラ、隠居

井家督208ウラ～214
備考：131丁の後に「又百三十一上・下」がある。下小口

に「万延元庚申正月」（墨書）。

Y1201－211（3）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
万延1（1860）

150丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地
構成：合印凡例（見返し）、目録1～4、本文1～145、略
目録（見返し）

刊記二万延元庚申毎月改御書物師出雲寺萬次郎蔵
板j。
備考：巻末に広告がある。17丁の後に「又十七」、29丁

の後に「又ノニ十九」、60丁の後に「六十ノー～五」、

78・79は1丁、88・89は1丁、122丁の後に「又百二
十二」がある。下小口に「万延元庚申」（墨書）。

2．名鑑〔94〕

Y1201－209（4）　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　安政武鑑　4
（1858年）

22丁整版
題簸：原・新板改正安政武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成：目録1丁、役人（西丸付）1～21オモテ

Y1201－209（5）　　　　　　　　　　　付家老付

安政新刻御三家方御附

安政5（1858）

1巻1冊11丁整版
題簸：原・安政新刻御三家方御附全表紙：原・藍色

無地
構成：目録（見返し）、三家付1～11

刊記：安政五歳戊午正月　江戸日本橋南萱町目須原
屋茂兵衛。

Y1201－210（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1859年）

157×115ミリ4巻4冊229丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成＝目録（見返し）、徳川系図1～7、大名（10万石以

上））8～225オモテ

備考＝5冊合綴。128丁の後にr又百二十八」、176丁の
後に「又百七十六」、200丁の後に「又二百」「又々二
百」がある。下小口に「安政六未年正月」（墨書）。

Y1201－210（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1859年）

219丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～又208ウラ、

隠居井家督又208ウラ～214
備考：131丁の後に「又百三十一上・下」、208丁の後に

r又二百八上・下」がある。

Y1201－210（3〉　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
安政6（1859）

160丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地
構成：合印凡例（見返し）、目録1～4、本文1～145、略
目録（見返し）

刊記：安政六己未年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
蔵板。

備考：巻末に広告がある。29丁の後「又ノニ十九」、60

丁の後に「六十ノー～五」がある。78・79丁および88・

89丁は1丁づつである。122丁の後に「又百二十二」
がある。下小口に「出雲寺」（墨書）。
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丁の後に「又十二」、17丁の後に「又十七」、21丁の後
に「又二十一」、24丁の後に「又廿四」、26丁の後に「又

廿六上・下」、30丁の後に「又三十上・下」、35丁の後
に「又三十五」、45丁の後に「又四十五」、46丁の後に

「又四十六j、47丁の後に「又四十七」、50丁の後に
「又五十上・中・下」、60丁の後に「又六十」、73丁の後

に「又七十三丁1～6」、74丁の後に「又七十四」、82丁

の後に「又八十二」、89丁の後に「又八十九」、91丁の
後に「又九十一上・下」、96丁の後に「又九十六上・中・

下」、97丁の後に「又九十七」があり、66・67丁は1丁で
ある。昭和6年。

Y1201－212－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文久武鑑　4
（1861年）

159×116ミリ21丁整版
題籏：原・新板改正文久武鑑西御丸附巻之四表紙
原・藍色無地

構成＝目録1丁、役人（西丸付）1～21オモテ
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：3～5丁は1丁である。

1201－212－05　　　　　　　　　　　付家老付

＝久新刻御三家方御附

二久1（1861）

59×115ミリ1巻1冊11丁整版
膿：原・文久新刻御三家御附全表紙：原・藍色無

Y1201－213（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1862年）

158×115ミリ4巻4冊218丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万石以
上））1～225

備考15冊合綴。22～29は1丁である。128丁の後に
「又百二十八」、176丁の後に「又百七十六」、200丁の

後にr又二百」r又々二百」がある。下小口にr文久二壬
戌」（墨書）。

Y1201－213（2）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1862年）

215丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1r）208ウラ、隠居

井家督208ウラ～214
備考：131丁の後に「又百三十一上・下」がある。

Y1201－211（4）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1860年）

19丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～20

備考：3・4丁は1丁である。

Y1201－211（5）　　　　　　　　　　　付家老付

御三家方御附

万延1（1860）

1巻1冊15丁整版
題簸＝原・御三家方御附表紙：原・藍色無地

構成：御三家1～15

Y1201－212－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文久武鑑　1
（1861年）

158×114ミリ4巻4冊193丁整版
題簸：原・新板改正文久武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万看以
上））1～188

印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：7～13丁は1丁、62丁の後に「又六十二」、98丁
の後に「又九十八ノー～四」、105丁の後に「又百五」、

125・126丁は1丁、150丁の後にr又百五十」がある。
前表紙にr文久元年」（貼紙・下ヶ札）。布峡あり。

Y1201－212－02　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文久武鑑　2
（1861年）

159×115ミリ181丁整版
題籏：原・新板改正文久武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～174オモテ、隠

居井家督174ウラ～179
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：36丁の後に「又三十六上・下」、112丁の後に「又

百十二上・下」がある。67・68丁および172・173は1丁
づつである。昭和6年。

Y1201－212－03　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文久武鑑　3
文久1（1861）

159×115ミリ157丁整版
題簸＝原・新板改正文久武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：目録1～3、役人（本丸付）1～113、千鐘房略目

録1～8
刊記：文久元辛酉　日本橋通壼町目江府書林千鐘
房須原屋茂兵衛蔵板。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝巻末に広告がある。2丁の後に「又二」、3丁の後
に「又三」、5丁の後に「又五」、8丁の後に「又八」、12



十一上・下」がある。下小口にr文久三癸亥年八月」（墨

書）。

Y1201－214（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
文久3（1863）

158×117ミリ163丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：合印凡例（見返し）、目録4丁、役人（本丸付）1～

145、略目録（見返し）
刊記：文久三年癸亥年毎月改御書物師出雲寺萬次

郎蔵板。

備考：巻末に広告がある。6丁の後に「又ノ六」、9丁の
後に「又ノ九」、17丁の後に「又十七」、19丁の後に「又

ノ十九」、29丁の後に「又ノニ十九」、38丁の後に「又ノ

三十八」「又々三十八」、52丁の後に「又五十二」、60
丁の後に「六十ノー・二・三・四上・中・下・五」、93の後

に「又九十三」、108丁の後に「又百八」、118丁の後に

r又百十八」、122丁の後にr又・又々百二十二」があ

る。

Y1201－214（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1863年）

157×114ミリ14丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四

表紙：原・藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～14オモテ

Y1201－214（5）　　　　　　　　　　　付家老付

泰平萬代　御三家方御附

文久3（1863）

一ミリ1巻1冊15丁整版
題籏二原・泰平萬代御三家方御附表紙：原・藍色無地

構成：御三家1～15

Y1201．215－01　　　　　　　　　　　　大名付

新板改正　文久武鑑　1
（1864年）

157×114ミリ4巻4冊193丁整版
題籏：原・新板改正文久武鑑御大名衆巻之一表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万石以

上））1～188
備考：7～13丁は1丁である。62丁の後にr又六十二」
98丁の後に「又九十八ノー～四」、105丁の後に「又百

五」、150丁の後に「又百五十」がある。125・126丁は1
丁である。下小口に「文久四甲子」（墨書）。

y1201－215－02　　　　　　．　　　　　大名付

新板改正　文久武鑑、2
（1864年）

157×114ミリ184丁整版
題簸：原・新板改正文久武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地

〔96〕2、名鑑

Y1201－213（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
文久2（1862）

161丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：合印凡例（見返し）、目録4丁、役人（本丸付）1～

145、略目録（見返し）
刊記：文久二壬戌年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
蔵板。

備考：巻末に広告がある。6丁の後に1丁、17丁の後に
「又十七」、19丁の後に「又ノ十九」、29丁の後に「又ノ

ニ十九」、38丁の後に「又三十八」、「又々三十八」、60

丁の後に「六十ノー～五」、93丁の後に「又九十三」、

108丁の後に「又百八」、132丁の後「又・又々百三十

二」がある。

Y1201－213（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1862年）

20丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四

表紙：原・藍色無地
構成：目録1丁、役人（西丸付）1～20

備考：3～5丁は1丁である。

Y1201－213（5〉　　　　　　　　　　　付家老付

泰平萬代　御三家方御附

文久2（1862）

1巻1冊15丁整版
題簸＝原・泰平萬代御三家方御附表紙：原・藍色無地

構成：御三家1～15
備考：3丁は欠、4丁は重複。

Y1201－214（1）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1863年）

157×117ミリ4巻4冊218丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万石以

上））1～225
備考：5冊元合綴。22～29丁は1丁である。128丁の後
に「又百二十八」、176丁の後に「百七十六」、200丁の

後にr又二百」r又々二百」がある。下小口にr文久三癸

亥年八月」（墨書）。

Y1201－214（2）　　　　　　　、　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1863年）

158×117ミリ218丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～208ウラ、隠居

井家督208ウラ～214
備考：9丁の後に「又九上・下」、131丁の後に「又百三
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備考＝22～29は1丁である。128丁の後に「又百二十
八」、162丁の後に「又百六十二」、176丁の後に「又百

七十六」、200丁の後に「又二百」「又々二百」がある。

前表紙にr元治二年」（付箋）とr元治」（朱書）、背に
「一」・「サカイ」（墨書）。布秩あり。

Y1201－216－02　　　　　　　　　　　　大名付

［泰平萬代　大成武鑑　2］
（1865年）

156×114ミリ224丁整版
題簸：ほぽ剥離表紙：原・藍色無地
構成1目録（見返し）、大名（万石以上）1～又208下ウラ

隠居井家督又208下ウラ～214
印記：酒井。

備考：9丁の後に「又九上・下」、131丁の後に「又百三

十一上・下」、208丁の後に「又二百八ノー・上・下」があ
る。背に「二」（墨書）。

Y1201－216－03　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
元治2（1865）

157×115ミリ153丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4丁、役人（本丸付）1～

145、略目録（見返し）

刊記：元治二乙丑年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
蔵板。

印記：酒井。

備考：巻末に広告がある。6丁の後に「又六」、8丁の後
に「又八」、9丁の後に「又九」、11丁の後に「又十一ノ

ー～六」、17丁の後に「又十七」、19丁の後に「又ノ十
九」、36丁の後に「又ノ三十六」、37丁の後に「又ノ三十

七」、38丁の後に「又ノ三十八」、45丁の後に「又ノ四十

五」、46丁の後に「又四十六」、52丁の後に「又五十
二」、74丁の後に「又七十四」、75丁の後に「又七十
五・下」、93丁の後に「又九十三」、108丁の後に「又百

八」、118丁の後に「又百十八」、122丁に上・中・下、

124丁の後に「又百二十四」がある。89・90丁は1丁で
ある。刊記の部分に「四ノ十七目入料十四匁五分」（書
入）。

Y1201－216－04　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1865年）

157×115ミリ18丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～20、

印記：酒井。

備考：1・2丁および3～5丁はそれぞれ1丁である。

付家老付Y1201－216－05

泰平萬代　御三家方御附

元治2（1865）

157×115ミリ1巻1冊15丁整版

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～又173、隠居

井家督174～179
備考：9丁の後に「又九」、36丁の後に「又三十六上・

下」、112丁の後に「又百十二上・下」、173丁の後に
「又百七十三」がある。65～68丁は1丁である。

Y1201－215－03　　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文久武鑑　3
文久4（1864）

157×113ミリ164丁整版
題簸：原・新板改正文久武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成＝目録3丁、役人（本丸付）1～121、千鐘房略目録
8丁

刊記：文久四甲子年　目本橋通壼町目　江府書林千
鐘房須原屋茂兵衛蔵板。
備考：巻末に広告がある。3丁の後に「又三」、5丁の後

に「又五」、9丁の後に「又九」、10丁の後に「又十上・

下」、12丁の後に「又十ニノー～四」、17丁の後に「又

十七」、21丁の後に「又ノニ十一」、24丁の後に「又廿

四」、26丁の後に「又廿六上・下」、30丁の後に「又三

十上・下」、35丁の後に「又三十五」、41丁の後に「又

四十一」、45丁の後に「又四十五」、50丁の後に「又五
十上・中・下」、59丁の後に「又五十九」、60丁の後に

「又六十」、73丁の後に「又七十三」「又七十三ノー～

六」、74丁の後に「又七十四」、80丁の後に「又八十」、

82丁の後に「又八十二」がある。36～38丁・98～99丁
は1丁である。

Y1201－215－04　　　　　　　　　　　役人付

新板改正　文久武鑑　4
（1864年）

157×114ミリ21丁整版
題簸：原・新板改正文久武鑑西御丸附巻之四表紙：
原・藍色無地

構成：目録1丁、役人（西丸付）1～21オモテ

備考：3～5は1丁である。11丁の後に「又十一」があ
る。

Y1201－215－05　　　　　　　　　　　付家老付

文久新刻御三家方御附

文久4（1864）

158×114ミリ1巻1冊11丁整版
題簸＝原・文久新刻御三家御附全表紙：原・藍色無
地

構成＝目録（見返し）、御三家1～11

刊記：文久四歳甲子正月江戸目本橋南壼町目須原
屋茂兵衛。

Y1201－216－01　　　　　　　　　　　　大名付

［泰平萬代　大成武鑑　1］
（1865年）

155×113ミリ4巻4冊229丁整版
題簸：剥離表紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万石以
上））1～225

印記1酒井。
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Y1201－218（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1866年）

157×115ミリ4巻4冊229丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万石以

上））1～225

備考：5冊合綴。22～29は1丁である。128丁の後に
「又百二十八」、162丁の後に「又百六十二」、176丁の

後に「又百七十六」、200丁の後に「又二百」「又々二
百」がある。下小口に「慶丙春」（墨書）。

Y1201－218（2）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1866年）

220丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万看以上）1～又208下ウラ

隠居井家督又208下ウラ～214
備考：9丁の後に「又九上・下」、131丁の後に「又百三

十一上・下」、208丁に後に「又二百八ノー・上・下」があ

る。下小口に「磨寅改」（墨書）。

Y1201－218（3）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
慶応2（1866）

173丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙＝
原・藍色無地
構成：合印凡例（見返し）、目録4丁、役人（本丸付）1～

145、略目録（見返し）

刊記：慶応二丙寅年毎月改御書物師出雲寺萬次
郎蔵板。

備考：巻末に広告がある。6丁の後に「又六」、8丁の後
に「又八」、9丁の後に「又九」、11丁の後に「又十一ノ

ー～六」、17丁の後にr又十七」、19丁後「又十九」、36

丁の後に「又主十六」、37丁の後に「又三十七」、38丁

の後に「又三十八」、45丁の後に「又四十五」、46丁の
後に「又四十六」、48丁の後に「又四十八」、52丁の後

に「又五十二」、74丁の後に「又七十四」、75丁の後に
「又七十五・下」、93丁の後に「又九十三」、108丁の後

に「又百八」、113丁の後に「又百十三」、118丁の後に
「又百十八」、122丁に上・中・下、124丁の後に「又百

二十四」がある。89・90丁は1丁である。下小口に「二
年」（墨書）。

〔98〕2．名鑑

題籏：原・泰平萬代御三家方御附表紙：原・藍色無地

構成＝三家付1～15
刊記：元治二乙丑年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
蔵板。

印記：酒井。

Y1201－247（1）　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1865年）

157×114ミリ4巻4冊222丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万石以

上））1～225オモテ

備考：5冊合綴。22～29は1丁である。128丁の後に
「又百二十八」、162丁の後に「又百六十二」、176丁の
後に「又百七十六」、200丁の後に「又二百」「又々二
百」がある。下小口に「慶応元乙丑」（墨書）。

Y1201－217（2）　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1865年）

224丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～又208下ウラ

隠居井家督又208下ウラ～214
備考：9丁の後に「又九上・下」、131丁の後に「又百三
十一上・下」、208丁の後に「又二百八ノー・上・下」があ

る。

Y1201－217（3）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
慶応1（1865）

175丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：

原・藍色無地
構成：合印凡例（見返し）、目録4丁、役人（本丸付）1～

145、略目録

刊記：慶応元年毎月改御書物師出雲寺萬次郎蔵
板。

備考：巻末に広告がある。6丁の後に「又六」、8丁の後

に「又八」、9丁の後に「又九」、11丁の後に「又十一ノ

ー～六」、17丁の後に「又十七」、19丁の後に「又十

九」、36丁の後に「又三十六」、37丁の後に「又三十
七」、38丁の後に「又三十八」、45丁の後に「又四十
五」、46丁の後に「又四十六」、52丁の後に「又五十
二」、74丁の後に「又七十四」、75丁の後に「又七十
五・下」、93丁の後に「又九十三」、108丁の後に「又百

八」、118丁の後にr又百十八」、122丁に上・中・下、

124丁の後に「又百二十四」がある。

Y1201－217（4）　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1865年）

13丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
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泰平萬代　大成武鑑　4
（1866年）

158×116ミリ21丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録1丁、役人（西丸付）1～20
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：前表紙に「共五ノ四」（朱書）、後ろ表紙見返しに

三井ラベル「B971・46」。

Y1201－219－04　　　　　　　　　　　付家老付

泰平萬代　御三家方御附

慶応2（1866）

158×117ミリ1巻1冊15丁整版
題簸：原・泰平萬代御三家方御附表紙：原・藍色無地
構成：御三家付1～15
印記：三井家編纂室蔵書。

備考二前表紙に「慶応二年共五ノ五」（朱書）、後ろ表
紙見返しに三井ラベル「B971・46」。

Y1201－220－01　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　1
（1867年）

156×113ミリ4巻4冊230丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之一表紙＝
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、徳川系図なし、大名（10万石以
上））1～225オモテ

備考：22～29は1丁である。128丁の後に「又百二十
八」、162丁の後に「又百六十二」、176丁の後に「又百
七十六」、200丁の後に「又二百」「又々二百」、214丁

の後に「又二百十四」がある。下小口に「慶応三丁卯」
（墨書）。

Y1201－220－02　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1867年）

157×114ミリ221丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙＝
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～又208下ウラ、

隠居井家督又208下ウラ～214
備考＝9丁の後に「又九上・下」、131丁の後に「又百三

十一上・下」、208丁の後に「又ノニ百八ノー・上・下」が
ある。

Y1201－220－03　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
慶応3（1867）

157×114ミリ158丁整版
題簸＝原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙1
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4丁、役人（本丸付）1～

145、略目録（見返し）

刊記：慶応三丁卯年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
蔵板。

備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八」、9丁の後

Y1201－218（4）　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1866年）

14丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四
表紙：原・藍色無地

構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～14

Y1201－218（5）　　　　　　　　　　　付家老付

泰平萬代　御三家方御附

慶応2（1866）

1巻1冊15丁整版
題籏：原・泰平萬代御三家方御附表紙：原・藍色無地

構成：御三家1～15

Y1201－219－01　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
（1866年）

157×114ミリ3巻3冊221丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：
原・藍色無地

構成：目録（見返し）、万石以上1～又208下ウラ、隠居

井家督208下ウラ～214
印記：三井家編纂室蔵書。

備考＝巻1「大名付」欠。9丁の後に「又九上・下」、131

丁の後に「又百三十一上・下」、208丁の後に「又二百
八ノー・上・下」がある。93丁は重複。前表紙に「共五ノ
ニ」（朱書）と「慶応二年・大成」（下ヶ札）、下小口に「大

久保」（墨書）、後ろ表紙見返しに三井ラベル「B971・
46」。

Y1201－219－02　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　3
慶応2（1866）

157×114ミリ180丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑御役人衆巻之三表紙：
原・藍色無地

構成：合印凡例（見返し）、目録4丁、役人（本丸付）1～

145、略目録（見返し）

刊記：慶応二丙寅年毎月改御書物師出雲寺萬次郎
蔵板。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：巻末に広告がある。6丁の後に「又六」、8丁の後
に「又八」、9丁の後に「又九一～五」、11丁の後に「又

十一ノ六」、17丁の後に「又十七」、19丁の後に「又十
九」、36丁の後に「又ノ三十六」、38丁の後に「又ノ三十

八」、45丁の後に「又四十五」、46丁の後に「又ノ四十

六」、48丁の後に「又四十八」、49丁の前に「四十九
上」、52丁の後に「又五十二」、73丁に「上・中・下」、74

丁の後に「又七十四」、75丁の後に「又七十五・下」、93

丁の後に「又九十三」、108丁の後に「又百八」、113丁

の後にr又百十三」、118丁の後にr又百十八」、122丁
に「上・中・下」、124丁の後に「又百二十四」がある。前

表紙に「共五ノ三」（朱書）、下小口にr大久保」（墨書〉。

役人付Y1201－219－03



〔100〕2．名鑑

に「又九一～五」、11丁の後に「又十一ノー～八」、17
の後にr又十七」、45丁の後にr又四十五」、46丁の後

に「又ノ四十六」、48丁後に「又四十八」、49丁には
「上・下」、73丁に「上・中・下」、74丁の後に「又七十

四」、75丁の後に「又七十五上・下」、76丁の後に「又

七十六一～三・三～六」、113丁の後に「又百十三」、
118丁の後に「又百十八」、122丁に「上・中・下」、124

丁の後に「又百二十四」がある。13～15丁・43～45丁・

50～54丁・89～90丁・93～95丁・97～100丁はそれ
ぞれ1丁、29～41丁・58～62丁はそれぞれ2丁であ
る。

Y1201－220－04　　　　　　　　　　　　役人付

泰平萬代　大成武鑑　4
（1867年）

158×113ミリ19丁整版
題簸：原・泰平萬代大成武鑑西御丸御役人衆巻之四

表紙：原・藍色無地
構成：目録（見返し）、役人（西丸付）1～20

備考：巻1～3と巻4・5とは表紙の色あいが異なる。3～5

丁は1丁である。

Y1201－220－05　　　　　　　　　　　付家老付

泰平萬代　御三家方御附

慶応3（1867）
158×113ミリ1巻1冊150丁整版
題簸：原・泰平萬代御三家方御附表紙：原・藍色無地

構成：御三家付1～15

Y1201－221　　　　　　　　　　　　　大名付

泰平萬代　大成武鑑　2
［慶応3］（1867）

157×113ミリ1巻1冊220丁整版
題籏：原・泰平萬代大成武鑑御大名衆巻之二表紙：

原・藍色無地
構成：目録（見返し）、大名（万石以上）1～又208下ウラ、

隠居井家督又208下ウラ～214
備考：巻1・3・4欠。下小口に「慶応三」（墨書）。9丁の

後に「又九上・下」、131丁の後に「又百三十一上・下」、

208丁の後に「又二百八ノー上・下」がある。109～111

丁は1丁である。

2．名鑑！1．武鑑／2、略武鑑

Y1201－222　　　　　　　　　　　　　役人付

［有司武鑑］

寛延1（1748）

112×162ミリ1巻1冊23丁整版
題籏：なし表紙1後・薄玉子色・無地

構成：役人1～23
刊記：寛延元戊辰歳江戸神田鍛治町壱丁目／燕泉

堂燕屋弥七。
印記1幸堂私印・三井家編纂室蔵書。
備考：前表紙にr寛延元戊辰明治十ニマテ百三十二」
（墨書）、前表紙見返しに「寛延元戊辰明治十ニマテ！百

三十二石田」（墨書）。後ろ表紙見返しに「大正三年六

月九日購求」（朱印）と「寛延元…百三十二年／石田

／安藤」（墨書）。前表紙にr寛延元」（下ヶ札）。『江戸幕

府役職武鑑編年集成』に所収。

Y1201－223　　　　　　　　　　　　　役人付

［有司武鑑］

宝暦2（1752）

109×152ミリ1巻1冊32丁整版
題簾：後・武鑑（墨書）表紙：原・花田色・無地

構成：役人1～33
刊記：宝暦二壬申歳燕泉堂江戸神田鍛治町一丁目
燕屋弥七板。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：前表紙に「寳歴二年」（下ヶ札・貼紙）と見返しに

r御大名御役人附、御老中様方五人若御年寄」（墨
書）、後ろ表紙見返し「宝暦拾弐年午五月／江戸下谷
此主／新黒門町弥助十四目より相調」（墨書）。昭和6
年12月15目寄託。『江戸幕府役職武鑑編年集成』に

所収。

Y1201－224　　　　　　　　　　　大名・役人付

大平略武鑑

宝暦14（1764〉

105×160ミリ1巻1冊18丁整版
題籏二原・大平暑武鑑表紙：原・水色無地
構成：火消し（見返し）、大名1～15オモテ、役人15ウラ～

18
刊記：宝暦十四甲申歳江戸神田鍛冶町一丁目燕屋弥
七板。

Y1201－225　　　　　　　　　　　　　役人付

［袖玉武鑑］

宝暦14（1764）

69×165ミリ1巻1冊55丁整版
題籏：後・宝暦十四年（鉛筆打付）表紙：原・淡黄色無

地

構成：目録1、役人54
刊記：宝暦十四甲申歳毎月改江戸日本橋南萱町目
須原屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。16・43・58丁は2丁づつある。

22・48・57丁は飛丁。44丁の後に1丁、49丁の後に
「三十九」～「四十一」がある。以下、木箱に入る。括り紐

一括（1）上から1番目。上小口に墨書。

Y1201－226　　　　　　　　　　　　　大名付

［袖珍武鑑］

安永7（1778）

72×163ミリ1巻1冊71丁整版
題籏：剥離表紙：原・淡黄色無地

構成：目録1、大名70
刊記：安永七戊戌歳毎月改正江戸日本橋南壷町目

須原屋茂兵衛版。
備考：くくり紐一括（1）の2番目。巻末に広告がある。巻

頭に「いろは順」目録1丁あり。焼損ヵ。

Y1201－227
［袖玉武鑑］

役人付



天明8（1788）

69×160ミリ1巻1冊62丁整版
題簸：後・（袖玉武鑑）（墨書）表紙：原・淡黄色無地

構成：目録1、役人61、千鍾房略目録
刊記二天明八戊申歳毎月改武江日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（1）の3番目。巻末に広告がある。後

ろ表紙に「山本」「○月氏」（墨書）、前表紙に「天明八

年」（貼紙と下ヶ札）。昭和6年11月13目寄託。

Y1201－228　　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天明9（1789）

71×162ミリ1巻1冊65丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人63

刊記：天明九己酉歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（1）の4番目。巻末に広告がある。54

丁には「五十四ノー～九」がある。前表紙に「酉正月廿
五日着」（墨書）と「天明九年」（貼紙）、後ろ表紙に「参

両」（墨書）。昭和9年9月27日寄託。

Y1201－229　　　　　　　　　　大名・役人付
万寿御武鑑

寛政4（1792）

70×163ミリ1巻1冊45丁整版
題籏1原・萬壽御武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：凡例（見返し）大名1～30オモテ、役人30ウラ～46
オモテ

刊記：寛政四壬子歳毎月改暦地本問屋御江戸通油
町鶴屋喜右衛門版。
備考：巻末に広告がある。

Y1201－230　　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

寛政10（1798）

70×163ミリ1巻1冊73丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人71

刊記：寛政十戊午歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（1）の5番目。巻末に広告がある。32

丁の後にr又光二」がある。前表紙にr寛政十年」（貼

紙）。昭和9年9月27目寄託。

Y1201－231　　　　　　　　　　　　　役人付
袖玉武鑑

文化3（1806）

69×166ミリ1巻1冊68丁整版
題籏1原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人1ウラ～67

刊記：文化三丙寅歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

2。名　鑑　2．名鑑！1．武鑑／2．略武鑑　　〔101〕

備考：巻末に広告がある。

Y1201－232　　　　　　　　　　　　　役人付
袖玉武鑑

文化3（1806）

68×164ミリ1巻1冊68丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人1ウラ～67

刊記：文化三丙寅歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。

Y1201－233　　　　　　　　　　　　　役人付
袖玉武鑑

文化4（1807）

70×164ミリ1巻1冊68丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人1ウラ～67

刊記：文化四丁卯歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。

Y1201－234　　　　　　　　　　　　　役人付
袖玉武鑑

文化4（1807）

68×163ミリ1巻1冊69丁整版
題簾：原・袖玉武鑑全表紙1原・淡黄色無地
構成：目録2、役人67

刊記：文化四丁卯歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：くくり紐一括の6番目。巻末に広告がある。55丁
の後に「又五十五」、65丁の後に「又六十五上・下」があ
る。

Y1201－235　　　　　　　　　　　　　役人付
袖玉武鑑

文化5（1808）

69×165ミリ1巻1冊68丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人1ウラ～67

刊記二文化五戊辰歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考＝巻末に広告がある。

Y1201－236　　　　　　　　　　　　　大名付
袖珍武鑑

文化6（1809）

68×168ミリ1巻1冊71丁整版
題簸1原・袖珍武鑑全表紙：原・枯色・無地
構成：目録2、大名69

刊記；文化六己巳歳毎月改江戸目本橋南壼町目
須原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（4）の1番目。巻末に広告がある。前

表紙に「文化六年」（貼紙）。昭和7年12月28目寄託。



屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：15丁破れあり。昭和10年7，月26目寄託。

Y1201－242　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

文政7（1824）

71×166ミリ1巻1冊71丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・枯色・無地

構成：目録2、大名69

刊記：文政七甲申歳毎月改江戸日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（4）の2番目。巻末に広告がある。前

表紙に「文政七年袖珍武鑑」（下ヶ札）。昭和7年9月

19日寄託。

Y1201－243　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文政12（1829〉

71×166ミリ1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地

構成：目録2、役人73
刊記＝文政十二己丑歳毎月改東都目本橋南壼町目
須原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。31丁の後にr又三十一」があ
る。

Y1201－244　　　　　　　　　　　　　役人付
［有司武鑑］

文政13（1830）

70×163ミリ1巻1冊86丁整版
題簸＝後・袖珍有司武鑑（ペン書打付）表紙：後・水色

無地
構成：目録1、役人85

刊記：文政十三庚寅年毎月改横山町二丁目書物地
本問屋岩戸屋喜三郎・四ッ谷塩丁二丁目御書物師唐本

屋清之丞、霊巌島長崎町一丁目御書物師出雲寺冨五
郎。

備考：巻末に広告がある。

Y1201－245　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天保7（1836）

70×165ミリ1巻1冊78丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人1ウラ～77

刊記：天保七丙申歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。

Y1201－246　　　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

天保8（1837）

70×162ミリ1巻1冊70丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全　表紙：原・淡黄色無地

2．名鑑〔102〕

Y1201－237　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文化7（1810）

67×165ミリ1巻1冊69丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地

構成：目録2、役人67
刊記：文化七庚午歳毎月改東都臼本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。55丁の後にr又五十五」があ
る。

Y1201－238　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文化9（1812）

68×165ミリ1巻1冊71丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地

構成：目録2、役人69
刊記：文化九壬申歳毎月改東都日本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。55丁の後に「又五十五」、65

丁の後にr又六十五上・下」がある。

Y1201－239　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文化9（1812）

69×164ミリ1巻1冊71丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地

構成：目録2、役人69
刊記：文化九壬申歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（1）の7番目。巻末に広告がある。4

丁の後に「又四」、12丁の後に「又十二」、17丁の後に
「又十七上・下」がある。前表紙に「文化九年」（貼紙）。

昭和8年12月16日寄託。

Y1201－240　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文化11（1814）

67×165ミリ1巻1冊76丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地

構成：目録2、役人71、薬広告3
刊記：文化十一甲戌歳毎月改東都目本橋南萱町目
須原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。15丁の後に「又十五」、55丁
の後に「又五十五」、60丁の後に「又六十」、65丁の後

に「又六十五上・下」がある。

201－241　　　　　　　　　　大名付・役人付

平懐宝略武鑑
政6（1823）

7×156ミリ1巻1冊19丁整版
簸：原・泰平懐宝略武鑑再板表紙：原・松葉色無

成：江戸図（見返し）、大名15、役人5

記：文政六癸未年毎月改江戸目本橋通壷町目須原

判
泰
文
1
0
題
地
構
刊



構成：目録1、大名1～69
刊記：天保八丁酉歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。69丁に破れあり。

Y1201－247　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天保8（1837）

70×165ミリ1巻1冊79丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙＝原・淡黄色無地
構成：目録2、役人77

刊記1天保八丁酉歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。55丁の後に「又五十五」があ
る。

Y1201－248　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天保9（1838）

71×164ミリ1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙1原・淡黄色無地

構成1目録2、役人74
刊記：天保九戊戌歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。

Y1201－249　　　　　　　　　　大名・役人席付

改正増補万代宝鑑

天保9（1838）

176×59ミリ1巻1冊25丁整版
題簸1原・改正増補萬代寳鑑表紙：原・藍色無地

刊記1天保九戊戌年月改江戸目本橋南壷町目須原
屋茂兵衛板。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。前表紙に「天保九年1萬代宝鑑」（下ヶ札）。

昭和6年9月26日寄託。

Y1201－250　　　　　　　　　　　　　大名付
［袖珍有司武鑑］

天保9（1838）

71×156ミリ1巻1冊83丁整版
題簸：原・袖珍（以下欠）表紙：枯色・無地

構成＝目録2、役人81

刊記：天保九戊戌年毎月改御書物師出雲寺幸次郎
板売弘所江戸馬喰町二丁目南側森屋治兵衛。
印記＝ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：くくり紐一括（5）の上から1番目。巻末に広告があ

る。昭和8年10月11目寄託。

Y1201－251　　　　　　　　　　　　　　大名付
［袖珍武鑑］

天保11（1840）

70×155ミリ1巻1冊70丁整版
題籏：後・（袖珍武鑑）（墨書）表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、大名68

刊記：天保十一庚子歳毎月改目本橋南壷町目須原
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屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（4）の3番目。巻末に広告がある。前

表紙に「天保十一年」（貼紙）、上小口に「本年正月」（墨

書）。昭和8年3月7目寄託。

Y1201－252　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

天保12（1841）

68×159ミリ1巻1冊71丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・枯色・無地

構成：目録2、大名69

刊記1天保十二辛丑歳毎月改江戸日本橋南萱町目
須原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくりひも一括（4）の4番目。巻末に広告がある。

前表紙に「天保十二年」（貼紙）。昭和9年2月3日寄
託。

Y1201－253　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天保12（1841）

70×161ミリ1巻1冊82丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人80

刊記：天保十二辛丑歳毎月改東都目本橋南萱町目
須原屋茂兵衛板。

備考：巻末に広告がある。4丁の後に「又四」、12丁の
後に「又十二」、17丁の後に「又十七上・下」、51丁の

後に「又五十一」がある。前表紙に「天保十二辛丑歳五
月」（墨書）。

Y1201－254　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天保12（1841）

69×159ミリ1巻1冊81丁整版
題簸1原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人79

刊記：天保十二辛丑歳毎月改東都目本橋［　］須
原［　　］。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（2）の上から1番目。巻末に広告があ

る。31丁の前に「又三十一」がある。前表紙に「天保十

二年」（貼紙）。昭和8年3月7目寄託。

Y1201－255　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天保13（1842）

70×158ミリ1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録2、役人85

刊記：天保十三壬寅歳毎月改東都日本橋南壼町目
須原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（2）の2番目。巻末に広告がある。後

ろ表紙に「山下」（墨書）、前表紙に「天保十三年」（貼

紙・下ヶ札）。昭和6年11月13日寄託。
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Y1201－256　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

天保15（1844）

69×159ミリ1巻1冊80丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・淡黄色無地

構成1目録2、役人78
刊記：天保十五甲辰歳毎月改東都目本橋南壼町目
須原屋茂兵衛版。
備考：くくり紐一括（2）の3番目。巻末に広告がある。後

ろ表紙に「天保十四年十二月吉目管田武藤氏」（墨
書）。

Y1201－257　　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

天保15（1844）

69×157ミリ1巻1冊98丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・薄茶色
構成：目録2、役人96

刊記：天保十五甲辰年毎月改江戸馬喰町二丁目御
書物師出雲寺萬次郎板（松栢堂）。

備考＝巻末に広告がある。46丁は欠落。

Y1201－258　　　　　　　　　　　　　大名付

国分宝鑑

［弘化2以降］（1845）

85×182ミリ1巻1冊20丁整版
題籏：原・國分寳鑑全表紙：原・枯色・無地
刊記：天賜園蔵板刷本限一千部・不許翻刻（印）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（7）の20番目。前表紙と後ろ表紙見

返しに三井ラベル「B972・新・49」、前表紙に「国分宝

鑑」（下ヶ札）。昭和6年10月28目寄託。後ろ表紙に
「隠居」（墨書）。

Y1201－259　　　　　　　　　　　　　　　大名付

大成分要万世武鑑
弓ムイヒ3（1846）

91×131ミリ1巻1冊89丁整版
題簸：原・大成分要萬世武鑑全表紙：原・藍色無地

構成：目録・凡例1、大名88
刊記：弘化三丙午年毎月改江戸横山町壷丁目角御書
物師出雲寺萬次郎板（松栢堂）。

備考：巻末に広告がある。

Y1201－260　　　　　　　　　　　　　役人付
［袖玉武鑑］

弓ムイヒ4（1847）

71×160ミリ1巻1冊80丁整版
題簸：後・袖玉武鑑（墨書）表紙：後・丁字引き

構成：目録2、役人78

刊記1弘化四丁未歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（2）の4番目。巻末に広告がある。上

小口にr七兵衛」（墨書）。書入あり。前表紙にr弘化四

年」（貼紙）。昭和7年9，月19目寄託。

Y1201－261　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍有司武鑑

弘化4（1847）

68×160ミリ1巻1冊93丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙＝原・黄色・無地

構成＝目録3、役人90

刊記：弘化四丁未年毎月改御書物師江戸横山町萱
町目出雲寺萬次郎板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝くくり紐一括（5）の2番目。巻末に広告がある。後

ろ表紙に「弘化四乙未歳初春／平井氏／所蔵」（墨書）、前

表紙に「弘化四年」（貼紙）。昭和10年7月13目寄託。

Y1201－262　　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑
嘉永2（1849），

69×163ミリ1巻1冊95丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人93

刊記：嘉永二己酉年毎月改江戸横山町壼丁目御書
物師出雲寺萬次郎板（松栢堂）。

備考：巻末に広告がある。26丁の後に「又二十六」、34
丁の後に「又三十四」、37丁の後に「又三十七」がある。

Y1201－263　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

嘉永3（1850）

73×158ミリ1巻1冊80丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成＝目録2、役人78

刊記：嘉永三年庚戌歳毎月改東都目本橋南萱町目
須原屋茂兵衛版。
印記：□に元／宮城・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（2）の5番目。巻末に広告がある。5

丁の後に「又五」がある。書入あり。前表紙にr嘉永三
年」（貼紙・下ヶ札）。昭和6年7月6目寄託。

Y1201－264　　　　　　　　　　　　　大名付
［袖珍有司武鑑］

嘉永3（1850）

69×159ミリ1巻1冊93丁整版
題籏：後・有司（鉛筆）袖珍武鑑（墨書）表紙：原・黄

色・無地

構成：目録3、役人90

刊記：嘉永三庚戌年毎月改御書物師江戸横山町壷
町目出雲寺萬次郎板。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（5）の3番目。巻末に広告がある。後

ろ表紙にr嘉永三戌年／二月吉目！田邊」（墨書）、前表紙

にr嘉永三年／袖珍武鑑」（下ヶ札）。昭和7年8月5日
寄託。

Y1201－265

袖珍有司武鑑

役人付



嘉永3（1850）

68×161ミリ1巻1冊92丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙1原・黄色無地
構成：目録2、役人3ウラ～93

刊記：嘉永三庚戌年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板（松栢堂）。
備考：巻末に広告がある。

Y1201－266　　　　　　　　　　　　　大名付
［袖珍武鑑］

嘉永4（1851）

72×159ミリ1巻1冊71丁整版
題籏：後・袖玉武鑑（墨書〉表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、大名69

刊記1嘉永四辛亥歳毎月改江戸目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1くくり紐一括（4）の5番目。巻末に広告がある。前

表紙に「嘉永四年」（貼紙・下ヶ札）。昭和6年10月28
目寄託。

Y1201－267
［袖玉武鑑］

嘉永5（1852）

74×159ミリ1巻1冊81丁整版

役人付

題簸：後・袖玉武鑑（墨書）表紙：原・黄色・無地

構成1目録2、役人79
刊記1嘉永五壬子歳毎月改東都日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（2）の6番目。巻末に広告がある。61

丁の後に「又六十一」がある。前表紙に「御役人附」（墨

書）と「嘉永五年」（貼紙）。昭和10年7月13日寄託。

Y1201－268

大成分要万世武鑑

嘉永5（1852）

69×159ミリ1巻1冊83丁整版

大名付

題籏：原・大成分要萬世武鑑全表紙：原・藍色・無地
構成：目録2、大名81

刊記：嘉永五壬子年毎月改江戸横山町萱丁目角御
書物師出雲寺萬次郎板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（6〉の4番目。巻末に広告がある。9

～11丁切り取られて欠。昭和7年12月20目寄託。

Y1201－269　　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

嘉永7（1854）

70×162ミリ1巻1冊81丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色・無地
構成：目録2、役人79

刊記：嘉永七甲寅歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（2）の7番目。巻末に広告がある。22
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丁の後に「又二十二」がある。後ろ表紙に「山本」（墨書）、

前表紙にr嘉永七年」（貼紙・下ヶ札）。昭和6年11月
13日寄託。

Y1201－270　　　　　　　　　　　　　大名付
袖珍有司武鑑

安政2（1855）

71×161ミリ1巻1冊89丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色・無地
構成＝目録3、役人86

刊記1安政二己卯年毎月改御書物師江戸横山町壼
町目出雲寺萬次郎板。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：くくり紐一括（5）の4番目。巻末に広告がある。13

丁の後に「又十三」、70丁の後に「又七十」がある。前表

紙に「安政二年」（貼紙）、後ろ表紙に「奥村氏」（墨書）。

昭和8年12月8目寄託。

Y1201－271　　　　　　　　　　大名・役人席付

改正増補万代宝鑑

安政3（1856）

174×59ミリ1巻1冊20丁整版
題簸：原・改正増補萬代寳鑑表紙：原・藍色無地

刊記：安政三丙辰年月改江戸目本橋南壼町目須原
屋茂兵衛板。

印記：□□年安・まるウサギ。

備考：折本。昭和14年。

Y1201－272　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政3（1856）

70×162ミリ1巻1冊81丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙1原・黄色・無地
構成：目録2、役人79

刊記：安政三丙辰歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。

備考：くくり紐一括（2）の8番目。巻末に広告がある。40

丁の後にr又四十」がある。前表紙にr安政三」（下ヶ
札）。

Y1201－273　　　　　　　　　　　　　大名付
［袖珍有司武鑑］

安政3（1856）

71×162ミリ1巻1冊89丁整版
題籏：後・袖珍有司武鑑（墨書）表紙：原・黄色・無地

構成：目録3、役人86

刊記：安政三丙辰年毎月改御書物師江戸横山町壷
町目出雲寺萬次郎板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（5）の5番目。巻末に広告がある。13

丁の後に「又十三」、70丁の後に「又七十」がある。後ろ

表紙に「目記処」（墨書）。前表紙に「安政三年」（貼紙）

と「安政三年／有司／武鑑」（下ヶ札）。昭和6年10月28
日寄託。

Y1201－274

袖珍武鑑

大名付



十八」がある。前表紙にr安政五午年六月」（貼紙）。

Y1201－278（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

1巻1冊84丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人82

刊記：安政五戊午歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。58丁の後に「又五十八ノー～
四」がある。前表紙にr安政五午年七月」（貼紙）。

Y1201－278（3）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

1巻1冊85丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人83

刊記：安政五戊午歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。58丁の後に「又五十八ノー～

四」、60丁の後にr又六十」がある。前表紙にr午八月」
（墨書）。

Y1201－278（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

1巻1冊85丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人83

刊記：安政五戊午歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。58丁の後に「又五十八ノー～
四」、60丁の後に「又六十」がある。前表紙に「午九月」
（墨書）。

Y1201－278（5）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

1巻1冊81丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人80

刊記：安政五戊午歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻宋に広告がある。60丁の後に「又六十」がある。
前表紙に「午十月」（墨書）。

Y1201－279　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

71×164ミリ1巻1冊81丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人80

刊記：安政五戊午歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
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安政4（1857）

69×158ミリ1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色・無地
構成：目録2、大名72

刊記：安政四丁巳歳毎月改江戸日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（4）の6番目。巻末に広告がある。前

表紙に「安政四年」（貼紙・下ヶ札）。昭和7年4月8目
寄託。

Y1201－275　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政4（1857）

70×165ミリ1巻1冊81丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、役人79

刊記：安政四丁巳歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝くくり紐一括（2）の9番目。巻末に広告がある。前

表紙に「安政四年」（貼紙・下ヶ札）、後ろ表紙に「山本」

（墨書）。昭和6年11月13日寄託。

Y1201－276　　　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

安政5（1858）

70×161ミリ1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、大名73

刊記：安政五戊午歳毎月改江戸日本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（4）の7番目。巻末に広告がある。前

表紙に「安政五年袖珍武鑑」（下ヶ札）。昭和7年10
月3目寄託。

Y1201－277　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

71×163ミリ1巻1冊85丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙＝原・黄色無地
構成：目録2、役人83

刊記：安政五戊午歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。58丁の後に「又五十八ノー～

四」、60丁の後にr又六十」がある。

Y1201－278（1）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

70×162ミリ1巻1冊80丁整版
題簸＝原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人79
刊記：安政五戊午歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：5冊合綴。巻末に広告がある。58丁の後にr又五
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袖玉武鑑

安政7（1860）

70×163ミリ1巻1冊83丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成1目録2、役人1ウラ～82
刊記：安政七庚申歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：3冊合綴。巻末に広告がある。前表紙にr安政七
庚申正月」（墨書）。

Y1201－284（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政7（1860）

1巻1冊83丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人1ウラ～82

刊記：安政七庚申歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。前表紙にr二月」（墨書）。

Y1201－284（3）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

万延1（1860）

1巻1冊84丁整版
題籏；原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人82

刊記：万延元庚申歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考＝巻末に広告がある。18丁の後にr又十八」がある。

前表紙にr万延元庚申十二月」（墨書）。

Y1201－285　　　　　　　　　　　　　役人付
袖玉武鑑

万延1（1860）

71×164ミリ1巻1冊83丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色・無地
構成：目録2、役人81

刊記：万延元庚申歳毎月改東都日本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（3）上から1番目。巻末に広告がある。

28丁の後に「又廿八」、33丁の後に「又三十三」、58丁
の後に「又五十八」、66丁の後に「又六十六」がある。後

ろ表紙にr平井氏」（墨書）。前表紙にr万延元年」（貼

紙）。昭和10年7月13目寄託。

Y1201－386（1）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

万延2（1861）

71×162ミリ1巻1冊84丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人82

刊記：万延二辛酉歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：8冊合綴。巻末に広告がある。18丁の後にr又十
八」がある。前表紙に「万延二酉正月」（墨書）。合印印
あり。

備考：巻末に広告がある。60丁の後に「又六十」がある。
前表紙に「午十一月」（墨書）。

Y1201－280　　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

安政5（1858）

70×161ミリ1巻1冊80丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色・無地

構成1目録2、役人78
刊記：安政五戊午歳毎月改1　】目本橋南壼町目
［　　　　1衛版。
印記＝ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：くくり紐一括（2）の10番目。巻末に広告がある。

13丁の後に「又十三」がある。前表紙に「安政五年」（貼

紙）、後ろ表紙に「中山氏」（墨書）。昭和7年12月20
目寄託。

1201－281　　　　　　　　　　　大名・役人付

1平懐宝略武鑑
…政5（1858）

）6×156ミリ1巻1冊19丁整版
1簸：原・泰平懐宝略武鑑再板表紙：原・松葉色無

Y1201－282　　　　　　　　　　　　　大名付
袖珍有司武鑑

安政5（1858）

71×162ミリ1巻1冊92丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色・無地
構成：目録3、役人89

刊記：安政五戊午年毎月改御書物師江戸横山町壼
町目出雲寺萬次郎板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（5）の6番目。巻末に広告がある。31

丁の後に「又三十一」、32丁の後に「又三十二」がある。

後ろ表紙にr山本」（墨書）、前表紙にr安政五年」（貼

紙・下ヶ札）。昭和6年11月13目寄託。

Y1201－283　　　　　　　　　　　　　役人付
袖玉武鑑

安政6（1859）

70×162ミリ1巻1冊84丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・色・無地
構成：目録2、役人82

刊記：安政六己未歳毎月改東都日本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（2）の11番目。巻末に広告がある。

前表紙にr安政六年」（貼紙）。昭和10年7月13日寄託。

役人付Y1201－284（1）



Y1201－286（7）　　　　　　　　　　　、役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

1巻1冊86丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人84
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都目本橋南章町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八」、38丁の
後に「又三十八」、46丁の後に「又四十六」がある。前表

紙に「八月分」（墨書）。合印印あり。

Y1201－286（8）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人85
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八」、38丁の
後にr又三十八」、41丁の後にr又四十一」、46丁の後
にr又四十六」がある。前表紙にr十月分」（墨書）。合印

印あり。

Y1204－287（1）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

71×163ミリ4巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙；原・黄色無地

構成：目録2、役人85
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都日本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：3冊合綴。巻末に広告がある。8丁の後に「又八」

38丁の後に「又三十八」、41丁の後に「又四十一」、46

丁の後に「又四十六」がある。前表紙に「九月分」（墨

書）。合印印あり。

Y1201－287（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

69×164ミリ1巻1冊87丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人85
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八」、38丁の
後に「又三十八」、41丁の後に「又四十一」、46丁の後
に「又四十六」がある。前表紙に「十一月分」（墨書）。

Y1201－287（3）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

70×163ミリ1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人85
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Y1201－286（2）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

万延2（1861）

1巻1冊83丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人81
刊記：万延二辛酉歳毎月改東都日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙にr二月」（墨書）。合

印印あり。

Y1201－286（3）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

1巻1冊84丁整版－
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人82
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都日本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。35丁の後に「又三十五」があ
る。前表紙に「酉三月」（墨書）。合印印あり。

Y1201－286（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

1巻1冊83『丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人81
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都日本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「四月」（墨書）。合

印印あり。

Y1201－286（5）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

1巻1冊83丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人81
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「五月」（墨書）。合

印印あり。

Y1201－286（6）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久1（1861）

1巻1冊83丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成＝目録2、役人81
刊記：文久元辛酉歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「六月」（墨書）。合

印印あり。
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文久2（1862）

1巻1冊90丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人88

刊記：文久二壬戌歳毎月改東都日本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。28丁の後に「又廿八」、33丁

の後に「又三十三」、58丁の後に「又五十八」、66丁の
後に「又六十六」がある。前表紙に「閏八月」（墨書）、合

印印あり。

Y1201－290　　　　　　　　　　　　　　役人付
［袖玉武鑑］

文久2（1862）

69×162ミリ1巻1冊90丁整版
題簸：後・（袖玉武鑑）（墨書）表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、役人88

刊記：文久二壬戌歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1くくり紐一括（3）の2番目。巻末に広告がある。7

丁の後に「又七」、14丁の後に「又十四」、24丁の後に

「又廿四」、34丁の後に「又三十四」、37丁の後に「又

三十七」がある。前表紙にr文久二年」（貼紙）。昭和7

年12月20目寄託。

Y1201－291　　　　　　　　　　　　　大名付
［袖珍武鑑］

文久3（1863）

70×162ミリ1巻1冊74丁整版
題簸：後・袖珍武鑑（墨書）表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、大名72

刊記：文久三癸亥歳毎月改江戸目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：くくり紐一括（4）の8番目。巻末に広告がある。前

表紙に「文久三年」（貼紙）。昭和8年4月12目寄託。

Y1201－292（1）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

71×162ミリ1巻1冊86丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成＝目録2、役人84

刊記：文久三癸亥歳毎月改東都日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：8冊合綴。巻末に広告がある。8丁の後に「又八ノ

上・下」、15丁の後に「又十五」がある。前表紙に「文久

三癸亥年五月」「五月」（墨書）。

Y1201－292（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

1巻1冊86丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人84

刊記：文久三癸亥歳毎月改東都目本橋南壼町目　須

刊記：文久元辛酉歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。65丁の後に「又六十五」があ
る。前表紙に「十二月分」（墨書）。

Y1201－288　　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍有司武鑑

文久1（1861）

71×159ミリ1巻1冊91丁整版
題簸＝原・袖珍有司武鑑表紙：原・黄色・無地

構成：目録3、役人88

刊記：文久元辛酉年毎月改御書物師江戸横山町壷
町目出雲寺萬次郎板。
備考：くくり紐一括（5）7番目。巻末に広告がある。23丁

の後に「又二十三」がある。

Y1201－289（1）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久2（1862）

71×162ミリ1巻1冊88丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人86

刊記：文久二壬戌歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。

備考：4冊合綴。巻末に広告がある。33丁の後に「又三
十三」、58丁の後に「又五十八」がある。前表紙に「文久
二壬戌正月」（墨書）。

Y1201－289（2）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久2（1862）

1巻1冊90丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人88

刊記＝文久二壬戌歳毎月改東都日本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。28丁の後に「又廿八」、33丁

の後に「又三十三」、58丁の後に「又五十八」、66丁の
後に「又六十六」がある。前表紙に「七月」（墨書）。合印

墨書あり。

Y1201－289（3）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久2（1862）

1巻1冊90丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人88

刊記：文久二壬戌歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。

備考1巻末に広告がある。28丁の後に「又廿八」、33丁
の後に「又三十三」、58丁の後に「又五十八」、66丁の
後に「又六十六」がある。前表紙に「八月」（墨書）。合印
印あり。

役人付Y1201－289（4）

袖玉武鑑



袖玉武鑑

文久3（1863）

1巻1冊89丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人87
刊記：文久三癸亥歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。2丁の後に「又二」、8丁の後

に「又八ノ上・下」、15丁の後に「又十五」、35丁の後に

「又三十五」、64丁の後に「又六十四」がある。前表紙に

r亥年十一月」（墨書）。

Y1201－292（8）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

1巻1冊89丁整版
題簸＝原・袖玉武鑑全表紙＝原・黄色無地

構成：目録2、役人87
刊記：文久三癸亥歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。2丁の後にr又二」、8丁の後
に「又八ノ上・下」、15丁の後に「又十五」、35丁の後に

「又三十五」、64丁の後に「又六十四」がある。前表紙に

「十二月」（墨書）、合印印あり。

Y1201－293　　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

72×163ミリ1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人85
刊記：文久三癸亥歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八ノ上・下」、11

丁の後に「又十一」、15丁の後に「又十五jがある。

Y1201－294（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

文久4（1864）

70×163ミリ1巻1冊75丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名1～又73
刊記：文久四甲子歳毎月改江戸目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：5冊合綴。巻末に広告がある。73丁の後に「又七
十三」がある。前表紙にr文久四甲子年正月改」（墨
書）。

Y1201－294（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久4（1864）

1巻1冊90丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人88
刊記：文久四甲子歳毎月改東都目本橋南登町目須
原屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。2丁の後に「又二」、8丁の後

2．名鑑〔110〕

原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八ノ上・下」、15
丁の後に「又十五」がある。前表紙に「亥六月」（墨書）。

Y1201－292（3）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人85
刊記：文久三癸亥歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八ノ上・下」、

15丁の後に「又十五」、35丁の後に「又三十五」がある。

前表紙にr文久三癸亥七月」（墨書）、後ろ表紙にr首銅
軒」（墨書）。

Y1201－292（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

1巻1冊88丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人86
刊記：文久三癸亥歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八ノ上・下』、

15丁の後に「又十五」、35丁の後に「又三十五」、64丁

の後にr又六十四」がある。前表紙にr文久三癸亥八
月」（墨書）、合印印あり。

Y1201－292（5）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

1巻1冊88丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人86
刊記：文久三癸亥歳毎月改』東都日本橋南萱町目　須

原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八ノ上・下」、

15丁の後に「又十五」、35丁の後に「又三十五」、64丁
の後に「又六十四」がある。前表紙に「亥年九月」（墨

書）、合印印あり。

Y1201－292（6）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久3（1863）

1巻1冊88丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人86
刊記：文久三癸亥歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。8丁の後に「又八ノ上・下j、

15丁の後に「又十五」、35丁の後に「又三十五」、64丁
の後に「又六十四」がある。前表紙に「亥年十月」（墨

書）、合印印あり。

役人付Y1201－292（7）
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構成：目録1、大名1～又73

刊記：元治元甲子歳毎月改江戸目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。8丁（前田家部分）切り抜き。

前表紙にr元治元甲子年三月」（墨書）。

Y1201－297（1）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

70×164ミリ1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人85

刊記＝元治元甲子歳毎月改東都目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考＝4冊合綴。巻末に広告がある。34丁の後に「又三
十四」がある。前表紙に「甲子年四月」（墨書）、合印印
あり。

Y1201－297（2）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人85

刊記：元治元甲子歳毎月改東都日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。34丁の後にr又三十四」があ
る。前表紙に「甲子五月」（墨書）。

Y1201－297（3）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

1巻1冊87丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人85

刊記：元治元甲子歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。34丁の後に「又三十四」があ
る。前表紙に「甲子六月」（墨書）。

Y1201－297（4）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治1（1864）

1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名1～又73
刊記：元治元甲子歳毎月改江戸目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。73丁の後に「又七十三」があ
る。前表紙にr甲子六月」（墨書）。

Y1201－298（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治1（1864）

71×163ミリ1巻1冊75丁整版
題簸1原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

に「又八ノ上・下」、15丁の後に「又十五」、31丁の後に

「又三十一」、35丁の後に「又三十五j、64丁の後に「又

六十四」がある。前表紙にr文久四甲子年正月」（墨書）。

Y1201－294（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

文久4（1864）

1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成＝目録1、大名1～又73
刊記：文久四甲子歳毎月改江戸目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。73丁の後に「又七十三」があ
る。前表紙に「文久四甲子年二月」（墨書）。

Y1201－294（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

文久4（1864）

1巻1冊［90丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人88

刊記：文久四甲子歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。2丁の後にr又二」、8丁の後
に「又八ノ上・下」、15丁の後に「又十五」、31丁の後に

「又三十一」、35丁の後に「又三十五」、64丁の後に
「又六十四」がある。前表紙に「甲子年二月」（墨書）。

Y1201－294（5）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

1巻1冊90丁整版
題籏＝原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人88

刊記：元治元甲子歳毎月改東都日本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。2丁の後に「又二」、8丁の後
に「又八ノ上・下」、15丁の後に「又十五」、31丁の後に

「又三十一j、35丁の後に「又三十五」、64丁の後に
「又六十四」がある。前表紙に「元治元甲子年三月」（墨
書）。

Y1201－295　　　　　　　　　　大名・役人席付

改正増補万代宝鑑

文久4（1864）

177×60ミリ1巻1冊25丁整版
題簸＝原・改正増補萬代寳鑑表紙：原・藍色無地

刊記：文久四甲子年月改江戸目本橋南萱町目須原
屋茂兵衛板。
備考：折本。

Y1201－296　　　　　　　　　　　　　大名付
袖珍武鑑

元治1（1864）

72×162ミリ1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地



構成：目録2、役人86
刊記：元治元甲子歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。34丁の後に「又三十四」、37
丁の後に「又三十七」がある。前表紙に「甲子九月」（墨

書）。

Y1201－299（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治1（1864）

71×163ミリ1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名1～又73
刊記：元治元甲子歳毎月改江戸日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：6冊合綴。巻末に広告がある。73丁の後に「又七
十三」がある。前表紙に「子十月」（墨書）。

Y1201－299（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

1巻1冊91丁整版
題簸；原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人89
刊記：元治元甲子歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。7丁の後に「又七」、14丁の
後に「又十四」、24丁の後に「又廿四」、34丁の後に「又

三十四」、37丁の後に「又三十七」がある。前表紙に「子

十月」（墨書）。

Y1201－299（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治1（1864）

1巻1冊75丁整版
題簸＝原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成＝目録1、大名1～又73
刊記：元治元甲子歳毎月改江戸目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。73丁の後に「又七十三」があ

る。前表紙に「子十一月」（墨書）。

Y1201－299（4）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

1巻1冊91丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人89
刊記：元治元甲子歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。7丁の後に「又七」、14丁の
後にr又十四」、24丁の後にr又廿四」、34丁の後にr又
三十四」、37丁の後に「又三十七」がある。前表紙に「子

十一月」（墨書）。

大名付Y1201－299（5）

袖珍武鑑

〔112〕2．名鑑

構成：目録1、大名1～又73
刊記＝元治元甲子歳毎月改江戸日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：6冊合綴。巻末に広告がある。73丁の後に「又七
十三」がある。前表紙にr甲子七月」（墨書）。

Y1201－298（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

1巻1冊86丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人1ウラ～85
刊記：元治元甲子歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「甲子七月」（墨
書）。

Y1201－298（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治1（1864）

1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙＝原・黄色無地

構成：目録1、大名1～又73
刊記＝元治元甲子歳毎月改江戸日本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。73丁の後に「又七十三」があ

る。前表紙に「元治元甲子年八月」（墨書）。

Y1201－298（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

元治1（1864）

1巻1冊88丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人86
刊記：元治元甲子歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。34丁の後にr又三十四」、37
丁の後に「又三十七」がある。前表紙に「元治元甲子年

八月」（墨書）。

Y120乍298（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治1（1864）

1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名1～又73
刊記：元治元甲子歳毎月改江戸目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。73丁の後に「又七十三」があ

る。前表紙にr子九月」（墨書）。
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Y1201－301（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治2（1865）

1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙＝原・黄色無地
構成：目録1、大名1～又73
刊記：元治二乙丑歳毎月改江戸日本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。73丁の後に「又七十三」があ
る。前表紙に「丑年二月」（墨書）。

Y1201－301（4）　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

元治2（1865）

1巻1冊95丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙＝原・黄色無地
構成：目録2、役人93

刊記：元治二乙丑年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考＝巻末に広告がある。11丁の後にr又十一」、36丁
の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十

七」、69丁の後に「又六十九」がある。前表紙に「丑年二
月」（墨書）。

Y1201－301（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治2（1865）

1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名75

刊記：元治二乙丑歳毎月改江戸目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73

丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑三月」（墨
書）。

Y1201－301（6）　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

元治2（1865）

1巻1冊96丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人94

刊記＝元治二乙丑年毎月改江戸横山町壼丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁

の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十

七」がある。55・85丁は重複する。前表紙に「丑三月」
（墨書）。

Y1201－302（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

69×162ミリ1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名75

刊記：慶応元乙丑歳毎月改江戸日本橋南萱町目　須

元治1（1864）

1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙＝原・黄色無地

構成：目録1、大名1～又73
刊記：元治元甲子歳毎月改江戸日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。73丁の後に「又七十三」があ
る。前表紙に「十二月」（墨書）。

Y1201－299（6）　　　　　　　　　　　　役人付
［袖玉武鑑］

元治1（1864）

1巻1冊91丁整版
題簸：後・袖玉武鑑（打付墨書）表紙＝原・黄色無地

構成：目録2、役人89

刊記：元治元甲子歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。7丁の後に「又七」、14丁の
後にr又十四」、24丁の後にr又廿四」、34丁の後にr又
三十四」、37丁の後に「又三十七」がある。前表紙に「元

治元甲子年十二月袖玉武鑑」（墨書）。

Y1201－300　　　　　　　　　　　　　　役人付
［袖玉武鑑］

元治1（1864）

69×160ミリ1巻1冊91丁整版
題簸：剥離表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、役人89

刊記：元治元甲子歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：くくり紐一括（3）の3番目。巻末に広告がある。前
表紙にr元治元」（下ヶ札）。

Y1201－301（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

元治2（1865）

80×172ミリ1巻1冊75丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙＝原・黄色無地
構成：目録1、大名1～又73
刊記1元治二乙丑歳毎月改江戸日本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：6冊合綴。巻末に広告がある。73丁の後に「又七
十三」がある。前表紙に「元治二乙丑年正月」（墨書）。

Y1201－301（2〉　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

元治2（1865）

1巻1冊95丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙1原・黄色無地
構成：目録2、役人93

刊記：元治二乙丑年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後にr又十一」、36丁
の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十

七」、69丁の後に「又六十九」がある。前表紙に「元治二
乙丑年正月」（墨書）。



慶応1（1865）

1巻1冊94丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記：慶応元乙丑年毎月改江戸横山町壼丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁
の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十
七」がある。前表紙に「閏五月」（墨書）。

Y1201－302（7）　　　　　　　　　　　　大名付

［袖珍武鑑］

慶応1（1865）

1巻1冊76丁整版
題籏1後・袖珍武鑑（打付墨書）表紙＝原・黄色無地

構成：目録1、大名75
刊記：慶応元乙丑歳毎月改江戸目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73
丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「六月」（墨書）、

朱書書入れあり。

Y1201－302（8）　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊94丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記＝慶応元乙丑年毎月改江戸横山町壼丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁

の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十
七」がある。前表紙にr六月分」（墨書）。

Y1201－303（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

70×162ミリ1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名75
刊記：慶応元乙丑歳毎月改江戸目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：6冊合綴。巻末に広告がある。27丁の後に「又二
十七」、73丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑七

月」（墨書）。

Y1201－303（2）　，，　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊94丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記：慶応元乙丑年毎月改畠江戸横山町壼丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁
の後に「又三十六・又三十六下」、47．丁の後に「又四十
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原屋茂兵衛版。
備考：8冊合綴。巻末に広告がある。27丁の後に「又二
十七」、73丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑四

月」（墨書）。

Y1201－302（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊94丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記：慶応元乙丑年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁
の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十
七」がある。前表紙に「四月」（墨書）。

Y1201－302（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊78丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名77
刊記：慶応元乙丑歳毎月改江戸日本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。21・46丁は重複。27丁の後
に「又二十七」、73丁の後に「又七十三」がある。前表紙

に「慶応元乙丑改／五月」（朱・墨書）。

Y1201－302（4）1　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊94丁整版
題簸二原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記：慶応元乙丑年毎月改江戸横山町壼丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後にr又十一」、36丁
の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十

七」がある。前表紙にr慶応元乙丑改／五月」（朱・墨
書）。

Y1201－302（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊76丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成1目録1、大名75
刊記＝慶応元乙丑歳毎月改江戸目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七j、73
丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「閏五月」（墨
書）。

役人付Y1201－302（6）

袖珍有司武鑑
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備考：6冊合綴。巻末に広告がある。27丁の後に「又二
十七」、73丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑十
月」（墨書）。

Y1201。304（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊93丁整版
題籏＝原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人91

刊記1慶応元乙丑歳毎月改東都目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。38丁の後に「又三十八」があ
る。前表紙に「丑十月」（墨書）。

Y1201－304（3）　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名75

刊記＝慶応元乙丑歳毎月改江戸日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。

備考1巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73
丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑十一月分」
（墨書）。

Y1201－304（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊93丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成＝目録2、役人91

刊記：慶応元乙丑歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。38丁の後に「又三十八」があ
る。前表紙に「丑十一月」（墨書）。

Y1201－304（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名75

刊記：慶応元乙丑歳毎月改江戸目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考＝巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73

丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑十二月分」
（墨書）。

Y1201－304（6）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人91

七」がある。前表紙に「丑七月」（墨書）。

Y1201－303（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊76丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名75

刊記；慶応元乙丑歳毎月改江戸目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考＝巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73

丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑八月」（墨
書）。

Y1201－303（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊94丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙＝原・黄色無地

構成1目録2、役人92
刊記：慶応元乙丑年毎月改江戸横山町壷丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁

の後に「又三十六・又三十六下」、47丁の後に「又四十
七」がある。前表紙に「丑八月」（墨書）。

Y1201－303（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊76丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名75

刊記：慶応元乙丑歳毎月改江戸目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73

丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「丑九月」（墨
書）。

Y1201－303（6）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応1（1865）

1巻1冊92丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人1ウラ～91

刊記：慶応元乙丑歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。前表紙に「丑九月」（墨書）。

Y1201－304（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応1（1865）

70×161ミリ1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名75

刊記：慶応元乙丑歳毎月改江戸目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。



構成：目録1、大名75
刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73
丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「とら三月」（墨

書）。

Y1201－305（6）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊93丁整版
題姦：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人91
刊記＝慶応二丙寅歳毎月改東都日本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考1巻末に広告がある。38丁の後に「又三十八」があ
る。前表紙に「とら三月」（墨書）。

Y1201－306（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

70×163ミリ1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名75
刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：6冊合綴。巻末に広告がある。27丁の後に「又二
十七」、73丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「寅四

月」（墨書）。

Y1201。306（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊94丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記：慶応二丙寅年毎月改江戸横山町壷丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後にr又十一」・36丁
の後に「又三十六・下」、47丁の後に「又四十七」がある。

前表紙に「寅初夏」（墨書）。

Y1201－306（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名1～73
刊記＝慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙にr寅五月」（墨書）。

役人付Y1201－306（4）

袖珍有司武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊96丁整版
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刊記＝慶応元乙丑歳毎月改東都目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。38丁の後に「又三十八」があ

る。前表紙に「丑十二月分」（墨書）。

Y1201－305（1）　　　　　　　　　　　役人付

［袖玉武鑑］

慶応2（1866）

71×162ミリ1巻1冊93丁整版
題簸：剥離表紙：原・黄色無地

構成二目録2、役人91
刊記：慶応二丙寅歳毎月改東都日本橋南壷町目　須

原屋茂兵衛版。
備考：6冊合綴。巻末に広告がある。38丁の後に「又三
十八」がある。前表紙に「慶応二寅正月」（墨書）。

Y1201－305（2）　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊76丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名75
刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南萱町目　須

原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。27丁の後に「又二十七」、73
丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「慶応二寅正

月」（墨書）。合印と墨書。

Y1201－305（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊76丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名75
刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考，巻末に広告がある。27丁の後にr又二十七」、73

丁の後に「又七十三」がある。前表紙に「寅二月」（墨

書）。

Y1201－305（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人91
刊記：慶応二丙寅歳毎月改東都目本橋南萱町目　須

原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。38丁の後に「又三十八」があ

る。前表紙に「寅二月」（墨書）。

Y4201－305（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊76丁整版
題簸1原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地



〔117〕2．名鑑2．名鑑！1．武鑑12．略武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙1原・黄色無地
構成：目録1、大名1～73

刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考1巻末に広告がある。前表紙に「寅八月」（墨書）。

Y1201－307（4）　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊96丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人94

刊記：慶応二丙寅年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁

の後に「又三十六・下」、47丁の後に「又四十七」、「又

又四十七上・下」がある。前表紙に「寅八月」（墨書）。

Y1201－307（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名1～73

刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南壼町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「寅九月」（墨書）。

Y1201－307（6）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊94丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成1目録2、役人92
刊記：慶応二丙寅歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。37丁の後に「又三十七」、38

丁の後に「又三十八」がある。前表紙に「寅九月」（墨
書）。

Y1201。308（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

71×161ミリ1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名1～73

刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸日本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：6冊合綴。巻末に広告がある。前表紙にr寅十月」
（墨書）。

役人付Y1201－308（2）

袖玉武鑑

慶応2（1866）

題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人94

刊記：慶応二丙寅年毎月改江戸横山町壷丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁

の後に「又三十六・下」、47丁の後に「又四十七」「又又

四十七」があり、さらにプラス1丁がある。前表紙に「寅五
月」（墨書）。

Y1201－306（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名1～73
刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙にr寅六月」（墨書）。

Y1201－306（6）　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊96丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地

構成1目録2、役人94
刊記：慶応二丙寅年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、36丁
の後に「又三十六・下」、47丁の後に「又四十七」「又又

四十七上・下」がある。前表紙にr寅六月」（墨書）。

Y1201－307（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

70×160ミリ1巻1冊74丁整版
題簸1原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名1～73

刊記：慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：6冊合綴。巻末に広告がある。前表紙に「寅七月」
（墨書）。

Y1201－307（2）　　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊96丁整版
題籏：原・袖珍有司武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人94

刊記1慶応二丙寅年毎月改江戸横山町壼丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後にr又十一」、36丁
の後に「又三十六・下」、47丁の後に「又四十七」「又又

四十七上・下」がある。前表紙に「寅七月」（墨書）。

大名付Y1201－307（3

袖珍武鑑



袖玉武鑑

慶応2（1866）

71×163ミリ1巻1冊93丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、役人91

刊記：慶応二丙寅歳毎月改東都目本橋南登町国　須
原屋茂兵衛版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（3）の4番目。巻末に広告がある。38

丁の後に「又三十八」がある。前表紙に「慶応二年」（貼

紙）。昭和8年3月7目寄託。

Y1201－310（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

71×159ミリ1巻1冊74丁整版
題簸1原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名1～73
刊記：慶応三丁卯歳毎月改江戸目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：6冊合綴。巻末に広告がある。前表紙に「慶応三
丁卯年正月」（墨書）。合印印あり。

Y1201－310（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊94丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記1慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。37丁の後に「又三十七」、45

丁の後にr又四十五」がある。前表紙にr卯正月」（墨
書）。合印印あり。

Y1201－310（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名1～73
刊記：慶応三丁卯歳毎月改江戸目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「卯如月」（墨書）。

Y1201－310（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版－
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成1目録2、役人91
刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「卯如月」（墨書）。

2．名鑑〔118〕

1巻1冊94丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録2、役人92
刊記：慶応二丙寅歳毎月改東都日本橋南萱町目須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。37丁の後に「又三十七」、38

丁の後にr又三十八」がある。前表紙にr寅十月」（墨
書）、書入あり。

Y1204－308（3）　　　　　　　　　　　　　大名付

大成分要万世武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊88丁整版
題籏：原・大成分要萬世武鑑全表紙＝原・藍色無地

構成：目録1、大名87
刊記：慶応二丙寅年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。32丁の後にr又三十二」、47
丁の後に「又四十七」がある。前表紙に「寅十一月」．（墨

書）。

Y1201－308（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖珍有司武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊96丁整版
題簸：原・袖珍有司武鑑全表紙＝原・黄色無地

構成：目録2、役人94
刊記：慶応二丙寅年毎月改江戸横山町萱丁目角御
書物師出雲寺萬次郎板松栢堂。
備考：巻末に広告がある。11丁の後に「又十一」、13丁
の後に「又十三上下」、47丁の後に「又四十七」「又又
四十七上・下」がある。前表紙にr寅十一月」（墨書）。

Y1201－308（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、大名1～73
刊記二慶応二丙寅歳毎月改江戸目本橋南壼町目　須

原屋茂兵衛版。
備考1巻末に広告がある。前表紙に「寅十二月分」（墨
書）。

Y1201－308（6）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応2（1866）

1巻1冊95丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成1目録2、役人93
刊記：慶応二丙寅歳毎月改東都目本橋南萱町目　須

原屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。37丁の後に「又三十七」、38
丁の後に「又三十八」、45丁の後に「又四十五」がある。

前表紙に「寅十二月」（墨書）。

役人付Y1201－309



〔119〕2．名　鑑　2．名鑑！1。武鑑12．略武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題簸1原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人91

刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「卯五月」（墨書）。

Y1201－311（5）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊74丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成＝目録1、大名1～73

刊記：慶応三丁卯歳毎月改江戸目本橋南壷町目須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。前表紙にr六月」（墨書）。

Y1201－311（6）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人91

刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「六月」（墨書）。

Y1201－312（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

70×159ミリ1巻1冊　73丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、本文73

刊記：慶応三丁卯年毎月改江戸目本橋南壷町目須原
屋茂兵衛版。

備考16冊合綴。巻末に広告がある。24丁落丁。前表紙
に「卯七月」（墨書）。

Y1201－312（2）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、本文91

刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南壷町目須原
屋茂兵衛版。

備考1巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙にrT卯七月」（墨書）。

大名付Y1201－312（3）

袖珍武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊74丁整版
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01－310（5）　　　　　　　　　　　　大名付

武鑑
13（1867）

1冊74丁整版
：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
：目録1、大名1～73

：慶応三丁卯歳毎月改江戸目本橋南壼町目　須
茂兵衛版。

：巻末に広告がある。前表紙にrT卯三月分」（墨

Y1201－310（6）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人91

刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南萱町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「丁卯三月分」（墨書）。

Y1201－311（1）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

70×159ミリ1巻1冊74丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成1目録1、大名1～73
刊記：慶応三丁卯歳毎月改江戸目本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：6冊合綴。巻末に広告がある。前表紙に「丁卯四
月」（墨書）。

Y1201－311（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題籏：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録2、役人91

刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都日本橋南壼町目　須
原屋茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「丁卯四月」（墨書）。

Y1201－311（3）　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊74丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地
構成：目録1、大名1～73
刊記：慶応三丁卯歳毎月改江戸日本橋南壷町目　須
原屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「卯五月j（墨書）。

役人付Y1201－311（4）

袖玉武鑑



屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「丁卯十月」（墨書）。

Y1201－313（3〉　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊74丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、本文73

刊記：慶応三卯歳毎月改江戸日本橋南壷町目須原屋
茂兵衛版。

備考：巻末に広告がある。前表紙に「卯十一月」（墨
書）。

Y1201－313（4）　　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊96丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙二原・黄色無地

構成：目録1、本文91

刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南壼町目須原
屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。29・60・91丁は重複。45丁の
後にr又四十五」がある。前表紙にr卯十一月」（墨書）、

後ろ表紙にr此後東都二而武鑑出来不申候事、是二而
留メ」（墨書）。

Y1201－314　　　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

70×159ミリ1巻1冊74丁整版
題籏：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色・無地

構成：目録2、大名72
刊記：［欠落1。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（4）の9番目。前表紙に「慶応三年」

（貼紙・下ヶ札）。昭和6年7月6目寄託。

Y1201－315　　　　　　　　　　　　　大名付

御国分武鑑

慶応4（1868）

107×154ミリ1巻1冊25丁整版
題籏：原・御國分武鑑表紙：原・黄色無地

刊記：慶応四戊辰年毎月改御用御書物師京都三条
通堺町西へ入出雲寺文次郎、同富小路通三條南へ入

須原屋平左衛門。

備考：巻末に広告がある。

Y1201－316　　　　　　　　　　　　　　　大名付

御国分武鑑

慶応4（1868）

107×155ミリ1巻1冊25丁整版
題籏：原・御國分武鑑表紙：原・淡黄色・無地

刊記：慶応四戊辰年毎月改御用御書物師京都三条通
堺町西へ入出雲寺文次郎・同富小路通三條南へ入須

〔120〕2．名鑑

題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、本文73
刊記：慶応三丁卯年毎月改江戸目本橋南萱町目須原
屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。前表紙に「八月分」（墨書）。

Y1201－312（4）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙二原・黄色無地

構成：目録1、本文91
刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南萱町目須原
屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「八月分」（墨書）。

Y1201－312（5）　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、本文73
刊記：慶応三丁卯年毎月改江戸目本橋南壷町目須原
屋茂兵衛版。
備考＝巻末に広告がある。前表紙に「卯九月」（墨書）。

Y1201－312（6）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成；目録1、本文91
刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南萱町目須原
屋茂兵衛版。
備考：巻末に広告がある。45丁の後に「又四十五」があ
る。前表紙に「卯九月」（墨書）。

Y1201－313（1）f　　　　　　　　　　　　大名付

袖珍武鑑

慶応3（1867）

70×160ミリ1巻1冊74丁整版
題簸：原・袖珍武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、本文73
刊記：慶応三卯歳毎月改江戸目本橋南壷町目須原屋
茂兵衛版。
備考＝4冊合綴。巻末に広告がある。前表紙に「丁卯十
月」（墨書）。

Y1201－313（2）　　　　　　　　　　　役人付

袖玉武鑑

慶応3（1867）

1巻1冊93丁整版
題簸：原・袖玉武鑑全表紙：原・黄色無地

構成：目録1、本文91
刊記：慶応三丁卯歳毎月改東都目本橋南萱町目須原



原屋平左衛門。

備考：くくり紐一括（7）の22番目。巻末に広告がある。

前表紙と後ろ表紙見返しに三井ラベル「B972・新・
50」。

Y1201－317

諸侯要覧

慶応4（1868）

71×160ミリ1巻1冊76丁整版

大名付

題籏：原・諸侯要覧全表紙：原・丁子色・無地

構成：目録3、大名付73
刊記：正親町三条殿御蔵板（朱印）、製本諸林京寺町

通御池下ル銭屋惣四郎同四条通寺町東へ入山城
屋勘助。

印記：秋岡蔵・秋岡印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（6）の6番目。前表紙に「翠篁閣蔵」と

「慶応四辰初夏改正毎月改」（墨書）・「諸侯要覧」
（下ヶ札）。背に「諸侯要覧」（墨書）。前表紙と後ろ表紙

見返しに三井ラベルrB972・新・53j。昭和6年。

Y1201－318　　　　　　　　　　　　　　大名付

懐宝御国分略武鑑

慶応4（1868）

104×158ミリ1巻1冊21丁整版
題簸：原・懐寳御國分略武鑑全表紙：原・黄色・卍繋
ぎ

刊記：慶応四戊辰再刻東京横山町壼丁目出雲寺萬次
郎・同目本橋南萱丁目須原屋茂兵衛。

印記1内堀・北多摩郡狭山邨内堀大一郎・内堀蔵書・ウ
サギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（7）の21番目。巻末に広告がある。

背にr甲クニワケブカン」（墨書）、前表紙にr内堀頼囲
□」（墨書）・「慶応四年」（朱書）と「甲二」（墨書）、前表

紙と後ろ表紙見返しに三井ラベルrB972・新・51」、前
表紙に「懐宝御国分略武鑑」（下ヶ札）。昭和8年3月
22日寄託。

2．名鑑ノ1．武鑑13．部局武鑑

Y1201－319　　　　　　　　　　　　　城主付
日本武城旧記

元禄6（1693）

111×165ミリ1巻1冊67丁整版
題簸：原・目本武城奮記全表紙：後・秘色・無地
構成：序（元禄壬申の冬）2、目録1～12、城主13～65

刊記：寺町通二条上ル町／寺田与兵衛次／御幸町通
二条上ル町／野間長右衛門／大坂かうらいはし一丁目
／野村長兵衛開板／干時元禄六癸酉年／孟春吉目。
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：鉄にr元禄六年」（貼紙）。昭和10年6月14目寄
託。

Y1201－320　　　　　　　　　代官配下役人付
県令集覧

天保10（1839）

75×165ミリ1巻1冊30丁整版
題簸1原・県令集覧全表紙：原・藍色・無地

2．名　鑑　2．名鑑11．武鑑ノ3．部局武鑑　　〔121〕

刊記：天保十亥年毎月改御書物師江戸馬喰町二丁
目　出雲寺金吾蔵板。

印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（6）の7番目。4丁の後に「四」がある。

前表紙と後ろ表紙見返しに三井ラベル「B972・19」。

Y1201－321　　　　　　　　　代官配下役人付
県令集覧
弓ムイヒ2（1845）

68×161ミリ1巻1冊32丁整版
題籏：原・県令集覧全表紙＝原・藍色・無地

刊記：弘化二乙巳年毎月改江戸馬喰町二丁目御書
物師出雲寺萬次郎蔵板。
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：くくり紐一括（6）の8番目。前表紙に「弘化二年」

（朱書・墨書）、前表紙と後ろ表紙見返しに三井ラベル

rB972・20」。大正二年十月二五目購求。

Y1201－322　　　　　　　　　　代官配下役人付

県令集覧

嘉永2（1849）

69×163ミリ1巻1冊32丁整版
題簸：原・県令集覧全表紙：原・藍色・無地

刊記：嘉永二己酉年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板。
印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（6）の9番目。巻末に広告がある。前

表紙と後ろ表紙見返しに三井ラベルrB972・21」。

Y1201－323　　　　　　　　　　代官配下役人付

県令集覧

嘉永3（1850）

69×161ミリ1巻1冊32丁整版
題籏：原・県令集覧全表紙：原・藍色・無地

刊記：嘉永三庚戌年毎月改江戸横山町萱丁目御書
物師出雲寺萬次郎板。
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：くくり紐一括（6）の10番目。巻末に広告がある。

前表紙に「嘉永三戌六月求」（墨書）と「嘉永三年」（朱

書）、前表紙と後ろ表紙見返しに三井ラベルrB972・
22」。

Y1201－324（1）　　　　　　　　　　　　旗本付

［昇栄武鑑乾］

（1853年）

87×129ミリ1巻1冊（2冊に分冊）61丁整版
題簸：後・昇榮武鑑（墨書）表紙：後・布目地型格子

構成：目録・凡例2、い～な58

印記：沼田文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：2冊合綴。13丁の後に「又十三」がある。前表紙
にr嘉永六年」（貼紙）と図書整理ラベル貼付。

Y1201－324（2）

［昇栄武鑑　坤］

嘉永6（1853）

旗本付



〔122〕2．名鑑

56丁整版
題簸：後・昇榮武鑑（墨書）表紙：後・布目地型格子

構成：な～せ59～115
刊記：嘉永六癸丑年毎月改江戸横山町壷丁目御書物
師出雲寺蔵版（松栢堂）。

印記：沼田文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に広告がある。昭和10年7月13目寄託。

Y1201－325（1）　　　　　　　　　　　　旗本付

昇栄武鑑　乾
（1856年）

90×131ミリ1巻1冊（2冊に分冊）60丁整版
題籏：原・昇榮武鑑乾表紙：原・藍色卍繋型
構成：目録・凡例1、い～な58

備考：2冊合綴。13丁の後にr又十三」がある。

Y1201－325（2）　　　　　　　　　　　　旗本付

昇栄武鑑　坤
安政3（1856）

60丁整版
題籏：原・昇榮武鑑坤表紙：原・藍色卍繋型

構成：な～せ59～118
刊記：安政三丙辰年毎月改江戸横山町壼丁目御書物
師出雲寺蔵版（松栢堂）。

備考：巻末に広告がある。

Y1201－326
［加賀藩前田家分限帳］

文久1（1861）

114×174ミリ1巻1冊138丁整版
題籏：後・加賀武鑑（墨書）表紙：後・濃藍色・無地

刊記：文久元年辛酉冬求之森尊致（串林）印。

印記：尊致・勢州串林家相可・ウサギ・しんまちみつい
け。

備考：木箱内のくくり紐一括（9）の3番目。前表紙見返
しに「森氏」（墨書）。前表紙に「加賀武鑑」（下ヶ札）。三

井ラベル「B972・新・66」。昭和7年6，月9日寄託。

Y1201－327（1）　　　　　　　　　　　　旗本付

昇栄武鑑乾
（1864年）

90×128ミリ1巻1冊（2冊に分冊）60丁整版
題簸＝原・昇栄武鑑乾表紙：後・布目地型押
構成：目録・凡例1、い～な58

印記：高橋正意蔵書・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：2冊合綴。13丁の後に「又十三」がある。前表紙
に「元治元年」（貼紙と下ヶ札）。前表紙左側に「昇栄武

鑑」（見出し）。後ろ表紙見返しに高橋正意が本書を購

入した経緯を記した墨書がある。

Y1201－327（2）　　　　　　　　　　　　旗本付

昇栄武鑑坤
元治1（1864）

61丁整版
題簸：原・昇栄武鑑坤表紙：後・布目地型押

構成：な～59～118

刊記：元治元甲子年改正江戸横山町萱丁目御書物師
出雲寺蔵版（松栢堂）。

印記：高橋正意蔵書・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に広告がある。62丁の後に「又六十二」、80
丁の後に「又八十」がある。70丁欠落。前表紙に「尚古

庵文庫」（貼紙）。前表紙見返しに「明治三十三年十一

月十三目購之油小路魚棚南入高橋正意所有価六
銭」（墨書）。昭和7年3月17日寄託。

Y1201－328　　　　　　　　　　代官配下役人付

県令集覧

元治2（1865）

72×163ミリ1巻1冊30丁整版
題簸：原・県令集覧全表紙：原・藍色・無地

刊記：元治二丑正月改正江戸横山町壼丁目御書物
師出雲寺萬次郎板。
印記：神田冨山町弐丁目代地！金銀！大長・江戸柳原通

和泉橋富摩□御門向横通・三井家編纂室蔵書。
備考：くくり紐一括（6）の11番目。巻末に広告がある。

前表紙に「慶応元年」（朱書）、前表紙と後ろ表紙見返し

に三井ラベル「B972・23」。

Y1201－329　　　　　　　　　　　京都・役人付

京都府役鑑
慶応4（序）（1868）

76×161ミリ1巻1冊14丁整版
題籏：原・京都府役鑑表紙：原・丁字引き

刊記：京都御書物所東洞院三條上ル村上勘兵衛。
備考：後ろ表紙見返しに三井ラベル「B973・11」。

Y1201－330　　　　　　　　　　　　　　藩主付

列藩一覧

慶応4（1868）

79×178ミリ1巻1冊84丁整版
題簸：原・列藩一覧表紙：原・黄色・無地

構成1目録4、藩主80
刊記＝官許不許翻刻慶応四戊辰年毎月改御用
御書物所東洞院三条上ル村上勘兵衛1堀川通二条
下ル井上治兵衛。
備考：くくり紐一括（6）の上から1番目。巻末に広告があ

る。14丁の後に「又十四」がある。1丁裏欠落。前表紙と

後ろ表紙見返しに三井ラベル「B972・新〃北・54」。

Y1201－331　　　　　　　　　　　　　駿河藩

駿藩各所分配姓名録
明治初年（1868）

163×79ミリ1巻1冊55丁整版
題簸：原・駿藩各所分配姓名録表紙：原・枯色・無地

構成：6丁府中奉行、6丁浜松奉行、6丁掛川奉行、6
丁遠州横須賀奉行、5丁赤坂奉行、5丁田中奉行、6丁
相良奉行、5丁三州横須賀奉行、6丁中泉奉行、4丁小

島奉行
刊記：駿藩開彫（朱印）学問所製本所駿府江川町本屋
市蔵。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：くくり紐一括（7）の19番目。前表紙に「分配姓名

録」（下ヶ札）。昭和5年6，月30日寄託。



　2．名鑑2．名鑑／1．武鑑！3．部局武鑑〔123〕

籏：原・官許列藩一覧改正全表紙：原・淡黄色無

成：目録3、本文4～112
記：明治三庚午年春改御用御書物所京都東洞院
条上ル町村上勘兵衛・東京目本橋南萱丁目須原屋
兵衛。

題
地
構
刊
三
茂

Y1201－337　　　　　　　　　　　　　知藩事付

改正　列藩一覧

明治3（1870）

74×161ミリ1巻1冊102丁整版
題簸：原・改正列藩一覧全表紙：原・黄色・布目

構成：凡例目録3、知藩事98、隠居方・賞典・知事後見

1
刊記：官許明治三庚午春改御用御書物師東京日本
橋南壷町目須原屋茂兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（6）の3番目。前表紙と後ろ表紙に三

井ラベル「B972・新・57」、前表紙に「明治三年／列藩一

覧」（下ヶ札）、昭和6年10月28目寄託。

Y1201－338　　　　　　　　　　　　　藩主付
官版　藩名便覧

［明治3］（1870）

74×153ミリ1巻1冊25丁整版
題籏：原・官版藩名便覧全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録半丁、本文24半

刊記：官版御用御書物所東洞院通三条上ル町村上
勘兵衛・堀川通二条下ル町井上治兵衛。
備考：記載はイロハ順。

Y1201－339　　　　　　　　　　　　　藩主付
改正藩名録
［明治3］（1870）

80×176ミリ1巻1冊32丁整版
題簸＝原・改正藩名録全表紙：原・松葉色卍繋型押
し

構成：目録3、本文29

刊記＝官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・目
本橋通壼町目須原屋茂兵衛。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「藩名録j（下ヶ札）。昭和7年2月1目
寄託。

Y1201－340　　　　　　　　　　　　　藩主付
袖珍藩銘録

明治3（1870）

71×157ミリ1巻1冊19丁整版
題簸：原・袖珍藩銘録全表紙：原・淡黄色無地
構成：目録半丁、本文18半

刊記：明治庚午年初春荒木氏編輯、御用御書物師東
京芝三嶋町和泉屋市兵衛・東京目本橋南一丁目須原
屋茂兵衛。

印記：本間文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「明治三年1藩銘録」（下ヶ札）。昭和7年

4月15目寄託。

成：目録1、藩治大本6（明治2年正月大垣藩政治
）、職制ほか23、3等職以上名前3
記：三井文庫。

考＝仮綴じ。三井ラベル「」240・1」

糀
餅
嚇
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牡
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眠
備
境
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01－333　　　　　　　　　　　　　藩主付

　列藩一覧
12（1869）

147ミリ1巻1冊99丁整版
：原・官許列藩一覧六月改正全表紙：原・黄色

：目録3、本文4～111

：明治己巳六月改御用御書物所京都東洞院三
ル町村上勘兵衛・東京日本橋南萱丁目須原屋茂

ロ

：ウサギ・しんまちみついけ。

：30・64丁欠落。前表紙に「明治二年」「官許列藩
」（貼紙）と「明治二年／列藩一覧」（下ヶ札）。昭和6

月6目寄託。

Y1201－334　　　　　　　　　　　　　藩主付
袖珍御列藩武鑑

明治2（1869）

73×153ミリ1巻1冊101丁整版
題簸1原・袖珍御列藩武鑑全表紙：原・淡黄色・無地
構成：凡例目録3、藩主98

刊記：明治二巳年毎月改御用御書物所京都東洞院
三条上ル町村上勘兵衛東京目本橋南壼丁目須原
屋茂兵衛。

備考：くくり紐一括（6）の5番目。巻末に広告がある。前

表紙と後ろ表紙見返しに三井ラベルrB972・新〃北・
55」。後ろ表紙に「北三井用庭」（墨書）。

Y1201－335　　　　　　　　　　　　　藩主付
官許　列藩一覧

明治2（1869）

72×152ミリ1巻1冊101丁整版
題籏：原・官許列藩一覧六月改正全表紙：原・黄
色・布目

構成：目録3、地知藩事98

刊記：官許明治己巳六月改御用御書物所東京目本
橋南壼町目　須原屋茂兵衛。

備考＝くくり紐一括（6）の2番目。前表紙と後ろ表紙見返

しに三井ラベル「B972・新〃北・56」。

藩主付Y1201－336

官許　列藩一覧

明治3（1870）

71×157ミリ1巻1冊100丁整版
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Y1201－341
［日光供奉御役付］

享保12（1727）

役人付

91×160ミリ1巻1冊22丁整版
題簸＝原・供奉｛　1附全　表紙：原・柑子色無地

刊記：享保十二丁未年八月目板元江戸暦問屋。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：1・7丁欠落。前表紙にr目光御社参1供奉御役
附」（貼紙）、23丁ウラに「□布町の南鍛冶屋清右工門・

嘉左工門」（墨書）、後ろ表紙に墨書。昭和7年4月15
目寄託。

Y1201－342　　　　　　　　　　　　　役人付

［日光］供奉御役付

享保12（1727）

96×167ミリ1巻1冊23丁整版
題簸：原・供奉御役附全表紙：原・枯色・無地

刊記：享保十二丁未年／八月目　板元江戸暦問屋
［印］。

印記＝三井文庫。

備考：くくり紐一括（7）の12番目。

Y1201－343　　　　　　　　　　　　　役人付

日光御神忌御役人付

文化11（1814）

103×75ミリ1巻1冊27丁整版
題籏：原・目光御神忌御役人附全表紙：原・紫紺・つ

や出し
刊記：文化十一年甲戌十一月吉旦書林目本橋南壼

町目須原屋茂兵衛。
印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（7）の7番目。

Y1201－344　　　　　　　　　　　　　　役人付

日光御神忌御役人付

文化11（1814）

106×80ミリ1巻1冊22丁整版
題簸：原・目光御神忌御役人附全表紙：原・藍色無

地
刊記＝文化十一年甲戌十一月吉旦書林　目本橋南萱

町目須原屋茂兵衛。
備考：4丁の後に「又四」、9丁の後に「又九」がある。

Y1201－345　　　　　　　　　　　　　役人付

日光御法会御参勤付

文化12（1814）

73×167ミリ1巻1冊37丁整版
題簸：原・日光御法會御参勤附表紙＝原・藍色・つや

出し

構成：目録1丁半、本文35
刊記：東叡山御蔵板之法華御巻経慈海点八巻右御
神忌用色々出来仕候間御用向奉願上候以上本石町
四町目　西村源六浅草新寺町堀野屋仁兵衛東叡
山学校書林浅草新寺町和泉屋庄次郎。
印記1三井文庫。

備考：くくり紐一括（7）の11番目。巻末に広告がある。

目光200回忌。

Y1201－346　　　　　　　　　　　　　役人付

日光諸家御代拝記

文化12（1815）

111×76ミリ1巻1冊27丁整版
題籏：原・目光諸家御代拝記全表紙：原・紫紺・つや

出し

刊記：文化十二亥年三月　江戸書林目本橋通一町目
須原屋茂兵衛同通四町目　鴨伊兵衛。
備考：くくり紐一括（7）の8番目。後ろ表紙見返しに三井

ラベル「B972・11」。

Y1201－347　　　　　　　　　　　　役人付

日光御宮御参詣供奉役人付

文政6（1823）

56×144ミリ1巻1冊35丁整版
題簸：原・目光御宮御参詣供奉御役人附表紙：原・枯

色・無地

構成：目録1丁半、本文33．5丁
刊記：文政六癸未年八月出版板元・神田松下町二丁
目代地秩父屋市十郎地本問屋馬喰町二丁目森
屋治兵衛書物地本問屋横山町二丁目岩戸屋喜三
郎同町岩戸屋新次郎書物地本問屋馬喰町二丁
目・西村屋与八同町西村屋文三郎暦書物地本問
屋深川佐賀町伊藤与兵衛暦問屋通油町竹内
屋政右衛門書物地本問屋乗物町鶴屋金助書物
地本問屋小伝馬町三丁目蔦屋重三郎暦書物地本
問屋通油町鶴屋喜右衛門売広所・目光売広所
石屋町遠藤喜六京都売広所仏光寺下ル町植村
藤右衛門大坂売広所北久太郎町心斎橋東江入町
河内屋茂兵衛。

印記：三井文庫。
備考：くくり紐一括（7）の10番目。後ろ表紙に「高福」

（墨書）。

Y1201－348　　　　　　　　　　　　　役人付

御宣下御大礼御用掛御役人付

天保8（1837）

90×126ミリ1巻1冊35丁整版
題簸：原・御宣下御大禮御用掛御役人附全表紙：
原・藍色布目地印刷
刊記：天保八丁酉年九月吉目御書物師出雲寺幸次
郎板、売弘所江戸馬喰町二丁目森屋治兵衛。
備考：袋共。

Y1201－349　　　　　　　　　　　　役人付
［将軍代替り］大礼御用掛御役人付

天保8（1837）

90×125ミリ1巻1冊35丁整版
題簸：原・御宣下御大禮御用掛御役人附全表紙：
原・藍色・つや出し

刊記：天保八丁酉年九月吉目御書物師出雲寺幸次
郎板売弘所江戸馬喰町二丁目森屋治兵衛。
印記＝三井文庫。
備考：くくり紐一括（7）の4番目。前表紙見返しに帯（部
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Y1201－354　　　　　　　　　　　　　大名付

高順武鑑
弓ムイヒ4（1847）

545×368ミリ1巻1帖1丁整版
題簸：原・高順武鑑表紙：原・枯色・無地

刊記1弘化四年丁未三月撰次。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：くくり紐一括（10）の10番目。「千枚限絶版禁売
買」。三井ラベルrB972・新・61」、r高順武鑑」（下ヶ札）。

昭和6年。ボール紙封筒に入る。

Y1201－355　　　　　　　　　　　　　役人付
千登世の鏡［和宮供奉役人付］

万延1（1860）

80×171ミリ1巻1冊14丁整版
題籏1後・（万延千登世の鏡（墨書））表紙：原・白地・

青・菊桐紋

備考＝くくり紐一括（7）の13番目。巻頭に口絵3丁、前

表紙と後ろ表紙見返しに三井ラベル「B972・新〃北・
78」。

Y1204－356　　　　　　　　　　　　　役人付
［和宮降下供奉役人付］

万延2（1861）

82×170ミリ1巻1冊67丁整版
題簸：剥離表紙：原・秘色・布目地雲文

構成1目録・口絵rロノー～ロノ四」、本文1～36、御行
荘一ノ上・中・下、2～8、御輿守護講武所力士御役人1

～3、御道中御休泊1～3、賊1丁
刊記：万延二辛酉年正月　堀川二条越後屋治兵衛弘
通所京東洞院三条上ル・村上勘兵衛同三条通寺町
西二入・竹原好兵衛同押小路富小路東工入・井筒屋
茂兵衛同二条通堺町東工入・林芳兵衛同堀川通二
条下ル・越後屋治兵衛江戸目本橋一丁目・須原屋茂
兵衛同三丁目・山城屋佐兵衛同芝神明前・岡田屋
嘉七大坂心斎橋北久太郎町・河内屋喜兵衛心斎橋
博労町角・河内屋茂兵衛心斎橋安堂寺町・秋田屋太
右衛門心斎橋北久宝寺町・敦賀屋彦七心斎橋安土
町・河内屋和助松屋町筋豊後町・河内屋俊助。

備考1行荘の7・8丁に乱丁がある。後ろ表紙見返しに
三井ラベル「B972・新・79」。

Y1201－357　　　　　　　　　　　　　役人付

御上洛御供奉御用掛

文久2（1862）

72×162ミリ1巻1冊41丁整版
題簸：原・御上洛御供奉御用掛全表紙：原・藍色・無
地

刊記：文久二戌年十二月開板京都三条通り出雲寺文
次郎、大坂心斎橋通り河内屋茂兵衛、同伊丹屋善兵衛

御書物師江戸横山町壷丁目出雲寺萬次郎板。
印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（7）の上から1番目。前表紙と後ろ表

紙見返しに三井ラベルrB972・28」。

役人付Y1201－358

御上洛御用掛

分）貼布。

Y1201－350　　　　　　　　　　　　　役人付

西御丸御造営御用掛御役人付

天保9（1838）

90×125ミリ1巻1冊74丁整版
題簸＝原・西御丸御造営御用掛御役人附全表紙：
原・藍色・無地

構成：目録2、本文72

刊記1天保九戊戌年六月吉目　御書物師出雲寺金吾
板売弘所江戸馬喰町二丁目森屋治兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（7）の5番目。前表紙に「天保九年」

（貼紙）と「造営役人」（下ヶ札）・「天保九年西御丸御造

営御用掛御役人附」（下ヶ札）。昭和7年3月17日寄
託。

Y1201－351　　　　　　　　　　　　　役人付
［判物給付等］御用掛御役人付

天保10（1839）

89×126ミリ1巻1冊19丁整版
題簸1原・御用掛御役人附全表紙：原・藍色・つや出

Y1201－352　　　　　　　　　　　　　役人付

日光御宮御参供奉御役人付

天保13（1842）

91×128ミリ1巻1冊55丁整版
題簸：原・目光御宮御参供奉御役人附全表紙：原・
藍色・無地

構成：目録2、本文53

刊記：天保十三壬寅年五月出板御免板元江戸馬喰
町二丁目　御書物師出雲寺金吾定価八十銅江戸
芝神明町岡田屋嘉七大坂心斎橋通り河内屋茂兵衛
京都寺町通仏光寺角河内屋藤四郎尾州名古屋永
楽屋東四郎　目光。

印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（7）の9番目。

Y1201－353　　　　　　　　　　　　　役人付

日光御宮御参詣供奉御役人付

天保13（1842）

91×127ミリ1巻1冊55丁整版
題簸：原・目光御宮御参詣供奉御役人附全表紙1
原・藍色無地

構成：目録2、役人53

刊記：天保十三壬寅年五月出板御免板元江戸馬喰
町二丁目御書物師出雲寺金吾（松栢堂）、売弘所江
戸神明前岡田屋嘉七・大坂心斎橋通博労町河内屋茂
兵衛・京都寺町通仏光寺角河内屋藤四郎・尾州名古屋
永樂屋東四郎・目光。

備考1定価80銅。



2．名一！1．武鑑／5．刷物武鑑

Y1201－362　　　　　　　　　　　　京都・役人付

［刷物・袖中京都武鑑］

天保13（1842）

326×517ミリ1丁整版
題簸＝原・袖中京都武鑑表紙：原・生成

刊記：天保十三壬寅年月改星文堂書林一條通智
恵院東へ入石田治兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：くくり紐一括（8）の3番目。昭和10年5，月27目
寄託。

Y1201－363　　　　　　　　　　　　京都・役人付

［刷物・袖中京都武鑑］

嘉永7（1854）

425×446ミリ1丁整版
題簸：原・袖中京都武鑑表紙：原・生成

刊記＝嘉永七年甲寅毎月改一條通智恵光院東石
田治兵衛。

印記二京都舎大佛北門角瀬戸物店澤屋吉兵衛・丸
ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面摺。くくり紐一括（8〉の4番目。昭和13年11

月21目寄託。

Y1201－364　　　　　　　　　　　　　役人付
［刷物・武鑑］

安政7（1860）

188×245ミリ1丁整版
題籏：後・安政七年（幕府御役人附）（墨書）表紙：後・

ボール紙
印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（10）の11番目。「禁売買三千枚限」。

三井ラベルrB972・〃北・89」。

Y1201－365　　　　　　　　　　　京都・役人付

［刷物・袖中京都武鑑］

安政7（1860）
428×448ミリ1丁整版
題籏：原・袖中京都武鑑表紙：原・生成

刊記：安政七年庚申毎月改一條通智恵光院東石田
治兵衛。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面摺。くくり紐一括（8）の5番目。昭和11年6

月27目寄託。

Y1201－366　　　　　　　　　　　　　役人付
［刷物・和宮下向二付固付］

万延1（1860）

230×452ミリ1丁整版
題簸：後・和宮様御下向二付御固附（墨書）表紙：後・

茶色・ボール紙

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：くくり紐一括（10）の12番目。三井ラベルrB972・
新・88」。

2．名鑑〔126〕

文久3（1863）

72×163ミリ1巻1冊46丁整版
題籏：原・御上洛御用掛全表紙：原・薄花色・無地

構成：目録1、供奉役人45

刊記＝文久三亥年江戸目本橋南萱町目須原屋茂兵
衛版。

印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（7）の2番目。5丁の後に「又五」、9

丁の後に「又九」、13丁の後に「又十三」、18丁の後に

「又十八上・下」、19丁の後に「又十九上・中・下」、22

丁の後に「又廿二」がある。前表紙と後ろ表紙見返しに
三井ラベル「B972・29」。

Y1201－359　　　　　　　　　　　　　役人付

御上洛御用掛

文久3（1863）

70×164ミリ1巻1冊46丁整版
題簸：原・御上洛御用掛全表紙：原・藍色無地
構成：目録1、役人36

刊記：文久三亥年江戸日本橋南萱町目須原屋茂兵衛
版。

備考：5丁の後に「又五」、9丁の前に「又九」、13丁の

後に「又十三」、18丁の後に「又十八上下」、19丁の後
に「又十九上中下」、22丁の後に「又廿二」がある。前表

紙に「文久三！亥年御上洛御供附」（墨書）。

Y1201－360　　　　　　　　　　　　　　役人付

都のそら［上洛役人寄宿書］

元治1（1864）

73×153ミリ1巻1冊46丁整版
題簸：原・都のそら表紙：原・藍色・無地

構成：参内式列3丁、式列図10丁、寄宿書31丁、二
条城警備1丁
刊記；元治元年四月京都書林・東洞院三条上ノレ村上

勘兵衛二條通高倉西入田中屋専助三條通寺町西
入吉野屋甚助二條通高倉東入林芳兵衛三條通
柳馬場東入堺屋直七。
備考：くくり紐一括（7）の14番目。19丁には上・下があ
る。

Y1201－361　　　　　　　　　　　　　役人付

御進発御用掛

慶応1（1865）

71×159ミリ1巻1冊63丁整版
題籏：原・御進発御用掛全表紙：原・藍色・無地

刊記：慶応元丑年五月開板京都三条通り出雲寺文次
郎大坂心斎橋通り河内屋茂兵衛同伊丹屋善兵衛
江戸目本橋通壼丁目須原屋茂兵衛江戸芝神明町
岡田屋嘉七同所内野屋弥平治御書物師江戸横山
町萱丁目出雲寺萬次郎板。
印記：三井文庫。

備考：くくり紐一括（7）の3番目。40丁の後に「又四十」

がある。受入番号H：6029。前表紙と後ろ表紙見返しに
三井ラベル「B972・31」。



Y1201－367
［刷物・美也古能春］

［文久3］（1863）

264×386ミリ1丁整版
題籏：原・美也古能春（打付）表紙：なし

印記1ウサギ・しんまちみつけ。

役人付

備考：くくり紐一括（10）の13番目。三井ラベル「B972・

新・77Aj。昭和9年。史料館の封筒にはいる（三井文庫
14押印）。

Y1201－368　　　　　　　　　　　　　　役人付

［刷物・御上洛御用掛供奉御行列付］

［文久3］（1863）

437×1429ミリ1丁整版
題簸：後・御上洛御用掛供奉御行列附く袋・墨書＞
表紙二原・丁字引き

印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝くくり紐一括（10）の9番目。袋・前表紙に三井ラ

ベルrB972・新・86」。

Y1201－369　　　　　　　　　　　京都・役人付
［刷物・袖中京都武鑑］

慶応3（1867）

428×456ミリ1丁整版
題簸：原・袖中京都武鑑表紙：原・生成

刊記：慶応三年卯一条通智恵光院東石田治兵衛。
印記：丸ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面摺。くくり紐一括（8）の8番目。昭和13年11

月21目寄託。貼り紙2あり。

Y1201－370　　　　　　　　　　　京都・役人付
［刷物・袖中京都武鑑］

慶応3（1867）

432×456ミリ1丁整版
題籏二原・袖中京都武鑑表紙：原・生成

刊記：慶応三年卯一条通智恵光院東石田治兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面摺。くくり紐一括（8）の7番目。昭和10年12

月6目寄託。貼り紙2あり。

Y1201－371　　　　　　　　　　　京都・役人付

［刷物・袖中京都武鑑］

慶応3（1867）

429×455ミリ1丁整版
題簸：原・袖中京都武鑑表紙1原・生成

刊記：慶応三年卯一条通智恵光院東石田治兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：両面摺。くくり紐一括（8）の6番目。昭和12年5
月14目寄託。貼り紙1あり。

Y1202－001

［御公家分限帳］

寛文7（1667）

2．名　鑑　2．名鑑12．公家鑑／　〔127〕

124×85ミリ1巻1冊57丁整版
題簸：後・御公家分限帳（墨書）表紙：後・茶色：布

備考：折本。内題は「御公家分限帳」。後ろ表紙見返し
に「武廿番」（下ヶ札）。

Y1202－002
［新撰公家要覧］

元禄4（1691）

159×109ミリ1巻1冊90丁整版
題簸：後・新撰公家要覧元禄四年（墨書）表紙：後・
灰黄色無地
構成＝序2（元禄四未仲冬下旬洛下庭士某）、目録1、

禁裏絵図1、本文86
刊記：元禄四年辛未霜月中旬洛陽書璋北村八郎兵
衛・吉田三郎兵衛。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：13～16丁は1丁で丁付は「十三ノ十六」としてあ
る。59丁の後に「又五十九」がある。後ろ表紙見返しに

「山奥氏」（墨書）。昭和10年6月26目寄託。

Y1202－003
［新撰公家当鑑】

元禄13（1700）

152×106ミリ1巻1冊96丁整版
題簸：後・公家當鑑元禄板全（墨書）表紙：後・秘
色：布目地型押し

構成＝序1（元禄十三辰仲秋）、目録2、本文92、禁裏絵
図1

刊記：洛陽書雛吉田三郎兵衛・山本八郎右衛門元
禄十三庚辰中秋。

印記：和田美松記・沼田文庫・ウサギ・しんまちみつい
け。

備考：10・11丁は1丁で丁付は「十ノ十一」、91～105
丁は1丁で丁付は「九十百五」としてある。前表紙に「元

禄十三年」（貼紙）。前表紙見返しに「十九田中氏」（前

墨書）、後ろ表紙見返しに「石川与兵衛」（墨書）。昭和

10年4月19目寄託。

Y1202－004－01

［新撰当公家鑑　上］

（1708年）

152×110ミリ1巻1冊（2冊に分冊）47丁整版
題簸：後・新改正當御公家鑑上（墨書）表紙：後・藍
色1雷文繋ぎ地に桐唐草型押し

構成：序1、目録2、紋・禁裏図2、本文3ウラ～46
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：2丁の後に「又二」がある。31・32丁は乱丁。序題

はr新改正営御公家鑑」。前表紙にr宝永五年」（貼
紙）。

Y1202－004－02

［新撰当公家鑑　下］

宝永5（1708）

50丁整版
題簸：後・新改正當御公家鑑下（墨書）表紙＝後・藍
色：雷文繋ぎ地に桐唐草型押し

構成：本文47～112



～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、本文9ウラ～48
備考：15丁の後に「又十五ノー～七」、20丁の後に「又

二十ノー～二」がある。24・25丁は1丁で丁付は「二十

四ノ五」としてある。

Y1202－007－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

安永6（1777）

84丁整版
題籏：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・藍
色・布目地菊花文型押

構成：目録1、別家略系図11丁、本文1～72
刊記：安永六丁酉歳京都三條通升屋町出雲寺和泉
橡・江戸店目本橋南一丁目。

Y1202－008－01

［新刊増補万世雲上明鑑　乾］

（1787年）

157×112ミリ2巻2冊54丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明［1表紙：原・濃藍・

布目地菊花文型押
構成：序1（宝暦八年方巾斎房常）、凡例2～4、目録5

～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、本文9ウラ～48

備考：11・12丁は1丁で丁付は「十一一」、24・25丁は
1丁で丁付は「二十四ノ五」としてある。15丁の後に「又

十五ノー～七」、20丁の後に「又廿」がある。

Y1202－008－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

天明7（1787）

84丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・濃
藍・布目地菊花文型押
構成：目録1、別家略系図11丁、本文1～72
刊記：天明七丁未歳冬京都三條通升屋町出雲寺和
泉橡・江戸店目本橋南一丁目。

Y1202－009－01

［新刊増補雲上明鑑　乾］

（1808年）

159×112ミリ2巻2冊52丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑　表紙：原・濃藍・

布目地菊花文型押
構成：序1（宝暦八年方巾斎房常・文化四年再刻）、凡

例2～4、目録5～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、本文9ウ

ラ～52
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝前表紙に「来化五戊辰年五月／京都より買下！二冊

之内手形所1書物」＜朱書）。

Y1202－009－02

新刊増補雲上明鑑　坤

文化5（1808）

90丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤
構成＝目録1、別家略系図8丁、本文1～80、賊81丁
刊記：文化五戊辰歳春京都三條通升屋町出雲寺和
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刊記＝寳永五戊子年京師三条通舛屋町出雲寺和泉
橡・江戸目本橋南一町目　同店。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：90～100丁は1丁で丁付は「九十ノ百」、103～
110丁は1丁で丁付は「百三ノ十」としてある。昭和9年

3月23目寄託。

Y1202－005
［新校正御公家鑑］

正徳5（1715）

155×112ミリ1巻1冊96丁整版
題簸：後・正徳御公家鑑全（墨書）表紙：後・藍色・雲

文地に型押
構成：目録1・2、紋・禁裏絵図又2～3オモテ、本文3ウラ

～112
刊記：正徳五年乙未年京師三條通升屋町出雲寺和
泉橡・江戸目本橋南一町目　同店。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考；2丁の後に「又二」、6丁の後に「又六」がある。

12・13丁は1丁で丁付は「十ニノ十三」、90～100丁は
1丁で丁付は「九十百」、103～110丁は1丁で丁付は
「百三ノ十」としてある。112丁ウラに「上サ小原市宿松山

氏主」（墨書）。前表紙に「正徳五年」（貼紙）。丁間に三

井メモ「B975…」がある。昭和10年4月19目寄託。

Y1202－006－01

［新刊増補万世雲上明鑑　上］

（1762年）

158×112ミリ2巻2冊49丁整版
題簸：後・新刊雲上明鑑上（墨書）表紙：原・水色・

布目地に菊花文型押
構成：序1、凡例2～4、目録5～7、紋・禁裏絵図8～
9オモテ、本文9ウラ～48、

印記：現証得本・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：20丁の後に「又二十」がある。前表紙に「宝暦十
二年」（貼紙）とr雲上明鑑！宝暦十二年」（下ヶ札）。9丁

メに題箋挟み込み。

Y1202－006－02

［新刊増補万世雲上明鑑　下］

宝暦12（1762）

84丁整版
題簸：後・新刊雲上明鑑下（墨書）表紙：原・水色・

布目地に菊花文型押し
構成：目録1、別家略系図11、本文1～72
刊記：寳暦十二壬午歳改京都三條通升屋町出雲寺
和泉橡・江戸店日本橋南一丁目。
印記：現証得本・ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝昭和7年3月12目寄託。

Y1202－007－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾

（1777年）

159×113ミリ2巻2冊56丁整版
題籏：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙二原・藍
色・布目地菊花文型押
構成：序1（宝暦八年方巾斎房常）、凡例2～4、目録5
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備考126丁の後にr又二十六」がある。

Y1202－012－02

新刊増補雲上明鑑　坤

文化8（1811）

90丁整版
題簸1原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・濃
藍・菊花文型押っや出し

構成：目録1、別家略系図8丁、本文1～又80、賊81
刊記：文化八辛未歳春京都三條通升屋町出雲寺和
泉橡・江戸店。

備考：3丁は欠落。80丁の後に「又八十」がある。

Y1202－013－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1819年）

158×112ミリ2巻2冊54丁整版
題簸1原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・濃
藍・菊花文型押つや出し
構成：序（宝暦八年方巾斎房常・文化四年再刻）1、凡
例2～4、目録5～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、本文9ウ

ラ～52
備考：26丁の後に「又二十六上・下」がある。前表紙に
「文政二卯」（朱書）。

Y1202－013－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

文政2（1819）

92丁整版
題簸二原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・濃
藍・菊花文型押つや出し
構成：目録1、別家略系図8丁、本文1～81、駿82、広

告1丁
刊記：文政二歳己卯秋京都三條通升屋町出雲寺和
泉橡・江戸店。

備考：78丁は欠落、79丁は重複。前表紙にr文政二
卯」（朱書）。

Y1202－014－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1827年）

156×112ミリ2巻2冊54丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・黒
色・菊花文型押つや出し
構成：序1（宝暦八年方巾斎房常）、凡例2～4、目録5
～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、上巻9ウラ～52

備考：25丁の後に「又二十六ノ上」「又二十六ノ下」があ
る。

Y1202－014－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

文政10（1827）

91丁整版
題籏：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・黒
色・菊花文型押っや出し

構成：目録1、別家略系図8丁、本文1～81、政1丁

泉橡・江戸店。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にr二冊之内／手形所書物」（朱書）。昭和9

年9月15目寄託。

Y1202－010－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1809年）

158×mミリ2巻2冊53丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・濃
藍・布目地菊花文型押
構成：序1（宝暦八年方巾斎房常・文化四年再刻）、凡
例2～4、目録5～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、本文9ウ

ラ～52
備考：26丁の後にr又二十六」がある。

Y1202－010－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

文化6（1809）

90丁整版
題簸＝原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・濃
藍・布目地菊花文型押

構成：目録1、別家略系図8丁、本文1～80、賊81
刊記：文化六己巳年春京都三條通升屋町出雲寺和
泉縁・江戸店。

Y1202－011－01

新刊増補雲上明鑑　乾
（1810年）

157×110ミリ2巻2冊53丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・濃
藍・菊花文型押つや出し
構成：序1（宝暦八年方巾斎房常・文化四年再刻）、凡

例2～4、目録5～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、本文9ウ

ラ～52

備考＝26丁の後に「又二十六」がある。

Y1202－011－02

新刊増補雲上明鑑　坤

文化7（1810）

90丁整版
題籏：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・濃
藍・菊花文型押っや出し

構成：目録1、別家略系図8丁、本文1～80、賊81
刊記：文化七庚午歳春京都三條通升屋町出雲寺和
泉橡・江戸店。

Y1202－012－01

新刊増補雲上明鑑　乾
（1811年）

158×110ミリ2巻2冊53丁整版
題籔：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・濃
藍・菊花文型押つや出し

構成：序1（宝暦八年方巾斎房常・文化四年再刻）、凡
例2～4、目録5～7、紋・禁裏絵図8～9オモテ、本文9ウ
ラ～52



156×111ミリ1巻1冊71丁整版
題簸：後・雲上明覧大全上巻（墨書）表紙：原・青色・

卍繋ぎ型押し

構成：序1、凡例2～3、目録4～6、禁裏内裏図7～10
オモテ、上巻10ウラ～77

刊記：弘化四年丁未六月改（封面）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下巻欠。8・9丁は1丁で丁付は「八ノ九」、18～

24丁は1丁で丁付は「十八ノ廿四」、55・56丁は1丁
で丁付はr五十五六」としてある。29～31丁は欠落。41
丁に「上・中・下」、63丁の後に「又六十三」、64丁に
「天・地」、68丁の後に「又六十八」がある。前表紙に「弘

化四年」（貼紙）。昭和9年9月15目寄託。

Y1202－018
［雲上明覧大全・下］

弓ムイヒ4（1847）

159×111ミリ1巻1冊117丁整版
題簸：原・年々［　1雲上明覧大全表紙：原・水色・卍
繋ぎ型押し

構成：下巻目録1～6、下巻1～111

刊記：弘化四年六月改正京都書林製本所三條通
寺町西へ入町竹原好兵衛（印）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：上巻欠。前表紙にr雲上要覧下／弘化四年」（下ヶ

札）。昭和6年10月28目寄託。

Y1202－019－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1849年）

154×110ミリ2巻2冊45丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：序1（宝暦八年市巾斎房常）、凡例2～4、目録5
～6、禁裏図7～8オモテ、本文8ウラ～43
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：15丁の後に「又十五上・下」がある。下小口に「雲

上名鑑嘉永二乾」（墨・朱書）。

Y1202－019－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

嘉永2（1849）

91丁整版
題籏：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙＝原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成＝目録1、別家略図8丁、本文1～81、賊82（速水
常忠）

刊記：嘉永二年己酉春連城堂蔵（印）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下小口に「雲上名鑑嘉永二坤」（墨・朱書）。昭

和8年8月1目寄託。

Y1202－020－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1850年）

155×111ミリ2巻2冊46丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・水

〔130〕2．名鑑

刊記：文政十年丁亥四月！連城堂蔵（印）、皇都丁字
屋九良右衛門・菊屋源兵衛浪華柏原屋清右衛門
東都須原屋茂兵衛。

Y1202－015－01

年々改正雲上明覧大全　上
（1838年）

159×112ミリ2巻2冊83丁整版
題簸：原・年々改正雲上明覧大全下表紙：原・青
色・卍繋ぎ型押し

構成：序1（天保八年）、凡例2・3、目録4～6、禁裏・内

裏図7～10オモテ、本文10ウラ～77

刊記：天保九年戊戌年十二月改（封面）。

備考：8・9丁は1丁で丁付は「八ノ九」、55・56丁は1
丁で丁付は「五十五六」としてある。41丁は2丁ある。
68丁の後に「又六十八」がある。

Y1202－015－02

年々改正雲上明覧大全　下

天保9（1838）

111丁整版
題籏：原・年々改正雲上明覧大全下表紙：原・青
色・卍繋ぎ型押し

構成：目録1～6、本文1～111
刊記＝天保九年戌十二月改正。

Y1202－016－01

年々改正雲上明覧大全　上
（1842年）

158×112ミリ2巻2冊74丁整版
題簸：原・［　】雲上明覧大全上表紙：原・青色・卍繋

ぎ型押し

構成：序1、凡例2～3、目録4～6、禁裏・内裏図7～10
オモテ、本文10ウラ～77

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：8・9丁は1丁で丁付は「八ノ九」、18～24丁は1

丁で丁付は「十八ノ廿四」、55・56丁は1丁で丁付は
「五十五六」としてある。29丁の後に「又二十九」、41丁

に「上・中・下」、68丁の後に「又六十八」がある。昭和9

年11月27目寄託。

Y1202－016－02

年々改正雲上明覧大全　下

天保13（1842）

117丁整版
題簸：原・年た改正雲上明覧大全下表紙＝原・青
色・卍繋ぎ型押し

構成：目録1～6、本文1～111
刊記：天保十三年五月改正。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「天保十三年」（貼紙）。昭和9年11月
27日寄託。

Y1202－017
［雲上明覧大全・上］

弓ムイヒ4（1847）



〔131〕2．名　鑑　2．名鑑12。公家鑑1

Y1202－022－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

嘉永5（1852）

91丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：目録1、別家略図8丁、本文1～81、賊82（速水
常忠）

刊記：嘉永五年壬子春連城堂蔵（印）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下小口に「雲上名鑑嘉永五年坤」（墨・朱書）。

昭和8年8月1目寄託。

Y1202－023
［袖中雲上便覧］

嘉永6（1853）

74×162ミリ2巻2冊（1冊に合綴）95丁整版
題籏：剥離表紙：原・松葉色・菱文草花型押し

構成：序1オモテ、禁裏図・廓内略図1ウラ～2、目次3～
5オモテ、紋5ウラ、本文6～37、藤原氏系図下ロノ1～7、

摂家以下下1～下51オモテ

刊記二官許嘉永五年壬子四月　嘉永六年丑春改正三
都三府弘通書林江戸目本橋通／山城屋佐兵衛・大坂
心斎橋通1河内屋喜兵衛・尾州名古屋1永楽屋東四郎・
紀州和歌山／帯屋伊兵衛・常州水戸！須原屋安次郎・京

都堀川通！越後屋治兵衛・同六角通／平野屋茂兵衛・同
三条通／竹原好兵衛。

Y1202－024－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1854年）

155×112ミリ2巻2冊49丁整版
題籏：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：序1（宝暦八年方巾斎房常）、凡例2～4、目録5
～6、紋・禁裏図7～8オモテ、本文8ウラ～43、

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：16丁の後に「又十六」「又十六上・中・下」、24丁

の後に「又二十四」、39丁の後に「又三十九」がある。下

小ロに「雲上名鑑安政元乾」（墨・朱書）。

Y1202－024－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

嘉永7（1854）

91丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：目録1、別家略図8丁、本文1～81、賊82（速水
常忠）

刊記：嘉永七甲寅春連城堂蔵（印）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：13～15丁に乱丁。下小口に「雲上名鑑安政元
坤」（墨・朱書）。昭和8年8月1目寄託。

Y1202－025－01

年々改正雲上明覧大全　上

色・瓢箪唐草型押し

構成：序1（宝暦八年市巾斎房常）、凡例2～4、目録5
～6、紋・禁裏図7～8オモテ、本文8ウラ～43

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：16丁の後に「又十六上・中・下」がある。下小口に

「雲上名鑑嘉永三乾」（墨・朱書）。

Y1202－020－02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

嘉永3（1850）

91丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：目録1、別家略図8丁、本文1～81、賊82（速水
常忠）

刊記：嘉永三年庚戌春連城堂蔵（印）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下小口にr雲上名鑑嘉永三坤」（墨・朱書）。昭

和8年8月1目寄託。

Y1202－021－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1851年）

156×110ミリ2巻2冊47丁整版
題籏：原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：序1（宝暦八年市巾斎房常）、凡例2～4、目録5
～6、紋・禁裏図7～8オモテ、下巻8ウラ～43
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：16丁の後に「又十六」「又十六上・中・下」がある。

下小口に「雲上名鑑嘉永四乾」（墨・朱書）。

Y1202－021。02

新刊増補万世雲上明鑑　坤

嘉永4（1851）

91丁整版
題簸：原・新刊増補萬世雲上明鑑坤表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：目録1、別家略図8丁、本文1～81、賊82（速水
常忠）

刊記：嘉永四年辛亥春連城堂蔵。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：下小口にr雲上名鑑嘉永四坤」（墨・朱書）。昭

和8年8月1目寄託。

Y1202－022－01

新刊増補万世雲上明鑑　乾
（1852年）

156×110ミリ2巻2冊48丁整版
題籏二原・新刊増補萬世雲上明鑑乾表紙：原・水
色・瓢箪唐草型押し

構成：序1（宝暦八年市巾斎房常）、凡例2～4、目録5
～6、紋・禁裏図7～8オモテ、本文8ウラ～43
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考116丁の後に「又十六」「又十六上・中・下」、24丁

の後に「又二十四」がある。下小口に「雲上名鑑嘉永
五年乾」（墨・朱書）。



御出門卯刻被仰出表紙＝原・生成
備考：くくり紐一括（7）の17番目。包背装。後ろ表紙に

r烏丸桂蔵」（墨書）、前表紙と後ろ表紙見返しに三井ラ

ベル「B972・新〃北・80」。

Y1202－029（1）

［都仁志喜　1］

慶応1（1865）
94×162ミリ2巻2冊（1冊に合綴）76丁整版
題籏1原・都仁志喜合巻全表紙：原・茜色・花菱唐
草型押しつや出し
構成：序1～2（元治甲子夏正三位保実卿弘道館主人し
るす）、目録1、内裏略図折込、皇代帝陵略記3～5、目

録6～10、巻1本文11～76
刊記：六条御殿御蔵板。

Y1202－029（2）

［都仁志喜　2］

（1865年）

54丁整版
構成：巻2目録1、本文1～22、巻2下1～29
刊記：六條御殿御蔵板。慶応元乙丑夏改正東洞院上
珠数町上ル製本所御蔵版所聞教館。
備考：後ろ表紙に「此本製蔵後就1御一新改板出来不申
候事」（貼紙に墨書）。

Y1202－030－01

年々改正雲上明覧大全　上

慶応2（1866）

157×111ミリ2巻2冊68丁整版
題簸：原・年々改正雲上明覧大全上表紙：原・青
色・卍繋ぎ型押し

構成：序1（天保八年）、凡例2～3、目録4～5オモテ、紋

7ウラ～8オモテ、本文8ウラ～67

刊記二慶応第二寅年改（封面）。

備考：5～7丁は1丁で丁付は「五ノ七」、19・20丁は1
丁で丁付は「十九二十」としてある。15丁の後に「十五ノ

下」、25丁に「上・中・下」がある。

Y1202－030－02

年々改正雲上明覧大全　下
（1866年）

120丁整版
題籏：原・年々改正雲上明覧大全下表紙：原・青
色・卍繋ぎ型押し

構成＝目録1～6、本文1～114
刊記：弘通書林江戸山城屋佐兵衛・同須原屋茂兵
衛・大坂河内屋喜兵衛・京都吉野屋甚助・同竹原好兵
衛。

Y1202－031

銅鑑雲井照覧

慶応2（1866）

121×42ミリ1巻1冊13丁整版
題籏：原・銅錨雲井照覧全表紙：原・丁字引
刊記：慶応二年丙寅仲冬洛東大日本銅鏑開基第二

2．名鑑〔132〕

文久2（1862）

157×110ミリ2巻2冊65丁整版
題簸：原・年々改正雲上明覧大全上表紙＝原・青
色・卍繋ぎ型押し

構成：序1、凡例2～3、目録4～5オモテ、紋7ウラ～8オ
モテ、本文8ウラ～67

刊記：文久二年壬戌改（封面）。
印記：水原蔵書・竹越・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：5～7丁は1丁で丁付は「五ノ七」としてある。背に

「田邨蔵」（墨書）。昭和9年。

Y1202－025－02

年々改正雲上明覧大全　下
（1862年）

120丁整版
題簸：原・年々改正雲上明覧大全下表紙：原・青
色・卍繋ぎ型押し

構成＝目録1～6、本文1～114
刊記1弘通書林江戸目本橋通山城屋佐兵衛・大坂
心斎橋筋河内屋喜兵衛・尾州名古屋永楽屋東四
郎・京都六角通平野屋茂兵衛・堂三條通竹原好兵
衛。

印記；水原蔵書・竹越・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：背にr田邨蔵」（墨書）。昭和9年7月17目寄託。

Y1202－026　　　　　　　　　　　　　　臨時

文久行幸記［石清水八幡宮］

文久3（1863）

83×183ミリ1巻1冊33丁整版
題籏：原・文久行幸記全表紙：原・水色地・金色打雲

構成：1～21行列図、1～11行列次第
刊記：江戸岡田屋嘉七大坂河内屋和輔・敦賀屋彦
七・村上勘兵衛京都田中屋専祐・林芳兵衛・大文宇
屋与三兵衛・堺屋直七・越後屋治兵衛・吉野屋甚助・菱

屋孫兵衛。

備考：6丁の前に「六ノ上」がある。くくり紐一括（7）の15

番目。後ろ表紙見返しに三井ラベル「972・新・82」。前

表紙に「八幡」（墨書）。

Y1202－027　　　　　　　　　　　　　　臨時

文久行幸記［加茂社］

文久3（1863）

94×194ミリ1巻1冊24丁整版
題簸＝原・文久行幸記全表紙＝原・水色地・金色打雲

刊記：文久三年亥三月　江戸岡田屋嘉七大坂河
内屋和輔・敦賀屋彦七・村上勘兵衛京都林芳兵衛・
大文宇屋与三兵衛・堺屋直七・越後屋治兵衛・吉野屋
甚助・菱屋孫兵衛。

備考：くくり紐一括（7）の16番目。前表紙にr加茂」（墨

書）、後ろ表紙見返しに三井ラベルrB972・新・81」、23

丁裏に「武官廿一番」（下ヶ札）。

Y1202－028　　　　　　　　　　　　　　臨時

加茂下上社行幸記

文久3（1863）

81×170ミリ1巻1冊56丁整版
題簸：原・加茂下上社行幸記文久三亥年三月十一目



世清泉堂緑山鉄筆池田家蔵狸売買禁。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。後ろ表紙に「薬師川氏」（墨書）。昭和11年

6月27日寄託。

Y1202－032（1）

［雲上便覧大全　上］

（1867年）

83×179ミリ2巻2冊（1冊に合綴）104丁整版
題簸：後・雲上便覧大全表紙：原・松葉色・卍繋ぎ地に

菊紋唐草型押し
構成：序1オモテ、禁裏・内裏略図1ウラ～2、凡例3～4オ

モテ、目標4ウラ～5オモテ、紋5ウラ、帝陵略記6～9、本文

10～42、下巻目次3丁、下巻1～60、蔵板目録・蹟61
（皇都池田東園）
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：15丁は重複。16～19丁は1丁で丁付は「十六ノ
九」としてある。前表紙にr慶応三年」（貼紙）とr雲上便

覧大全」（下ヶ札）。下小口に「岩田」（墨書）、上小口に

rヤマに大岩田所待」（墨書）。昭和7年9月29目寄
託。

Y1202－032（2）

［雲上便覧大全　下］

慶応3（1867）

64丁整版
表紙1原・松葉色・卍繋ぎ地に菊紋唐草型押し

構成：目録下口1～3、下巻1～60、蔵板目録・賊61
（皇都池田東園）
刊記：官許／嘉永五年壬子四月／同同年子秋出板／慶応

三年丁卯九月！増補改正六條御殿／御蔵板。弘通所書

林江戸須原屋茂兵衛1山城屋佐兵衛・大坂河内屋喜
兵衛／同和助・尾州永楽屋東四郎・皇都村上勘兵衛
（印）／永田調兵衛・田中屋専助／吉野屋甚輔・林芳兵衛！

丁字屋源次郎・越後屋治兵衛〆竹原好兵衛。

Y1202－033（1）

［雲上便覧大全　上］

（1867年）

82×181ミリ2巻2冊（1冊に合綴）39丁整版
題簸：原・雲上便覧大全完表紙1原・青紫色・卍繋ぎ

地に桐菊唐草型押し
構成1序1オモテ、禁裏・内裏略図1ウラ～2、凡例3～4オ
モテ、目標4ウラ～5オモテ、紋5ウラ、帝陵略記6～9、上巻

10～42
備考：薄様を使用。16～19丁は1丁で丁付は「十六ノ
十九」としてある。

Y1202－033（2）

［雲上便覧大全

慶応3（1867）

64丁整版

下］

構成：下巻目録下口1～3、下巻1～60、蔵板目録・蹟

61（皇都池田東園）
刊記：官許／嘉永五年壬子四月／同同年子秋出板1慶応

三年丁卯九月増補改正六條御殿ノ御蔵板。弘通所／
書林江戸須原屋茂兵衛1山城屋佐兵衛／大坂河内屋

2．名　鑑　2．名鑑！2．公家鑑／　〔133〕

喜兵衛／同和助1尾州永楽屋東四郎1皇都村上勘兵衛／
永田調兵衛1田中屋専助1吉野屋甚輔／林芳兵衛／丁字

屋源次郎1越後屋治兵衛1竹原好兵衛。

Y1202－034（1）

［雲上便覧大全　上］

慶応4（1868）

86×188ミリ2巻2冊（1冊に合綴）45丁整版
題籏：原・雲上便覧大全完表紙：原・葡萄色・小葵型

押しっや出し
構成：序1オモテ、禁裏・内裏略図1ウラ～2、凡例3～4オ

モテ、目標4ウラ～5オモテ、紋5ウラ、帝陵略記6～9、上巻

10～42
印記：□園・臥牛□王人・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：10丁の後に「又十ノー～七」がある。16～19丁は

1丁で丁付は「十六ノ九」としてある。前表紙に
「TOKYO　GANSYODOSYOTEN」のシール。

Y1202－034（2）

［雲上便覧大全　下］

（1868年）

63丁整版
構成1下巻目録下口1～3、下巻1～60、蔵板目録・駿
61（皇都池田東園）
刊記：官許／嘉永五年壬子四月／同同年子秋出板！慶応

四年戊辰二月1増補改正六條御殿御蔵板。弘通所／
書林江戸須原屋茂兵衛仙城屋佐兵衛1大坂河内屋
喜兵衛1同和助／尾州永楽屋東四郎／皇都村上勘兵衛／
永田調兵衛1田中屋専助／吉野屋甚輔／林芳兵衛／丁字
屋源次郎1越後屋治兵衛！竹原好兵衛。

備考：55・56丁はない。昭和8年4月15日寄託。

Y1202－035　　　　　　　　　　　　　　公武

雲上便覧　御役之部

慶応4（1868）

84×181ミリ1巻1冊27丁整版
題簸：原・雲上便覧御役之部全表紙二原・水色・無
地

構成：諸役職掌1～2、三職付3～5、役人付1～22
刊記：慶応四年辰三月改。

印記：湯浅富人・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：最終丁に「湯浅蔵書」（墨書）。昭和11年12，月12

目寄託。

Y1202－036　　　　　　　　　　　　　　公武

雲上示正鑑乾
明治1　（序）（1868）

161×114ミリ1巻1冊39丁整版
題簸：原・慶応新刊雲上示正鑑乾表紙：原・水色・
雲中に鶴型押し
構成：序3（有栖川幟仁・戊辰元陽上旬御園刑部卿憲
澄）、総論3～5、凡例6～8、紋1オモテモテ、本文1ウラ～

30
刊記：円融王府貫練学館蔵梓、御園刑部卿憲澄輯・威
王院室慧昭補閲（封面）。

印記：松古館蔵・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：下巻欠。前表紙に「慶応四年」（貼紙）と「雲上示



刊記：書林御境内下珠敷屋町丁字屋九郎右衛門
版。

備考：ノドに丁付あり。最終丁に「画雑書拾三番」（貼紙）

と三井ラベル「B975・11」。

族皇Y2202－001－01

皇族名鑑　1

（1888年）

154×109ミリ2巻2冊29丁活版
題簸：原・皇族名鑑皇統一表紙：原・藩
構成：表紙1、菊紋1、本文27
印記：三井文庫。

備考：桐箱に入る。三井ラベル「B982・6」。
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Y2202－001－02　　　　　　　　　　　　　皇族

皇族名鑑　2

明治21（1888）

155×109ミリ92丁活版
題簸：原・皇族名鑑皇族二表紙：原・絹覗色
構成1目録1、本文89、正誤表1、刊記1
刊記1明治十七年十一月十四目版権免許、明治二十
一年三月十日印刷、明治二十一年三月十九目改補出
版、編纂者和歌山県士族鈴木真年（牛込区箪笥町
16番地）、発行者東京府士族彦根正三（京橋区八
官町13番地）、印刷者東京府士族青山長格（下谷
区長者町2丁目4番地）、販売所博公書院（東京京橋
区八官町13番地）。
印記：三井文庫。

備考：定価95銭。三井ラベル「B982・6」。

2．名鑑13．華族名・／

Y1203－001

華族階級

明治5（1872）

84×182ミリ1巻1冊28丁整版
題簸：原・華族階級壬申正月改表紙：原・松葉色地
に松皮菱

刊記：官板。御用御書物所目本橋通壷町目須原屋茂
兵衛・芝三島町和泉屋市兵衛。

印記：田中・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：前表紙に「華族階級」（下ヶ札）。昭和7年。

Y1203－002

竈頭華族銘鑑

明治8（1875）

152×103ミリ1巻1冊35丁整版
題簸＝原・竈頭華族銘鑑長谷川竹葉輯録全表紙：
原・黄色地に卍繋型押し

構成：索引・付言1、本文2～35
刊記：官許明治八年六月廿二目、同年八月刻成、長
谷川竹葉蔵版（第四大区十小区牛込西五軒町四十番
地）、東京雁金屋清吉。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：封面に「東京青山堂／一ヶ月置二改正」、前表
紙に「華族名鑑」（下ヶ札）。昭和7年。

2．名鑑〔134〕

正鑑」（下ヶ札）。昭和7年9月19目寄託。

Y1202－037
［刷物・懐玉雲上要覧］

宝暦12（1762）

356×515ミリ1丁整版
題簸：原・壊玉雲上要覧両面（打付）表紙：なし

刊記：宝暦十二壬午年初夏京都三條高倉へ入町出
雲寺和泉橡（林）印・江戸出店目本橋南一丁目。

印記：しんまちみついけ。

備考：両面摺。裏面に「諸家昇進図大概」あり。昭和12

年。酸性紙に貼付されている。

Y1202－038
［刷物・雲上明覧］

天保3（1832）

403×855ミリ1丁整版
題簸：原・天保三辰秋改正雲上明覧（打付）表紙：な
し

印記：吉岡・丸ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面摺。昭和13年11月21目寄託。酸性紙に貼
付されている。

Y1202－039
［刷物・年々改正　袖中雲上便覧］

天保15（1844）

379×930ミリ1丁整版
題簸：原・年々改正袖中雲上便覧（打付）表紙：なし
刊記：天保十五年甲辰五月改。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面摺。束帯具・衣冠具についての記事あり。昭

和9年11月27目寄託。酸性紙に貼付されている。

Y1202－040

［刷物・年々改正　袖中雲上便覧］

弘化4（1847）

375×926ミリ1丁整版
題簸：原・年々改正袖中雲上便覧（打付）表紙：なし

刊記：弘化四年丁未五月朔目改。

備考：両面摺。束帯具・衣冠具についての記事あり

Y1202－041

［刷物・掌中雲上抜］

慶応2（1866）

369×554ミリ1丁整版
題簸＝原・掌中雲上抜〔コ全表紙：原・丁字引

刊記1慶応二年丙寅正月　新刻三室戸殿蔵板。
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考1両面摺。前表紙に「慶応二年」（貼紙）。昭和7年。

Y1202－042
［刷物・大祖聖人六百回忌］

72×163ミリ16丁整版
題簸：原・大祖聖人六百回忌［コ大会庭儀図表紙：原
生成・色刷
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Y2203－002（2）

華族録

明治17（1884）

138×189ミリ1巻1冊109P活版
題籏：原・明治十七年一月三十一目調華族録（打付）
表紙：原・青色無地

構成：凡例1、索引15R本文92P
刊記＝宮内省華族局之印（方形朱）。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年11月14日寄託。

Y2203－002（3）

華族録

明治18（1885）

138×189ミリ1巻1冊132P活版
題簸：原・明治十八年四月調華族録（打付）表紙
原・生成無地

構成＝索引15P、本文117P
刊記：宮内省華族局之印（方形朱）。

印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年11月14目寄託。

Y2203－003

公侯伯子男華族明覧

明治17（1884）

133×183ミリ1巻1冊90P活版
題籏：原・公侯伯子男華族明覧全（打付）表紙：原・

生成無地
構成：詔勅1、華族令・凡例2P、索引3～10P、本文79
刊記：明治十七年七月十一目御届、同八月出版、編輯
兼出版人新潟県平民山崎直吉（東京神田美土代町）、

発免・売捌所穎才新誌社、大取次所神田小川町吉田
正太郎。

Y2203－004（1）

華族名簿

明治19（1886）

127×191ミリ1巻1冊129P活版
題籏：原・明治十九年十二月十五目調華族名簿（打
付）表紙：原・水色無地

構成：索引14P、本文115P
印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：Y2203－004（1）～（3）は合綴。巻末に墨書の
書き入れがある。

Y2203－004（2）

華族名簿

明治20（1887）

1巻1冊139P活版
題籏：原・明治廿年十二月廿目調華族名簿（打付
表紙：原・薄緑色無地

構成：正誤表2P，索引15P，本文122P
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：朱書書き入れが多数ある。昭和7年。

Y1203－003

華族名鑑

明治10（1877）

70×153ミリ1巻1冊117丁整版
題籏：原・華族名鑑全表紙：原・黄色地に布目型押し

構成：序・序引2、凡例4、本文80、禄券帳31

刊記＝官許明治十年十一月改正、書騨名古屋永楽
屋東四郎・西京田中治兵衛・大坂大野木市兵衛・中川
勘助・東京吉川半七・江藤喜兵衛・穴山篤太郎・丸屋善

八・小林新兵衛・稲田佐兵衛・山中市兵衛・北畠茂兵衛

売捌人新橋竹川町濱田金兵衛、板元西村組出版
局。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和9年11月27目寄託。

Y2203－001（1）

華族明鑑

明治10（1877）

114×188ミリ1巻1冊76P活版
題籏：原・明治十年一月改華族明鑑（打付）表紙
原・青色無地

印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみっいけ。

備考＝Y2103－001（1）～（3）は合綴。昭和7年。

Y2203－001（2）

華族明鑑

明治12（1879）

141×193ミリ1巻1冊108P活版
題簸：原・明治十二年第一月発免華族明鑑（打付
表紙：原・青色無地

構成：凡例1、索引7、本文92P
刊記：記長局印（方形朱）。

印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみついけ。

Y2203－001（3）

華族明鑑

明治13（1880）

141×193ミリ1巻1冊112P活版
題簸：原・明治十三年一月頒布華族明鑑（打付）表
紙：原・青色無地

構成：凡例1、索引8、本文94P
刊記：記長局印（方形朱）。

印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年。

Y2203－002（1）

華族録

明治16（1883）

138×189ミリ1巻1冊110P活版
題簸：原・明治十六年一月三十一目調華族録（打付
表紙：原・青色無地

構成：凡例1、索引15P，本文93P
刊記：宮内省印（方形朱）。

印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：Y2203－002（1）～（3）は合綴。昭和7年。
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Y2203－004（3）

華族名簿

明治23（1890）

1巻1冊137P活版
題籏：原・明治二十三年五月一目調華族名簿（打付）
表紙：原・生成無地

構成：索引20P、本文117P
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：朱書書き入れが多数ある。昭和7年。

Y2203－005　　　　　　　　　　　　華族・士族

爵位次第録

明治20（1887）

149×205ミリ1巻1冊621P活版
題籏：原・明治二十年六月三十目調爵位次第録（打
付）表紙：原・薄茶色無地

刊記：明治二十年九月十二目届済。華族局印（方形
朱）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考二昭和7年1L月14目寄託。

Y2203－006

華族名鑑大全

明治21（1888）

157×113ミリ1巻1冊110丁銅版
題簸：原・新調更正華族名鑑大全表紙：原・肌色卍
繋ぎ型押し
構成：内題1、序1（明治廿年十月従三位勲三等侯爵池

田章政）、凡例1、目録3、本文104
刊記1明治二十年四月六日版権免許、同十一月出版、

明治二十一年十一月二十目印刷、同年同月二十二目
増補出版、著作兼発行者東京府士族彦根正三、印刷
者同青山長格、発行所博公書院：発免書蝉26名。
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年10月13目寄託。

Y2203－007

新調更正華族名鑑大全

明治26（1893）

158×113ミリ1巻1冊113丁活版
題簸：原・新調更正華族名鑑大全表紙：原・青色卍繋

ぎ型押し
構成：内題1、序1（明治廿年十月従三位勲三等侯爵池

田章政）、凡例1、目録3、本文107
刊記：明治二十年四月六目版権免許、同十一月出版、

明治二十六年三月六目印刷、同年同月同日増補再版、
著作兼発行者東京府士族彦根正三、印刷者同三島善
太郎、発行所博公書院：発免書躍26（写真）。

備考：前表紙に「新ヵ町勘定場蔵」（朱書）。後ろ表紙に

「新町勘定場備置」（墨書）。背に「新板華族名鑑」（墨

書）、下小口に「華族名鑑完」（墨書）。

Y2203－008（1）

華族名簿

明治29（1896）

130×190ミリ1巻1冊166P活版

題籏1原・明治二十九年一月二十一目調華族名簿
（打付）表紙：原・鶯色無地

構成：索引21R本文143P、求年齢表2P
刊記：明治二十九年三月六日印刷、同年同月九目発
行、華族会館、印刷人京橋区山城町六番地堀田道貫、

印刷所堀田印刷所。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：Y2203・008（1）～（3）は合綴。非売品。昭和7年。

Y2203－008（2）

華族名簿

明治31（1898）

1巻1冊188P活版
題簸二原・明治三十一年三月十五目調華族名簿（打
付）表紙：原・薄茶色無地

構成：索引24R本文162P、求年齢表2P
刊記：明治三十一年四月二十五目印刷、同年同月二
十八目発行、華族会館、印刷人京橋区山城町六番地
堀田道貫、印刷所堀田印刷所。
印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。昭和7年。

Y2203－008（3）

華族名簿

明治32（1899）

1巻1冊188P活版
題籏：原・明治三十二年一月二十一日調華族名簿
（打付）表紙二原・薄茶色無地

構成：索引24R本文162P、求年齢表2P
刊記：明治三十二年二月十八目印刷、同年同月二十
目発行、華族会館、印刷人京橋区山城町六番地堀田
道貫、印刷所堀田印刷所。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売晶。昭和7年。

Y2203－009

新撰華族名鑑
明治32（1899）

190×130ミリ1巻1冊415P活版
題簸＝原・新撰華族名鑑（打付）表紙：原・布・青色無

地に花葵竹型押し
構成二詔勅1、緒言4P、目次14P、本文392P、広告3P
刊記：明治三十二年一月十五目印刷、明治三十二年
一月十八目発行、編纂者本田精志、発行者大橋新太
郎、印刷者多田三弥、印刷所恵愛堂、発免元東京市目

本橋区本町三丁目博文館。
印記：三井家6。

備考：最終丁に「明治三十二年二月九目」（墨書）。下

小口に「華族名鑑完三十二年度」（墨書）。

Y2203－010（1）

華族名簿

明治33（1900）

129×189ミリ1巻1冊192：P活版
題簸：原・明治三十三年一月十七日調華族名簿（打
付）表紙：原・鶯色無地

構成：索引24P、本文166P、求年齢表2P
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目発行、華族会館、印刷者芝区南佐久間町ニノー中田
万之助、印刷所東洋社。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。昭和7年。

Y2203－011（3）

華族名簿

明治40（1907）

1巻1冊213P活版
題簸：原・明治四拾年四月九日調華族名簿（打付）
表紙：原・鶯色無地

構成：凡例1、索引25P、本文181P、華族会館職員3P
求年齢表2P
刊記：明治四十年六月二十二目印刷、同年六月二十
五目発行、華族会館、印刷者芝区南佐久間町ニノー中
田万之助、印刷所東洋社。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。昭和7年。

Y2203－012（1）

華族名簿

明治41（1908）

126×185ミリ1巻1冊244丁活版
題籏＝原・華族名簿明治四拾一年三月三十一日調
（打付）表紙：原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引27R本文210、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：明治四十一年五月十七日印刷、同年五月二十
目発行、華族会館、印刷者芝区南佐久間町ニノー中田
萬之助、印刷所東洋社。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：Y2203－012（1）～（3）は合綴。非売品。

Y2203－012（2）

華族名簿

明治43（1910）

1巻1冊256丁活版
題簸：原・華族名簿明治四拾三年四月七目調（打付）
表紙＝原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引25P，本文224、華族会館役員3P、

求年齢表2P
刊記：明治四十三年五月廿五日印刷、同年六月一目
発行、華族会館、印刷者芝区南佐久間町ニノー中田萬
之助、印刷所東洋社。

印記：桜井家図書符・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。前表紙見返しに「桜井家図書符」が貼付
してある。

Y2203－012（3）

華族名簿

明治44（1911）

1巻1冊257丁活版
題籏：原・華族名簿明治四拾四年三月計目調（打付）
表紙1原・薄茶色無地

構成1凡例1、索引27R本文223、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：明治四十四年四月廿五目印刷、同年四月廿八

刊記：明治三十三年二月十八目印刷、同年同月二十
日発行、華族会館、印刷人京橋区山城町六番地堀田
道貫、印刷所堀田印刷所。

印記：桜井図書之印、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：Y2203・010（1）～（3）は合綴。非売品。昭和7年。

Y2203－010（2）

華族名簿

明治35（1902）

129×189ミリ1巻1冊212：P活版
題簸：原・明治三十五年二月二十八日調華族名簿
（打付）表紙：原・薄茶色無地

構成：索引26P、本文184P、華族会館職員2P
刊記：明治三十五年四月二十目印刷、同年同月二十
二目発行、華族会館、印刷人京橋区山城町六番地堀
田道貫、印刷所堀田印刷所。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。昭和7年。

Y2203－010（3）

華族名簿

明治36（1903）

120×185ミリ1巻1冊214P活版
題簸：原・明治三十六年二月五日調華族名簿（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成＝索引26P、本文184P、華族会館職員2P、求年
齢表2P
刊記：明治三十六年三月十七目印刷、同年三月二十
日発行、華族会館、印刷者京橋区西紺屋町二十六七
番地佐久間衛治、印刷所株式会社秀英舎。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。昭和7年。

Y2203－011（1）

華族名簿

明治38（1905）

126×186ミリ1巻1冊204P活版
題簸：原・明治三十八年四月二十β調華族名簿（打
付）表紙：原・薄茶色無地

構成1索引24P、本文175P、華族会館職員3R求年齢
表2P
刊記1明治三十八年六月廿七目印刷、同年六月三十
目発行、華族会館、印刷者京橋区加賀町三番地中田
万之助、印刷所東洋社。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考IY2203－011（1）～（3）は合綴。非売品。昭和7
年。

Y2203－011（2）

華族名簿

明治39（1906）

1巻1冊211P活版
題簸：原・明治三十九年四月十二目調華族名簿（打
付）表紙＝原・鶯色無地

構成：凡例1、索引24P、本文180P、華族会館職員3P
求年齢表2P
刊記：明治三十九年六月廿五目印刷、同年六月廿八



発行、華族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：Y2203－014（1）～（3）は合綴。非売品。昭和7年。

Y2203－014（2）

華族名簿

大正5（1916）

1巻1冊283丁活版
題籏：原・華族名簿大正五年三月三十一日調（打付）
表紙＝原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引25R本文251、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：大正五年四月二十五日印刷、同年四月三十日
発行、華族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売晶。昭和7年。

Y2203－014（3）

華族名簿

大正6（1917）

1巻1冊267丁活版
題籏：原・華族名簿大正六年三月三十一目調（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成二凡例1、索引25R本文235、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：大正六年四月廿五目印刷、同年四月三十目発
行、華族会館。

印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。昭和7年。

Y2203－015（1）

華族名簿

大正7（1918）

123×185ミリ1巻1冊268丁活版
題簸：原・華族名簿大正七年六月一目調（打付）表
紙：原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引25R本文236、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記＝大正七年六月廿三目印刷、同年六月廿五目発
行、華族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：Y2203－015（1）～（3）は合綴。非売品。昭和7
年。

Y2203－015（2）

華族名簿

大正8（1919）

1巻1冊265丁活版
題簸：原・華族名簿大正八年三月三十一目調（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引25：R本文233、華族会館役員3P、

求年齢表2P
刊記：大正八年五月二十目印刷、同年五月二十三日
発行、華族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。昭和7年。
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日発行、華族会館、印刷者芝区南佐久間町ニノー中田
萬之助、印刷所東洋社。

印記：桜井家図書符・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売晶。前表紙見返しに「桜井家図書符」が貼付

してある。昭和7年11月14目寄託。

Y2203－013（1）

華族名簿

明治45（1912）

126×190ミリ1巻1冊272丁活版
題簸：原・華族名簿明治四拾五年四月珊目調（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引27R本文238、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：明治四十五年五月廿八日印刷、同年五月三十
一目発行、華族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：Y2203－013（1）～（3）は合綴。非売品。昭和7
年。

Y2203－013（2）

華族名簿

大正2（1913）

1巻1冊275丁活版
題簸：原・華族名簿大正二年四月三十目調（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引26R本文242、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：大正二年六月一目印刷、同年六月五目発行、華
族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。丁間史料（差出：東京麹町区内山下町
華族会館→兵庫県武庫郡大社村ノ内広田村字岡田山
桜井忠胤様宛の封筒）がある。昭和7年。

Y2203－013（3）

華族名簿

大正3（1914）

1巻1冊280丁活版
題簸：原・華族名簿大正三年四月三十目調（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引25E本文248、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：大正三年六月七目印刷、同年六月十目発行、華
族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売晶。昭和7年。

Y2203－014（1）

華族名簿

大正4（1915）

126×189ミリ1巻1冊285丁活版
題簸：原・華族名簿大正四年四月三十目調（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成＝凡例1、索引25R本文253、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：大正四年五月二十目印刷、同年五月二十五目
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Y1204－005　　　　　　　　　　　　　官員録
太政御役付

明治一

82×162ミリ1巻1冊26丁整版
題簸1原・太政御役付表紙1原・のぞき色・無地
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙見返しに三井ラベル「B973・新・12」。昭

和8年8月1日寄託。

Y1204－006　　　　　　　　　　　　　官員録
官員録

明治1（1868）

122×184ミリ1巻1冊32丁整版
題籏：原・官員録辰十二月五目改（打付）表紙：原・
生成

刊記：官板御用御書物所東洞院三條上ル町村上勘
兵衛堀川二條下ル町井上治兵衛。
備考：22丁の後に「廿ニノ下」がある。

Y1204－007　　　　　　　　　　　　　官員録
［東京官員録］

明治1（1868）

69×156ミリ1巻1冊30丁整版
題簸：後・東京官員録（墨書）表紙：原・黄色・無地

刊記：明治元辰年許刻御用御書物所東京目本橋南
壱丁目　須原屋茂兵衛。

印記：武蔵国多摩郡野津田村石坂又次郎図書記・ウサ
ギ・しんまちみついけ。

備考：17丁の後に「又十七」がある。巻末に広告。前表

紙に「明治元年」（貼紙）、後ろ表紙見返しに主井ラベル

「B973・新・24」。昭和9年11月27日寄託。

Y1204－008　　　　　　　　　　　　　　官員録

官員録

明治2（1869）

110×164ミリ1巻1冊46丁整版
題籏：原・官員録巳正月改（打付）表紙：原・生成
刊記1刊記なし。

Y1204－009　　　　　　　　　　　　　　官員録

官員録

明治2（1869）

111×154ミリ1巻1冊47丁整版
題簸：原・官員録巳二月改（打付）表紙：原・生成

刊記：刊記なし。

備考：10丁に上・下がある。

Y1204－010　　　　　　　　　　　　　　職員録

職員録

明治2（1869）

124×186ミリ1巻1冊72丁整版
題籏：原・職員録九月四日版表紙：後・葡萄色・葉

刊記＝御用官板所芝神明前和泉屋市兵衛・目本橋
通壱丁目須原屋茂兵衛。
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

Y2203－015（3）

華族名簿

大正9（1920）

1巻1冊263丁活版
題簸：原・華族名簿大正九年三月三十一日調（打付）
表紙：原・薄茶色無地

構成：凡例1、索引25R本文231、華族会館役員3P、
求年齢表2P
刊記：大正九年五月二十八目印刷、同年五月三十一
日発行、華族会館。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：非売品。

2．名一／4．官員録・職員録！

Y1204－001　　　　　　　　　　　　　官員録
太政御職明鑑

慶応4（序）（1868）

75×156ミリ1巻1冊31丁整版
題簸：原・太政御職明鑑表紙：原・黄色無地

構成：序（書騨平楽寺謹誌）、本文29、刊記1

刊記：御用御書物所東洞院三条上ル村上勘兵衛・堀
川通二条下ル井上治兵衛、取次書林田中屋專助・林
芳兵衛・丁字屋源七郎・吉野屋甚助・永田調兵衛・石田
治兵衛。

印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：85・89丁欠落。

Y1204－002　　　　　　　　　　　　　官員録
太政官御職明鑑
慶応4（序）（1868）

78×181ミリ1巻1冊28丁整版
題簸：原・太政官御職明鑑表紙：原・格子刷引

刊記：官許御用御書物所東洞院三条上ル町村上
勘兵衛・堀川通こ条下ル町井上次兵衛。
印記：三井文庫。

備考：後ろ表紙見返しに三井ラベルrB973・11」。

Y1204－003　　　　　　　　　　　　官員録
太政御職明鑑
慶応4（序）（1868）

75×156ミリ1巻1冊31丁
題籏：原・太政御職明鑑表紙：原・黄色無地

構成：序（書璋平楽寺謹誌）、本文29、刊記1

刊記：御用御書物所東洞院三条上ル村上勘兵衛・堀
川通二条下ル井上治兵衛、取次書林田中屋專助・林
芳兵衛・丁字屋源七郎・吉野屋甚助・永田調兵衛・石田
治兵衛。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

Y1204－004　　　　　　　　　　　　　官員録
官員録

明治1（1868）

121×184ミリ1巻1冊31丁整版
題簸：原・官員録辰十一月改（打付）表紙二原・生成

刊記：官版御用御書物所東洞院三條上ル町村上勘
兵衛・堀川二條下ル町井上治兵衛。



Y1204－015　　　　　　　　　　　　職員録
［職員録］

［明治2］（1869）

127×184ミリ1巻1冊108丁整版
題簸：剥離表紙：後・水色・卍繋ぎ型押し

刊記：御用官板所芝神明前和泉屋市兵衛・目本橋通

萱町目須原屋茂兵衛。

Y1204－016　　　　　　　　　　　　職員録

職員録
［明治3］（1870）

85×178ミリ1巻1冊151丁整版
題籏：原・職員録十月廿目改（打付）表紙：原・生成

構成：目次上・下、本文1～145
刊記：官版御用御書物所東洞院三條上ル町村上勘
兵衛・堀川通二條下ル町井上治兵衛。
備考；17・18丁は1丁で丁付は「十七ノ八」としてある。

58丁に「上・下」、74丁に「上・下」、75丁に「上・下」、

130丁の後に「百三十下」、131丁の後に「百三十一下」

がある。

Y1204－017（1）　　　　　　　　　　　　職員録

職員録　上
［明治3］（1870）

182×82ミリ2巻2冊（1冊に合綴）80丁整版
題籏：原・職員録上表紙：後・水色・卍繋ぎ型押し
構成：目次2、本文1（神祇官）～又78／4（工部省）

備考＝20丁の後にr又ノニ十上・中・下」、78丁の後に
「又七十八ノー～四」がある。42～49丁は1丁で丁付は

「四十ニノ九」としてある。

Y1204－017（2）　　　　　　　　　　　職員録

［職員録　下］

（1870年）

85丁整版
構成：79（兵部省）～163（開拓使）

刊記：官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・目

本橋通萱町目須原屋茂兵衛。

Y1204－018－1　　　　　　　　　　　　職員録

職員録　上
［明治4］（1871）

84×181ミリ2巻2冊71丁整版
題籏：原・職員録二月朔日改上表紙：後・水色・卍

繋ぎ型押し
構成：目次2、本文1（神祇官）～70（工部省）

備考：65・66丁は1丁で丁付は「六十五ノ六jとしてある。
前表紙に「全二冊ノー」（墨書）。背に「上」（墨書）。

　
　
　
　
卍

録
員
　
　
色

職
　
　
水

　
　
　
　
後

　
　
　
　
紙

　
　
　
　
表

　
　
　
　
下

　
　
　
　
改

　
　
　
　
ヨ

　
　
　
驚

　
　
　
丁
二

　
　
　
8
6
録

乏
　
　
　
員

18

下
）
測
職
し

㈱
録
庸
轟

2
員
8
×
籏
ぎ

判
職
U
84
題
繋

〔140〕2．名鑑

備考：17丁の後に「又十七jがある。前表紙に「明治二
年」（貼紙）と「職員録」（下ヶ札）。後ろ表紙見返しに三

井ラベル「B973・新・25」。昭和6年11月18目寄託。

Y1204－011　　　　　　　　　　　　　　官員録

官員録

明治2（1869）

113×156ミリ1巻1冊46丁整版
題簸二原・官員録巳三月改正（打付）表紙：原・生成

刊記：御用御書物所東洞院三條上ル町村上勘兵衛。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：10丁に上・下がある。19～21丁は1丁で丁付1ま
r十九ノ廿」としてある。前表紙にr明治二年」（朱書）と

「明治二年1宮員録」（下ヶ札）。昭和6年6，月24目。

Y1204－012　　　　　　　　　　　　職員録

職員録
［明治2］（1869）

121×187ミリ1巻1冊69丁整版
題簸：原・職員録毎月改正（打付）表紙：原・生成

刊記：官版御用御書物所東洞院三條上ル町村上勘
兵衛・堀川二條下ル町井上治兵衛。
備考：23丁は底本重複。60～63丁は1丁で丁付は「六

十ノ三」としてある。

Y1204－013（1）　　　　　　　　　　　職員録

職員録
［明治2］（1869）

135×200ミリ2巻2冊（1冊に合綴）49丁整版
題籏：原・職員録毎月改正（打付）表紙：原・生成
構成：神祇官・太政官・民部省・大蔵省・兵部省（刊記）1

～49
刊記：官板御用御書物所東洞院三條上ル町村上
勘兵衛・堀川二條下ル町井上治兵衛。
備考：前表紙に「校合本」・「上」（墨書）。

Y1204－013（2）　　　　　　　　　　　職員録

職員録
［明治2］（1869）

48丁整版
題簾：原・職員録毎月改正（打付）表紙＝原・生成

構成：刑部省・宮内省・外務省・衆議院ほか50～97

刊記＝官板御用御書物所東洞院三條上ル町村上
勘兵衛・堀川二條下ル町井上治兵衛。
備考：前表紙に「校合本j・「下」（墨書）。

Y1204－014　　　　　　　　　　　　職員録
［職員録］

明治2（1869）
125×182ミリ2巻2冊（1冊に合綴）93丁整版
題簸：後・明治二年職員録（墨書）表紙：後・生成

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「十月廿五日頃欺」（貼紙）。85～87丁
は1丁で丁付は「八十五ノ七」としてある。前表紙・後ろ

表紙に「下京十九区小学の建物指図」の反古紙を使用。

昭和8年7月6目寄託。



構成171（兵部省）～156（開拓使）

刊記1官板御用御書物所日本橋通萱町目須原屋茂
兵衛・芝三島町和泉屋市兵衛。

備考：前表紙にr全二冊ノニ」（墨書）。背にr下」（墨
書）。

Y1204－019　　　　　　　　　　　　職員録
職員録
［明治4］（1871）

84×175ミリ1巻1冊155丁整版
題簸：原・職員録毎口□全（打付）表紙：原・生成

構成：目次2、本文1～156

刊記：官版御用御書物所東洞院通三條上ル町村上
勘兵衛・堀川通二條下ル町井上治兵衛。

備考：3・4丁は1丁で丁付はr三ノ四」、23・24丁は1丁
で丁付は「廿三ノ四」、27・28丁は1丁で丁付は「廿七ノ

八」、65・66丁は1丁で丁付は「六十五ノ六」、91・92丁

は2丁づつあり、152・153丁は1丁で丁付はr百五十
二・三」としてある。

Y1204－020（1）　　　　　　　　　　　官員録
［袖珍官員録　大蔵省］

明？台4（1871）

79×176ミリ9巻9冊（1冊に合綴）25丁整版
題籏：なし表紙二後・肌色・無地

刊記：官板御用御書物所目本橋通壼町目須原屋茂
兵衛・芝三島町和泉屋市兵衛。

Y1204－020（2）

［袖珍官員録　兵部省］

（1871年）

17丁整版

官員録

題籏：原・袖珍官員録兵部省（打付）表紙＝原・生成

刊記：官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・目
本橋通壷町目須原屋茂兵衛。

備考：定価2匁5分。

Y1204－020（3）　　　　　　　　　　　官員録
袖珍官員録　　［神祇省］

（1871年）

7丁整版
題籏：原・袖珍宮員録神祇省辛未十一月五目改（打
付）表紙＝原・生成

刊記：官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・目
本橋通登町目須原屋茂兵衛。

Y1204－020（4）　　　　　　　　　　　官員録
袖珍官員録　　［開拓使］

（1871年）

5丁整版
題簸：原・袖珍官員録開拓使辛未十一月廿日改（打
付）表紙：原・生成

刊記1官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・日
本橋通壼町目須原屋茂兵衛。

2．名鑑2．名鑑！4．官員録・職員録1〔141〕

Y1204－020（5）　　　　　　　　　　　官員録
袖珍官員録　　［宮内省］

（1871年）

11丁整版
題簸：原・袖珍官員録宮内省十一月廿目改（打付）
表紙＝原・生成

刊記：官板御用御書物所日本橋通壷町目須原屋茂
兵衛・芝三島町和泉屋市兵衛。
備考1前表紙に「不許翻刻」（朱印）。

Y1204－020（6）　　　　　　　　　　　官員録
袖珍官員録　　［司法省］

（1871年）

7丁整版
題簸：原・袖珍官員録司法省（打付）表紙：原・生成

刊記：官板御用御書物所目本橋通壷町目須原屋茂
兵衛・芝三島町和泉屋市兵衛。
備考：前表紙に「不許翻刻」（朱印）。

Y1204－020（7）　　　　　　　　　　　官員録
袖珍官員録　　［工部省］

（1871年）

21丁整版
題簸：原・袖珍官員録工部省十一月五目改（打付）
表紙：原・生成

刊記：官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・日
本橋通壷町目須原屋茂兵衛。

備考：定価2匁5分。

Y1204－020（8）　　　　　　　　　　　　官員録
袖珍官員録　　［文部省］

（1871年）

8丁整版
題簸：原・袖珍官員録文部省辛未十一月廿目改（打
付）表紙：原・生成

刊記二官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・目
本橋通壷町目須原屋茂兵衛。

Y1204－020（9）　　　　　　　　　　　官員録
袖珍官員録　　［東京府］

（1871年）

6丁整版
題簸：原・袖珍官員録辛未十一月五目改東京府（打
付）表紙：原・生成

刊記：官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・目
本橋通壷町目須原屋茂兵衛。

Y1204－021　　　　　　　　　　　　官員録
［袖珍官員録　太政官］

明治4（1871）

81×181ミリ1巻1冊11丁整版
題籏二原・袖珍官員録辛未十二月五日改（打付）表
紙：原・生成

刊記：官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・日
本橋通壷町目須原屋茂兵衛。



〔142〕　　　2．　名　　鑑

Y1204。022　　　　　　　　　　　　　官員録

袖珍官員録　　［海軍］

［明治4］（1871）

81×177ミリ1巻1冊4丁整版
題簸：原・袖珍官員録海軍十月廿八日改（打付）表
紙：原・生成

刊記：官板御用御書物所目本橋通萱町目須原屋茂
兵衛・芝三島町和泉屋市兵衛。
備考：前表紙に「不許翻刻」（朱印）。

Y1204－023　　　　　　　　　　　　職員録

府県職員録
［明治3］（1870）

84×176ミリ1巻1冊42丁整版
題籏：原・府縣職員録十一月廿五目改（打付）表紙：

原・生成

刊記：官版御用御書物所東洞院通三條下ル町村上
勘兵衛・堀川通二條上ル町井上治兵衛。

Y1204－024　　　　　　　　　　　　職員録

京都府職員録
［明治3］（1870）

129×173ミリ1巻1冊42丁整版
題簸：原・京都府職員録九月十五目改（打付）表紙：

原・生成

刊記：御用御書物所一条通知恵光町東入町石田治
兵衛。

備考：26～30丁はない。

Y1204－025　　　　　　　　　　　　職員録

京都府職員録
［明治4］（1871）

122×176ミリ1巻1冊49丁整版
題簸：原・京都府職員録六月十五目改（打イ寸）表紙：

原・生成

刊記：官板御用御書物所一条通知恵光院東入石田
治兵衛。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にペン書の貼紙1がある。昭和11年6月

27目寄託。

Y1204－026　　　　　　　　　　　　　職員録

京都府職員録

明治8（1875）

82×169ミリ1巻1冊26丁整版
題簸：原・明治八年十月七目改京都府職員録全（打
付）表紙：原・生成
刊記：御用御書物師東洞院三条上ル町村上勘兵衛。
備考：6丁の後にr又ノ六」が、13丁に2丁ある。

Y1204－027　　　　　　　　　　　　職員録

府県職員録

明治一

82×179ミリ1巻1冊42丁整版
題籏：原・府県職員録十一月廿五目版表紙：後・薄
藍色・卍繋ぎ

刊記：官板御用御書物師芝三島町和泉屋市兵衛・
日本橋通壱町目須原屋茂兵衛。
備考：後ろ表紙見返しに三井ラベル「B973・9」。

Y2204－001　　　　　　　　　　　　官員録

掌中官員録

明治7（1874）

73×157ミリ1巻1冊176丁整版・活版
題籏：原・掌中官員録全表紙：原・黄色・無地

構成：目録1、官等及目録3、本文2～172
刊記：官許明治七年本月改正西村組出版局、書犀
江藤喜兵衛・北澤伊八・村上勘兵衛・出雲寺萬次郎・山

中市兵衛・北畠茂兵衛、発免所東京尾張町西村組
商会。

Y2204－002　　　　　　　　　　　　　官員録

掌中官員録
［明治8］（1875）

73×152ミリ1巻1冊166丁整版・活版
題簸：原・掌中官員録全表紙：原・黄色・無地

構成：目録1、官等及月給表3、本文1～163
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考二33丁に上・下がある。117～119丁は1丁で丁付
は「百七十」としてある。前表紙に「掌中／官員録」（下ヶ

札）、後ろ表紙に「明治第八年調之墨馬蔵」（墨書）。

昭和7年。

Y2204－003　　　　　　　　　　　　　職員録

大坂府職員録

明治7（1874）

82×179ミリ1巻1冊22丁活版
題簸：原・大阪府職員録明治七年第七月改（打付）
表紙：原・生成

刊記：本町四丁目書籍会社。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年11月8目寄託。

Y2204－004　　　　　　　　　　　　　官員録

官員録

明治8（1875）
154×71ミリ1巻1冊165丁整版・活版
題簸：原・官員録全表紙：原・黄色・無地

構成：目録1丁、官等及月給表1～3、本文1～165

刊記1官許明治八年十一月改正、書雛大阪中川
勘助・大野木市兵衛、西京田中治兵衛、東京穴山篤
太郎・吉川半七・江島喜兵衛・丸屋善八・村上勘兵衛・

北澤伊八・出雲寺萬次郎・山中市兵衛・北畠茂兵衛、

発免所東京張尾（ママ）町西村組出版局。
備考：44～46は1丁で丁付は「四十一ヨリ四十六迄」と

してある。50丁は2丁ある。

Y2204－005　　　　　　　　　　　　　官員録

掌中官員録

明治8（1875）
72×157ミリ1巻1冊179丁整版・活版
題籏：原・掌中官員録全表紙：原・黄色・無地



構成：目録1、追加1、官等及給料表3、本文1～172
刊記：官許明治八年八月改正、書犀東京北畠茂兵
衛・山中市兵衛・出雲寺萬次郎・村上勘兵衛・北澤伊
八・丸屋善八・穴山篤太郎・江藤喜兵衛、西京田中治

兵衛、大阪大野木市兵衛・中川勘助、発免所東京
尾張町西村組出版局。
備考：60丁に上・下、99丁に上・下がある。

Y2204－006　　　　　　　　　　　　官員録
官員名鑑

明治10（1877）

83×189ミリ1巻1冊208丁活版
題籏：原・神崎正誼編輯官員名鑑表紙：原・青色・無
地

構成：目録3、官等及月給表3ウラ～9、本文1～197
刊記：明治十年九月四目御屈同年九月六目出版、編
輯兼出版人鹿島県士族神崎正誼（東京第壱大区十
小区築地二丁目廿九番地寄留）、発免人東京府平民
山口安兵衛（東京大壱大区八小区尾張町新地七番
地）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻末に諸国書林（西京5、大坂8、名古屋2、甲府
2、駿府2、加州2、和歌山2、仙台2、勢州2、東京書林
36軒）のリストがある。前表紙に「明治十年」（貼紙）。昭

和8年6月15目寄託。

Y2204－007　　　　　　　　　　　　官員録
明治官員録

明治12（1879）

84×189ミリ1巻1冊246丁活版
題籏：原・大崎清重編輯明治官員録全表紙：後・青
色・菱

構成1目録1～2ウラ、官等及月給表2ウラ～6、本文1～
240
刊記：明治十二年十月十三目御届同十三年一月二
日出版、編輯人東京府平民大崎清重（東京京橋区
南八丁堀三丁目十二番地）、出版軒発免人東京府平
民山口安兵衛（東京京橋区尾張町新地一番地）、発免

人和歌山県平民北畠茂兵衛（東京日本橋区通一丁
目十五番地）・同大坂府平民柳原喜兵衛（大坂東区
北久太郎町四丁目十四番地）・同京都府平民田中治
兵衛（京都下京区寺町通四条下ル三百十七番地）・同

愛知県平民片野東四郎（愛知県下名古屋区名古屋本
町八丁目二番地）・同三重県平民浅野東助（三重県
下安濃郡津東町廿一番地）・同東京和泉屋市兵衛支
鋪池田保輔（鹿島県下々納屋町十四番地寄留）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：132丁・214丁は底本重複。133丁・215丁はな
い。定価金三拾戴銭。前表紙に「明治十三年」（貼紙）。

昭和7年12，月20目寄託。

Y2204－008　　　　　　　　　　　　　職員録
太政官職員録

明治12（1879）

92×163ミリ1巻1冊50頁活版
題簸：原・明治十二年十一月五目改正太政官職員録
（打付）表紙：原・灰色・無地

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

2．名　鑑　2．名鑑14．官員録・職員録／　〔143〕

備考：前表紙にr明治十二年／太政官職員録」（下ヶ札）。

昭和7年2月1目寄託。

Y2204－009　　　　　　　　　　　　　職員録
神奈川県職員録

明治13（1880）

69×147ミリ1巻1冊27丁活版
題簸：原・改正明細神奈川縣官員録全表紙：原・黄
色・卍繋ぎ型押し

刊記1明治十三年十一月廿四目御届同年同月二十
八日出版、編輯県出版人神奈川県平民歌川国松（横
浜吉田町壱丁目七番地）、印刷人同太田長四郎（同
尾上町壱丁目四番地）、大売捌所横浜弁天通壱丁目
吉川伊兵衛・同三丁目丸屋善八ほか28名。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価10銭。前表紙にr明治十三年」（貼紙）、昭

和7年4月1目寄託。

Y2204－010　　　　　　　　　　　　　官員録
［明治官員録］

明？台14（1881）

82×184ミリ1巻1冊284丁活版
題籏：後・明治官員録（墨書）表紙：原・水色・無地

構成：目録1～3オモテ、官等及月給表3オモテ～6、本文

1～273
刊記：明治十四年六月廿六日御屈同十四年七月一
目出版、編輯兼出版人東京府平民山本慶三（東京日

本橋区馬喰町三丁目廿番地、同所販売所東京目本
橋区本町四丁目九番地絢鐸社印行。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：135丁に上・中・下がある。定価金三拾　銭。前
表紙に「明治十四年」（貼紙）。昭和7年12月20目寄
託。

Y2204－011　　　　　　　　　　　　　　官員録

明治官員録

明治14（1881）

82×189ミリ1巻1冊279丁活版
題簸：原・明治官員録全表紙：原・薄藍色・丸文

構成：引目1～6、本文1～273
刊記：明治十四年五月廿五目御届同十四年六月一
目出版編輯兼出版人東京府平民山本慶造東京日
本橋区馬喰町三丁目廿番地同所販売所東京目本
橋区本町四丁目九番地絢鐸社印刊。
印記：石［コ軒・三井文庫。

備考：49丁はなく44丁が混入。143丁はなく138丁が
混入。195丁の後に「百九十五ノー～三」がある。後ろ
表紙見返しに三井ラベル「B973・3」。

Y2204－012－01　　　　　　　　　　　官員録

改正官員録上
明治18（1885）

70×155ミリ1巻1冊（2冊に分冊）257丁活版
題簸：原・改正官員録上表紙：原・黄色・無地
構成1目録1～2オモテ、官等及月給年給表2ウラ～7、本

文8～257
印記：牧野・ウサギ・しんまちみついけ。



備考：2丁の後に「ニノ下」、19丁の後に「十九ノ下」が

ある。後ろ表紙見返しに三井ラベル「B975・31」。

Y1205－003－01　　　　　　　　　　　　寺院

日本諸宗御朱印付　寺鑑　上

天保9（例言）（1838）

155×111ミリ2巻2冊61丁整版
題籏：原・目本諸宗御朱印附寺鑑表紙：原・藍色：小

菊型押し

構成：菊紋と松竹梅図・例言2（天保九年戊戌初夏吉辰
梅園庭士）、門跡3、天台宗23、真言宗23、無本寺10
印記：ウサギ、しんまちみついけ、三井文庫。

備考二紙帳に入る。紙帳に三井ラベル「K620・新・1a」）。

前表紙にr寺鑑」（下ヶ札）。昭和5年寄託、三井ラベル
rK620・新・1」

Y1205－003－02　　　　　　　　　　　　寺院

日本諸宗御朱印付　寺鑑　下

（1838年）

154×111ミリ60丁整版
題簸：原・目本諸宗御朱印附寺鑑下表紙：原・藍
色：小菊型押し

構成：浄土宗15、禅宗27、目蓮宗9、一向宗3、寺宗2、

修験4
印記＝ウサギ、しんまちみついけ、三井文庫。

備考：三井ラベル「K620・新・1」

Y1205－004　　　　　　　　　　　　　　　山陽

［美作鏡］

嘉永5（1852）

88×194ミリ1巻1冊96丁整版
題簸：後・（美作鏡）（墨書）表紙：原・藍色無地

構成：歌1、目録1、本文（村名・山林運上・古跡・庄屋

名など）94

刊記：嘉永五年壬子仲冬、赤田福嶋政民謹校・古町小
坂田鶯山謹書、彫工津山石川浮水・同同円治・同加茂
屋平左衛門・同武田芳造、政民蔵板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「嘉永五年」（貼紙）。後ろ表紙に「山陽

道雑」「昭和九年七月三日寄託」（貼紙）。三井ラベル

rB975・新・12」。

Y1205－005　　　　　　　　　　　　　岡山県

作陽真須鏡

嘉永7（1854）

89×192ミリ1巻1冊74丁整版
題簸：原・作陽真須鏡全表紙：原・黄色無地
刊記：文政十二丑年七月開板、嘉永七寅年七月改板
津山池田吉徳選。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井分類票「山陽道雑」。昭和11年12月12目
寄託、三井ラベル「H222・新・37」

江戸Y1205－006
［番組人宿名鑑］

元治1（1864）

〔144〕2，名鑑

備考：前表紙に「明治十八年□月官省院」（墨書）およ
び「明治十八年改正官員録」（下ヶ札）と「全二冊ノ内」
（墨書）。

Y2204－012－02　　　　　　　　　　　官員録

改正官員録　下

明治18（1885）

70×159ミリ91丁活版
題籏：原・改正官員録下表紙：原・黄色・無地

構成：目録1、本文2～90
刊記：明治十八年三月十四目改正御届明治十八年
四月二日出版、編輯出版彦根正三（京橋区瀧山町拾
壱番地）、謄写委員上阪辰治郎、東京各府下大捌書
蝉（東京33、京都3、大阪4、県下22）。
印記：牧野・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「明治十八年府縣官員□月」と「全二冊

ノニ」（墨書）。前表紙見返しにr三府五港三拾九縣」

（朱・墨書）。昭和7年2月1目寄託。

Y2204－013　　　　　　　　　　　　　職員録

各府県官　改正官員録

明治19（1886）

73×162ミリ1巻1冊90丁活版
題簸：原・各府縣官改正官員録表紙＝原・黄色・無地

構成：目録1、本文2～89
刊記：明治十九年十一月十五日改正御届明治十九
年十二月二目発行、編輯出版彦根正三（京橋瀧山町
拾壱番地）、謄写委員青山長格（下谷区長者町二丁
目四番地）、東京・京都・大阪・各県下大売捌書璋目

本橋通萱丁目須原屋茂兵衛ほか58名。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にr龍雲軒侍者」（墨書）およびr明治十九

年／改正官員録」（下ヶ札）。昭和6年7月6日寄託。

2，名一ノ5．商人など1

Y1205－001　　　　　　　　　　　　　　　山陽

［真す鏡］

文政12（序）（1829）

86×188ミリ1巻1冊85丁整版
題籏：後・（真す鏡）（墨書）表紙：後・黄色・無地

構成：序1（文政十二年七月田熊かつらのや主人）、凡

例1、本文82
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：35丁のあとにr光五ノ次」がある。三井ラベル
rB975・新・10」とr山陽道雑」（貼紙）。昭和9年7月3
目寄託。

Y1205－002　　　　　　　　　　　　　　全国
［御用達綱目］

天保6（1835）

170×121ミリ1巻1冊26丁整版
題籏：後・御用達綱目（墨書）表紙：原・薄藍色・無地

構成：序1丁、凡例・本文1～23
刊記：天保乙未歳同志之為五百冊刷印不許敗（ママ）
売。

印記：三井家編纂室蔵書。



315×869ミリー枚物1丁整版
題簸＝原・子番組人宿名鑑全表紙：後

刊記：元治元年甲子年三月改版隔年改十一番人
宿年行事。

印記：三井文庫。

備考：両面摺。欄外に「売禁」。購入昭和15年10月7
日。三井ラベルrB975・33」。

Y1205－007　　　　　　　　　　　　　　江戸
［江戸町火消纒一覧］

299×411ミリー枚物1丁整版
題籏：後・江戸町火消纒一覧（墨書）

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和6年2月3日、裏打ちあり。

Y2205－001　　　　　　　　　　　　　岐阜県

美濃乃魁

明治16（1883）

118×177ミリ1巻1冊38丁銅板
題簸：原・農商工技藝福井熊次郎編輯美濃乃魁名
所國産物の手引表紙：原・黄色：布目地に雲中に鶴型
押し

構成：序1（癸未夏一偶居士）、目録1、口絵1、本文

34
刊記：明治十六年六月二目御届、同年七月出版、編輯

人大阪府平民福井熊次（印）（大阪府下東区北浜三
丁目）、出版人生見堂大阪府平民亀岡事垣貫一右
衛門（印）（大阪府下北区曾根崎新地萱丁目）、発売所

明善堂中川勘助（大阪府下東区博労町四丁目）・松
恵堂小谷卯三郎（大阪府下東区備後町四丁目）・成

美堂三浦源助（岐阜県下美濃国厚見郡岐阜米屋
町）・目新堂水谷善七（同県下同国同郡岐阜靱屋
町）・獺祭堂玉井忠造（同県下同国羽栗郡笠松駅）・
岡安慶助（同県下同国安八郡大垣岐阜町）・魁化堂
鈴木重嬉（同県下同郡武儀郡上有知相生町）・肥田儀
三郎（同県下同国加茂郡神土村）・高木勘兵衛（同県下

同国恵那郡郡中津川駅）。

印記：上森・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：本文16丁は重複。最終丁に「上森平井携」（墨
書）。昭和6年9月15目寄託、三井ラベル「D409・新・
23A」。

Y2205－002　　　　　　　　　　　　　香川県

讃岐国繁昌記

明治16（1863）

78×176ミリ1巻1冊39丁銅板
題簸＝原・川崎源太郎著讃岐國繁昌記表紙：原・紫
色：卍繋ぎ型押し

構成：内扉1、本文38
刊記：明治十六年五月十七目御届、同年六月刻成、著

兼出版人大阪府平民川崎源太郎（堺戎之町西19
番地寄留）、元販売所讃岐高松梶原書舗、諸国売弘
書□東京北畠茂兵衛・同山中重兵衛、西京出雲寺文
治郎、大阪中川勘介・同田中太右門・同岡鳥真七、堺
集広舎・同鈴木久治郎・名古屋片野東四郎、岡山弘文
北舎、山口宮川臣吉、姫路伊藤和七郎、和歌山平井文
助、長崎集文舎、金沢近田太平、奈良高山梅二郎、倉

2．名鑑2．名鑑15．商人など1〔145〕

敷西沢六造、中津楳津平、琴平。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和8年、三井ラベルrD409・新・40」。

Y2205－003　　　　　　　　　　　　　兵庫県

兵庫県下豪商名所独案内の魁

明治17（1884）

112×164ミリ1巻1冊46丁銅板
題籏：原・垣貫與祐編輯兵庫縣下有馬武庫菟原豪
商名所濁案内の魁表紙＝原・茄子紺色：卍繋ぎ型押し

構成：序1（閑釣人）、本文45

刊記：大阪長瀬長景銅刻（欄外）、明治十六年十二月

六目御届、明治十七年一月出版、編輯兼出版人大阪
府平民垣貫與祐（印）（大阪北区曾根崎新地壱丁目）、

売捌人熊谷久栄堂（神戸相生町東詰）・熊谷久栄堂
（大阪高麗橋二丁目）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価23銭。昭和6年7月28日寄託、三井ラベ
ルrD409・新・26」。
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Y2205－005　　　　　　　　　　　　近畿地方

浪華名所智橡

明治18（1885）

122×182ミリ1巻1冊83丁銅板
題簸：原・亀岡佐七朗編輯・村上吉兵衛校正浪華商
工技藝名所智橡商用手引表紙：原・黒色：卍繋ぎ型
押し

構成：題宇1、序1（明治十八の春四方白雲）、本文81

刊記：明治十八年三月廿五日御届、同十八年五月出
版、編輯兼出版人大阪府平民亀岡佐七郎（印）（西区
西長堀南通四丁目八番地）、校正人村上吉兵衛（印）

（西区北堀江上通三丁目三番地）、検補人生見堂垣
貫一右衛門（北区曾根崎新地一丁目九番地）、発売人

林安之助（東京府下神田区五軒町五番地）・成美堂
三浦源助（岐阜県下美濃国岐阜米屋町）・木曽糺（広島



〔146〕2．名鑑

県下備後国尾ノ道御所回り）・勝村治右衛門（京都府下

寺町植松町）・金石堂古鹿利兵衛（大坂長堀問屋橋
南詰）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価39銭。昭和6年10月30目寄託、三井ラ
ベルrD409・新」。

Y2205－006　　　　　　　　　　　　山ロ県
山ロ県巨豪商早見便覧

明治19（1886）

80×169ミリ1巻1冊90丁銅板
題簸：原・川崎源太郎編輯山口縣巨豪商早見便覧
表紙：原・黄色：卍繋ぎ型押し

構成：序1、本文89
刊記1明治十九年六月十二目出版御届、同年八月廿
二目出版、同年十一月廿目増補御届、同年十二月七
目出版、編輯増補人大阪府平民川崎源太郎（大阪府
下和泉国堺区神明町東2丁17番地、住当時同区熊野
町67番地寄留）、出版人大阪府平民川崎利吉（大阪府

下和泉国堺区神明町東2丁17番地、住当時同区熊野
町67番地寄留）、発免人泉亀吉（大阪府下南区高津3

番町5番地当時堺区櫛屋町東2丁中村容吉方同居）、
同盟特約売捌書林周防山口　宮川臣吉、長門萩同
支店・同藤川東輔・同松原喜兵衛、山口同支店、大阪
中川勘介、諸国書林。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和9年2月24目寄託、三井ラベルrD409・新・
37」。糸ホツレ。

Y2205－007　　　　　　　　　　　　　愛媛県
商工技芸愛媛魁

明治19（1886）

80×171ミリ1巻1冊35丁銅板
題簸：原・神戸上田利十郎編輯商工技藝愛媛魁表
紙：原・紫色：卍繋ぎ型押し

構成＝題字1、目録1、本文32、刊記・広告1

刊記：明治十九年六月目御届、同年八月出版、編輯人

大阪府平民川崎源太郎（大阪府下和泉同堺区神明町
東2丁17番地・住当時同区熊野町67番地寄留）、出
版人大阪府平民川崎利吉（大阪府下堺区神明町東2
丁17番地、住当時同区熊野町67番地寄留）、同盟特
約売捌書林東京山中市兵衛・同丸善書舗、西京出雲
寺文次郎、大阪中川勘助・同南谷新七、神戸弘読舎、
長崎虎與号、熊本長崎次郎、福岡山崎登、赤問関目報
社、広島以文社、岡山岡田源吉、姫路伊藤和七郎、徳
島、和歌山平井文造、奈良阪田一郎、名古屋石版社、

名古屋片野東四郎、堺集広舎・同鈴木久三郎、大津太
田支店、金沢近田太平、甲府内藤伝右衛門、久留米赤
司平輔、小倉、佐倉河内惣助、山口宮川臣吉、萩宮川
支店、山口松原貴平・同石光久輔・同清水一二三堂、
宮市藤井勝平・同開化堂。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年7，月23目寄託、三井ラベルrD409・新・
21」。

Y2205－008
［金沢商工便覧］

明治20（1887）

石川県

77×172ミリ1巻1冊126丁銅板
題籏：後・名勝風景物産物貨有名豪商工業技藝之早見
便覧（墨書）表紙：後・薄花色：卍繋ぎ型押し

構成：緒言1、本文125
刊記＝明治廿壼年月目出版、同年月目発行、著作者兼

発行印刷者大阪府平民川崎源太郎（大阪府堺区熊
野町三十一番屋敷寄留）、発行所堺区熊野町龍泉堂、
各所売捌書林東京巌々堂・同兎屋、西京太田新聞舗、
大阪中川勘助・駿々堂、名古屋永楽屋東四郎・同川瀬
代助・同矢田藤兵衛・同東雲堂、津州清簡堂・同井澤
重治郎、半田小学書籍会社・同小栗三平、亀崎耕芳園、

岡崎淡月堂・伊藤環翠堂、豊橋豊川堂・三盟舎・同
錘々堂、西尾山川大可・同博聞舎・聞益堂、金沢叢文
堂・同雲根堂、福井岡崎佐喜助、敦賀山上宗兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年12，月20日寄託、三井ラベル「D409・
新・41」。

Y2205－009　　　　　　　　　　　　山陽地方
三陽商工便覧

明治20（1887）

77×172ミリ1巻1冊87丁銅板
題簸：原・参陽商工便覧表紙：原・茄子紺色：布目地
型押し

構成：緒言1、本文86

刊記：明治廿壷年月目出版、同年月目発行、著作者兼

発行印刷者大阪府平民川崎源太郎（大阪府下堺区
熊野町三十壷番屋敷寄留）、発行所堺区熊野町龍泉
堂、各所売捌書林東京巌々堂・同兎屋、西京太田新
聞舗、大阪中川勘助・駿々堂、名古屋永楽屋東四郎・
同川瀬代助・同矢田藤兵衛・同東雲堂、津州清簡堂・

同井澤重治郎、半田小学書籍会社・同小栗三平、亀崎
耕芳園、岡崎淡月堂・伊藤環翠堂、豊橋豊川堂・三盟
舎・同鐸々堂、西尾山川大可・同博聞舎・聞益堂、金沢

叢文堂・同雲根堂、福井岡崎佐喜助、敦賀山上宗兵
衛。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：鉛筆落書きあり。昭和8年7月17目寄託、三井
ラベル「D409・新・38」。

Y2205－010　　　　　　　　　　　　　岡山県
作陽商工便覧

明治22（1889）

76×173ミリ1巻1冊26丁活版
題籏：原・作陽商工便覧表紙1原・黄色：無地
構成：題字1、本文26

刊記：明治廿二年七月目印刷、同年月目出版、著作者

兼発行者大阪府平民中谷與助（大阪府堺市宿屋町
廿三番屋敷）、印刷者同府平民川嵜源太郎（同府同
市熊野町三十」番屋敷）、発免元堺市熊野町龍泉堂、
東京巌々堂・同金花堂、西京太田新聞舗、大坂中川勘
助・同兎屋店、名古屋永楽屋書店・同川瀬代助、岡碕
淡月堂、豊橋豊川堂、静岡松本平七、甲府五明堂店、

高岡文港堂、松本水琴堂、同慶林堂、飯田精華堂・同
代田忠助・十一屋、堺慶雲堂、金沢中村喜平、富山中
田店、神戸弘読舎、岡山岡田源吉・同照明堂、和歌山
平井文助、広島早速社、山口宮川臣吉、津山万竹堂・
同照明堂支店、馬関目報社、福岡山嵜登、長崎虎与号、



熊本長嵜次郎、松江大芦利七、丸亀一新社、徳島岩嵜
寅造。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：間紙に酸性紙を使用。昭和8年6月15日寄託、
三井ラベル「D409・新・28」。

Y2205－011　　　　　　　　　　　　　北海道
［北海立志図録］

明治23（1890）

105×153ミリ1巻1冊74丁銅板
題籏：後・北海立志圖録表紙：原・黄色1布目地型押し
構成：小引1（明治二十有三稔星次庚寅仲春中澆鹿門
道人）、凡例1、序2（明治庚寅年四月書干自輯北海立
志図録巻端北島社主人潜龍）、本文70
刊記：明治廿三年月日印刷、同年月目出版、著者兼発

行人茨城縣平民高嵜龍太郎（北海道函館区末広町58
番地）、印刷人東京府士族館岸（同函館区末広町58番
地）、発売人函館末広町北嶋社・同重陽堂・同静光堂・

小樽港入舩町高頭長治・厚岸港湾月町寺門実・根室港
弥栄町星野謙吉。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1定価40銭。昭和9年2月24目寄託、三井ラベ
ノレ「D409・新・34」。

Y2205－012　　　　　　　　　　　　　北海道
［後志国盛業図録］

明治23（1890）

105×153ミリ1巻1冊86丁銅板
題簸：剥離表紙：原・黄色1布目地型押し

構成：題字2、序2（明治廿一年除月下旬北島社主人
潜龍）、凡例1、本文81
刊記：明治廿三年月日印刷、同年月目出版、著者兼発

行人茨城縣平民高嵜龍太郎（北海道函館区末広町58
番地）、印刷人東京府士族館岸（同函館区末広町58番
地）、発売人函館末広町北嶋社・同重陽堂・同静光堂・

小樽港入舩町高頭長治・厚岸港湾月町寺門実・根室港
弥栄町星野謙吉。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価40銭。昭和8年5月9目寄託、三井ラベル
rD409・新・33j。

Y2205－013　　　　　　　　　　　　　北海道

北海道繁栄図録　檜山爾志久遠ノ部

明治24（1891）

124×158ミリ1巻1冊57丁銅板
題簸：原・北海道繁栄図録檜山爾志久遠ノ部（打付）

表紙1原・ボール紙
構成：序2（明治廿四年八月　黙春散人松前譲）、折込

1、本文54
刊記：明治廿四年十月廿目出版、同年同月廿一日御
届、著者兼発行人北海道士族館道策（北海道函館区
恵比須町16番地）、印刷人北海道士族館岸（同函
館区末広町58番地）、発売所函館末広町北嶋社・同重
陽堂・同静光堂・同檜山郡江差港二八堂・同爾志郡熊
石村佐野書籍塵。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：序題はr江差繁盛図録」。昭和7年11月14日寄
託、三井ラベル「D409・新・31」。

2．名鑑2．名鑑！5．商人など／〔147〕

Y2205－014　　　　　　　　　　　　山陽地方

淡播農商工便覧

明治24（1891）

76×169ミリ1巻1冊57丁銅板
題簸：原・淡播農商工便覧表紙：原・深緑色：卍繋ぎ型
押し

構成1題字1、図1、本文55
刊記：明治二十四年十月印刷、明治二十四年十月出
版、筆者印刷兼発行者大阪府平民上田利平（大阪府
西成郡木津村第1157番屋敷住）、同盟売捌所東京
山中市兵衛、東京丸善店、西京出雲寺文二郎、奈良阪
田一郎、金沢近藤太平、名古ヤ片野東四郎、大阪中川
勘助、神戸弘読舎、長崎虎與号、［　］社、［　］吉、鳥

取杉村栄吉、サカイ集広舎、広島以文社。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1定価25銭。昭和9年6月6目寄託、三井ラベル
「D409・新・36」。

Y2205－015

家屋図入北海立志編　4
明治26（1893）

204×141ミリ1巻1冊78丁活版・銅板
題籏：元：家屋圖入北海立志編四表紙：後・白色：
無地
構成：題宇2、序2（明治廿六年十月函館井ロー眠・北
島社主人高崎龍太郎）、凡例1、本文74

刊記：明治廿六年九月三十目印刷、同年十月三十目
出版、著者兼出版人茨城縣平民高崎龍太郎印（函館
匪船場町廿三番地）、印刷人実弟高崎余市郎印・画
工男高崎雄次郎印、発売所北島社（函館匪船場町
廿三番地）・重陽堂（函館匠末廣町）・大盛堂（岩内港御

鉾内町五十三番地）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：18丁は欠落。昭和8年8月1目寄託、三井ラベ
ルrB940・新・63」

Y2205－016　　　　　　　　　　　　　群馬県
［群馬県名家繁昌図録］

明治一

84×196ミリ1巻1冊60丁銅板
題簸：後・群馬縣名家繁昌圖録（墨書）表紙：後・黒
色：東六条藤唐草型押し

構成：遊紙1、本文47、白紙12
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年12月15日寄託、三井ラベル「D409・
新・30」。和紙に全面糊付け、保存注意。

Y2205－017　　　　　　　　　　　　　新潟県
［商工技芸新潟魁］

明治一

73×171ミリ1巻1冊170丁銅板
題籏：後・新潟縣下各商店案内書（墨書）表紙：後・白

色：布目地型押し

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：政府からの褒賞状などを掲載。昭和6年6月24
目寄託、三井ラベル「D409・新・29」。
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Y2205－018　　　　　　　　　　　　福岡県
筑紫名所豪商案内記

明治一

84×170ミリ1巻1冊69丁銅板
題策：原・川嵜源太郎編輯筑紫名所豪商案内記表
紙：原・黒色無地

構成1川崎利光刻（欄外）

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1昭和7年9月19目寄託、三井ラベルrD409・新・
27」。
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3．地誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シリーズ記述）
史料群名　　　（三井文庫旧蔵袋綴本）地　誌

年　　代　　天平5年（733）～大正3年（1914）

数　量2465巻2470冊・512枚
出　　所’三井文庫

　三井文庫に入る前の第二次・第三次の出所については、蔵書印記欄・備考欄を参照のことる

内　　　容　　本目録では、地誌をきわめて広義に捉え、①古代の風土記あるいは中国の「大明一統志」

に編纂方針をならった幕府や藩や明治政府などが公の編纂事業として行った狭義の「地誌」ばかりでな

く、②村況などを書き上げたもの、③紀行文、④案内記・名所記の類、⑤特定の土地と深く結びついた

人物の事績集（城主記・孝義録）などを収めた。

　本項目に収めた史料は、その対象とする地域別に集計すると、愛知県55件、ついで京都府39件、東

京都25件で、これら以外は20件に満たない。また山形・鳥取・山口・宮崎県を扱った史料は見あたら

ない。したがって、収集傾向にやや偏りがみられる。

整理の方法

　整理は地域分類表に準　地誌の細分類表（番号　分類名）

拠した分類をもって行っ

た（「地誌の細分類表」を

参照のこと）。請求番号は、

XO3・Y13・Y23の
後に右の細分類表中に示

した番号2桁を付けた。ま

た、近世以前のものについ

ては、「内容に関するキー

ワード」に旧国名を補記し

た。

01目本 史02府県一覧　　＊03東目本　　　歯04西目本

10北海道

20東北地方 21青森県　　　22岩手県　　　23宮城県
24秋田県　　　　　　　　　　　26福島県

30関東地方 31茨城県　　　32栃木県　　　33群馬県
34埼玉県　　　35千葉県　　　36東京都
37神奈川県　　蛤8伊豆七島・豆南小笠原島
　　　　　　　｝40北陸地方 41新潟県　　　42富山県　　　43石川県
44福井県

51山梨県　　　52長野県　　　53岐阜県
54静岡県　　　55愛知県　　　56三重県

60近畿地方 61滋賀県　　　62京都府　　　63大阪府
64兵庫県　　　65奈良県　　　66和歌山県
73島根県

75岡山県　　　76広島県
81徳島県　　　82香川県　　　83愛媛県
84高知県

gO九州地方 91福岡県　　　92佐賀県　　　93長崎県

94熊本県　　　95大分県
97鹿児島県　　歯98沖縄県

99外国
注）本表の番号は、基本的に地域分類表に準じたが、一部、独自に設けた番号

　や、番号の入れ換えをするなどの変更を施した（表中の歯部分）。



誌

奇談XO301－001－02（2）

［続向燈吐話　7］

（1740年）

25丁写本
構成＝目録1、本文24
印記：榎本・方喜・北滝・花押。

奇談XO301－001－02（3）

［続向燈吐話　8］

（1740年）

22丁写本
構成：目録2、本文20
印記＝榎本・方喜・北滝・花押。

奇談XO301－001－02（4）

［続向燈吐話　9］

（1740年）

21丁写本
構成：目録2、本文19
印記：榎本・方喜・北滝・花押。

奇談

誌3．地

3．地

XO301－001－02（5）

［続向燈吐話　10］

（1740年）

25丁写本
構成：目録1、本文24
印記：榎本・方喜・北滝・花押。

XO301－002－01　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　1上
明和3（序）（1766）

269×180ミリ5巻5冊（11冊に分冊）68丁写本
題簸＝原・東行記一之上表紙：後・藍色無地
構成：序2（明和歳次丙戌春三月福魯斎老人識於武陽

醇月堂）、概要1、本文65
印記：常董之印・福原氏・宗辰所集・三井家3。

備考：讃岐～江戸。巻1の10丁メ表・18丁メ表・63丁メ
裏に切紙貼付がある。枠は木版刷り。前表紙にrホニ百
十四」（貼紙）と「ホニ百十四1拾一巻」（下ヶ札）、後ろ表

紙見返し裏に「東行記」（下ヶ札）。

XO301－002－02　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　1中

（1766年）

269×180ミリ47丁写本
題籏：原・東行記一之中表紙：後・藍色無地
構成：概要1、本文46
印記＝常董之印・福原氏・宗辰所集・三井家3。

備考：14丁表・29丁表・36丁表・38丁裏・39丁表・42
丁裏・44丁裏に切紙貼付がある。枠は木版刷り。

〔150〕

3．地誌101、日本1

×0301－001－01（1）　　　　　　　　　　　　奇談

［続向燈吐話　1］
元文5（序）（1740）

229×159ミリ10巻10冊（2冊に合綴）39丁写本
題籏：原・奇談続向燈夜話壱より五迄表紙：後・薄茶

色無地
構成1序2（元文庚申年初春資等）、目録1、本文36
印記1榎本・方喜・北滝・花押。

備考：2冊共、帳に入る。

奇談XO301－001－01（2）

［続向燈吐話　2］

（1740年）

30丁写本
構成：目録1、本文29
印記：榎本・方喜・北滝・花押。

奇談XO301－001－01（3）

［続向燈吐話　3］

（1740年）

32丁写本
構成：目録1、本文31
印記：榎本・方喜・北滝・花押。

奇談XO301－001－01（4）

［続向燈吐話　4］

（1740年）

28丁写本
構成：目録1、本文27
印記：方喜・北滝・花押。

奇談XO301－001－01（5）

［続向燈吐話　5］

（1740年）

21丁写本
構成：目録1、本文20
印記：方喜・北滝・花押。

XO301－001－02（1）　　　　　　　　　　　　奇談

［続向燈吐話　6］

（1740年）

229×160ミリ25丁写本
題簸：原・奇談続向燈夜話六より十迄表紙：後・薄茶

色無地
構成：目録1、本文24
印記：榎本・方喜・北滝・花押。

備考：前表紙見返しに「評目幻化虚証能巧言猶狐狸
欺常化人」（墨書）
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XO301－002－03　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　1下

（1766年）

269×180ミリ71丁写本
題簸：原・東行記r之下表紙：後・藍色無地
構成：概要2、本文69
印記：常董之印・福原氏・宗辰所集・三井家3。

備考：4．・5丁問・24丁表・26丁裏・30丁裏・35丁表・

48丁裏・51丁裏・53丁表・62裏に切紙貼付などがある。
枠は木版刷り。

XO301－002－04　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　2上

（1766年）

270×182ミリ63丁写本
題籏：原・東行記二之上表紙：後・藍色無地

構成1概要1、本文62
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：表紙見返し間に「扁鵠史記…」・1丁丁間・4丁
裏・5・6丁間・17丁表・24丁裏・28丁裏・59丁裏に切
紙貼付などがある。枠は木版刷り。

XO301－002－05　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　2下
（1766年）

270×181ミリ65丁写本
題簸＝原・東行記二之下表紙：後・藍色無地
構成：概要1、本文64

印記：宗辰所集・三井家3。

備考ユ6丁裏に切紙が貼付される。枠は木版刷り。

XO301－002－06　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　3上
（1766年）

270×181ミリ66丁写本
題簸：原・東行記三之上表紙1後・藍色無地
構成：概要1、追加2、本文63
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：24丁表・29丁表・44丁裏に切紙が貼付される。
枠は木版刷り。

XO301－002－07　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　3下
（1766年）

269×180ミリ51丁写本
題簸：原・東行記三之下表紙：後・藍色無地
構成：概要1、本文49、追加1
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：枠は木版刷り。

XO301－002－08　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　4上

（1766年）

270×181ミリ59丁写本
題簸：原・東行記四之上表紙：後・藍色無地

構成：概要1、本文58

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：9丁裏・11丁表・23丁表・25丁表・27丁裏・28

丁裏・29丁裏31丁裏・32丁裏・33丁裏・34丁裏・37
丁裏・38丁裏・42丁裏48丁裏・49丁裏・52丁裏・53
丁表・55丁表に切紙が貼付される。11丁の丁間に継紙
1がある。枠は木版刷り。

XO301－002－09　　　　　　　　　　　　名所記

東行記4下
（1766年）

269×180ミリ57丁写本
題簸：原・東行記四之下表紙1後・藍色無地

構成1概要1、本文56
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：1丁裏・6丁裏・11丁裏・13丁裏・17丁裏24丁
表に切紙が貼付される。枠は木版刷り。

XO301－002－10　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　5上
（1766年）

270×182ミリ58丁写本
題簸：原・東行記五之上表紙：後・藍色無地
構成：概要1、本文57

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：4丁裏、21・22丁間、22丁表・28丁表・30丁裏・

39丁裏・44丁裏・45丁表・47丁裏・54丁裏に切紙貼
付などがある。枠は木版刷り。

XO301－002－11　　　　　　　　　　　　　名所記

東行記　5下
明和3（駿）（1766）

270×181ミリ49丁写本
題簸：原・東行記五之下表紙：後・藍色無地
構成：概要1、本文46、賊2（明和三年星次丙戌五月筑
峰植木金）

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：31丁表に切紙貼付がある。枠は木版刷り。

XO301－003－01　　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　1

（1812年）

258×187ミリ12巻12冊43丁写本
題簸：原・東遊雑記一表紙1後・濃緑色：薄雁山型押
し

構成：序4（水戸内藤貞常伯通・天明八年戊申孟夏備
中古川辰）・付言2（古松軒）、本文37

刊記：備中岡田古河辰著（巻頭）。

印記lOに二と二安・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホニ百四」（貼紙）と「ホ印二百四／十二
冊」（下ヶ札）。

XO301－003－02

東遊雑記　2

（1812年）

259×186ミリ48丁写本

巡見使



812年）

0×189ミリ39丁写本
簸1原・東遊雑記九表紙：後・濃緑色1薄雁山型押

記：○に二と二安・宗辰所集・三井家3。

q
2
6
題
し
印

XO301－003－10　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　10
（1812年）

259×189ミリ23丁写本
題籏二原・東遊雑記十表紙：後・濃緑色：薄雁山型押

し

印記：Oに二と二安・宗辰所集・三井家3。

XO301－003－11　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　11
（1812年）

259×189ミリ34丁写本
題簸：原・東遊雑記十一表紙：後・濃緑色：薄雁山型

押し
印記：Oに二と二安・宗辰所集・三井家3。

XO301－003－12　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　12
文化9（賊）（1812）

259×188ミリ31丁写本
題簸：原・東遊雑記十二表紙：後・濃緑色：薄雁山型

押し

構成：本文29、践2（文化九年申仲春藤元良父）
刊記：古河辰著（巻頭）、干時寛政元己酉年季夏橘辰

行年六十三記之。
印記：Oに二と二安・宗辰所集・三井家3。

XO301－004－01　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道中言己

勢讃日記　乾
文化年間以降（内容）（1817）

237×162ミリ1巻1冊（2冊に分冊）123丁写本
題籏：原・勢讃目記乾表紙：後・薄茶色無地
刊記：二月廿三目（中略）長岡（中略）朝六時過門出し

草生津信濃川東岸にて親戚朋友乃発旅見送り（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印三百七十五」（貼紙）と「ホ印三百

七十五1二冊」（下ヶ札）。

XO301－004－02　　　　　　　　　　　　道中記

勢讃日記　坤
（1817年）

237×162ミリ127丁写本
題簸：原・勢讃日記坤表紙：後・薄茶色無地

印記：宗辰所集・三井家3。

XO301－005－01

諸国厳命記　上
文政5（序）（1822）

260×185ミリ2巻2冊22丁写本

〔152〕3．地誌

塞籏1原・東遊雑記二表紙：後・濃緑色：薄雁山型押

XO301－003－03　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　3

（1812年）

259×188ミリ46丁写本
題簸：原・東遊雑記三表紙：後・濃緑色：薄雁山型押

し

印記：Oに二と二安・宗辰所集・三井家3。

XO301－003－04　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　4

（1812年）

259×188ミリ47丁写本
題簸：原・東遊雑記四表紙：後・濃緑色：薄雁山型押

し

印記：Oに二と二安・宗辰所集・三井家3。

備考：巻末に洋箋の挿み込みがある。

0301－003－05　　　　　　　　　　　　巡見使

こ遊雑記　5

1812年）

58×188ミリ32丁写本
藝簸：原・東遊雑記五表紙：後・濃緑色：薄雁山型押

XO301－003－06　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　6

（1812年）

259×188ミリ37丁写本
題簸：原・東遊雑記六表紙：後・濃緑色＝薄雁山型押

し

印記：○に二と二安・宗辰所集・三井家3。

XO301－003－07　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　7

（1812年）

259×188ミリ41丁写本
題籏：原・東遊雑記七表紙：後・濃緑色：薄雁山型押

し

印記：Oに二と二安・宗辰所集・三井家3。

XO301．003－08　　　　　　　　　　　　巡見使

東遊雑記　8

（1812年）

260×189ミリ29丁写本
題簸＝原・東遊雑記八表紙1後・濃緑色：薄雁山型押

し

印記：Oに二と二安・宗辰所集・三井家3。

巡見使XO301－003－09

東遊雑記　9



題簸：原・諸國厳命記上表紙：後・布目地型押しに渋
引き

構成：序1（文政五午歳霜降月）、本文21
刊記：植村氏撰（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝前表紙にrホ百九／二巻」（下ヶ札）。

XO301－005－02

諸国厳命記下
（1822年）

261×185ミリ20丁写本
題簸：原・諸國厳命記下表紙：後・布目地型押しに渋
引き

構成1本文18、賊2（駒場御薬園領植村氏誌）
印記1宗辰所集・三井家3。

XO301－006－01　　　　　　　　　　　　　紀行

諸国巡覧之記乾
（1826年）

228×169ミリ2巻2冊43丁写本
題簸：原・諸國巡覧之記乾表紙：後・白色：卍繋ぎ型
押し

構成：目録1、東街道之記9、西国順礼之記12、大阪見

物記2、九州巡覧之記17、京都見物記2
印記＝斎藤文庫・四・宗辰所集・三井家3。

備考＝前表紙に「ホ五百五」（貼紙）と「ホ印五百五／二
冊」（下ヶ札）。

XO301－006－02　　　　　　　　　　　　　紀行

諸国巡覧之記　坤

文政9（1826）

228×169ミリ53丁写本
題簸：原・諸國巡覧之記坤表紙1後・白色：卍繋ぎ型
押し

構成：目録1、木曽街道記9、身延街道之記5、秩父順
礼之記9、坂東順礼之記8、江戸名所之記4、従鹿島目
光奥羽下向順路記10、北越之記6、書写奥1
刊記：文政九歳丙戌梅月書之尾崎。
印記＝斎藤文庫・宗辰所集・三井家3。

XO301－007－01　　　　　　　　　　巡見使日記

［江戸ヨリ豊後迄巡行記　1］

天保8（1837）

265×190ミリ3巻3冊39丁写本
題籔：原・江戸ヨリ大坂迄巡行記豊後巡行記井二大坂
ヨリ海上豊前迄巡行記一表紙：後・薄緑色：波頭に鳥
型押し

刊記＝おふやけの天ケ下御代しろしめすはしめとて天保

ハ八乃酉のとし七月中の六目豊前豊後伊予土佐阿波
讃岐淡路浦々嶋々まても廻るへき候故を蒙り…　（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ百八十六」（貼紙）と「ホ印百八十六／
三冊」（下ヶ札）。

XO301－007－02　　　　　　　　巡見巡見使日記

［江戸ヨリ豊後迄巡行記　2］

3．地　誌　3．地誌101．日本／　〔153〕

（1837年）

266×190ミリ64丁写本
題籏＝原・江戸ヨリ大坂迄巡行記豊後巡行記井二大坂
ヨリ海上豊前迄巡行記二表紙：後・薄緑色：波頭に鳥
型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

XO301－007－03　　　　　　　　　　　巡見使日記

［江戸ヨリ豊後迄巡行記　3］

（1837年）

266×190ミリ74丁写本
題簸：原・江戸ヨリ大坂迄巡行記豊後巡行記井二大坂
ヨリ海上豊前迄巡行記三表紙：後・薄緑色：波頭に鳥
型押し

印記二宗辰所集・三井家3。

XO301－008　　　　　　　　　　　　　地名由来

阿倍磐根疑間

天保12（1841）

300×195ミリ1巻1冊6丁写本
題籏＝原・阿倍磐根疑問表紙＝原・生成

刊記：天保十二丑年三月廿三目ミちのく人阿倍磐根
（花押・群助）、藤垣内大人。

印記：本居文庫・本居蔵書・三井文庫。

備考：前表紙に「ミちのく人阿倍磐根上」「疑問」「雑書」

（墨書）。後ろ表紙見返しに三井ラベルrC220・3」

XO301－009－01（1）

［日本風土記　1］

274×183ミリ5巻5冊（2冊に合綴）12丁写本
題籏：後・目本風土記上（打付墨書）表紙＝後・覗色：

雲文繋地に桐唐草型押し
構成二遊紙1、目録4、巻1本文7
印記：積慶堂収蔵記・宗辰所集・三井家3。

備考：「目新堂」の罫紙を使用。前表紙に「ホ三百九十
三」（貼紙）とrホ印三百九十三／　冊」（下ヶ札）。

XO301－009－01（2）

［日本風土記　2］

9丁

備考：「日新堂」の罫紙を使用。

XO301－009－01（3）

［日本風土記　3］

12丁
備考：「目新堂」の罫紙を使用。

XO301－009－02（1）

［日本風土記　4］

274×183ミリ10丁写本
題簸：後・目本風土記下（打付墨書）表紙：後・覗色：

雲文繋地に桐唐草型押し



XO301－013　　　　　　　　　　　　　　カルタ

［諸国領主物産骨牌］

万延1以降（内容）（1860）

75×56ミリ4編475枚475丁写本
構成：元124（物産）、亨119（物産）、貞112（大名の名

前・石高）、利120（大名の名前・石高）

印記1三井文庫。

備考：4つの紙鉄に分封、さらに桐箱黒塗りに入る。r大

正十一年四月十一目浅倉屋書店ヨリ購入」、三井ラベ
ノレ「C190・3」。

Y1301－001－01

［風土記　上］

（1651年）

243×175ミリ2巻2冊26丁整版
題籏1なし表紙：後・濃藍色無地
刊記：王代記目録頒日…（冒頭）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：裏打ちあり。三井ラベル「C200・新・5」

Y1301－001－02

［風土記　下］

慶安4（1651）

243×175ミリ22丁整版
題籏：なし表紙：後・濃藍色無地

刊記：慶安四辛卯孟春吉辰。

印記汐サギ・しんまちみついけ。
備考：裏打ちあり。三井ラベル「C200・新・5」

Y1301－002（1）　　　　　　　　　　　　道中記

［諸国案内旅雀　4］

（1687年）

108×162ミリ2巻2冊（1冊に合綴）30丁整版
題籏：後・諸国旅雀四七（墨書）・貞享版（朱書）表

紙：後・藍色無地

構成1京より紀州高野ヘノ陸道ほか30
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：柱刻はr諸国道中記四」。前表紙にr貞享四年」
「諸国旅雀」（貼紙）、前表紙見返しに「柊屋利兵衛・利

利・久石」（墨書）、書入・丁破れがある。

Y1301－002（2）　　　　　　　　　　　道中記

［諸国案内旅雀　7］

貞享4（1687）

33丁整版
構成：西国船路道中記ほか33、践
刊記：［　　］櫃蔵之書也予累年請求之今鑛梓以興世
人珠重之他目携此書則坐而知遠近之駅路面而看事跡
之名所者也目本六十余州天之所覆地之所載海外塞上
無不詳記也実天下之宝書也貞享丁卯年孟春吉日八
幡町通御幸町西二入町書林山本五兵衛梓。
備考：柱刻は「諸国道中記七」。三井ラベル「C170・新・

13A」。昭和6年11月26目寄託。

誌地3〔154〕

構成：遊紙1、本文9
印記：積慶堂収蔵記・宗辰所集・三井家3。

備考：「目新堂」の罫紙を使用。

XO301－009－02（2）

［日本風土記　5］

19丁
備考：「日新堂」の罫紙を使用。

紀行XO301－010

東西遊記後拾遺

267×194ミリ1巻1冊46丁写本
題簸：原・東西遊記後拾遺（墨書打付）表紙：原・薄花

田色無地
構成：目録3、本文43
備考：最終丁に「名八番」（下ヶ札）

江戸幕府地誌編纂局所輯　上

XO301－011－01

地志書目［稿］

236×161ミリ2巻2冊99丁写本
題籏：原・地志書目　江戸幕府地誌編纂局所輯上表
紙：原・鴬色：布目地に青海波型押し

構成：遊紙1、凡例1、本文97
印記：邨岡良弼・三井家編纂室蔵書。

備考：結び綴じ。凡例中にr地誌書目稿」とあり。表紙見

返しにr騨書ハ内閣文庫本、墨細書ハ良弼蔵本、O符
同上」と朱書・墨書あり。「巣陰書屋」の罫紙を使用。三

井ラベル「C130・7」、明治44年9月18目購求の印。

江戸幕府地誌編纂局所輯　下

XO301－011－02

地志書目［稿］

237×161ミリ80丁写本
題籏：原・地志書目　江戸幕府地誌編纂局所輯下表
紙：原・鴬色：布目地に青海波型押し

構成：遊紙1、本文72、白紙7
印記：邨岡良弼・三井家編纂室蔵書。

備考：結び綴じ。「業陰書屋」の罫紙を使用。明治期の

加筆あり。三井ラベルrC130・7」、明治44年9月18目
購求の印。

XO301－012

地誌目録　地理局本

明治18（1885）

240×165ミリ1巻1冊107丁写本
題籏：原・地志目録地理局本完表紙：原・藍色：布
目地型押し

構成：内表紙1、例言1（明治十七年十二月内務省地理

局河田照）、本文105

印記：三井家編纂室蔵書。

備考1内表紙に「明治十八年二月　地誌目録完内務
省地理局」とある。三井ラベルrC130・8」。明治44年9

月18目購求の印。
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名所記

表紙：原・黄土色無

Y1301－003－07

日本国花万葉記　5
（1697年）

111×166ミリ33丁整版
題簸：原・目本國花萬葉記（方籏

地
構成：［和泉国］

備考：朱書あり

名所記

表紙：原・黄土色無

Y1301－003－08

臼本国花万葉記　6の1
（1697年）

110×165ミリ64丁整版
題籏：原・目本國花萬葉記（方籏

地
構成：［摂津国］

備考：朱書あり

名所記

表紙：原・黄土色無

Y1301－003－09

日本国花万葉記　6の2
（1697年）

111×165ミリ51丁整版
題簸1原・日本國花萬葉記（方簸
地

構成：［摂津国］

Y1301－003－10　　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　6の3
（1697年）

110×165ミリ59丁整版
題簸：原・目本國花萬葉記（方簸）表紙：原・黄土色無

地

構成：目録3、本文56［摂津国］

備考：丁間に防虫剤用の切紙1あり。

Y1301－003－11　　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　6の4
（1697年）

110×164ミリ58丁整版
題籏：原・目本國花萬葉記（方籏）表紙：原・黄土色無

地
構成：［摂津国］

備考：丁間に防虫剤用の切紙1あり。

Y1301－003－12　　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　7上
（1697年）

110×165ミリ60丁整版
題簸：原・日本國花萬葉記（方簸）表紙：原・黄土色無

地
構成＝［武蔵国］

備考：朱書・貼紙あり、18丁は重複。

奪成：序2（難波の東の軒不洗子）、凡例1、総目録5
山城国］68

1記：加賀屋・Oに合（見返し）。

旨考：手提げ付桐木箱に入る。木箱の大きさは高さ324

1幅130×奥行190ミリメートル。箱の底部に「未光六・
』
ロ
イ ・人イホ・国花萬葉記・全部二十一冊・口祢軒・市

、」（墨書）。前表紙見返しに「四百七十七」（墨書）。朱
芋あり。

Y1301－003－02　　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　1下
（1697年）

110×164ミリ57丁整版
題簸：原・□花萬葉記（方簸）表紙：原・黄土色無地
構成：［山城国］

備考：請求番号変更

名所記Y1301－003－03

［日本国花万葉記　2上］

（1697年）

110×164ミリ51丁整版
題籏：原・（方籏）表紙：原・黄土色無地
構成：［山城国】

備考＝請求番号変更

Y1301－003－04　　　　　　　　　　　　名所記

臼本国花万葉記　2下
（1697年）

110×165ミリ48丁整版
題簸：原・目本國花萬葉記（方簸）表紙：原・黄土色無

地
構成1［山城国］

Y1301－003－05　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　3
（1697年）

110×165ミリ71丁整版
題簸：原・目本□［コ萬葉記（方簸）表紙：原・黄土色無

地
構成：［大和国］

備考：朱書あり

名所記

表紙：原・黄土色無

Y1301－003－06

日本国花万葉記　4
（1697年）

111×166ミリ29丁整版
題簸二原・目本國花萬葉記（方簸

地
構成：［河内国］

備考：朱書あり



簸＝原・目本國花萬葉記（方籏）表紙：原・黄土色無

成：［山陰道8ヶ国・山陽道8ヶ国］

考：朱書あり

題
地
構
備

名所記

表紙：原・黄土色無

Y1301－003－20

日本国花万葉記　14上
（1697年）

m×164ミリ38丁整版
題籏＝原・目本國花萬葉記（方簸

地
構成：［南海道6ヶ国］

備考：朱書あり

Y1301－003－21　　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　14下
元禄10（1697）

111×164ミリ44丁整版
題籏：原・目本國花萬葉記（方籏）表紙：原・黄土色無

地
構成＝本文43、賊1（難波下子菊本氏賀保）［西海道

9ケ国2島］

刊記：元禄十丁丑歳仲夏當辰難波書林高麗橋西
油屋與兵衛・高麗橋一丁目藤屋弥兵衛・堺筋備後丁八
尾甚左衛門・心斎橋淡路丁村上加兵衛・同道修丁中村

新蔵・上人町雁金屋庄兵衛。

備考：朱書あり

Y1301－004－01

改正人国記　上
元禄13（序）（1700）

255×180ミリ2巻2冊66丁整版
題籔：元・改正人國記上表紙＝後・錆色：網目型押し

構成：序7（元禄庚辰端午目木斎平祖）、目録1、本文

58
印記二宗辰所集・三井家3。

備考1扉に「六十六州人國記　目本各國風土圖説摂
津書房星文堂」、序2丁裏にr淀住八軸家主人蔵」（墨
書）。三井ラベル「C190・新・4」。

Y1301－004－02

改正人国記　下
（1700年）

255×180ミリ49丁整版
題簸＝元・改正人國記下表紙：後・錆色：網目型押し

構成＝目録1、本文48、刊記・易学階梯ほか7部広告
刊記：浪華書雛藤屋弥兵衛・藤屋徳兵衛・細屋茂兵
衛。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：48丁裏に「淀住八軸家主人蔵」（墨書）。

Y1301－005
［日本諸国名物尽］

享保12（1727）

260×178ミリ1巻1冊16丁整版
題簸：後・諸国名物蓋（墨書）表紙：後・藍色無地

3．地誌〔156〕

名所記Y1301－003－13

［日本国花万葉記　7下］

（1697年）

111×164ミリ57丁整版
題籏：ほぼ剥離表紙：原・黄土色無地
構成：［武蔵国］

Y1301－003－14　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　8
（1697年）

111×165ミリ54丁整版
題簸：原・日本國花萬葉記（方籏）表紙＝原・黄土色無

地
構成：［東海道の内相模・伊豆・甲斐・駿河・遠江・三河］

備考：朱書・貼紙あり

Y1301－003．15　　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　9
（1697年）

110×165ミリ39丁整版
題簸：原・目本國花萬葉記（方籏）表紙：原・黄土色無

地
構成：［東海道の内尾張・志摩・伊勢・伊賀］

備考：朱書あり

Y1301－003－16　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　10
（1697年）

110×165ミリ65丁整版
題籏＝原・目本國花萬葉記（方籔）表紙：原・黄土色無

地
構成：［東海道の内下総・上総・安房・常陸、東山道］

備考：朱書・貼紙あり

Y1301－003－17　　　　　　　　　　　　　名所記

日本国花万葉記　11
（1697年）

111×165ミリ72丁整版
題籏：原・目本國花萬葉記（方簸）表紙：原・黄土色無

地
構成：［東海道の内信濃・上野・下野・陸奥・出羽］

備考：朱書あり

名所記Y1301－003－18

［日本国花万葉記　12］

（1697年）

111×165ミリ36丁整版
題簸：剥離表紙：原・黄土色無地
構成：［北陸道7ヶ国］

備考：朱書あり

名所記Y1301－003－19

日本国花万葉記　13
（1697年）

111×164ミリ67丁整版



構成：前付5（大目本國図・國々詞づかひ・潮満干之
図・江戸年中行事ほか）、本文11

刊記：享保十二年未正月吉目通あふら町はん木屋
甚四郎開板。

印記＝木村氏・越後平林東［　】屋・ウサギ・しんまちみ

ついけ・三井文庫。

備考1後ろ表紙にr昭和九、十一、廿■」（鉛筆書）

Y1301－006（1）　　　　　　　　　　　　　奇談
［本朝奇跡談　上］

（1774年）

223×160ミリ3巻4冊（1冊に合綴）21丁整版
題籏：原・本朝奇跡談上表紙：原・藍色無地
構成：序2（安永三年午清明目京都牛隠竹叢高尚）、目
録4、上巻15

Y1301－006（2）

［本朝奇跡談　中］

（1774年）

21丁
構成：中巻21

Y1301－006（3）

［本朝奇跡談　下本］

（1774年）

12丁
構成：下巻本12

奇談

奇談

Y1301－006（4）　　　　　　　　　　　　　奇談
［本朝奇跡談　下末］

安永3（1774）

11丁
構成：下巻末11

刊記1安永三年午正月吉日書林江戸目本橋通南二
丁目　野田七兵衛・大坂心斎橋北詰和泉屋卯兵衛・
京寺町通三条上ル町茶屋安兵衛・同四条通東洞院
西へ入町村上治兵衛。
備考1後ろ表紙に「名八番」（下ヶ札）。三井ラベル
「B940・5」

Y1301－007　　　　　　　　　　　　地名・名所

大日本地名便覧

寛政2（1790）

357×503ミリー枚物1丁整版
題簸：原・大目本地名便覧表紙1原・生成

刊記：寛政二年孟春梓既成書璋江戸目本橋室町三
丁目申椒堂須原屋市兵衛。
印記1□斎蔵書・しんまちみついけ。

備考：昭和7年4月8目寄託、三井ラベルrC190・24」

Y1301－008－01

山海名産図会　1

（1799年）

258×180ミリ5巻5冊17丁整版
題簸1原・山海名産圖會一表紙：原・浅花田色：山に
波頭型押しと霞に千鳥刷り

3，地　誌　3．地誌ノ01．目本！　〔157〕

構成＝遊紙1、序3（寛政戊午膿月旦淀木邨孔恭）、目
録・図2、本文11

印記：中川氏蔵・溝口文庫・三井文庫。

備考：本文「一ノニ」の丁間に学習研究社編集局原稿
用紙1枚（連歌のようす…万年筆書き〉・「一ノ三jの丁

間に学習研究社編集局原稿用紙1枚（レイアウト万年筆
書き）がある。三井ラベル「EO20・3」

Y1301－008－02

山海名産図会　2

（1799年）

258×180ミリ42丁整版
題簸：原・山海名産圖會二表紙：原・浅花田色1山に
波頭型押しと霞に千鳥刷り

構成：目録1、本文41
印記：中川氏蔵・溝口文庫・三井文庫。

備考1三井ラベル「EO20・3」

Y1301－008－03

山海名産図会　3

（1799年）

257×180ミリ28丁整版
題簸二原・山海名産圖會三表紙：原・浅花田色：山に
波頭型押しと霞に千鳥刷り

構成：目録1、本文27
印記：中川氏蔵・溝口文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「EO20・3」

Y1301－008－04

山海名産図会　4

（1799年）

257×180ミリ36丁整版
題籏1原・山海名産圖會四表紙：原・浅花田色：山に
波頭型押しと霞に千鳥刷り

構成：目録1、本文35
印記1中川氏蔵・溝口文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「EO20・3」

Y1301－008－05

山海名産図会　5

寛政11（1799）

257×180ミリ32丁整版
題簸：原・山海名産圖會五表紙：原・浅花田色：山に
波頭型押しと霞に千鳥刷り

構成：目録1、本文29、蹟2（寛政十歳）

刊記：書画法橋関月、寛政十一己未年正月　高木遷喬
堂梓、浪華書蝉心斎橋筋北久太郎町盟屋長兵衛。
印記：中川氏蔵・溝口文庫・三井文庫。

Y1301－009（1）　　　　　　　　　　　　　奇談

［諸国里人談　1］

寛政12（1800）

230×164ミリ5巻5冊（1冊に合綴）20丁整版
題簸1原・諸國里人談一表紙：原・覗色無地
構成：序1（東都俳林菊米山翁浩凍）、巻1目録1、本文
18



〔158〕　3．地誌

刊記：延申郎浩凍著・池田二酉堂蔵版（封面）、寛政十

二庚申正月吉目　書林京都須原屋平左衛門・江都須
原屋平助。

備考：後ろ表紙に「名十一番」（下ヶ札）。三井ラベル
「G940・3」

Y1301－009（2）

［諸国里人談　2］

（1800年）

21丁整版
構成：目録1、本文20、

Y1301－009（3）

［諸国里人談　3］

（1800年）

20丁整版
構成：目録1、本文19

Y1301－009（4）

［諸国里人談　4］

（1800年）

19丁整版
構成：目録1、本文18

Y1301－009（5）

［諸国里人談　5］

（1800年）

22丁整版
構成：目録1、本文19、蹟2（寛政十二のとし申乃春平

安秋里籠島）

Y1301－010－01　　　　　　　　　　　　名跡誌

今按名蹟考　1
（1805年）

266×187ミリ5巻5冊51丁整版
題簸：原・今按名蹟考一表紙：原・薄花田色無地
印記1村瀬蔵書・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ四百五」（貼紙）と「ホ印四百五！五

冊」（下ヶ札）。

Y1301－010－02　　　　　　　　　　　　名跡誌

今按名蹟考　2
（1805年）

266×185ミリ37丁整版
題簸：原・今按名蹟考二表紙：原・薄花田色無地
印記＝村瀬蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1301－010－03　　　　　　　　　　　　名跡誌

今按名蹟考　3
（1805年）

266×186ミリ27丁整版
題簸：原・今按名蹟考三表紙：原・薄花田色無地
印記：村瀬蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1301－010－04 名跡誌

今按名蹟考　4
（1805年）

266×185ミリ34丁整版
題簸：原・今按名蹟考四表紙：原・薄花田色無地
印記：村瀬蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1301－010－05　　　　　　　　　　　　名跡誌

今按名蹟考　5
文化2（践）（1805）

266×185ミリ33丁整版
題簸：原・今按名蹟考五終表紙：原・薄花田色無地
構成：本文29、践（文化二とせといふ年長原忠睦）4

刊記：書林紀州若山新通三丁目加勢田屋平右衛門・
同新通二丁目帯屋伊兵衛・京都御幸町姉小路上ル菱
屋孫兵衛・江戸浅草新寺町和泉屋庄次郎・大阪心斎橋

南江五丁目大津屋治郎右衛門・同本町四丁目奈良屋
長兵衛・同心斎橋筋唐物町河内屋太助。
印記：村瀬蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1301－011　　　　　　　　　　　　　　紀行

長崎紀行

文化2（1805）

264×179ミリ1巻1冊80丁整版
題籏：原・□□□董長崎紀行水戸赤水先生記表

，紙：後・覗色：布目地型押し

構成：序3（文化二年乙丑夏四月穀旦）、本文77

刊記：文化歳在乙丑孟春東武本石町四丁目小倉仁
兵衛・京都二条冨小路林伊兵衛・御幸町御池藤井孫兵

衛、製本書雛摂城心斎橋唐物町森本太助・同安堂寺
町田邑九兵衛・高麗橋一丁目浅野弥兵衛。

印記：三井家編纂室蔵書。
備考：内題は「長崎行役目記」。巻末に「赤水先生著述

出板書名」半丁がある。三井ラベル「C180・6」。

Y1301－012（1）　　　　　　　　　　　　　奇談

［諸国周遊奇談　1］

文化3（1806）
228×160ミリ5巻5冊（1冊に合綴）21丁整版
題簸：原・諸國周遊奇談一表紙：後・薄花田色：桔梗

丸？型押し
構成：序1（かふちの国人浦玉美）、凡例1、巻1目録1、

本文18
刊記：昌東舎著（巻頭）。

備考：三井ラベル「G940・12」

Y1301－012（2）

［諸国周遊奇談　2］

（1806年）

22丁整版
構成：目録1、本文21

Y1301－012（3）

［諸国周遊奇談　3］

（1806年）

20丁整版
構成：目録1、本文19



Y1301－012（4）

［諸国周遊奇談　4］

（1806年）

22丁整版
構成：目録1、本文21

Y1301－012（5）

［諸国周遊奇談　5］

（1806年）

20丁整版
構成1目録1、本文19
刊記：文化三丙寅春書林京都堀川通高辻上ル町植
村藤右衛門・大坂心斎橋筋安堂寺町大野木市兵衛・江

戸麹町平川町二丁目角丸屋甚助・同東叡山麓下谷町
花屋久次郎・同下谷御成小路柏屋忠七。

Y13Q1－013－01

諸国名義考上
（1811年）

263×181ミリ2巻2冊41丁整版
題簸：元・諸國名義考上表紙：後・薄花田色：布目地
型押し

構成：序6（本居の意冨比良・文化七年六月喜田の常
道）、凡例5（文化六年五月藤原彦麻呂）、本文30
刊記二石見國濱田家人斎藤彦麻呂誌（巻頭）。

印記：若林蔵書・富小路蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・墨書書入あり。前表紙にrホニ百七1二巻」
（下ケ札）。

Y1301－013－02

諸国名義考下
文化8（1811）

261×185ミリ35丁整版
題籏＝元・諸國名義考下表紙：後・薄花田色：布目地
型押し

構成：本文33、萬笈堂英遵蔵板目録和書部2

刊記：文化八年辛未夏成江戸書林下谷御成道柏
原屋忠七・本石町十軒店英平吉。
印記：若林蔵書・富小路蔵・宗辰所集・三井家3。

Y1301－014　　　　　　　　　　地名・和歌手引
［日本地名便覧］

天保9（1838）

72×167ミリ1巻1冊89丁整版
題籏：原・□府大目本地名便覧表紙：後・絹茶色無地
構成：序1（桜井光枝）、凡例1（天保九年戌四月桜井光

枝・石橋真國校合）、本文87

刊記1天保九年戊戌四月新刻、京都寺町通松原下ル
町勝村治右衛門・大坂心斎橋筋安堂寺町秋田屋太右
衛門・江戸芝神明前岡田屋嘉七・同本石町二丁目英大

助・同日本橋通二丁目小林新兵衛・同同山城屋佐兵
衛・同同通壷丁目須原屋茂兵衛・同同通四丁目須原屋
佐助・同浅草茅町二丁目須原屋伊八。
印記：松山藩河埜蔵・ウサギ・しんまちみついけ。

備考1薄様を使用。昭和10年7月13目寄託

3．地　誌　3．地誌101．日本！　〔159〕

Y1301－015　　　　　　　　　　地名・和歌手引

［日本地名便覧］

天保9（1838）

72×163ミリ1巻1冊89丁整版
題簸：後・目本地名便覧（墨書）表紙：後・藍色無地

構成：序1（桜井光枝）、凡例1（天保九年戌四月桜井光

枝・石橋真國校合）、本文87

刊記：戊戌新刻・千鍾房（封面）、天保九年戊戌四月新

刻、京都寺町通松原下ル町勝村治右衛門・大坂心斎
橋筋安堂寺町秋田屋太右衛門・江戸芝神明前岡田屋
嘉七・同本石町二丁目英大助・同目本橋通二丁目小林
新兵衛・同同山城屋佐兵衛・同同通萱丁目須原屋茂兵
衛・同同通四丁目須原屋佐助・同浅草茅町二丁目須原
屋伊八。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年8月5目寄託、三井ラベルrC190・37」

Y1301－016

大日本地名米雑穀位覚
弓ムイヒ2（1845）

108×162ミリ1巻1冊14丁整版
題簸：原・大目本地名米雑穀位畳表紙：原・空色：無
地

刊記：古より地名定あり米穀者人命を保者也、作物ハ天

地陽気に随又地所に寄格者其年に准ず、昔古人此格
を造言伝あり、今判形いたし商人調法にならしめんため

其心得にて見たまひて必恨ミ給ふ事なかれ、世か天下

泰平国土安穏家業繁栄を枡升斗る程希ふ而已弘化
二乙巳年季夏元板佐野屋長兵衛出之。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和6年7月13日寄託、三井ラベルrE100・1」

Y1301－017　　　　　　　　　　　　　　国郡名

日本州名解
嘉永5（序）（1852）

227×157ミリ1巻1冊42丁整版
題簸：原・目本州名解完表紙：原・黄色卍繋ぎ型押し
構成：序2（嘉永五のとしやよひ梅澤敬典）、本文40

刊記：縄武斎蔵梓（封面）・江戸完堂阿部傳輯（巻
頭）。

印記：飯田蔵書・柴田図書・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：色刷り。前表紙に「目本州名解」（下ヶ札）、昭和

十年

Y1301－018　　　　　　　　　　　　　国郡・図
［新錦地方須覧］

明治5（1872）

90×188ミリ1巻1冊87丁整版
題籏：後・新鏑地方須覧（墨書）表紙：後・茄子紺色：

布目地に亀甲紋型押し
構成：題字1、緒言1（明治五年壬申中秋前一目章舟津
久井遠）、凡例1、本文84

刊記：舟津久井氏蔵梓（封面）明治五年壬申九月新刊、

舟章（津力）久井車舟先生編纂、三都書林京都三条松

原下ル勝村治右衛門・大坂心斎橋北久太郎町柳原喜
兵衛・東京目本橋通二丁目小林新兵衛・同浅草茅町北



明治5（1872）

258×180ミリ2巻2冊27丁整版
題簸＝原・目本産物志山城部上表紙：後・藍色：布
目地に網目型押し
構成：凡例2（明治五壬申八月伊藤圭介）、本文25
刊記：紀元二千五百三十三年刊行文部省（封面）。服
部雪斉画、横川政利校（最終丁）。

印記：中島氏印・三井文庫。

備考：請求番号変更、三井ラベル「EO20・4」

Y1301－021－02

日本産物志　前編　山城部　下
（1872年）

258×180ミリ25丁整版
題簸：原・目本産物志山城部下表紙1後・藍色：布
目地に網目型押し

刊記：山本秀夫補、服部雪斉画、横川政利校（最終
丁）。

印記：中島氏印・三井文庫。

備考：請求番号変更、三井ラベルrEO20・4」

Y1301－022　　　　　　　　　　　　　　国郡

懐宝国郡称呼
明？台5（1872）

136×81ミリ1巻1冊48丁整版
題籏＝原・懐寳國郡稽呼全表紙：原・黄色無地
構成：凡例2（明治壬申秋平安遠藤茂華）、本文46
刊記＝明治壬申冬発免、官許、京都開化憤発書堂（封
面）、発行差急キ候二付改正不行届之処ハ当分黒木二
而出板仕候間右之ヶ所確定御気付御座候ハぐ何卒御
知らセ被下度早速彫加へ申度奉願上候巳上発行書房
拝、明治五年壬申冬刻成、東京目本橋川瀬石町角村
上勘兵衛出店・大坂本町四丁目書籍会社・京都六角通
柳馬場西遠藤茂平・同四条通烏丸東乙葉宗兵衛・同堺

町通御池下ル神戸源右衛門・同三条通柳馬場東辻本
仁兵衛・同東洞院通三条上ル町村上勘兵衛梓。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：墨書朱書の書き入れあり。前表紙に「懐寳國郡称

呼」（下ヶ札）、昭和4年

Y1301－023　　　　　　　　　　　　　　統計
［太平鑑］

明治5（1872）

151×61ミリ1巻1冊10丁整版
題簸：後・太平鑑明治五年刊統計書（墨書）表紙
原・黄色：卍繋ぎ型押し

刊記：明治五年壬申四月（封面）。
印記：書林信州上乗□諏□・ウサギ・しんまちみついけ

三井文庫。

備考：折本。昭和11年1月28日寄託

Y1301－024（1）

［日本物産字弓1］

（1875年）

80×178ミリ2巻2冊（1冊に合綴）76丁整版
題籏：後・目本物産字引（墨書）表紙：原・黄色：菊唐

草型押し

〔160〕　3．地誌

澤伊八・同両国横山町太田金右衛門・同芝神明前牧野
吉兵衛・同芝神明前山中市兵衛・同京橋銀座三丁目稲
田政吉・同目本橋通二丁目稲田佐兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：帳ありSANS且OUDOUSHOTENのラベル・「港
湾志料各港表府縣管轄及物産表地方須覧」（背文宇）

付。前表紙「地方須覧」（下ヶ札）、昭和7年9月24目

寄託

Y1301－019－01

日本産物志　前編　武蔵部　上

明治5（1872）

257×179ミリ2巻2冊32丁整版
題簸：原・目本産物志武蔵部上表紙：後・藍色：布
目地に網目型押し
刊記：紀元二千五百三十三年刊行文部省（封面）。服
部雪斉画図、横川政利校（最終丁）。

印記：足立家蔵書・三井文庫。

備考＝請求番号変更、三井ラベル「EO20・4」

Y1301－019－02

日本産物志　前編　武蔵部　下

（1872年）

257×179ミリ31丁整版
題籏：原・目本産物志武蔵部下表紙：後・藍色：布
目地に網目型押し
刊記：発免書騨須原屋茂兵衛・山城屋佐兵衛・岡田
屋嘉七・和泉屋金右衛門・和泉屋市兵衛・紀伊国屋源
兵衛・出雲寺万次郎・□家村佐平。

印記：足立家蔵書・三井文庫。

備考：大正10年11月7目購求。請求番号変更、三井
ラベル「EO20・4」

Y1301－020－01

目本産物志　前編　近江部　上

明治5（1872）

258×179ミリ2巻2冊33丁整版
題簸：原・目本産物志近江部上表紙：後・藍色：布
目地に網目型押し
刊記：紀元二千五百三十三年刊行文部省（封面）。服
部雪斉画、横川政利校（最終丁）。

印記：中島氏印・三井文庫。

備考：請求番号変更、三井ラベル「EO20・4」

Y1301－020－02

日本産物志　前編　近江部　下

（1872年）

256×179ミリ35丁整版
題簸：原・目本産物志近江部下表紙：後・藍色：布
目地に網目型押し
刊記：服部雪斉画、横川政利校（最終丁）。

印記：中島氏印・三井文庫。

備考：定価金42銭。請求番号変更、三井ラベル
「EO20・4」

Y1301－021－01

日本産物志　前編　山城部　上
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明治5（1872）

165×55ミリ1巻1冊54丁銅板
題簸：原・銅版新鏑掌中集書便覧初編表紙：原・黒
色：布目地に網目型押し

刊記二明治五年壬申七月官許、三府書雛発免東京目
本橋一丁目北畠茂兵衛・同川瀬石丁角村上勘兵衛
出店・同芝神明前山中市兵衛・大阪本町四丁目　書
籍会社・京東洞院通三条上ル村上勘兵衛・同三条通
寺町西入大谷仁兵衛・同御幸町通御池下ル藤井孫
兵衛・同二条通高倉西入島林専助。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考1色刷り。前表紙にr五大洲輿地分彩之図・地球略

説里程…」（墨書）の切紙貼付あり。昭和6年1月22
目、三井ラベル「C190・36」

Y2301－002　　　　　　　　　　　　　　字書

袖珍日本地名字書　付録物産概表

明治8（1875）
118×86ミリ2巻2冊（1冊に合綴）130丁銅板
題籏：原・高橋易直輯袖珍目本地名字書附物産概
表全表紙：原・練色：花菱型押し
構成：序1（明治八年五月東海学人岡濯）、凡例1、目録

2、目本地名字書78、付録物産概表48
刊記：甘泉堂発免（封面）、官許明治八年五月十三目

東京書林　日本橋通壷町目須原屋茂兵衛・同二町目
山城屋佐兵衛・芝大神宮前三島町和泉屋市兵衛・本
銀町二丁目　同孝之助。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙見返しに「明治十六年七月十六目拝借」

（墨書）。昭和6年7月■日寄託。

Y2301－003（1）　　　　　　　　　　　　教科書

［翻刻　日本地誌略　1］

（1876年）

121×89ミリ3巻3冊（1冊に合綴）42丁銅板
題簸：原・翻刻目本地誌略表紙：後・黒色網目型押し
構成：内表紙1、本文（総論・畿内・東海道）41

印記：上村・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価40銭。前表紙にr目本地誌略」（下ヶ札）。昭

和7年12月15目寄託。

Y2301－003（2）

［翻刻　日本地誌略　2］

（1876年）

46丁銅板
構成：（東山道・北陸道）

Y2301－003（3）

［翻刻　日本地誌略　3］

明治9（1876）

72丁銅板
構成：（山陰道・南海道）

刊記：師範学校編輯文部省刊行・宇喜田小十郎訓点・
明治九年十月発免文求堂銅鏑（封面）、明治九年八月

五目出版御届、同年十月刻成発免、訓点者京都府平
民宇喜田小十郎（下京第十三区御幸町四条下ル町
377番地ノ内1番）、出版人京都府平民田中治兵衛（下

構成1序1（東京礫川の市隠橋爪貫一）、凡例1（橋爪貫
一）、本文76

印記：素加文庫（消印）・ウサギ・しんまちみっいけ・三井

文庫。

備考：Y1301－024（2）［目本産物字引略解］も参照。

Y1301－025　　　　　　　　　　　　地名字典

皇国地名字類

明治8（1875）

183×128ミリ1巻1冊132丁整版
題籏：原・福岡欽崇編輯皇國地名字類完表紙：原・
黄色：卍繋ぎ型押し

構成：緒言1（明治八年三月福岡欽崇）、地図2、本文
129

刊記1名古屋二書堂発行（封面）、官許明治八年三
月十九日、同五月刻成、発免愛知縣下第一大区七小
区鉄砲町栗田東平・愛知縣下第一大区四小区玉屋
町三輪伊六。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝刊記裏に押印（「栗田之印」）あり。118・119丁の

丁間に切紙1（井など墨書）あり。墨書書入あり。前表紙

に題名を記した下ヶ札。昭和7年7月7目寄託。

Y1301－026－01　　　　　　　　　　　　　随筆

覇旅漫録　上
（1885年）

229×155ミリ3巻3冊37丁整版
題簸：原・罵旅漫録上之巻表紙：原・丁子色無地
構成＝序・崖言ほか7・目録4・本文26
印記二宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ印三□／三巻」（下ヶ札）。

Y1301－026－02　　　　　　　　　　　　　随筆

覇旅漫録　中
（1885年）

230×154ミリ46丁整版
題簸：原・罵旅漫録中之巻表紙：原・丁子色無地
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1301－026－03　　　　　　　　　　　　　随筆

羅旅漫録　下

明治18（1885）

229×155ミリ39丁整版
題簸：原・覇旅漫録下之巻表紙：原・丁子色無地
構成：本文36、駿2（享和二年壬戌冬十一月二目著作
堂馬琴）、刊記1

刊記：明治十六年三月八目版権免許、同十八年五月
出版、同年五月二十目製本改御届、著者故人曲亭馬
琴、校訂兼出版人東京府平民渥美正幹（四ツ谷旺四谷
尾張町八番地）・著作相続人同府平民瀧澤次（麹町匪
飯田町二丁目拾戴番地）・製本所発売人書璋畏三堂須
原屋鐵二（目本橋匠西河岸町拾二番地）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

世界・日本図Y2301－001

銅版新錆　掌中集書便覧　初編



〔162〕3，地誌

京第五区寺町通四条上ル町317番地）、弘通人大坂府
平民中島徳兵衛（大阪第一大区八小区南本町4丁目
13番地）、以下糊付け解読不可。。

Y2301－004　　　　　　　　　　　　　　地名
［大日本地名箋　付物産弁］

明治9（1876）

108×76ミリ1巻1冊239丁銅板
題籏：原・皇國一覧市野嗣郎纂輯大日本地名笙附
物産　完表紙：原・黄色＝布目地型押し
構成：題字・清皇帝皇后図2、序3（明治九年七月久保
田精一）、凡例・条目3、目録2、本文225、刊記4

刊記：東京書蝉萬巻楼蔵（封面）、東京市野嗣郎編
纂・東京青木輔清校正（巻頭）、官許明治八年四月八

目、版権免許同九年二月九目　編輯人浜松県士族
市野嗣郎（東京第四大区壷小区裏猿楽町七番地寄留）、

出版人東京府平民東生輪次郎（同第壷十八区十四
小区通旅籠町二番地）、諸国発行書蝉駿州静岡江川
町本屋市蔵・同沼津津上土町本屋浦吉・同本屋源
介・飛州高山阪田長五郎・甲府常磐町藤屋伝右衛
門・下総多古土屋勘兵衛・同野田梅屋林蔵・同八目
市場江戸屋小吉・同木内嘉兵衛・同船橋九目市品
川金十郎・同水海道駅江戸屋伊右衛門・陸前仙台国
分町菅原屋安兵衛・同石ノ巻港三陸屋利兵衛・同同
裏町小野寺禎斎・加州金沢安江町近岡屋太平・会
津若松大町石津屋簿右衛門・同馬場一ノ町龍田屋
萬助・磐城平二丁目　清水甚太郎・羽前山十目市荒
井太四郎・中山道本庄駅諸井巴・武州熊ケ谷木町
近江屋平吉・同杉浦平左衛門・同鴻ノ巣駅長嶋屋為
一郎・同川越南町岸田屋文吉・上総茂原松田屋清
兵衛・同丸屋茂兵衛・同本納和國屋茂一郎・同東金
多田屋嘉左衛門・同同在堀上村本屋和市・房州北条
新宿町山下安民・信州長野小升屋喜太郎・信州松
本仲町枡屋重平・同藤松屋禎十郎・同飯田伝馬町二
丁目　十一屋半四郎・同諏訪藤屋機右衛門・同同金
沢木曽屋孫三・同小諸丸屋伝四郎・同同小山佐伝
治・越後長岡上田屋治兵衛・同同中村屋作平・同葛
塚三条屋七十郎・上州高崎田町菊屋源作・同伊勢
崎川木屋平吉・常州土浦仲城町寺田新助・相州伊
勢原上ノ町山田浅治郎・同小田原須藤町米屋忠兵
衛・同横須賀汐留町竹川新四郎、三府発行書蝉大
阪心斎橋通南壼丁目　敦賀屋九兵衛・西京御幸町御
池上ル菱屋孫兵衛・尾州名古屋本町十二丁目　栗田
東平・東京目本橋通一丁目　須原屋茂兵衛・同同二丁
目　山城屋佐兵衛・同浅草茅町二丁目　須原屋伊八・

同芝大神宮前和泉屋市兵衛・同横山町一丁目　出雲
寺萬次郎・同同三丁目　和泉屋金右衛門・同南伝馬町
一丁目　近江屋半七・同日本橋通三丁目　長門屋亀
七・同本石町二丁目　椀屋喜兵衛・同小石川大門町
雁金屋清吉・同村松町岩浪長造・同大伝馬町三丁目
東生亀次郎・大阪心斎橋南一丁目同ニタ子店。
印記：丸ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝表紙にr細田」（朱・墨書）。昭和14年、三井ラベ
ノレ「C130・新・14」

Y2301－005

日本地誌略字訓

明治10（1877）

教科書

124×91ミリ1巻1冊86丁銅板
題籏：原・目本地誌略字訓小池貞景編輯全表紙：
原・黄色無地

構成：凡例1、本文85
刊記：小池貞景編輯・西京正宝堂版（封面）、明治十年

二月八日御届、同年八月発免、編輯者茨城県平民小
池貞景（伏水第一区稲荷御前町96番地寄留）、出版人
京都府平民福井源治郎（下京第六区石橋町20番地）、

東京書林問屋・大阪書林問屋・京都書林問屋・名護屋
書林問屋・諸国書林中売出但馬由利安助・丹後南波庄

兵衛・丹波内藤半七・同園部大西好文堂・大津小川儀
平・伊勢服部清七、西京六森街岩佐周禎堂門中合知。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価40銭。昭和6年7月16目寄託

Y2301－006　　　　　　　　　　　　　　地名

地名索引

明治18（1885）

260×189ミリ1巻1冊399丁活版
題簸：原・地名索引表紙：原・薄茶色無地

構成：内表紙1、例言3（明治17年12月内務省地理局
監修塚本明毅・編輯兼校正河井庫太郎・編輯田原秀
毅・鵜飼弥太郎）、索引10、本文379、付表6

刊記：明治十七年十一月四目版権届、明治十八年四
月廿三目出版、内務省地理局蔵版、印刷発免所三田
印刷所（東京芝区三田四国町三番地）。

印記：北海道尋常師範学校之印、（蔵書管理印）、三井

家編纂室蔵書。

備考：定価金3円75銭。布秩に入る。三井ラベル
「C130。4」

Y2301－007（1）　　　　　　　　　　　教科書

［日本地誌略　1］

（1878年）

119×88ミリ3巻3冊（1冊に合綴）29丁銅板
題籏1原・文部省師範学校編輯　目本地誌略自壷至
三文明書楼翻刻表紙：原・マーブル紙
構成：地図1、本文（総論・畿内・東海道）28

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：洋装本。前表紙に「目本地誌略」（下ヶ札）。昭和

7年12月15目寄託。

Y2301－007（2）

［日本地誌略　2］

（1878年）

33丁銅板
構成：地図1、本文（東山道・北陸道）32

Y2301－007（3）

［日本地誌略、3］

明治11（1878）

52丁銅板
構成：地図2、本文（山陰道・南海道）50

刊記：師範学校編輯睨治七年八月改正文部省刊行、
明治九年十一月翻刻（封面）、明治九年十月廿目翻刻

御届、同十一月刻成翻刻出版人京都府下平民石田
忠兵衛（上京第廿五区柳馬場二条角263番地）・同遠



藤平左衛門（下京第五区冨小路三条下547番地）・同

今井七郎兵衛（下京第拾三区寺町通松原上498番
地）。

備考：定価95銭

Y2301－008

［改正日本地誌略字引大成］

明治11（1878）

80×182ミリ1巻1冊139丁銅板
題簸：原・地圖官磨物産増補佐野多氣雄編輯改正日本
地誌略字引大成表紙：原・黄色卍繋ぎ型押し
構成：題字・図1、凡例1（明治十一年二月輯者）、本文

137
刊記：松林堂発免（封面）、版権免許明治十一年三月

廿目・出版同年三月、編輯人福島縣士族佐野多気雄
（第五大区五小区新福富町廿九番地寄留）・出版人東

京府平民水野慶治郎〈松林＞（第一大区十四小区通
油町六番地）、発免書林上州高崎田町丈心堂。
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年7月16目寄託

Y2301－009
［郵便地名録］

明治18（1885）

175×130ミリ1巻1冊99丁活版
題籏：原・明治十八年一月　郵便局地名録駅逓局（打
付）表紙：原・水色

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1洋装本。昭和9年10月9目寄託。

Y2301－010
［大日本海岸燈台譜標］

明治18（1885）

363×481ミリー枚物1丁銅板
題籏：原・大日本海岸燈嚢譜標一覧全表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

刊記：明治十八年十一月十六目出版御届、同年同月
目刻成発免編輯兼出版人大阪府平民中川弥三吉
（東区南久太郎町四丁目十番地）。

印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙は欠落。昭和8年2月1目寄託。

Y2301－011－01

纂訂古風土記逸文　上
（1898年）

231×158ミリ3巻3冊（2冊に合綴）54丁活版
題簸：原・纂訂古風土記逸文上表紙：原・水色：布目
地型押し

構成＝序3、凡例5、目録6、本文40
刊記：常陸栗田寛纂訂（巻頭）。

印記：藤田家蔵・藤田蔵書・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印五三五／二冊」（下ヶ札）

Y2301－011－02（1）

纂訂古風土記逸文　下
（1898年）
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230×158ミリ20丁活版
題簸：原・纂訂古風土記逸文下表紙：原・水色：布目
地型押し

印記：藤田家蔵・藤田蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y2301－011－02（2）

纂訂古風土記逸文　附録

明治31（1898）

32丁活版
構成：附録30、刊記・特約売捌所2

刊記1明治三十一年八月十一日印刷、明治三十一年
八月十四目発行、編纂者茨城縣士族栗田寛、発行兼
印刷者東京市京橋匪銀座萱丁目廿二番地大目本
図書株式会社、事務取締役右代表者佐久問貞一、
発行所大日本図書株式会社、大阪市東匪北久太郎
町四丁目十七番屋敷同支社。

3．地誌／02．府県一覧1

×0423－004－02（10）

［見聞録　2のうち　府県名表］

1丁写本
備考：［異名集］の後ろの丁間に入る。書誌情報は
XO423・004－01［見聞録1］およびXO423－004－02（1）
［見聞録2のうち憲教類典］、同（21）［見聞録2のう
ち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（11）

［見聞録　2のうち　府県名改称に関する抜書
き］

明治4（内容下限）（1871）

3丁写本
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：［異名集］の後ろの丁間に入る。仮綴じ一つ綴り。

書誌情報はXO423－004・01［見聞録　1］および
XO423－004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（12）

［見聞録　2のうち　改置府県概表］

明治一

10丁写本
備考：大蔵省の罫紙を使用。書誌情報は
XO423－004・01［見聞録1］およびXO423－004－02（1）
［見聞録2のうち憲教類典］、同（21）［見聞録2のう
ち阿保多羅経］参照。

Y1302－001　　　　　　　　　　　　　　畳物
［東京］府治一覧

明治5（1872）

262×708ミリー枚物1丁整版
題簸＝原・府治一覧（内題）

刊記；明治五壬申六月改正、御用御書物師北畠茂兵
衛（袋）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。
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備考：袋共。巌松堂書店（商標ラベル）、三井ラベル

「C211・新・159」・昭和7年、袋に昭和7年2月10日
寄託。

Y1302－002

和歌山県一覧表

明治7（1874）

352×502ミリー枚物1丁整版

物畳

題籏：原・和歌山懸一覧表表紙：原・絹・茶色無地

刊記：明治七年七月調成。
印記：［　　1・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：畳物・切紙1添付あり。酸性紙の包み共。三井ラ
ベル「C245・新・16」、昭和8年3月29目寄贈。

Y1302－003

新潟県治一覧表

明治7（1874）

124×67ミリー枚物1丁整版

畳物

題簸：原・新潟縣治一覧表全表紙：原・薄茶色（布）

刊記1表中誹数明治七年概算、新潟縣鷹。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。酸性紙封筒に入る。三井ラベル「C231・

新・17」、昭和7年

Y1302－004
［置賜県一覧表］

明治7（1874）

354×506ミリー枚物1丁整版

畳物

題簸：剥離表紙：原・黄色：布目地に松皮菱型押し

刊記：明治七年八月刻置賜県蔵版。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：貼紙2あり。三井ラベル「C226・新・1」（2枚）、昭

和7年2月3目寄託

Y1302－005　　　　　　　　　　　　　　畳物

［明治8年　北條県一覧表］

明治8（1875）

352×497ミリー枚物1丁整版
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和9年7月3日寄託。酸性紙の封筒に入る（封
筒後ろ側に貼紙「府縣一覧」）。三井ラベル「C255・新・

9」。

Y1302－006　　　　　　　　　　　　　　　畳物

愛知県概表

明治9（1876）

145×78ミリー枚物1丁整版
題簸：原・愛知縣概表表紙：原・黄色：布目地に網目

型押し
刊記：明治九年五月改正。
印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：色刷り。昭和7年4月8目寄託、三井ラベル
rC239・新・61」

Y1302－007
［茨城県区画一覧表］

畳物

明治9（1876）

583×466ミリー枚物1丁整版
題籏1なし表紙1なし
刊記：明治九年二月廿八目出版、編輯出版小口煕（大

一大区五小区常磐村神崎）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1洋紙封筒に入る。昭和7年3月2目寄託、三井ラ
ベルrC214・新・10」

Y1302－008　　　　　　　　　　　　　　　畳物

［東京］府治一覧

明治一

264×724ミリー枚物1丁整版
題簸：後・府治一覧（墨書）

刊記：御用御書物師須原屋茂兵衛。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1第1大区17小区あり。三井ラベルrC211・新・

159Aj、昭和6年

Y1302－009　　　　　　　　　　　　　　全国

府県管轄便覧

明治5（1872）

73×157ミリ1巻1冊25丁整版
題籏：原・府縣管轄便覧全表紙：後・渋皮色無地

構成：索引2、本文23
刊記：官許明治五壬申正月土屋栄五郎蔵板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「府県管轄便覧」（下ヶ札）、昭和7年12

月28目寄託

Y1302．010　　　　　　　　　　　　　　　全国

府県国郡鑑

明治5（1872）

77×191ミリ1巻1冊7丁整版
題籏：原・府縣國郡鑑表紙：原・生成

刊記：明治五壬申年。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝仮綴じ。前表紙にr明治五年府縣國郡鑑」（下ヶ
札）。昭和7年、三井ラベル「」240・新・6」。酸性紙の封

筒に入る。

Y1302－011　　　　　　　　　　　　　　　京都

上京下京区分町名録

明治5（1872）
80×172ミリ1巻1冊67丁整版・銅板
題簸：原・上京下京匪分町名録全一冊（打付）表紙1

原・生成

構成：図1、目録5、本文62
刊記：明治五壬申十月改正、御用御書物師東洞院三
条上ル町村上勘兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：後ろ表紙に「下京第廿六区高宮町坂田寅之助所

持」（墨書）。昭和8年5月13目寄託、三井ラベル
「C241・82」
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Y2302－002　　　　　　　　　　　　　　畳物
神奈川県治一覧概表

明治7（1874）

123×82ミリー枚物1丁銅版
題簸：原・神奈川縣治一覧概表（以下欠）表紙：原・黄

色無地

刊記＝明治七年九月神奈川縣、十二等出仕石渡正敏
編撰。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面・色刷り。昭和6年1L月18目寄託、三井ラ
ベルrC212・新・25」

Y2302－003　　　　　　　　　　　　　　畳物
東京区分町村一覧

明治7（1874）

168×78ミリー枚物1丁銅版
題簸：原・江島伊三郎編輯、東京匪分町村一覧全表
紙：原・薄茶：無地

刊記1江嶋工山銅鏑、明治七年十一月発免（袋）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫・櫻井。

備考：色刷り・折本・袋共。三井ラベルrC211・新」、昭和

8年。

Y2302－004　　　　　　　　　　　　　　畳物
東京区分町村一覧

明治7（1874）

164×77ミリー枚物1丁銅版
題籔1原・江島伊三郎編輯、東京匪分町村一覧全表
紙：原・藍色：無地

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：色刷り・折本。昭和7年4月26目寄託、三井ラベ
ルrC211・新」

Y2302－005　　　　　　　　　　　　　　畳物
［千葉県治一覧］

明治7以降（1874〉

133×94ミリー枚物1丁銅版
題籏：後・千葉縣治一覧（墨書）表紙：原・黄色1布目
地型押し
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。昭和6年7月16目寄託

Y2302－006　　　　　　　・　　　　　　畳物
明治8年滋賀県治一覧概表

明治9（1876）

121×76ミリー枚物1丁銅板
題籏：原・明治八年志賀縣治一覧概表表紙：原・薄香
色：布

刊記：明治九年五月十一目御届、同年六月廿九日出
版、滋賀新聞会社（滋賀県下滋賀郡第九大区下大門
町住）出版人士族山岡景命、同人製図、北条龍山鏑、
河村米治郎刷。

備考：色刷り。定価金25銭。三井ラベルrC243・新・26」

Y1302－012　　　　　　　　　　　　　　東京
改正新刻東京町鑑

明治7（1874）

73×153ミリ1巻1冊96丁整版
題簸：原・條野傳平編輯改正新刻東京町鑑全表紙：
原・黄色：布目地型押し

構成：題字・凡例1、本文95
刊記：官許明治七年七月、発免銀座町2丁目目報社、

桜田兼房町7番地細倉秀吉、麹町平河町1丁目4番地
太田寅吉。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：薄様を使用。袋共。後ろ表紙見返しに「松下氏」

（墨書）・袋にr松下姓」（墨書）。三井ラベルrC211・新・

144」、昭和6年。

Y1302－013　　　　　　　　　　　　　　　全国
［府県名問答　付管轄郡名］

明治9（1876）

221×153ミリ1巻1冊20丁整版
題簸＝原・明治九年八月御改正大高文進著府縣名問
答附管轄郡名全表紙：原・紫色：卍繋ぎ型押し
構成：本文11、付録9

刊記＝西京四書楼梓（封面）、明治九年九月十三日出

版版権願、同年九月廿七目版権免許、著述者京都府
平民大高文進（下京第拾壱区山王町585番地）、出版
人同本城小兵衛（下京第拾戴区西前町364番地）、出
版人同細川清助（下京第五区弁慶石町66番地）、同大
谷仁兵衛（下京第五区弁慶石町56番地）、同寺田栄助
（下京第拾戴区材木町142番地）。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝定価8銭。前表紙に「府縣名問答」（下ヶ札）、昭

和7年4月8日寄託、三井ラベル「J240・新・10」

Y1302－014　　　　　　　　　　　　　　京都
改正区分町名録

明治9（1876）

81×175ミリ1巻1冊67丁整版・銅板
題籏：原・改正匪分町名録全表紙：原・黄色：卍繋ぎ
型押し

構成：図1、目録5、本文62

刊記：明治九年二月十日出版御届、同九年二月廿二
目版権免許、京都府平民編輯拉出版人村上勘兵衛、
上京第廿九区前之町四百伍拾弐番屋敷。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙にr京都森ノ木町永田」（墨書）。昭和6

年12月11目寄託、三井ラベル「C241・新・83」

Y2302－001　　　　　　　　　　　　　　　畳物

新治県一覧表

明治7（1874）

286×452ミリー枚物1丁銅板
題簸：原・新治縣一覧表表紙：原・生成
構成＝新治県一覧概表（表）、区画一覧表（裏）

刊記1明治七年五月増補改正新治縣蔵版。
印記＝ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：洋紙封筒に入る。昭和8年6月15目寄託、三井
ラベル「C214・新・9」



表紙：原・薄茶：無地

刊記：明治十一年十一月五日、編集兼出版人佐々木
綱親（下谷区仲徒町4丁目25番地）、本所区松坂町2
丁目16番地松浦宏彫刻課出版（目乾社発免）。
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。三井ラベル「C211・新・148」、昭和8年

Y2302－012

鳥取県一覧表

明治7（1874）

164×62ミリ1巻1冊18丁銅板
題簸：原・鳥取縣一覧表全表紙：原・黄色無地
刊記：明治七年六月改（封面）。

印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：折本。昭和6年11月18日寄託・三井ラベル
rC251・新・1」

Y2302－013　　　　　　　　　　　　　　埼玉

埼玉県治一覧概表

明治8（1875）

167×70ミリ1巻1冊10丁銅板
題籏：原・埼玉縣治一覧概表全表紙＝原・茶色布
刊記＝明治八年十二月（例言）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面刷・折本。昭和6年11月18目寄託

Y2302－014　　　　　　　　　　　　　　京都

京都府治一覧表
（明治8）（1875）

113×62ミリ1巻1冊1丁銅板
題簸：原・京都府治一覧表全表紙：原・黄色：卍繋ぎ

型押し

刊記1京都府十三等出仕編輯者片山勤。
印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：昭和6年9月15目寄託、三井ラベルrC241・新・

140」

Y2302－015　　　　　　　　　　　　　　東京

改正東京早見町鑑

明治9（1876）

110×154ミリ1巻1冊70丁銅版
題籏：原・竹原鼎輯改正東京早見町鑑全表紙：原・
黄色：卍繋ぎ地型押し

構成：序2（明治9年2月関口筑山）、目録1、本文67
刊記：版権免許明治九年二月十目、明治九年四月十
日出版、第1大区7小区南槙町7番地竹原鼎著、第1大
区7小区桶町7番地中村熊次郎蔵版、書林第1大区6
小区日本橋通2丁目12番地小林新兵衛。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年8月5目寄託、三井ラベル「C211・新・

145」

東京Y2302－016
［東京改正区分町鑑］

明治9（1876）

57×125ミリ1巻1冊11丁銅板

3．地誌〔166〕

Y2302－007　　　　　　　　　　　　　　畳物

静岡県治一覧表

明治10（1877）

443×591ミリー枚物1丁銅板
題籏：原・静岡縣治一覧表表紙1原・山鳩色（布）

刊記：東京博聞社彫刻。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面刷り。袋共（袋に昭和6年6月24日寄託の
貼り紙）。昭和6年、三井ラベルrC238・新・5」。

Y2302－008　　　　　　　　　　　　　　畳物
［改正府県概表］

明治10（1877）

121×76ミリー枚物1丁銅板
題籏：原・生駒貞幹編輯改正府県［　］表紙：原・黄色

卍繋ぎ型押し

刊記1明治十年二月十七目出願、同十年三月二目版
権免許、同年三月刻成、編輯者石川県士族生駒貞幹
（上京第31区上樵木町9番路ジ第478番地ノ内壷番
地）・出版人京都府平民本城小兵衛（下京第12区西前
町364番地）・発売人三条通御幸町大谷仁兵衛・四条

通堺町寺田栄助・三条通寺町細川清助。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年12月5目寄託、三井ラベル「」240・新・
8」

Y2302－009　　　　　　　　　　　　　　畳物

東京府下改正区画郡村町名鑑

明治11（1878）

162×78ミリー枚物1丁銅版
題簸：原・東京府下改正匠豊郡村町名鑑穴山篤太郎
編輯全表紙：原・黄色：卍繋ぎ型押し
刊記：明治十一年十一月四目届了編輯兼出版人東京
府下書籍問屋穴山篤太郎（京橋区南伝馬町2丁目13
番地）。

印記：鏡石中橋・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：色刷り・折本。昭和6年12月5目寄託、三井ラベ
ルrC211・新・149」

Y2302－010　　　　　　　　　　　　　　畳物

郡区改正東京町名便覧

明治11（1878）

118×72ミリー枚物1丁銅版
題簸：原・郡匪改正東京町名便覧表紙：原・忘草色：

無地
刊記：明治十一年十一月四日、編輯兼出版人牛込区
牛込袋町26番地大橋政超。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。昭和9年1月16目寄託、三井ラベル
rC211・新・147」

Y2302－011　　　　　　　　　　　　　　畳物

改正区分東京町村いろは引

明治11（1878）

182×85ミリー枚物1丁銅版
題籏：原・佐々木綱親編輯改正匪分東京町村いろは引
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刊記：京都府蔵版製本所御用書林村上勘兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：折本、定価金15銭。袋共、袋に昭和8年3月29
目寄託、三井ラベル「C241・新・141」

Y2302－021　　　　　　　　　　　　　　京都
京都府治一覧表

明治11凡例（1878）

172×75ミリ1巻1冊24丁銅板
題簸：原・明治十年京都府治一覧表全表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：凡例（明治十一年五月　七等属片山勤識）

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：折本。昭和6年11月18目寄託、三井ラベル
「C241・新。90」

Y2302－022　　　　　　　　　　　　　　埼玉
埼玉県治一覧概表

明治11（1878）

171×79ミリ1巻1冊53丁銅板
題簸：原・埼玉縣治一覧概表全表紙1原・黄色：卍繋
ぎ型押し

刊記1明治十一年七月、埼玉縣蔵版、東京博聞社彫
刻。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本、定価金30銭。昭和6年11月18目寄託

Y2302－023

滋賀県管内便覧

明治11（1878）

70×128ミリ1巻1冊66丁銅板
題簸：原・羽根田文明編輯滋賀縣管内便覧全表
紙：原・丁子色無地

構成1題字1、琵琶湖36勝1、地図1、凡例1、国郡2、

本文59、刊記1
刊記：明治十一年九月十九目御届、同年十二月刻成、

編輯者滋賀県平民羽根田文明（近江国滋賀郡第9区
北保町24番地住）、出版人滋賀県平民小川義平（近江

国滋賀郡第9区舛屋町23番地住）・滋賀県平民沢宗
次郎（近江国滋賀郡第4区丸屋町12番地住）。滋賀県

下弘通書林若狭小浜松本利兵衛・同堀口嘉七・美濃
屋嘉助、越前敦賀河野屋伊八ほか18ヶ所27書店。。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年7月1日寄託、三井ラベル「C243・新・
29」

Y2302－024　　　　　　　　　　　　　　全国
［大日本府県郡区改正一覧］

明治12（1879）

158×65ミリ1巻1冊43丁銅板
題籏：原・帝國大日本府縣郡匿改正一覧柳澤武運三
編輯全表紙：原・黄色：卍繋ぎ型押し
刊記：明治十二年五月新彫晋文舎蔵版・大阪靱北通戴
丁目山本龍玉堂製（封面）、明治十二年四月廿五日出

版御届、明治十二年五月十五目出版発免、編輯出版
人大阪府平民柳澤武運三（府下東区龍造寺町廿三番
地）、発売人大阪府平民森本太助（府下東区唐物町四

題簸：原・改正匿分町鑑松木平吉編全表紙二原・黄
色：卍繋ぎ型押し

刊記：明治九年十一月廿二目御届、編輯兼出版人両
国吉川町二番地松本平吉。
印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年10月1目寄託、三井ラベル「C211・新・
146」、前表紙に書名を記した下ヶ札

Y2302－017

銅錆改正府県一覧

明治9（1876）

167×62ミリ1巻1冊11丁銅板
題簸：原・銅鏑改正府縣一覧岸本榮七編輯完表
紙：原・黄色無地

構成：凡例1（明治九年八月編者）、日本全図1、本文9

刊記：改正府縣一覧附各裁判所分轄表明治九年
九月発免浪華合巻楼蔵（封面）、明治九年九月八目
御届、同年九月出版、編輯者大阪府平民岸本栄七（第

一大区十小区石町1丁目19番地）・出版人同小谷卯
兵衛（第一大区十七小区備後町4丁目30番地）・発免

人同吉岡平助（第一大区十七小区備後町4丁目30番
地）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。前表紙に「府縣一覧」（下ヶ札〉、昭和6年

10月30目寄託、三井ラベル「J240・新・9A」

Y2302－018　　　　　　　　　　　　　　山形
山形県一覧概表

明治10（1877）

172×78ミリ1巻1冊18丁銅板
題簸：原・山形縣一覧概表全表紙：原・黄色：卍繋ぎ
型押し

刊記：東京博聞社錨刻。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。三井ラベル「C226・新・2j、昭和6年12月
5日寄託

Y2302－019　　　　　　　　　　　　　　京都

明治9年京都府治一覧表
明治10（1877）

174×77ミリ1巻1冊33丁銅板
題簸：原・明治九年京都府治一覧表全表紙：原・黄
色：布目地卍繋ぎ型押し

構成：凡例（明治十年四月　京都府七等属片山勤識）

刊記：京都府蔵版製本所御用書林村上勘兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考＝折本、定価金15銭。「塩田蔵書」（後ろ表紙墨書）

昭和6年7月22目寄託、三井ラベルrC241・新・
141A」

Y2302－020　　　　　　　　　　　　　　京都

明治9年京都府治一覧表
明治10（1877）

174×77ミリ1巻1冊33丁銅板
題簸：原・明治九年京都府治一覧表全表紙：原・黄
色：布目地卍繋ぎ型押し

構成：凡例（明治十年四月　京都府七等属片山勤識）



rC241・新・142」

Y2302－029　　　　　　　　　　　　地名字典

郡区町村一覧

明治14（1881）

257×178ミリ1巻1冊226丁銅板
題籏＝原・郡匠町村一覧全表紙：原・薄藍色：魚・獅

子など型押し
構成：目録1（ただし手書き）、例言1（明治十三年十二

月地理局羽山庸納）、本文225
刊記：明治十四年二月廿六目版権届、同年三月出版、

内務省地理局出版、発免東京芝区柴井町松井忠兵
衛・同京橋区銀座四丁目　西宮松之助・同目本橋区通
り三丁目　丸屋善七・同同区本町三丁目清水卯三郎・

同同区両国吉川町塩島一介、東京六合館発免印。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：前表紙に題名を記した下ヶ札。昭和6年9月15
目寄託。

Y2302。030－01　　　　　　　　　　　　京都

京都府管下郡区町村名録　町名之部

明治14（1881）

55×124ミリ2巻2冊116丁銅板
題籏：原・京都府管下郡匪町村名録町名之部全表
紙：原・黄色無地

構成：凡例1、町名之部66、凡例1、郡役所1、村名之

部47
刊記：明治十四年六月十八日御届、同年七月刻成、編
輯兼出版人京都府平民本城小兵衛、発売人京都府平
民寺田栄助・京都府平民米沢利兵衛、売捌所京都村
上勘兵衛ほか17、丹波亀岡内藤半七、丹後峯山上島
長助、同宮津南波庄兵衛、同マイヅル小谷喜造、伏見亀

屋半兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和6年3月14目、三井ラベルrC241・新・84」

Y2302－030－02　　　　　　　　　　　　京都

京都府管下郡区町村名録　村名之部

明治14（1881）

53×124ミリ49丁銅板
題籏：原・京都府管下郡旺町村名録村名之部全表
紙：原・黄色：卍繋ぎ型押し

構成：凡例1、郡役所1、村名之部47
刊記：明治十四年六月十八日御屈、同年七月刻成、編

輯兼出版人京都府平民本城小兵衛、発売人京都府平
民寺田栄助・京都府平民米沢利兵衛、売捌所京都村
上勘兵衛ほか17、丹波亀岡内藤半七、丹後峯山上島
長助、同宮津南波庄兵衛、同マイヅル小谷喜造、伏見亀

屋半兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価12銭5厘。上小口にr郡区町村名録」（墨
書）。昭和6年10月28目寄託、三井ラベル「C241・新・

84」

長野Y2302－031

信濃国地名一覧　上・下
明治15（1882）

3．地誌〔168〕

丁目十番地）。

印記：羽田・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。訂正貼紙・京都上京区ほかに書き入れ墨

書あり。昭和6年11月18目寄託

Y2302－025　　　　　　　　　　　　　　東京

袖玉東京府下改正区画区郡町村明細鑑

明治12（1879）

57×122ミリ1巻1冊23丁銅版
題簸：原・日下清蔵編輯袖玉東京府下改正匪壼匪郡町
村明細鑑表紙：原・黄色：卍繋ぎ地型押し

構成：図1、本文2～23
刊記＝明治十二年八月改正届、編輯兼出版人東京府
平民目下清蔵（神田区岩本町30番地）、発免人東京府
平民東生亀次郎（目本橋区通旅籠町2番地・東生万巻
楼）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝定価12銭。昭和7年2月1目寄託、三井ラベル
「C211・新・150」

Y2302－026　　　　　　　　　　　　　　滋賀

明治11年滋賀県一覧概表
明治12（1879）

159×77ミリ1巻1冊1丁銅板
題簸＝原・明治十一年滋賀縣一覧概表表紙：原・黄
色：布目地型押し
刊記：明治十二年十一月十四目御届、出版、出版人滋
賀新聞会社中滋賀郡大津後在家町住古川起端。
印記：荒居所蔵之印・ウサギ・しんまちみついけ。

備考1折本。昭和9年10月3目寄託、三井ラベル
rC243・新・27」

Y2302－027　　　　　　　　　　　　　　滋賀

明治12年滋賀県一覧概表
明治13（1880）

162×77ミリ1巻1冊1丁銅板
題簸：原・明治十二年滋賀縣一覧概表表紙：原・黄色

無地
刊記：明治十三年六月二十八目出版御届、同年七月
一目刻成、出版人滋賀県下近江国滋賀郡大津後在家

町九番屋敷住古川起端。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。昭和10年11月12目寄託

Y2302－028　　　　　　　　　　　　　　京都

明治12年京都府治一覧表　全
明治13（1880）

167×70ミリ1巻1冊56丁銅板
題簸：原・明治十二年京都府治一覧表・全表紙：原・

黄色：卍繋ぎ型押し
構成：図3、本文52、例言1（十三年十月　七等属片山

勤識）

刊記：芝本豊延銅錦、明治十三年十月三十目出版版
権屈、同十一月刻成、京都府蔵版、製本所御用書林
村上勘兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：折本。昭和6年7月1目寄託、三井ラベル



69×125ミリ2巻2冊（1冊に合綴）72丁銅板
題簸：原・丸山清俊編輯信濃國地名一覧上下全表
紙：原・黄色＝卍繋ぎ地型押し

構成：題字1、凡例1、上巻38、下巻32
刊記：精華堂蔵版・明治十五年一月廿七目版権免許同

年十一月出版、著者長野県平民丸山清俊（信濃国小
縣郡滋野村）・出版人同県平民大塚八十兵衛（同国東
千曲郡南深志町）・画図同県士族樋畑正太郎（同国埴
生郡松代町）・発免小松為吉（松本南深志町）・銅版印

刷製本所松本源池刷工舎、売広め57店。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙に「長野県上田町罵田O兵衛」（墨書）。

昭和8年12月20目寄託

Y2302－032　　　　　　　　　　　　　　大阪

大阪府治一覧概表

明治15（1882）

171×76ミリ1巻1冊25丁銅板
題簸：原・大阪府編纂大阪府治一覧概表全表紙：
原・枯色布

刊記：明治十五年三月七目出版届済、同年同月刻成、

大阪府蔵版、御用書林大阪府東区北久太郎町四丁
目柳原喜兵衛。

印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝折本。昭和6年10月13目寄託、三井ラベル
rC242・新・38」

Y2302－033　　　　　　　　　　　　　　京都

上下京区町名録

明治16（1883）

85×127ミリ1巻1冊32丁銅板
題簸：原・上下京医町名録表紙：原・藍色無地

刊記：明治十六年十二月廿一目出版御届、明治十七
年一月十九日刻成発免、編輯兼出版人京都府平民石
田才次郎、売捌所京都萬代書楼各店二条衣棚角風月
庄左衛門、二条通柳馬場角石田忠兵衛、寺町姉小路
南辻本九兵衛、同三条北入町竹岡文祐、三条通寺町
西へ入大谷玄之助、同冨小路東へ入須磨勘兵衛、冨
小路通三条下ル町遠藤平左衛門、御幸町四条南入町
内藤彦一、寺町綾小路下ル町川勝徳次郎、同松原下
ル町今井七良兵衛。
印記：簑部・ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価金30銭。昭和8年2月14目寄託、三井ラ
ベル「C241・新・85」

Y2302－034　　　　　　　　　　　　　　大阪

大阪府東区治一覧概表

明治17（1884）

176×76ミリ1巻1冊14丁銅板
題簸：原・大阪府東匪治一覧概表全表紙：原・枯色
布

刊記：大阪府東区役所編纂明治十七年八月（封面）。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：折本。昭和10年11月12目寄託、前表紙に「明
治十七年」（貼紙）、三井ラベルrC242・新・39」、後ろ表
紙見返しに「9．6．29」の印あり
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Y2302－035　　　　　　　　　　　　　　大阪

大阪府東区治一覧概表

明治18（1885）

173×80ミリ1巻1冊12丁銅板
題簸：原・大阪府東匪治一覧概表全表紙：原・枯色
布

刊記：大阪府東区役所編纂明治十八年四月（封面）。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考1折本。昭和10年11月12目寄託、前表紙に「昭
和十八年」（貼紙）、三井ラベル「C242・新・40」

Y2302－036　　　　　　　　　　　　　　京都
［大改正京都区分町名録　上下京区之部］

明治21（1888）

53×120ミリ1巻1冊17丁銅板
題簸：原・大改正京都匪分町名録表紙：原・黄色無地

刊記：明治廿一年七月十三目印刷、同年七月十四目
出版、著作者土井梅吉、印刷兼発行者遠藤平右衛門。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価金5銭。昭和8年3月17目寄託、三井ラベ
ルrC241・新・86」

Y2302－037　　　　　　　　　　　　　　京都

京都市町名録

明治21（1888）

72×161ミリ1巻1冊56丁活版
題簸：原・京都市町名録表紙：原・肌色無地

構成：図1、凡例1、本文53、戸口地価表2
刊記：明治廿一年七月三十目印刷、同年同月光一目
出版、著作者村上善輔、発行者兼印刷人村上勘兵衛。
印記1梅小路家・ウサギ・しんまちみついけ。

備考1京都府管内全図、京都市街細見図外1広告あり、

定価金20銭、昭和7年2月1日寄託。三井ラベル
rC241・新・87」

Y2302－038　　　　　　　　　　　　　　京都

改正京都府管轄便覧

明治一

218×151ミリ1巻1冊56丁銅板・整版
題籏：原・改正京都府管轄便覧表紙：原・生成
構成：地図8（銅板）、本文48

刊記：御用御書物所京東洞院三條上ル町村上勘兵
衛。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和7年4月8日寄託、三井ラベルrC241・新・
96」
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×0303－001－01　　　　　　　　　　　　　紀行

覚草　春部　伊勢道中

寛文10（巻頭）（1670）

274×190ミリ10巻10冊20丁写本
題籏：原・覚草春部伊勢道記表紙：後・覗色無地
刊記：伊勢乃道の記（内題）寛文十とせ初春に（巻頭）。

印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。
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備考：前表紙に「ホ百光九」（貼紙）と「ホ印百光九！拾

巻」（下ヶ札）。請求番号変更

XO303－001－02　　　　　　　　　　　　紀行
覚草　春部　東海道記
（1670年）

273×190ミリ103丁写本
題簸：原・覚草春部東海道記表紙：後・覗色無地
刊記：尾州道之記（内題）。

印記1横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001・03　　　　　　　　　　　　紀行

覚草　春部　江戸花見記
（1670年）

274×190ミリ39丁写本
題簸：原・覚草春部江戸花見記表紙：後・覗色無地
印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001－04

覚草　春部　日光山道記
（1670年）

274×191ミリ43丁写本

紀行

題簸：原・覚草春部　目光山道記表紙：後・覗色無地
刊記：目光道之記（内題）。

印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001－05

覚草　夏秋部　有馬道記
（1670年）

274×190ミリ55丁写本

紀行

題籏1原・覚草夏秋部有馬道記表紙：後・覗色無地
印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001－06　・　　　　　　　　　　紀行

覚草　秋部　水戸道記
（1670年）

273×190ミリ14丁写本
題簸＝原・覚草秋部水戸道記表紙：後・覗色無地
刊記：江戸水戸迄二里寛文元年文月廿九目（巻
頭）。

印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001－07　　　　　　　　　　　　紀行

覚草　秋部　仲仙道月見記
（1670年）

273×189ミリ49丁写本
題籏：原・覚草秋部仲仙道月見記表紙：後・覗色無
地

刊記1仲仙道月見記（内題）。

印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001－08　　　　　　　　　　　　紀行
覚草　秋部　草津道記
（1670年）

273×189ミリ14丁写本
題籏二原・覚草秋部草津道記表紙：後・覗色無地
刊記：上州草津道乃記（内題）。

印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001－09　　　　　　　　　　　　　紀行

覚草　冬部　武州前沢記
（1670年）

274×190ミリ13丁写本
題籏：原・覚草冬部武州前澤記表紙：後・覗色無地
刊記：ゆたかにあやあまねの霜月中の八目（巻頭）。

印記＝横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－001－10　　　　　　　　　　　　　紀行

覚草　冬部　京師道記
（1670年）

274×190ミリ45丁写本
題簸：原・覚草冬部京師道記表紙：後・覗色無地
刊記：寛文九年神無月中の六目（巻頭）。

印記：横井孫右衛門蔵書・小田切・宗辰所集・三井家
3。

XO303－002　　　　　　　　　　　　　　紀行
陸奥紀行

享保2（1717）

241×170ミリ1巻1冊51丁写本
題簸：原・陸奥紀行釣月　表紙：後・薄茶色：布目地に

蔓瓢箪型押し

刊記：享保二年季夏念目　釣月草政興、明治三十年
八月廿六目再読加筆酵園居士記（藍色墨）。

印記：阿波國文庫・楓樹・□怒・小澤醇園火後蔵書・宗

辰所集・三井家3。

備考：巻末にr明治二十八年八月五目浅草広小路ノ書
雛浅倉屋久兵衛（文渕閣）店二購得ス。此月十二日一
読句読点ヲ施シ聯仮名違ヲ正ス著者釣月ハ未ダ何如
ナル人物ナリヤ之ヲ詳ニセズ他目ノ考拷ヲ侯ツ酵園居
士小澤圭識ス」（朱書）。前表紙に「ホ四百五十」（貼紙）

とrホ印1四百五十／壱冊」（下ヶ札）。

XO303－003　　　　　　　　　　　　　　紀行
［東国旅行談抜書］

天明9以降（1789）

266×193ミリ1巻1冊30丁写本
題籏：原・東國旅行談表紙：原・薄藍色無地

構成：目録1、本文29
印記：三井文庫。

備考：内題は「東国旅行談抜書」。後ろ表紙に「名八
番」（下ヶ札）。請求番号変更。



XO303－004（1）

［小堀正一紀行］

（1802年）

233×169ミリ2巻2冊（1冊に合綴）16丁写本
題簸＝原・小堀正一紀行・柴屋紀行表紙：後・薄茶色：

蔓瓢箪型押し

構成：本文15、遊紙1

印記：阿波國文庫・小澤酵園火後蔵書・宗辰所集・三井

家3。
備考：江戸から逢坂。前表紙に「ホ四百四十八」（貼紙）

と「ホ印四百四十八／壱冊」（下ヶ札）。XO303・004（2）［柴

屋紀行］も参照。

XO303－004（2）

［柴屋紀行］

享和2（写）（1802）

10丁
構成1柴屋紀行9、書写奥1
刊記：壬戌（寛保二）正月五目　中原常煕。此壬戌ハ寛

保二年也、今享和二年迄六十一年也。
備考：伏見から江戸。書誌情報はXO303－004（1）［小堀

正一紀行］を参照。

XO303－005

東奥紀行

文化3以降（内容）（1806）

235×165ミリ1巻1冊91丁写本

紀行

題簸：原・東奥紀行（打付）表紙：原・薄茶色：布目地
型押し

構成：遊紙1、千住～箱館行程抜書き1、遊紙1、本文a

63、本文b2、本文c22、遊紙1
刊記：本文a享和三年癸亥三月廿七目陪戸川公駕発江
戸、本文b文化三丙寅六月函館奉行帰路宿泊、本文c
津軽街道小坂通道中記。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1前表紙にrホ百十二」（貼紙）とrホ印百十二／壱
巻」（下ヶ札）。

XO303－006－01　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記　1

（1824年）

228×159ミリ10巻10冊29丁写本
題簸：原・順覧筆記一（打付）表紙：原・薄茶色：布目

地型押し

構成：目録4、本文25

印記＝楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「東海道木曽路大坂御順見処」。前表紙に
rホ印三百光三／十巻」（下ヶ札）。

XO303－006－02　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記　2

（1824年）

229×159ミリ25丁写本
題簸：原・順覧筆記二（打付）表紙：原・薄茶色：布目

地型押し

3．地誌3．地誌／03．東目本1〔171〕

印記：楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

XO303－006－03　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記3
（1824年）

228×158ミリ24丁写本
題簸：原・順覧筆記三（打付）表紙：原・薄茶色：布目

地型押し

構成＝目録3、本文21

印記：楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「皇都御順見」。

XO303－006－04　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記　4

（1824年）

229×159ミリ24丁写本
題籏：原・順覧筆記四（打付）表紙：原・薄茶色：布目

地型押し

印記：楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

XO303－006－05　　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記5
（1824年）

228×159ミリ19丁写本
題籏：原・順覧筆記五（打付）表紙：原・薄茶色：布目

地型押し

構成：目録2、本文17

印記：楯書園・貸本京姉小路室町東天北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「皇都御順見」。

XO303－006－06　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記6
（1824年）

228×159ミリ17丁写本
題簸：原・順覧筆記六（打付〉表紙：原・薄茶色：布目

地型押し

印記：楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

XO303－006－07　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記7
（1824年）

228×159ミリ25丁写本
題簸：原・順覧筆記七（打付）表紙：原・薄茶色：布目

地型押し

構成：目録5、本文20

印記：楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「京都御順見」。

XO303－006－08

順覧筆記　8
名所案内
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（1824年）

229×159ミリ24丁写本
題籏：原・順覧筆記八七（墨消）（打付）表紙：原・薄

茶色：布目地型押し
印記：楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

XO303－006－09　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記　9

（1824年）

229×159ミリ21丁写本
題簸1原・順覧筆記九（打付）表紙：原・薄茶色：布目

地型押し
印記1楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

XO303－006－10　　　　　　　　　　　名所案内

順覧筆記　10
文政7以降（1824）

229×159ミリ21丁写本
題簸：原・順覧筆記十（打付）表紙：原・薄茶色1布目

地型押し
構成＝京都12、「大坂御城中御道具の記」7、「京都二条

御城御殿見分御道具拝見」2
刊記：二條御殿番三輪市十郎（文政7～嘉永6在任・後

ろから3丁目）。

印記：楯書園・貸本京姉小路室町東入北村北辰堂・
宗辰所集・三井家3。

XO303－007－01　　　　　　　　　　　　紀行

［周遊堂上野祥房北国紀行　1］

嘉永3（序）（1850）

237×152ミリ6巻6冊64丁写本
題簸：原・北國ロロ巻壱表紙：後・藍色無地

構成：序5（嘉永三年九月末の五目桂月庵）、本文59

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホニ百七十七」（貼紙）と「ホニ百七十

七！六巻」（下ヶ札）。

XO303－007－02　　　　　　　　　　　　　紀行

［周遊堂上野祥房北国紀行　2］

（1850年）

237×152ミリ36丁写本
題簸：原・北國□□□□表紙：後・藍色無地

印記：宗辰所集・三井家3。

XO303－007－03

［周遊堂上野祥房北国紀行　3］

（1850年）

238×153ミリ57丁写本
題簸：白紙表紙：後・藍色無地
印記：宗辰所集・三井家3。

XO303－007－04

［周遊堂上野祥房北国紀行　4］

（1850年）

紀行

紀行

237×152ミリ53丁写本
題簸：白紙表紙：後・藍色無地

印記：宗辰所集・三井家3。

XO303－007－05

［周遊堂上野祥房北国紀行　5］

（1850年）

237×152ミリ53丁写本
題簸：白紙表紙：後・藍色無地
印記：宗辰所集・三井家3。

XO303－007－06

［周遊堂上野祥房北国紀行　6］

（1850年）

237×152ミリ64丁写本
題簸1白紙表紙：後・藍色無地
構成：本文62、駿2（晃嶺樵僧隆一三）

印記1宗辰所集・三井家3。

紀行

紀行

XO303－008－01　　　　　　　　　　　　紀行

東遊記拾遺上

268×188ミリ3巻3冊46丁写本
題簸：原・東遊記拾遺天（打付）表紙：後・格子

構成：目録2、上巻本文44
備考：前表紙にr共三ノー」（墨書）と三井ラベル。

XO303－008－02　　　　　　　　　　　　紀行

東遊記拾遺中

268×188ミリ47丁写本
題籏：原・東遊記拾遺地（打付）表紙：後・格子

構成：遊紙1、本文46
備考1前表紙にr共三ノニ」（墨書）と三井ラベル。

XO303。008－03　　　　　　　　　　　　紀行

東遊記拾遺下

268×188ミリ50丁写本
題籏：原・東遊記拾遺人（打付）表紙：後・格子
備考：前表紙にr共三ノ三」（墨書）と三井ラベル。

Y1303－001

丙辰紀行

元和2（1616）

268×175ミリ1巻1冊28丁整版
題簸：元・□（丙力）辰紀行表紙：後・こげ茶色無地

刊記：元和二年十一月目羅浮子。
印記：本居蔵書・本居文庫。
備考：江戸から大津。後ろ表紙にr筑頓居士」（墨書）。

Y1303－002－01

東国名勝志　1
（1762年）

265×185ミリ5巻5冊16丁整版

名所図



題籏：元・東囲名勝志一表紙：後・藍色無地
構成：序1（宝暦十二年春正月鳥飼酔雅子）、本文15
印記：京丸・宗辰所集・三井家3。

備考：松前から近江。前表紙にrホ印五十七／五巻」
（下ケ札）。

Y1303－002－02　　　　　　　　　　　名所図

東国名勝志　2
（1762年）

264×186ミリ12丁整版
題簸：元・東國名勝志二表紙：後・藍色無地
印記：京丸・宗辰所集・三井家3。

Y1303－002－03　　　　　　　　　　　名所図

東国名勝志　3
（1762年）

265×185ミリ11丁整版
題籏：元・東國名勝志三表紙：後・藍色無地
印記：京丸・宗辰所集・三井家3。

Y1303－002－04　　　　　　　　　　　名所図

東国名勝志　4
（1762年）

266×186ミリ14丁整版
題籏1元・東國名勝志四表紙：後・藍色無地
印記：京丸・宗辰所集・三井家3。

Y1303－002－05　　　　　　　　　　　名所図

東国名勝志　5
宝暦12（1762）

265×185ミリ13丁整版
題籏：元・東國名勝志五表紙：後・藍色無地
構成1東海道

刊記：宝暦十二壬午歳春正月画工月岡丹下・彫工吉見
仁右衛門、浪華書林鳥飼市兵衛・渋川清右衛門・高田
清兵衛。

印記：京丸・宗辰所集・三井家3。

Y1303－003（1）　　　　　　　　　　　　　紀行

［東国旅行談　1］
（1789年）

225×158ミリ5巻5冊（1冊に合綴）17丁整版
題簸：原・東國旅行談□表紙：原・覗色：布目地型押
し

構成：序1（天明なかつのとし丁未乃春寿鶴）、巻1目
録1、本文15
印記：奇燕・吉清。

備考：請求番号変更、三井ラベル「A180・9」。

Y1303－003（2）

［東国旅行談　2］
（1789年）

17丁整版
構成：巻2目録1、本文16

Y1303－003（3）

紀行

紀行

3．地　誌　3．地誌103．東日本1　〔173〕

［東国旅行談　3］

（1789年）

17丁整版
構成：巻3目録1、本文16

Y1303－003（4）

［東国旅行談　4］

（1789年）

16丁整版
構成1巻4目録1、本文15

紀行

Y1303－003（5）　　　　　　　　　　　　　紀行

［東国旅行談　5］

天明9（1789）

15丁整版
構成1巻5目録1、本文4、付録10
刊記：天明九年己酉正月吉目梓成東都書騨江戸本
材木町壷丁目西宮新六板。
備考：後ろ表紙に「名八番」（下ケ札）。

Y1303－004－01　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記　1
（1795年）

224×157ミリ6巻6冊（5冊に合綴）26丁整版
題簸：原・諸国口□東遊記一表紙：原・覗色無地
構成：序3（寛政乙卯歳秋八月愚山松本慎）、凡例1（南

難）、目録2、本文20
刊記：橘南難子著（巻頭）。

印記：若山書林阪本屋大二郎・紀陽書林池田屋平兵
衛・本居文庫。

Y1303－004－02　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記　2
（1795年）

225×156ミリ20丁整版
題簸1原・諸国奇談東遊記二表紙：原・覗色無地

印記：若山書林阪本屋大二郎・紀陽書林池田屋平兵
衛・本居文庫。

Y1303－004－03　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記　3
（1795年）

225×158ミリ20丁整版
題簸：原・諸国奇談東遊記三表紙：原・覗色無地

印記：若山書林阪本屋大二郎・紀陽書林池田屋平兵
衛・本居文庫。

Y1303－004－04　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記　4
（1795年）

225×157ミリ20丁整版
題籏：原・諸国奇談東遊記四表紙：原・覗色無地

印記：若山書林阪本屋大二郎・紀陽書林池田屋平兵
衛・本居文庫。



刊記1寛政九年丁巳正月　書蝉京都寺町通松原下ル
勝村治右衛門、大阪心斎橋通安土町吉田善蔵。
印記：紀州若山銭喜・本居文庫。

Y1303－006－01　　　　　　　　　　　名所図会

東海道名所図会　1
（1797年）

252×180ミリ6巻6冊77丁整版
題簸：原・東海道名所圖會一表紙：後・白色：卍繋ぎ

型押し
構成：序4（寛政ひのとの巳のとしの冬中山前大納言愛

親卿惜陰宝主人）、凡例1、目録2、本文70
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：欄外に「ヒグチ」、後ろ表紙に「積慶堂」（墨書）。峡

に入る。前表紙にrホ印十四1六巻」（下ヶ札）、

Y1303－006－02　　　　　　　　　　名所図会

東海道名所図会　2
（1797年）

252×180ミリ81丁整版
題簸＝原・東海道名所圖會二表紙：後・白色：卍繋ぎ

型押し

構成：目録2、本文79
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：欄外に「ヒグチ」、後ろ表紙に「積慶堂」（墨書）。

Y1303－006－03　　　　　　　　　　名所図会

東海道名所図会　3
（1797年）

252×181ミリ81丁整版
題籏：原・東海道名所圖會三表紙：後・白色：卍繋ぎ

型押し

構成：目録2、本文79
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：欄外に「ヒグチ」、後ろ表紙に「積慶堂」（墨書）。

Y1303－006－04　　　．　　　　　　　名所図会

東海道名所図会　4
（1797年）

253×180ミリ69丁整版
題籏：原・東海道名所圖會四表紙：後・白色：卍繋ぎ
型押し．

構成：目録2、本文67
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：欄外にr石原彫刻」、後ろ表紙にr積慶堂」（墨
書）。

Y1303－006－05　　　　　　　　　　　名所図会

東海道名所図会　5
（1797年）

254×179ミリ67丁整版
題簸：原・東海道名所圖會五表紙：後・白色：卍繋ぎ

型押し

構成：目録2、本文65
印記：宗辰所集・三井家3。
備考二欄外に「ヒグチ」、後ろ表紙に「積慶堂」（墨書）。

3．地誌〔174〕

Y1303－004－05　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記　5・5未
寛政7（1795）

224×157ミリ39丁整版
題籏：原・諸国奇談東遊記五表紙：原・覗色無地

構成：巻5本文21、巻5未本文18
刊記：寛政七年卯八月　書林京西村平八、同著屋
儀兵衛、同田中屋惣助、同萬屋九兵衛、同秋田屋藤兵

衛、大坂塩屋平助。

印記：若山書林阪本屋大二郎・紀陽書林池田屋平兵
衛・本居文庫。

備考：巻末に西遊記2編、東遊記2編、同3編の広告
あり。

Y1303－005－01　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記後編1

（1797年）

221×154ミリ5巻5冊16丁整版
題籏：原・諸国奇談東遊記後篇一表紙：原・藍色無
地

構成：目録2、本文14
刊記：南難子著（巻頭）。

印記：紀州若山銭喜・本居文庫。

備考：朱書書入あり。前表紙にr三十六番後編全五冊」
（貼紙）と「東遊記」（下ヶ札）

Y1303－005－02　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記後編2

（1797年）

221×155ミリ15丁整版
題簸：原・諸国奇談東遊記後篇二表紙：原・藍色無
地

印記：紀州若山銭喜・本居文庫。

Y1303－005－03　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記後編3

（1797年）

220×154ミリ16丁整版
題簸：原・諸国奇談東遊記後篇三表紙：原・藍色無
地
印記：紀州若山銭喜・本居文庫。

Y1303－005－04　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記後編4

（1797年）

222×155ミリ17丁整版
題簸：原・諸国奇談東遊記後篇四表紙：原・藍色無
地
印記：紀州若山銭喜・本居文庫。

Y1303－005－05　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談東遊記後編5

寛政9（1797）

221×155ミリ20丁整版
題簸1原・諸国奇談東遊記後篇五表紙：原・藍色無
地
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Y1303－007－05　　　　　　　　　　　名所図会

［木曽路名所図会　4］

（1805年）

262×183ミリ67丁整版
題簸：原・木曽路名所圖會五（絹）表紙：後・檀紙打
曇りに馬（手書き）

構成：中扉1、目録2、本文64
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1303－007－06　　　　　　　　　　　名所図会

［木曽路名所図会　5］

（1805年）

263×184ミリ42丁整版
題簸：原・木曽路名所圖會六（絹）表紙：後・檀紙打
曇りに馬（手書き）

構成：中扉1、目録1、本文40
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1303－007－07　　　　　　　　　　　名所図会

［木曽路名所図会　6］

文化2（1805）

262×185ミリ47丁整版
題籏：原・木曽路名所圖會七（絹）表紙：後・檀紙打
曇りに馬（手書き）

構成：中扉1、目録3、本文41、践（平安画工法橋西邨
中和）、名所記・名所図会惣目録2

刊記：享和二年戊正月吉目京都書林小川多左衛門・大
阪書林柳原喜兵衛・高橋平助・森本多助、文化二年乙
丑三月大阪書林和泉屋源七・河内屋儀助・今津屋辰三
郎・和泉屋久右衛門・塩屋喜助、京都書林小川多左衛
門・著屋儀兵衛・升屋藤兵衛・菱屋三郎右衛門・越後屋

清太郎・美濃屋小兵衛・西村吉兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1303－008（1）

［西上録］

天保14（1843）

227×151ミリ2巻2冊（1冊に合綴〉27丁整版
題籏1原・西上録革表紙：原・薄茶色無地
刊記：金城用九（巻頭）、可也簡堂（柱刻）。

印記：三井文庫。

備考：江戸から姫路。

Y1303－008（2）

［鷹従十日記］

天保14（1843）

4丁

備考：江戸から目光。後ろ表紙に「雑書十六番」（下ケ
札）。

紀行

3．地誌／04．西日本1

×0304－001（1）

［西遊記拾遺　上］

天明1（1781）

Y1303－006－06　　　　　　　　　　　名所図会

東海道名所図会　6
寛政9（1797）

254×179ミリ83丁整版
題籏1原・東海道名所圖會六表紙：後・白色：卍繋ぎ
型押し

構成：目録3、本文75、践2（寛政九歳次丁巳穐九月平
安秋里擁罵）、大坂心斎橋博労町群玉堂河内屋茂兵
衛広告3

刊記1寛政九丁巳載十一月書林浪花榊原喜兵衛・京師
田中庄兵衛・出雲寺文次郎・小川多左衛門・殿為八・今

井喜兵衛・武村甚兵衛・枡谷市兵衛・東都須原茂兵衛・

前川六左衛門・小林新兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：欄外に「ハリク」「伊澤彫」、後ろ表紙に「積慶堂」
（墨書）。

Y1303－007－01　　　　　　　　　　　名所図会
［木曽路名所図会　1上］

（1805年）

262×183ミリ6巻6冊（7冊に文冊）40丁整版
題籏：原・木曽路名所圖會壷（絹）表紙：後・檀紙打
曇りに馬（手書き）

構成：中扉1、序8（文化二乙丑三月文章博士菅原尚長
卿松箔斎主人・文化二年二月富士谷成元・文化元きの

へ子の九月秋里擁罵）、凡例1、目録1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印十五／七冊」（下ヶ札）。鉄に入る。

Y1303－007－02　　　　　　　　　　　名所図会
［木曽路名所図会　1下］

（1805年）

262×183ミリ42丁整版
題簸：原・木曽路名所圖會二（絹）表紙：後・檀紙打
曇りに馬（手書き）

構成＝中扉1、本文41

印記1宗辰所集・三井家3。

Y1303－007－03　　　　　　　　　　　名所図会

［木曽路名所図会　2］
（1805年）

262×183ミリ63丁整版
題簸：原・木曽路名所圖會三（絹）表紙：後・檀紙打
曇りに馬（手書き）

構成1中扉1、目録2、本文60
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1303－007－04　　　　　　　　　　　名所図会

［木曽路名所図会　3］

（1805年）

263×183ミリ50丁整版
題簸：原・木曽路名所圖會四（絹）表紙：後・檀紙打
曇りに馬（手書き）

構成：中扉1、目録2、本文47
印記：宗辰所集・三井家3。



XO304－002－05　　　　　　　　　　　　　紀行

西遊雑記　5
天保4（写）（1833）

270×183ミリ31丁写本
題籏：原・西遊雑記五表紙：後・薄藍色：布目地に小

葵型押し
構成：本文29（黄微山人古松軒辰草稿）、書写奥1（天
保四年巳六月十二目青東斎菊栄六十有一書）、遊紙1
印記：小島文庫・宗辰所集・三井家3。

道中記XO304－003－01（1）

［西遊雑記　．1］

270×182ミリ7巻7冊（3冊に合綴〉28丁写本
題籏：原・西遊雑記上表紙：後・薄茶色無地

構成：遊紙1、本文27
印記二水野蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：備中から鹿児島。紙の族に入る。

XO304－003－01（2）

［西遊雑記　2］

31丁写本

XO304－003－01（3）

［西遊雑記　3］

28丁写本

XO304－003－02（1）

［西遊雑記　4］

270×182ミリ30丁写本
題籏：原・西遊雑記中表紙：後・薄茶色無地

構成：遊紙1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

XO304－003－02（2）

［西遊雑記　5］

29丁写本

XO304－003－03（1）

［西遊雑記　6］

270×182ミリ37丁写本
題籏：原・西遊雑記下表紙：後・薄茶色無地

構成：遊紙1、本文36
刊記：古松軒草稿（巻頭）、先君奉命編修地志数十年
座右常有輿図紀行等諸書余自少時耳標目染類知愛好
近者濫竿教識学庫書籍皆得縦覧此書亦其一也、書体
簡質不華蓋幾乎記實遂録存之回憶先君亦借置此書
之時約可三十年漂湘依然今昔頓変為之凄然壬暢月念
ハ裏松老迂火閣上所實先君月忌之辰云（朱書巻
末）。
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236×167ミリ3巻3冊（1冊に合綴）38丁写本
題簸：後・西遊記拾遺全（墨書打付）表紙：原・薄茶

色無地
構成：目録1、本文37
刊記：橘南渓春暉著（巻頭）。

印記二宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ三百光七1一巻」（下ヶ札）、後ろ表紙

見返しにr西遊記拾遺」（下ヶ札）。裏表紙見返しに書蝉

出雲寺の符牒がある。三井ラベル「G940・10」

XO304。001（2）

［西遊記拾遺　中］

（1781年）

43丁
構成：目録1、本文42

XO304－001（3）

［西遊記拾遺　下］

（1781年）

24丁
構成：目録1、本文23

XO304－002－01　　　　　　　　　　　　紀行

西遊雑記　1

（1833年）

270×183ミリ5巻5冊42丁写本
題簸：原・西遊雑記一表紙：後・薄藍色：布目地に小

葵型押し
刊記：備中古河辰著（巻頭）。

印記：小島文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ三十六」（貼紙）。

XO304－002－02　　　　　　　　　　　　紀行

西遊雑記　2

（1833年）

270×184ミリ46丁写本
題籏：原・西遊雑記二表紙：後・薄藍色：布目地に小

葵型押し
印記：小島文庫・宗辰所集・三井家3。

XO304－002－03　　　　　　　　　　　　紀行

西遊雑記　3

（1833年）

270×183ミリ36丁写本
題簸：原・西遊雑記三表紙：後・薄藍色：布目地に小

葵型押し
印記：小島文庫・宗辰所集・三井家3。

XO304－002－04　　　　　　　　　　　　紀行

西遊雑記　4

（1833年）

270×184ミリ26丁写本
題簸：原・西遊雑記四表紙：後・薄藍色：布目地に小

葵型押し
印記：小島文庫・宗辰所集・三井家3。



印記二宗辰所集・三井家3。

XO304－003－03（2）

［西遊雑記　7］

34丁写本

Y1304－001－01　　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記　1
（1795年）

223×159ミリ5巻5冊23丁整版
題簸：原・諸國奇談西遊記一表紙：原・覗色無地
構成：序4（閑田子葛蹟）、凡例1（南難）、目録1、本文

17

印記：書林池平・若山書林阪本屋大二郎・本居文庫。

備考：前表紙に「三百九十九番全部五冊」と「池平・卯
辰午未」（貼紙）。

Y1304－001－02　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記　2
（1795年）

224×159ミリ17丁整版
題簸：原・諸國奇談西遊記二表紙：原・覗色無地
印記：書林池平・若山書林阪本屋大二郎・本居文庫。

備考：最終丁に書き入れがある。

Y1304－001－03　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記　3
（1795年）

223×159ミリ19丁整版
題簸：原・諸國奇談西遊記三表紙：原・覗色無地
印記：書林池平・若山書林阪本屋大二郎・本居文庫。

備考：11丁裏に書き入れがある。

Y1304－001－04　　　　　　　　　　　　，名所記

諸国奇談西遊記　4
（1795年）

224×159ミリ23丁整版
題籏：原・諸國奇談西遊記四表紙：原・覗色無地
印記：書林池平・若山書林阪本屋大二郎・本居文庫。

Y1304－001－05　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記　5
寛政7（1795）

223×159ミリ23丁整版
題簸：原・諸國奇談西遊記五表紙：原・覗色無地
刊記：寛政七年卯三月書林著屋儀兵衛・萬屋九兵衛・

金屋惣助・穐田屋藤兵衛・田中屋惣助・大坂塩屋平
助。

印記：書林池平・若山書林阪本屋大二郎・本居文庫。

Y1304－002－01

諸国奇談西遊記続編　1
（1798年）

224×159ミリ5巻5冊19丁整版

名所記

3．地誌3．地誌104．西日本／〔177〕

題籏＝原・諸國奇談西遊記績篇一表紙：原・浅花田
色無地
構成：序3（閑田子葛蹟）、目録2、本文14
印記：澤の利・O印・河太（後ろ表紙見返し裏）・本居文
庫。

Y1304－002－02　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記続編　2
（1798年）

224×159ミリ19丁整版
題簸：原・諸國奇談西遊記績篇二表紙：原・浅花田
色無地
構成：目録1、本文18

印記：澤の利・O印・本居文庫。

備考：目録と初丁丁間に切紙1（「柳橋麹町七丁めの
石橋を云…」と墨書）がある。

Y1304－002－03　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記続編　3
（1798年）

224×159ミリ18丁整版
題叢：原・諸國奇談西遊記績篇三表紙1原・浅花田
色無地
構成：目録1、本文17

印記：澤の利・O印・本居文庫。

Y1304－002－04　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記続編　4
（1798年）

225×159ミリ19丁整版
題簸：原・諸國奇談西遊記績篇四表紙：原・浅花田
色無地
構成：目録1、本文18

印記：澤の利・O印・本居文庫。

Y1304－002－05　　　　　　　　　　　　名所記

諸国奇談西遊記続編　5
寛政10（1798）

223×159ミリ19丁整版
題簸：原・諸国奇談西遊記績篇五表紙＝原・浅花田
色無地
構成：目録1、本文18

刊記：寛政十年午六月吉目　大坂書雛吉文字屋市左
衛門・藤屋弥兵衛・監屋平助、京都書緯秋田屋藤兵
衛・萬屋九兵衛・田中屋惣助・著屋儀兵衛。

印記：澤の利・O印・本居文庫。

備考1刊記のところにr春秋左氏捷覧・橘窓茶話大坂
心斎橋通南久宝寺町高橋平助梓」の広告切紙貼付。

Y1304－003－01　　　　　　　　　　　　　紀行
［筑紫紀行　1］

（1806年）

227×158ミリ10巻10冊32丁整版
題簸：後・筑紫紀行　一（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
構成：序3（享和二年八月尾張菱屋平七）、本文29



〔178〕　3．地誌

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙に「ホ十七」（貼紙）と「ホ印十七／十冊」
（下ケ札）。

Y1304－003－02　　　　　　　　　　　　紀行
［筑紫紀行　2］

（1806年）

228×159ミリ23丁整版
題籏：後・筑紫紀行　二（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－03　　　　　　　　　　　　紀行
［筑紫紀行　3］

（1806年）

228×158ミリ22丁整版
題簸1後・筑紫紀行　三（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－04　　　　　　　　　　　　紀行

［筑紫紀行　4］

（1806年）

228×158ミリ29丁整版
題簸：後・筑紫紀行　四（墨書）表紙1後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－05　　　　　　　　　　　　紀行
［筑紫紀行　5］

（1806年）

228×159ミリ19丁整版
題篭：後・筑紫紀行　五（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－06　　　　　　　　　　　　紀行
［筑紫紀行　6］

（1806年）

227×158ミリ23丁整版
題簸：後・筑紫紀行　六（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－07　　　　　　　　　　　　紀行
［筑紫紀行　7］

（1806年）

228×158ミリ34丁整版
題簸＝後・筑紫紀行　七（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－08

［筑紫紀行　8］

（1806年）

紀行

228×158ミリ23丁整版
題簸：後・筑紫紀行　八（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－09　　　　　　　　　　　　紀行
［筑紫紀行　9］

（1806年）

228×158ミリ23丁整版
題簸：後・筑紫紀行　九（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1304－003－10　　　　　　　　　　　　　紀行

［筑紫紀行　10］

文化3（1806）

228×158ミリ23丁整版
題簸：後・筑紫紀行　十（墨書）表紙：後・黄色：布目

地に網目型押し
構成1本文21、賊2（文化丙寅九月吉田重房）
刊記：文化三年丙寅九月　書蝉京都梶川七郎兵衛・同

吉田新兵衛・大阪河内屋太助・同敦賀屋九兵衛・江戸
鶴屋喜右衛門・永楽屋五兵衛・名古屋風月堂孫助・同

永楽屋東四郎。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO310－001　　　　　　　　　　　　　　　蝦夷

［蝦夷談筆記］

宝永7（1710）

245×172ミリ1巻1冊29丁写本
題籏：剥離表紙：後・秘色・無地

刊記：寳永七年寅七月記干松前寓居東野菅俊伽縄
甫。

印記：艮岳院・三井文庫。

備考：下小口に「蝦夷軍談」（墨書）。

XO310－002　　　　　　　　　　　　　　　蝦夷

蝦夷志
享保5（序）（1720）

267×196ミリ1巻1冊28丁写本
題籏：原・蝦夷志完表紙：原・雲母引き・雲形藍色刷

り
構成：序3（享保庚子正月庚寅源君美）、本文15、函

10
印記：泉蔵書・宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙に「ホ四百九十二」（貼紙）と「揖五ノ函」
（貼紙）と「○（朱）ホ印1四百九十二／壱冊」（下ヶ札）。

XO310－003－01　　　　　　　　　　　蝦夷・紀行

北海随筆乾
元文2（1737）

271×195ミリ2巻2冊25丁写本
題簸：原・北海随筆乾表紙：原・藍色・雷文に牡丹唐

草

刊記：元文二年未初夏。
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XO310－005－01　　　　　　　　　　　　蝦夷
蝦夷草紙　1

（1798年）

261×185ミリ5巻5冊22丁写本
題簸：原・蝦夷草紙一表紙：原・卍繋ぎ地・横刷毛目
構成：凡例6、本文16

刊記：最上徳内常矩著。

印記：田専（黒印）・総□舎蔵書印・総□蔵書之印・宗辰

所集・三井家3。

備考：前表紙に「共五冊」（墨書）、後ろ表紙に「蝦夷草
紙」（下ヶ札）

XO310－005－02　　　　　　　　　　　　蝦夷
蝦夷草紙　2

（1798年）

260×185ミリ21丁写本
題簸：原・蝦夷草紙二表紙：原・卍繋ぎ地・横刷毛目
印記：田専（黒印）・総□舎蔵書印・総［コ蔵書之印・宗辰

所集・三井家3。

XO310－005－03　　　　　　　　　　　　蝦夷
蝦夷草紙　3

（1798年）

261×185ミリ34丁写本
題籏：原・蝦夷草紙三表紙：原・卍繋ぎ地・横刷毛目
印記：田専（黒印）・総［コ舎蔵書印・総□蔵書之印・宗辰

所集・三井家3。

XO310－005－04　　　　　　　　　　　　　蝦夷

蝦夷草紙　4

（1798年）

261×185ミリ16丁写本
題簸：原・蝦夷草紙四表紙：原・卍繋ぎ地・横刷毛目
印記：田専（黒印）・総□舎蔵書印・総□蔵書之印・宗辰

所集・三井家3。

XO310－005－05　　　　　　　　　　　　蝦夷
蝦夷草紙　5

寛政10（写）（1798）

262×182ミリ17丁写本
題簸：原・蝦夷草紙五表紙1原・卍繋ぎ地横刷毛目
刊記：寛政十戊午年初夏宮木主膳多龍（書写奥書）。
印記：田専（黒印）・総□舎蔵書印・総□蔵書之印・宗辰

所集・三井家3。

蝦夷・紀行XO310－006（1
［松前紀行］

印記：恒野・宗辰所集・三井家3。

備考：貸本屋の貼紙あり。「かうの」（墨書）。前表紙に

「□〇二百七十三」（貼紙）と「○（朱）□／二百七十三1　

巻」（下ヶ札）。

XO310－003－02　　　　　　　　　　蝦夷・紀行

北海随筆　坤

元文4（1739）

272×195ミリ30丁写本
題籏1原・北海随筆坤表紙：原・藍色・雷文に牡丹唐
草

印記：恒野・宗辰所集・三井家3。

備考：夷言のあとに、r北海随筆後編松前家系シャク
シャイン討取軍書」がある。

XO310－004－01　　　　　　　　　　　　　蝦夷

蝦夷松前烏　1［別名：北海随筆］

明和1（識語）（1764）

231×160ミリ5巻5冊19丁写本
題簸1原・蝦夷松前烏一表紙：原・横刷毛目（丁字引
き）

構成：目録、本文、遊紙1

刊記：明和紀元甲申秋八月鳩浜山人（識語〉。坂倉源
次郎著。。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙にrO（朱）ホ印四百十八／五冊」（下ヶ札）。

XO310－004－02　　　　　　　　　　　　　蝦夷

蝦夷松前鳥　2［別名；北海随筆］

（1764年）

230×159ミリ15丁写本
題簸：原・蝦夷松前烏二表紙：原・横刷毛目（丁字引
き）

構成1遊紙1、本文14
印記：宗辰所集・三井家3。

XO310－004－03　　　　　　　　　　　　　蝦夷

蝦夷松前鳥　3［別名＝北海随筆］

（1764年）

231×159ミリ14丁写本
題籏：原・蝦夷松前烏三表紙：原・横刷毛目（丁字引
き）

構成：遊紙1、本文13

印記：宗辰所集・三井家3。

XO310－004－04　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝦夷

蝦夷松前烏　4［別名＝北海随筆］

（1764年）

230×159ミリ17丁写本
題籏二原・蝦夷松前烏四表紙：原・横刷毛目（丁字引
き）

構成：遊紙1、本文17

印記1宗辰所集・三井家3。

蝦夷

北海随筆］

XO310－004－05

蝦夷松前烏　5［別名



261×182ミリ4巻4冊34丁整版
題簸：原・北蝦夷圖説惣説部一表紙：原・朱色・唐
草文型押し・っや出し

構成：序3（嘉永七年甲寅十月江戸益堂鈴木善教）、凡

例2、本文29
刊記：常陸間宮倫宗口述・備中秦貞兼編、橋本玉蘭
斎画。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ五百五十四」（貼紙）と「ホ印／五百五

十四1四冊」（下ヶ札）。

Y1310－001－02　　　　　　　　　　　　蝦夷

北蝦夷図説　2
（1855年）

261×183ミリ26丁整版
題簸＝原・北蝦夷圖説南方初島部二表紙：原・朱
色・唐草文型押し・っや出し

刊記：重探斎画。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－001－03　　　　　　　　　　　　蝦夷

北蝦夷図説　3
（1855年）

261×182ミリ30丁整版
題籏：原・北蝦夷圖説南方初島部ヲロツコ夷部　三
表紙：原・朱色・唐草文型押し・つや出し

刊記：重探斎画。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－001－04　　　　　　　　　　　　蝦夷

北蝦夷図説　4
安政2（1855）

262×182ミリ37丁整版
題簸：原・北蝦夷圖説スメレンクル夷部・附録四尾
表紙：原・朱色・唐草文型押し・つや出し

構成：本文36、賊1
刊記：橋本玉蘭斎画・安政二年乙卯四月刻成江戸書
物問屋目本橋通北十軒店播磨屋勝五郎発行。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：巻末に広告がある。

Y1310－002－01　　　　　　　　　　　蝦夷・紀行

唐太日記　上
（1860年）

255×178ミリ2巻2冊28丁整版
題籏：原・唐太目記上表紙：原・黄色1小菊型押し
構成：例言2（安政四丁巳の騰月中秋之詠箱館の僑舎

にしるす）、本文26

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印百三十戴冊」（下ヶ札）。

Y1310－002－02　　　　　　　　　　　蝦夷・紀行

唐太日記　下

安政7（1860）

254×177ミリ33丁整版
題籏：原・唐太目記下表紙：原・黄色：小菊型押し
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文化5（内容）（1808）

262×173ミリ2巻2冊（1冊に合綴）16丁写本
題簸：原・まつ前紀行閑之ま目記堀田正敦君表紙＝
後・丁子引き：角の七宝に花、雲中に龍型押し

構成1内表紙1、元表紙1、松前紀行74
刊記：内表紙に「堀田摂津守正敦朝臣御自筆臨書ま
つ前紀行閑之万目記　需永（花押）」。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ印五百三十二」（下ヶ札）。
XO310・006（2）［閑之満目記］も参照。

XO310－006（2）　　　　　　　　　　蝦夷・紀行

［閑之満日記］

天明6（内容）（1786）

18丁写本
題籏：原・まつ前紀行閑之ま目記堀田正敦君表紙：
後・丁子引き：角の七宝に花、雲中に龍型押し

構成：元表紙1、閑之満目記17
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ五百三十二」（貼紙）と「ホ印五百三
十二！壱冊」（下ヶ札）。書誌情報はXO310－006（1）［松前

紀行］を参照。

XO310－007－01（1）　　　　　　　蝦夷
［蝦夷風土記　2］

273×199ミリ4巻4冊（2冊に合綴）15丁写本
題簸1原・蝦夷風土紀地理之部巻之一二三表紙
原・生成

印記：多計廼舎所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：巻1・4は欠本。前表紙にrホ三百二十八」（貼紙
と「O（朱）ホ三百廿八！二巻」（下ヶ札）。

蝦夷XO310－007－01（2）

［蝦夷風土記　3］

31丁写本
構成：法俗之部

蝦夷XO310－007－02（1）

［蝦夷風土記　5］

273×198ミリ37丁写本
題簸：原・蝦夷風土記産物之部巻之五六表紙：原
生成
印記：多計廼舎所蔵・宗辰所集・三井家3。

蝦夷XO310－007－02（2）

［蝦夷風土記　6］

15丁写本
構成：赤夷雑記

蝦夷Y1310－001－01

北蝦夷図説　1
（1855年）
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（1874年）

220×147ミリ31丁整版
題簸：原・林顯三編河崎曽平閲北海紀行三表紙
原・楯子色：布目地に網目型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－005－04　　　　　　　　　　　　　紀行

北海紀行　4

（1874年）

219×148ミリ37丁整版
題籏二原・林顯三編河崎曽平閲北海紀行四表紙
原・楯子色：布目地に網目型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－005－05　　　　　　　　　　　　紀行

北海紀行　5

（1874年）

220×148ミリ42丁整版
題簸：原・林顯三編河崎曽平閲北海紀行五表紙：
原・楯子色：布目地に網目型押し

構成：本文40、政2（明治七年第八月初八目石川県藤
田維正）

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：丁間に袋（鎗西三井の印を押した）がある。

Y1310－005－06　　　　　　　　　　　　　紀行

北海紀行　付録

明治7（1874）

220×149ミリ30丁整版・銅板
題簸1原・林顯三編河崎曽平閲北海紀行附録表
紙：原・楯子色：布目地に網目型押し

刊記：明治七年六月　官許北海紀行加賀金澤如蘭
堂蔵梓（封面）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－01

蝦夷風俗彙纂前編　1

（1882年）

229×155ミリ10巻10冊47．丁整版
題簸：原・蝦夷風俗彙纂前編一表紙＝原・黄唐茶色・
卍繋ぎ

構成＝序7（明治十四年開拓長官正四位勲一等黒田清
隆・明治十四年八月肥塚貴正）、凡例2、総目・引用書

目・目次8、本文30
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙に「O（朱）／ル1四百〇六／二十冊」（下ヶ
札）。

Y1310－006－02

蝦夷風俗彙纂前編　2
（1882年）

43丁整版
題簸：原・蝦夷風俗彙纂前編二表紙：原・黄唐茶色・
卍繋ぎ

構成：目次1、本文42

印記：宗辰所集・三井家3。

刊記：松浦竹四郎評注、安政七庚申年正月発免、江戸

書物問屋目本橋北十軒店播磨屋勝五郎蔵版。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－003　　　　　　　　　　　　蝦夷・紀行

北蝦夷余誌
万延1（践）（1860）

257×179ミリ1巻1冊35丁整版
題簸：原・北蝦夷鯨誌全表紙：原・葡萄色：卍繋ぎ
構成：凡例1（松浦竹四郎）、本文32、蹟2（庚申夏五月
松浦弘）

刊記：庚申新梓多気志楼蔵板（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr北蝦夷余誌全」（墨書）。前表紙にrO
ホ印三八一」（貼紙）と「O（朱）ホ印／三百八十一1壱冊」
（下ケ札）。

Y1310－004　　　　　　　　　　　　蝦夷・紀行

天塩日誌
文久2（政）（1862）

257×178ミリ1巻1冊34丁整版
題籏：原・天塩目誌全表紙：原・葡萄色：卍繋ぎ
構成：凡例1（源弘）、本文32、賊1（文久壬戌といふとし

の皐月のなかば拙堂居士正謙）
刊記1多気志楼蔵板（封面）。

印記1宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「天塩目誌全」（墨書）。前表紙に「O
（朱）ホ印三八二」（貼紙）とrOホ印／三百八十二1壱冊」
（下ケ札）。

Y1310－005－01　　　　　　　　　　　　紀行
北海紀行　1

明治7（1874）

220×148ミリ6巻6冊40丁整版・銅板
題簸：原・林顯三編河崎曽平閲北海紀行一表紙：
原・楯子色：布目地に網目型押し

構成1題字ほか3（正三位菅原斎泰書・石川県永山平）
序4（明治七年七月石川県中属加藤恒・明治七年六月

石川県田中正義）、緒言3、郡表4、地図1、巻1本文
25

刊記＝明治七年六月　官許北海紀行加賀金澤如蘭
堂蔵梓（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ七十六」（貼紙）と「ホ印七十六／六
巻」（下ヶ札）。

Y1310－005－02　　　　　　　　　　　　紀行
北海紀行　2

（1874年）

220×148ミリ28丁整版
題籏1原・林顯三編河崎曽平閲北海紀行二表紙
原・楯子色1布目地に網目型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

紀行Y1310－005－03

北海紀行3



蝦夷風俗彙纂前編　9
（1882年）

40丁整版
題簸：原・蝦夷風俗彙纂前編九表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次1、本文39
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－10

蝦夷風俗彙纂前編　10
明治15（1882）

41丁整版
題簸：原・蝦夷風俗彙纂前編十表紙：原・黄唐茶色・
卍繋ぎ

構成：目次2、本文39、刊記1
刊記：明治十四年二月出版板権届同十五年二月出
板製本所開拓使東京本郷弓町二丁目八番地臨池
社発免書雛東京日本橋区通一丁目　稲田佐兵衛・
京橋区南伝馬町一丁目　吉川半七・岩代国安達郡二
本松太田勘助。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－01

蝦夷風俗彙纂後編　1

（1882年）

229×156ミリ10巻10冊67丁整版
題簸：原・蝦夷風俗彙纂後編一表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次2、本文65
刊記：肥塚貴正編纂・奥並継校。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：45・46丁は重複。

Y1310－007－02

蝦夷風俗彙纂後編　2

（1882年）

43丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編二表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次2、本文41

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－03

蝦夷風俗彙纂後編　3
（1882年）

51丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編三表紙：原・黄唐茶色・
卍繋ぎ
構成＝目次1、本文50
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－04

蝦夷風俗彙纂後編　4
（1882年）

46丁整版
題簸＝原・蝦夷風俗彙纂後編四表紙：原・黄唐茶色
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Y1310－006－03

蝦夷風俗彙纂前編　3

（1882年）

52丁整版
題簸：原・蝦夷風俗彙纂前編三表紙＝原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次2、本文50

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－04

蝦夷風俗彙纂前編　4

（1882年）

49丁整版
題簸：原・蝦夷風俗彙纂前編四表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次2、本文47

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－05

蝦夷風俗彙纂前編　5

（1882年）

55丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂前編五表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ
構成：目次2、本文53

印記1宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－06

蝦夷風俗彙纂前編　6

（1882年）

47丁整版
題籏1原・蝦夷風俗彙纂前編六表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次1、本文46
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－07

蝦夷風俗彙纂前編　7

（1882年）

51丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂前編七表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次1、本文50
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－08

蝦夷風俗彙纂前編　8

（1882年）

65丁整版
題籔：原・蝦夷風俗彙纂前編八表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ
構成＝目次3、本文62
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－006－09
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刊記：明治十四年二月出板板権届、同十五年二月出

板、製本所開拓使東京本郷弓町二丁目八番地臨
池社、発免書雛東京目本橋区通一丁目　稲田佐兵
衛・京橋区南伝馬町一丁目吉川半七・岩代国安達郡
二本松太田勘助。
印記：宗辰所集・三井家3。

成：序8（明治十七年二月内閣顧問陸軍中将従三位
一等黒田清隆・参議兼大蔵卿正四位勲一等松方正
）、凡例3、編纂者名1、目録4、引用書目5、巻1（建
・沿革）85

記：開拓使編纂・大蔵省刊行（封面）。

記：宗辰所集・三井家3。

考：前表紙にrホ九十六廿五冊」（下ヶ札）。

Y2310－002

北海道志　2

（1884年）

242×151ミリ90丁活版・銅板
題簸：原・北海道志二（方籏共）表紙：原・薄茶色無
地

構成：巻2地理
印記：宗辰所集・三井家3。

表紙：原・薄茶色無

Y2310－003

北海道志　3

（1884年）

241×152ミリ35丁活版
題籏：原・北海道志三（方籏共
地

構成1巻3地理（衛所）
印記1宗辰所集・三井家3。

表紙：原・薄茶色無

Y2310－004

北海道志　4

（1884年）

242×151ミリ29丁活版
題籏：原・北海道志四（方籏共
地

構成＝巻4地理（戸口）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－005

［北海道志　5～8］
（1884年）

242×152ミリ40丁活版
題籏：原・北海道志五（方簸共）表紙：原・薄茶色無
地

構成1巻5（地理田野）15、巻6（地理山）7、巻7（地理

卍繋ぎ

構成：目次2、本文44

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－05

蝦夷風俗彙纂後編　5

（1882年）

43丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編五表紙1原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成1目次2、本文41
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－06

蝦夷風俗彙纂後編　6

（1882年）

48丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編六表紙＝原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次2、本文46

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－07

蝦夷風俗彙纂後編　7

（1882年）

46丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編七表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次3、本文43

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－08

蝦夷風俗彙纂後編　8

（1882年）

60丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編八表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次2、本文58

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310。007－09

蝦夷風俗彙纂後編　9

（1882年）

63丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編九表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次2、本文61

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1310－007－10

蝦夷風俗彙纂後編　10
明治15（1882）

64丁整版
題籏：原・蝦夷風俗彙纂後編十表紙：原・黄唐茶色
卍繋ぎ

構成：目次1、本文62、刊記1



Y2310－012

［北海道志　18・19］
（1884年）

242×151ミリ70丁活版
題籏：原・北海道志十二（方簸共）表紙1原・薄茶色

無地
構成：巻18（政治函館府・開拓使）57、巻19（政治恩
典）13

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－013

［北海道志　20］

（1884年）

242×151ミリ34丁活版
題簸：原・北海道志十三（方簸共）表紙＝原・薄茶色
無地
構成：巻20（政治租税上）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－014

［北海道志　21］

（1884年）

242×151ミリ40丁活版
題籏：原・北海道志十四（方簸共）表紙1原・薄茶色

無地
構成：巻21（政治租税下）

印記：宗辰所集・三井家3。

表紙：原・薄茶色

Y2310－015

［北海道志　22］

（1884年）

242×151ミリ45丁活版
題簸：原・北海道志十五（方簸共
無地
構成＝巻22（政治兵防）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－016

［北海道志　23・24］
（1884年）

242×151ミリ33丁活版
題簸：原・北海道志十六（方簸共）表紙：原・薄茶色

無地
構成：巻23（政治開墾）16、巻24（政治採鉱）18

印記：宗辰所集・三井家3。

表紙：原・薄茶色

Y2310－017

［北海道志　25］

（1884年）

242×152ミリ20丁活版
題簸：原・北海道志十七（方簸共
無地
構成：巻25（政治伐木）

印記：宗辰所集・三井家3。

誌3．地〔184〕

海）12、巻8（地理川沢）6

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－006

［北海道志　9・10］
（1884年）

242×152ミリ47丁活版
題簸1原・北海道志六（方簸共）表紙：原・薄茶色無
地
構成：巻9（地理道路）21、巻10（地理名蹟）26

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－007

［北海道志　11・12］
（1884年）

242×151ミリ42丁活版
題籏＝原・北海道志七（方簸共）表紙：原・薄茶色無

地
構成＝巻11（風俗土蕃）16、巻12（風俗移住）26

印記1宗辰所集・三井家3。

Y2310－008

［北海道志　13］

（1884年）

242×152ミリ44丁活版
題簸：原・北海道志八（方簸共）表紙：原・薄茶色無
地

構成：巻13（風俗産業上）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－009

［北海道志　14］

（1884年）

242×151ミリ36丁活版
題簸：原・北海道志九（方簸共）表紙：原・薄茶色無

地
構成：巻14（風俗産業下）

印記：宗辰所集・三井家3。

表紙：原・薄茶色無

Y2310－010

［北海道志　15］

（1884年）

242×150ミリ61丁活版
題簸：原・北海道志十（方簸共
地
構成：巻15（風俗人物）

印記1宗辰所集・三井家3。

Y2310－011

［北海道志　16・17］
（1884年）

242×150ミリ36丁活版
題簸：原・北海道志十一（方簸共）表紙：原・薄茶色

無地
構成：巻16（政治松前藩）8、巻17（政治奉行所）28

印記：宗辰所集・三井家3。



〔185〕地　誌　3．地誌！20．東北地方13

表紙：原・薄茶

［北海道志　34］

（1884年）

242×151ミリ37丁活版
題籏：原・北海道志二十四（方簸共

色無地
構成1巻34（物産）
印記1宗辰所集・三井家3。

Y2310－025

［北海道志　35］

明治17（1884）

243×151ミリ22丁活版
題籏：原・北海道志二十五（方籏共）表紙：原・薄茶

色無地
構成＝巻35（雑記）

刊記＝明治十七年二月廿九目出版版権届御用印刷
製紙分社。

印記：宗辰所集・三井家3。

3．地誌！20．東北地方！

XO320－001－01

白川風土記　1
文化年間（内容）（1818）

262×183ミリ13巻13冊16丁写本
題籏：原・白川風土記一表紙：原・群青色布目地に
小菊型押し
構成＝遊紙1、内表紙1、本文13、遊紙1
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記一」（墨書）。前表紙にrホ印三

百七十七」（貼紙）と「O（朱）ホ印三百七十七／拾三冊」
（下ケ札）

XO320－001－02

白川風土記　2
（1818年）

263×182ミリ61丁写本
題簸＝原・白川風土記二表紙1原・葡萄茶色布目地
に菊唐草と牡丹型押し

構成：内表紙1、本文60
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記二」（墨書）

XO320－001－03

白川風土記　3
（1818年）

262×183ミリ59丁写本
題簸：原・白川風土記三表紙1原・葡萄茶色布目地
に菊唐草と牡丹型押し

構成：内表紙1、本文58
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記三」（墨書）

XO320－001－04

白川風土記　4
（1818年）

Y2310－018

［北海道志　26］

（1884年）

242×152ミリ69丁活版・銅板
題籏：原・北海道志十八（方籏共）表紙：原・薄茶色

無地
構成＝巻26（政治測量）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－019

［北海道志　27］

（1884年）

242×151ミリ30丁活版
題簸＝原・北海道志十九（方籏共）表紙：原・薄茶色

無地
構成＝巻27（政治学校）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－020

［北海道志　28］

（1884年）

242×151ミリ47丁活版
題籏：原・北海道志二十（方籏共）表紙：原・薄茶色

無地
構成：巻28（政治海運）

印記：宗辰所集・三井家3。

表紙：原・薄茶

Y2310－021

［北海道志　29］

（1884年）

242×150ミリ26丁活版
題簸：原・北海道志二十一（方籏共

色無地
構成：巻29（政治陸運）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－022

［北海道志　30・31］
（1884年）

242×151ミリ25丁活版
題簸：原・北海道志二十二（方籏共）表紙：原・薄茶

色無地
構成：巻30（外事外泊）19、巻31（外事漂流）6

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－023

［北海道志　32・33］
（1884年）

242×151ミリ24丁活版
題籏：原・北海道志二十三（方籏共）表紙：原・薄茶

色無地
構成：巻32（外事争闘）20、巻33（外事貿易）4

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2310－024



備考：下小口に「白風記九」（墨書）

XO320－001－10

白川風土記　10
（1818年）

262×183ミリ71丁写本
題籏：原・白川風土記十表紙二原・群青色布目地に
小菊型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文67、遊紙2
印記二宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記十」（墨書）

XO320－001－11

白川風土記　11
（1818年）

263×183ミリ53丁写本
題籏：原・白川風土記十一表紙：原・群青色布目地
に小菊型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文49、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記十一」（墨書）

XO320－001－12

白川風土記　12
（1818年）

263×183ミリ83丁写本
題簸1原・白川風土記十二表紙：原・群青色布目地
に小菊型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文79、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：丁間に切紙1（r岩瀬二階堂…」）あり。下小口に
「白風記十二止」（墨書）

XO320－001－13

白川風土記　13
（1818年）

263×181ミリ55丁写本
題籏：原・白川風土記十三表紙：．原・群青色布目地
に小菊型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文51、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記記」（墨書）

XO320－002

みちのく紀行

237×176ミリ1巻1冊51丁写本
題籏：原・みちのく紀行（打付）表紙：原・栗梅色：布目

地型押し
備考：薄様紙使用。三井ラベル「C180・37」。

Y1320－001－01

長明海道記　上
（1664年）

262×192ミリ2巻2冊34丁整版
題籏：元・長明海道記上表紙：後・藍色無地

〔1861　3．地誌

263×183ミリ70丁写本
題簸：原・白川風土記四表紙：原・群青色布目地に
小菊型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文66、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：丁間に付箋1つあり。下小口に「白風記四」（墨
書）

XO320－001－05

白川風土記　5
（1818年）

262×182ミリ23丁写本
題籏：原・白川風土記五表紙1原・葡萄茶色布目地
に菊唐草と牡丹型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文19、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記五」（墨書）

XO320－001－06

白川風土記　6
（1818年）

263×183ミリ52丁写本
題簸：原・白川風土記六表紙：原・葡萄茶色布目地
に菊唐草と牡丹型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文49、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記六」（墨書）

XO320－001－07

白川風土記　7
（1818年）

263×182ミリ80丁写本
題簸：原・白川風土記七表紙：原・葡萄茶色布目地
に菊唐草と牡丹型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文76、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口にr白風記七」（墨書）

XO320－001－08

白川風土記　8
（1818年）

263×184ミリ70丁写本
題簸1原・白川風土記八表紙：原・群青色布目地に
小菊型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文66、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「白風記八」（墨書）

XO320－001－09

白劃1風土言己9

（1818年）

263×182ミリ81丁写本
題籏：原・白川風土記九表紙：原・群青色布目地に
小菊型押し
構成：遊紙1、内表紙1、本文77、遊紙2
印記：宗辰所集・三井家3。



印記：素履居・中村蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考＝内題はr鴨長明海道記」。前表紙にrホニ百壱」
（貼紙）と「ホニ百壱／二巻」（下ヶ札）。

Y1320－001－02

長明海道記下
寛文4（1664）

263×193ミリ32丁整版
題簸：元・長明海道記下表紙：後・藍色無地
刊記：此海道記始而一覧之時則命書生加校合求得他

本可改而巳慶長三年季秋中洗丹山隠士玄旨在判
寛文四年辛辰暦十一月吉目。
印記：素履居・中村蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr鴨長明海道記」。

Y1320－002（1）　　　　　　　　　　　　紀行
［東奥紀行］

（1792年）

263×181ミリ2巻2冊（1冊に合綴）26丁整版
題簸：元表紙・［コロ圖豊東奥紀行附北越七奇表
紙＝後・藍色無地、元表紙1覗色無地

構成：序2（寛政三年十一月東都朝請儒員東讃紫邦
彦・水藩南汀鞠方）・東奥紀行24

刊記：赤水先生東奥紀行（内題）、門人長中行訂正標
注（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1元表紙に「ホニ百廿一」（貼紙）と「ホニ百廿一／一
巻」（下ヶ札）。Y1320－002（2）［北越七奇］も参照。

Y1320－003－01

出羽国風土記　首巻

明治17（1884）

227×149ミリ7巻7冊62丁木活
題籏：原・出羽國風土記首巻表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎ型押し・r明治閣」の文宇型押
構成：題字・題言引4（鹿児島肝付兼武・旭汀書）、序4

（明治十七年十一月横川源蔵・明治十七年冬最上郡新
庄松井秀房）、緒言2、凡例2、目録1、山形・秋田県略

地図3、本文46
刊記：明治十七年十月六目御届同年十二月出版、校
訂秋田県士族狩野徳蔵（羽後国南秋田郡保戸野愛
宕町52番地）、編輯兼出版人山形県平民荒井太四
郎（羽前国南村山郡山形十目町15番地）、印刷所出
羽新聞社（同国同郡山形七目町19番地）。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1定価：第1回3冊金1円。前表紙に「三百六十八」
（貼紙）と「O（朱）ホ印三百六十八九巻」（下ヶ札）。

後ろ表紙にr出羽国風土記」（下ヶ札）。巻1・2は欠。

Y1320－003－02

出羽国風土記　3
（1884年）

227×152ミリ45丁木活
題簸：原・出羽国風土記巻三表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文字型押し

構成：目録1、本文44
印記：宗辰所集・三井家3。

3．地　誌　3．地誌！20．東北地方！　〔187／

Y1320。003－03

出羽国風土記　4

（1884年）

227×152ミリ47丁木活
題籏：原・出羽国風土記巻四表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文字型押し

構成：目録2、本文45

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1320－003－04

出羽国風土記　5

明治17（1884）

227×152ミリ46丁木活
題簸：原・出羽国風土記巻五表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文字型押し

構成：目録1、本文45

刊記：明治十七年十月六目御届同年十二月。校訂秋
田県士族狩野徳蔵（羽後国南秋田郡保戸野愛宕町
52番地〉、編輯兼出版人山形県平民荒井太四郎
（羽前国南村山郡山形十目町15番地）、印刷所出羽
新聞社（同国同郡山形七目町十九番地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1320－003－05

出羽国風土記　6

（1884年）

226×154ミリ50丁木活
題籏：原・出羽国風土記巻六表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文字型押し

構成1目録2、本文48
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1320－003－06

出羽国風土記　7

（1884年）

226×152ミリ46丁木活
題籏：原・出羽国風土記巻七表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文宇型押し

構成：目録2、本文44

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1320－003－07

出羽国風土記　8
（1884年）

227×151ミリ42丁木活
題簸1原・出羽国風土記巻八表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文宇型押し

構成：目録2、本文40

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2320－001　　　　　　　　　　　　天皇巡幸

［奥羽御巡幸明細［日］誌　1～10］
明治9（1876）

172×120ミリ10巻10冊（1冊に合綴）182丁活版
題籏：原・奥羽御巡幸明細誌（墨書打付）表紙：後・丁



〔188〕　3．地誌

子色無地
構成：第1号表紙1、本文17、第2号表紙1、本文12、
第3号表紙1、本文18、第4号表紙1、本文19、第5
号表紙1、本文20、第6号表紙、本文16、第7号表紙
1、本文20、第8号表紙1、本文17、第9・10号表紙1、

本文34
刊記：明治九年八月印行、編輯出板大塚禺吉（東京尾
張町二丁目廿五番地寄留）、大坂本町四丁目岡島真
七、東京本町二丁目角柳川梅次郎、同銀坐三丁目山
中北郎、同本石町二丁目角江嶋喜兵衛、同目本橋西
河岸町須原鎮二、同銀坐二丁目六番地青木栄次郎、
同尾張町二丁目廿五番地律書房量坪（第4・5号末）、

明治九年十月印行、編輯出版大塚禺吉（東京鎗屋町
八番地寄留）、大坂本町四丁目岡嶋真七以下は同じ。

備考：定価金6銭（第4・5号末）、金12銭（第9・10号
末）。三井ラベル「B910・4」

Y2320－002－01

［訂正増補　出羽国風土記　1］

明治一

227×149ミリ2巻2冊45丁活版
題籏：後・出羽国風土記巻一表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文字型押し

構成：序（宝暦十二年八月二十四目某）

刊記；進藤重記著。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：Y2320・002・01・・01はY1320－003・01～一〇7出羽

国風土記とは別本。

Y2320－002－02

［訂正増補　出羽国風土記　2］

明治一

227×150ミリ48丁活版
題簸：後・出羽国風土記巻二表紙：後・肌色・布目地
卍繋ぎに「明治閣」の文字型押し

構成：目録1、本文47
刊記：進藤重記著。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：Y2320－002・01－01はY1320・003・01～一〇7出羽

国風土記とは別本。

3．地誌ノ21．青森県／

XO321－001－01　　　　　　　　　　　　津軽家史

東日流大成記　1

（1884年）

234×167ミリ4巻4冊55丁写本
題簸：原・東目流大成記一（打付）表紙：原・浅楯色1

布目地型押し

構成：序2、本文53
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ロ百七十九」（貼紙）と「O（朱）ロ印百

七十九／四冊」（下ヶ札）

XO321－001－02

東日流大成記　2

（1884年）

津軽家史

234×167ミリ46丁写本
題簸：原・東目流大成記二（打付）表紙：原・浅楯色：

布目地型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

XO321－001－03　　　　　　　　　　　津軽家史

東日流大成記　3

（1884年）

235×166ミリ49丁写本
題簸：原・東目流大成記三（打付）表紙：原・浅楯色：

布目地型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

XO321－001－04　　　　　　　　　　　　津軽家史

東日流大成記4
明治17（写）（1884）

237×167ミリ42丁写本
題籏：原・東目流大成記四止（打付）表紙：原・浅楯
色：布目地型押し

刊記：右東日流大成記四冊者借出津軽従四位家蔵本
令写之明治十七年十月十日　司録参軍糞州盧真筆
（書写奥書）。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO321－002－01　　　　　　　　　　　　旧藩史

［津軽興業誌　乾］

明治18（序）（1885）

236×163ミリ2巻2冊72丁写本
題籏：後・津軽興業誌乾表紙：後・白色・無地

構成：序2（明治十八年九月藤田貞元）、引用書目3、

本文66、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベルrC224・新・1」。後ろ表紙見返しに「下

（カ）八○ニテ昭和五・二・六」（ペン書）

XO321－002－02　　　　　　　　　　　　津軽家史

［津軽興業誌　坤］

（1885年）

237×164ミリ52丁・写本
題簸：後・津軽興業誌坤表紙：後・白色・無地

構成：本文51、遊紙1
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベル「C224・1」（欄外「二止」）、昭和6年

11月26目寄託

3．地誌122．岩手県1

×0322－001（1）　　　　　　　　　　陸中・名勝記

［平泉旧蹟志　本編］

（1760年）

277×191ミリ2巻2冊（1冊に合綴）53丁写本
題籏：原・平泉蕾蹟志全表紙：原・丁字引き
印記：桑名・立教館図書館・東方子厚・宗辰所集・三井

家3。
備考1前表紙に「ホ百四拾七」（貼紙）と「第二也ひ壱」
（朱印）、および「O（朱）ホ！百四拾七1一巻」（下ヶ札）



〔189〕地　誌　3．地誌！23．宮城県ノ3

し

構成：題字2、序5（明治戊子一月石井省・明治丁亥四

月森中和）、凡例1、本文33
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：帯（「発行所岩手県盛岡鶴揚社」）共。前表紙
に「ホ四百廿三番」（貼紙）と「O（朱）ホ印四百廿三！壱」

（下ケ札）。

Y2322－001（2）

［平泉志　下］

（1891年）

41丁活版
構成1本文39、賊2（明治十九年一月藤原真藤

Y2322－001（3）

［平泉志　付録］

明治24（再版）（1891）

25丁活版
刊記：明治二十一年十二月目印刷、明治二十一年同
月目出版御届、同二十四年八月目再版、編者岩手県
士族高平真藤（陸中国西磐井郡一ノ村350番戸）、発

行者兼印刷者岩手県平民堀内政葉（陸中国南岩手
郡仁王村31番戸）。

Y2322－002　　　　　　　　　　　　　名勝記、

仙台叢書　平泉旧跡志

明治28（1895）

190×133ミリ1巻1冊124丁活版
題籏：原・仙蔓叢書平泉跡志全表紙：原・薄茶色無
地

構成：本文124P
刊記：明治二十八年十二月十日印刷、明治廿八目十
二月十五日発行、編輯兼発行者伊勢斉助（陸前国仙
台市国分町114番地）、印刷者池田勝四郎（陸前国
仙台市表小路1番地）．、発行所仙台叢書出版協会
（陸前国仙台市国分町114番地）、弘通所伊勢安書
店（陸前国仙台市国分町114番地）、印行所宮城活
版社（陸前国仙台市表小路1番地）。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：袋共。前表紙に「庚十三」（貼紙）と「庚印十三！一

冊」（下ヶ札）。

陸前

3．地誌123．宮城県ノ

XO323－001－01

仙台砂子　1

225×157ミリ2巻2冊71丁写本
題籏：原・仙壷砂子乾表紙：原・刷毛目地に亀甲繋
ぎ型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝前表紙にrホ三百八十三」（貼紙）とrO（朱）ホ／三
百八十三／　冊」（下ヶ札）

陸前XO323－001－02

仙台砂子2

XO322－001（2）　　　　　　　　　　　　　陸中

［平泉旧蹟志　付録］

宝暦10（賊）（1760）

14丁写本
構成二本文12、賊2（宝暦十年庚辰三月穀旦陸奥州
気仙相原友直）

XO322－002　　　　　　　　　　　　陸中・物産

南部名産控

嘉永3（1850）

240×170ミリ1巻1冊41丁写本
題籏：原・南部名産控（打付）表紙：原・生成無地

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二つ綴り、包背装。前表紙に「嘉永三年
盛氏」（墨書）。酸性紙の族（破損）に入る。昭和6年11

月26目寄託・三井ラベル「C223・新・1」。

Y1322－001（1）　　　　　　　　　　　　　陸中

［旧跡遺聞　1］

文化4（序）（1807）

269×188ミリ4巻4冊（2冊に合綴）35丁整版
題簸：原・菖蹟遺聞一表紙：後・楯子色：小葵型押し

構成＝遊紙1、序5（文化三年季十一月橘千蔭・文化四
とせやよひはつのなぬか平青海）、凡例2、巻1目録1、

本文26
刊記：三輪秀福・阪牛助丁・梅内祐訓輯録（巻頭）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印四百十七二冊」（下ヶ札）。

陸中Y1322－001（2）

［旧跡遺聞　2］

14丁整版
構成：目録1、本文13

Y1322－002（1）　　　　　　　　　　　　陸中

［旧跡遺聞　3］

（1807年）

270×188ミリ21丁整版
題簸：原・奮蹟遺聞二表紙：後・楯子色：小葵型押し

構成：目録1、本文20
印記：宗辰所集・三井家3。

陸中Y1322－002（2）

［旧跡遺聞　4］

23丁整版
構成＝巻4目録1、本文20、践2（文化三とせといふとし
霜月黒川感隆）

Y2322－001（1）　　　　　　　　　　名所旧跡

［平泉志　上］

（1891年）

226×153ミリ3巻3冊（1冊に合綴）41丁活版
題簸：原・平泉志附録共完表紙＝原・肌色・つや出



年12月。

Y1323－001　　　　　　　　　　　陸前・名所記

松島図誌

文政3（1820）

225×161ミリ1巻1冊40丁整版
題籏：原・松島図誌表紙1原・黄色：鶴亀丸文型押し

構成：本文39、鼓缶子著述書目1
刊記：文政三年庚辰四月仙台鼓缶子述・東沢図。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホニ百廿九」（貼紙）と「O（朱）ホ！二百

九／一巻」（下ヶ札）

Y2323－001　　　　　　　　　　　　　　藩士

仙台叢書　伊達家世臣伝記
明テ台27（1894）

191×131ミリ1巻1冊184丁活版
題籏：原・仙壷叢書伊達家世傳記全表紙：原・薄茶
色無地
構成：凡例1P、目次12P、本文165P、広告6P
刊記＝明治二十七年五月二十八日印刷、明治二十七
年六月五目発行、編者田辺希文・同相続者田辺希直
（北海道渡島国函館区汐見町23番地寄留）、校正者鈴
木省三（陸前国仙台市本荒町16番地）、発行兼印刷社
伊勢斉助（陸前国仙台市国分町114番地）、発行所仙
台叢書出版協会（陸前国仙台市国分町114番地）、弘
通所伊勢安書店（陸前国分町114番地）、印行所宮城
活版社（陸前国仙台市表小路1番地）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「庚十二」（貼紙）

3．地誌ノ24．秋田県1

×0324－001　　　　　　　　　　　　羽後・歴史

院内銀山記　1
（1826年）

235×178ミリ5巻5冊54丁写本
題籏：原・院内銀山記一表紙：原・薄茶色無地
構成＝遊紙1、目録1、本文52
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙に反古紙を使用。前表紙に「ヌ四十」（貼紙）
と「ヌ印（□に「数」（朱））四十五冊」）。

XO324－002　　　　　　　　　　　　　　羽後

院内銀山記　2
（1826年）

235×180ミリ41丁写本
題籏：原・院内銀山記二表紙：原・薄茶色無地
構成：遊紙1、目録1、本文38、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙に反古紙を使用。

XO324－003　　　　　　　　　　　　　　羽後

院内銀山記　3
（1826年）

236×179ミリ35丁写本
題簸：原・院内銀山記三表紙：原・薄茶色無地

〔190〕　3．地誌

225×152ミリ42丁写本
題籏：原・仙壷砂子坤表紙：原・刷毛目地に亀甲繋
ぎ型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

XO323－002－01

［封内風土記　1～4］

（1893年）

301×205ミリ24巻24冊（5冊に合綴）104丁写本
題籏：なし表紙：原・肌色・つや出し

構成：序1（明和壬辰年正月之望田辺希文）、凡例2、

目録2、巻1本文14、巻2本文31、巻3本文23、巻4
本文31
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：翻刻本と照合したペン書きの符号書き入れあり。

前表紙に「ホ三百九十九」（貼紙）と「O（朱）ホ印／三百
九十九／五冊」（下ヶ札）

XO323－002－02

［封内風土記　5～8］
（1893年）

300×205ミリ119丁写本
題簸：なし表紙：原・肌色・つや出し

構成：巻5本文44、巻6本文21、巻7本文24、巻8本文
30
印記：宗辰所集・三井家3。

備考＝巻7の1丁裏と巻8の13丁裏に貼紙あり。

XO323－002－03

［封内風土記　9・10・12’》14］
（1893年）

302×203ミリ128丁写本
題簸：なし表紙：原・肌色・つや出し

構成：巻9本文18、巻10本文26、巻12本文28、巻
13本文26、巻14本文30
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：巻14の19丁表に貼紙あり。

XO323－002－04

・［封内風土記　15～19］
（1893年）

301×202ミリ117丁写本
題簸：なし表紙：原・肌色・つや出し

構成：巻15本文14、巻16本文16、巻17本文16、巻
18上本文18、巻18下本文27、巻19本文26
印記：宗辰所集・三井家3。

XO323－002－05

［封内風土記　20’》22・付録］

明治26（内容下限）（1893）

303×205ミリ117丁写本
題簸：なし表紙：原・肌色・つや出し

構成：巻20上本文28、巻20下本文35、巻21本文
26、巻22本文23、附録4、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：付録は撰者田辺希文の実歴で、成立は明治26



構成1遊紙1、目録1、本文32、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙に反古紙を使用。

XO324－004　　　　　　　　　　　　　　羽後

院内銀山記4
（1826年）

237×180ミリ26丁写本
題簸：原・院内銀山記四表紙：原・薄茶色無地
構成二遊紙1、本文25

印記二宗辰所集・三井家3。
備考：表紙に反古紙を使用。

XO324－005

院内銀山記　5
文政9（内容下限）（1826）

236×180ミリ73丁写本

羽後

題簸：原・院内銀山記五終表紙：原・薄茶色無地

構成1遊紙1、本文71、遊紙1
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：表紙に反古紙を使用。

Y2324－001　　　　　　　　　　　　　名勝記
［秋田男鹿島名勝誌　乾］

（1884年）

232×150ミリ2巻2冊49丁活版
題籏：後・秋田男鹿島名勝誌乾（打付）表紙：後・水
色：格子

構成：序6（明治十七年二月狩野良知・西宮藤長）、引

用書目1、目録2、本文38、戸口反別一覧表2
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印三百五十七」（貼紙）と「○（朱）ホ

印三百五十七二冊」（下ヶ札）

Y2324－002　　　　　　　　　　　　　名勝記
［秋田男鹿島名勝誌　坤］

明治17（1884）

232×149ミリ44丁活版
題簸：後・秋田男鹿島名勝誌坤（打付）表紙：後・水
色：格子

構成：目録2、本文42

刊記：明治十七年四月目出版届、同十月出版、著者
秋田県士族狩野徳蔵（秋田県南秋田郡保戸野愛宕町
52番地）、出版人秋田県士族黒木誼助（同8番地）、

印刷製本秋田県茶町菊之丁秋田活版社、売弘秋
田県南秋田郡大町二丁目本間金之助・同茶町菊ノ丁
岡田治助・同由利郡本庄中町富田三治郎。
印記：宗辰所集・三井家3。

XO326－001　　　　　　　　　　　　　　岩代
［會津風土記］

寛文11（序）（1671）

282×213ミリ1巻1冊109丁写本
題簸：後・會津風土記全表紙：後・雲中に虫型押し
構成：序10（寛文十一年林恕・寛文六年山崎嘉）、目録

3．地　誌　3．地誌126．福島県／　〔191〕

2、総図2、本文92、蹟3（寛文十一年林恕）

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：後ろ表紙見返し「下京区第十二区竹屋町中尾渓
邨蔵書」（墨書）。前表紙に「ホニ百六十五」（貼紙）と「ホ

印二百六十五／壱冊」（下ヶ札）。明治7年購入。

XO326－002　　　　　　　　　　岩代・村況書上

［奥州伊達信夫郡道中筋御案内］

享和1（1802）

277×197ミリ1巻1冊20丁写本
題簸：剥離表紙：後・薄茶無地

刊記：右見聞候而覚候荒増書調仕候以上、享和元年
酉十一月　奥州伊達郡桑折駅久保や理右衛門。
印記：多計廼舎所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ三百三十二」（貼紙）、メモrC221」

XO326－003　　　　　　　　　　　　　城主記他

仙道記

天保10（写）（1839）

234×165ミリ1巻1冊27丁写本
題簸：原・仙道記全表紙：原・丁字引き

刊記：天保十己亥年三月下旬二目間写終松井平蔵
書之（印・藤原範斉）。

印記：松井蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考1前表紙に「ホ百八十九」（貼紙）と「O（朱）ホ！百八

十九／一巻」（下ヶ札）、後ろ表紙中央にr仙道記」（下ヶ
札）

XO326－004　　　　　　　　　　　　　会津城記
［みぬよ草］

文政7（写）（1824）

274×188ミリ1巻1冊48丁写本
題簸；原・会津誌抜本全（打付）表紙：原・茶色地に
波（描）

構成：目録1、本文47

刊記：文政七甲申九月廿一目写ぬ不測庵橘延賢。
印記：岡邑蔵書・□□堂収蔵記・宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「みぬよ草」。前表紙に「ホ三百九十六」
（貼紙）と「O（朱）ホ印三百九十六1壱冊」（下ヶ札）。

XO326－005－01　　　　　　　　　　　畠山時代
［松府来歴金花抄　上］

（1872年）

260×180ミリ2巻2冊39丁写本
題簸：原・二本松松府金花紗一表紙：原・薄紫刷毛
目刷り

構成：目録1、本文38
印記：市川氏蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ロ四百六十六」（貼紙）と「○（朱）ロ印

四百六十六／試冊j（下ヶ札）

XO326－005－02

［松府来歴金花抄　下］

明治5（写）（1872）

261×180ミリ40丁写本
題簸：原・二本松松府金花砂二表紙：原・薄紫刷毛



Y2326－001－03

新編会津風土記18’》24
明治26（1893）

235×160ミリ79丁活版・整版
題籏：原・新編會津風土記自巻十八至巻廿四表紙：
原・薄緑色無地

構成：本文70、図9
刊記＝明治二十六年十二月六日印刷、同年十二月十
四目発行、編輯薔會津藩地誌局、発行者福島縣平
民富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宇津木・宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326－001－04

新編会津風土記25’》34
明治27（1894）

234×162ミリ126丁活版・整版
題籏：原・新編會津風土記自巻二十五至巻三十四表
紙：原・灰緑色無地

構成：本文114、図12
刊記：明治二十七年一月十七日印刷、同年一月廿三
目発行、編輯奮會津藩地誌局、発行者福島縣平民
富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宇津木・宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326－001－05

新編会津風土記35～47
明治27（1894）

235×160ミリ121丁活版・整版
題籏：原・新編會津風土記自巻三十五至巻四十七表
紙：原・薄緑色無地

構成：本文107、図14
刊記：明治二十七年三月十七目印刷、同年三月二十
三目発行、編輯奮會津藩地誌局、発行者福島縣平
民富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宇津木・宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326－001－06

新編会津風土記48～53
明享台27（1894）

233×161ミリ92丁活版・整版
題簸：原・新編會津風土記自巻四十八至巻五十三表
紙＝原・灰緑色無地

構成：本文79、図13
刊記：明治二十七年五月四目印刷、同年五月十目発
行、編輯菖會津藩地誌局、発行者福島縣平民富
田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宇津木・宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326－001－07

新編会津風土記54’》61
明治27（1894）

3．地誌〔192〕

目刷り

構成1本文39、追加1
刊記1干時安永三甲午歳春三月二松府隠士楽哉斬霜
壷敬識、干時明治五年午正月市川昌泰写之。
印記：市川氏蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：末尾にr追加二松山境内古碑之事」あり

Y1326－001　　　　　　　　　　　岩代・名勝志

信達勝蹟一斑

享和2（1802）

265×193ミリ1巻1冊6丁整版
題籏：原・信達勝蹟一斑完（打付）表紙：原・生成

構成：序（岡部忠保）1、本文5

刊記：享和武壬戌年三月みちのく桑折駅謙亭蔵板。
印記：本居文庫・三井文庫。

Y1326－002　　　　　　　　　　　　岩代・地形

会津要害録
天保13（写）（1842）

219×150ミリ1巻1冊18丁整版
題籏：原・會津要害録全（打付）表紙：原・肌色無地

構成＝目録2、本文3～18
刊記：天保十三年三月写。

印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「C221・北・10」
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Y2326－001－02

新編会津風土記11～17
明治26（1893）

233×160ミリ90丁活版・整版
題簸：原・新編會津風土記自巻十一至巻十七表紙：
原・薄緑色無地

構成：本文84、図6
刊記：明治二十六年十一月七三目印刷、同年十一月
廿目発行、編輯奮會津藩地誌局、発行者福島縣平
民富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宇津木・宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。



〔193〕3．地誌3．地誌／26．福島県1

行、編輯奮會津藩地誌局、発行者福島縣平民富
田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326－002－01

［訂正増補信達二郡村誌　首1］
（1900年）

199×139ミリ24巻24冊（26冊に分冊）42丁活版
題簸：原・正訂補増信達二郡誌単表紙：原・青紫色：

無地
構成：題字1（板倉勝達）、序4（明治33年5月菊田和
平・木口弘、同年7月佐澤広脾）、信達歌5、信達歌考

証15、緒言1、目次1、図1、本文15
刊記：（福島縣御用係）中川英右稿、佐澤広腓増訂、香
雪精舎蔵（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ五百　」（貼紙）とrO（朱）ホ印五百

　／廿六冊」（下ヶ札）

Y2326－002－02

［訂正増補信達二郡村誌　首2］
（1900年）

198×138ミリ52丁活版
題籏：原・訂正増補信達二郡村誌単之下表紙：原
緑色：

構成：題字2（立花種恭・石幡貞）、図1、本文49

刊記：福島縣伊達郡各村役場調、佐澤広腓訂校。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：乱丁あり

Y2326－002－03

訂正増補信達二郡村誌　1

（1900年）

200×139ミリ55丁活版
題籏：原・訂正増補信達二郡村誌巻之一表紙：原・
青紫色：無地

構成：雑誌ほか4、凡例1、目次1、本文49
刊記：（福島縣御用係）中川英右稿、佐澤広脾増訂、香
雪精舎蔵（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－04

訂正増補信達二郡村誌　2

明治33（1900）

199×140ミリ52丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之二表紙：原・
青紫色：無地

構成：本文51、広告1

刊記1明治光参年印刷・発行、編集者中川永右、発行

兼訂校人佐澤広腓、印刷人小国善右衛門、発行所香
雪精舎、印刷所玉田活版所。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－05

訂正増補信達二郡村誌　3

234×161ミリ95丁活版・整版
題簸：原・新編會津風土記自巻五十四至巻六十一表
紙：原・薄緑色無地

構成＝本文86、図9
刊記：明治二十七年六月十五目印刷、同年六月廿二
目発行、編輯奮會津藩地誌局、発行者福島縣平民
富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考＝図版は整版。定価金45銭。

Y2326－001－08

新編会津風土記62～68
明治27（1894）

234×161ミリ91丁活版・整版
題籏：原・新編會津風土記自巻六十二至巻六十八表
紙：原・灰緑色無地

構成：本文81、図10
刊記：明治二十七年八月六目印刷、同年八月十二目

発行、編輯薔會津藩地誌局、発行者福島縣平民
富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326。001－09

新編会津風土記69’》79
明治27（1894）

235×160ミリ120丁活版・整版
題籏：原・新編會津風土記自巻六十九至巻七十九表
紙：原・青墨色無地

構成：本文107、図13

刊記＝明治二十七年十月廿九日印刷、同年十一月八
目発行、編輯薔會津藩地誌局、発行者福島縣平民
富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326－001－10

新編会津風土記80～89
明治28（1895）

233×161ミリ107丁活版・整版
題籏：原・新編會津風土記自巻八十至巻八十九表
紙1原・灰緑色無地
構成：本文96、図11
刊記：明治二十八年一月九目印刷、同年一月十五目
発行、編輯奮會津藩地誌局、発行者福島縣平民
富田治作、印刷社同萬翠堂富田武雄。
印記1宇津木・宗辰所集・三井家3。

備考：図版は整版。定価金45銭。

Y2326－001－11

［新編会津風土記90～98・外編］
明治28（1895）

234×160ミリ120丁活版・整版
題簸：原・新編會津風土記自巻九十至巻九十八表
紙1原・灰緑色無地
構成：本文112、図8
刊記：明治廿八年六月廿七目印刷、同年七月五目発



［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広絆増訂（巻
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Y2326－002－11

訂正増補信達二郡村誌　9
（1900年）

199×138ミリ50丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之九表紙：原・
青紫色：無地

構成＝小午田山八幡図ほか3、本文47
刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－12

［訂正増補信達二郡村誌　10上］
（1900年）

200×138ミリ53丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十表紙：原・
緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広絆増訂（巻
頭）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－13

訂正増補信達二郡村誌　10下
（1900年）

198×138ミリ58丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十下表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広絆増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－14

訂正増補信達二郡村誌　11
（1900年）

199×139ミリ47丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十一表紙：
原・青紫色：無地

構成：目録1、図3、本文43
刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広腓増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－15

訂正増補信達二郡村誌　12
（1900年）

199×139ミリ47丁活版
題籏：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十二表紙：
原・青紫色：無地

構成：図1、本文46
刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

3．地誌〔194〕

明治33（1900）

200×139ミリ50丁活版
題籏：原・正訂補増信達二郡村誌巻之三表紙：原・
青紫色：無地

刊記：明治光参年印刷・発行、編集者中川永右、発行
及訂校人佐澤広絆、印刷人小国善右衛門、発行所香
雪精舎、印刷所玉田活版所。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－06

訂正増補信達二郡村誌　4
（1900年）

199×140ミリ50丁活版
題籏：原・正訂補増信達二郡村誌巻之四　表紙：原・
青紫色：無地

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：乱丁あり

Y2326－002－07

訂正増補信達二郡村誌　5
（1900年）

199×139ミリ50丁活版
題籏：原・訂正増補信達二郡村誌巻之五表紙：原・
青紫色：無地

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広腓増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

126－002－08

三増補信達二郡村誌　6
00年）

×139ミリ51丁活版
と原・訂正増補信達二郡村誌巻之六表紙：原・
き色：無地

三：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻

2326－002－09

「正増補信達二郡村誌　7『

1900年）

99×139ミリ48丁活版
1簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之七表紙：原・
F紫色：無地

1記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広絆増訂（巻

Y2326－002－10

訂正増補信達二郡村誌　8
（1900年）

199×139ミリ50丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之八表紙：原
青紫色：無地



〔195〕3。地誌3．地誌！26、福島県！

（1901年）

200×139ミリ33丁活版
題籏：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十八表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－22

訂正増補信達二郡村誌　19
（1901年）

199×139ミリ47丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十九表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－23

訂正増補信達二郡村誌　20
（1901年）

200×139ミリ53丁活版
題簸＝原・訂正増補信達二郡村誌巻之二十表紙：
原・緑色＝

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－24

訂正増補信達二郡村誌　21
（1901年）

199×139ミリ50丁活版
題籏：原・訂正増補信達二郡村誌巻之廿一表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻
頭）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－25

訂正増補信達二郡村誌　22
（1901年）

200×138ミリ50丁活版
題籏：原・訂正増補信達二郡村誌巻之廿二表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広腓増訂（巻
頭）。

印記1宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－26

訂正増補信達二郡村誌　23
（1901年）

198×139ミリ57丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之廿三表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広絆増訂（巻
頭）。

Y2326－002－16

訂正増補信達二郡村誌　13
（1900年）

200×139ミリ55丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十三表紙：
原・青紫色：無地

構成＝図3、本文52
刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広腓増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002。17

訂正増補信達二郡村誌　14
（1900年）

199×139ミリ49丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十四表紙：
原・青紫色：無地

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広腓増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：乱丁あり

Y2326－002－18

訂正増補信達二郡村誌　15
明治34（1901）

199×140ミリ50丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十五表紙＝
原・緑色：

構成：肖像2、本文48

刊記：明治壬丑六月（肖像編者識）、［福島縣御用係］
中川英右稿、佐澤広脾増訂（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－19

訂正増補信達二郡村誌　16
（1901年）

199×139ミリ45丁活版
題籏＝原・訂正増補信達二郡村誌巻之十六表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広腓増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－20

訂正増補信達二郡村誌　17
（1901年）

199×139ミリ53丁活版
題簸：原・訂正増補信達二郡村誌巻之十七表紙：
原・緑色：

刊記：［福島縣御用係］中川英右稿、佐澤広絆増訂（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2326－002－21

訂正増補信達二郡村誌　18



264×189ミリ31丁整版
題簸：原・上野名跡志三編六表紙：原・秘色卍繋ぎ型

押し

刊記：上毛富田永世輯録。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1330－001－07　　　　　　　　　　上野・下野

［上野名跡志　7］

（1853年）

265×189ミリ32丁整版
題簸：原・上野名跡志三編七表紙1原・秘色卍繋ぎ型

押し

刊記：上毛富田永世輯録。
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1330－002－01

利根川図志　1
安政2（序）（1855）

257×180ミリ6巻6冊30丁整版
題籏：元・利根川圖志一表紙：後・横刷毛目
構成：序5（宗像の神に仕へまつる神主安藝守従五位
下香取正文・安政二年乙卯季春赤松義知）、凡例2、

総図7、巻1本文16
印記：中橋本幸・宗辰所集・三井家3。

備考＝前表紙にrホ印八十三（以下破れ）」（下ヶ札）

Y1330－002－02

利根川図志　2
（1855年）

257×181ミリ40丁整版
題簸：元・利根川圖志二表紙：後・横刷毛目
印記：中橋本幸・宗辰所集・三井家3。

Y1330－002－03

利根川図志　3
（1855年）

257×180ミリ39丁整版
題籏：元・利根川圖志三表紙：後・横刷毛目
印記：中橋本幸・宗辰所集・三井家3。

Y1330－002－04

利根川図志　4
（1855年）

257×181ミリ40丁整版
題簸：元・利根川圖志四表紙：後・横刷毛目
印記＝中橋本幸・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙見返しに朱書

Y1330－002－05

利根川図志　5
（1855年）

257×181ミリ37丁整版
題簸：元・利根川圖志五表紙二後・横刷毛目
印記：中橋本幸・宗辰所集・三井家3。

3．地誌〔196〕

印記1宗辰所集・三井家3。

3．地誌！30．関東地方！

Y1330－001－01　　　　　　　　　　　上野・下野

［上野名跡志　1］
嘉永6（序）（1853）

265×189ミリ7巻7冊31丁整版
題簸：原・上野名跡志初編一表紙：原・秘色卍繋ぎ型

押し

構成：題字（嘉永癸丑藤原供愛）・序4、凡例4、引書目

録3、目録6、本文14
刊記：上毛富田永世輯録。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ百五」（貼紙）とrO（朱）ホ印百五／七

巻」（下ヶ札）

Y1330。001－02　　　　　　　　　　　上野・下野

［上野名跡志　2］

（1853年）

265×190ミリ33丁整版
題簸：原・上野名跡志初編二表紙：原・秘色卍繋ぎ型

押し

刊記：上毛富田永世輯録。
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1330－001－03　　　　　　　　　　　上野・下野

［上野名跡志　3］

（1853年）

265×189ミリ48丁整版』
題簸二原・上野名跡志初編三表紙：原・秘色卍繋ぎ型

押し

刊記：上毛富田永世輯録。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1330－001－04　　　　　　　　　　上野・下野

［上野名跡志　4］

（1853年）

264×189ミリ30丁整版
題簸：原・上野名跡志二編四表紙：原・秘色卍繋ぎ型

押し

刊記：上毛富田永世輯録。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1330－001－05　　　　　　　　　　上野・下野

［上野名跡志　5］

（1853年）

264×189ミリ30丁整版
題簸：原・上野名跡志二編五表紙：原・秘色卍繋ぎ型

押し

刊記：上毛富田永世輯録。
印記：宗辰所集・三井家3。

上野・下野Y1330－001－06

［上野名跡志　6］

（1853年）



3，地　誌　3。地誌131．茨城県／　〔197〕

279×198ミリ76丁写本
題籏：原・常陸國誌勇下表紙：原・茶色無地
刊記；右（武田）信吉・（水戸世子）綱方二君墓二件於彰

考館御本常陸国誌但右御本常陸国誌為強冊一冊、見
綱方墓一件頼房卿墓次可記加合叙本書之通之信吉公
頼房公墓部上右信吉・綱方之二件別紙書押之有因写
之此書末記之畢。

印記1宗辰所集・三井家3。

備考1内題はr古今類聚常陸國誌」。前表紙にrホ百五
拾八」（貼紙）とrホ印○（朱）百五拾八／三巻」（下ヶ札〉

XO331－003－01　　　　　　　　　　　　下総

古河志　1
文政13（序）（1830）

263×185ミリ10巻10冊25丁写本
題簸：原・古河志一表紙：原・柿色1無地
構成：序1（文政十三年秋鷹見忠常識）、目録1、本文
23
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：間紙に酸性紙を使用。前表紙にrホ三百四十七」
（貼紙〉と「ホ印三百四十七／十冊」（下ヶ札）

下総XO331－003－02

古河志　2
（1830）

265×185ミリ24丁写本
題籏：原・古河志二表紙：原・柿色：無地

印記：宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－03

古河志　3
（1830）

264×185ミリ20丁写本
題簸：原・古河志三表紙：原・柿色：無地
印記：宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－04

古河志　4
（1830）

264×185ミリ15丁写本
題籏：原・古河志四表紙：原・柿色：無地
印記：宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－05

古河志　5
（1830）

265×185ミリ18丁写本
題籏＝原・古河志五表紙：原・柿色：無地

構成：下巻目録3、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－06

古河志　6
（1830）

265×186ミリ17丁写本
題簸：原・古河志六表紙：原・柿色：無地

Y1330－002－06

利根川図志　6
（1855年）

259×181ミリ42丁整版
題簸：元・利根川圖志六終表紙：後・横刷毛目
刊記：下総布川赤松宗且義知著（巻頭）。
印記：中橋本幸・宗辰所集・三井家3。

常陸

3．地誌／31．茨城県！

XO331－001－01

［桃源遺事　上］

326×166ミリ2巻2冊（3冊に分冊）59丁写本
題簸：原・桃源遺事天（打付）表紙：原・浅楯子色無

地

構成：序3（宮田清貞）、本文56

常陸XO331－001－02

［桃源遺事　下］

236×166ミリ73丁写本
題簸：原・桃源遺事地（打付）表紙：原・浅楯子色無
地

常陸XO331－001－03

［桃源遺事　付録］

236×166ミリ58丁写本
題簸1原・桃源遺事人（打付）表紙：原・浅楯子色無
地

XO331－002－01　　　　　　　　　　　常陸・藩撰

常陸国誌　上

寛永年中（論例）（1644）

278×196ミリ3巻3冊57丁写本
題簸：原・常陸國誌智上表紙二原・茶色無地
構成：論例2、本文55

刊記：寛永年中水戸ノ黄門頼房承台命、命家臣望月恒
隆撰（論例）。

印記：輔民西富好楽乃応師天・□鳳堂図書記・宗辰所
集・三井家3。
備考：内題は「古今類聚常陸國誌」。

XO331－002－02　　　　　　　　　　常陸・藩撰

常陸国誌　中

（1644年）

280×198ミリ70丁写本
題簸：原・常陸國誌仁中表紙二原・茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「古今類聚常陸國誌」。

常陸・藩撰XO331－002－03

常陸国誌　下

（1644年）



3］［常陸事跡考

234×157ミリ15丁稿本
題籏：後・常陸事跡考三表紙1後・深緑色：布目型押
し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：罫紙（「番外誌料用紙」）を使用。酸性紙の間紙あ
り。

XO331－004－04

［常陸事跡考　4］

234×157ミリ24丁稿本
題簸：後・常陸事跡考四表紙1後・深緑色：布目型押
し

印記：駕龍閣章・宗辰所集・三井家3。

備考：罫紙（r草稿用内務省」）を使用。酸性紙の間紙
あり。

XO331－004－05

［常陸事跡考　5］

234×156ミリ25丁稿本
題簸：後・常陸事跡考五表紙：後・深緑色：布目型押
し

構成：遊紙1、本文24
印記＝駕龍閣章・宗辰所集・三井家3。

備考：罫紙（r駕籠閣」r古跡」r茨城県行方郡戸長役
場」）を使用。酸性紙の間紙あり。

XO331－004－06

［常陸事跡考　6］

234×157ミリ28丁稿本
題簸：後・常陸事跡考六表紙：後・深緑色：布目型押
し

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：罫紙（「番外誌料用紙」）を使用。酸性紙の間紙あ
り。

XO331－004－07

［常陸事跡考　7］

234×157ミリ16丁稿本
題簸：後・常陸事跡考七表紙：後・深緑色：布目型押
し

構成＝遊紙1、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：罫紙（「番外誌料用紙」）を使用。酸性紙の間紙あ
り。

XO331－004－08

［常陸事跡考　8］

234×156ミリ27丁稿本
題籏：後・常陸事跡考八止表紙：後・深緑色：布目型

誌3．地〔198〕

印記1宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－07

古河志　7
（1830）

266×186ミリ17丁写本
題籏：原・古河志七表紙：原・柿色1無地
印記：宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－08

古河志　8
（1830）

266×186ミリ17丁写本
題簸：原・古河志八表紙：原・柿色：無地

印記：宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－09

古河志　9
（1830）

265×186ミリ24丁写本
題簸：原・古河志九表紙二原・柿色：無地

印記：宗辰所集・三井家3。

下総XO331－003－10

古河志　10
（1830）

266×186ミリ24丁写本
題簸：原・古河志十止表紙：原・柿色＝無地

印記：宗辰所集・三井家3。

1］

XO331－004－01

［常陸事跡考

234×157ミリ8巻8冊21丁稿本
題籏：後・常陸事跡考一表紙：後・深緑色：布目型押
し

構成：遊紙1、本文20
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1罫紙（「古墳」「草稿用内務省」）を使用。酸性紙

の間紙あり。前表紙にrホ　百四拾」（貼紙）とrホ印　

百四拾八冊」（下ヶ札）。

XO331－004－02

［常陸事跡考　2］

234×157ミリ33丁稿本
題籏：後・常陸事跡考二表紙：後・深緑色：布目型押

し

構成1内表紙1、本文32
印記1駕龍閣章・宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr行方郡古跡…」（墨書〉。罫紙（r古
跡」「古墳」「草稿用内務省」「名勝」「茨城県東茨城郡

戸長役場」）を使用。酸性紙の間紙あり。

XO331－004－03



〔199〕3。地誌！31，茨城県／誌地3

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：首書あり。

Y1331－002－04　　　　　　　　　　常陸・紀行
［常陸紀行　坤下］

（1826年）

251×177ミリ31丁整版
題簸1後・常陸紀行四表紙：後・丁子引き
刊記：三都発行書騨江戸目本橋通萱町目　須原屋茂
兵衛・同目本橋通　町目　山城屋佐兵衛・同須原屋
新兵衛・同芝神明前和泉屋吉兵衛・同岡田屋嘉七・
同両国横山町和泉屋金右衛門・同浅草茅町戴町目
須原屋伊八・京都寺町通松原勝村次右衛門・同三條
通寺町丸屋善兵衛・大坂心斎橋通安堂寺町秋田屋
太右衛門。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：首書あり。

Y1331－003－01　　　　　　　　　　　　　常陸

東国名所図会　鹿島記上
（1833年）

254×177ミリ3巻3冊28丁整版
題籏：原・東國名所圖會鹿島記上表紙：原・秘色丁
子引霞に富士山・波と小舟・橋型押し

構成：序7（文政六年成島司直・同斎主人源與清・大宮
司中臣鹿島連則1慶）、目録3、凡例1、本文6～21
刊記：北条時隣著・撮都書雛文金堂発行（封面）。

印記：上がり藤に木、宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しにラベル跡

Y1331－003－02　　　　　　　　　　　　　常陸

東国名所図会　鹿島記中
（1833年）

254×177ミリ18丁整版
題簸：原・東國名所圖會鹿島記中表紙：原・秘色丁
子引霞に富士山・波と小舟・橋型押し

印記：上がり藤に木、宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しにラベルr丙三百六號□［コ（抹
消）氏蔵書明治〔コ年十二月求」

Y1331－003－03　　　　　　　　　　　　　常陸

東国名所図会　鹿島記下

天保4（1833）

254×177ミリ39丁整版
題簸：原・東國名所圖會鹿島記下表紙：原・秘色丁
子引霞に富士山・波と小舟・橋型押し

構成：本文37、名所記総目録2

刊記：天保四年癸巳初冬書蝉東都須原屋茂兵衛・浪華
河内屋太助。

印記：上がり藤に木、宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しにラベルr丙三百七號□［コ氏蔵
書（抹消）明治廿三年年十二月求」

常陸Y1331－004

常陸誌料　関城繹史

万延1（1860）

押し

構成：遊紙1、本文26

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：最終丁に「駕籠閣蔵書」（墨書・印）。罫紙（「駕籠

閣」r茨城県鹿島く嶋＞郡戸長役場j　r茨城県行方郡戸
長役場」r番外誌料用紙」）を使用。酸性紙の間紙あり。

Y1331－001－01　　　　　　　　　　　　　常陸
［鹿島名所図絵　上］

（1824年）

257×181ミリ2巻2冊46丁整版
題簸：原・鹿島名所圖給鹿表紙：原・秘色無地
構成：序7（文政癸未季秋侍講成島司直撰・同九月壬
午東都知非斉主人源與清・大宮司中臣鹿島連則現）、
目録・凡例4、本文35

刊記：北条時隣著・東都書雛千鍾房発行（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙「ホ四十五」（貼紙）と「O（朱）ホ四十五／二

巻」（下ヶ札）

Y1331－001－02　　　　　　　　　　　　　常陸
［鹿島名所図絵　下］

文政7（1824）

257×181ミリ37丁整版
題簸：原・鹿島名所圖繕島表紙：原・秘色無地
刊記：文政七甲申晩春書林京都勝村治右衛門・摂都
秋田屋太右衛門・東都須原屋茂兵衛。

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1331－002－01　　　　　　　　　　常陸・紀行
［常陸紀行　乾上］

文政9（序）（1826）

250×176ミリ2巻2冊（4冊に分冊）23丁整版
題籏：後・常陸紀行一表紙＝後・丁子引き
構成：題言2（文政九年丙戊春如月洗心山人）、乾巻本

文21
刊記：黒崎先生著、浪華書林宋栄堂板（封面）、洗心山
人黒崎貞孝至純撰（巻頭）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：首書がある。前表紙に「ホ九十三」（貼紙）と「ホ印

九十三／四冊」（下ヶ札）。

Y1331－002－02　　　　　　　　　　常陸・紀行
［常陸紀行　乾下］

（1826年）

251×176ミリ23丁整版
題籏：後・常陸紀行二表紙：後・丁子引き
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：首書あり。

Y1331－002－03　　　　　　　　　　常陸・紀行
［常陸紀行　坤上］

（1826年）

251×176ミリ23丁整版
題簸：後・常陸紀行三表紙1後・丁子引き
構成：坤巻本文23



〔200〕 3．地誌

157×180ミリ1巻1冊58丁整版
題簸：原・常陸誌料關城繹史全表紙：原・水色：布
目地型押し

構成：序2（嘉永四年正月編者）、引用書目3、本文53
刊記：万延元年七月新錨、三香社蔵梓（封面）。

印記1宗辰所集・三井家3。

備考：水戸宮本元球仲笏編輯。

Y1331－005－01　　　　　　　　　　　　常陸

［常陸誌料　郡郷考　1～4】

万延1（1860）
257×179ミリ13巻13冊（3冊に合綴）60丁整版
題簸：原・常陸誌料郡郷考上表紙：原・水色：布目
地型押し

構成1常陸誌料目録1、郡郷考題言3、目録1、巻1本
文20、巻2本文17、巻3本文8、巻4本文10
刊記：万延元年七月新鏑、三香社蔵梓（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：水戸宮本元球仲笏編輯。前表紙rホニ百琳五」
（貼紙）とrホO（朱）二百光五1四巻」（下ヶ札）。

Y1331－005－02　　　　　　　　　　　　　常陸

［常陸誌料　郡郷考　5～8］

（1860年）

258×180ミリ36丁整版
題籏：原・常陸誌料郡郷考中表紙：原・水色：布目
地型押し

構成＝巻5本文5、巻6本文11、巻7本文15、巻8本

文16
印記二宗辰所集・三井家3。

備考：水戸宮本元球仲笏編輯

Y1331－005－03　　　　　　　　　　　　常陸

［常陸誌料　郡郷考　9～12・追補］
（1860年）

259×180ミリ57丁整版
題簸：原・常陸誌料郡郷考下表紙：原・水色：布目
地型押し

構成：巻9本文11、巻10本文19、巻11本文17、巻
12本文8、追補2
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：水戸宮本元球仲笏編輯

Y1331－006－01

茨城常磐公園撹勝図誌　乾

（1885年）

232×148ミリ2巻2冊46丁整版
題簸：原・茨城常磐公園撹勝圖誌表紙：原・薄茶色：

無地
構成；序2（明治18年仲秋手塚憲進）、例言1、本文43
印記：責敬堂・建設大法理順人情・宗辰所集・三井家
8。

Y1331－006－02

［茨城常磐公園撹勝図誌　坤］

明治18（1885）

233×148ミリ57丁整版
題籏：後・茨城常磐公園撹勝圖誌（墨書）表紙：原・薄

茶色：無地

刊記：編輯松平俊雄号雪江・蓬斉、茨城縣下常陸国東

茨城郡水戸上市奈良家街住、画図同人、版権届明治
十八年十一月七目、刻成明治十八年十二月。
印記：責敬堂・宗辰所集・三井家8。

備考：定価金60銭

3．地誌132．栃木県！

XO332－001　　　　　　　　　　　　　下野
日光縁起

延宝7（内容下限）（1679）

242×173ミリ1巻1冊50丁写本
題簸：原・目光縁［］表紙：原・渋引き

構成：目録2、本文43、考証5
印記：□見文庫く消印＞、宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。前表紙に「ホ三百三十一」
（貼紙）と「ホ三百光一1一巻」（下ヶ札）

XO332－002－01　　　　　　　　　　下野・軍記

［那須拾遺物語　1］

享保18（序）（1733）

266×185ミリ5巻5冊（4冊に合綴）32丁写本
題簸：後・那須拾遺物語一表紙＝後・藍色無地

構成：序2（享保十八癸丑仲冬野州那須郡湯津上邑
木曽武元）、目録1、本文29
刊記：木曽武元撰（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrロ三百八十一」（貼紙）とrロ印三百八
十一／四冊」（下ヶ札）

XO332－002－02（1）

［那須拾遺物語　2］

（1733年）

267×185ミリ30丁写本
題簸：後・那須拾遺物語二
印記＝宗辰所集・三井家3。

XO332－002－02（2）

［那須拾遺物語　3］

（1733年）

19丁写本
構成：目録1、本文18

下野・軍記

表紙：後・藍色無地

下野・軍記

XO332－002－03　　　　　　　　　　下野・軍記

［那須拾遺物語　4］

（1733年）

266×185ミリ33丁写本
題簸：後・那須拾遺物語三表紙：後・藍色無地

構成：目録1、本文32
印記：宗辰所集・三井家3。

XO332－002－04 下野・軍記



［那須拾遺物語　5］

（1733年）

266×185ミリ28丁写本
題籏：後・那須拾遺物語四表紙：後・藍色無地

構成1目録1、本文27
印記：宗辰所集・三井家3。

XO332－003－01　　　　　　　　　　　　下野

［宇都宮志料　1］

寛政9（内容下限）（1797）

272×193ミリ10巻10冊29丁写本
題籏：後・宇都宮志料壱（打付）表紙：後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録1、本文27
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭に「作者小島竹堂（印）」前表紙にrル

四百五十」（貼紙）。

XO332－003－02　　　　　　　　　　　　下野
［宇都宮志料　2］

（1797年）

272×193ミリ29丁写本
題籏：後・宇都宮志料弐（打付）表紙：後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録1、本文27
刊記：下野庵宮住翁遺稿、海老里漁隠補訂（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭に「作者小島竹堂（印）」

XO332－003－03　　　　　　　　　　　　下野
［宇都宮志料　3］

（1797年）

272×194ミリ29丁写本
題籏：後・宇都宮志料参（打付）表紙：後・鴬色無地

構成1内表紙1、目録3、本文25
刊記：下野庵宮住翁遺稿、海老嬰漁隠補訂（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭にr作者小島竹堂（印）」

XO332－003－04　　　　　　　　　　　　下野
［宇都宮志料　4］

（1797年）

272×193ミリ38丁写本
題簸：後・宇都宮志料四（打付）表紙：後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録3、本文34
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭に「作者小島竹堂（印）」

XO332－003－05　　　　　　　　　　　　　下野

［宇都宮志料　5］

（1797年）

272×194ミリ36丁写本
題簸：後・宇都宮志料五（打付）表紙：後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録2、本文33
刊記：海老嬰漁隠編述（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内表紙にr宇都宮史料拾遺五」とあり。表紙・巻頭
に「作者小島竹堂（印）」
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XO332－003－06　　　　　　　　　　　　下野

［宇都宮志料　6］

（1797年）

272×196ミリ30丁写本
題籏：後・宇都宮志料六（打付）表紙：後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録2、本文27
刊記：下野庵宮住翁遺稿、海老嬰漁隠補訂（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭に「作者小島竹堂（印）」

XO332－003－07　　　　　　　　　　　　下野
［宇都宮志料　7］

（1797年）

272×194ミリ39丁写本
題簸1後・宇都宮志料七（打付）表紙：後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録1、本文37
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：本文7・8丁丁間に「小島竹堂用紙明治三十年
月目」1枚あり。表紙・巻頭に「作者小島竹堂（印）」

XO332－003－08　　　　　　　　　　　　下野
［宇都宮志料　8］

（1797年）

272×193ミリ45丁写本
題簸：後・宇都宮志料八（打付）表紙：後・鴬色無地

構成1内表紙1、本文44
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭に「作者小島竹堂（印）」

XO332－003－09　　　　　　　　　　　　下野
［宇都宮志料　9］

（1797年）

271×193ミリ38丁写本
題籏二後・宇都宮志料九（打付）表紙1後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録1、本文36
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭にr作者小島竹堂（印）」

XO332－003－10　　　　　　　　　　　　下野
［宇都宮志料　10］

（1797年）

271×194ミリ38丁写本
題籏：後・宇都宮志料拾（打付）表紙：後・鴬色無地

構成：内表紙1、目録1、本文36
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙・巻頭に「作者小島竹堂（印）」

XO332－004－01　　　　　　　　　　　　下野
［新撰　下野風土記　春］

天保5（序）（1834）

266×191ミリ3巻3冊（4冊に分冊）63丁写本
題簸＝後・新撰下野風土記春表紙：後・絹鴬色
構成：序3（天五甲午歳春二月穀旦　目本皇都春斎源
美行）、目録1，引用書目2、凡例2、国造系譜伝12、足
利郡目録2、本文14、遊紙1、簗田郡目録1、本文7、



刊記：官許植田孟縄編輯、東都書林八譜社同梓（封
面）。

印記：本居文庫。

備考：前表紙に「八恵」（墨書）、後ろ表紙見返しに「五

巻内林泉房実雄く花押＞所蔵」（墨書）。後ろ表紙
見返しの間に切紙1（「目光山志五冊小川多左衛門此
代金壱歩ト三百文銀二而二十一匁」と墨書）。紙秩に入

る。表紙などに三井ラベル「本居記五四二二」。

Y1332－002－02　　　　　　　　　　　　下野
日光山志　2

（1837年）

266×181ミリ41丁整版
題簸：原・目光山志二表紙：原・水色：霞に若松型押
し

構成：目録2、本文39
印記：本居文庫。

備考＝前表紙に「八恵」（墨書）、後ろ表紙見返しに「五

巻内林泉房実雄く花押＞所蔵」（墨書）あり。表紙
などに三井ラベル「本居記五四二二」。

成：目録2、本文49
記：本居文庫。

考：前表紙に「八恵」（墨書）、後ろ表紙見返しに「五

内林泉房実雄く花押＞所蔵」（墨書）あり。表紙
どに三井ラベル「本居記五四二二」。

Y1332－002－04　　　　　　　　　　　　下野
日光山志　4

（1837年）

266×182ミリ55丁整版
題簸：原・日光山志四表紙：原・水色：霞に若松型押
し

構成：目録2、本文53
印記：本居文庫。

備考：色刷り。前表紙にr八恵」（墨書）、後ろ表紙見返し

にr五巻内林泉房実雄く花押＞所蔵」（墨書）あり。
表紙などに三井ラベルr本居記五四二二」。

Y1332－002－05　　　　　　　　　　　　下野
日光山志　5

天保8（1837）

267×180ミリ49丁整版
題簸：原・目光山志五表紙：原・水色1霞に若松型押
し

構成：目録2、本文47
刊記：植田孟緒編輯（巻頭）、石橋真国・桜井東・勝田

閑斎謹校（末尾）、官許天保七年丙申九月・同八年丁

酉正月刻成、発行書林江戸浅草新寺町和泉屋庄次
郎・同横山町三丁目和泉屋金右衛門・同両国吉川町
山田佐助・同神田鍛冶町北島順四郎・同芝神明前

地誌3〔202〕

安蘇郡目録2、本文15、遊紙1
刊記：下野庵宮住翁著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ印四百廿八四冊」（下ヶ札）。秋之
巻欠。

XO332－004－02　　　　　　　　　　　　　下野

［新撰　下野風土記　夏］

（1834年）

266×191ミリ64丁写本
題簸：後・新撰下野風土記夏表紙：後・絹鴬色
構成：遊紙1、都賀郡目録3、本文60
印記：宗辰所集・三井家3。

XO332－004－03　　　　　　　　　　　　　下野

［新撰　下野風土記　冬上］

（1834年）

267×192ミリ49丁写本
題籏：後・新撰下野風土記冬上表紙：後・絹鴬色
構成：遊紙1、芳賀郡目録2、本文27、塩谷郡目録2、

本文17
印記：宗辰所集・三井家3。

XO332－004－04　　　　　　　　　　　　下野
［新撰　下野風土記　冬下］

（1834年）

266×191ミリ42丁写本
題籏：後・新撰下野風土記冬下表紙：後・絹鴬色
構成：遊紙1、本文7、遊紙1、那須郡目録2、本文29、
践2（天保四癸巳春目下野庵宮住）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1332－001　　　　　　　　　　　下野・名勝志

御山絵図　日光名跡誌

文政5（1822）

181×130ミリ1巻1冊58丁整版
題簸：原・御山給圖　日光名跡誌全表紙：原・藍色：
木目刷り

構成：序2（享保十三戊申二月鷹橋義武）、本文56

刊記：享保十三戊申天如月元版・明和元甲申仲秋改
版・文政五壬午仲秋改版御免板元　日光山石屋町
遠藤喜六（印・示栄）。

印記：三井文庫。

備考：前表紙見返しに墨書あり。後ろ表紙に「名十一
番」（下ヶ札）。三井ラベル「C217・8」

Y1332－002－01　　　　　　　　　　下野・名所記

日光山志　1

（1837年）

266×182ミリ5巻5冊51丁整版
題籏：原・目光山志一表紙：原・水色：霞に若松型押
し

構成：序4（文政八年乙酉十一月不軽居士松平定常・
天保五年しも月七十七の翁幕府内史局直事源弘賢筆
とりしハ翁弟子西城歩卒直温）、凡例4、目録1、古図4

本文38



3．地誌3．地誌！32．栃木県！〔203〕

明治20（1887）

218×151ミリ72丁整版
題籏：原・晃山勝概巻之三表紙：原・肌色：卍繋地に
葵紋型押し

刊記：明治二十年三月十七日版権免許、同年四月廿
八目出版、編輯人宮城県平民錦石秋（磐城国伊具
郡角田東町326番地）、出版人栃木県平民鬼平金
四郎く印・鬼平＞（下野国上都賀郡目光鉢石353番
地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1332－005－01　　　　　　　　　　　　下野
下野国誌　1

（1868年）

260×182ミリ12巻12冊32丁木活・整版
題簸二原・下野國誌壱表紙：原・檀紙
構成：序6（庚戌春二月綾瀬亀田・嘉永とあらたまれる年

のはつ歳（中略）河たの守弘）、目録5、本文21

刊記：〔芳賀百姓越智直］河野守弘大人編集［足利］
梅渓田崎明義画・［北越］竹邨遠藤順信書、東京書林
待債堂（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ七十五」（貼紙）とrホ七十五／拾　
巻」（下ヶ札）

下野Y1332－005－02

下野国誌　2

（1868年）

260×183ミリ42丁木活・整版
題籏：原・下野國誌　表紙：原・檀紙
印記：宗辰所集・三井家3。．

下野Y1332－005－03

下野国誌　3

（1868年）

261×183ミリ39丁木活・整版
題簸：原・下野國誌参表紙：原・檀紙
印記：宗辰所集・三井家3。

下野Y1332－005－04

下野国誌　4

（1868年）

260×183ミリ29丁木活・整版
題籏：原・下野國誌四表紙：原・檀紙
印記＝宗辰所集・三井家3。

下野Y1332－005－05

下野国誌　5

（1868年）

260×183ミリ25丁木活・整版
題簸：原・下野國誌五表紙1原・檀紙
印記：宗辰所集・三井家3。

下野Y1332－005－06

下野国誌6
（1868年）

岡田屋嘉七・同中橋広小路町西宮弥兵衛・同目本橋
通二町目　小林新兵衛・同所山城屋佐兵衛・同本石
町十軒店英大助・同目本橋通壱町目　須原屋茂兵
衛・同目本橋通四町目須原屋佐助・同浅草茅町二町
目　須原屋伊八。

印記：本居文庫。

備考：前表紙にr八恵」（墨書）、後ろ表紙見返しに「五

巻内林泉房観阿弥陀仏実雄く花押＞所蔵」（墨
書）あり。表紙などに三井ラベル「本居記五四二
二」。

3
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1332－003－01　　　　　　　　　　下野・紀行

1光駅程見聞雑記　上

1843年）

34×179ミリ3巻3冊（2冊に合綴）41丁整版
蕨：原・日光騨程見聞雑記上表紙：後・水浅葱色

：遊紙1、序2（天保十末早四とせの弥生従五位下

臣司匠？）、本文38
＝天保己卯新刊幸修堂蔵版（封面）。

：宗辰所集・三井家3。

：前表紙に「ホ七十九」（貼紙）と「ホ印七十九！試

下ヶ札）。書誌情報はY1332・003－02（1）も参照。

Y1332－003－02（1）　　　　　　　　下野・紀行

日光駅程見聞雑記　下
（1843年）

264×179ミリ33丁整版
題簸二原・日光騨程見聞雑記下表紙：後・水浅葱色
無地

構成：本文33
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：書誌情報はY1332・003－01も参照。

Y1332－004－01　　　　　　　　　名勝誌（日光）

晃山勝概　1

（1887年）

219×152ミリ3巻3冊74丁整版
題籏＝原・晃山勝概巻之一表紙：原・肌色：卍繋地に
葵紋型押し

構成：題字3、凡例3（明治十八年三月）、引用書目1、

目次7、本文60
刊記：錦石秋先生著・版権免許金魁堂（封面）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：紙族に入る。紙秩にに「ホ百廿九」（貼紙）

Y1332－004－02

晃山勝概　2

（1887年）

218×152ミリ90丁整版
題簸＝原・晃山勝概巻之二表紙：原・肌色：卍繋地に
葵紋型押し
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙にrホ百廿九／三巻」（下ヶ札）

Y1332－004－03

晃山勝概　3



題簸二原・目光山小誌全表紙：原・柑子色・卍繋ぎに

三っ葉葵型押し
構成：日光山地図1、題字3、例言1、本文46
刊記＝明治二十年六月十五日出版御届、同九月出版。

編輯人宮城県平民錦石秋（磐城国伊具郡角田東町
326番地）、出版人栃木県平民鬼平金四郎（下野国
上都賀郡目光鉢石353番地）、汲南藤啓、東京銅鑑工
細井松夫門人合刻。金魁堂蔵版（柱刻）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1三井ラベル「C217・新・9」、昭和6年12月5目寄

託

3．地誌／33．群”県1

×0333－001　　　　　　　　　　　　　　上野

上野志
慶応3（賊）（1867）

275×193ミリ1巻1冊55丁写本
題籏：原・上野志（打付）表紙：原・生成無地

構成：序1（仁木のまさみ書）、本文51、賊3（維時慶応

三卯梅見月初九書）

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：包背装。前表紙にrホ三百四十二」（貼紙）とrホO

（朱）三百四十二／壱冊」（下ヶ札）

Y1333－001－01

伊香保志　1

明治15（1882）

227×152ミリ3巻3冊41丁整版
題籏：原・伊香保志巻一表紙＝原・水色：大槻文庫な

ど型押し
構成：題宇・題詩5、序3、引用書目1、付録（道中記）

14、上巻目録1、本文17
刊記：明治十五年壬午四月新鏑（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「伊香保温泉志」。前表紙に「ホニ百四十
九」（貼紙）と「ホ印二百四十九1三冊」（下ヶ札）

Y1333－001－02

伊香保志　2
（1882年）

227×152ミリ36丁整版
題簸：原・伊香保志巻二表紙：原・水色：大槻文庫な

ど型押し

構成：目録2、本文34、伊香保近傍図1
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1333－001－03

伊香保志　3

明治15（1882）

227×152ミリ43丁整版
題簸：原・伊香保志巻三止表紙：原・水色：大槻文庫

など型押し

構成：目録1、本文41、湯治土産1
刊記：編者秋蔀居士、補助木暮楽山、画工長命曇春、

筆者大月栖霞、国文社剤削工木戸小太郎、発免国文
社（東京神田淡路町）、明治十四年四月十二目版権免

〔204〕　3．地誌

261×183ミリ35丁木活・整版
題簸二原・下野國誌六表紙：原・檀紙
印記＝宗辰所集・三井家3。

下野Y1332－005－07

下野国誌　7

（1868年）

261×183ミリ36丁木活・整版
題籏：原・下野國誌七表紙：原・檀紙
印記：宗辰所集・三井家3。

下野Y1332－005－08

下野国誌　8

（1868年）

260×183ミリ31丁木活・整版
題簸＝原・下野國誌八表紙：原・檀紙
印記：宗辰所集・三井家3。

下野Y1332－005－09

下野国誌　9

（1868年〉

260×183ミリ38丁木活・整版
題籏＝原・下野國誌九表紙：原・檀紙
印記＝宗辰所集・三井家3。

下野

下野

Y1332－005－10

下野国誌　10
（1868年）

261×183ミリ29丁木活・整版
題簸：原・下野國誌十表紙：原・檀紙
印記：宗辰所集・三井家3。

　　　　きY1332－005－11

下野国誌　11
（1868年）

261×183ミリ38丁木活・整版
題籏：原・下野國誌十一表紙：原・檀紙
印記三宗辰所集・三井家3。

Y1332－005－12　　　　　　　　　　　　　下野

下野国誌　12
明治（1868）

260×183ミリ36丁木活・整版
題簸：原・下野國誌十二表紙：原・檀紙

構成：本文33、和歌3
刊記：発免書林東京日本橋区通壱丁目　北畠茂兵
衛・同通二丁目稲田佐兵衛・同芝区三島町山中市
兵衛・野州足利町和洋舎・東京神田区栄町大橋操
吉。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2332－001

日光山小誌

明治20（1887）

168×118ミリ1巻1冊50丁銅版



〔205〕3．地誌3．地誌134．埼玉県ノ

秩父順拝記　4
（1823年）

267×188ミリ29丁写本
題簸：原・秩父順拝記四（打付）表紙二原・刷毛目

印記：文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口「ちンふ」（墨書）。

XO334－001－05　　　　　　　　　　武蔵・名所記

秩父順拝記　5
（1823年）

267×188ミリ29丁写本
題籏：原・秩父順拝記五（打付）表紙：原・刷毛目

印記：文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口「ちyふ」（墨書）。

XO334－001－06　　　　　　　　　　　　　武蔵

秩父順拝記　6
文政6（1823）

267×188ミリ42丁写本
題籏：原・秩父順拝記六（打付）表紙1原・刷毛目
刊記：文政六年三月十六目燈下にしるし終。

印記：文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口「ちンふ」（墨書）。

武蔵XO334－002
天権第四拾遺　秩父霊躍之部

281×199ミリ1巻1冊32丁写本
題簸＝原・天権第四拾遺秩父霊縦之部表紙：後・薄

茶：瓢箪型押し
印記：只誠蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：付箋多。草稿。

Y1332－003－02（2）　　　　　　　　　武蔵・紀行

岩槻街道記

天保14（1843）

9丁整版
構成：付録本文8、賊1
刊記：此書甲子の夏繕写せしを程なく人の為に借失ひ
しに依て再ひ敗く竹冠に鹿ロク＞に貯へし旧藁を綴り
て冊となせり前書に比ふれハ洩たる事もあるへし失ひた

る書の再ひ家に帰る事もあらハ補ふ事もあるへし己巳
孟蘭盆目安長法眼識庚午仲春一校了（政）、官許天
保十四年五月多綿安長法眼著・多紀安良法眼蔵板
売弘所本石町十軒店英屋大助。
備考：後ろ表紙見返しにr本石町二丁目十軒店椀屋伊
三郎」の広告が貼付される。最終丁に袋（椀屋伊兵衛蔵

の朱印・内孫の黒印がある）挿み込み。書誌情報は
Y1332・003－01およびY1332・003・02（1）の目光駅程見

聞雑記も参照。

武蔵・名所記

色：布目地型押

　
　
　
版
畷

　
　
　
整
後

　
　
　
丁
紙

　
　
　
如
表

　
　
　
冊
春

　
　
　
4
考

　
　
　
巻
所

　
春
　
4
名

　
　
　
リ
蔵

01

考
ー
叙
武

㈱
舞
禦

3
蔵
8
0
簸

判
武
q
2
3
題

許、同十五年六月一目発免、編輯人大槻文彦（東京浅
草区今戸町）、出版人竹中邦香（目本橋区兜町）、伊香

保売捌所14。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1333－002　　　　　　　　　　　　　　案内

［伊香保鉱泉図会］

明治15（1882）

222×149ミリ1巻1冊18丁整版
題籏：原・上州伊香保鑛泉圖會全表紙：原・黄色：小

葵型押し
刊記：明治十五年御屈、画工東京本郷区湯島天神町
橋本周延、編輯兼出版人同神田区仲町篠田仙果、伊

香保物産買捌廉盟舎中。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1広告あり。前表紙に「ホ三百四十九」（貼紙）と「O

（朱）ホ三百四十九！壱冊」（下ヶ札）

Y1333－003　　　　　　　　　　　　　　名所記

上州伊香保温泉名所旧跡

明治15（1882）

182×122ミリ1巻1冊11丁整版
題簸：原・上州伊香保温泉名所旧跡全表紙：原・鼠
色：花穆七宝に花菱型押し
刊記：御届明治十五年五月三目、編者服部応賀（東京
下谷西町）、版元東京神田鍛治町長谷川忠兵衛、府県

売捌所9。

3．地誌ノ34．玉県1

×0334－001－01　　　　　　　　　　武蔵・案内記

秩父順拝記　1
（1823年）

267×187ミリ6巻6冊39丁写本
題籏：原・秩父順拝記一（打付）表紙：原・刷毛目

構成：秩父札所惣図2、本文37
印記：文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「ち｝ふ」（墨書）。

XO334－001－02　　　　　　　　　　武蔵・案内記

秩父順拝記　2
（1823年）

267×187ミリ40丁写本
題簸：原・秩父順拝記二（打付）表紙1原・刷毛目
印記二文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口「ち、ふ」（墨書）。

XO334－001－03　　　　　　　　　　武蔵・案内記

秩父順拝記　3
（1823年）

267×187ミリ40丁写本
題籏：原・秩父順拝記三（打付）表紙：原・刷毛目

印記：文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。

備考＝下小口「ち｝ふ」（墨書）。

武蔵・案内記XO334－001－04



印記：宗辰所集・三井家3。
備考：虫損

XO335－003　　　　　　　　　　　　安房・上総

房総志　3
（1761年）

272×181ミリ43丁写本
題簸：原・房総志三（打付）表紙：原・生成：散らし刷り

構成：遊紙1、本文42
刊記二上総夷隅郡臼井郷長者里中村國香著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：虫損

XO335－004　　　　　　　　　　　　安房・上総

房総志　4
（1761年）

273×182ミリ42丁写本
題簸：原・房総志四（打付）表紙：原・生成：散らし刷り

構成：遊紙1、本文41

刊記：上総夷隅郡臼井郷長者里中村國香著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：虫損

XO335－005　　　　　　　　　　　　安房・上総

房総志　5
（1761年）

274×182ミリ45丁写本
題簸：原・房総志五終（打付）表紙：原・生成：散らし
刷り

構成：遊紙1、本文44

刊記＝上総夷隅郡臼井郷長者里中村國香著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1虫損

Y1335－001－01　　　　　　　　　　　下総・紀行

相馬日記　1

文政1（序）（1818）

258×182ミリ4巻4冊23丁整版
題籏：原・相馬目記一表紙：後・薄藍色：唐花亀甲型
押し

構成：序4（文政改元戊寅中秋頭陀玄雅識干江都芝郷

西応教寺・大寂庵立綱）、巻1本文19
刊記：高田與清稿・北条時隣注、書蝉峯鳳堂・玉堂梓
（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ九十」（貼紙）と「ホ印九十／四巻」
（下ケ札）。

i35－001－02　　　　　　　　　　　下総・紀行

1日記　2
18年）

露話鷹謬饗紙，後．薄藍色：唐花亀甲型

3．地誌〔206〕

し

構成：序2（文化丁丑朽月晩きょう陳人）、凡例・方位図

4、引用書目6、巻1目録3、本文32
刊記：晩（山片に喬）陳人著、武蔵名所考江戸書林
千鍾房・青黎閣。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C211・新・21」

Y1334－002　　　　　　　　　　　　武蔵・名所記

武蔵名所考　夏
（1824年）

230×164ミリ43丁整版
題籏＝原・武蔵名所考夏表紙：後・天色：布目地型押
し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C211・新・21」

Y1334－003　　　　　　　　　　　　武蔵・名所記

武蔵名所考　秋
（1824年）

230×164ミリ31丁整版
題簸：原，武蔵名所考穐表紙：後・天色：布目地型押
し

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C211・新・21」

Y1334－004　　　　　　　　　　　　武蔵・名所記

武蔵名所考　冬

文政7（1824）

230×164ミリ43丁整版
題簸：原・武蔵名所考冬表紙：後・天色：布目地型押
し

構成：本文41、践2（藤原真彦）

刊記：文政七年甲申夏四月　発行所江戸目本橋通壼
町目須原屋茂兵衛・同下谷池之端仲町須原屋伊八。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C211・新・21」

3．地誌135．千葉県！

XO335－001　　　　　　　　　　　　安房・上総

房総志　1
宝暦11（序）（1761）

271×182ミリ5巻5冊38丁写本
題簸：原・房総志一（打付）表紙：原・生歳：散らし刷り

構成：序2（宝暦辛巳初冬）、本文36
刊記：上総夷隅郡臼井郷長者里中村國香著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：虫損

XO335－002　　　　　　　　　　　　安房・上総

房総志　2
（1761年）

272×182ミリ25丁写本
題簸：原・房総志二（打付）表紙：原・生成＝散らし刷り

構成：遊紙1、本文24

刊記：上総夷隅郡臼井郷長者里中村國香著（巻頭）。



〔207〕3．地誌！35．千葉県／誌地3

印記：［コ氏文庫（消印）・宗辰所集・三井家3。

Y1335－002－05　　　　　　　　　下総・案内記

［成田参詣記　5］

（1858年）

264×183ミリ55丁整版
題簸：原・成田名所圖會五表紙：原・水色：菊梅ほか
紋散らし型押

構成：目次1、本文54
印記：［コ氏文庫（消印）・宗辰所集・三井家3。

Y2335－001－01

上総国誌　1

明治12（1879）

227×153ミリ6巻6冊44丁活版
題簸：原・上総國誌安川惟禮編輯一（方箋共）表
紙：原・黄色：布目地に菊牡丹唐草型押し

構成：題宇3（明治11年11月柴原和）、序3（楓江嶺田
篤）、緒言1（編者）、凡例2、引用書目3、目次2、本文

30
刊記：明治十二年一月出版、南総松雲□蔵版（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ五百三」（貼紙）と「ホ印五百三／六
冊」（下ヶ札）

Y2335－001－02

上総国誌　2

（1879年）

227×153ミリ32丁活版
題簸：原・上総國誌安川惟禮編輯二（方箋共）表
紙：原・黄色＝布目地に菊牡丹唐草型押し

印記1宗辰所集・三井家3。

表

Y2335。001。03

上総国誌　3

（1879年）

227×153ミリ29丁活版
題簸1原・上総國誌安川惟禮編輯三（方箋共
紙：原・黄色：布目地に菊牡丹唐草型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

表

Y2335－001－04

上総国誌　4

（1879年）

227×153ミリ35丁活版
題簸：原・上総國誌安川惟禮編輯四（方箋共
紙：原・黄色：布目地に菊牡丹唐草型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2335－001－05

上総国誌　5

（1879年）

227×153ミリ28丁活版
題簸：原・上総國誌安川惟禮編輯五（方箋共）表
紙：原・黄色：布目地に菊牡丹唐草型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

1335－001－03　　　　　　　　　　下総・紀行

1馬日記　3
L818年）

58×182ミリ21丁整版
蕨：元・相馬日記三表紙：後・薄藍色：唐花亀甲型

35－001－04　　　　　　　　　　　下総・紀行

旧記　4
〔1（賊）（1818）

×182ミリ　整版

・：元・相馬目記四表紙：後・薄藍色：唐花亀甲型

ll本文15、賊4（文政元年正月本間游清藤原常彦・
・村節信・文化十五年卯月大石）

1：宗辰所集・三井家3。

3
馬
政
8
籏
し
成
多
記

判
相
文
2
5
題
押
構
喜
印

Y1335－002－01　　　　　　　　　下総・案内記

［成田参詣記　1］

安政5（1858）

264×183ミリ5巻5冊58丁整版
題簸：原・成田名所圖會一表紙：原・水色：菊梅ほか
紋散らし型押

構成：序2（嘉永7年5月神護新勝寺伝燈権大僧都法
印照嶽）、例言2（中路定［コ）、目次2、本文5～56

刊記：安政戊午春三月刻成・新勝精舎蔵版。
印記：□氏文庫（消印）・宗辰所集・三井家3。

備考：丁間に袋1がある。袋に継目印・題簸はr成田名
所圖會全五冊」。

Y1335－002－02　　　　　　　　　下総・案内記

［成田参詣記　2］

（1858年）

264×184ミリ35丁整版
題簸：原・成田名所圖會二表紙：原・水色：菊梅ほか
紋散らし型押

構成：目次1、本文34
印記：□氏文庫（消印）・宗辰所集・三井家3。

Y1335－002－03　　　　　　　　　下総・案内記

［成田参詣記　3］

（1858年）

264×183ミリ44丁整版
題簸：原・成田名所圖會三表紙：原・水色：菊梅ほか
紋散らし型押

構成：目次1、本文43
印記：［コ氏文庫（消印）・宗辰所集・三井家3。

Y1335－002－04　　　　　　　　　下総・案内記

［成田参詣記　4］

（1858年）

264×183ミリ47丁整版
題簸1原・成田名所圖會四表紙：原・水色：菊梅ほか
紋散らし型押

構成：目次1、本文46
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Y2335－001－06

上総国誌　6

明治12（1879）

227×153ミリ52丁活版
題簸：原・上総國誌安川惟禮編輯六（方箋共）表
紙：原・黄色：布目地に菊牡丹唐草型押し

構成1本文49、編誌概伝2（編者）、正誤1
刊記：明治十一年十一月廿八日版権免許、編輯井出
版人千葉県平民安川惟禮蔵版（山辺郡福俵村143）、

印刷彫刻会社活版所（京橋区元数寄屋町4丁目2番
地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2335－002

［安房国誌　1～3］

明治19（1886）

242×150ミリ3巻3冊（1冊に合綴）153丁活版
題籏：原・安房國誌全表紙：原・薄茶色：無地

構成：凡例4、目録10、巻1本文41、巻2本文56、巻3

本文42
刊記：明治十九年三月廿三目出版届、明治十九年三
月三十目出版内務省地理局蔵版・御用印刷東京深川
区富岡門前町七十番地近藤活版所。
印記1宗辰所集・三井家3。

Y2335－003－01

［下総国旧事考　1・2］

（1905年）

230×152ミリ15巻15冊（9冊に合綴）53丁活版
題籏：原・下総國蕾事考一（方箋共）表紙：原・水色：

布目地型押し
構成：題字2（明治三十八年正月菊園）序5（明治享十

七年邨岡良弼・弘化三年十月吉川堅、弘化二年三月
清宮秀堅）例言4、巻1目次1、式社考序2（安政二年四

月伊能穎則）本文19、巻2目次1、本文19
刊記：清宮秀堅著、清宮氏蔵版（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2335－003－02

［下総国旧事考　3・4］

（1905年）

230×152ミリ47丁活版
題簸：原・下総國薔事考二（方箋共）表紙：原・水色；

布目地型押し
構成：巻3目・次1、本文14、巻4目次1、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2335－003－03

［下総国旧事考　5・6］

（1905年）

231×152ミリ39丁活版
題簸：原・下総國薔事考三（方箋共）表紙：原・水色：

布目地型押し
構成：巻5目次1、本文23、巻6目次1、本文14
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：丁間に袋1がある。袋の題簸は「下総國奮事考

附下総國輿地全圖清宮氏蔵版」。

Y2335－003－04

［下総国旧事考　7・8］

（1905年）

231×152ミリ39丁活版
題籏：原・下総國奮事考四（方箋共）表紙：原・水色：

布目地型押し

構成＝巻7目次1、本文16、巻8目次1、本文21
印記1宗辰所集・三井家3。

Y2335－003－05

［下総国旧事考　9・10］

（1905年）

231×153ミリ40丁活版
題籏：原・下総國奮事考五（方箋共）表紙：原・水色：

布目地型押し

構成：巻9目次1、本文17、巻10目次1、本文21
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2335－003－06

［下総国旧事考　11・12］
（1905年）

231×153ミリ48丁活版
題籏：原・下総國菖事考六（方箋共）表紙：原・水色：

布目地型押し
構成＝巻11目次1、本文27、巻12目次1、本文19
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2335－003－07

［下総国旧事考　13］

（1905年）

231×153ミリ33丁活版
題簸：原・下総國奮事考七（方箋共）表紙：原・水色：

布目地型押し
構成：巻13目次1、本文32
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2335－003－08

［下総国旧事考　14・15］
明治38（1905）

230×153ミリ14丁活版
題籏：原・下総國奮事考八（方箋共）表紙：原・水色ゴ

布目地型押し
構成：巻14目次1、本文30、巻15目次1、本文10、
墓碑銘1（明治二十一年十二月鹿島吉川久勤）後叙1
（明治三十七年十二月不肖孫立）、秀堅著書目録1
刊記：明治三十八年二月一目印刷、二月五目発行、著
者故清宮秀堅、発行者清宮利右衛門（千葉県香取郡
佐原町イ1710番地）印刷者朝野利兵衛（佐原町イ503
番地）印刷所正文堂（佐原町イ503番地）発売所正文
堂・郁文舎桜井庄吉（東京市京橋区柳町）・吉川弘文館
（京橋区南伝馬町1丁目）。

印記：宗辰所集・三井家3。
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刊記：右二巻ハ豊嶋郡一郡之内四分ン之地ヲ記ス、右
二巻ハ多磨（ママ）郡一郡之内三分ン之地ヲ記ス晩晴
舎蔵。

印記：牧氏蔵書之記・松田本生・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr武蔵風土記」（墨書）。前表紙にr同番
号三冊之内一」（印・墨書）、三井ラベル「C211・新・6」

江戸近郊XO336－003－02

［武蔵風土記　2］

277×195ミリ53丁写本
題簸：原・武蔵風土記表紙：原・枯色・布目

刊記：右二巻ハ荏原郡一郡全荏原郡巻下終、付録古
松軒草稿荏原郡筆記、四神地名録巻十大尾晩晴舎
蔵。

印記1牧氏蔵書之記・松田本生・宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「武蔵風土記」（墨書）。前表紙に「同番

号三冊之内二」（印・墨書）、三井ラベル「C211・新・6」

江戸近郊XO336－003－03

［武蔵風土記　3］

272×194ミリ72丁写本
題簸：原・武蔵風土記表紙：原・枯色・布目

刊記：右二巻ハー郡之内四分ン之地ヲ記ス、葛飾郡下
終。武蔵国足立郡記、目本惣国風土記（中略）和名類
聚砂（中略）右二書ハ証トスベキ古書ナリ地名バカリヲ

抜書シテ全カラズ古名ヲ伝ル所今稀也、足立郡之記
（中略）右一巻ハー郡之内続二十一ノーヲ記ス、晩晴舎
蔵。

印記：牧氏蔵書之記・松田本生・宗辰所集・三井家3。

備考1下小口にr葛飾筆記」（墨書）。前表紙にr同番号
三冊之内三」（印・墨書）、三井ラベル「C211・新・6」

Y1336－001－01　　　　　　　　　　江戸・名所記

［続江戸砂子　1］

（1735年）

222×154ミリ6巻6冊（5冊に合綴）36丁整版
題簸：原・拾遺績江戸砂子一（方箋共）表紙：原・白

色・無地

構成：序2（享保二十年乙卯春東都誹林菊岡沽凍）、

凡例3、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ印二百五十八乙五冊」（下ヶ札）
とラ三井ラベル「C211」（下部破れ）

Y1336－001－02　　　　　　　　　　江戸・名所記

［続江戸砂子　2］

（1735年）

221×155ミリ34丁整版
題簸：原・拾遺績江戸春南古二（方箋共）表紙1原・
白色・無地

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：26・27丁は1丁で「二十六七」。前表紙に三井ラ
ベル貼付の跡あり。

Y2335－003－09　　　　　　　　　　　　地図
［下総国旧事考　付録］

（1905年）

229×150ミリ1丁整版
題簸：原・下総國輿地全圖奮事考附録表紙：原・水
色：布目地型押し

刊記：弘化五年戊申正月下総清宮秀堅識、下総佐原
正文堂利兵衛、竹口貞齊刻。

印記二宗辰所集・三井家3。

備考：色刷り
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XO336－001（1）　　　　　　　　　　　江戸近郊

［南向茶話］

寛政2（写）（1790）

273×182ミリ2巻2冊（1冊に合綴）40丁写本
題籏：原・南向茶話ロ山践有上下表紙：原・丁字引
き

刊記：茅屋向陽故名亭寛延四年辛未二月初午目、此
一帖瀬名貞雄所蔵也云、出松本雍奴家山田屋半右
衛門住元飯田町借山口生筆令書写遂一校畢、寛政
二年庚戌仲冬三目杏花園。
印記：狂幕堂文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「酒井忠昌著述、杏花園南畝伝来賊
有」（墨書）。後ろ表紙見返しに三井ラベル「C211・新・

27」

XO336－001（2）　　　　　　　　　　　江戸近郊

［南向茶話追考］

享和1（写）（1801）

写本
刊記：寛政二年庚戌十一月以瀬名氏本書写畢、以好
本可校合也、南畝書、同十一年十一月借抄南畝子蔵
本、桂林老樵享和改元辛酉六月。

XO336－002　　　　　　　　　　　　　名所記

武原見聞記
天保2（政）（1831）

247×171ミリ1巻1冊96丁写本
題簸：原・武原見聞記全表紙：原・水色：卍繋ぎ刷り

構成1遊紙1、序4（文政四次年辛巳夏盛既望井昌隆・

天保二辛卯歳孟春増補節改書写松濤斎間秀高）、本
文90、賊1（干時文政辛巳季夏上旬成功、天保二辛卯

孟春為増補成書写功全東都松濤亭主人本間秀
高）

刊記：本問秀高著（冒頭）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：遊び紙見返しに貼紙（長留無用の旨・・）あり。三

井ラベル「C211・新・23」

江戸近郊XO336－003－01

［武蔵風土記　1］

277×194ミリ3巻3冊101丁写本
題籏：原・武蔵風土記表紙：原・枯色・布目



備考：50・51丁は1丁で丁付は「五十ノ五十一」としてあ

る。後ろ表紙見返しに三井ラベル「C211・新」、昭和6

年7月1目寄託

Y1336－002－03　　　　　　　　　江戸・名所記
［江府名勝志　付録］

（1746年）

155×110ミリ68丁整版
題簸：後・江府名勝志附録表紙：後・濃紺色・布目

構成：考異弁正41、神社略記27、蹟（享保癸丑孟冬朔
旦南陽子）
刊記：書林提要軒（嚴中）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考1乱丁に注意。31丁に上下がある。後ろ表紙見返

しに三井ラベル「C211・新」、昭和6年7月1目寄託

Y1336－003　　　　　　　　　　　江戸・名所記
［御江戸名所方角書］

文化4（再版）（1807）

186×126ミリ1巻1冊9丁整版
題籏：後・御江戸名勝方角書文化四年再板表紙：
後・生成

刊記：明和二乙酉歳開板・文化四丁卯歳再板鱗形屋
孫兵衛元版、東都地本問屋馬喰町二丁目角西村屋
与八版。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考＝帯図本。10丁裏に三井ラベル「C211・新・78」、

昭和6年7月22目寄託。

Y1336－004　　　　　　　　　　　江戸・名所記
［はなみのしをり］

天保4（1833）

154×53ミリー枚物1丁整版
題簸＝原・花美能志起里表紙：原・檀紙：刷毛目

刊記：天保癸己春忍川舎著、三枚橋仲田蔵梓。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：折本。三井ラベル貼付跡あり、昭和7年

Y1336－005－01　　　　　　　　　江戸・年中行事

［東都歳時記　1上］

（1838年）

228×158ミリ5巻5冊31丁整版
題簸：原・東都歳時記春上一表紙：原・浅花田色・
鶴亀型押し

構成：序（天保壬辰初冬穀旦東都神田斎藤月答）
刊記：斎藤月答幸成編・長谷川雪旦画・長谷川雪堤補
画。

印記：青山・三井文庫。

備考：三井ラベル「G910・1」

Y1336－005－02　　　　　　　　　江戸・年中行事

［東都歳時記　1下】

（1838年）

228×158ミリ23丁整版
題籏：原・東都歳時記春下二表紙：原・浅花田色・
鶴亀型押し
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Y1336－001－03　　　　　　　　　　江戸・名所記

［続江戸砂子　3］

（1735年）

221×155ミリ28丁整版
題籏：原・拾遺績江戸砂子三（方箋共）表紙：原・白
色・無地

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にラベル貼付の跡あり。

Y1336－001－04　　　　　　　　　　江戸・名所記

［続江戸砂子　4］

（1735年）

221×155ミリ31丁整版
題簸：原・拾遺績江戸寸奈故四（方箋共）表紙：原・
白色・無地

印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝前表紙にラベル貼付の跡あり。

Y1336－001－05（1）　　　　　　　　江戸・名所記

［続江戸砂子　5］

（1735年）

221×155ミリ23丁整版
題簸＝原・拾遺績江戸砂子五（方箋共）表紙：原・白
色・無地

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にラベル貼付の跡あり。

Y1336－001－05（2）　　　　　　　　江戸・名所記

［続江戸砂子　付録］

享保20（1735）

3丁整版
刊記：享保二十年卯正月目　作者菊岡浩凍・彫工吉田

平兵衛、藤木久市、江戸浅草茅町二町目須原屋伊八
蔵板。

Y1336－002－01　　　　　　　　　　江戸・名所記

［江府名勝志　上］

延享3（序）（1746）

154×110ミリ3巻3冊82丁整版
題簸：後・江府名勝志圖解上表紙：後・濃藍色・布目

構成：序1（延享ひのへ寅の初秋下の五目藤原之広）、

凡例2、本文79
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札あり。三井ラベル
「C211・新」。昭和6年7月1目寄託

Y1336－002－02　　　　　　　　　　江戸・名所記

［江府名勝志　下］

明和1（1764）

154×110ミリ75丁整版
題簸：後・江府名勝志寺院目録下表紙：後・濃藍色・
布目

構成：目録1、本文74

刊記：明和元新増東都書林　目本橋南一町目　須
原屋茂兵衛板（刊記）、提要軒梓刊印（名高）（封面）。

印記：□□書屋・ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。



印記：青山・三井文庫。

備考1三井ラベル「G910・1」

Y1336－005－03

［東都歳時記　2］

（1838年）

228×158ミリ33丁整版

江戸・年中行事

題簸：原・東都歳時記夏三表紙：原・浅花田色・鶴
亀型押し
印記：青山・三井文庫。

備考：三井ラベル「G910・1」

Y1336－005－04　　　　　　　　　江戸・年中行事

［東都歳時記　3］

（1838年）

228×158ミリ35丁整版
題簸：原・東都歳時記秋四表紙：原・浅花田色・鶴
亀型押し
印記：青山・三井文庫。

備考：三井ラベル「G910・1」

Y1336－005－05　　　　　　　　江戸・年中行事

［東都歳時記　4・付録］

天保9（1838）

228×158ミリ36丁整版
題簸：原・東都歳時記冬五表紙：原・浅花田色・鶴
亀型押し

刊記1天保九戊戌孟春発行書買江戸目本橋通壱町
目須原屋茂兵衛・同浅草茅町　町目　須原屋伊八合
梓、三都売弘書林京都寺町通松原下ル勝村治右衛
門・大坂心斎橋筋唐物町河内屋太助・同心斎橋筋安
堂寺町秋田屋太右衛門・江戸両国吉川町山田佐
助・同神田鍛冶町二町目　北島順四郎・同浅草新寺町
和泉屋庄次郎・同芝神明前岡田屋嘉七・同日本橋通
二町目　山城屋佐兵衛・同横山町三丁目　和泉屋金右
衛門・同今川橋本銀町永楽屋東四郎・同目本橋通二
町目　小林新兵衛・同神田通新石町須原屋源助・同
日本橋通四町目　須原屋佐助。
印記＝青山・三井文庫。

備考：三井ラベル「G910・1」

Y1336－006　　　　　　　　　　江戸・名所案内

江戸方角愚注抄

天保14（1843）

178×120ミリ1巻1冊32丁整版
題簸：原・江戸方角愚注抄全表紙：後・孤色・無地
構成：序（金水道人）

印記：長立蔵書・ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：後ろ表紙見返しに三井ラベル「C211・新」、昭和6

年11月18日寄託。

Y1336－007　　　　　　　　　　江戸・名所案内
［江戸名所独案内］

弘化2（序）（1845）

176×121ミリ4巻4冊（1冊に合綴）30丁整版
題簸：剥離表紙：後・秘色・無地

3，地　誌　3．地誌136．東京都／　〔211〕

構成＝序1（弘化二年冬目北峰）、江戸名所八景之図

ロノ1～ロノ5、本文1／1～6、2／1～6、3／1～6、4
／1～6
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：帯図本。見返しに「御部屋御鶴印」（墨書）。後ろ

表紙見返しに三井ラベル「C211・新・72A」、昭和5年

Y1336－008　　　　　　　　　江戸案内’、。ンフレット

［金のわらじ　初編］

弘化3（序）（1846）

187×128ミリ1巻1冊13丁整版
題籏：後・金のわらじ初編（墨書）表紙：後・灰緑色：

卍繋ぎ型押し

構成：序1（弘化丙午の春板元横山町一丁目出雲
寺萬次郎・馬喰町二丁目　森屋次郎兵衛）、本文12、
金のわらじ板元森屋広告（後ろ表紙見返し）

刊記：作者松亭金水・画工歌川国直。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙裏にr仙台元寺小路加□屋宮繕方」など
（墨書）、後ろ表紙に「高近（花押）」（墨書）。昭和9年

12月26目寄託、三井ラベル「C211・新・157」

Y1336－009　　　　　　　　　　　江戸・名所記
［絵本江戸土産］

嘉永3カ（1850）

180×121ミリ1巻1冊22丁整版
題籏：後・給本江戸土産廣重（墨書）表紙：後・黒色＝

卍繋ぎ型押し
備考：色刷り。三井ラベル「C211・201」

Y1336－010　　　　　　　　　　江戸・名所案内

［江都近郊名勝一覧］

安政5（再版）（1858）

109×154ミリ1巻1冊82丁整版
題簸：原・絵本江戸免ぐり完表紙：原・藍色・無地
構成：序1（弘化三丙午季夏目金水道人）、凡例2、目

録1、口絵3、本文75
刊記＝弘化四丁未季春刻成、安政五戊午孟春再版、撰

者松亭金水・画工一立斎広重、東都書緯南伝馬
町三丁目　三河屋善兵衛板。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：9丁の後に「九ノ下」がある。前表紙に「絵本江戸

免ぐり」（下ヶ札）と後ろ表紙見返しに三井ラベル「C211・

新・58」、昭和7年9月29日寄託

Y1336－011－01　　　　　　　　　江戸・名所案内

江戸方角名所杖初編

慶応2（1866）

179×118ミリ2編2冊21丁整版
題簸：原・江戸方角名所杖初編全表紙：後・秘色
構成1序（又玄斉南可）

刊記：東都書林岡田屋嘉七・和泉屋市兵衛・山城屋
佐兵衛・山城屋政吉・須原屋茂兵衛・出雲寺万次郎・和

泉屋金右衛門・須原屋伊ノい英文蔵・森屋次兵衛・山口

屋藤兵衛、中橋東中通下槙町大和屋喜兵衛板。
印記：三井家編纂室蔵書・三井文庫。

備考：大正1年10月26目購求、後ろ表紙見返しに三



〔212〕 3．地誌

井ラベル「C211・97」

Y1336－011－02　　　　　　　　　江戸・名所案内

江戸方角名所杖　2編

慶応2（1866）

179×117ミリ19丁整版
題籏：原・江戸方角名所杖二編全表紙1後・秘色
構成：賊（又玄斉）

刊記：慶応二丙寅夏新錨江戸中橋東中通下槙町書
林大和屋喜兵衛発莞、東都書林岡田屋嘉七・和泉屋
市兵衛・山城屋佐兵衛・山城屋政吉・須原屋茂兵衛・出

雲寺万次郎・和泉屋金右衛門・須原屋伊八・英文蔵・森

屋次兵衛・山口屋権兵衛、中通東中通下槙町大和屋

喜兵衛板。

印記1三井家編纂室蔵書・三井文庫。
備考＝大正1年10月26日購求、三井ラベルrC211・
97」

Y1336．012　　　　　　　　　　　　　教科書

童蒙東京往来

明治6（1873）

226×153ミリ1巻1冊31丁整版
題簸：原・童蒙東京往来全表紙＝原・紺色：布目地

型押し

構成：序1、図1、本文29
刊記：福地先生閲・小川監著・東京書雛合梓（封面）、

紀元二千五百三十三年明治六年第一月岩本三二・
鈴木勘治・小林喜右衛門合梓、東京・大坂売広め15。

印記：三井文庫・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和8年10月11目寄託、三井ラベル「C211・
新・50」

Y1336－013－01　　　　　　　　　　名所図会

続東京名勝画詞　上
（1890年）

262×180ミリ2巻2冊38丁整版
題籏＝原・増山守正編輯績東京名勝壼詞上巻表
紙：原・黄色・つや出し・卍繋ぎ

構成：題字1、序3（明治二十三年庚寅仲夏東京枕山大

沼厚・明治二十三年五月丹波丹蓉増山守正）、例言1、

目録1、本文1～32
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しに三井ラベル「C211・新・37」

Y1336－013－02

続東京名勝画詞　下

明治23（1890）

264×180ミリ42丁整版
題簸二原・増山守正編輯績東京名勝叢詞下巻表
紙：原・黄色・つや出し・卍繋ぎ

刊記：明治廿三年八月十目印刷同年同月十五目出
版、編輯者京都府士族東京市神田区駿河台鈴木町
十六番地寄留増山守正、発行兼印刷者右同族・同
番地寄留増山持正、彫刻山口武勝、発売書璋東
京市日本橋区通旅籠町小林八郎・同京橋区南伝馬
町　目黒十郎支店・同同区同町辻本九兵衛・京都三
条通寺町東石橋町福井源次郎・大坂市南区心斎橋

南松村九兵衛・京都三条通り西入ル杉本甚助・横浜
市尾上町三丁目　田沼書店・神戸市相生橋東詰熊谷
幸助・長崎市引地町鶴野書店・札幌市南一条西試丁

目前野長発。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：定価金60銭。後ろ表紙見返しに三井ラベル
「C211・新・37」

Y2336－001　　　　　　　　　　　　　名所記

東京児読

明治11（1878）

121×86ミリー枚物1丁銅版
題簸：原・伊藤東太郎編輯東京児讃表紙：原・黄色：

卍繋ぎ型押し
刊記1明治十一年第十一月廿九目御届、編輯出版人
目本橋区浪花町13番地伊藤東太郎井鏑。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：折本。定価5銭5厘。緑色で印字（劣化に注意）。

昭和6年7月13目寄託、三井ラベル「C211・新・115」

Y2336－002　　　　　　　　　　　　案内記

東京独案内一覧表

明治13（1880）

372×505ミリー枚物1丁銅版
題籏：原・野田茂政編輯、東京猫案内表、一柳堂発免

表紙＝後

刊記：明治十三年四月九目出版御届、同月廿日刻成、

編輯兼出版人一柳堂東京府平民野田茂政（下谷区坂

本町2丁目8番地）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和7年、三井ラベル「C211・新・□□」（史料館

ラベルを上に貼付）

Y2336－003　　　　　　　　　　　　　案内記

改正東京案内

明治14（1881）

111×149ミリ1巻1冊75丁銅版
題簸：原・改正東京案内児玉永成編輯全表紙：原・
黄色＝卍繋ぎ型押し
構成：題字（竹葉軒）・凡例1、目録2、本文71、錦栄堂

蔵書目1
刊記：明治十四年三月七目版権免許、増補人高知県
士族児玉永成（芝区芝井町6番地寄留）、出版東京府
平民大倉孫兵衛（目本橋区通1丁目18番地）、東京発
売書林須原屋茂兵衛ほか65、東京発免錦双紙店大倉

四郎兵衛ほか13。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和6年1月22目、三井ラベル「C211・新・113」

Y2336－004　　　　　　　　　　　　　案内記

掌中東京名所図絵

明治14（1881）

55×127ミリ1巻1冊62丁銅版
題籏：原・谷荘太郎著、掌中東京名所圖給表紙：原・

黄色：布目型押し
構成：東京全図1、口絵・凡例1、本文59、刊記1
刊記：明治十四年四月版権免許・出版、著述人東京府



平民谷荘太郎（神田区皆川町5番地）、出版人京都府
平民加藤正七（目本橋区檜物町4番地寄留）、発免人
山中市兵衛・山中孝之助・山中北郎・石川治兵衛・江嶋

喜兵衛、東京発売書雛北畠茂兵衛ほか63。
印記：富田・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：袋共。定価金25銭。三井ラベル「C211・新・126」、

袋に昭和8年7月17目寄託。

Y2336－005（1）　　　　　　　　　　　　案内記

［改正再版東京府地誌略　上］

（1881年）

179×123ミリ2巻2冊（1冊に合綴）22丁銅版
題簸1後・改正再版東京府地誌略（墨書）表紙：原・藍
色無地
構成：目次1、武蔵国全図1、本文10
刊記：学務課編纂（封面）。。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：封筒に入る。

Y2336－005（2）　　　　　　　　　　　案内記

［改正再版東京府地誌略　下］

明治14（1881）

11丁銅版
構成：東京全図1、本文10

刊記：明治十三年十一月廿五目分版御届、同十四年
四月出版、分版人東京京橋区桶町7番地中村熊次郎、

発売人下谷区上野元黒門町7番地海野館夫・下谷仲
町21番地中村支店。
備考：昭和7年10月3目寄託、三井ラベルrC211・新・
47」

Y2336－006　　　　　　　　　　　　　名所記

改正東京名所案内

明治23（1890）

80×180ミリ1巻1冊28丁銅板
題簸：原・永島春曉編改正東京名所案内全表紙：
原・柿色＝卍繋ぎ型押し

構成：全図1、序（隅の家主人）・目録1、本文26

刊記：明治廿三年二月十七目印刷・出版、印刷兼発行

者地本錦絵團扇問屋東京市神田区鍛冶町5番地清水
屋長谷川常治郎。

印記1ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和7年11月29目寄託、三井ラベル「C211・
新・117」

Y2336－007

東京名所図絵

明治23（1890）

147×96ミリ1巻1冊27丁銅版
題籏：原・東京名所圖給（打付け）

構成：略図・里程1、本文50p、広告・刊記1

案内記

刊記：明治二十三年二月二十四目印刷、同月二十五
日出版、発行者東京京橋区中橋和泉町4番地木田吉
太郎、印刷者目本橋区浜町2丁目11番地合田嘉吉、
発売所京橋区中橋和泉町4番地東雲堂、売捌所名古
屋市本町通6丁目東雲堂本店。
印記1太田・ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

3，地　誌　3．地誌136．東京都／　〔213〕

備考：後ろ表紙に「山本」（墨書）。三井ラベル「C211・

新・124」、昭和7年

Y2336－008　　　　　　　　　　　　　案内記

東京名勝独案内

明治23（1890）

117×118ミリ1巻1冊26丁銅板
題籏：原・東京名勝猫案内全表紙：原・黄色：布目地
に網目型押し

構成：序1（明治廿三亥の春編者）、本文25

刊記：明治廿三年三月印刷・出版、印刷兼発行者深川
屋尾関トヨ（目本橋区若松町15番地）、豊栄堂蔵（封
面）、売捌本石町上田屋・馬喰町2山口屋、三好町大
川屋・横山町辻文・通4丁目金桜堂・小伝馬町近園・両
国大平・馬喰町4木宗・同2萬屋・茅町松成堂。
印記1酒（Oに「い」）熊本市通町四ツ角伊倉屋・ウサギ・

しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価金25銭。後ろ表紙に「明治二拾五壬辰年八
月十日通町伊倉屋本宅」（墨書）。昭和7年7月23目
寄託、三井ラベル「C211・新・118」

Y2336－009－01　　　　　　　　　　　　名所記

東京名所鑑上
明治25（1892）

180×128ミリ3巻3冊98丁銅板
題籏：原・東京名所鑑上表紙：原・白色：銀砂子散ら
し地に卍繋ぎ型押し

構成1序1（明治廿五年六月福羽美静）識2（佐々木信
綱）凡例2（雪廼舎相澤血）目次12、本文81

刊記：佐々木弘綱閲・相澤北著、発行書璋東崖堂（封
面）。

印記＝三井文庫。

備考：三井ラベル「C211・130」

Y2336－009－02　　　　　　　　　　　　名所記

東京名所鑑中
（1892年）

181×128ミリ99丁銅板
題籏：原・東京名所鑑中表紙：原・白色：銀砂子散ら
し地に卍繋ぎ型押し
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「C211・130」

Y2336－009－03　　　　　　　　　　　　名所記

東京名所鑑下
明治25（1892）

181×128ミリ88丁銅板
題籏：原・東京名所鑑下表紙：原・白色：銀砂子散ら
し地に卍繋ぎ型押し

刊記1明治廿五年九月印刷・出版、著者相澤血（北豊

島郡板橋町2667番地）、発行兼印刷者富田彦次郎
（京橋区桶町1番地）、書雛東崖堂。
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「C211・130」



題簸：後・相山豆海温泉名勝志草稿上表紙：後・薄
茶色：瓢箪型押し

構成：凡例1（文化紀元甲子藤原縣麻呂）、本文33
印記：只誠蔵・宗辰所集・三井家3。

備考1草稿。付箋多数。1丁目丁間に付箋2枚あり。序
の後にr弘化の今に至候て…」とある。前表紙にrホニ
百七十九」（貼紙）と「ホ印二百七十九ノ三冊」、メモ
「C238」

XO337－002－02　　　　　　　　　　　　相模
［箱根熱海温泉名勝図会　中］

（1844年）

279×201ミリ30丁写本
題籏＝後・相山豆海温泉名勝志草稿中表紙：後・薄
茶色：瓢箪型押し

印記：只誠蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋多数。

XO337－002－03（1）　　　　　　　　　　　相模

［箱根熱海温泉名勝図会　下］

（1844年）

279×202ミリ9丁写本
題簸：後・相山豆海温泉名勝志草稿下表紙：後・薄
茶色：瓢箪型押し

構成：本文9、付録6
印記：只誠蔵・宗辰所集・三井家3。

備考＝草稿。付箋多数。

相模XO337－002－03（2）

［箱根熱海温泉名勝図会　付録］

（1844年）

6丁写本
備考：草稿。

XO337－003　　　　　　　　　　　相模・案内記

箱根七湯温泉図会
弓ムイヒ4（1847）

251×167ミリ1巻1冊19丁写本
題籏：原・箱根七湯温泉圖彙完（墨書）表紙：原・薄

茶無地
構成：序1（文弥主人）・自序2（弄花山人）、本文16

刊記1弘化四丁未歳、小梅邑板元風酔堂円助・小舩町
弐丁目村上喜右衛門・下谷廣徳寺前和泉屋庄次郎。
印記：多計廼舎所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「四百（カ）」（以下破れ）

相模・案内記
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文久2（序）（1862）

225×154ミリ1巻1冊47丁整版
題籏：原・珍事五ヶ国横濱はなし表紙：原・横刷毛目

構成：序1（文久二戌とし葉月吉辰松伯）、図2、本文

44
刊記：元町四丁目横丁とりつき杵屋米八、但前田橋ト西
の橋ノ間。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

3．地誌〔214〕

3，地誌137．神奈川県1

×0337－001－01　　　　　　　　　　　　　武蔵

神奈川砂子　1
（1837年）

279×194ミリ5巻5冊25丁写本
題簸：原・神奈川砂子一表紙：後・生成
構成：遊紙2、序3（文政7年8月飯田徐風、煙管亭喜
荘記）、凡例2（煙管亭）、本文17、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3・三井文庫。

備考：表紙ほかの裏打ちに反古文書・板本を使用。

XO337－001－02　　　　　　　　　　　　　武蔵

神奈川砂子　2
（1837年）

280×195ミリ20丁写本
題簸：原・神奈川砂子二表紙：後・生成
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：表紙ほかの裏打ちに反古文書・板本を使用。

XO337－001－03　　　　　　　　　　　　　武蔵

神奈川砂子　3
（1837年）

280×194ミリ30丁写本
題籏：原・神奈川砂子三表紙：後・生成

構成：遊紙1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：表紙ほかの裏打ちに反古文書・板本を使用。

XO337－001－04　　　　　　　　　　　　　武蔵

神奈川砂子　4
（1837年）

281×195ミリ15丁写本
題籏：原・神奈川砂子四表紙：後・生成

構成＝遊紙1、本文14
印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝表紙ほかの裏打ちに反古文書・板本を使用。

XO337－001－05　　　　　　　　　　　　相模

神奈川砂子　5
天保8（写）（1837）

280×194ミリ22丁写本
題籏＝原・神奈川砂子五表紙：後・生成
構成：遊紙1、本文21
刊記：金騨仲ノ街住煙管亭喜荘書、文政七甲申穐八月

出成、今天保八丁酉年八月借需写之、此冊予敢非為
徴、唯幼童慰弄是、為成一巽、又徒然之折者為無益眠
寝、不厭墨紙、走禿筆写而巳、作者茂又威心哉、重緒
述。

印記：宗辰所集・三井家3・三井文庫。

備考：表紙ほかの裏打ちに反古文書・板本を使用。

XO337－002－01　　　　　　　　　　　　相模
［箱根熱海温泉名勝図会　上］

弘化年間（1844）

279×200ミリ4巻4冊（3冊に合綴）34丁写本



〔215〕地誌3．地誌／37．神奈川県13

石忠一叔貫参補。

印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－03　　　　　　　　　　　　相模
新編鎌倉志　2上
（1685年）

271×177ミリ42丁整版
題簸：原・新編鎌倉志二之上表紙：後・小豆色：無地

構成：目録3、本文1～39
印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－04　　　　　　　　　　　　相模
新編鎌倉志　2下
（1685年）

271×176ミリ48丁整版
題簸：原・新編鎌倉志二之下表紙：後・小豆色：無地

構成：本文40～87
印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－05　　　　　　　　　　　　相模
新編鎌倉志　3上
（1685年）

271×177ミリ47丁整版
題簸：原・新編鎌倉志三之上表紙：後・小豆色：無地

構成：目録2、本文1～45
印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－06　　　　　　　　　　　　相模
新編鎌倉志　3下
（1685年）

272×176ミリ47丁整版
題籏＝原・新編鎌倉志三之下表紙：後・小豆色：無地

構成＝本文46～92
印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－07　　　　　　　　　　　　　相模

新編鎌倉志　4
（1685年）

271×178ミリ46丁整版
題籏：原・新編鎌倉志四表紙：後・小豆色：無地
構成：目録2、本文44
印記：本居蔵書・本居文庫。

備考：酸性紙の鉄に入る。

Y1337－001－08　　　　　　　　　　　　相模

新編鎌倉志　5
（1685年）

270×177ミリ26丁整版
題簸：原・新編鎌倉志五表紙：後・小豆色：無地
構成：目録2、本文24
印記：本居蔵書・本居文庫。

相模
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備考：巌松堂書店のラベルあり。昭和5年12月6目
三井ラベル「C212・新・31」、昭和5年12月6目

相模・紀行XO337－005－01

浦賀見聞誌　乾

268×185ミリ2巻2冊28丁写本
題簸：原・浦賀見聞誌乾表紙：原・横刷毛目
印記：大橋・笛償・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホO（朱）二百廿六／弐冊」（下ヶ札）お

よび「ホニ百廿六」と思われるが貼紙。

相模・紀行XO337－005－02

浦賀見聞誌　坤

267×184ミリ　22丁写本
題籏：原・浦賀見聞誌坤表紙：原・横刷毛目
刊記：年夏友人相馬氏用事有て相州より上総へ旅行の
折柄武相及ひ房総の海浜を巡り覧して当時水船妨禦の
守衛厳しきを一覧し且大江戸余光を以て近郷に至る
迄の警□となるを色々見る処の端々を記し壱冊になし
筥中に納め忘レそなへしを借得てひそかに書記ス狸二
他見を不許もの也。

印記＝大橋・笛償・宗辰所集・三井家3。

XO337－006　　　　　　　　　　　　　相模・紀行

観音崎記

269×185ミリ1巻1冊51丁写本
題簸：原・観音嵜記全（打付）表紙：原・横刷毛目

構成：本文50、遊紙1

印記1紫水館林田氏図書記・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙見返しに「大師河原」（下ヶ札）。前表紙に

「ホ四百六十九」（貼紙）と「丸（朱）ホ印四百六十九壱
冊」（下ヶ札）。

Y1337－001－01　　　　　　　　　　　　相模
［新編鎌倉志　首］

貞享2（1685）

271×177ミリ9巻9冊（12冊に分冊）41丁整版
題簸：原・新編鎌倉志序総目全二冊表紙：後・小豆
色：無地

構成：序13（貞享乙丑穀雨之月崔山野節、甲子小春
野・大明東皐心越濤、貞享甲子力石忠一）凡例3、引用

書目7、総目16、巻1目録2
刊記：洛陽書騨柳枝軒蔵版（封面）。

印記：本居蔵書・本居文庫。

備考：酸性紙の帳に入る

Y1337－001－02　　　　　　　　　　　　相模

新編鎌倉志　1
（1685年）

271×177ミリ36丁整版
題簸：原・新編鎌倉志一表紙：後・小豆色＝無地

構成：本文36
刊記：河井恒久友水父編述・村松清之伯胤父考訂・カ



Y2337－001　　　　　　　　　　　　　案内記

箱根温泉誌

明治20（1887）

122×88ミリ1巻1冊54丁銅版
題簸：原・清水市次郎編輯箱根温泉誌全表紙：原・
灰色：格子縞

構成：七湯図2、105P
刊記：明治二十年八月四目版権免許、同年九月発免、

編輯人東京府平民清水市次郎（京橋区加賀町11番
地）、出版人同辻本九兵衛（同区南伝馬町1町目10番
地）、売捌所伊勢屋治郎兵衛（相州小田原緑町1丁目）

石寿堂本多復吉。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年7月28目寄託、三井ラベル「C212・新・

24」

3．地誌／38．伊豆七島・豆南小笠原島1

×0338－001－01　　　　　　　　　　伊豆・村明細

伊豆諸島記　上

安永3（1774）

264×185ミリ3巻3冊36丁写本
題簸：原・伊豆諸嶋記上表紙：原・水色：卍繋ぎ型押

し

刊記：右者私御代官所伊豆国付島》様子概書書面之
通御座候以上、安永三午年三月江川太郎左衛門。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C211・新14」

XO338－001－02　　　　　　　　　　伊豆・村明細

伊豆諸島記　中
（1774年）

265×185ミリ27丁写本
題簸二原・伊豆諸嶋記中表紙：原・水色：卍繋ぎ型押

し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C211・新14」

XO338－001－03　　　　　　　　　　伊豆・村明細

伊豆諸島記　下
（1774年）

265×185ミリ31丁写本
題簸：原・伊豆諸嶋記下表紙：原・水色：卍繋ぎ型押

し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C211・新14」

XO338－002－01　　　　　　　　　　　　　伊豆

伊豆海島記　1
寛政3（序）（1791）

276×189ミリ3巻3冊72丁写本
題籏：原・伊豆海島記壱（打付）表紙1原・布目地格

子刷毛目
構成：遊紙1、本文71
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「O（朱）ホ印百五十九／三冊」（下ヶ札」。

〔216〕3．地誌

270×177ミリ38丁整版
題簸：原・新編鎌倉志六表紙1後・小豆色：無地

構成：目録2、本文36
印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－10　　　　　　　　　　　　相模

新編鎌倉志　7上
（1685年）

270×177ミリ27丁整版
題簸：原・新編鎌倉志七之上表紙：後・小豆色：無地

構成：目録3、本文1～24
印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－11　　　　　　　　　　　　相模

新編鎌倉志　7下
（1685年）

270×177ミリ33丁整版
題簸：原・新編鎌倉志七之下表紙：後・小豆色：無地

構成：本文25～57
印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－001－12　　　　　　　　　　　　相模

新編鎌倉志　8
貞享2（賊）（1685）

270×177ミリ36丁整版
題籏：原・新編鎌倉志八表紙：後・小豆色1無地
構成二目録2、本文32、賊2（貞享二年歳次乙丑八月吉

旦・柳枝軒茨木方淑識）

印記：本居蔵書・本居文庫。

Y1337－002　　　　　　　　　　　　名所案内

江の島・金沢　鎌倉名所記

明治6（1873）

217×145ミリ1巻1冊7丁整版
題簸：原・江の嶋金澤鎌倉名所記全（打付）表
紙：原・生成

刊記：明治六年発行鎌倉住戸川蔵版。
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：仮綴じ。パンフレット。

記：明治二十年七月六日御届、同年同月出版、著作

出版人神奈川県士族佐藤忠蔵（武蔵久良岐郡三分
1661番地）、発免人北畠茂兵衛（東京目本橋区通1
目15番地）・吉川伊兵衛（神奈川県下横浜区弁天通
丁目）・東屋安右衛門（同県下金沢）・千代本茂左衛

（同県下金沢）。

記：宗辰所集・三井家3。

考：定価金18銭。前表紙に下ヶ札の跡あり



　　　　　3，地誌3．地誌／40．北陸地方！〔217

×0338－004－02

八丈奇談　　地

274×197ミリ43丁写本
題籏：原・八丈奇談地（打付）表紙：原・山鳩色：無地

構成：遊紙1、本文42
印記：赤季奄図書印。

XO338－004－03

八丈奇談人

274×197ミリ67丁写本
題簸：原・八丈奇談人（打付）表紙：原・山鳩色：無地

構成：遊紙1、本文65、遊紙1
印記：赤季巷図書印。

Y1338－001－01　　　　　　　　　　　伊豆・紀行

伊豆日記　乾
文政4（序）（1821）

262×191ミリ1巻1冊（2冊に分冊）48丁整版
題簸：原・文化七年旅行伊豆日記乾表紙：後・水
色：布目地型押し

構成：序6（文政四年辛巳冬十二月綾瀬亀田長・大石
千引・六樹園主人石川雅望）・本文42
印記：中井氏珍蔵・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ九十壱」（貼紙）と「ホロ九□」（破損、

下ケ札）。

Y1338－001－02　　　　　　　　　　　伊豆・紀行

伊豆日記　坤
文政4（践）（1821）

263×191ミリ48丁整版
題籏：原・文化七年旅行伊豆日記坤表紙：後・水
色：布目地型押し

構成：本文47、賊1（文政辛巳季冬大簡野田宜冨）
刊記二こハ文化七年のとしかのとのひつじ時雨月十目あ

まり六日つけな散有たる冨秋園あるし海若子創厭師
鈴木栄次郎。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1338－002　　　　　　　　　　　伊豆・巡見使

南汎録　土

天保10（1839）

228×151ミリ1巻1冊34丁整版
題簸：原・南汎録土表紙：原・薄茶色無地

構成：序4（天保己亥清明後三目鎮西藤直與・天保己
亥歳清明後一日益城松崎復）、本文29、践1
刊記：蓬翁用九（巻頭）、可也簡堂（柱刻）。

印記1三井文庫。

備考：後ろ表紙にr雑書十六番」（下ケ札）。

3．地誌ノ40．北陸地方1

×0340－001－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　1］
寛政11（序）（1799）

三井ラベル「C211・新・13」、「同番號三冊之内一」（朱
書）。一名「南方海島志」。

XO338－002－02　　　　　　　　　　　　　伊豆

伊豆海島記　2
（1791年）

276×189ミリ42丁写本
題簸：原・伊豆海島記弐（打付）表紙：原・布目地格
子刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1三井ラベルrC211・新・13」、r同番號三冊之内
二」（朱書）

XO338－002－03　　　　　　　　　　　　　伊豆

伊豆海島記　3
（1791年）

276×189ミリ43丁写本
題簸＝原・伊豆海島記三（打付）表紙：原・布目地格
子刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベルrC211・新・13」、r同番號三冊之内
三」（朱書）

XO338－003（1）　　　　　　　　　　　　　伊豆

南方海島志　上
寛政3（序）（1791）

273×197ミリ3巻3冊（1冊に合綴）102丁写本
題籏：原・南方海島志上中下表紙1原・横縞
構成：序1（寛政辛亥歳冬11月豆州冨南秋山章）、目
録1

印記＝菅谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「海島志」（墨書）。前表紙に「O（朱）ホ

印四百七十八／壱冊」（下ヶ札）。三井ラベルrC211・新・
9」。

伊豆XO338－003（2）

南方海島志　中

（1791年）

写本

伊豆XO338－003（3）

南方海島志　下
（1791年）

写本
構成＝本文99、蹟1（甲州武田善政

XO338－004－01

八丈奇談　　天

274×198ミリ3巻3冊66丁写本
題籏：原・八丈奇談天（打付）表紙1原・山鳩色：無地
構成：遊紙1、本文65
印記：赤季蕃図書印。

備考：後ろ表紙見返しに「□（朱）第十四番三冊（朱
印）」。



XO340－001－08　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　2］
（1799年）

265×187ミリ42丁写本
題簸：後・加越能三州志廿五表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文41
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－09　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　3］

（1799年）

265×187ミリ37丁写本
題簸：後・加越能三州志廿六表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文36
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－10　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　4］

（1799年）

265×186ミリ50丁写本
題簸：後・加越能三州志廿七表紙：後・横刷毛目
構成：目録1、本文48、賊1（平の景周）

印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－002－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　1］
寛政11（序）（1799）

265×180ミリ6巻6冊48丁写本
題籏：原・三州志来因概覧一（打付）表紙：原・薄茶
色：無地

構成：自叙3（寛政己未春三月初五目・富田景周）、目

次1、本文44
刊記：加賀州金沢富田景周編輯（巻頭）。

印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－002－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　2］

（1799年）

265×180ミリ38丁写本
題簸：原・三州志来因概覧二表紙：原・薄茶色：無地
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－002－03　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　3］
（1799年）

265×180ミリ38丁写本
題簸：原・三州志来因概覧三表紙：原・薄茶色：無地
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－002－04　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　4］

（1799年）
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265×187ミリ10巻10冊43丁写本
題簸：後・加越能三州志十八表紙：後・横刷毛目
構成：自叙3（寛政己未春三月初五目富田景周）、目録

1、本文39
印記＝金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　2］
（ユ799年）

266×187ミリ37丁写本
題籏：後・加越能三州志十九表紙1後・横刷毛目
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　3］
（1799年）

266×187ミリ31丁写本
題籏：後・加越能三州志廿表紙：後・横刷毛目
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－04　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　4］

（1799年）

266×187ミリ23丁写本
題簸二後・加越能三州志廿一表紙：後・横刷毛目
印記1金澤學校・宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－05　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　5］

（1799年）

265×187ミリ29丁写本
題籏：後・加越能三州志廿二表紙：後・横刷毛目
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－06　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　6］

（1799年）

265×187ミリ34丁写本
題籏：後・加越能三州志廿三表紙：後・横刷毛目
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－001－07　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　1］

（1799年）

265×187ミリ37丁写本
題簸：後・加越能三州志廿四表紙：後・横刷毛目

構成1目録1、本文36
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。
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XO340－003－05　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故嘘考　5］

（1801年）

264×186ミリ32丁写本
題簸：後・加越能三州志三十二表紙＝後・横刷毛目
構成：目録2、本文30
印記＝金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－004－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故壇考　1］

寛政13（序）（1801）

265×180ミリ6巻6冊44丁写本
題簸：原・三州志故壇考一表紙：原・薄茶色：無地
構成：叙3（富田景周撰、寛政十三年春二月望）、目録

2、本文39
刊記：加賀州金沢富田景周編輯（巻頭）。

印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－004－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故壇考　2］

（1801年）

265×180ミリ31丁写本
題簸1原・三州志故壇考二表紙：原・薄茶色：無地
構成：目録2、本文29
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－004－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故嘘考　3］

（1801年）

265×180ミリ29丁写本
題籏：原・三州志故壌考三表紙：原・薄茶色：無地
構成：目録2、本文27

印記1田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－004－04　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故嘘考　4］

（1801年）

265×180ミリ36丁写本
題簸：原・三州志故塊考四表紙：原・薄茶色：無地
構成：目録2、本文34
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－004－05　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故壇考　5］

（1801年）

265×180ミリ31丁写本
題簸：原・三州志故壇考五表紙：原・薄茶色：無地
構成：目録2、本文29
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

越中・能登・加賀XO340－004－06

［越登賀三州志　故壇考　6］

（1801年）

265×180ミリ14丁写本

265×180ミリ25丁写本
題簸：原・三州志来因概覧四表紙：原・薄茶色：無地
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－002－05　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　5］
（1799年）

265×181ミリ34丁写本
題籏：原・三州志来因概覧五表紙：原・薄茶色：無地
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－002－06　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧　6］
（1799年）

265×181ミリ37丁写本
題籏：原・三州志来因概覧六表紙：原・薄茶色：無地
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：松雲公収集書

XO340－003－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故壇考　1］

寛政13（序）（1801）

264×187ミリ5巻5冊43丁写本
題簸：後・加越能三州志廿八表紙：後・横刷毛目
構成：国字叙3（富田景周・寛政十三年春二月望）、目
録2、本文38
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・問紙あり、罫紙使用。

XO340－003－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故壇考　2］

（1801年）

264×186ミリ31丁写本
題簸：後・加越能三州志廿九表紙：後・横刷毛目
構成：目録2、本文29

印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考1草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－003－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故嘘考　3］

（1801年）

264×186ミリ27丁写本
題簸：後・加越能三州志三十表紙：後・横刷毛目
構成：目録2、本文25
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。

XO340－003－04　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　故壇考　4］

（1801年）

264×186ミリ31丁写本
題簸1後・加越能三州志三十一表紙：後・横刷毛目
構成：目録2、本文29
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書・間紙あり、罫紙使用。



題籏：後・加越能三州志六表紙：後・横刷毛目

構成1目録1、本文35
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－07　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　7］

（1805年）

266×189ミリ36丁写本
題簸：後・加越能三州志七表紙：後・横刷毛目

構成1目録1、本文35
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340．005－08　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　8］

（1805年）

266×189ミリ38丁写本
題籏：後・加越能三州志八表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文37
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－09　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　9］

（1805年）

267×189ミリ29丁写本
題簸：後・加越能三州志九表紙：後・横刷毛目

構成＝目録1、本文28
印記＝金澤學校・宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙ありざ

XO340－005－10　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　10］

（1805年）

266×188ミリ41丁写本
題簸：後・加越能三州志十表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文40
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340．005－11　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　11］

（1805年）

266×188ミリ25丁写本
題籏：後・加越能三州志十一表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文24
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考1草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－12　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　12］

（1805年）

266×188ミリ51丁写本
題簸：後・加越能三州志十二表紙：後・横刷毛目

構成＝目録1、本文50

〔220〕3．地誌

題籏：原・三州志故塊考六表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録1、本文13
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－005－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　1］

文化2（1805）

265×190ミリ17巻17冊34丁写本
題簸：後・加越能三州志一表紙：後・横刷毛目
構成：自叙9（寛政十年春三月三目・加賀國臣富田景
周）、疏2（文化二年二月十五日景周）凡例6（寛政甲寅

四月五目、景周再識）、巻1目録1、本文16
刊記：加賀州金澤富田景周編輯。
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　2］

（1805年）

265×190ミリ39丁写本
題籏：後・加越能三州志二表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文38
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　3］

（1805年）

265×189ミリ27丁写本
題籏：後・加越能三州志三表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文26
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－04　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　4］

（1805年）

266×190ミリF29丁写本
題籏、後・加越能三州志四表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文28
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－05　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　5］

（1805年）

266×190ミリ35丁写本
題籏：後・加越能三州志五表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文34
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

越中・能登・加賀XO340－005－06

［越登賀三州志　余考　6］

（1805年）

266×190ミリ36丁写本



〔221〕地　誌　3．地誌140．北陸地方13

（文化二年春二月十五目景周）、凡例7、巻1目録1、

本文18
刊記：加賀州金沢富田景周編輯（巻頭）。

印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

備考＝前表紙にrホニ百廿八」（貼紙）とrホニ百廿八／三

十七巻」（下ヶ札）

XO340－006－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　2］

（1805年）

265×180ミリ43丁写本
題簸：原・三州志鍵嚢鯨考二表紙1原・薄茶色1無地
構成：目録1、本文42
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　3］

（1805年）

265×180ミリ31丁写本
題簸：原・三州志礎嚢鯨考三表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録1、本文30
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－04　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　4］

（1805年）

265×181ミリ36丁写本
題簸：原・三州志縫嚢鯨考四表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録1、本文35
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－05　　　　　　　　趣中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　5］

（1805年）

265×181ミリ39丁写本
題籏：原・三州志腱嚢鯨考五表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録1、本文38
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－06　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　6］
（1805年）

265×181ミリ48丁写本
題簸：原・三州志機嚢鯨考六表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録1、本文47
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－07　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　7］
（1805年）

265×181ミリ41丁写本
題簸：原・三州志腱嚢鯨考七表紙＝原・薄茶色1無地

構成：目録1、本文40
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－13　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　13］

（1805年）

265×188ミリ56丁写本
題簸：後・加越能三州志十三表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文55
印記＝金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり、罫紙使用。

XO340－005－14　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　14］

（1805年）

266×188ミリ35丁写本
題簸：後・加越能三州志十四表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文34
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考＝草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－15　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　15】

（1805年）

266×188ミリ31丁写本
題簸：後・加越能三州志十五表紙1後・横刷毛目

構成：目録1、本文30
印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－16　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　16］

（1805年）

267×188ミリ48丁写本
題簸：後・加越能三州志十六表紙：後・横刷毛目

構成：目録1、本文47
印記＝金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、合紙あり。

XO340－005－17　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　17］

（1805年）

266×188ミリ50丁写本
題籏：後・加越能三州志十七表紙＝後・横刷毛目
構成＝目録3、本文46、賊1（寛政八年五月望・小子景
燥〉

印記：金澤學校・宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。付箋・朱書多数、問紙あり。

XO340－006－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　1］

文化2（1805）

265×180ミリ17巻17冊38丁写本
題簸：原・三州志腱嚢餓考一表紙：原・薄茶色：無地

構成：自叙10（寛政十年春三月二目、朝散大夫従五位
下加賀国臣越後守平重政九世孫富田景周撰）、疏2



簸：原・三州志鍵嚢鯨考十四表紙：原・薄茶色：無

成：目録1、本文41
記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

題
地
構
印

XO340－006－15　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　15］
（1805年）

265×181ミリ37丁写本
題簸：原・三州志縫嚢鯨考十五表紙：原・薄茶色：無

地

構成：目録1、本文36
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－16　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　16］

（1805年）

265×181ミリ58丁写本
題簸：原・三州志腱嚢鯨考十六表紙：原・薄茶色：無
地

構成1目録1、本文57
印記＝田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－17　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　17］

（1805年）

265×181ミリ50丁写本
題簸：原・三州志腱嚢鯨考十七表紙：原・薄茶色：無
地

構成：目録3、本文47
印記＝田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－007－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　本封叙次考　1］

（1819年）

264×187ミリ2巻2冊27丁写本
題簸：後・加越能三州志三十六表紙：後・横刷毛目
構成：序（文化九年仲秋秋二十有八目）1、本文26
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：付箋・間紙あり。

XO340－007－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　本封叙次考　2］

（1812年）

264×187ミリ20丁写本
題簸：後・加越能三州志三十七表紙：後・横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：付箋・間紙あり。

XO340－008－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　1】
（1812年）

265×181ミリ5巻5冊46丁写本
題籏：後・三州志来因概覧附録一（打付）表紙：原
薄茶色：無地

構成：目録1、本文45

誌地3〔222〕

XO340－006－08　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　8］

（1805年）

265×180ミリ50丁写本
題簸：原5三州志腱嚢鯨考八表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録2、本文48
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－09　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　9］
（1805年）

265×180ミリ34丁写本
題簸：原・三州志鍵嚢鯨考九表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録1、本文33
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－10　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　10］

（1805年）

265×181ミリ49丁写本
題籏：原・三州志鍵嚢鯨考十表紙：原・薄茶色：無地

構成：目録1、本文47
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－11　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　11］
（1805年）

265×180ミリ29丁写本
題簸：原・三州志腱棄鯨考十一表紙：原・薄茶色＝無

地

構成：目録1、本文28
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－12　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　12］

（1805年）

266×181ミリ57丁写本
題籏二原・三州志腱嚢鯨考十二表紙1原・薄茶色：無

地

構成：目録2、本文55
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－13　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　13］

（1805年）

265×181ミリ54丁写本
題籏：原・三州志鍵嚢鯨考十三表紙：原・薄茶色：無
地

構成：目録1、本文53
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－006－14　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　余考　14］
（1805年）

265×181ミリ42丁写本



〔223〕3．地誌3，地誌／40．北陸地方ノ

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：付箋・間紙あり。

XO340－009－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　図譜邨籍　3］
（1819年）

264×186ミリ40丁写本
題籏：後・加越能三州志三十五表紙：後・横刷毛目
構成：目録3、本文37

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：付箋・間紙あり。

XO340－010－01　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　図譜邨籍　1］

文政2（1819）

265×181ミリ3巻3冊20丁写本
題簸：原・三州志圖譜邨籍一表紙：原・薄茶色：無地
構成：序1（文政己卯臓月十目・七十四齢富田景周識）

目録2、本文17
刊記＝加賀州金沢富田景周編輯（巻頭）。

印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：欄外に「天保年中」の書入あり。

XO340－010－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　図譜邨籍　2］
（1819年）

266×181ミリ22丁写本
題籏：原・三州志圖譜邨籍二表紙：原・薄茶色：無地
構成：目録3、本文19

印記1田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－010－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　図譜邨籍　3］
（1819年）

265×181ミリ21丁写本
題籏：原・三州志圖譜邨籍三表紙：原・薄茶色1無地

構成1目録3、本文18
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－011　　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　沿革図伝］

（1819年）

264×187ミリ1巻1冊37丁写本
題籏：後・加越能三州志三十八表紙：後・横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。付箋・間紙あり。

XO122－011（2）

［北国巡杖記書抜］

天保7（写）（1836）

6丁写本
刊記：巡杖記ハ加賀之俳人北重之著述又五冊アリ
天保七年丙申二月中旬写（19丁裏）。
印記：本居文庫・本居蔵書・三井文庫。

備考：三井ラベル「B230・58」。書誌情報は
XO122・011（1）［辻勘兵衛古書之写］を参照。

刊記：加賀州金沢富田景周編輯（巻頭）。

印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－008－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　2］
（1812年）

266×181ミリ49丁写本
題籏：原・三州志来因概覧附録二表紙＝原・薄茶色
無地

構成1目録1、本文48
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－008－03　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　3］
（1812年）

266×180ミリ38丁写本
題簸：原・三州志来因概覧附録三表紙：原・薄茶色
無地
構成：目録1、本文37

印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－008－04　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　4］
（1812年）

266×181ミリ40丁写本
題簾＝原・三州志来因概覧附録四表紙：原・薄茶色
無地
構成：目録1、本文39
印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

XO340－008－05　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　来因概覧付録　5］
文化9（践）（1812）

266×181ミリ41丁写本
題簸二原・三州志来因概覧附録五表紙：原・薄茶色
無地
構成：目録1、本文38、践2（文化さるの冬・平の景周）

印記：田代氏蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：内容は江戸・京などの屋敷書上。

　越中・能登・加賀
1］

XO340－009－01

［越登賀三州志　図譜邨籍

文政2（序）（1819）

264×186ミリ3巻3冊20－
題簸：後・加越能三州志三十
構成二序1（文政己卯臓月十
偏に周＞識）目録2、本文17
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：付箋・聞紙あり。
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XO340－009－02　　　　　　　　越中・能登・加賀

［越登賀三州志　図譜邨籍　2］
（1819年）

263×186ミリ21丁写本
題籏：後・加越能三州志三十四表紙：後・横刷毛目
構成：目録3、本文18



234×175ミリ36丁写本
題簸：原・名跡志加越能表紙：後・灰色：格子縞

構成：遊紙1、本文35
印記：太［コロロ・□賢・宗辰所集・三井家3。

加賀・書上XO340－015－04

［名跡志　4］

234×175ミリ25丁写本
題籏：原・名跡志三州附會表紙：後・灰色：格子縞

構成：遊紙1、本文24
刊記：右三ケ国之内古ヨリ由来郡々致吟味御算場江書
出写。

印記：太□□□・ロ賢・宗辰所集・三井家3。

Y1320－002（2）　　　　　　　　　　　　紀行

［北越七奇］

寛政4（1792）

7丁整版
刊記：水戸長久保氏蔵板！寛政四年壬子冬十二月／発

免書犀江戸東叡山池之端北澤伊八・京誓願寺通御
幸町西入小川太左衛門・大坂高麗橋壼町目　浅野弥
兵衛。

備考1書誌情報はY1320・002（1）［東奥紀行］を参照。

Y1340－002　　　　　　　　　　　　　天皇巡幸

［明治11年聖上北陸御巡幸順路図］

（明治11）（1878）

208×91ミリ1巻1冊32丁整版
題籏：後・明治十一年聖上北陸御巡幸順路圖表紙：
後・藍色無地

印記：三井家同族会図書印。

備考：折本。張り紙（活版刷り）2あり。後ろ表紙見返しに

「大正五年十二，月購求」（朱書）、三井ラベル「B910・

23」

3．地誌ノ41．新潟県／

XO341－001－01　　　　　　　　　　　　　　本草

［佐渡産物図説　1］

享保15（序）（1730）

269×188ミリ4巻4冊29丁写本
題簸＝原・佐渡産物圖説元表紙：原・黄色：小葵（型
押し）

構成：遊紙1、序2（享保庚戌春分目怪国道人）、目録3、

本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。前表紙に「ホニ百九十一／四冊J（下ヶ

札）。三井ラベル「C231・新・4」。

XO341－001－02　　　　　　　　　　　　本草

［佐渡産物図説　2］

（1730年）

269×188ミリ40丁写本
題籏：原・佐渡産物圖説亨表紙：原・黄色＝小葵（型

誌地3〔224〕

XO340－012　　　　　　　　　　　　　　加能越

［加越能名勝志］

天保8（写）（1837）

225×159ミリ3巻3冊（1冊に合綴）81丁写本
題簸：後・三州志全（墨書）表紙：後・薄茶：瓢箪型押

し

構成：上巻54、中巻14、下巻13
刊記：天保八戊戌年春三月写畢、田中維徳。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印五百六十六1壱冊」（下ヶ札）。

XO340－013　　　　　　　　　加能越・明細書上

［加越能産物等記］

嘉永3（写）（1850）

235×178ミリ1巻1冊40丁写本
題簸＝後・旧加州藩加越能記加越能産物等記（墨書）
表紙：後・灰色：格子縞

構成：遊紙1、本文38、奥書1
刊記：右此一書者極秘之由今度倉前氏より借用写置者
也、嘉永三年弥生月、金蘭亭。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C233・新・22」

XO340－014
［越路の旅行］

安政3（1856）

150×200ミリ1巻1冊69丁写本
題簸1後・越路の旅行表紙：後・白色：流水型押しに松
葉刷り

構成：序2（越路の旅宿に元規自しるす）、本文57、白
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：ことし安政三年のなつ五月（巻頭）。

：宗辰所集・三井家3。
1出立地は江戸。前表紙に「ホニ百九十六」（貼紙）

印二百九十六！壱冊」（下ヶ札）。

加賀・書上XO340－015－01

［名跡志　1］

234×175ミリ4巻4冊37丁写本
題籏二原・名跡志［　］表紙：後・灰色1格子縞

構成：遊紙1、本文36
印記：太□□□・□賢・宗辰所集・三井家3。

備考：付箋あり。前表紙にrホ三百壱」（貼紙）とrホ番

号附文三百壱1四巻」（下ヶ札）。

加賀・書上XO340－015－02

［名跡志　2］

234×175ミリ19丁写本
題簸1原・名跡志加賀表紙：後・灰色：格子縞
構成：遊紙1、本文18
印記：太□□［コ・［コ賢・宗辰所集・三井家3。

加能越・書上XO340－015－03

［名跡志　3］
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［佐渡風土記　5］

（1748年）

273×187ミリ18丁写本
題簸：原・佐渡風土記南表紙：原・横刷毛目

構成：遊紙1、目録1、本文16
印記：宗辰所集・三井家3。

XO341－002－03（2）

［佐渡風土記　6］

（1748年）

20丁写本
構成：目録1、本文18、遊紙1

XO341－002－04（1）　　　　　　　　　　　佐渡

［佐渡風土記　7］

（1748年）

273×187ミリ16丁写本
題簸：原・佐渡風土記北表紙：原・横刷毛目
構成＝遊紙1、目録1、本文14
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1間紙あり

XO341－002－04（2）

［佐渡風土記　8］

（1748年）

31丁写本
構成：目録1、本文22、上杉系図6、藤田能登守由緒書
1、遊紙1

XO341－003－01　　　　　　　　　　　　越後
［改正越後国全図附録　1］
享和2（序）（1802）

265×191ミリ7巻7冊42丁写本
題籏：原・越後國全圖附録郡名・名所・奮跡一表
紙1後・灰緑色1蜀江型押し
構成：遊紙1、凡例2（享和二年壬戌春越後・医師）、目

次2、巻1本文37
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。秩に入る。裏打ち補修あり。原題簸が丁間

にある。付箋・朱書あり。前表紙にrホ五百廿五」（貼紙）

とrホ印五百廿五／七冊」（下ヶ札）

XO341－003－02　　　　　　　　　　　　越後
［改正越後国全図附録　2］

（1802年）

265×191ミリ38丁写本
題簸＝原・越後國全圖附録山川湊池潟原二表紙：
後・灰緑色：蜀江型押し

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。裏打ち補修あり。原題簸が丁問にある。付
箋・朱書あり。

越後
3］

XO341－003－03

［改正越後国全図附録

（1802年）

押し）

構成：遊紙1、本文39

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり

XO341－001－03

［佐渡産物図説　3］

（1730年）

269×188ミリ44丁写本
題簸：原・佐渡産物圖説利表紙：原・黄色：小葵（型
押し）

構成：遊紙1、本文43

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。1・2巻欠。記事内容は金銀山のこと。

XO341－001－04

［佐渡産物図説　4】

（1730年）

268×188ミリ47丁写本
題籏：原・佐渡産物圖説貞表紙1原・黄色：小葵（型
押し）

構成：遊紙1、本文46

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。1・2巻欠。記事内容は金銀山のこと。

XO341－00～一〇1（1）　　　　　　　　　　　　佐渡

［佐渡風土記　1］

延享5（内容下限）（1748）

272×187ミリ8巻8冊（4冊に合綴）18丁写本
題籏：原・佐渡風土記東表紙：原・横刷毛目

構成：総覧6、巻1目録1、本文11
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ三十七」とrO（朱）ホ光七／四巻」
（下ケ札）

越後XO341－002－01（2）

［佐渡風土記　2］

（1748年）

20丁写本
構成：目録1、本文19

XO341－002－02（1）　　　　　　　　　　　佐渡

［佐渡風土記　3］

（1748年）

273×186ミリ38丁写本
題簸：原・佐渡風土記西表紙：原・横刷毛目
構成：遊紙1、目録1、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。

佐渡XO341－002－02（2）

［佐渡風土記　4］

（1748年）

21丁写本
構成＝目録1、本文19、遊紙1

佐渡XO341－002－03（1）



刊記：北越毘憲橘茂世述、東都柳亭種彦校合。
印記：徳山蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：異筆で最終丁に墨書（「山形輔真握居」）。前表紙

に「ホ百三十八」（貼紙）と「ホ印百三十八／三冊」（下ヶ

札）

越後XO341－004－01（2）

［北越奇談　2］

（1811年）

22丁写本

XO341－004－02（1）　　　　　　　　　　　越後

［北越奇談　3・4］

（1811年）

220×165ミリ29丁写本
題籏：原・北越奇談中表紙：後・栗梅色：鳥唐草型押

し

構成：本文28、遊紙1
印記：徳山蔵書・宗辰所集・三井家3。

越後XO341－004－02（2）

［北越奇談　4］

（1811年）

22丁写本

XO341－004－03（1）　　　　　　　　　　　越後

［北越奇談　5］

（1811年）

220×165ミリ22丁写本
題簸1原・北越奇談下表紙：後・栗梅色：鳥唐草型押

し

構成：巻5本文22、巻6本文17
印記：徳山蔵書・宗辰所集・三井家3。

越後XO341－004－03（2）

［北越奇談　6］

（1811年）

17丁写本
刊記：徳君山莫平写。

考：前表紙に「ホ百八」（貼紙）と「ホO（朱）百八1壱
」（下ケ札）。

誌地3〔226〕

265×191ミリ37丁写本
題籏：原・越後國全圖附録神社部三表紙：後・灰緑
色：蜀江型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。裏打ち補修あり。原題籏が丁間にある。付
箋・朱書あり。

XO341－003－04　　　　　　　　　　　　越後

［改正越後国全図附録　4］

（1802年）

266×191ミリ45丁写本
題簸：原・越後國全圖附録佛閣部四表紙：後・灰緑
色：蜀江型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1草稿。裏打ち補修あり。付箋・朱書あり。

XO341－003－05　　　　　　　　　　　　越後

［改正越後国全図附録　5］

（1802年）

266×191ミリ36丁写本
題籏：原・越後國全圖附録城壇部五表紙：後・灰緑
色：蜀江型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。裏打ち補修あり。原題籏が丁間にある。付
箋・朱書あり。

XO341－003－06　　　　　　　　　　　　越後

［改正越後国全図附録　6］

（1802年）

265×191ミリ32丁写本
題簸：原・越後國全圖附録人倫・産物・温泉・火井・草

木・塩井・関所・城下陣屋役所・属嶋六表紙：後・灰
緑色：蜀江型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。裏打ち補修あり。原題簸が丁間にある。付

箋・朱書あり。

XO341－003－07　　　　　　　　　　　　越後

［改正越後国全図附録　7］
（1802年）

266×191ミリ24丁写本
題簸：原・越後國全圖附録騨路部・雑部七表紙：
後・灰緑色：蜀江型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。裏打ち補修あり。原題簸が丁間にある。付

箋・朱書あり。

XO341－004－01（1）　　　　　　　　　　　　越後

［北越奇談　1］

文化8（序）（1811）

220×165ミリ6巻6冊（3冊に合綴）27丁写本
題簸1原・北越奇談上表紙：後・栗梅色：鳥唐草型押
し

構成：序・目録3（文化八年辛未蘭秋柳亭主人種彦・文
化6年初冬明浦漁人林成）、略図2、凡例2（文化八年

北越三条箆脊橘茂世）、巻1本文20



XO341－005（2）

［佐渡事略下］

（1819年）

13丁写本

XO341－005（3）

［佐渡事略　別録］

（1819年）

15丁写本
構成1本文12（壬寅）、論3

XO341－006－01

［佐渡志　1］
（1823）

佐渡

佐渡

渡佐

263×192ミリ7巻7冊26丁写本
題簸：原・佐渡志建置形勝一表紙：原・格子縞刷り
構成：凡例3、目録1、引用書目4、本文18
印記：露木蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ三百四拾三」（貼紙）とrO（朱）ホ三
百四拾三／七巻」（下ヶ札）

XO341－006－02　　　　　　　　　　　　　佐渡

［佐渡志2］

（1823年）

265×194ミリ61丁写本
題簸：原・佐渡志田土食貨風俗二表紙：原・格子縞
刷り

印記：露木蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙の芯に反古文書を使用。

XO341－006－03　　　　　　　　　　　　佐渡
［佐渡志3］

文政6（内容下限）（1823）

265×192ミリ77丁写本
題籏：原・佐渡志官員武備戸口祥異三表紙：原・格
子縞刷り

印記：露木蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙の芯に反古文書を使用。

XO341－006－04　　　　　　　　　　　　　　佐渡

［佐渡志4］

（1823年）

263×192ミリ36丁写本
題簸1原・佐渡志神祠四表紙：原・格子縞刷り
印記：露木蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙の芯に反古文書を使用。

XO341－006－05

［佐渡志5］

（1823年）

265×193ミリ59丁写本

佐渡

題簸：原・佐渡志佛寺五表紙：原・格子縞刷り
印記：露木蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙の芯に反古文書を使用。
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XO341－006－06　　　　　　　　　　　　佐渡

［佐渡志6］

（1823年）

264×192ミリ52丁写本
題簸：原・佐渡志古跡遷流遺事六表紙：原・格子縞
刷り

印記：露木蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙の芯に反古文書を使用。

XO341－006－07　　　　　　　　　　　　佐渡
［佐渡志7］

（1823年）

263×193ミリ69丁写本
題籏：原・佐渡志物産七表紙：原・格子縞刷り
印記：露木蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙の芯に反古文書を使用。

XO341－007　　　　　　　　　　　越後・見聞記

北越志
嘉永6（写）（1853）

162×237ミリ1巻1冊50丁写本
題簸：原・北越志表紙：後・黄色：花菱繋ぎ（型押し）

刊記：寛政十二庚申初夏ノ頃始テ北越ノ地二入（冒頭）、

嘉永六癸丑年四月写之、山口生。

印記＝宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ百五十二」（貼紙〉と下ヶ札の跡（rホ

百光七／一巻」が表紙見返しに混入）

XO341－008－01　　　　　　　　　　　　　越後

越後名寄　1

明治1（1868）

252×189ミリ32巻32冊（20冊に合綴）28丁写本
題籏1原・越後名寄一表紙1原・薄茶色：布目地型押
し

構成1自序1（宝暦六丙子年臓月・丸山元純良陳）凡例
3、後序1（丸山兼術）、巻1目録1、本文22
刊記：干時明治元年戊辰仲冬山崎籍之（見返し）、越
後州寺泊丸山元純編集・同州水原市小田島允武校号・
伊勢州神都秦憶丸参補（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：補の部分に「安永中…」の記事。間紙あり。前表
紙に「ホニ百十七」（貼紙）と「ホニ百十七／廿巻」（下ヶ
札）

XO341－008－02　　　　　　　　　　　　　越後

越後名寄　2

（1868年）

252×189ミリ32丁写本
題籏：原・越後名寄二表紙：原・薄茶色：布目地型押
し

構成1巻2目録2、本文30
印記1宗辰所集・三井家3。
備考＝間紙あり

XO341－008－03

越後名寄3
越後



〔228〕3．地誌

（1868年）

253×189ミリ36丁写本
題籏：原・越後名寄三表紙＝原・薄茶色：布目地型押
し

構成：巻3目録2、本文34
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO341－008－04　　　　　　　　　　　　越後

越後名寄4
（1868年）

252×188ミリ57丁写本
題簸：原・越後名寄四表紙：原・薄茶色：布目地型押
し

構成：巻4目録3、本文54
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1間紙あり

XO341－008－05　　　　　　　　　　　　越後

越後名寄5
（1868年）

252×188ミリ49丁写本
題簸：原・越後名寄五表紙：原・薄茶色1布目地型押
し

構成＝巻5前・後目録3、本文46
印記＝宗辰所集・三井家3。

備考：天明元年の記事あり。本朝通鑑からの引用あり、

間紙あり

XO341－008－06　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　6・7］

（1868年）

252×188ミリ48丁写本
題籏：原・越後名寄六表紙：原・薄茶色：布目地型押

し

構成：巻6目録3、本文21、巻7目録2、本文22
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：問紙あり

XO341－008－07　　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄8］
（1868年）

251×186ミリ74丁写本
題簸：原・越後名寄七表紙＝原・薄茶色：布目地型押

し

構成：巻8目録3、本文71
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：寛政元年の記事あり。問紙あり

XO341－008－08　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　9・10］

（1868年）

251×187ミリ27丁写本
題籏：原・越後名寄八表紙：原・薄茶色：布目地型押
し

構成1巻9本文23、巻10本文4

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり

XO341－008－09　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　11・12］
（1868年）

251×186ミリ36丁写本
題籏：原・越後名寄九表紙：原・薄茶色：布目地型押

し

構成：巻11・12本文36
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO341－008－10　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　13・14］
（1868年）

252×186ミリ45丁写本
題簸：原・越後名寄十表紙：原・薄茶色1布目地型押
し

構成＝巻13本文45
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO341－008－11　　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　15・16】
（1868年）

252×184ミリ45丁写本
題籏：原・越後名寄十一表紙：原・薄茶色：布目地型
押し

構成：巻15本文23、巻16本文22
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO341－008－12　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　17］

（1868年）

252×185ミリ23丁写本
題簸：原・越後名寄十二表紙：原・薄茶色：布目地型
押し

構成：巻17本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1間紙（酸性紙）あり

XO341－008－13　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　18・19］
（1868年）

252×184ミリ29丁写本
題簸：原・越後名寄十三表紙：原・薄茶色：布目地型
押し

構成：巻18本文10、巻19本文19
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙（酸性紙）あり

XO341－008－14

［越後名寄　20］

（1868年）

越後



252×185ミリ51丁写本
題籏：原・越後名寄十四表紙：原・薄茶色1布目地型
押し

構成：巻20本文51
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1間紙（酸性紙）あり

XO341－008－15　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　21・22］
（1868年）

253×185ミリ27丁写本
題籏：原・越後名寄十五表紙＝原・薄茶色：布目地型
押し

構成1巻21本文16、巻22目録1、本文10
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙（酸性紙）あり

XO341－008－16　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　23・24］
（1868年）

254×184ミリ51丁写本
題簸：原・越後名寄十六表紙：原・薄茶色：布目地型
押し

構成：巻23目録1、本文16、巻24前本文16、巻24
後目録1、本文17
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり

XO341－008－17　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　25・26］
（1868年）

254×185ミリ59丁写本
題籏：原・越後名寄十七表紙二原・薄茶色：布目地型
押し

構成：巻25前目録1、本文20、巻25後目録1、本文
19、巻26本文18
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり

XO341－008－18　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　27・28］
（1868年）

254×185ミリ47丁写本
題籏：原・越後名寄十八表紙＝原・薄茶色：布目地型
押し

構成：巻27目録1、本文20、巻28目録1、本文25
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり

XO341－008－19　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　29・30］
（1868年）

255×184ミリ40丁写本
題籏＝原・越後名寄十九表紙1原・薄茶色：布目地型
押し

構成：巻29目録1、本文15、巻30目録1、本文23

3．地　誌　3．地誌！41．新潟県1　〔229〕

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1寛政5年12月の記事・補部分に本朝通鑑からの
引用。間紙あり

XO341－008－20　　　　　　　　　　　　　　越後

［越後名寄　31・32］
（1868年）

255×184ミリ61丁写本
題簸：原・越後名寄二十止表紙：原・薄茶色：布目地
型押し

構成：巻31目録1、本文15、巻32目録1、本文44
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1間紙あり

Y1341－001－01　　　　　　　　　　　　　越後

北越雪譜　初編天

天保7（1836）

253×178ミリ2編7冊30丁整版
題簸：原・北越雪譜初編天表紙：原・雪花散らし（刷
り）

構成：叙2（天保六年京山人百樹）、図・目録1、本文27
刊記：東京書雛萬笈閣梓（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ五百五十五j（貼紙）と下ヶ札のあと
がある。

Y1341－001－02　　　　　　　　　　　　越後

北越雪譜　初編地
（1836年）

254×178ミリ　33丁整版
題籏：原・北越雪譜初編地表紙：原・雪花散らし（刷
り）

構成1目録1、本文32
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1341－001－03　　　　　　　　　　　　越後
北越雪譜　初編人
（1836年）

254×178ミリ30丁整版
題簸：原・北越雪譜初編人表紙：原・雪花散らし（刷
り）

構成：目録1、本文29

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1341－001－04　　　　　　　　　　　　　越後

北越雪譜　2編春

天保12（1841）

254×178ミリ35丁整版
題簸：原・北越雪譜二編春表紙：原・雪花散らし（刷
り）

構成：序4（天保十一年京山人百樹）凡例・巻1目録2、

本文29
刊記：越後鈴木牧之編撰、京山人百樹増修、京水百鶴
画図、天保辛丑新刻、書犀萬笈閣（封面）。

印記1宗辰所集・三井家3。



Y2341－001－01　　　　　　　　　　　　　歴史

［北越史料叢書　1］

明治26（1893）

224×148ミリ11巻11冊59丁活版
題籏：原・越海合本北越史料叢書上表紙1原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：越後史59
刊記：明治廿六年十一月廿七目印刷、同三十目出版、

発行者猶興社（代表松永嘉平・新潟県南蒲原郡三条
町）、編輯人村山善治（同県同郡同町）、発行兼印刷人

樋口源吉、発行所猶興社。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－001－02　　　　　　　　　　　　　歴史

［北越史料叢書　2］

（1893年）

223×147ミリ33丁活版
題籏：原・越海合本北越史料叢書中表紙1原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：越後史33
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－001－03　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ云記

［北越史料叢書　3］

明治27（1894）

224×146ミリ36丁活版
題籏：原・越海合本北越史料叢書甲表紙：原・黄
色＝卍繋ぎ型押し

構成＝先哲遺文36
刊記：明治廿七年六月廿七目印刷、同三十日出版、発
行者猶興社（代表松永嘉平・新潟県南蒲原郡三条町）
編輯人村山善治（同県同郡同町）、発行兼印刷人樋口
源吉、発行所猶興社。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－001－04　　　　　　　　　　伝記・俳詣

［北越史料叢書　4］

（1894年）

223×147ミリ14丁活版
題簸＝原・越海合本北越史料叢書乙表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：越人文藻11、俳林3
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－001－05　　　　　　　　　　　歌書・漢詩

［北越史料叢書　5］

（1894年）

223×147ミリ29丁活版
題簸：原・越海合本北越史料叢書丙表紙：原・黄
色1卍繋ぎ型押し

構成：藍田重玉10、先哲遺稿17、淡水吟社：詩集2
印記：宗辰所集・三井家3。

読本
6］

Y2341－001－06

［北越史料叢書

誌地3〔230〕

Y1341－001－05　　　　　　　　　　　　越後

北越雪譜　2編夏
（1841年）

254×178ミリ33丁整版
題籏：原・北越雪譜二編夏表紙：原・雪花散らし（刷
り）

構成：目録・文渓堂近刻1、本文32

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1341－001－06　　　　　　　　　　　　越後

北越雪譜　2編秋
（1841年）

254×178ミリ24丁整版
題籏：原・北越雪譜二編秋表紙：原・雪花散らし（刷
り）

構成：目録1、本文23
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1341－001－07　　　　　　　　　　　　越後

北越雪譜　2編冬
（1841年）

254×179ミリ21丁整版
題籏：原・北越雪譜二編冬表紙：原・雪花散らし（刷
り）

構成：目録0．5、本文19、京山人著述目録0，5、諸国書

璋1（24名）三府書犀後表紙見返し（12名）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1341－002－01

新潟県下越後摘誌　上

明治10（1877）

221×146ミリ2巻2冊70丁整版
題籏：原・新潟縣下越後摘誌上巻表紙＝原・黄色：
立湧（型押し）

構成1題字5（明治十年春寒香堂主人・南部梧堂）、序9

（明治12年県勧業兼学務官江口親孝）、本文42、図
14
刊記：鈴田平造編輯、明治十年八月新鏑寒香堂蔵版
（封面）。

印記：秀範・宗辰所集・三井家3。

備考：図版部は色刷り。前表紙にrホ印三百五十六」
（貼紙）と「O（朱）ホ印三百五十六／二冊」（下ヶ札）

Y1341－002－02

新潟県下越後摘誌　下

明治10（1877）

222×147ミリ71丁整版
題籏：原・新潟縣下越後摘誌下巻表紙：原・黄色：
立湧（型押し）

構成：本文48、図21、賊2（明治十年柏浦山内米郎）

刊記＝明治九年十一月廿八目版権免許、明治十年八
月廿五目出版、編輯兼出版人鈴木平造（新潟県下第
一大区小一区古町通一番町341番地寄留山形県士
族）。

印記：秀範・宗辰所集・三井家3。

備考：図版部は色刷り。定価60銭。



3．地誌3．地誌143。石川県／〔231〕

題簸二原・越海合本北越史料叢書全表紙：原・黄
色1卍繋ぎ型押し

構成：北遊紀行10p、北道游簿15、東北游日記11、檜

笠目記22
刊記：明治廿七年十一月廿七日印刷、同三十目出版、
発行者猶興社（代表松永嘉平・新潟県南蒲原郡三条
町）、編輯人村山善治（同県同郡同町）、発行兼印刷人

樋口源吉、発行所猶興社、印刷所日之出印刷所。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－002

越佐叢書　壬申土鬼顛末

明治28（1895）

214×143ミリ1巻1冊23丁活版
題簸：原・越佐叢書壬申土冠顛末全表紙：原・薄藍
色無地
構成1序2（明治二八年）、挿絵3、本文18
刊記：対鴎閑居主人立稿・揖翠楼逸史補修・天籟散士
校正（巻頭）、明治廿八年七月一日印刷、同年七月十
目発行、編集兼発行樋口源吉（新潟県南蒲原郡三条
町）、印刷者皆川徳太郎、発行所樋口書店、各地売捌
書林長岡目黒十郎ほか9。

印記：宗辰所集・三井家3。

3．地誌142．富山県／

XO342－001　　　　　　　　　　　　　越中
越中旧事記　上

享保18カ（1733）

266×188ミリ2巻2冊34丁写本
題簸：原・越中旧事記上（打付）表紙：原・水色1卍繋
ぎ型押し

印記：文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr越中」（墨書）。前表紙にrホニ百六十
三」（貼紙）とrホO（朱）二百六十三／二巻」（下ヶ札）

XO342－002　　　　　　　　　　　　　越中
越中旧事記　下
（1733年）

266×189ミリ22丁写本
題籏：原・越中旧事記下（打付）表紙：原・水色：卍繋

ぎ型押し

印記1文鳳堂印・宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「越中」（墨書）

3、地誌／43．石川県／

XO343－001　　　　　　　　　　　　　加賀・歴史

［加陽金府地理］

享保19（1734）

240×168ミリ1巻1冊12丁写本
題籏：原・加陽金府地理井金沢城ノ図二枚添表紙：
後・薄茶色無地

構成：金府10、武術2

刊記＝干時享保十九甲寅年夏四月中翰、有澤平武貞
謹勘之（金府）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「イ三十七」（貼紙）と「イ印三十七／壱冊」

明治27（1894）

223×146ミリ46丁・活版
題簸＝原・越海合本北越史料叢書全表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：佐渡奇談22、越後名寄24
刊記：明治廿七年九月廿七目印刷、同三十目出版、発
行者猶興社（代表松永嘉平・新潟県南蒲原郡三条町）
編輯人村山善治（同県同郡同町）、発行兼印刷人樋口
源吉、発行所猶興社。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－001－07

［北越史料叢書　フ］

（1894年）

223×147ミリ38丁活版
題籏：原・越海合本北越史料叢書一表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：史諦38
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙「O（朱）ル四百〇五／十一冊」（下ヶ札）

Y2341－001－08

［北越史料叢書　8］

（1894年）

224×147ミリ25丁活版
題簸：原・越海合本北越史料叢書二表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：史謂25
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－001－09

［北越史料叢書　9］

（1894年）

224×148ミリ34丁活版
題籏：原・越海合本北越史料叢書三表紙＝原・黄
色1卍繋ぎ型押し

構成：史諄33、売捌書目（樋口書舗）1

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2341－001－10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛云記

［北越史料叢書　10］

明治27（1894）

226×148ミリ34丁活版
題籏：原・越海合本北越史料叢書四表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：史伝28、新潟孝子伝6
刊記：明治廿七年十一月廿七日印刷、同三十日出版、

発行者猶興社（代表松永嘉平・新潟県南蒲原郡三条
町）、編輯人村山善治（同県同郡同町）、発行兼印刷人

樋口源吉、発行所猶興社、印刷所目之出印刷所。
印記：宗辰所集・三井家3。

紀行Y2341－001－11

［北越史料叢書　11］

明治27（1894）

224×147ミリ53丁活版



（1777年）

227×157ミリ16丁写本
題簸：原・能州名跡志六（墨書・打付）表紙：後・薄茶

色：布目地型押し

構成：遊紙1、下巻本文15
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・間紙あり、罫紙を使用

XO343－002－07　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　下3］

（1777年）

227×157ミリ27丁写本
題籏：原・能州名跡志七（墨書・打付）表紙：後・薄茶

色：布目地型押し

構成：遊紙1、下巻本文26
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・間紙あり、罫紙を使用

XO343－002－08　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　下4］

（1777年）

227×158ミリ24丁写本
題籏：原・能州名跡志八（墨書・打付）表紙：後・薄茶

色：布目地型押し

構成＝遊紙1、下巻本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・間紙あり、罫紙を使用

XO343－002－09　　　　　　　　　　　　能登
［能州名跡志　下5］

（1777年）

226×156ミリ24丁写本
題籏：原・能州名跡志九止（墨書・打付）表紙：後・薄

茶色＝布目地型押し

構成：遊紙1、下巻本文23
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・問紙あり、罫紙を使用

XO343－003－01　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　上］

（1777年）

234×175ミリ2巻2冊77丁写本
題籏：原・農遠目倶利乾表紙：原・茶色無地
構成：序1（安永六酉立春目加陽金府太田何某）、図・

解説2、組合郷庄村付17、上巻57
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：異本校合朱書あり。前表紙にrO（朱）ホ印百三十
三／　冊」（下ヶ札）。

XO343－003－02　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　下］

（1777年）

234×175ミリ71丁写本
題簸：原・農遠目倶利坤表紙：原・茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：異本校合の朱書あり

地誌〔232〕　3

（下ケ札）。

XO343－002－01　　　　　　　　　　　　能登
［能州名跡志　上1］

安永6（序）（1777）

228×158ミリ2巻2冊（9冊に分冊）24丁写本
題簸：原・能州名跡志一（墨書・打付）表紙：後・薄茶

色：布目地型押し

構成：遊紙1、序1（安永六酉立春日加陽金府如松軒文
聾太田何某）、解説1、上巻本文21
印記：京氏図書之記・宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・間紙あり、罫紙を使用。前表紙にrO（朱）ホ

印九十八／九冊」（下ヶ札）

XO343－002－02　　　　　　　　　　　　能登
［能州名跡志　上2］

（1777年）

228×157ミリ20丁写本
題籏：原・能州名跡志二（墨書・打付）表紙：後・薄茶
色：布目地型押し

構成：遊紙1、上巻本文19
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・間紙あり、罫紙使用

XO343－002－03　　　　　　　　　　　　能登
［能州名跡志　上3］

（1777年）

229×157ミリ25丁写本
題簸：原・能州名跡志三（墨書・打付）表紙：後・薄茶

色：布目地型押し

構成：遊紙1、上巻本文24
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・間紙あり、罫紙を使用

XO343－002－04　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　上4］

（1777年）

228×157ミリ19丁写本
題籏：原・能州名跡志四（墨書・打付）表紙＝後・薄茶

色：布目地型押し

構成：遊紙1、上巻本文18
印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝朱書・間紙あり、罫紙を使用

XO343－002－05　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　下1］

（1777年）

227×158ミリ22丁写本
題籏：原・能州名跡志五（墨書・打付）表紙：後・薄茶

色：布目地型押し

構成：遊紙1、下巻本文21
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・間紙あり、罫紙を使用

能登XO343－002－06

［能州名跡志　下2］



XO343－004　　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志1

（1777年）

232×176ミリ2巻2冊（1冊に合綴）115丁写本
題簸：原・能登名跡志全表紙：後・生成に横縞
構成：図・解説3、本文112
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「能州四郡組合郷庄村付」。前表紙に「ホ

五百二十六」（貼紙）と「O（朱）ホ五百二十六／壱冊」
（下ケ札）。

XO343－005－01　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　上の上］

（1807年）

276×182ミリ2巻2冊（4冊に分冊）59丁写本
題簸：原・能登地志上之上（打付）表紙：原・茶色

構成1遊紙1、白紙3、序1（安永酉春の目加陽如松軒
文聾）、図・解説3、上巻50、遊紙・1

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：問紙（酸性紙）あり、罫紙を使用。前表紙に「ホ百

八十五」（貼紙）。

XO343－005－02　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　上の下】

（1807年）

275×181ミリ65丁写本
題籏：原・能登地志上之下（打付）表紙：原・茶色

構成1遊紙1、本文64
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：間紙（酸性紙）あり、罫紙を使用。

XO343－005－03　　　　　　　　　　　　能登
［能州名跡志　下之上・雑能登路記後編］

（1807年）

275×182ミリ85丁写本
題簸：原・能登地志下之上（打付）表紙：原・茶色

構成：遊紙1、本文84

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙（酸性紙）あり、罫紙を使用。83・84丁丁間に
r九万疋ハ…」（切紙）あり。

XO343－005－04　　　　　　　　　　　　　能登

［能州名跡志　下の下・雑能登路記後編］

文化4（1807）

275×181ミリ62丁写本
題簸：原・能登地志下之下（打付）表紙：原・茶色

構成：遊紙1、本文54、蹟2（安永庚子月日太田道兼源

頼資）、奥書5
刊記：文化丁卯年子夏の目芸毫楠肇識。
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：問紙（酸性紙）あり、罫紙を使用。

XO343－006－01

白山遊覧記上
文政12（182勃

加賀

3．地　誌　3．地誌143．石川県／　〔233〕

233×167ミリ7巻7冊（2冊に合綴）33丁写本
題籏：原・白山游覧圖記上金子有斐選表紙後・藍
色：布目地型押し

構成：序2（文政己丑二月東都石原増島固）、凡例4、

目録2、本文25
刊記1加賀金有斐仲豹選・男辰応陽校。
印記1宗辰所集・三井家3。
備考1補修あり。前表紙にrホ五百四十二」（貼紙）とrホ

印五百四十二／　冊」（下ヶ札）

XO343－006－02　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カロ賀

白山遊覧記下
（1829年）

233×168ミリ41丁写本
題簸：原・白山游覧圖記下金子有斐選表紙1後・藍
色二布目地型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：補修あり。後ろ表紙見返しに「弘化四年一仲春下
旬…」（墨書）

XO343－007　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カロ賀

［重修加州大路水経　上・中・下］

慶応1（1865）
237×175ミリ3巻3冊（1冊に合綴）43丁写本
題籏：原・加越能大路水経完表紙1原・藍色：唐花二
重四角繋ぎ型押し

構成1遊紙1、目次2、上巻16、中巻15、下巻8、賊1
（正徳四年午年君山識、享保二十一丙辰年重修）

刊記：石川郡御供田里逸民土屋義休著、増泉里逸民
大澤君山重修（巻頭）、慶応元乙丑季夏月準峯寿泉閣
松原敦扶（書写奥）。

印記：松原之印・松原蔵書・宗辰所集・三井家3・三井
文庫。

備考：三井ラベル「C233・新・32」

Y1343－001　　　　　　　　　　　　　　名所記

金城勝覧図誌乾
（1908年）

212×152ミリ2巻2冊50丁整版
題籏：原・金城勝覧図誌乾表紙：原・薄茶格子縞
構成：題字4（育峯ほか）、序4（野口之布・高橋富兄）、

例言1、目録1、本文40
刊記：雪湖平岩晋著・松香中浜元重画（巻頭），明治甲
午秋目（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：秩入り、紙やや劣化。秩に「ホ五百四十六」（貼
紙〉とrホ印五百四十六1試冊」（下ヶ札）

Y1343－002　　　　　　　　　　　　　名所記

金城勝覧図誌坤
明治41（1908）

212×152ミリ35丁整版
題籏：原・金城勝覧図誌坤表紙：原・薄茶格子縞
構成：目録1、本文34

刊記：明治四十一年五月五目印刷、同月八目発行、編

纂者故平岩晋・右相続人平岩才一郎、発行者金沢市
南町林琢□、印刷者金沢市高岡町澤田助太郎、印刷



［加賀藩史稿　3・4］
（1899年）

230×153ミリ73丁活版
題簸＝原・加賀藩史藁二表紙：原・肌色1星梅鉢など
型押し

構成1巻3本文41、巻4本文32
印記＝山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y2343－003－03　　　　　　　　　　　　歴史

［加賀藩史稿　5・6］

（1899年）

230×154ミリ70丁活版
題簸：原・加賀藩史藁三表紙：原・肌色＝星梅鉢など
型押し

構成：巻5本文33、巻6本文37
印記：山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y2343－003－04　　　　　　　　　　　　歴史

［加賀藩史稿　7・8］

（1899年）

230×154ミリ71丁活版
題籏：原・加賀藩史藁四表紙：原・肌色：星梅鉢など
型押し

構成：巻7本文29、巻8本文42
印記：山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y2343－003－05　　　　　　　　　　　　歴史

［加賀藩史稿　9・10］
（1899年）

230×154ミリ61丁活版
題籏：原・加賀藩史藁五表紙：原・肌色1星梅鉢など
型押し

構成＝巻9本文32、巻10本文29
印記：山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y2343－003－06　　　　　　　　　　　　歴史

［加賀藩史稿　11・12］
（1899年）

230×154ミリ81丁活版
題簸：原・加賀藩史藁六表紙：原・肌色：星梅鉢など
型押し

構成：巻11本文43、巻12本文38
印記：山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y2343－003－07　　　　　　　　　　　　　歴史

［加賀藩史稿　13・14］
（1899年）

230×154ミリ86丁活版
題簸：原・加賀藩史藁七表紙：原・肌色：星梅鉢など
型押し

構成：巻13本文51、巻14本文31
印記＝山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

歴史Y2343－003－08

［加賀藩史稿　15・16］

誌地3〔234〕

所明治印刷株式会社、発行所金沢市南町林有聲館。
印記＝宗辰所集・三井家3。

備考二紙やや劣化

Y2343－001－01

兼六公園誌　乾

明治27（1894）

246×161ミリ2巻2冊47丁活版
題簸：原・兼六公園誌乾表紙：原・薄香色無地
構成：題宇5（梅閣ほか）、序3（豊島毅・小川□）、例言

1、絵1、本文37
刊記：明治二十七年新錦（封面）。

印記1宗辰所集・三井家3。

備考：族入り。紙やや劣化。前表紙にrホ四百七」（貼
紙）とrO（朱）ホ印四百七／二冊」（下ヶ札）

Y2343－001－02

［兼六公園誌　坤・付録］

明治27（1894）

247×162ミリ31丁活版
題籏：原・兼六公園誌坤表紙：原・薄香色無地
構成：巻2本文19、付録9、践2（大田真章・上邨要）、

正誤1
刊記：明治二十七年六月二十五目印刷、同年七月五
目出版御届、編輯兼出版人石川県加賀国金沢市古寺
町・小川孜成、画図石川郡松任上新町・蕪城秋雪、彫

刻金沢市上胡桃町広瀬次三郎・広坂通北地武明、印
刷人石川郡美川今町竹田純平、発行所金沢市安江町
近田太三郎。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：定価35銭。秩入り。紙やや劣化。

Y2343－002　　　　　　　　　　　　　　地図

金沢公園全図

明治27（1894）

408×549ミリー枚物1丁銅板
題簸1原・金澤公園全圖表紙：一
刊記：明治廿七年七月廿九目印刷・発行、著作者兼発
行人石川県金沢市石浦町吉本次郎兵衛、印刷人同市
下堤町村澤朔次郎、発行所同町明文堂。
備考：Y2343－001－01・・02兼六公園誌と同じ峡に入る。

Y2343－003－01　　　　　　　　　　　　歴史

［加賀藩史稿　1・2］
（1899年）

229×153ミリ16巻16冊（8冊に合綴）93丁活版
題簸＝原・加賀藩史藁一表紙：原・肌色：星梅鉢など
型押し
構成：題字3（前田利嗣）、序3（世良太一）、凡例2、襲

封一覧3、目録7、巻1本文56、巻2本文19
刊記：世良太一閲、永山近彰纂、石埼謙・戸水信義校
（巻頭）、尊経閣蔵版（柱）。

印記：山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考＝前表紙にrル四百三十二」（貼紙）とrル印四百三
十二／八冊」（下ヶ札）

歴史Y2343－003－02



明治32（1899）

230×154ミリ64丁活版
題簸＝原・加賀藩史藁八表紙：原・肌色：星梅鉢など
型押し

構成＝巻15本文31、巻16本文33
刊記：明治三十二年四月一目印刷、同月五目発行、発
行者前田直行（東京市本郷区本富士町）、編纂者永山
近彰（本郷区本富士町）、印刷者野村宗十郎（京橋区
築地）、印刷所東京築地活版製造部（京橋区築地）。

印記：山崎蔵書・宗辰所集・三井家3。

3．地誌／44．福井県1

×0344－001－01　　　　　　　　　　　　若狭

［若狭国志　1］

寛延2（序）（1749）

241×166ミリ5巻5冊（6冊に分冊）32丁写本
題簸：後・若狡國志一表紙：後・藍色＝布目地型押し

構成：遊紙1、序3（寛延二年己巳夏五月朔旦臣稲庭
正義）、1凡例・引用書目4、目録2、本文22

刊記：伴信友私二加筆脩補（巻頭朱書）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ印四百三十五（以下破損）」（下ヶ
札）。

XO344－001－02　　　　　　　　　　　　若狭

［若狭国志　2上］

（1749年）

240×167ミリ37丁写本
題籏：後・若狡國志二表紙：後・藍色：布目地型押し

構成：遊紙1、本文36

印記＝宗辰所集・三井家3。

XO344－001－03　　　　　　　　　　　　若狭

［若狭国志　2下］

（1749年）

241×167ミリ44丁写本
題籏：後・若狭國志三表紙1後・藍色：布目地型押し

構成：遊紙1、本文43
印記：宗辰所集・三井家3。

XO344－001－04　　　　　　　　　　　　　若狭

［若狭国志3］
（1749年）

241×167ミリ27丁写本
題簸：後・若狭國志四表紙：後・藍色1布目地型押し

構成二遊紙1、本文26

印記：宗辰所集・三井家3。

XO344－001－05　　　　　　　　　　　　若狭

［若狭国志4］
（1749年）

242×167ミリ30丁写本
題簸：後・若狭國志五表紙＝後・藍色：布目地型押し

構成：遊紙1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

3．地　誌　3．地誌！44．福井県／　〔235〕

XO344－001－06　　　　　　　　　　　　若狭

［若狭国志5］
（1749年）

242×167ミリ42丁写本
題籏：後・若狭國志六表紙：後・藍色：布目地型押し

構成：遊紙1、本文41
印記；宗辰所集・三井家3。

XO344－002－01（1）　　　　　　　　　　　若狭

［若狭志　1］

（1801年）

250×181ミリ5巻5冊（2冊に合綴）22丁写本
題簸：後・若狭志　自壱至　表紙1後・桔梗色：菊唐草

型押し

構成：遊紙1、序2（寛延二年己巳夏五月朔旦臣稲庭
正義）、凡例・引用書目5、目録2、巻1本文12、
印記：悠々園。

備考：後ろ表紙見返しに「嵐蔵書」（墨書）。虫損。

XO344－002－01（2）

［若狭志2］

（1801年）

51丁写本
構成：遊紙1、本文50

若狭

XO344－002－02（1）　　　　　　　　　　　若狭

［若狭志3］

（1801年）

252×182ミリ19丁写本
題簸：後・若狭志自参至五表紙：後・桔梗色：菊唐草
型押し

構成1遊紙1、巻3本文18
印記：悠々園。

備考：後ろ表紙見返しに「嵐蔵書」（墨書）。虫損。

XO344－002－02（2）

［若狭志4］

（1801年）

20丁写本
構成：遊紙1、本文19、

若狭

XO344－002－02（3）　　　　　　　　　　　若狭

［若狭志　5］

享和1（写）（1801）

29丁写本
構成：遊紙1、本文28

刊記：若狭志五巻去夏予北遊之時彼国官医松原誠輔
子所恵也、享和元年八月　甲斐権守賀茂季鷹、同年九
月以季鷹県主本所写法眼八十三翁謙宣（花押）。

XO344－003－01　　　　　　　　　　越前・名勝志

［越前国名勝志　1］

文化3（1806）

224×159ミリ4巻4冊30丁写本



3．地葦151．山梨県／

XO351－001－01　　　　　　　　　　　　甲斐
［裡見寒話　1］

（1754年）

259×176ミリ8巻8冊（5冊に合綴）62丁写本
題簸：原・甲斐國寒話一表紙：後・赤香色：布目地雲
中に鳥型押し

構成：序2（宝暦壬申冬十一月来椒堂仙鼠）、伝書1、

凡例2、目録1、甲斐国7、巻1本文49
刊記：服部郎受所蔵。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホニ百七十六」（貼紙）

XO351－001－02　　　　　　　　　　　　甲斐
［裡見寒話　2］

（1754年）

259×175ミリ57丁写本
題篭：原・甲斐國寒話二表紙：後・赤香色：布目地雲
中に鳥型押し
刊記：服部郎受所蔵。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO351－001－03　　　　　　　　　　　　甲斐

［裡見寒話　3・4］
（1？54年）

260×177ミリ58丁写本
題簸：原・甲斐國寒話三表紙：後・赤香色：布目地雲
中に鳥型押し

構成：巻3本文29、巻4本文29
刊記：服部郎受所蔵。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO351－001－04　　　　　　　　　　　　甲斐

［裡見寒話　5・6］

宝暦4（1754）

260×177ミリ48丁写本
題簸：原・甲斐國寒話四表紙：後・赤香色：布目地雲
中に鳥型押し

構成：巻5本文14、巻6本文24、駿・祝賀の句3（鵬鼠
子、宝暦甲戌臥牛山梵遜士多々良高林子通煕）、和名
類聚抄ほか抜書7
刊記：宝暦甲戌春寒食目　臥牛山梵趣士多々良高林
子通煕識、服部郎受所蔵。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO351－001－05　　　　　　　　　　　　甲斐
［裡見寒話　追加・付録］

宝暦4（1754）

259×176ミリ48丁写本
題簸：原・甲斐國寒話五表紙：後・赤香色二布目地雲
中に鳥型押し

構成：追加18、付録29、奥書1

刊記：右裡見寒話之撰加豚遺補脱漏而継子巻尾爾
海鼠、宝暦四甲戌年孟夏目男会韓源近馬写畢（中略）
安永乙未首夏の初めより皐月中九日まてに寄居庵の坤
面に毫労畢礼李、如傲斉輝雄、服部郎受所蔵。

誌地3〔236〕

題籏：後・越前國名勝志敦賀郡・南條郡・今立郡・丹
生郡元表紙：後・藍鉄色：観世水に寿の文字型押し
構成：凡例1、本文29
刊記：芳契子竹内寿庵著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ百光二」（貼紙）と「ホ百光二／四巻」

（下ケ札）

XO344－003－02　　　　　　　　　　越前・名勝志

［越前国名勝志　2］

（1806年）

224×158ミリ27丁写本
題簸：後・越前國名勝志足羽郡・吉田郡亨表紙
後・藍鉄色：観世水に寿の文字型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

XO344－003－03　　　　　　　　　　越前・名勝志

［越前国名勝志　3］

（1806年）

224×158ミリ25丁写本
題簸：後・越前國名勝志坂井郡利表紙1後・藍鉄
色：観世水に寿の文宇型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

XO344－003－04　　　　　　　　　　越前・名勝志

［越前国名勝志　4］

（1806年）

224×158ミリ20丁写本
題籏＝後・越前國名勝志、大野郡貞表紙：後・藍鉄
色：観世水に寿の文字型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

XO344－004

越前人物志目録

明治一

236×157ミリ1巻1冊31丁写本
題簸：原・越前人物志目録（打付）表紙：原・生成無地

備考二罫紙を使用。仮綴じ二つ綴。前表紙に「鶏軒文
庫」のラベル。前表紙に書名を記す予定であったと思わ
れる下ヶ札あり。r越前人物志」は青木龍峯著。

Y1344－001　　　　　　　　　　　　　名勝志

敦賀十勝

明治7（1874）

260×171ミリ1巻1冊23丁整版
題簸：原・益田伸藝編輯敦賀十勝表紙：原・絹
構成：序2（飯田武録）、本文20、賊1（明治六年十月赤

水益田伸芸）

刊記：明治七歳五月官許越前敦賀湊録産園・小雅
堂蔵。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：折本・色刷り。三井家印の裏に貼紙あり。前表紙
に「ホ三百六十九」（貼紙）と「ホ印三百六十九！壱巻」
（下ケ札）



印記：宗辰所集・三井家3。

XO351－002　　　　　　　　　　　　　甲斐
正芳身延紀行

265×191ミリ1巻1冊43丁写本
題簸1原・正芳身延記行全表紙：後・浅楯子色無地
構成：本文41、賊2（やよひのはしめ稲掛實入）

刊記：南勢洞津住臨江亭指月　福田正芳。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ百四」（貼紙）と「ホ印百四／壱巻」
（下ケ札）。

Y1351－001（1）　　　　　　　　　　　甲斐・紀行

［首書身延行記　上］

（1704年）

262×188ミリ3巻3冊（1冊に合綴）25丁整版
題簸：元・首書身延行記（木版）珍本深草元政著（朱
書）表紙＝後・薄茶色：布目地型押し

構成：序3（元禄戊寅の秋武陽城南の賎士槙一束子昭
武）、上巻本文22

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：出立は京都。内題は「身延道之記」。前表紙に
「ホニ百四十三」（貼紙）と「ホニ百四十三／一巻」（下ヶ
札）。

Y1351－001（2）

［首書身延行記　中］

（1704年）

21丁

Y1351。001（3）

［首書身延行記　下］

元禄17（1704）

26丁

甲斐・紀行

甲斐・紀行

刊記：元禄十七甲申年孟春吉旦銅駝坊書蝉村上平
楽寺刊行。

印記：宗辰所集・三井家。

備考：17丁は重複。

Y1351－002－01　　　　　　　　　　　　甲斐

甲斐名勝志　1
（1783年）

224×151ミリ5巻5冊（3冊に合綴）26丁整版
題簸：原・甲斐名勝志一表紙：原・黒色：卍繋ぎ型押
し

構成：序7（天明二年三月朝散大夫源光章・天明六年
龍橋源昌綱）、凡例2、巻1本文17
刊記：萩原元克先生編輯・温故堂（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ四百一」（貼紙）

Y1351－002－02（1）

［甲斐名勝志　2】

（1783年）

224×151ミリ21丁整版

甲斐

3．地　誌　3．地誌！5L山梨県1　〔237〕

題籏：原・甲斐名勝志二三表紙二原・黒色：卍繋ぎ型
押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1351－002－02（2）

［甲斐名勝志　3］

（1783年）

15丁整版

甲斐

Y1351－002－03（1）　　　　　　　　　　甲斐

［甲斐名勝志　4］

（1783年）

224×151ミリ17丁整版
題籏：原・甲斐名勝志四五表紙：原・黒色：卍繋ぎ型
押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1351－002－03（2）　　　　　　　　　　甲斐

［甲斐名勝志　5］
天明3（賊）（1783）

16丁整版
構成：本文14、駿2（天明三年九月源憲時）

刊記1萩酒屋蔵板、出版人甲府常盤町四番地内藤傳
右衛門、売捌東京通塩町十一番地同支店。

Y1351－003－01

甲斐叢記　前輯　1
明治一

257×178ミリ5巻5冊51丁整版
題簸1原・甲斐叢記前輯一表紙：原・天色：蜀江型
押し

構成：序7（戊申冬十月朝川鼎、嘉永3年10月菅原為
宝）、凡例3、目録2、本文39
刊記1温故堂（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：一名r甲斐名所図会」。前表紙にrホ七十一」（貼
紙）

Y1351－003－02

甲斐叢記　前輯　2
明治一

257×178ミリ34丁整版
題簸：原・甲斐叢記前輯二表紙：原・天色＝蜀江型
押し

構成二目録1、本文33

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

Y1351－003－03

甲斐叢記　前輯　3
明治一

257×177ミリ40丁整版
題簸：原・甲斐叢記前輯三表紙：原・天色：蜀江型
押し

構成：目録1、発端4、巻3本文35
印記＝宗辰所集・三井家3。



刊記：明治二十年八月廿六日版権免許、同年十一月
十五目出版、同廿一年七月十二目訂正増補届、編者
矢羽根孝太郎（山梨県北都留郡梁川村）、印刷発行東
浦栄二郎（山梨県西山梨郡甲府柳町）、発免甲府書林
徴古堂。

備考：定価金16銭。後ろ表紙に「西山梨高等小学校
生徒有泉包良」（墨書）。三井ラベル「C237・11」

Y2351－001－01

［甲斐叢記　後輯　1］

明治24（1891）

257×186ミリ5巻5冊42丁活版
題簸：原・甲斐叢記後輯六表紙：原・花色：蜀江型
押し

構成：目録1、本文41
刊記：明治廿四年九月三十目印刷、十月五目発行、著

述者故人大森快庵、著述者相続者大森保三（山梨県
中巨摩郡南湖村）、印刷兼発行者内藤傳右衛門（甲府
市常盤町）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

Y2351－001－02

［甲斐叢記　後輯　2］

明治26（1893）

258×187ミリ46丁活版
題簸：原・甲斐叢記後輯七表紙＝原・青藍色：松皮
菱型押し

構成：目録1、本文45
刊記：明治廿六年二月十五日印刷、同月十六日発行、

著述者故人大森快庵、著述者相続者大森保三（山梨
県中巨摩郡南湖村）、印刷兼発行者内藤傳右衛門（甲
府市常盤町）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

Y2351－001－03

［甲斐叢記　後輯　3］

明治26（1893）

260×187ミリ37丁活版
題籏：原・甲斐叢記後輯八表紙：原・青藍色：松皮

菱型押し

構成1目録1、本文36
刊記：明治廿六年二月十五目印刷、同月十六日発行、

著述者故人大森快庵、著述者相続者大森保三（山梨
県中巨摩郡南湖村）、印刷兼発行者内藤傳右衛門（甲
府市常盤町）。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

Y2351－001－04

［甲斐叢記　後輯　4］

明治26（1893）

259×188ミリ37丁活版
題籏：原・甲斐叢記後輯九表紙：原・水色1松皮菱
型押し

構成：目録1、本文36

誌地3〔238〕

備考：一名「甲斐名所図会」

Y1351－003－04

甲斐叢記　前輯　4
明治一

257×177ミリ48丁整版
題簸：原・甲斐叢記前輯四表紙：原・天色：蜀江型
押し

構成：目録1、本文47
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

Y1351－003－05

甲斐叢記　前輯　5
明治一

257×177ミリ55丁整版
題籏：原・甲斐叢記前輯五表紙：原・天色＝蜀江型
押し

構成：目録1、本文53、後輯広告・刊記1
刊記1嘉永二年己酉三月起業、同四年辛亥十二月刻
成甲府書璋甲府常磐町四番地内藤傳右衛門、三都発
弘書林出雲寺文次郎ほか13。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

甲斐・絵図Y1351－004

身延山図画

267×188ミリ1巻1冊、25丁整版
題簸：原・身延山圖画全表紙：原・黄色：布目地型押

し

刊記：鈴木栄次郎刀。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝三井ラベル「C237・新・6」

Y1351－005　　　　　　　　　　　　　　詩歌

山梨岡来歴歌詩集

明治19（1886）

186×126ミリ1巻1冊37丁整版
題籏：原・山梨岡来歴歌詩集全表紙：原・薄茶色
（布）

構成：題宇5（明治19年9月壷川藤紫・梧竹）、序5（は
きはら元克・中村正直）、絵1、本文20、賊4（後覚東巌

光）、賛助者名2

刊記：明治十九年丙戊十月七目出版届、同年十一月
二十目改題届、編輯兼出版人山梨県平民清水市右衛
門（東山梨郡加能岩村）。

備考：非売品。三井ラベル「C237・9」

Y1351－006　　　　　　　　　　　　　教科書

新撰甲斐国地誌略

明治21（1888）

225×152ミリ1巻1冊34丁整版
題簸：原・新撰甲斐國地誌略全矢羽根孝太郎編表
紙：原・柿色：卍繋ぎ型押し

構成：例言2、本文32



刊記：明治廿六年八月十五日印刷、同月廿三日発行、

著述者故人大森快庵、著述者相続者大森保三（山梨
県中巨摩郡南湖村）、印刷兼発行者内藤傳右衛門（甲
府市常盤町）、印刷所内藤活版製造所。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

Y2351－001－05

［甲斐叢記　後輯　5］

明治26（1893）

256×179ミリ49丁活版・銅板
題籏：原・甲斐叢記後輯十表紙：原・花色：松皮菱
型押し

構成1目録1、本文48
刊記＝明治廿六年九月一目印刷、同月六目発行、著述
者故人大森快庵、著述者相続者大森保三（山梨県中
巨摩郡南湖村）、印刷兼発行者内藤傳右衛門（甲府市
常盤町）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一名「甲斐名所図会」

Y2351－002　　　　　　　　　　　　　教科書
小学甲斐地理史談

明治29（1896）

225×147ミリ1巻1冊34丁活版
題簸：原・小學甲斐地理史談全萩原忠作著表紙：
原・水色：布目地型押し

構成：目次1、本文32、図1
刊記：明治廿七年十月五目印刷、同月十目発行、明治

廿八年二月九日印刷、同月十五目訂正再版発行、明
治廿九年六月版権譲受、発行印刷者山梨図書出版所
（山梨県甲府市柳町）、右代表者青柳諭一郎、印刷所

芳文堂活版部、専売者韮崎伊勢屋ほか6。
備考：定価金10銭。三井ラベル「C237・7」

XO352－001（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信濃

［吉蘇志略1］
宝暦7（序）（1757）

237×167ミリ3巻3冊（1冊に合綴）70丁写本
題籏：後・吉蘇志略表紙：後・鉄紺色＝布目地型押し

構成：序2（宝暦丁丑騰月目三河松平臣秀雲）、目録1、

本文67
印記：小澤酔園火後蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百廿六」（貼紙）と「ホ印四百廿六／

壱冊」（下ヶ札）

XO352－001（2）

［吉蘇志略2］
（1757年）

写本

XO352－001（3）

［吉蘇志略3
（1757年）

写本

信濃

信濃

3．地　誌　3。地誌！52．長野県／　〔239〕

備考：後ろ表紙見返しに「明治三十年六月十九目自大
阪書沽松雲堂広田静七郵送来、酔園居士」（墨書）。

XO352－002－01　　　　　　　　　　　　信濃
［千曲之真砂前編　1］

（1764年）

270×190ミリ11巻11冊（10冊に合綴）56丁写本
題籏：原・千曲之眞砂一表紙：原・藍色1分銅繋ぎに
鳥紋型押し

構成：遊紙1、凡例3（宝暦三歳次己酉春三月）、引用

書目3、目録7、巻1本文42
刊記1佐久郡伴野荘野澤郷市隠於鶴巣南軒編述之（凡
例）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ五百三十七」（貼紙）と「ホ印五百三
十七／十冊」（下ヶ札）

XO352－002。02

［千曲之真砂前編　2］

（1764年）

270×191ミリ35丁写本
題簸：原・千曲之眞砂二
鳥紋型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

信濃・名所記

表紙1原・藍色：分銅繋ぎに

XO352－002－03　　　　　　　　　信濃・城主記

［千曲之真砂前編　3］
（1764年）

271×190ミリ50丁写本
題簸：原・千曲之眞砂三表紙1原・藍色：分銅繋ぎに
鳥紋型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

XO352－002－04　　　　　　　　　信濃・城主記

［千曲之真砂前編　4］

（1764年）

272×190ミリ36丁写本
題籏：原・千曲之眞砂四表紙：原・藍色1分銅繋ぎに
鳥紋型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

XO352－002－05　　　　　　　　　信濃・城主記

［千曲之真砂前編　5］

（1764年）

271×190ミリ36丁写本
題籏：原・千曲之眞砂五表紙：原・藍色：分銅繋ぎに
鳥紋型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

XO352－002－06　　　　　　　　　信濃・城主記

［千曲之真砂前編　6］
（1764年）

272×190ミリ42丁写本
題簸；原・千曲之眞砂六表紙1原・藍色：分銅繋ぎに
鳥紋型押し
印記：宗辰所集・三井家3。



Y1352－001（1）　　　　　　　　　　　　信濃

［岐蘇路記　上］

（1713年）

177×121ミリ2巻2冊（1冊に合綴）51丁整版
題籏＝後・岐蘇路記（墨書・打付）表紙：後・覗色：布目

地型押し
構成：名所図6、序5（宝永六年孟春益軒早原篤信）、

上巻40
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「C236・新・5」

Y1352－001（2）　　　　　　　　　　　　信濃

［岐蘇路記　下］

正徳3（1713）

53丁整版
構成：下巻41～89、賊4（宝永6益軒）
刊記1京六角通御幸町西へ入町書林茨木屋多左衛門
板行、正徳三年孟春新版、享保六年貝原先生編述目
次（後ろ表紙見返し）。

352－002－01　　　　　　　　　　　　信濃

濃地名考上
773年）

4×176ミリ3巻3冊39丁整版
籏：原・信濃地名考上表紙：原・覗色＝布目地型押

成：序9（明和辛卯仲春信陽源通魏・明和甲寅安原
平ほか）、凡例1、目録・地図3、本文26
記：吉沢好兼輯（巻頭）。

記1宗辰所集・三井家3。
考：前表紙に「ホ百七」（貼紙）と「ホ百七！三巻」（下ヶ

）

判
信
U
2
6
題
し
構
貞
刊
印
備
札

Y1352－002－02　　　　　　　　　　　　信濃

信濃地名考　中

（1773年）

263×176ミリ35丁整版
題簸：原・信濃地名考中表紙：原・覗色：布目地型押

し

構成：本文31、補遺4
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1352－002－03　　　　　　　　　　　　信濃

信濃地名考　下

安永2（1773）

262×177ミリ35丁整版
題籏：原・信濃地名考下表紙：原・覗色：布目地型押

し

構成1本文31、補遺4
刊記1信州岩村田吉沢鶴山内蔵板・安永二年癸巳春
江東書林江戸室町三丁目須原屋市兵衛梓。
印記：宗辰所集・三井家36

信濃Y1352－003－01

信濃奇談　上

文政12（1829）

3．地誌〔240〕

XO352－002－07　　　　　　　　　信濃・城主記

［千曲之真砂前編　7］

（1764年）

271×190ミリ51丁写本
題簸：原・千曲之眞砂七表紙：原・藍色：分銅繋ぎに

鳥紋型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

XO352－002－08　　　　　　　　　　信濃・城主記

［千曲之真砂前編　8］

（1764年）

271×190ミリ41丁写本
題籏1原・千曲之眞砂八表紙：原・藍色：分銅繋ぎに

鳥紋型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

XO352－002－09　　　　　　　　　　信濃・駅路

［千曲之真砂前編　9］

（1764年）

272×189ミリ64丁写本
題簸：原・千曲之眞砂九表紙：原・藍色：分銅繋ぎに

鳥紋型押し
構成：

印記1宗辰所集・三井家3。

XO352－002－10（1）　　　　　　　芦田系図ほか

［千曲之真砂前編　10］

（1764年）

273×189ミリ29丁写本
題簸1原・千曲之眞砂十表紙：原・藍色：分銅繋ぎに

鳥紋型押し

構成：巻10本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

XO352－002－10（2）　　　　　　　　　　　信濃

［千曲之真砂前編　付録］

宝暦14（1764）

21丁写本
構成：付録19、鶴里編述目録2
刊記：宝暦十四歳甲申春再校合之、瀬下園右衛門敬
忠行年五十六歳書之。

XO352－003　　　　　　　　　　信濃・城主記

［信濃国城主所替記］

天保13（写）（1842）

271×192ミリ1巻1冊71丁写本
題簸：後・信濃国所替井二古城長全亭蔵全表紙：
後・覗色：壇紙

構成：遊紙1、本文70
刊記：天保十三壬寅年秋九月下旬信陽飯田於旅館
徒然鯨長全亭小林亮庵亮章居士行年七十五歳。
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ル四百九十五」（貼紙）と「ル印！四百九

十五1壱冊」（下ヶ札」



256×182ミリ2巻2冊16丁整版
題簸：原・信濃奇談上表紙1原・黄色：菊桜牡丹唐草
型押し

構成：序2（文政己丑中春中邨元恒）、本文14
刊記：希月舎蔵（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：活字化するについての指示書入あり。前表紙に
rホ三百O」（貼紙）とrホ印三百！試冊」（下ヶ札）

Y1352－003－02　　　　　　　　　　　　　信濃

信濃奇談下
文政12（1829）

257×182ミリ20丁整版
題簸＝原・信濃奇談下表紙1原・黄色：菊桜牡丹唐草
型押し

構成：本文17、付録2、堀内玄逸墓表1（文政12高遠
教授中邨元恒）

印記：下谷徒町吉田書店・宗辰所集・三井家3。

Y1352－004－01　　　　　　　　　　信濃・名所記

善光寺道名所図会　1

（1849年）

264×188ミリ5巻5冊65丁整版
題簸：原・善光寺道名所圖會一表紙：後・藍色：葵型
押し

構成：序9（深田正紹・天保15年深田清一・天保14年
庸園利忠）｛凡例1、目録1、題宇・絵2、本文52
刊記＝静観堂梓（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「二」（貼紙）

Y1352－004－02　　　　　　　　　信濃・名所記

善光寺道名所図会　2

（1849年）

264×188ミリ66丁整版
題簸：原・善光寺道名所圖會二表紙：後・藍色：葵型
押し

構成：目録1、本文65

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1352－004－03　　　　　　　　　信濃・名所記

善光寺道名所図会　3

（1849年）

264×187ミリ50丁整版
題簸：原・善光寺道名所圖會三表紙：後・藍色：葵型
押し

構成：目録1、本文49

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1352－004－04　　　　　　　　　　信濃・名所記

善光寺道名所図会　4
（1849年）

264×187ミリ60丁整版
題籏：原・善光寺道名所圖會四表紙：後・藍色：葵型
押し

構成：目録1、本文59

3．地　誌　3．地誌152．長野県／　〔241〕

印記二宗辰所集・三井家3。

Y1352－004－05　　　　　　　　　　信濃・名所記

善光寺道名所図会　5

嘉永2（1849）

264×187ミリ55丁整版
題簸：原・善光寺道名所圖會五表紙：後・藍色：葵型
押し

構成：目録1、本文51、賊3（弘化3年小田切忠近・弘
化5年南陳富永）

刊記：嘉永二年己酉季秋名古屋書林美濃屋伊六、発
行書林江戸目本橋通壱丁目須原屋茂兵衛・同芝神明
前岡田屋嘉七・大阪心斎橋筋北久太郎町河内屋喜兵
衛・同博労町河内屋茂兵衛・勢州津宿屋町篠田伊十
郎・信州松本本町高見屋甚左衛門・名古屋本町通十丁
目美濃屋文次郎合梓・同本町通六丁目美濃屋伊六。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：越後名寄を引く

Y1352－005　　　　　　　　　　　　信濃・漢詩
［仙嶽扇路図］

安政1（賊）（1854）

252×164ミリ1巻1冊36丁整版
題簸：後・信州御嶽仙嶽扇路圖握洲題籔表紙：後・
薄茶色
構成：題字2、本文32、賊2（安政更元十二月江戸乙事
完）

刊記：天保十三年壬卯図成、嘉永六年癸丑月刻雲鱗
竹邨泰。

印記1宗辰所集・三井家3。

備考：践中題はr御嶽新道景勝」。画帖仕立て。前表紙
に「ホ三百三十八」（貼紙）と「ホ三百三十八／壱冊」（下ヶ

札）

Y1352－006－01　　　　　　　　　　　　信濃

［薩間之巌上］

安政3（序）（1856）

257×181ミリ2巻2冊29丁木活
題簸：後・藍間之巌巻之上表紙＝後・布目地に茶の
横引き

構成：序1（安政三年五月中旬信陽松本士清水義
洋）、本文28

刊記：信陽松本士清水義洋述（巻頭）。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1三井ラベル「：K520・新・15」

Y1352－006－02　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛言濃

［颪間之巌下］

（1856年）

256×181ミリ29丁木活
題簸：後・萱間之巌巻之下表紙：後・布目地に茶の
横引き

刊記：此書僅力十部ヲ限ル是同志二頒ツノミ活版ヲ以テ
耕書二換へ且ツ厳シク鶴クコトヲ禁ズ（巻末）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1三井ラベル「K520・新・15」



：原・信府統記首巻表紙：原・練色・菊牡丹唐草
押し

：序1（享保九騰月穀旦朝散大夫源忠恒）、凡例

録17
＝明治十七年十一月出版・印行松本吟天社（封

：宗辰所集・三井家3。

：前表紙にr三百六十七」（貼紙）と後ろ表紙にr信
記」（下ヶ札）
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Y2352－002

信府統記　1

（1884年）

45丁活版
題簸：原・信府統記巻一表紙＝原・練色・菊牡丹唐草

文型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2352－003

信府統記　2

（1884年）

40丁活版
題簸：原・信府統記巻二表紙：原・練色・菊牡丹唐草

文型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2352－004

信府統記　3

（1884年）

40丁活版
題籏：原・信府統記巻三表紙：原・練色・菊牡丹唐草

文型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2352－005

信府統記　4

（1884年）

61丁活版
題籏：原・信府統記巻四表紙：原・練色・菊牡丹唐草

文型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2352－006

信府統記　5

（1884年）

45丁活版
題籏：原・信府統記巻五表紙：原・練色・菊牡丹唐草

文型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2352－007

信府統記　6
（1884年）

49丁活版
題籏：原・信府統記巻六表紙：原・練色・菊牡丹唐草

文型押し

3．地誌〔242〕

Y1352－007－01

信濃奇勝録　1
明治20（1887）

257×182ミリ5巻5冊37丁整版
題簸：原・信濃奇勝録井出道貞著述一表紙：原・空
色1布目地型押し

構成：序・題字5（明治20年福羽美静・丁亥亀崖恒・枕

山嬰）、凡例1（天保5信濃国佐久郡井出貞翁）、目録1

本文30
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホニ百六十二」（貼紙）と「ホニ百六十
三／五巻」（下ヶ札）

Y1352－007－02

信濃奇勝録　2
（1887年）

257×181ミリ32丁整版
題籏二原・信濃奇勝録井出道貞著述二表紙：原・空
色：布目地型押し

構成：目録1、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1352－007－03

信濃奇勝録　3
（1887年）

257×182ミリ36丁整版
題簸：原・信濃奇勝録井出道貞著述三表紙：原・空
色：布目地型押し

構成＝目録1、本文35
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1352－007－04

信濃奇勝録　4
（1887年）

257×182ミリ36丁整版
題簸：原・信濃奇勝録井出道貞著述四表紙：原・空
色：布目地型押し

構成：目録1、本文35
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1352－007－05

信濃奇勝録　5
（1887年）

257×182ミリ37丁整版
題簸：原・信濃奇勝録井出道貞著述五表紙：原・空
色1布目地型押し
構成：目録1、本文35、賊1（翁の孫なる井出通・明治十

九年十二月末）

刊記：小松為吉・上田井出孫一・同伊藤甲造・同飯島才

治・諏訪宮坂喜代治ほか19名。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2352－001

信府統記　首
（1884年）

226×149ミリ32巻32冊（10冊に合綴）21丁活版



〔243〕3．地　誌　3．地誌！53．岐阜県／

村戸部伝兵衛子吉左衛門ト申者所持ニテ大事ノ書トテ
（下略）。

印記＝濃州飯沼氏表佐収蔵書・渡邊蔵書・宗辰所集・三
井家3。

備考：内容はXO353－001r美濃国旧記」の系統に属す
る。後ろ表紙見返しに「此一冊者他見不許」（墨書）。前

表紙に「ル印四百三十九壱冊」（下ヶ札）、三井ラベ
ルrC235・新・5」。

XO353－003　　　　　　　　　　　　美濃・記録

濃州郡上記

宝暦8以降（1758）

282×192ミリ1巻1冊39丁写本
題籏：原・濃州郡上記表紙：原・藍色無地

印記：績川文庫北総小見川・正貞之印・宗辰所集・三井
家3・三井文庫。

備考：三井ラベル「C235・新・3」

XO353－004－01　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　1］

（1786年）

265×187ミリ11巻11冊（12冊に分冊）27丁写本
題籏：原・ももくきね美濃明細記一表紙：原・斜刷毛
目

構成：遊紙1、序1（元文三戊午の春伊東実臣）、目録

1、巻1本文24
刊記：右之表目百茎根を枕古葉を別略シ自是美濃明
細記と令改名者也田中平氏信次（序文後）。
印記二宗真斉図書記。

XO353－004－02　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　2］

（1786年）

265×186ミリ12丁写本
題籏：原・百くきね美濃明細記二表紙：原・斜刷毛
目

構成：遊紙1、巻2本文11
印記：宗真斉図書記。

XO353－004－03　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　3］

（1786年）

265×187ミリ0丁写本
題籔：原・ももくきね美濃明細記三表紙：原・斜刷毛
目

構成：遊紙1、巻3本文30
印記：宗真斉図書記。

XO353－004－04　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　4］

（1786年）

268×188ミリ57丁写本
題簸＝原・ももくきね美濃明細記四表紙1原・斜刷毛
目

構成：遊紙1、巻4本文56
印記：宗真斉図書記。

印記1宗辰所集・三井家3。

Y2352－008

信府統記　7

（1884年）

45丁活版
題籏：原・信府統記巻七表紙：原・練色・菊牡丹唐草
文型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2352－009

信府統記　8

（1884年）

53丁活版
題籏：原・信府統記巻八表紙：原・練色・菊牡丹唐草
文型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
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1884）

版

信府統記巻九表紙：原・練色：菊牡丹唐草

十七年四月一目御屈明治十七年十一月
1・印行所長野県東筑摩郡北深志町新甲五
吟天社社主高美甚左衛門・大岩昌蔵、専
本々町通二丁目　高美甚左衛門。
所集・三井家3。

3．地誌153．岐阜県1

×0353－001　　　　　　　　　　　美濃・城主記
［美濃国旧記］

文禄3（内容）（1594）

276×187ミリ1巻1冊27丁写本
題籏：後・美濃國薔記花村外記利房・花村修理利昌
（打付け）表紙二後・藍色

刊記：此一冊者持是院法印妙全ノ記也今又抜粋於土
岐軍記及斉藤記更承於浅岡氏之臆説而輯録者也、永
禄十二己巳九月十五目花村外記利房・右一冊者持是
院旧本外記所新増也予又所見聞増加之令書写畢、文
禄三甲午年二月二十一目花村修理利昌。
印記：多田満寿・仁堂・源田氏印・宗辰所集・三井家3。

備考＝のち「百茎根」付録に収録か。三井ラベル「C235・
新・10」

XO353－002　　　　　　　　　　　美濃・城主記
［美濃国記］

寛永18（1641）

264×196ミリ1巻1冊45丁写本
題簸：後・美濃國記治乱全表紙二後・薄茶色：卍繋
ぎ型押し

構成1遊紙1、本文42、書写奥2
刊記：右此一冊ハ持是院法印妙全之目記ヨリ今世迄其
名功奇所ヲ記ス家伝美濃国記ト名付家宝トス、寛永十
八年辛巳年六月下旬名倉寿林軒、右ノ書物巣郡軽海



［百茎根　10］

（1786年）

267×186ミリ30丁写本
題籏二原・ももくきね三野明細記十表紙：原・斜刷毛

目

構成二遊紙1、巻10本文29
印記：宗真斉図書記。

XO353－00牛12　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　11］
天明6（写）（1786）

267×188ミリ16丁写本
題籏：原・ももくきね美濃明細記十一大尾表紙1原・

斜刷毛目
構成：遊紙1、巻11本文14、奥書1
刊記1這箇百茎根之書垣城仕官伊東久左衛門尉實臣
之編輯也明和年中戸田侯氏教公一見後命被令納千庫
中因弦客易不得閲□然予依右書写之者僕偉諸備彼本
而倫写以子孫奥、天明六年丙午四月宮崎光保。

印記1宗真斉図書記。

XO353－005　　　　　　　　　　　　美濃・故事

垂井神泉記
寛政3（序）（1791）

274×191ミリ1巻1冊30丁写本
題籏：原・垂井神泉記表紙：後・灰色：観世水に葵桜な

ど型押し
構成：遊紙1、序1（亥中夏上弦・烏鳶子）、神名1、目録

2、本文24、遊紙1
印記：渡邊蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「三野國不破郡垂井村神泉記」。前表紙に
「ホ三百十三／一巻」（下ヶ札）、三井ラベルrC235・新・2」

考：間紙に酸性紙を使用。前表紙に「ホ印百七十九1
冊」（下ヶ札）、三井ラベル「C235・新・11」

XO353－006－02　　　　　　　　　　　　　飛騨

［飛州志　2］

（1825年）

247×175ミリ57丁写本
題籏：原・飛州志二旧誌（朱書）表紙：原・茶色無地

構成：遊紙1、目録1、本文55
印記：尚芳園図書記・飛騨桐山文庫・宗辰所集・三井家

飛騨XO353－006－03

［飛州志　3］

誌地3〔244〕

美濃

表紙：原・斜刷毛

XO353－004－05

［百茎根　5］

（1786年）

264×188ミリ36丁写本
題簸：原・百くきね美濃明細記五

XO353－004－06　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　6］

（1786年）

266×188ミリ35丁写本
題籏：原・百くきね三野明細記六表紙：原・斜刷毛
目

構成：遊紙1、巻6本文34
印記1宗真斉図書記。

XO353－004－07　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　7上］

（1786年）

265×185ミリ51丁写本
題籏：原・ももくきね美濃明細記七ノ上表紙：原・斜

刷毛目

構成：遊紙1、巻7本文50
印記：宗真斉図書記。

XO353－004－08　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　7下］

（1786年）

265×187ミリ26丁写本
題簸二原・ももくきね美濃明細記七ノ下表紙：原・斜

刷毛目

構成：遊紙1、巻7本文25
印記1宗真斉図書記。

XO353－004－09　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　8］

（1786年）

264×187ミリ54丁写本
題簸：原・百くきね美濃明細記八表紙：原・斜刷毛

目

構成：遊紙1、巻8本文53
印記：宗真斉図書記。

XO353－004－10　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　9］

（1786年）

265×187ミリ25丁写本
題簸：原・ももくきね美濃明細記九表紙：原・斜刷毛

目

構成：遊紙1、巻9本文24
印記：宗真斉図書記。

美濃XO353－004－11
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戊寅八月朔日越後館機枢郷）

記：干時歳次乙酉文政万年第八従冬十月之旬至干
十二月朔卒業、錬江南涯岡田□。

記：尚芳園図書記・飛騨桐山文庫・宗辰所集・三井家

考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C235・新
」

在
刊
同
印
翫
備
U

XO353－007－01　　　　　　　　　　美濃・村高帳

［美濃国郡村記　上］

（1839年）

231×156ミリ2巻2冊37丁写本
題籏：原・濃州郡庄枝高邑巻之上表紙：原・横刷毛
目

印記：松井蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「C235・新・9」

XO353－007－02　　　　　　　　　美濃・村高帳

［美濃国郡村記　下］

天保10（写）（1839）

230×157ミリ41丁写本
題簸：原・濃州郡庄枝高邑巻之下表紙：原・横刷毛
目

刊記：天保十己亥年下旬写畢松井範春書之（印・藤
原範斉）。

印記：松井蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：類似の記事がr百茎根」巻6にあり。

XO353－008－01（1）　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　1］

（1842年）

276×197ミリ11巻11冊（5冊に合綴）20丁写本
題簸＝後・百茎根美濃國一之三表紙：原・薄茶色：
布目地型押し
構成：目録1、本文19

刊記1此書始メ六巻ハ草稿ヲ以写シ末ノ四巻ハ清書二
従カウ是故二六以上ハ巻々二次第ヲ記サズ是二依テ巻
ノ題二附シテ叙テ記ス則チ本書ノ巻別ナリ（目録）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しにr弄泉居主人」（墨書）。前表紙

にrホ印八十壱／五巻」（下ヶ札）、三井ラベルrC235・
新・8」

美濃XO353－008－01（2

［百茎根　2］

（1842年）

12丁写本

美濃XO353－008－01（3

［百茎根　3］

（1842年）

29丁写本

美濃XO353－008－02（1

［百茎根　4］

（1842年）

（1825年）

247×176ミリ39丁写本
題籏：原・飛州志三神社（朱書）表紙：原・茶色無地

構成：遊紙1、目録1、本文37
印記：尚芳園図書記・飛騨桐山文庫・宗辰所集・三井家
3。

備考：問紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C235・新・11」

XO353－006－04　　　　　　　　　　　　　飛騨

［飛州志　4］

（1825年）

247×176ミリ60丁写本
題籏＝原・飛州志四佛閣上（朱書）表紙：原・茶色無
地

構成1遊紙1、目録1、本文58
印記：尚芳園図書記・飛騨桐山文庫・宗辰所集・三井家
3。

備考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C235・新・11」

XO353－006－05　　　　　　　　　　　　　飛騨

［飛州志　5］

（1825年）

247×177ミリ31丁写本
題簸：原・飛州志五佛閣下（朱書）表紙：原・茶色無
地

構成：遊紙1、目録1、本文29
印記＝飛騨桐山文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C235・新・11」

XO353－006－06　　　　　　　　　　　　　飛騨

［飛州志　6］

（1825年）

247×176ミリ23丁写本
題簸：原・飛州志六城迩（朱書）表紙：原・茶色無地

構成1目録1、本文22
印記：尚芳園図書記・飛騨桐山文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：問紙に酸性紙を使用。

XO353－006－07　　　　　　　　　　　　　飛騨

［飛州志　7］

（1825年）

246×176ミリ62丁写本
題籏1原・飛州志七諸雑（朱書）表紙：原・茶色無地
構成：目録3、本文58、遊紙1
印記：尚芳園図書記・飛騨桐山文庫・宗辰所集・三井家
3。

備考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベルrC235・新・
11」

XO353－006－08　　　　　　　　　　　　　飛騨
［飛州志　付録］

文政8（1825）

248×175ミリ25丁写本
題籏＝原・飛州志附録寛諸傳（朱書）表紙：原・茶色
無地
構成：遊紙1、付録目録1、本文22、賊1（文政紀元歳
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275×198ミリ23丁写本
題簸：後・百茎根美濃國四之六表紙＝原・薄茶色1
布目地型押し
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しに「弄泉居主人」（墨書）。三井ラ

ベルrC235・新・8」

XO353－008－02（2）

［百茎根5］

（1842年）

10丁写本

XO353－008－02（3）

［百茎根6上］
（1842年）

41丁写本

美濃

美濃

XO353－008－03　　　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根6下］
（1842年）

275×198ミリ47丁写本
題籏：後・ももくきね美濃國下ノ六表紙：原・薄茶
色＝布目地型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しにr弄泉居主人」（墨書）。三井ラ

ベルrC235・新・8」

XO353－008－04（1〉　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根7］

（1842年）

276×198ミリ63丁写本
題簸：後・百茎根美濃國七之八表紙：原・薄茶色：
布目地型押し
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しにr弄泉居主人」（墨書）。三井ラ

ベル「C235・新・8」

XO353－008－04（2）

［百茎根8］

（1842年）

写本

濃美

XO353－008－05（1）　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根9］

（1842年）

275×197ミリ22丁写本
題籏＝後・茂々久岐根美濃國九十終表紙：原・薄茶
色：布目地型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1後ろ表紙見返しに「弄泉居主人」（墨書）。三井ラ

ベル「C235・新・8」

XO353－008－05（2）

［百茎根　10］

（1842年）

美濃

19丁写本

XO353－008－05（3）　　　　　　　　　　　美濃

［百茎根　付録］

天保13（写）（1842）

41丁写本
構成：本文40、賊1
刊記：此一冊者持是院法印妙全斉藤新四郎利良之記
也今又抜粋於土岐軍記及斉藤記ヲ更二承於浅岡氏之
臆記而輯録者也、永禄十巳九月十五目斉藤一族花村
外記利房・右一冊者持是院旧本外記所新増也予又所
見開増加之ヲ令書写畢、文禄三年甲午二月廿一日花
村修理利昌・此本家伝之旧尤為実録者也今又慶長軍
記及太田牛一目記諸家旧記故老伝説等校合之令増補
者也、元和三年丁巳仲春十三目・此一冊加賀野村後
藤氏ノ秘蔵ナルヲ万石村清水清助以朋友好ヲ請ヒ借霜

写之不許他見ヲ然ル所岡田四郎右衛門以廻縁故披見
語予予以彼副状及自頼状天保十三壬寅年九月晦目得
賛同極月五目申下刻令書写畢ヌ、岡田文蔵（付録
賊）。

XO353－009　　　　　　　　　　　　　城主記
［濃陽戦記］

明治18（写）（1885）

215×150ミリ1巻1冊116丁写本
題籏1後・濃陽戦記井國主系傳全表紙1後・薄茶色
無地

構成：目録2、本文111、書写奥3
刊記：永禄十二年九月十五目花村外記利房・文禄三甲

午年二月廿五日・元和三丁巳年仲屯目十三目花村半
左衛門尉・寛永十八辛巳年三月五目石倉寿林軒・宝永
三丙戊年五月九日小牧氏令軒写平田通宣・享保九甲
辰年季春目深見氏盛時・安永六丁酉歳仲穐濃陽加茂
郡下迫間郷桐庵石原源清尚・明治拾八年四月下旬忠
恕改写之。

印記：宗辰所集・三井家3・三井文庫。

備考：内容は、XO353－001「美濃国旧記」の系統に属す

る。前表紙に「イ印二百廿三1壱冊」（下ヶ札）、三井ラベ
ノレ「C235・新・6」

Y1353－001　　　　　　　　　　　　　名所記

美濃奇観上
明治13（1880）

226×154ミリ2巻2冊43丁整版
題籏：原・美濃奇観三浦千春著上表紙1原・水色無
地

構成：序7、本文36
刊記：明治十三年一月刊行（封面）。

印記：合図蔵書庫記・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「C235・新・1」

Y1353－002　　　　　　　　　　　　　　名所記

美濃奇観下
（1880年）

226×154ミリ36丁整版
題簸：原・美濃奇観三浦千春著下表紙：原・水色無
地
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記：山に三スンシウエシリ萬弥・宗辰所集・三井家

考：後ろ表紙にrかち町金沢」（墨書）。前表紙に「ヲ百

十六」（貼紙）と「ヲ印百九十六／壱冊」（下ヶ札）。

印
乱
備
九

XO354－003－01　　　　　　　　　　　　駿河
［新編駿河国志　1］

（1854年）

263×169ミリ4巻4冊55丁写本
題簸：原・駿河国志元表紙：原・浅花田色布目地型
押し

構成：目録3、本文52

刊記1荏土謙山池上久孝集録（巻頭）。
印記：小日向中之橋齊藤文庫・寅帯館図書記・宗辰所
集・三井家3。
備考1三井ラベル「C238・新・9」

XO354－003－02　　　　　　　　　　　　駿河
［新編駿河国志　2］

（1854年）

263×168ミリ45丁写本
題籏：原・駿河国志亨表紙：原・浅花田色布目地型
押し

構成：目録3、本文42

印記：小目向中之橋齊藤文庫・寅帯館図書記・宗辰所
集・三井家3。
備考：三井ラベル「C238・新・9」

XO354－003－03　　　　　　　　　　　　駿河
［新編駿河国志　3］

（1854年）

263×168ミリ35丁写本
題籏：原・駿河国志利表紙：原・浅花田色布目地型
押し

構成：目録2、本文33

印記：小目向中之橋齊藤文庫・寅帯館図書記・宗辰所
集・三井家3。
備考1三井ラベル「C238・新・9j

XO354－003－04　　　　　　　　　　　　駿河
［新編駿河国志　4］

嘉永7（内容）（1854）

264×169ミリ45丁写本
題籏：原・駿河国志貞表紙：原・浅花田色布目地型
押し

構成：城代・定番・町奉行・大番ほか人名録、非常異変

印記＝小日向中之橋齊藤文庫・寅帯館図書記・宗辰所
集・三井家3。
備考：三井ラベル「C238・新・9」

遠江XO354－004－01

［掛川誌　総目］

　
紙

　
古

　
反

　
原

　
紙

本
表

写
）

丁
付

9
伽

3
壱

冊
改

13
目

巻
総

　1
誌

リ
珂

套
掛
目

19

原
咤

×
：
届
「

9
簸
横

26

題
に

構成1本文33、践3（明治己卯岐阜県令従五位小崎利
準）

刊記：明治十二年十二月五日版権免許、著者岐阜県
美濃国武儀郡小瀬村岐阜県士族三浦千春・出版人同
県同国岐阜末広町同県平民三浦饒三郎・発免人岐阜
米屋町同県平民三浦源助。
印記：合図蔵書庫記・宗辰所集・三井家3。

備考1定価45銭。彫り師に関する情報（「尾張名古屋剤
剛師豊原堂刀」）あり。

3．地誌154．静岡県1

×0354－001（1）　　　　　　　　　　　駿河・随筆

［不尽嶽志］

文政12（1829）

222×139ミリ4巻4冊（1冊に合綴）22丁写本
題籏：原・不尽嶽志東游日暦北行目譜駿河府志
完表紙：原・薄茶色瓢箪型押し
構成：目録1、本文21
刊記：簡堂羽倉天則撰。

印記＝小澤習園崎賞之印・小澤文庫・宗辰所集・三井家

3
不
政
2
籏
　
成
記
記

刈
［
文
2
2
題
完
構
刊
印
亀
備
二
以

考：可也簡堂の罫紙を使用。前表紙にrホ四百三十
」（貼紙）とrO（朱）ホ印四百三十二壱冊」（下ヶ札）。

下XO354・001（2）～（4）も参照。

XO354－001（2）　　　　　　　　　　駿河・日記
［東游日暦］

文政10（1827）

7丁写本
刊記：簡堂羽倉天則撰。

備考：書誌情報はXO354－001（1）［不尽嶽志］を参照。

XO354－001（3）　　　　　　　　　　駿河・日記
［北行日譜］

文政12（1829）

8丁写本
刊記1簡堂羽倉天則撰。
備考：書誌情報はXO354－001（1）［不尽嶽志］を参照。

XO354－001（4）　　　　　　　　　　　　　駿河
［駿河府志］

文政11（1828）

19丁写本
構成：目録1、本文18
刊記：簡堂羽倉天則撰。

備考：書誌情報はXO354－001（1）［不尽嶽志］を参照。

XO354－002　　　　　　　　　　　駿河・城代記
［駿河国志抜書］

嘉永4（写）（1851）

240×167ミリ1巻1冊53丁写本
題簸：原・駿城御代々鏡全（打付）表紙：原・生成無
地

構成：駿河町由緒、城代・定番・町奉行・大番ほか人名

録

刊記：嘉永二酉年六月上旬写之、八冊之内壱巻。



構成：目録1、本文60、付録4
刊記＝斎田茂先纂輯（巻頭）山本忠英補正（付録頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・付箋あり。三井ラベル「C238・新・11」

遠江70ロ

4
6

0り54

儲
3
卸

期
掛

269×194ミリ70丁写本
題籏1原・掛川誌六（打付）表紙：原・反古紙に横刷
毛目

構成：目録1、本文60、付録9
刊記：斎田茂先纂輯（巻頭）山本忠英補正（付録頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。三井ラベル「C238・新・11」

江遠XO354－004－08

掛川誌7

267×193ミリ83丁写本
題簸：原・掛川誌七（打付）表紙：原・反古紙に横刷

毛目

構成：目録1、本文82
刊記：山本忠英纂輯（巻頭）。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。三井ラベル「C238・新・11」

遠江90ロ
4
8

0り54

儲
3
川

期
掛

268×193ミリ66丁写本
題簸：原・掛川誌八（打付）表紙：原・反古紙に横刷

毛目

構成1目録1、本文65
刊記：山本忠英纂輯（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C238・新・11」

遠江XO354－004－10

掛川誌9

268×193ミリ75丁写本
題籏1原・掛川誌九（打付）表紙：原・反古紙に横刷

毛目

構成：目録1、本文74

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。三井ラベル「C238・新・11」

遠江XO354－004－11

掛川誌10

268×194ミリ76丁写本
題籏＝原・掛川誌十（打付）表紙＝原・反古紙に横刷
毛目

構成：目録1、本文75
刊記：山本忠英纂輯（巻頭）。

誌3．地〔248〕

刊記：斎田茂先纂輯（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。前表紙に「ホ印百七拾四／拾二巻」（下ヶ

札）、三井ラベル「C238・新・11」

遠江XO354－004－02

掛川誌　1

268×193ミリ49丁写本
題簸：原・掛川誌一（打付）表紙：原・反古紙に横刷
毛目

構成：目録1、本文44、付録4
刊記：斎田茂先纂輯（巻頭）山本忠英補正（付録頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1朱書・付箋あり。三井ラベル「C238・新・11」

遠江XO354－004－03

掛川誌2

268×194ミリ73丁写本
題籏：原・掛川誌二（打付）表紙：原・反古紙に横刷

毛目

構成：目録1、本文61、付録11
刊記：斎田茂先纂輯（巻頭）山本忠英補正（付録頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・付箋あり。48丁丁間にr飛鳥」に関する切
紙1紙あり。三井ラベル「C238・新・11」

遠江XO354－004－04

掛川誌3

268×193ミリ84丁写本
題簸：原・掛川誌三（打付）表紙：原・反古紙に横刷

毛目

構成：目録1、本文78、付録5
刊記＝斎田茂先纂輯（巻頭）山本忠英補正（付録頭）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・付箋あり。三井ラベルrC238・新・11」

遠江50ロ
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268×192ミリ90丁写本
題籏：原・掛川誌四（打付）表紙：原・反古紙に横刷

毛目

構成：目録1、本文80、付録9
刊記：斎田茂先纂輯（巻頭）山本忠英補正（付録頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・付箋あり。三井ラベル「C238・新・11」

遠江XO354－004－06

掛川誌5

表紙：原・反古紙に横刷
268×195ミリ65丁写本
題籏＝原・掛川誌五（打付
毛目



印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C238・新・11」

XO354－004－12

掛川誌11
遠江

268×195ミリ100丁写本
題簸：原・掛川誌十一（打付）表紙：原・反古紙に横
刷毛目

構成：目録1、本文99
刊記＝山本忠英纂輯（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。三井ラベル「C238・新・11」

XO354－004－13

掛川誌12
遠江

270×194ミリ82丁写本
題籏：原・掛川誌十二（打付）表紙：原・反古紙に横
刷毛目

構成：目録1、本文81

刊記1紙数八十二枚閏五月廿九目より写初、一目二付
十枚ヅツ写、六月□目写ヲハル・山本忠英纂輯（巻
頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。三井ラベル「C238・新・11」

Y1354－001－01　　　　　　　　　　駿河・名勝記

駿州名勝志上
（1786年）

272×180ミリ4巻4冊（3冊に合綴）44丁整版
題籏：原・駿州名勝志上之巻表紙：後・空色無地
構成＝序4（天明癸卯秋山章ほか）、凡例・引用書目4、

目録1、上巻本文35
刊記：駿東隣山川合長行子方編輯、同県門人植松脩
道子敬校閲。

印記：本居文庫。

Y1354－001－02　　　　　　　　　　駿河・名勝記

駿州名勝志中
（1786年）

272×180ミリ23丁整版
題籏：原・駿州名勝志中之巻表紙：後・空色無地
構成：目録1、本文22
印記：本居文庫。

Y1354－001－03　　　　　　　　　　駿河・名勝記

［駿州名勝志　下・付録］

天明6（1786）

273×180ミリ15丁整版
題簸：原・駿州名勝志下之巻表紙：後・空色無地
構成1目録1、本文8、付録4、板元略目録2、広告

刊記：天明六年丙午之初夏東都書林　目本橋室町三
丁目須原屋市兵衛板。
印記：本居文庫。

3．地　誌　3．地誌154．静岡県／　〔249〕

Y1354－002　　　　　　　　　　　　遠江・名所

とほたあふせのき
天明6（序）（1786）

272×160ミリ1巻1冊18丁整版
題籏：原・登寳当安布瀬農伎表紙：原・白色：雲紋に
春の七草型押し

構成：序1（天明丙午秋九月　海巣思孝）、本文17、賊
（遠江入野の江三山の下にすめる方壷）

印記＝遠入野酒屋・武山亭？・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ百五拾六」（貼紙）と「ホ百五拾六／一
巻」（下ヶ札）。

Y1354－003（1）　　　　　　　　　　駿河・随筆
［不尽嶽志］

（1829年）

228×151ミリ4巻4冊（1冊に合綴〉13丁整版
題籏：原・不尽嶽志陞秘録環樫録駿城記表紙：
後・薄茶色無地
印記：三井文庫。

備考：可也簡堂の罫紙を使用。葛城後喬用九（巻頭）。

三井ラベルrC238・15」。以下Y1354－003（2）～（4）も参
照。

Y1354－003（2）　　　　　　　　　　　　　駿河
［陞秘録］

（1829年）

6丁整版
備考：書誌情報はY1354－003（1）［不尽嶽志］を参照。

Y1354－003（3）　　　　　　　　　　　　　駿河
［環松録］

（1829年）

6丁整版
備考：書誌情報はY1354－003（1）［不尽嶽志］を参照。

Y1354－003（4）　　　　　　　　　　　　駿河
［駿城記］

（1829年）

7丁整版
備考：書誌情報はY1354・003（1）［不尽嶽志］を参照。

Y1354－004　　　　　　　　　　　　駿河・随筆

駿河府志

文政12（1829〉

250×158ミリ1巻1冊19丁木活
題籏：原・駿河府志全表紙：後・茶色無地
構成：目録1、本文18

刊記：文政十二己丑年仲秋久能山御用御書物所駿
河江川町採選亭鐵屋十兵衛。
印記：本居文庫・三井文庫。

備考：羽倉天則用九氏撰、三井ラベルrC238・10」。

Y1354－005
［熱海温泉図彙］

天保3（1832）

伊豆・案内記
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213×148ミリ1巻1冊26丁整版
題籏：後・熱海温泉圖彙完表紙：後・薄茶色無地
構成：序3（文政庚寅七月廿日京山人百樹）、本文23

刊記：画図岩瀬京水・渓斉英泉・歌川国安、傭書洛橋

舎楓川、天保三年辰春上梓発免江戸馬喰町二丁目山
口屋藤兵衛板。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C238・新・14」。

Y2354－001　　　　　　　　　　　　案内記
桂谷誌

明治29（1896）

201×128ミリ1巻1冊43丁活版・銅板
題簸：原・桂谷誌完表紙：原・洋紙
構成：序6、図2、明治屋ほか広告8、凡例1、本文15、

図5、広告6
刊記：明治廿九年出版・発行、著作者静岡県平民竹村
五百枝（伊豆国田方郡修善寺村大字熊坂）、発行者松

根健三（修善寺村大字修善寺）、印刷者鈴木耕太郎
（東京市京橋区南槙町）、印刷所三功舎（京橋区南槙
町）。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：定価15銭。昭和7年、三井ラベルrC238・新・
17」

3．地誌／55．愛知県！

XO355－001　　　　　　　　　　　　三河・書上

三河国古城蹟考

正保1（1644）

240×157ミリ1巻1冊23丁写本
題簸1原後・三河國古城蹟考完表紙：原・生成（内表
紙）、後・薄茶色無地

刊記：正保元年甲申仲冬目遠江國問宮氏以時記焉。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「三河国城砦屋鋪古跡覚書」、朱書あり。
前表紙に「ヲ九十九」（貼紙）と「ヲ印九十九／壱冊」（下ヶ

札）

XO355－002
［熱田神社問答雑録］

宝永1（序）（1704）

222×159ミリ1巻1冊29丁写本

尾張

題籔：後・熱田神社問答雑録表紙：後・絹に墨書

構成：序1（宝永改元上冬、問津亭主人）、本文28
刊記：尾府下蔭士藤原信景集・正六位上尾張宿禰仲頼
閲・従四位下度会神主延経校（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：墨・朱書あり。前表紙にrホ四百十二三七」

XO355－003－01　　　　　　　　　　　　　三河

［三河雀上］

宝永4（序）（1707）

242×166ミリ2巻2冊31丁写本
題簸＝後・三河雀上表紙：後・布目地型押しに金色横

刷毛目
構成＝序4（宝永四丁亥林鐘目三州御油駅才化翁）、巻

1本文27
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書あり。序に全4冊とあるが現存は2冊。前表
紙に「ホ三百七」（貼紙）と「ホ印三百七／　冊」（下ヶ札）、

メモ書「C239」

XO355－003－02　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三河

［三河雀下］

（1707年）

241×166ミリ20丁写本
題籏1後・三河雀下表紙：後・布目地型押しに金色横

刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO355－004　　　　　　　　　　　　　　尾張

厚見草

享保5（1720）

230×170ミリ1巻1冊59丁写本
題簸：原・厚見草全表紙1後・覗色布目地型押し

構成：内表紙1、本文57、奥書1
刊記：延宝六年戊午八月廿三目也（中略）名ヲ厚覧草ト

名付ケルナリ、右術字落字闘文等問可有之如伝本令書写

而已畢干時享保五年庚子三月十八日森□頼久水。
印記：風楓亭・草山・要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「右厚見草文政七申年八月朔目求之水埜篤
誠」「水野没後此書落書佑之手嘉永戊戌十一月十六日

余買之秋田屋源助者欝之細野忠陳識慶応元年乙
丑九月朔目夜通読加朱」。前表紙に「ホ四百十二一
九」（貼紙）

XO355－005－01　　　　　　　　　　　　尾張

尾陽名勝志1
享保7（序）（1722）

236×164ミリ6巻6冊45丁写本
題籏：原・尾陽名勝志壱全六冊表紙：原・横刷毛目
構成：序・目録1（享保七年伊童随用）、本文44

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：上小口に「尾宮三ニセン」（墨書）。前表紙に「三

百六十六」（貼紙）と「ホ印三百六十六／六巻」（下ヶ札）

XO355－005－02　　　　　　　　　　　　　尾張

尾陽名勝志2
（1722年）

237×164ミリ25丁写本
題簸：原・尾陽名勝志弐表紙：原・横刷毛冒
印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝上小口にr尾宮三ニセン」（墨書）

XO355－005－03　　　　　　　　　　　　尾張

尾陽名勝志3
（1722年）

236×164ミリ37丁写本
題籏：原・尾陽名勝志三表紙：原・横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：上小口に「尾宮三ニセン」（墨書）
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遊紙1、凡例2、目録3、図6、巻1本文16
臣松平秀雲士龍撰・臣千村伯斎迂美校（目録

：宗辰所集・三井家3。

＝前表紙に「ホ四百三十一」（貼紙）と「ホ印四百三
／八冊」（下ヶ札）

成
記
九
記
考
一

構
刊
頭
印
備
十

尾張XO355－007－01（2）

［張州府志　2］

（1752年）

11丁写本

尾張XO355－007－01（3）

［張州府志　3］

（1752年）

13丁写本

XO355－007－02（1）　　　　　　　　　　　尾張
［張州府志　4］

（1752年）

271×189ミリ28丁写本
題簸：原・張州府志二表紙：原・薄茶色無地

構成：図5、巻4本文19
印記：宗辰所集・三井家3。

尾張XO355－007－02（2）

［張州府志　5］

（1752年）

21丁写本

尾張XO355－007－02（3）

［張州府志　6］

（1752年）

9丁写本

XO355－007－03（1）　　　　　　　　　　　尾張
［張州府志　7］

（1752年）

271×190ミリ28丁写本
題籏：原・張州府志三表紙1原・薄茶色無地

構成：図5、巻7本文23
印記：宗辰所集・三井家3。

尾張XO355－007－03（2）

［張州府志　8］

（1752年）

32丁写本

尾張XO355－007－03（3）

［張州府志　9］

（1752年）

25丁写本

XO355－005－04　　　　　　　　　　　　　尾張

尾陽名勝志　4
（1722年）

237×164ミリ37丁写本
題簸：原・尾陽名勝志四表紙：原・横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：13丁の間に半紙1（寺院開基に関する）あり。上
小口に「尾宮三ニセン」（墨書）

尾張XO355－005－05

尾陽名勝志　5
（1722年）

236×164ミリ30丁写本
題籏：原・尾陽名勝志五表紙：原・横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：上小口に「尾宮三ニセン」（墨書）

XO355－005－06　　　　　　　　　　　　尾張

尾陽名勝志　6
（1722年）

237×163ミリ35丁写本
題簸：原・尾陽名勝志六止表紙：原・横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1上小口に「尾宮三ニセン」（墨書）

XO355－006－01　　　　　　　　　　　　三河
三河国二葉松　上
元文6（序）（1741）

285×205ミリ2巻2冊59丁写本
題簸：原・三河國二葉【】表紙：原・覗色無地

構成：序2（松泓小笠原基長・元文六年渡辺竪）、本文
57
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「二葉上」（墨書）、朱書・付箋あり。大

正11年11月時刻表入る。前表紙に「ホ百六十七」（貼
紙）と「ホ印百六十七／二冊」（下ヶ札）。

XO355－006－02　　　　　　　　　　　　三河
三河国二葉松　下
（1741年）

285×205ミリ69丁写本
題簸：原・三河國二葉松下表紙：原・覗色無地

構成：本文67、践2（元文庚申佐野監物知尭）
刊記：二葉松加毫之連名、吉田城内小笠原基長・岡崎
満性寺東泉坊教山・西郡三好紀隆・新城太田長孝・牛

久保渡辺豊綱・吉田渡辺竪、参州宝飯郡宮島郷長山
村佐野知尭。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「二葉下」（墨書）、朱書・付箋あり。

XO355－007－01（1）　　　　　　　　　　　尾張
［張州府志　1］

宝暦2（1752）

270×190ミリ31巻31冊（8冊に合綴〉29丁写本
題簸：原・張州府志一総計八本（打付）表紙：原・薄
茶色無地
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XO355－007－04（1）　　　　　　　　　　　尾張

［張州府志　10］

（1752年）

272×190ミリ15丁写本
題簸：原・張州府志四表紙二原・薄茶色無地

構成：図1、巻10本文14
印記：宗辰所集・三井家3。

XO355－007－04（2）

［張州府志　11］

（1752年）

50丁写本

XO355－007－04（3）

［張州府志　12］

（1752年）

20丁写本

XO355－007－04（4）

［張州府志　13］

（1752年）

28丁写本

尾張

尾張

尾張

XO355－007－05（1）　　　　　　　　　　　尾張

［張州府志　14］

（1752年）

272×190ミリ27丁写本
題簸：原・張州府志五表紙：原・薄茶色無地

構成：図4、巻14本文23
印記：宗辰所集・三井家3。

XO355－007－05（2）

［張州府志　15］

（1752年）

25丁写本

XO355－007－05（3）

［張州府志　16］

（1752年）

11丁写本

XO355－007－05（4）

［張州府志　17］
（1752年）

20丁写本

尾張

尾張

尾張

XO355－007－06（1）　　　　　　　　　　　尾張

［張州府志　18］
（1752年）

272×190ミリ20丁写本
題簸：原・張州府志六表紙：原・薄茶色無地

構成：図3，巻18本文17
印記：宗辰所集・三井家3。

XO355－007－06（2）

［張州府志　19］

（1752年）

14丁写本

XO355－007－06（3）

［張州府志　20］

（1752年）

21丁写本

XO355－007－06（4）

［張州府志　21］

（1752年）

22丁写本

尾張

尾張

尾張

XO355－007－07（1）　　　　　　　尾張・年中行事

［張州府志　22］

（1752年）

272×190ミリ21丁写本
題籏1原・張州府志七表紙：原・薄茶色無地

構成：図3、巻22本文18
印記：宗辰所集・三井家3。

XO355－007－07（2）

［張州府志　23］

（1752年）

17丁写本

XO355－007－07（3）

［張州府志　24］

（1752年）

21丁写本

XO355－007－07（4）

［張州府志　25
（1752年）

16丁写本

XO355－007－07（5）

［張州府志　26］

（1752年）

19丁写本

尾張

尾張

尾張

尾張

XO355－007－08（1）　　　　　　　　　　　尾張

［張州府志　27］

（1752年）

273×189ミリ30丁写本
題籏1原・張州府志八終表紙：原・薄茶色無地
構成：図1、巻27本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

XO355－007－08（2）

［張州府志　28］

尾張
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［名府年中行事　4］

（1781年）

234×164ミリ27丁写本
題簸：原・名府年中行事冬表紙：原・栗色無地
印記：尾張細野氏記・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ四百十二三」（貼紙）

尾張XO355－009－04（2）

［名府年中行事　付録］

（1781年）

2丁写本

XO355－010　　　　　　　　　　　　　　尾張
［尾州御城記］

天明9（写）（1789）

270×197ミリ1巻1冊50丁写本
題籔：後・尾州御城記全表紙：後・斜刷毛目

刊記：天明九己酉年正月写之於府下福井町買獲之
加表紙畢松涛主人（花押）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙見返しr此記尾州御城記トアルママニ題ヲ押ス

然共是ハ後人ノ書加ヘタルカ難信若シハ尾陽始君知又ハ同

始君録ノ類ノー本ナルモノ欺進テ吟味シタシ徳義」（付箋）。

前表紙に「ヲ百二拾六」（貼紙）と「ヲ百廿六／一巻」（下ヶ

札）、メモ書「C239」

XO355－011　　　　　　　　　　　　尾張・名所記

張州略記

寛政2（1790）

244×167ミリ1巻1冊35丁写本
題簸：原・張州略記全表紙：後・薄茶色無地
刊記：寛政二庚戌年七月二目（巻末）、元治甲子十月
買之貸書雛胡月堂要斎（印）（後ろ表紙見返し）。

印記：要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：「かし本大野屋」の用紙を使用。前表紙「ホ四百

十二四」（貼紙〉

XO355－012
［岡崎領主古記］

寛政10（1798）

270×192ミリ1巻1冊31丁写本
題簸：原・なし表紙：原・なし

刊記：此本書ハ予寛政戊午ノ暮春泊三州額田郡岩津
妙心寺菅農中村左京益貞翁ノ［コ見之事々的実而坐□

宥当代之態以照流俗浮浪ノ本書則然可昭邪正実為予
□略也望之不移老翁云此書ハ水野侯時岡崎村寺社旧
士印素携其当代守主諸之其余事実桃雲霧如望青天壼
亦不□怪耶。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1ボール紙の表紙つき。三井ラベル（か）「C239・
3」。

XO355－013（1）　　　　　　　　　　尾張・名所記

［尾張名勝地志　上］

（1804年）

236×168ミリ2巻2冊（1冊に合綴）19丁写本

（1752年）

23丁写本

尾張XO355－007－08（3）

［張州府志　29］

（1752年）

17丁写本

尾張XO355－007－08（4）

［張州府志　30］

（1752年）

20丁写本

尾張XO355－007－08（5）

［張州府志　付録］

（1752年）

10丁写本

XO355－008　　　　　　　　　　　尾張・城主記

尾張古城記
明和7（写）（1770）

235×169ミリ1巻1冊7丁写本
題簸：原・尾張古城記全忠表紙：後・薄茶色無地
構成：遊紙1、本文6

刊記：明和七庚寅季冬十一月旬写之瀧川紀忠厚
（印）。

印記1滝川氏口□・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二一二」（貼紙）

XO355－009－01　　　　　　　　　尾張・年中行事

［名府年中行事　1］

天明1（1781）
235×164ミリ5巻5冊（4冊に合綴）31丁写本
題籏＝原・名府年中行事春表紙：原・栗色無地
構成：序2（天明元年辛丑除夜張府花泰具庵）、本文29
印記：尾張細野氏記・谷文・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二三」（貼紙）、「共四」（墨
書）

XO355－009－02　　　　　　　　尾張・年中行事

［名府年中行事　2］

（1781年）

234×164ミリ25丁写本
題簸1原・名府年中行事夏表紙：原・栗色無地
印記＝尾張細野氏記・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙rホ四百十二三」（貼紙）

XO355－009－03　　　　　　　　　尾張・年中行事

［名府年中行事　3］

（1781年）

235×164ミリ18丁写本
題簸：原・名府年中行事秋表紙：原・栗色無地
印記：尾張細野氏記・宗辰所集・三井家3。

尾張・年中行事XO355－009－04（1）



文化7（写）（1810）

235×163ミリ1巻1冊99丁写本
題籏：原・熱田蕾記表紙：原・覗色：布目地型押し

構成：遊紙1、本文97、奥書1
刊記：文化七甲午歳夏五月晦目写終水野由右衛門
藤原克忠（佐次右衛門源篤誠）花押・印、水野没後此

書落書商之手嘉永庚戌十一月十六目余買之秋田屋源
助者細野忠陳識（印）、万延二年辛酉正月九目以古
屋氏蔵本校合之古屋氏本不載御書二十二通忠陳
識。

印記1天平園・要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：6・7丁丁間に付箋がある。前表紙に「ホ四百十二
一七」（貼紙）。

XO355－017－01（1）　　　　　　　　　　　尾張

［犬山里語記　1］

文化14（序）（1817）

235×164ミリ9巻9冊（4冊に合綴）29丁写本
題籏：後・犬山里語記一二三表紙：原・黄色二布目地
菊花文型押し
構成：序2（文化十四年丁丑五月信易）、付言3、目録3、

巻1本文21
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しに「陳識」の貼紙1・切紙1、8丁目
の紙間に城主に関する切紙1あり。前表紙にrホ四百
八」、（貼紙）と「ホ印四百八／四冊」（下ヶ札）

尾張XO355－017－01（2）

［犬山里語記　2］
（1817年）’

22丁写本

XO355－017－02（1）　　　　　　　　　　　尾張

［犬山里語記　5］

（1817年）

235×164ミリ18丁写本
題籏：後・犬山里語記五六表紙＝原・黄色：布目地菊

花文型押し
構成：目録1、本文17
印記：宗辰所集・三井家3。

尾張XO355－017－02（2）

［犬山里語記　6］

12丁写本
構成：目録1、本文11

XO355－017－03（1）　　　　　　　　　　　尾張

［犬山里語記　8］

（1817年）

235×165ミリ24丁写本
題簸：後・犬山里語記八九表紙：原・黄色：布目地菊
花文型押し

構成＝巻8目録1、本文22、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

〔254〕　3．地誌

題簸：原・尾張名勝地志上下表紙：原・花田色無地
構成：目録1、本文18
印記：徳隣・要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二／一」（貼紙）

XO355－013（2）　　　　　　　　　　　　　尾張

［尾張名勝地志　下］

享和4（写）（1804）

11丁写本
構成：本文10、奥書1
刊記：衆氏輯（下巻巻頭）、寛保二年壬戌六月下旬。享

和四甲子歳二月写之水野克忠印、水野没後此書落
商手嘉永庚戌之冬余買之要斎忠陳識（忠陳印）。

XO355－014－01　　　　　　　　　　　　尾張
［犬山見聞図会　乾］

文化1（1804）

268×192ミリ2巻2冊43丁写本
題籏1後・犬山見聞圖會乾表紙：後・鉄色：布目地蜀

江文型押し

構成：序3（文化元の年前隅州従五位藤原朝臣在定
東湖山人）、凡例1（長足庵撰）、目録1、本文38、遊紙

1
印記：上り藤に木・宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。前表紙に「ホニ百六十八」（貼紙）と「ホ

印二百六十八1　冊」（下ヶ札）、メモ書「C235」

XO355－014－02　　　　　　　　　　　　　尾張

［犬山見聞図会　坤］．

（1804年）

267×191ミリ24丁写本
題籏＝後・犬山見聞圖會坤表紙＝後・鉄色：布目地蜀

江文型押し

構成：目録1、本文23
印記：上り藤に木・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO355－015　　　　　　　　　　　　　　尾張

熱田尊命記集説
文化7（写）（1810）

236×160ミリ1巻1冊62丁写本
題籏：原・熱田尊命記集説合完表紙：原・花田色：布
目地型押し

構成：序1、上巻21、中巻21、下巻15、補遺3、書写奥

1
刊記＝元禄六年歳次癸酉秋分之日藤原信景誌之（下
巻）、文化七甲午歳五月十八目写畢藤原克忠（花押・

伯敬・篤誠之印）、徳隣印藤原克忠後改篤誠字伯敬
称佐次右衛門族水野尾張人為小吏蔵書頗多没後嗣子
不継志遺書皆落商手可歎哉嘉永庚戌之冬余買得此書
於秋田屋源助者要斎忠陳識（忠陳之印）。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「熱田太神宮本社末社神躰尊命記集説」。
前表紙に「ホ四百十二一八」（貼紙）

尾張XO355－016

熱田旧記
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尾張XO355－019－03

清洲志　3
（1829年）

229×158ミリ42丁写本
題簸：原・清洲志三表紙：原・薄茶色無地
構成：遊紙1、本文41
印記：昂坂氏蔵記・宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。

尾張XO355－019－04

清洲志　4
（1829年）

230×156ミリ61丁写本
題籏：原・清洲志四表紙：原・薄茶色無地
構成：遊紙1、本文60

印記：昂坂氏蔵記・宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。

尾張XO355－019－05

清洲志　5
（1829年）

229×156ミリ46丁写本
題籏：原・清洲志五表紙＝原・薄茶色無地
印記二昂坂氏蔵記・宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。

XO355－020－01　　　　　　　　　　　　三河
三河志　首
天保7（序）（1836）

270×190ミリ40巻40冊（35冊に合綴）14丁写本
題籏：原・三河志首（打付）表紙：原・渋引（反古紙）

構成：序3（天保七丙申年孟春三河國渡辺政香）、目録

2、引用書目録9
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。校合のあとがある。目録の前に書き入れ
（「申七月廿四目　御馬鈴木忠兵衛方江返セシ印、鈴木

善兵衛殿同名書状相添夫勝蔵」）。前表紙にrホ百七
拾六」（貼紙）と「ホ印百七拾六／光六巻」（下ヶ札）。

XO355－020－02　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　1
（1836年）

270×190ミリ60丁写本
題簸：原・三河志一（打付）表紙：原・渋引（反古紙）

構成：日本総國風土記
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書あり

XO355－020－03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　2
（1836年）

270×190ミリ102丁写本
題籏：原・三河志二（打付）表紙：原・渋引（反古紙）

構成：歴代事蹟部

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書あり

尾張XO355－017－03（2）

［犬山里語記　9］

29丁写本
構成：巻9～11目録2、巻9本文27

XO355－017－04（1）　　　　　　　　　　　尾張

［犬山里語記　10］
（1817年）

235×164ミリ15丁写本
題籏：後・犬山里語記十十一十二表紙＝原・黄色：布
目地菊花文型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

尾張XO355－017－04（2）

［犬山里語記　11］
（1817年）

8丁写本

尾張XO355－017－04（3）

［犬山里語記　12］
（1817年）

13丁写本

XO355－018　　　　　　　　　　　　　　尾張
蓬左遷府記稿
文化14（序）（1817）

238×170ミリ1巻1冊68丁写本
題簸1原・蓬左遷府記稿表紙：後・藍色無地

構成：序2（文化歳舎丁丑夏六月　藤原品房謹撰）、凡
例1、本文65
印記：要斎珍蔵・要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考1前表紙に「ホ四百十二一一」（貼紙）

XO355－019－01　　　　　　　　　　　　尾張

清洲志　1
文政12（序）（1829）

229×158ミリ5巻5冊40丁写本
題籏：原・清洲志一表紙：原・薄茶色無地
構成：遊紙1、序3（柳沢維賢・文政己丑初夏泰鼎）、目

録2、本文34
刊記：武田載周編集（巻頭）。

印記＝昂坂氏蔵記・宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり。前表紙rホ三百四拾」（貼紙）とrホ三百
四拾／五巻」（下ヶ札）

尾張XO355－019－02

清洲志　2
（1829年）

229×157ミリ41丁写本
題簸：原・清洲志二表紙：原・薄茶色無地
構成：遊紙1、本文40

印記：昂坂氏蔵記・宗辰所集・三井家3。
備考＝間紙あり。



備考＝草稿。朱書多数

XO355－020－08　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　10
（1836年）

268×188ミリ46丁写本
題籏：原・三河志十（打付）表紙：原・渋引（反古紙）

構成：産物部

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。朱書多数

XO355－020－09　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　11
（1836年）

270×190ミリ48丁写本
題籏：原・三河志十一（打付）表紙1原・渋引（反古
紙）

構成：碧海郡上

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1草稿。朱書多数

XO355－020－10　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　12
（1836年）

270×189ミリ95丁写本
題籏1原・三河志十二（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：碧海郡下
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。朱書多数

XO355－020－11　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　13
（1836年）

269×189ミリ43丁写本
題籏：原・三河志十三（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：加茂郡上
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。朱書多数

XO355－020－12　　　　　　　　　　　　三河

三河志　14
（1836年）

270×189ミリ53丁写本
題簸：原・三河春十四（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：加茂郡下

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。朱書多数

XO355－020－13　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　15
（1836年）

269×190ミリ75丁写本
題簸：原・三河志十五（打付）表紙：原・渋引（反古

誌地3〔256〕

XO355－020－04（1）　　　　　　　　　　　三河

［三河志　3］

（1836年）

270×190ミリ164丁写本
題籏＝原・三河志三・四（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：（武家事績）

印記：宗辰所集・三井家3。

備考＝草稿。朱書あり、71・72丁丁間に切紙2あり

三河XO355－020－04（2）

［三河志　4］

（1836年）

写本
備考：草稿。朱書多数

XO355－020－05　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　5
（1836年）

271×190ミリ43丁写本
題簸：原・三河志五（打付）表紙：原・渋引（反古紙）

構成：延喜式貢部
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。朱書多数

XO355－020－06（1）　　　　　　　　　　　三河

［三河志　6］

（1836年）

268×189ミリ41丁写本
題籏：原・三河志六七八（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：國造悠紀神戸考
印記二宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書あり

三河XO355－020－06（2）

［三河志　7］

（1836年）

写本
備考：草稿。朱書多数

三河XO355－020－06（3）

［三河志　8］

（1836年）

写本
備考：草稿。朱書多数

XO355－020－07　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　9
（1836年）

270×190ミリ19丁写本
題籏：原・三河志九（打付）表紙：原・渋引（反古紙）

構成：駅馬伝馬部
印記：宗辰所集・三井家3。



〔257〕3，地誌3．地誌！55．愛知県ノ

三河志　21
（1836年）

269×188ミリ41丁写本
題籏：原・三河志廿一（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：渥海郡

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三ジ可

三河志　22
（1836年）

270×188ミリ78丁写本
題簸：原・三河志廿二（打付）表紙＝原・渋引（反古
紙）

構成：岡崎城

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－21　　　　　　　　　　　　三河

三河志　23
（1836年）

270×191ミリ83丁写本
題簸：原・三河志二十三（打付）表紙1原・渋引（反古
紙）

構成1西尾城

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－22　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　24
（1836年）

270×188ミリ55丁写本
題簸：原・三河志二十四（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：吉田城

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－23　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　25
（1836年）

270×188ミリ41丁写本
題簸：原・三河志二十五（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成＝城部

印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　26
（1836年）

270×190ミリ22丁写本
題籏1原・三河志二十六（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：朱印寺社部

紙）

構成：額田郡上

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。朱書多数

XO355－020－14　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　16
（1836年）

269×188ミリ71丁写本
題籏1原・三河志十六（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：額田郡下

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－15　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　17
（1836年）

270×190ミリ79丁写本
題籏1原・三河志十七（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：幡豆郡

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－16　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　18
（1836年）

270×190ミリ75丁写本
題簸：原・参河志十八（打付）表紙1原・渋引（反古
紙）

構成1宝飯郡

印記1宗辰所集・三井家3。

備考1草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－17　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　19
（1836年）

269×188ミリ69丁写本
題籏1原・三河志十九（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：設楽郡

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－18　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　20
（1836年）

269×188ミリ20丁写本
題簸：原・三河志二十（打付）表紙1原・渋引（反古
紙）

構成：八名郡

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり、カビ注意

三河XO355－020－19



×188ミリ15丁写本
・：原・三河志三十三（打付）表紙：原・渋引（反古

古戦場部
宗辰所集・三井家3。

朱書・書き入れあり

0
簸
）
成
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考
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XO355－020－31　　　　　　　　　　　　三河

三河志　34
（1836年）

271×190ミリ24丁写本
題簸：原・三河志三十四（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：浄土宗寺院部
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・書き入れあり

XO355－020－32　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　35
（1836年）

269×189ミリ52丁写本
題籏：原・三河志三十五（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成1本願寺宗寺院部
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・書き入れあり

XO355－020－33（1）　　　　　　　　　　　三河

［三河志　36］

（1836年）

270×189ミリ48丁写本
題簸：原・三河志世六三十七（打付）表紙：原・渋引
（反古紙）

構成：観音順礼井雑部
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・書き入れあり

三河XO355－020－33（2）

［三河志　37］

（1836年）

写本
備考：朱書・書き入れあり

XO355－020－34　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　39
（1836年）

270×189ミリ61丁写本
題籏：原・三河志三十九（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：徳川略系・家康年譜

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・書き入れあり

三河XO355－020－35

三河志40
（1836年）

3．地誌〔258〕

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－25　　　　　　　　　　　　三河

三河志　27
（1836年）

270×190ミリ67丁写本
題籏：原・三河志二十七（打付）表紙＝原・渋引（反古
紙）

構成：朱印寺院部
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－26　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三5可

三河志　28
（1836年）

270×190ミリ30丁写本
題簸：原・三河志二十八（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：人物部

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：草稿。朱書・書き入れあり

XO355－020－27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　30
（1836年）

269×190ミリ39丁写本
題簸：原・三河志三十（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：寺津村大河内系譜
印記二宗辰所集・三井家3。
備考：朱書・書き入れあり

XO355－020－28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三河

三河志　31
（1836年）

269×190ミリ36丁写本
題籏：原・三河志三十一（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成＝墳墓部

印記二宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・書き入れあり

XO355－020－29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三5可

三河志　32
（1836年）

270×190ミリ7丁写本
題籏：原・三河志三十二（打付）表紙：原・渋引（反古
紙）

構成：鍛冶部

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書・書き入れあり

三河XO355－020－30

三河志33
（1836年）
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印記：宗辰所集・三井家3。

備考1内題はr参河國古歌名跡考下之巻」。朱書・付
箋あり。

XO355－023　　　　　　　　　　　　　　尾張

尾陽始君知
天保15（写）（1844）

241×166ミリ1巻1冊27丁写本
題籏：原・尾陽始君知表紙：原・薄茶色無地

刊記：天保十五年甲辰十一月　小臣細野忠陳拝写、
朱書別本ヲ以ス元治元年甲子四月八目。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：朱書あり、内容は徳川義直一代記。前表紙に「ホ

四百十二二八」（貼紙）

XO355－024　　　　　　　　　　　　　　尾張

尾張百家志
弓ムイヒ3（1846）

238×166ミリ1巻1冊41丁稿本
題簸：原・尾張百家志表紙：原・薄茶色無地

刊記：弘化三年丙午九月細野忠陳。
印記：尾張細野氏記・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「先考要斎君所自輯録男得一識」（墨
書）、「ホ四百十二三一」（貼紙）

0355－025　　　　　　　　　　　　　　尾張
三張名家誌　初編　上・下

撃永1（序）（1848）

33×169ミリ2巻2冊（1冊に合綴）47丁稿本
垂籏：原・尾張名家誌初編上下合完表紙＝原・茶色

序4（尾張図書監深田正紹・嘉永改元眉山澤田
、凡例1、目録4、上巻16、下巻22
後学細野忠陳子高著・門人大沢正道吉夫校（巻

3
張
永
3
籏
地
晩
馴
記
九
証
考
見
歌
感
前

X
尾
嘉
3
3
題
無
構
師
刊
頭
印
備
同
か
寂
㌦

：尾張細野氏記・宗辰所集・三井家3。

：前表紙に「草稿先考親書男得一識」（墨書〉。

返し丁問に切紙5・貼紙1、1丁丁間に罫紙切紙ほ
凡例丁間に切紙1、下巻9・16・18丁間に付箋あり
舎の罫紙を使用。後ろ表紙に貼紙（万年筆書き）あ

1表紙に「ホ四百十三三三」（貼紙）

XO355－026　　　　　　　　　　　　　　尾張
［尾張先民伝　初編］

嘉永3（1850）

235×167ミリ1巻1冊46丁写本
題簸1原・尾張先民傳表紙：原・覗色無地
構成1初編凡例1（弘化二年乙巳仲春高麗一匡）、引用

書目1、目録1、本文43
刊記：嘉永庚戌季秋五日夜書干北窓之燈下要斎細
野忠陳。

印記：要斎蔵書・要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二三〇」（貼紙）

尾張XO355－027（1）

［尾張風土記残編］

×190ミリ14丁写本
・：原・三河志四十（打付）表紙：原・渋引（反古

飢饒部
宗辰所集・三井家3。

朱書・書き入れあり

9
籏
）
成
記
考
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XO355－021　　　　　　　　　　　　尾張・随筆

なごやの日記
天保8（写）（1837）

263×180ミリ1巻1冊24丁写本
題簸＝原・なこやの日記全表紙：後・薄茶色：瓢箪型
押し

刊記：天保八年丁酉正月三日写畢片山賢、斯篇ハ本
居大平後二稲掛ト改姓セリカ編輯セル所ニテ鈴翁力
六十歳ヲ賀シケル事アレハ則チ寛政元年己酉ノ年ナル
可シ此本ノ筆者片山賢ハ旧幕府鷹匠ニテ雑司ヶ谷組
ナリ鷹匠ナトニハ稀ナル読書家ニシテ能ク和文ヲ綴リシ

人ナルカ丹青ノ伎ヲモ善クシ大岡雲峯二学ヒシト云フ、

明治二十九年八月文渕閣書沽浅倉久兵衛店頭二購得
シー読ノ下朱筆句読ヲ点了ス酵園居士識。

印記：雑司谷片山賢・小澤酵園火後蔵書・宗辰所集・三
井家3。

備考1前表紙にrホ四百五十二」（貼紙）とrホ印四百五
十二／壱冊」（下ヶ札）。

XO355－022－01　　　　　　　　　　　　三河
［三河国古跡考　3上］

天保10（序）（1839）

263×185ミリ46丁稿本
題籏＝後・三河國古蹟考中表紙：後・薄茶色無地
構成：序8（天保10年5月賢木園主人羽田埜敬雄）、
38
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「倭名　参河國郡郷考」。朱書・付箋多
数。

XO355－022－02　　　　　　　　　　　　　三河

［三河国古跡考　3下］

天保10（序）（1839）

262×185ミリ3巻3冊69丁稿本
題籏：後・三河國古蹟考上表紙：後・薄茶色無地
構成：序5（天保10年羽田埜敬雄）、風土記考30、神
宮雑例集9、神戸御厨御薗考25
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「目本総國風土記第四十」。朱書・付箋多
数。前表紙に「ホ四百六十七」（貼紙）と「ホ印四百六十
七／三冊」（下ヶ札）

XO355－022－03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三河

三河国古跡考［古歌の下］

天保15（序）（1844）

264×185ミリ63丁稿本
題簸：後・三河國古蹟考下表紙：後・薄茶色無地
構成：目録1、本文60、蹟2（天保十五年八月阿波守
従五位下大津宿禰宣光）
刊記：羽田埜敬雄輯考（巻頭）。



備考：前表紙に「ホ四百十二二一」（貼紙）

XO355－031　　　　　　　　　　　　　　尾張
［尾張寺社記］

安政3（写）（1856）

143×204ミリ1巻1冊83丁写本
題簸：原・尾張寺社記修験山伏附全表紙：後・薄茶
色無地
刊記：持主忠蔵・添主本守院目英（最終丁）、此書五味

楊州所蔵也、文政二年乙卯夏楊州没後有故為余蔵距
今三十八年前也楊州名利通称彦兵衛、安政三年丙辰
八月十八目懐旧記之細野忠陳印。
印記：□蔵書・尾張細埜氏記・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二二三」（貼紙）

XO355－032（1）　　　　　　　　　　尾張・名所記

［尾張八丈　1］

（1857年）

238×169ミリ3巻3冊（1冊に合綴）71丁写本
題籏＝原・尾張八丈表紙：原・薄茶色無地

構成：序1（文政十年国衙社宮浄蓮社群彦）、目録1、

本文69
印記1要斎珍蔵・要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二一五」（貼紙）

尾張XO355－032（2）

［尾張八丈　2］

（1857年）

写本

XO355－032（3）　　　　　　　　　　　　尾張

［尾張八丈　3］

安政4（写）（1857）

写本
刊記：右尾張八丈元本四冊今抄写為一冊安政四丁巳
仲冬要斎識（要斎印）。

備考：後ろ表紙見返しに三井文庫での考証（貼紙）あ
り。

XO355－033　　　　　　　　　　　　　　尾張

熱田瑞籠抄

安政4（校合）（1857）

174×130ミリ1巻1冊16丁写本
題籏：原・熱田瑞籠抄表紙：原・薄茶色無地

刊記：以奥村氏蔵本校之朱墨是也、安政丁己孟夏十
四目夜忠陳（要斎印）。
印記＝要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3・三井文庫。

備考：内題は「熱田神擁紗」。三井ラベル「C239・新・

58」

XO355－034（1）　　　　　　　　　　　　尾張

［尾張古城志］

安政4（写）（1857）

241×165ミリ2巻2冊（1冊に合綴）21丁写本
題籏＝原・尾張古城志尾張人物志表紙：原・薄茶色
刷毛目

誌地3〔260〕

嘉永6（写）（1853）

234×168ミリ2巻2冊（1冊に合綴）15丁写本
題籏：原・尾張風土記残編尾陽侯記附表紙：原・紺
色無地
構成：本文14、遊紙1

刊記：右一巻以伊勢長官蓮明院家本写之畢為袖珍可

秘者也権少外記中原清職判文亀元年辛酉五月十
三目（中略）嘉永六年癸丑中元細野忠陳写（要斎印）

朱書以一本校合安政六年己未九月十四日忠陳又識、

一本併之民部省図帳残閾為一冊別写之而蔵己未十二
月。

印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二1二」（貼紙）

XO355－027（2）　　　　　　　　　　　　尾張

［尾陽侯記付］

嘉永6（写）（1853）

12丁写本
刊記：朱書一本服部豊定写之右尾陽侯記ハ丹羽郡
大赤見村服部弾輔か家にもち伝候之古写本なるを天
保五年の三月末にかり得て写し終りぬ岡田六兵衛康
禮、嘉永六年癸丑七月細野忠陳写（要斎印）、本文迂
回の処ハ陳少しく潤色して写す。

XO355－028　　　　　　　　　　　　　　尾張

尾張寺社集古目録
嘉永6（写）（1853）

240×171ミリ1巻1冊15丁写本
題籏：原・尾張寺社集古目録表紙：原・藍色無地

構成：目録1、本文14
刊記：嘉永六年十月十一目朝要斎忠陳（要斎印・10丁
メ）。

印記：要斎蔵書・要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考；前表紙に「ホ四百十二・三九」（貼紙）。

XO355－029　　　　　　　　　　　　　　尾張

尾府聖堂記

安政2（1855）

239×171ミリ1巻1冊29丁写本
題簸1原・尾府聖堂記表紙：原・薄茶色無地

刊記：安政二年乙卯八月七目明倫堂典籍細野忠陳謹
職、此私考もとより定説としがたし更に尋繹して改正浄

写すべし忠陳文浅。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二二六」（貼紙）。

XO355－030　　　　　　　　　　　　　　尾張

熱田大宮記
安政3（写）（1856）

238×171ミリ1巻1冊13丁写本
題簸：原・熱田大宮記表紙：原・薄茶色無地

刊記：右一巻者大原真人美城著述而令授大宮司藤原
季和君処松岡助興貸之秘蔵予□見之則繕写而以為家
宝者也干時寛政第七乙卯季二月吉辰尾張宿禰連宴
（花押）、文化十年酉十二月七目写信風蔵書、安政三
年丙辰十二月五日写焉細野忠陳（印）。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。
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XO355－037　　　　　　　　　　　尾張・名所記

続尾張八丈
安政5（写）（1858）

240×170ミリ1巻1冊27丁写本
題簸二原・続尾張八丈表紙：原・薄茶色無地

構成：目録1、本文26

刊記1此冊玉晃小寺氏所輯録也、安政戊午之春借以
写要斎（印）。

印記：要斎珍蔵・要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ四百十二一六」（貼紙）

XO355－038　　　　　　　　　　　　尾張・系譜

尾張諸家系譜
安政5（写）（1858）

241×171ミリ1巻1冊53丁写本
題簸1原・尾張諸家系譜表紙：原・薄茶色無地
構成1天野から河野29、小瀬から佐治24
刊記：右系録者天野重美撰宝永四亥弥生下旬有序、
永坂平器蔵之余借其本而再写之天保八年丁酉霜月中
旬小寺源広路、右原文模糊今取意而節略之忠陳、右
借小寺氏蔵書而写之原本属辞顛倒錯雑今改其甚余皆
従原本中有太維解者亦従原本而侯他目考得事実、安
政五年戊午十一月陽来復後三目要斎細野忠陳、右以
小寺広路写本再写之広路本併永坂本一冊今亦従之、
安政五年戊午十一月廿九目細野忠陳。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：天野以下佐治まで27家を収載。前表紙にrホ四
百十二三四」（貼紙）

XO355－039　　　　　　　　　　　尾張・見聞記

尾陽寛文記
安政5（写）（1858）

240×172ミリ1巻1冊25丁写本
題籏：原・尾陽寛文記表紙：原・薄茶色無地

構成：序1（延享元甲子初穐目　立錐軒如儂）、本文24

刊記：右寛文記ハ同心刑部善三右衛門か著す所也享
保十二年隠居して如儂と称すと云天明改元辛丑の仲冬
厚（原力）本頭書を加ふ人見泰識、刑部善三右衛門二
あらず十右衛門といふ渡辺半蔵同心二て知行弐百五十
石父も十右衛門と云善三右衛門といふハ如儂か伜也、

右尾陽寛文記一巻以岸上氏蔵書描写之、朱墨三家之
考亦皆従原本青書則忠陳加之、按三家所考朱書則巻
末姓名明臭、白箋未詳何人所加黄箋所所謂時申者横
井氏通称伊折後任丹後守時申其名也、我尾張国老
天明六年十二月致仕号林斎安政五年戊午重陽前一
日　細野忠陳識（印）。

印記：要斎珍蔵・尾張細野氏記・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二五」（貼紙）。記事内容は
元禄・宝永期が中心。

XO355－040　　　　　　　　　　　　尾張・書上

尾府官蔵名器記
安政7（写）（1860）

233×168ミリ2巻1冊17丁写本
題籏：原・尾府官蔵名器記表紙：原・薄茶色無地

構成：尾州家御名物留12、尾張御国許名物御道具付5

刊記：此冊天保三年壬辰閏十一月所蔵者草書不謹故

構成：本文20、遊紙1
刊記：長坂政賢訂補・天野信景重校（巻頭）、右城跡一

百五十余所依有司之簿楼（採）諸家籍記以書之其所失

誤者後人幸正焉宝永戊子七夕藤信景志之。干時享
保十乙巳初夏二目写之真燕。右一冊以立井氏之蔵
書写之天保六乙未九月二日　奥村徳義。安政四年丁
巳四月十九目以奥村氏蔵本写之午半刻始業申半刻畢
細野忠陳元治元年甲子四月八目以田澤直吉本校讐
加朱（巻末〉。

印記：要斎珍蔵・要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：9・10丁丁間に紙縫りあり。「穰翠亭蔵」の罫紙使

用。前表紙に「ホ四百十二　一三」（貼紙）。
XO355・034（2）［尾張人物志］も参照。

XO355－034（2）　　　　　　　　　　　　尾張
［尾張人物志］

安政4（写）（1857）

17丁写本
刊記：正徳改元仲冬望天野信景編輯・堀貞義校正・
木下宗職再訂（巻頭）、右以奥村徳義蔵本写之原本誤

脱多当得善本而校之安政四年丁巳五月朔目　細野
忠陳識慶応元年乙丑七月二目以一本校之補遺奥
村本不載之故今写以収之（巻末）。

備考：書誌情報はXO355・034（1）［尾張古城志］を参
照。

0355－035－01　　　　　　　　　　　　尾張
1帳雑志　1

1857年）

38×169ミリ2巻2冊45丁写本
1籏：原・開帳雑志一（方箋共）表紙：原・薄茶色無

XO355－035－02　　　　　　　　　　　　尾張
開帳雑志　2

安政4（写）（1857）

240×170ミリ28丁写本
題簸：原・開帳雑志二（方箋共）表紙：原・薄茶色無
地

刊記：時文政九年丙戌五月中六目名府猿猴庵謹図之
同年常夏月下八目歌月庵模写、安政丁巳仲冬三目抄
写寂感舎主人（忠陳印）。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

XO355－036　　　　　　　　　　　尾張・名所記

張藩名所記

安政5（購入）（1858）

236×171ミリ1巻1冊34丁写本
題簸：原・張藩名所記全表紙：原・藍色無地
刊記：安政五年戊午十一一月一陽来復日買之橘陪骨董
舗要斎細野忠陳識。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：内容は名古屋城下のこと。朱書あり。前表紙にrホ

四百十二三五」（貼紙）



刊記：今菰辛酉五月余遊干中島郡本神戸村拝酒見
祠遊干目久井村訪則竹氏観所蔵神器数品是往年出於
宅内古丘中云主人又出示此冊及真清田神宝録一冊余
乃懇請併借之皆写之真清田録錐草本猶可読実如此書
則顛倒錯雑不可読者多臭今随写聯改之以期他目補修
之功尿文久紀元辛酉五月八目細野忠陳識（印）。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二四三」（貼紙）

XO355－044　　　　　　　　　　　　　　尾張

天林山笠覆寺観音縁起

慶応2（校合）（1865）

232×169ミリ1巻1冊15丁写本
題簸：原・天林山笠覆寺縁起表紙：原・毘沙門亀甲地
に小梅と若松の丸散らし（刷り）

刊記＝＜藍色の書で＞干時天文拾年二月日尾州愛智
郡天林山笠覆寺右青書以小寺玉晃老人所蔵本校讐
慶応二年丙寅四月廿一目（花押）。

印記：尾張細埜氏記・宗辰所集・三井家3。

備考：校合は慶応2年。前表紙に「ホ四百十二四二」
（貼紙）。

XO355－045　　　　　　　　　　尾張・旅行記

要斎君手記［遊智多郡所観］

明治4（1871）

236×166ミリ1巻1冊45丁写本
題簸＝原・要斎君手記（打付）、遊智多郡所観表紙：

原・薄茶色無地

構成：遊智多郡所観序1（明治4辛未9月至10月要斎
陳）、本文44
印記＝要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前半部分は罫紙を使用。後ろから7丁目丁間に
切紙あり。前表紙に「ホ四百十二三六」（貼紙）

XO355－046　　　　　　　　　　　　尾張・系譜

尾侯紀略

明治8（内容下限）（1875）

242×168ミリ1巻1冊53丁写本
題簸：原・尾侯紀略全表紙：原・白色雲母引き
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「別二御系譜横本一冊アリ可併看」（見返し）、3丁

目に「尾張墓所覧」切紙2あり、43丁目に茂徳代秀麿に
関する切紙1あり、武鑑写しあり。前表紙にrホ四百十二
二七」（貼紙）

尾張XO355－047－01（1）

［尾陽雑記　1］

239×166ミリ6巻6冊（5冊に合綴）30丁写本
題簸：原・尾陽雑記一二表紙：原・刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ百八十二j（貼紙）とrホ印百八十ニノ

五巻」（下ヶ札）

尾張XO355－047－01（2）

［尾陽雑記　2］

誌地3〔262〕

今又浄写之其未詳者姑存疑安政七年庚申正月元目
細野忠陳識（名物留）・右佐藤氏之秘蔵書也密乞借而

写之天保十三年壬寅奥村徳義秘蔵、安政七年庚申正
月廿三日以奥村氏之本写之要斎忠陳（道具付）。

印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：忠陳の朱書あり。前表紙にrホ四百十二三八」
（貼紙）

XO355－041　　　　　　　　　　　　尾張・俳詣

熱田宮雀
万延1（写）（1860）

227×169ミリ1巻1冊29丁写本
題簸：原・熱田宮雀全表紙＝原・薄茶色無地
構成：序1（天和元辛酉暦霜月目兼頼）、目録3、上巻

25
刊記：此書世に甚希なり神谷三園翁京師より買れしを小

寺玉晃模写して蔵せり余又玉晃の本を借て再写す字様

画躰原本に似ざる事遠かるべし○往年尾張志及名所
図会を編し人々其時ハ此書ある事を知らず此書に載る
故事を漏したる所あるを遺憾とすと云玉界の話を記す

万延庚申六月十八目　要斎陳（花押）。

印記：要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二／二〇」（貼紙）

XO355－042（1）　　　　　　　　　　　　　随筆

［遊覧随筆　1］

（1861年）

244×170ミリ2巻2冊（1冊に合綴）37丁写本
題籏：原・遊覧随筆中村政順筆記表紙1後・薄茶色
無地
構成：目録2、本文34、書写奥1
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：目録は罫紙を使用。前表紙に「ホ四百十二一
四」（貼紙）

XO355－042（2）

［遊覧随筆　2］

文久1（写）（1861）

写本
刊記：習斎中村先生之父日道而君、有随筆六巻習斎
先生題其書皮、分為見聞随筆五巻遊覧随筆一巻、余
頃借之其曾孫得斎翁而写之、因口按見聞随筆中有合
属遊覧随筆者一巻、故今改為見聞随筆四巻遊覧随筆
二巻合綴為随筆二冊遊覧随筆一冊而蔵之、道而君諦
政順通称藤左衛門貞享甲子五月二十三目生、元禄甲
申宝永紀元四月二十八日継家賜禄百石、為馬廻組、
元文己未八月二十七目卒享年五十六、君嬰山内氏生
二男二女伯政峰通称覚蔵号厚斎先生叔即習斎先生也
文久元年辛酉一陽来復目細野忠陳識（印）。

XO355－043　　　　　　　　　　　　　　尾張

目久井神鏡記
文久1（写）（1861）

235×168ミリ1巻1冊6丁写本
題籏：原・目久井神鏡記表紙＝原・薄茶色無地
構成：序1（寛政二年庚戌四月尾塞神社従二位舩著大
明神氏人尾張　目比野尾関佐兵衛吉武）、本文5
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269×194ミリ1巻1冊142丁写本
題簸1後・尾張寺社由緒記（方箋共）表紙1後・薄茶色

無地
刊記：江州住人佐々木宮内少輔信綱より五代目四郎五
郎信勝之三男右近忠秀嫡子靱負助秀季。
印記：要斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考1前表紙に「ホ四百十一」（貼紙）と「ホ印四百十一／

壱冊」（下ヶ札）、メモ書「C239」

XO355－051　　　　　　　　　　　尾張・行事

愛知郡岩塚村七社明神祭礼図

237×169ミリ1巻1冊10丁写本
題簸：原・愛知郡岩塚村七社明神祭禮圖表紙＝原・薄

茶色無地
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr高力種信草本」（朱書）・r正月十七目」

（角書）とある。前表紙に「ホ四百十二二五」（貼紙）

Y1355－001－01　　　　　　　　　　尾張・名所記

尾張名所図会　前編1

（1844年）

267×187ミリ7巻7冊87丁整版
題籏1原・尾張名所圖會前編一表紙1原・覗色1五瓜
に梅型押し

構成：序12（天保十二季歳尾張世臣六十九翁香実深
田正紹・辛丑冬十一月深田精一・上田仲敏・磯村千春）

凡例2、目録1、本文72
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙に「ホ印九」（貼紙）と「ホ印九／拾三巻」
（下ケ札）

Y1355－001－02　　　　　　　　　尾張・名所記

尾張名所図会　前編2

（1844年）

266×188ミリ66丁整版
題簸：原・尾張名所圖會前編二表紙：原・覗色：五瓜
に梅型押し

構成：目録1丁半、本文64丁半
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－001－03　　　　　　　　　　尾張・名所記

尾張名所図会　前編3
（1844年）

267×188ミリ39丁整版
題簸：原・尾張名所圖會前編三表紙1原・覗色：五瓜
に梅型押し

構成＝目録半丁、本文38丁半
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－001－04　　　　　　　　　　尾張・名所記

尾張名所図会　前編4
（1844年）

266×188ミリ43丁整版
題簸：原・尾張名所圖會前編四表紙：原・覗色1五瓜
に梅型押し

尾張

63丁写本

XO355－047－02

尾陽雑記　3

237×166ミリ63丁写本
題簸：原・尾陽雑記三表紙：原・刷毛目
印記＝宗辰所集・三井家3。

尾張XO355－047－03

尾陽雑記　4

237×166ミリ82丁写本
題簸：原・尾陽雑記四表紙：原・刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。

尾張XO355－047－04

尾陽雑記　5

237×165ミリ64丁写本
題籏：原・尾陽雑記五表紙：原・刷毛目
印記二宗辰所集・三井家3。

尾張XO355－047－05

尾陽雑記　6

239×166ミリ70丁写本
題籏：原・尾陽雑記六表紙：原・刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：本朝編年録からの引用散見す、付箋1あり、後ろ
表紙見返しに「深田蔵」（墨書）

XO355－048　　　　　　　　　　　　　　尾張
［尾陽雑記　5］

明治11（写）（1878）

233×167ミリ1巻1冊99丁写本
題簸：後・尾陽雑記表紙：後・茶色＝布目地型押し

刊記：小寺氏所贈、玉晃老人臨没所贈七部之内明治
十一年戊寅九月、小川義雅拝写。
印記：小寺姓玉晃文庫・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ四百十二六（カ）」（貼紙）

尾張・格式XO355－049

張臣八家十二格

240×170ミリ1巻1冊15丁写本
題簸：原・張臣八家十二格表紙：原・薄茶色無地

刊記1右借得問島先生蔵本而謄写細野忠陳。
印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ四百十二三二」（貼紙）

尾張XO355－050
［尾張寺社由緒記］



題籏：原・尾張名所圖會後編二表紙1原・藍色：五瓜
に梅型押し

構成：遊紙1、目録2、本文42
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－002－03　　　　　　　　　　　　名所記

尾張名所図会　後編3

（1880年）

260×188ミリ69丁整版
題簸：原・尾張名所圖會後編三表紙：原・藍色＝五瓜
に梅型押し

構成：遊紙1、目録1丁半、本文66丁半
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1紙磋り1あり

Y1355－002－04　　　　　　　　　　　　名所記

尾張名所図会　後編4

（1880年）

260×188ミリ63丁整版
題簸：原・尾張名所圖會後編四表紙：原・藍色＝五瓜
に梅型押し

構成1遊紙1、目録1、本文61
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1355－002－05　　　　　　　　　　　　名所記

尾張名所図会　後編5

（1880年）

260×188ミリ35丁整版
題籏：原・尾張名所圖會後編五表紙：原・藍色1五瓜

に梅型押し

構成：遊紙1、目録1、本文33
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－002－06　　、　　　　　　　　　　名所記

尾張名所図会　後編6

明治13（1880）

261×189ミリ71丁整版
題簸：原・尾張名所圖會後編六表紙：原・藍色：五瓜
に梅型押し

構成：遊紙1、目録2、本文61、引書目4、践3（明治十
三年愛知縣士族七十一翁少講義小田切春江）
刊記：明治十三年八月廿六目出版版権屈、明治十三
年九月刻成、愛知縣蔵版、剤削愛知縣下名古屋匠下
長者町百十二番邸豊原堂稲夫、発莞書騨同縣同匿玉
屋町二十六番邸片野東四郎。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－001

［尾張志　1上］

明治25（題字）（1892）

230×158ミリ10巻10冊59丁活版
題簸1原・尾張志名古屋上表紙：原・肌色：布目地
型押し
構成：題字1（壬辰五月桂太郎）、序2（天保十四年癸卯

春正月　図書監臣深田正紹・天保十五年二月植松庄
左衛門茂岳）、凡例1、目録1、本文54

地誌3〔264〕

構成：目録1、本文42
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－001－05　　　　　　　　　尾張・名所記

尾張名所図会　前編5
（1844年）

267×189ミリ85丁整版
題簸：原・尾張名所圖會前編五表紙1原・覗色：五瓜
に梅型押し

構成：目録2、本文83
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－001－06　　　　　　　　　尾張・名所記

尾張名所図会　前編6
（1844年）

267×189ミリ78丁整版
題籏：原・尾張名所圖會前編六表紙：原・覗色：五瓜
に梅型押し

構成：目録2、本文76

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－001－07　　　　　　　　　　尾張・名所記

尾張名所図会　前編　7
天保15（1844）

266×189ミリ88丁整版
題籏：原・尾張名所圖會前編七表紙：原・覗色＝五瓜
に梅型押し

構成：目録2、本文86

刊記：天保十二年辛丑十一月脱稿、同十五年甲辰二
月発免、尾張書蝉名古屋本町九丁目菱屋九兵衛・伝
馬町五丁目菱屋久八郎合梓、発行書痺名古屋本町一
丁目風月堂孫助・同本町三丁目菱屋藤兵衛・同本町七
丁目永楽屋東四郎・同本町十丁目松屋善兵衛・同小牧
町美濃屋伊六・京都御幸町御池上ル菱屋孫兵衛・同寺
町松原上ル菱屋治兵衛・大坂心斎橋北久太郎町河内
屋喜兵衛・同順慶町柏原屋清右衛門・江戸芝神明前岡
田屋嘉七・同日本橋通一丁目須原屋茂兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1355－002－01　　　　　　　　　　　名所記
尾張名所図会　後編1

（1880年）

260×188ミリ6巻6冊55丁整版
題籏：原・尾張名所圖會後編一表紙：原・藍色：五瓜
に梅型押し

構成：遊紙1、題字1、序8（明治庚辰二月国貞兼平ほ
か）、目録1、本文44

刊記：岡田啓・野口直道遺稿、小田切春江図画井補綴
（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考＝袋共

名所記Y1355－002－02

尾張名所図会　後編2

（1880年）

260×188ミリ45丁整版
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印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－007（2）

［尾張志　6］

（1892年）

22丁活版
構成：葉栗郡

Y2355－008

［尾張志　7］

（1892年）

230×157ミリ76丁活版
題簸：原・尾張志中島郡表紙：原・肌色1布目地型押
し

構成：目録1、本文75
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－009（1）

［尾張志　8］

（1892年）

230×158ミリ87丁活版
題簸1原・尾張志海東郡・海西郡表紙；原・肌色：布
目地型押し

構成：目録1、海東郡本文861
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－009（2）

［尾張志　9］

（1892年）

21丁活版
構成：海西郡

Y2355－010

［尾張志　10］

（1892年）

229×157ミリ91丁活版
題簸：原・尾張志知多郡表紙：原・肌色：布目地型押

3．地誌／56．三重県！

XO356－001　　　　　　　　　　　伊勢・合戦記

［慶長年中　伊勢兵乱記］

寛文7（内容）（1667）

266×193ミリ1巻1冊10丁写本
題簸：原・伊勢兵乱記五表紙：後・深緑色1蜀江文型
押し

構成：内表紙1、本文9
刊記：右の趣ハ松坂岩出殿家中に其節奉公仕委細存候

者共に直に相尋申候て口書仕私先祖の者に少々承置
申候留書と引合吟味仕書上申候所如件寛文七年未ノ
卯月　大庄屋米本七十郎山下七郎右衛門殿・渡辺七
左衛門殿右ハ水野理左衛門殿より御取次にて御上江
被成候相也。

刊記：深田増蔵正紹謹撰、植松庄左衛門茂岳謹校、中
尾八郎左衛門義稲謹輯、岡田六兵衛啓謹輯。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ四百廿五」（貼紙）とrホ印四百廿五／

十冊」（下ヶ札）

Y2355－002
［尾張志　1下］

（1892年）

239×156ミリ74丁活版
題簸：原・尾張志名古屋下表紙：原・肌色：布目地
型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－003

［尾張志　2］

（1892年）

231×157ミリ57丁活版
題籏：原・尾張志熱田表紙：原・肌色1布目地型押し

構成1目録1、本文56
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－004
［尾張志　3上］

（1892年）

230×157ミリ98丁活版
題簸：原・尾張志愛知郡上表紙1原・肌色：布目地
型押し

構成1目録1、本文97
印記＝宗辰所集・三井家3。

備考：本文41・42丁は乱丁。

Y2355－005
［尾張志　3下］

（1892年）

230×158ミリ78丁活版
題簸：原・尾張志愛知郡下表紙：原・肌色：布目地
型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－006

［尾張志　4］

（1892年）

230×158ミリ111丁活版
題籏：原・尾張志春日井郡・清須表紙1原・肌色＝布
目地型押し

構成：目録1、本文110
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2355－007（1）

［尾張志　5］

（1892年）

230×156ミリ62丁活版
題籏：原・尾張志丹羽郡・葉栗郡表紙：原・肌色：布
目地型押し

構成：目録1、丹羽郡本文61



付）表紙：原・布目地に斜刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－04　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　17～21］
（1763年）

266×191ミリ27丁写本
題簸：原・三國地志従第十七至第廿一伊勢國（打
付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－05　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　22～26］
（1763年）

266×191ミリ34丁写本
題籏：原・三國地志従第廿二至第廿六伊勢國（打
付）表紙1原・布目地に斜刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－06　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛…β’勢

［三国地志　27～31］
（1763年）

267×190ミリ72丁写本
題簸：原・三國地志従第廿七至第三十一伊勢國（打
付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－07　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　32’》36］
（1763年）

267×190ミリ42丁写本
題籏：原・三國地志従第三十二至第三十六伊勢國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－08　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　37～41］
（1763年）

266×191ミリ41丁写本
題籏：原・三國地志従第三十七至第四十一伊勢國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－09　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　42～46］
（1763年）

266×191ミリ41丁写本
題籏：原・三國地志従第四十二至第四十六伊勢國
（打付）表紙＝原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

伊勢XO356－004－10

［三国地志　47～51］
（1763年）

266×191ミリ40丁写本

誌3．地〔266〕

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題「慶長年中勢州兵乱」

XO356－002　　　　　　　　　　　　　　伊勢
［多気御所］

宝永3（写）（1706）

267×192ミリ1巻1冊77丁写本
題簸：原・多気御所三表紙：後・深緑色：蜀江文型押
し

構成：内表紙1、本文76
刊記：天正二甲戌三月森田権之亮写、宝永三丙戌年
写カエル森田氏。
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：付箋あり、メモ「三」

XO356－003　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヲ｝勢

［多気諸侍名籍］

享保21（写）（1736）

267×190ミリ1巻1冊16丁写本
題簸二原・多気諸侍名籍四表紙1後・深緑色1蜀江文
型押し

構成＝内表紙1、本文15
刊記：以飯野郡荒蒔村長福田氏秘蔵本写之享保二
十一丙辰四月廿三目度会清在書。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題r多気国司九代略」、メモr四」

籏：原・三國地志従第一至第五伊勢國（打付）表
：原・布目地に斜刷毛目

成＝序3（宝暦乙亥上巳目洞津勝高文・宝暦紀年中
穀旦好問斎源元甫）、抜1（宝暦癸未夏五三角奥田
亨）、凡例3、目録5、引用書目5、本文39
記：伊州司城藤堂元甫修・伊州富治林正直校・勢州
生由章校（巻頭）。

記：宗辰所集・三井家3。

考：前表紙に「ホニ百十八」（貼紙）と「ホ印二百十八1

二巻」（下ヶ札）。

XO356－004－02　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　6～10］

（1763年）

266×191ミリ46丁写本
題籏：原・三國地志従第六至第十伊勢國（打付）表
紙＝原・布目地に斜刷毛目

印記1宗辰所集・三井家3。

XO356－004－03　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　11～16］
（1763年）

265×191ミリ40丁写本
題簸：原・三國地志従第十一至第十六伊勢國（打
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［三国地志　82～86］
（1763年）

266×190ミリ27丁写本
題籏：原・三國地志従第八十二至第八十六伊賀國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：6・7丁丁間に糊封の切紙1あり

XO356－004－18　　　　　　　　　　　　　志摩

［三国地志　87～91］
（1763年）

266×190ミリ33丁写本
題籏：原・三國地志従第八十七至第九十一志摩國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記＝宗辰所集・三井家3。

XO356－004－19　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　92～96］
（1763年）

266×190ミリ63丁写本
題籏：原・九十二至九六（打付）表紙：原・布目地に斜

刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－20　　　　　　　　　　　　　志摩

［三国地志　97～101］
（1763年）

267×190ミリ62丁写本
題簸1原・九十七至百一（打付）表紙：原・布目地に斜
刷毛目

印記1宗辰所集・三井家3。

XO356－004－21　　　　　　　　　　　　伊賀

［三国地志　102～106］
（1763年）

266×191ミリ53丁写本
題簸1原・百二至百六（打付）表紙：原・布目地に斜刷
毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

伊賀

表紙：原・布目地

XO356－004－22

［三国地志　107～111］
（1763年）

267×191ミリ65丁写本
題簸：原・百七至百十一大尾（打付

に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－01　　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺　1

文化1（1804）

274×191ミリ16巻16冊51丁写本
題簸：原・勢陽浬諺一（題簸）・十六冊（打付）表紙：

後・横刷毛目

構成：遊紙1、序2（文化元年甲子九月朔日　本居大

題簸：原・三國地志従第四十七至第五十一伊勢國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－11　　　　　　　　　　　　伊勢

［三国地志　52～56］
（1763年）

266×190ミリ36丁写本
題簸＝原・三國地志従第五十二至第五十六伊勢國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－12　　　　　　　　　　　　伊賀

［三国地志　57～61］
（1763年）

266×190ミリ35丁写本
題簸：原・三國地志従第五十七至第六十一伊賀國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－13　　　　　　　　　　　　伊賀

［三国地志　61～66］
（1763年）

266×191ミリ28丁写本
題籏：原・三國地志従第六十二至第六十六伊賀國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－004－14　　　　　　　　　　　　伊賀

［三国地志　67～71］
（1763年）

266×191ミリ39丁写本
題簸＝原・三國地志従第六十七至第七十一伊賀國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：丁間に紙縫り1あり

XO356－004－15　　　　　　　　　　　　伊賀

［三国地志　72～76］
（1763年）

266×190ミリ30丁写本
題簸：原・三國地志従第七十二至第七十六伊賀國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：19・20丁丁間に糊封の切紙1あり

XO356－004－16　　　　　　　　　　　　　　伊賀

［三国地志　77～81］
（1763年）

266×190ミリ24丁写本
題簸：原・三國地志従第七十七至第八十一伊賀國
（打付）表紙：原・布目地に斜刷毛目

印記1宗辰所集・三井家3。

伊賀XO356－004－17
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平）、叙12（文化開元甲子四月上涜七十二翁丹羽村廉
題花押・天明改元辛丑年夏閏五月勢南丹羽郡郷吏西
村和廉題）、引用書目5、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ四百十三」と「ホ印四百十三／十六
冊」（下ヶ札）、メモ「C244」

XO356－005－02　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽偲諺　2

（1804年）

274×192ミリ54丁写本
題籏：原・勢陽僅諺二（題籏）・三重郡朝明郡員　
郡桑名郡（打付）表紙：後・横刷毛目
構成：遊紙1、三重郡目録1、本文17、朝明郡目録1、

本文9、員弁郡目録1、本文8、桑名郡目録1、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－03　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺3
（1804年）

274×192ミリ59丁写本
題簸：原・勢陽偲諺三（題簸）・奄藝郡河曲郡鈴鹿
郡（打付）表紙：後・横刷毛目

構成＝遊紙1、奄藝郡目録1、本文15、河曲郡目録1、

本文12、鈴鹿郡目録1、本文28
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－04　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺4
（1804年）

274×192ミリ64丁写本
題簸：原・勢陽偲諺四（題簸）・安濃郡（打付）表紙：

後・横刷毛目

構成＝遊紙1、安濃郡目録1、本文62
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－05　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺5
（1804年）

274×192ミリ48丁写本
題簸：原・勢陽僅諺五（題簸）・一志郡（打付）表紙：

後・横刷毛目

・構成：遊紙1、一志郡目録1、本文46
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－06　　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺　6

（1804年）

274×192ミリ60丁写本
題簸：原・勢陽狸諺六（題籏）・飯高郡（打付）表紙：

後・横刷毛目

構成：遊紙1、飯高郡目録1、本文58
印記：宗辰所集・三井家3．

XO356－005－07

勢陽倥諺　7

伊勢

（1804年）

273×192ミリ55丁写本
題簸：原・勢陽狸諺七（題簸）・多氣郡飯野郡（打付）

表紙＝後・横刷毛目

構成：遊紙1、多氣郡目録1、本文29、飯野郡目録1、

本文23
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－08　　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽偲諺　8

（1804年）

274×192ミリ72丁写本
題簸：原・勢陽僅諺八（題簸）・度會郡内宮編上（打
付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、内宮編上目録2、本文69
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－09　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽偲諺　9

（1804年）

274×192ミリ60丁写本
題籏：原・勢陽偲諺九（題簸）・度會郡内宮編下（打

付）表紙1後・横刷毛目
構成：遊紙1、内宮編下目録2、本文57
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－10　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺　10
（1804年）・

273×192ミリ81丁写本
題籏：原・勢陽僅諺十（題簸）・度會郡外宮編上（打
付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、外宮編上目録2、本文78
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－11　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽偲諺　11
（1804年）

273×192ミリ64丁写本
題簸：原・勢陽狸諺十一（題簸）・度會郡外宮編下（打

付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、外宮編下目録2、本文61
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－12　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽偲諺　12
（1804年）

273×192ミリ54丁写本
題簾：原・勢陽僅諺十二（題籏）・度會郡附録（打付）

表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、附録目録1、本文52
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－13

勢陽裡諺　13
（1804年）

伊勢
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印記：宗辰所集・三井家3、消印1。

XO356－007－01　　　　　　　　　　　　伊勢
［北勢古志　上］

嘉永3（写）（1850）

266×191ミリ3巻3冊（2冊に合綴〉62丁写本
題籏：原・北勢古志一表紙：後・深緑色1蜀江文型押
し

構成：内表紙1、叙3（金栗居士）、総論8、図2、目録2

本文46
刊記：桑名平翁満撰（巻頭）右北勢古志巻上一冊者
借取桑名藩某蔵本干足代弘訓神主今野田美稲書写以
補蔵本之閾畢但有脱丁一所得類本宜加之安政三十一
廿七加入之嘉永三年四月御巫尚書（花押）。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙rル印五〇三／八冊」（下ヶ札）、メモr壱」

XO356－007－02（1）　　　　　　　　　　　伊勢

［北勢古志　中］

（1847年）

265×191ミリ24丁写本
題簸：原・北勢古志二表紙：後・深緑色：蜀江文型押
し

構成：内表紙1、中巻23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：メモ「　」

XO356－007－02（2）　　　　　　　　　　　伊勢
［北勢古志　下］

弘化4（写）（1847）

38丁写本
構成：下巻37、賊1
刊記：右北勢古志中下合巻一冊者借取安濃津書雛陽
華堂原本令山本富教書写遂一校畢然上巻闘焉他日探
索以宜補之弘化四年九月　御巫尚書（花押）。

XO356－008　　　　　　　　　　伊勢・村高ほか

亀府墜志

嘉永7（1854）

282×204ミリ1巻1冊50丁写本
題簸：原・亀府墜志表紙：原・藍色無地

構成：内表紙1、本文49
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙見返しに「嘉永七甲寅歳十月中旬新調
蔵主小林亀治郎」（墨書）。昭和7年10月3目寄託、
三井ラベル「H222・新・23」。

XO356－009－01　　　　　　　　　　　　伊賀
伊賀考　上
明治8（写）（1875）

224×162ミリ3巻3冊59丁写本
題簸：原・伊賀考上表紙：後・赤香色：布目地に雲中
に鳥

構成：序2（明和7年秋8月岸勝明五明）、凡例・伊賀国

二十五社3、上巻目録1、本文54
刊記：天保九年戊戌正月梅木春央、明治八年二月　随

273×192ミリ45丁写本
題策：原・勢陽僅諺十三（題籏）・附録（打付）表紙
後・横刷毛目

構成：遊紙1、附録目録1、本文43
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－005－14　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽倥諺　14
（1804年）

274×192ミリ26丁写本
題簸：原・勢陽偲諺十四（題籏）・分限（打付）表紙
後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文25（村名寄〉
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：間紙あり

XO356。005－15　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺　15
（1804年）

273×192ミリ40丁写本
題籏：原・勢陽偲諺十五（題簸）・附録斎居通（打付）
表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文39

刊記：斎居通従四位上度會神主常彰韓録寛保壬戌
年成久志本縫殿也（巻頭）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

XO356－005－16　　　　　　　　　　　　伊勢

勢陽僅諺　16
（1804年）

274×192ミリ43丁写本
題簸：原・勢陽僅諺十六（題籏）・附録斎居通績編（打

付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文42

印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－006－01　　　　　　　　　　伊賀・名所記

標注伊賀名所記　上
天保14（序）（1843）

270×190ミリ2巻2冊65丁写本
題簸：原・標注伊賀名所記上（打付）表紙：後・藍色1
布目地型押し

構成：内表紙1・引証書目1、端書3（天保14年正月若

菜つむ目やすふきのや守一）、凡例2、本文58
印記：宗辰所集・三井家3、消印1。
備考：前表紙に「ホ四百二十」（貼紙）と「ホ印四百二十／

二冊」（下ヶ札）、メモ「C244」

XO356－006－02　　　　　　　　　伊賀・名所記

標注伊賀名所記　下
嘉永6（践）（1853）

270×190ミリ55丁写本
題簸：原・標注伊賀名所記下（打付）表紙：後・藍色：

布目地型押し

構成：内表紙1、本文52、政2（癸丑仲夏友人斎藤謙
撰）
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神屋主人。

印記：古川氏之記・江藤文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙（一部明治23年の帳面を使用）あり。前表紙
に「ホニ百八十九」（貼紙）と「ホ印二百八十九1三冊」
（下ケ札）

XO356－009－02　　　　　　　　　　　　　　伊賀

伊賀考中
明治8（写）（1875）

224×165ミリ38丁写本
題籏：原・伊賀考中表紙：後・赤香色：布目地に雲中

に鳥

構成：本文37、校訂引用書目1
刊記：明和七年庚子秋八月岸勝明五明手書、天明寅
年夏五月、天保九年戊戌正月謄写梅木春央春目旧
神官、明治八年二月十六目繕写随神舎主人。
印記：古川氏之記・江藤文庫・宗辰所集・三井家3。

備考澗紙（反古帳面を使用）あり

XO356－009－03　　　　　　　　　　　　伊賀

伊賀考下
（1875年）

225×164ミリ53丁写本
題簸：原・伊賀考下表紙1後・赤香色＝布目地に雲中

に鳥

構成：本文51、方角図2
印記：古川氏之記・江藤文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙（謡本を使用）あり

XO356－010　　　　　　　　　　　伊勢・合戦記

［陣没法名牒］

267×1921ミリ1巻1冊27丁写本
題簸：原・陣没法名牒六表紙＝後・深緑色：蜀江文型

押し

構成；内表紙1、本文24、補遺2
刊記1篠田定勝之本書写校合河村春雄（花押）（本文
奥書）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1朱でルビあり

XO356－011－01　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話　1

263×172ミリ8巻8冊49丁写本
題簸：原・丹洞夜話一表紙：後・黄色：布目地に菱繋
ぎ型押し

構成：内表紙1、本文48
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：21丁裏に付箋1あり。前表紙に下ヶ札の跡あり。

XO356－011－02　　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話2

264×171ミリ37丁写本
題簸：原・丹洞夜話二表紙：後・黄色：布目地に菱繋

ぎ型押し

構成：内表紙1、本文36
印記1宗辰所集・三井家3。

XO356－011－03　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話3

264×172ミリ20丁写本
題簸：原・丹洞夜話三表紙：後・黄色：布目地に菱繋

ぎ型押し

構成：内表紙1、本文19
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－011－04　　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話4

265×172ミリ30丁写本
題籏：原・丹洞夜話四表紙：後・黄色：布目地に菱繋

ぎ型押し

構成：内表紙1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－011－05　　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話5

265×172ミリ30丁写本
題簸：原・丹洞夜話五表紙：後・黄色：布目地に菱繋

ぎ型押し

構成：内表紙1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－011－06　　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話6

265×172ミリ70丁写本
題籏：原・丹洞夜話六表紙：後・黄色：布目地に菱繋

ぎ型押し

構成：内表紙1、本文69
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－011－07　　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話7

265×172ミリ72丁写本
題簸：原・丹洞夜話七表紙：後・黄色：布目地に菱繋

ぎ型押し

構成1内表紙1、本文71
印記：宗辰所集・三井家3。

XO356－011－08　　　　　　　　　　　　　伊勢

丹洞夜話8

264×171ミリ36丁写本
題簸1原・丹洞夜話八表紙1後・黄色：布自地に菱繋
ぎ型押し

構成：内表紙1、本文35
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構成：目録2、本文43

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1356－001－04　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　4

（1797年）

265×185ミリ49丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖會四表紙：後・覗色無地
構成：目録2、本文47
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1356－001－05　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　5上
（1797年）

265×186ミリ40丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖会五上表紙：後・覗色無
地

構成：目録3、本文37

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1356－001－06　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　5下
寛政9（1797）

265×186ミリ31丁整版
題籏：原・伊勢参宮名所圖會五下表紙：後・覗色無
地

構成＝本文14、付録・東海道名所図会・須磨明石名所
図会広告15、賊2（寛政九年巳のとし閏七月なはの海
駿）

刊記：寛政九年丁巳五月京都書林菱屋孫兵衛・大坂書
林吉文字屋市左衛門・柏原屋与左衛門・柏原屋嘉兵
衛・塩屋平助・勝尾屋六兵衛・塩屋忠兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1356－001－07　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　附録1上
（1797年）

263×183ミリ36丁整版
題籏：原・伊勢参宮名所圖會附録一上表紙：後・覗
色無地
構成：目録2、本文34

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ印十六／八巻」（下ヶ札）

Y1356－001－08　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　附録1下
寛政9（1797）

263×183ミリ35丁整版
題籏：原・伊勢参宮名所圖會附録一下表紙：後・覗
色無地
刊記：寛政九年丁巳五月京都書林菱屋孫兵衛・大坂書

林吉文字屋市左衛門・柏原屋与左衛門・柏原屋嘉兵
衛・塩屋平助・勝尾屋六兵衛・塩屋忠兵衛。

印記1宗辰所集・三井家3。

印記：宗辰所集・三井家3。

伊賀XO356・・012

勢州治乱略誌　上

223×167ミリ1巻1冊141丁写本
題籏：原・勢州治胤略誌巻上（打付）表紙：後・横波
刷毛目

構成：内表紙1、本文140
刊記：亀城藤采真編選（内表紙）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：55丁丁間に1紙あり、朱書・付箋あり。明治26年
2月9日買入（朱印巻末）、前表紙に「イニ百五十三」
（貼紙）と「イ印二百五十三／壱冊」（下ヶ札）

伊勢・城主記
1］

XO356－013－01

［伊勢一国旧城跡付

267×192ミリ2巻2冊65丁写本
題籏：原・伊勢一國旧城跡附七表紙：後・深緑色：蜀
江文型押し

構成：内表紙1、本文64
印記：宗辰所集・三井家3。

伊勢・城主記

2］

XO356－013－02

［伊勢一国旧城跡付

267×192ミリ66丁写本
題簸：原・伊勢一國旧城跡附八表紙：後・深緑色：蜀
江文型押し

構成：内表紙1、目録1、本文64
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1356－001－01　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　1

（1797年）

265×186ミリ6巻6冊（8冊に分冊）53丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖會一表紙：後・覗色無地
構成：遊紙1、序3（寛政みのとしひのとの之なつのすゑ

藤波二位季忠卿二緑園主人）、凡例1、目録2、本文46
印記＝宗辰所集・三井家3。

備考132丁表に貼紙（整版）あり。帳に入る

Y1356－001－02　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　2

（1797年）

265×185ミリ41丁整版
題籏：原・伊勢参宮名所圖會二表紙1後・覗色無地
構成：目録2、本文39

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1356－001－03　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　3
（1797年）

264×185ミリ45丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖會三表紙：後・覗色無地



識）

刊記：寛政九年丁巳五月　京都書林菱屋孫兵衛、大坂
書林吉文字屋市左衛門・柏原屋与左衛門・柏原屋嘉兵
衛・塩屋平助・勝尾屋六兵衛・塩屋忠兵衛。

印記1さ・三井家編纂室。

備考：東海道名所図会・須磨明石名所図会の広告78
丁裏にあり、三井ラベル「C244・3」

Y1356－002－07　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　付録1上
（1797年）

263×184ミリ36丁整版
題籏：原・伊勢参宮名所圖會附録一上表紙：原・覗
色無地
構成：目録1、本文35
印記：三井家編纂室・消印1。

備考：三井ラベル「C244・3」

Y1356－002－08　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　付録1下
寛政9（1797）

263×184ミリ34丁整版
題簸1原・伊勢参宮名所圖會附録一下表紙：原・覗
色無地
刊記：寛政九年丁巳五月　京都書林菱屋孫兵衛、大坂
書林吉文宇屋市左衛門・柏原屋与左衛門・柏原屋嘉兵
衛・塩屋平助・勝尾屋六兵衛・塩屋忠兵衛。

印記：三井家編纂室・消印1。

備考：大正七年七月二十五目三井源右衛門様寄贈（刊
記裏面に朱書）、三井ラベルrC244・3」

Y1356－003－01　　　　　　　　　　　　伊勢

神都名勝誌　1上
（1895年）

263×189ミリ6巻6冊（7冊に分冊）50丁整版
題簸：原・神都名勝誌巻一上表紙：原・水色：桜・花

菱型押し
構成＝題字1、叙4（松岡康毅ほか）、政印3、凡例2、図

2、目録4、地図1、本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：紙帳に入る（三井ラベル「C244・61」）。前表紙に

「ホ四百三」（貼紙）と「ホ四百二1七冊」（下ヶ札）、メモ

「C244」

Y1356－003－02　　　　　　　　　　　　伊勢

神都名勝誌　1下
（1895年）

263×190ミリ85丁整版
題簸：原・神都名勝誌巻一下表紙：原・水色三桜・花
菱型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

伊勢Y1356－003－03

神都名勝誌　2
（1895年）

264×190ミリ70丁整版

3．地誌〔272〕

Y1356－002－01　　　　　　　　　伊勢・名所図会

［伊勢参宮名所図会　1］

寛政9（1797）
263×184ミリ6巻6冊（8冊に分冊）52丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖會表紙：原・覗色無地
構成：序3（寛政ここのとしひのとのみのなつのすゑ藤波

二位季忠卿二緑園主人書）、目録2、凡例1、本文46
印記：さ・三井家編纂室。

備考：垣内太郎兵衛蔵主（見返し墨書）。前表紙に「伊

勢参宮名所八本（カ）」（下ヶ札）。三井ラベル「C244・
3」

Y1356－002－02　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　2

（1797年）

263×185ミリ40丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖會二表紙：原・覗色無地

構成1目録2、本文38
印記：さ・三井家編纂室。

備考：三井ラベル「C244・3」

Y1356－002－03　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　3

（1797年）

263×184ミリ43丁整版
題籏：原・伊勢参宮名所圖會三表紙：原・覗色無地

構成：目録2、本文41
印記：さ・三井家編纂室。

備考：三井文庫の付箋1あり、三井ラベルrC244・3」

Y1356－002－04　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　4
（1797年）

263×184ミリ49丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖會四表紙：原・覗色無地

構成：目録2、本文47
印記：さ・三井家編纂室。

備考：三井ラベル「C244・3」

Y1356－002－05　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　5上
（1797年）

263×184ミリ40丁整版
題簸：原・伊勢参宮名所圖會五上表紙：原・覗色無
地

構成：目録2、本文38
印記：さ・三井家編纂室。

備考＝三井ラベル「C244・3」

Y1356－002－06　　　　　　　　　伊勢・名所図会

伊勢参宮名所図会　5下
寛政9（1797）

263×184ミリ31丁整版
題籏：原・伊勢参宮名所圖會五下表紙：原・覗色無
地
構成：本文28、践3（寛政九年巳のと閏七月なはの海騎



〔273〕地　誌　3．地誌ノ56．三重県！3

236×166ミリ1巻1冊14丁整版
題簸：原・湯之山給圖・湯之山八景・客舎器用・方角道

法附・功能井禁忌温泉来由記勢州一志郡榊原湯元
（打付）表紙：原・生成

刊記：勢州榊原湯元山川氏蔵板。
印記：本居文庫・三井文庫。

備考：仮綴じ。三井ラベル「C244・44」

Y2356－001－01

［勢陽五鈴遺響　1］

（1883年）

187×129ミリ11巻11冊95丁活版
題籏：原・勢陽五鈴遺響首巻上中下・桑名郡自萱ノ巻

至五ノ巻萱表紙：原・覗色無地
構成＝題字2（正五位勲四等岩村定高）、序1（一祢宜正

三位荒木田神主守訓卿）、首巻28、識語1（伊勢人安
岡元剛親毅愚孫親成）、凡例1、本文62
印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之壱桑名」（下小口に墨書）。前表紙
「辛壱」（貼紙）と「辛印壱！十一冊」（下ヶ札）

Y2356－001－02

［勢陽五鈴遺響　2］

（1883年）

187×128ミリ32丁活版
題籏：原・勢陽五鈴遺響員　郡自萱ノ巻至三ノ巻戴
表紙：原・覗色無地

印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之二員　」（下小口に墨書）

Y2356－001－03

［勢陽五鈴遺響　3］

（1883年）

186×128ミリ75丁活版
題簸：原・勢陽五鈴遺響朝明郡自壷ノ巻至三ノ巻三
重郡自壷ノ巻至四ノ巻参表紙：原・覗色無地
構成：朝明35、三重40
印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之三朝明三重」（下小口に墨書）

Y2356－001－04

［勢陽五鈴遺響　4］

（1883年）

187×129ミリ96丁活版
題簸：原・勢陽五鈴遺響鈴鹿郡自壼ノ巻至八ノ巻四
表紙：原・覗色無地

印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之四鈴鹿」（下小口に墨書）

Y2356－001－05

［勢陽五鈴遺響　5］

（1883年）

187×128ミリ82丁活版
題簸：原・勢陽五鈴遺響河曲郡至四ノ巻自萱ノ巻奄
藝郡至四ノ巻自壷ノ巻五表紙：原・覗色無地

題籏：原・神都名勝誌巻二表紙：原・水色：桜・花菱
型押し

構成：題字1、目録2、本文67
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1356－003－04　　　　　　　　　　　　　伊勢

神都名勝誌　3
（1895年）

264×190ミリ85丁整版
題簸：原・神都名勝誌巻三表紙：原・水色：桜・花菱
型押し

構成：題字2、目録2、本文81
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1356－003－05　　　　　　　　　　　　伊勢

神都名勝誌　4
（1895年）

263×189ミリ84丁整版
題簸：原・神都名勝誌巻四表紙：原・水色：桜・花菱
型押し

構成：題字1、目録2、本文81
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：紙繕りあり

Y1356－003－06　　　　　　　　　　　　伊勢

神都名勝誌　5
（1895年）

263×190ミリ100丁整版
題簸：原・神都名勝誌巻五表紙：原・水色：桜・花菱
型押し

構成1題字：1（久元）、目録2、本文97

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1356－003－07　　　　　　　　　　　　伊勢

神都名勝誌　6
明治28（1895）

264×190ミリ103丁整版
題籏：原・神都名勝誌巻六表紙：原・水色1桜・花菱
型押し

構成：題字1（明治28年花房義質）、目録5、本文93、

賊3（神宮権宮司正六位岡部譲・神宮祢宜正七位東吉
貞）、刊記1

刊記1編輯神宮祢宜正七位東吉貞、校訂神宮主典川
崎維吉・神宮宮掌大久保堅磐・河村永五郎・神宮司鷹
出仕御巫清白・江村喜一郎・大塚純一・神宮司雇辻村

梅太郎、明治二十八年十月二十日印刷同三十目発行
版権所有神宮司鷹、発行兼印刷者東京市京橋区南伝
馬町1丁目12番地吉川半七、取次所伊勢国度会郡宇
治山田町大字一志久保町加藤長平、売捌所大坂松村
九兵衛・吉岡平助・鹿田静七、京都藤井孫兵衛・松田
庄助、名古屋川瀬代助・片野東四郎、伊勢津河島九右
衛門。

印記：宗辰所集・三井家3。

伊勢・案内記Y1356－004
［温泉来由記］



（1883年）

186×128ミリ118丁活版
題簸1原・勢陽五鈴遺響度會郡自壷ノ巻至九ノ巻十
表紙：原・覗色無地

印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之十度會」（下小口に墨書）

Y2356－001－11

［勢陽五鈴遺響　11］

明治16（1883）

186×128ミリ121丁活版
題籏：原・勢陽五鈴遺響度會郡自拾ノ巻至拾八ノ巻
十一大尾表紙：原・覗色無地
構成：本文120、賊1（天保四年癸巳蒲月正四位荒木
田神主経・天保四とせの五月六十八とせ安岡八千女）

刊記：明治十六年六月廿三目御届、明治十六年十月
出版、著者三重縣平民故安岡親毅（三重縣伊勢郡度
會郡山田古市町）右相続人有無住所等不明、出版人
三重縣平民鈴木嘉兵衛（三重縣伊勢國安濃郡津釜屋
町廿二番地）。

印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之十一度會」（下小口に墨書）

Y2356－002　　　　　　　　　　　　　名勝記

伊賀国名勝図

明治21（1888）

250×180ミリ1巻1冊34丁活版・整版
題簸＝原・伊賀国名勝図川井景一選編全表紙：原・
鼠色地に格子
構成：目録1、要領など2（明治廿一年十二月中涜杜陵

迂人川井景一）、絵31
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に下げ札（rホ印百八十壱1壱冊」）。折本。

3．地誌／60．近畿地方1

×0360－001　　　　　　　　　　　　　　名所記

土産枝折鞭
寛政9（写）（1797）

232×164ミリ1巻1冊63丁写本
題簸：元・土産枝折□表紙：後・丁子引き

構成：遊紙1、序3、本文59
刊記：寛政九年巳九月写之（並直印）。

印記1宗辰所集・三井家3、ほか1。

備考＝前表紙に「ホニ百五十六」（貼紙）と「ホニ百五十
六／一巻」（下ヶ札）。

XO360－002　　　　　　　　　　　　　　随筆

有馬日記
文政11（写）（1828）

264×186ミリ1巻1冊62丁写本
題簸：原・有馬目記全表紙：後・薄茶色：瓢箪型押し

構成：本文61、書写奥書1
刊記：天明二年壬寅十二月六目稲懸大平（61丁裏）、
この文やことしきさらきの七目かその君とともに浅草にま

うつる一と侍りし又候田原町なるふミや雁かねや何かし

をとふらひしをりにあるしかとうててみせたる二ひら三ひ

誌3．地〔274〕

構成：河曲36、奄芸46
印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之五河曲奄藝」（下小口に墨書

Y2356－001－06

［勢陽五鈴遺響　6］

（1883年）

187×128ミリ68丁活版
題簸：原・勢陽五鈴遺響安濃郡自萱ノ巻至六ノ巻六
表紙二原・覗色無地

印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之六安濃」（下小口に墨書）

Y2356－001－07

［勢陽五鈴遺響　7］

明治16（1883）

187×128ミリ79丁活版
題簸：原・勢陽五鈴遺響一志郡自壷ノ巻至六ノ巻七
表紙：原・覗色無地

刊記：明治十六年六月廿三目御届、明治十六年六月
出版、著者三重縣平民故安岡親毅（三重縣伊勢郡度
會郡山田古市町）右相続人有無住所等不明、出版人
三重縣平民鈴木嘉兵衛（三重縣伊勢國安濃郡津釜屋
町廿二番地）。

印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：r五鈴遺響之七一志」（下小口に墨書）

Y2356－001－08

［勢陽五鈴遺響　8］

明治16（1883）

187×128ミリ135丁活版
題籏：原・勢陽五鈴遺響飯野郡全飯高郡自一ノ巻至
拾ノ巻八表紙：原・覗色無地
刊記：明治十六年六月廿三目御届、明治十六年八月
出版、著者三重縣平民故安岡親毅（三重縣伊勢郡度
會郡山田古市町）右相続人有無住所等不明、出版人
三重縣平民鈴木嘉兵衛（三重縣伊勢國安濃郡津釜屋
町廿二番地）。

印記＝南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之八飯高飯野」（下小qに墨書）

Y2356－001－09

［勢陽五鈴遺響　9］

明治16（1883）

187×128ミリ63丁活版
題簸：原・勢陽五鈴遺響多氣郡自壷ノ巻至五ノ巻九
表紙＝原・覗色無地

刊記：明治十六年六月廿三目御届、明治十六年八月
出版、著者三重縣平民故安岡親毅（三重縣伊勢郡度
會郡山田古市町）右相続人有無住所等不明、出版人
三重縣平民鈴木嘉兵衛（三重縣伊勢國安濃郡津釜屋
町廿二番地）。

印記：南吾書屋所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：「五鈴遺響之九多氣」（下小口に墨書）

10］

Y2356－001－10

［勢陽五鈴遺響



〔275〕地　誌　3．地誌！61．滋賀県／3

（1810年）

242×169ミリ57丁写本
題簸＝後・淡海記二表紙：後・横刷毛目に巻雲に龍
角の巣文型押し

構成＝内表紙1、目録1、本文55
印記1宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr…山川上水石下」とあり

XO361－001－03　　　　　　　　　　　　近江
［淡海記　3］

（1810年）

241×170ミリ54丁写本
題簸：後・淡海記三表紙1後・横刷毛目に巻雲に龍
角の巣文型押し

構成：内表紙1、目録1、本文52
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr…葛都上武将中城記下」とあり

XO361－001－04　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　4］

（1810年）

242×169ミリ17丁写本
題簸：後・淡海記四表紙1後・横刷毛目に巻雲に龍・
角の巣文型押し

構成：内表紙1、本文16
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙に「…古戦城記」、内題に「江州古戦城記
第四」とあり

XO361－001－05　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　5］

（1810年）

241×169ミリ67丁写本
題簸：後・淡海記五表紙：後・横刷毛目に巻雲に龍・
角の巣文型押し

構成＝内表紙1、本文66
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr…林高帖」、内題にr…村数高帖全」
とあり

XO361－001－06　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　6］

（1810年）

241×169ミリ33丁写本
題籏：後・淡海記六表紙：後・横刷毛目に巻雲に龍・
角の巣文型押し

構成：内表紙2、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1内表紙に「…（江州）給所（帖）上舩記（湖舩帖）
下」とあり

XO361－001－07　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　7］

（1810年）

240×169ミリ17丁写本
題籏：後・淡海記七表紙：後・横刷毛目に巻雲に龍・

らよミたるにハとおかしうおほへたれハとりあへず見かり

きて同しき十三目といふに筆をおこし十九目にうつしお

ハりぬ、さるハいまださくら木にものせさる文にしあれハ

その本も写本にて多々あやまりの見へたれとそかままに

書きをきたるをかその点一とほりよミておきなひ給ひつ

文政十一子のとし片山よし賢。

印記：消印1・雑司谷片山賢・小澤酵園火後蔵書・宗辰
所集・三井家3。

備考：朱書書入あり。前表紙にrホ四百五十三」（貼紙）

とrホ印四百五十三／壱冊」（下ヶ札）。

Y1360－001　　　　　　　　　　　　　　紀行
［東海紀行］

享保2（1717）

224×160ミリ1巻1冊26丁整版
題籏：後・東海紀行（墨書）表紙＝原・薄花田色：すすき
刷り

構成：遊紙1、序7（正徳丙申年六月既望勢陽洞津山
名政胤仙龍・正徳六年丙申季夏方外史）、本文18

刊記：浄家目記初編東海紀行皇都書犀後彫堂（封
面）、享保二年丁酉八月京書林衣棚二条下町山形屋
善兵衛・江戸目本橋南一丁目小川彦九郎（刊記）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ九十九」（貼紙）。

Y1360－002　　　　　　　　　　　　　　紀行
梅桜日記

文久1（1861）

170×113ミリ1巻1冊40丁整版
題籏：原・梅桜目記表紙：原・薄茶色：布目地型押し

構成＝題字1、本文39

刊記：文久にあらたまれるとしのやよひの十目ばかりな

にハのやどりにてしるし畢　（近藤）芳樹浪速尭韮亭
蔵梓。

印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「C180・北・58」（注：「北」は赤鉛筆書
き）。

3．地誌161．滋賀県1

×0361－001－01　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　1］

（1810年）

242×169ミリ12巻12冊67丁写本
題簸：後・淡海記一表紙：後・横刷毛目に巻雲に龍・
角の巣文型押し

構成：内表紙1、目録1、序7（元禄元年孟春目淡海散
人原田蔵六・元禄三龍集庚午陽復目琶湖庭士原田某・
元禄壬申初冬釣雲子）、本文58
刊記：西湖比良法持山本立寺（最終丁）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙に「淡海記巻第一子集海陸記上中下」と
ある。前表紙にrホ印二百八十八」（貼紙）とrホ印二百
八十八／十二冊」（下ヶ札）。

近江XO361－001－02

［淡海記　2］



文化第七庚午歳初夏中旬長尾目書了西湖比良法持山
本立寺。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr…遺事雑録上下」とあり

近江XO361－002－01

淡海温故録　1

221×167ミリ12巻12冊23丁写本
題籏：原・淡海温故録一（打付）表紙：後・横刷毛目

構成1遊紙1、本文22
印記1北広瀬蔵書記・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印五百六十五」（貼紙）と「ホ印五百

六十五1拾　冊！但圖式共」（下ヶ札）。

近江XO361－002－02

淡海温故録　2

221×167ミリ30丁写本
題籏：原・淡海温故録二（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：紙磋り3・間紙あり

近江XO361－002－03

［淡海温故録　3］

222×167ミリ32丁写本
題籏：原・淡海温故録三上（打付）表紙：後・横刷毛

目

構成1遊紙1、本文31
印記：北広瀬蔵書記・宗辰所集・三井家3。

備考：紙繕り1・貼紙1・間紙あり

近江XO361－002－04

［淡海温故録　4］

1×167ミリ26丁写本
簸：原・淡海温故録三下（打付）表紙＝後・横刷毛

成：遊紙1、本文25
記1宗辰所集・三井家3。
考：間紙あり

22

題
目
構
印
備

近江XO361－002－05

［淡海温故録　5］

222×167ミリ28丁写本
題籏：原・淡海温故録四（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文27
印記＝宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

近江XO361－002－06

［淡海温故録　6］

誌地3〔276〕

角の巣文型押し

構成：内表紙2、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝内表紙にr…海陸行程上土産記下」とあり

XO361－001－08　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　8］

（1810年）

242×169ミリ66丁写本
題籏：後・淡海記八表紙：後・横刷毛目に巻雲に龍

角の巣文型押し

構成：内表紙1、本文65
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙に「…目吉上仏閣中山記下」とあり

XO361－001－09　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　9］

（1810年）

241×168ミリ56丁写本
題簸：後・淡海記九表紙1後・横刷毛目に巻雲に龍
角の巣文型押し

構成：内表紙1、本文55
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr…長等記上寺興廃下」とあり

XO361－001－10　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　10］

（1810年）

242×169ミリ28丁写本
題簸：後・淡海記十表紙：後・横刷毛目に巻雲に龍

角の巣文型押し
構成＝内表紙1、目録1、本文26
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内表紙に「…石山記上竹生嶋下」とあり

XO361－001－11　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　11］
文化7（写）（1810）

242×170ミリ95丁写本
題籏：後・淡海記十一表紙：後・横刷毛目に巻雲に
龍・角の巣文型押し

構成：内表紙2、本文93
刊記：維時文化第七庚午歳孟夏中旬第九目閣筆書写
之畢西湖滋賀郡比良郷法持山本立寺正測（花押）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙にr…神社記仏閣記附年中行事」とあ
り

XO361－001－12　　　　　　　　　　　　　近江

［淡海記　12］
文化7（写）（1810）

242×169ミリ46丁写本
題簸：後・淡海記十二表紙：後・横刷毛目に巻雲に
龍・角の巣文型押し

構成：内表紙2、本文44
刊記：干時元禄甲戌春□辰原田蔵六謹書（中略）干時



222×166ミリ47丁写本
題簸：原・淡海温故録五（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文46
印記：北広瀬蔵書記・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO361－002－07

［淡海温故録　7］

近江

221×166ミリ25丁写本
題籏：原・淡海温故録六（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文24
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1間紙あり

XO361－002－08

［淡海温故録　8］

近江

221×166ミリ41丁写本
題簸：原・淡海温故録七（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文40
印記：北広瀬蔵書記・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO361－002－09

［淡海温故録　9］

近江

221×166ミリ29丁写本
題簸：原・淡海温故録八（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文28
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1間紙あり

XO361－002－10

［淡海温故録　10］

近江

221×166ミリ25丁写本
題簸：原・淡海温故録九（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文24
印記：北広瀬蔵書記・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO361－002－11

［淡海温故録　11］

近江

221×166ミリ36丁写本
題籏：原・淡海温故録十（打付）表紙：後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文35
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：紙繕り1あり、裏打ち

XO361－002－12

［淡海温故録　付巻］

近江

261×191ミリ19丁写本
題簸：原・淡海温故録附巻古城圖式全（打付）表紙：

3．地　誌　3．地誌ノ61、滋賀県／　〔277〕

後・横刷毛目

構成：遊紙1、本文18
印記：北広瀬蔵書記・宗辰所集・三井家3。

備考：間紙あり

XO361－003－01（1）　　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録　1］

（1820年）

271×194ミリ12巻12冊（7冊に合綴）36丁写本
題籏：原・江左三郡録犬上郡一表紙：原・薄茶色無
地

構成：目録2、本文34
刊記：余江山班・青湖田包教同輯（巻頭）。

印記：増田氏・彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家
3。

備考：1丁の問に「一青根郷と云ハ…」の切紙1、26丁
の間に「一平田村」の切紙1あり。前表紙に「ホ三百七
十八」（貼紙）

XO361－003－01（2）　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録　2］

（1820年）

26丁写本
備考：前表紙を入れて39丁メの丁問に「一大永二年
秋」の継紙1あり。

XO361－003－02（1）　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録　3］
（1820年）

271×193ミリ29丁写本
題籏：原・江左三郡録犬上郡阪田郡二表紙：原・薄
茶色無地
印記：増田氏・彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家
3。

備考：付箋。

XO361－003－02（2）　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録　4］

（1820年）

29丁写本
備考：前表紙を入れて53丁めの丁間にr一宮之庭」の
継紙1、56丁の丁間に「磨針嶺」の切紙1、57丁の丁間
に「荘厳寺」の切紙1、紙繕り1あり

XO361－003－03（1）　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録　5］

（1820年）

270×193ミリ32丁写本
題簸：原・江左三郡録阪田郡三表紙：原・薄茶色無
地

印記：増田氏・彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家
3。

備考：1丁の間にr巻ノ五磯村・・」（紙背あり）の切紙1、

4丁の間に「筑摩村・・」の切紙1、6丁の問に「朝妻山」

の切紙1、33丁の間にr長浜・・」（紙背あり）の切紙1、

付箋あり



〔278〕3．地誌

XO361－003－03（2）

［江左三郡録　6］

（1820年）

23丁写本

近江

XO361－003－04（1）　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録　7］

（1820年）

270×194ミリ32丁写本
題簸：原・江左三郡録阪田郡愛智郡四表紙1原・薄
茶色無地
印記：増田氏・彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家
3。

備考：付箋あり

XO361－003－04（2）

［江左三郡録　8］

（1820年）

30丁写本

近江

XO361－003－05（1）　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録　9】

（1820年）

270×194ミリ22丁写本
題籏：原・江左三郡録愛智郡五六表紙：原・薄茶色

無地
印記：増田氏・彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家
3。

備考：付箋あり。

XO361－003－05（2）　　　　　　　　　　　近江

【江左三郡録　10］
文政3（写）（1820）

19丁写本
刊記：干時文政三庚辰年十一月上旬写之彩霞亭蔵
書。

備考：前表紙を入れて24丁めの丁間に「愛知川駅・・」

の切紙1あり

XO361－003－06　　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録後編　1］

（1820年）

271×195ミリ33丁写本
題籏：原・三郡録後編伊香郡七表紙：原・薄茶色無
地
印記：増田氏・彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家
3。

備考：付箋あり

XO361－003－07　　　　　　　　　　　　　近江

［江左三郡録後編　2］
（1820年）

272×194ミリ50丁写本
題簸：原・三郡録後編浅井郡八表紙＝原・薄茶色無

地
印記：増田氏・彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家
3。

備考：付箋あり、5丁の問に「浅井高槻川・・」の切紙1、

13丁の間に「巣ケ谷村・・」の切紙1あり

XO361－004－01　　　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　1］

（1842年）

266×191ミリ100巻100冊（28冊に合綴）51丁写
本

題籏：後・近江輿地志略序凡例引書総目建置沿革藩
封一表紙：後・横刷毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
構成：序6（享保甲寅歳仲春穀旦・享保十五甲寅年三
月十五目武臣源姓寒川儀太夫辰清）、凡例6、引用書

目6、目録1、巻1本文32
印記：彩霞亭図書記・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙見返しに書状1と新町三井宅の罫紙1の添
付あり。前表紙にrホニ百五十」（貼紙）とrホ印二百五
十／廿八冊」（下ヶ札）

XO361－004－02（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　2］

（1842年）

266×191ミリ29丁写本
題籏：後・近江輿地志略租税二表紙：後・横刷毛目
に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－02（2）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　3］

（1842年）

30丁写本
備考：前表紙を入れて41丁めの丁間に切紙1あり

XO361－004－03（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　4］

（1842年）

266×192ミリ19丁写本
題籏1後・近江輿地志略行程湖水三表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－03（2）

［近江輿地志略　5］

（1842年）

19丁写本

近江

XO361－004－04（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　6］

（1842年）

266×191ミリ11丁写本
題籏＝後・近江輿地志略志賀郡四表紙：後・横刷毛
目に菊菱・分銅の丸紋型押し



印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－04（2）

［近江輿地志略　7］

（1842年）

13丁写本

XO361－004－04（3）

［近江輿地志略　8］

（1842年）

10丁写本

XO361－004－04（4）

［近江輿地志略　9］

（1842年）

13丁写本

近江

近江

近江

XO361－004－05（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　10］

（1842年）

267×191ミリ13丁写本
題籏：後・近江輿地志略志賀郡五表紙：後・横刷毛
目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彩霞亭図書記・宗辰所集・三井家3。

XO361－004－05（2）

［近江輿地志略　11］

（1842年）

10丁写本

XO361－004－05（3）

［近江輿地志略　12］

（1842年）

13丁写本

XO361－004－05（4）

［近江輿地志略　13］

（1842年）

15丁写本

近江

近江

近江

XO361－004－06（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　14］

（1842年）

265×192ミリ12丁写本
題籏：後・近江輿地志略志賀郡六表紙：後・横刷毛
目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－06（2）

［近江輿地志略　15］
（1842年）

13丁写本

近江

3．地　誌　3．地誌16L滋賀県1　〔279〕

XO361－004－06（3）

［近江輿地志略　16］

（1842年）

12丁写本

XO361－004－06（4）

［近江輿地志略　17］

（1842年）

10丁写本

近江

近江

XO361－004－07（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　18］

（1842年）

266×191ミリ12丁写本
題簸：後・近江輿地志略志賀郡七表紙：後・横刷毛
目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－07（2）

［近江輿地志略　19］
（1842年）

11丁写本

XO361－004－07（3）

［近江輿地志略　20］
（1842年）

9丁写本

XO361－004－07（4）

［近江輿地志略　21］

（1842年）

9丁写本

XO361－004－07（5）

［近江輿地志略　22］

（1842年）

9丁写本

XO361－004－07（6）

［近江輿地志略　23］
（1842年）

9丁写本

近江

近江

近江

近江

近江

XO361－004－08（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　24］
（1842年）

266×192ミリ8丁写本
題籏：後・近江輿地志略志賀郡八表紙1後・横刷毛
目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記1彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。



〔280〕　3．地誌

XO361－004－08（2）

．［近江輿地志略　25］

（1842年）

10丁写本

XO361－004－08（3）

［近江輿地志略　26］

（1842年）

10丁写本

XO361－004－08（4）

［近江輿地志略　27］

（1842年）

12丁写本

近江

近江

近江

XO361－004－09（1〉　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　281

（1842年）

266×191ミリ10丁写本
題籏：後・近江輿地志略志賀郡九表紙：後・横刷毛
目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

備考：4・5丁の丁間に切紙1あり

XO361－004－09（2）

［近江輿地志略　29］
（1842年）

13丁写本

近江

XO361－004－09（3）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　30］

（1842年）

11丁写本
備考：表紙を入れて27・28丁めの丁間に切紙1あり

XO361－004－09（4）

［近江輿地志略　31］

（1842年）

12丁写本

近江

XO361－004－10（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　32］

（1842年）

266×191ミリ10丁写本
題籏：後・近江輿地志略志賀郡十表紙：後・横刷毛
目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記1彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－10（2）

［近江輿地志略　33］
（1842年）

13丁写本

近江

XO361－004－10（3）

［近江輿地志略　34］

（1842年）

11丁写本

近江

XO361－004－11（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　35］
（1842年）

266×192ミリ12丁写本
題簸：後・近江輿地志略志賀郡十一表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

備考：付箋あり

XO361－004－11（2）

［近江輿地志略　36］

（1842年）

9丁写本

XO361－004－11（3）

［近江輿地志略　37］
（1842年）

9丁写本

XO361－004－11（4）

［近江輿地志略　38］

（1842年）

10丁写本

近江

近江

近江

XO361－004－12（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　39］

（1842年）

265×191ミリ13丁写本
題籏：後・近江輿地志略栗本郡十二表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－12（2）

［近江輿地志略　40］

（1842年）

13丁写本

XO361－004－12（3）

［近江輿地志略　41］

（1842年）

19丁写本

XO361－004－12（4）

［近江輿地志略　42］
（1842年）

10丁写本

近江

近江

近江



XO361－004－13（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　43］

（1842年）

266×192ミリ15丁写本
題籔：後・近江輿地志略栗本郡十三表紙＝後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記1彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－13（2）

［近江輿地志略　44］

（1842年）

8丁写本

XO361－004－13（3）

［近江輿地志略　45］

（1842年）

13丁写本

XO361－004－13（4）

［近江輿地志略　46］
（1842年）

11丁写本

XO361－004－13（5）

［近江輿地志略　47］

（1842年）

13丁写本

XO361－004－13（6）

［近江輿地志略　48］

（1842年）

12丁写本

近江

近江

近江

近江

近江

XO361－004－14（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　49］

（1842年）

267×191ミリ12丁写本
題籏：後・近江輿地志略甲賀郡十四表紙1後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

備考：11丁の丁間に切紙1あり

XO361－004－14（2）

［近江輿地志略　50．］

（1842年）

17丁写本

XO361－004－14（3）

［近江輿地志略　51］

（1842年）

17丁写本

近江

近江

3．地誌3．地誌ノ61．滋賀県！〔281〕

XO361－004－14（4）

［近江輿地志略　52］

（1842年）

11丁写本

XO361－004－14（5）

［近江輿地志略　53］

（1842年）

10丁写本

近江

近江

XO361－004－15（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　54］
（1842年）

266×191ミリ8丁写本
題簸：後・近江輿地志略蒲生郡十五表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・宗辰所集・三井家3。

備考：付箋あり

XO361－004－15（2）

［近江輿地志略　55］

（1842年）

9丁写本

XO361－004－15（3）

［近江輿地志略　56］
（1842年）

8丁写本

XO361－004－15（4）

［近江輿地志略　57］

（1842年）

12丁写本

XO361－004－15（5）

［近江輿地志略　58］

（1842年）

9丁写本

XO361－004－15（6）

［近江輿地志略　59］
（1842年）

7丁写本

近江

近江

近江

近江

近江

XO361－004－16（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　60］

（1842年）

266×190ミリ10丁写本
題籏：後・近江輿地志略蒲生郡十六表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：宗辰所集・三井家3。



（1842年）

265×191ミリ15丁写本
題簸：後・近江輿地志略神崎郡十九表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：付箋あり

近江XO361－004－19（2）

［近江輿地志略　71］

（1842年）

14丁写本

XO361－004－20（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　72］
（1842年）

266×192ミリ15丁写本
題簸：後・近江輿地志略愛智郡二十表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

近江XO361－004－20（2）

［近江輿地志略　73］

（1842年）

23丁写本

XO361－004－21（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　74］
（1842年）

266×192ミリ7丁写本
題簸＝後・近江輿地志略犬上郡廿一表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

近江XO361－004－21（2）

［近江輿地志略　75］
（1842年）

12丁写本

近江XO361－004－21（3）

［近江輿地志略　76
（1842年）

12丁写本

XO361－004－22（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　77］
（1842年）

265×192ミリ12丁写本
題簸：後・近江輿地志略坂田郡廿二表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

近江XO361－004－22（2）

［近江輿地志略　78］

誌3，地〔282〕

近江XO361－004－16（2）

［近江輿地志略　61］

（1842年）

16丁写本

近江XO361－004－16（3）

［近江輿地志略　62］

（1842年）

8丁写本

XO361－004－17（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　63］
（1842年）

266×191ミリ10丁写本
題簸：後・近江輿地志略蒲生郡十七表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

近江XO361－004－17（2）

［近江輿地志略　64］
（1842年）

10丁写本

近江XO361－004－17（3）

［近江輿地志略　65］

（1842年）

14丁写本

XO361－004－18（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　66］

（1842年）

266×192ミリ10丁写本
題簸：後・近江輿地志略野洲郡十八表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

近江XO361－004－18（2）

［近江輿地志略　67］

（1842年）

11丁写本

近江XO361－004－18（3）

［近江輿地志略　68］
（1842年）

13丁写本

近江XO361－004－18（4）

［近江輿地志略　69］
（1842年）

15丁写本

近江XO361－004－19（1）

［近江輿地志略　70］



（1842年）

20丁写本

XO361－004－22（3）

［近江輿地志略　79］
（1842年）

13丁写本

XO361－004－22（4）

［近江輿地志略　80］

（1842年）

9丁写本

XO361－004－23（1）

［近江輿地志略　81］
（1842年）

265×190ミリ20丁写本

近江

近江

近江

刷横後紙表三廿郡
し
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押
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紋
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・
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題
毛
印

XO361－004－23（2）

［近江輿地志略　82］

（1842年）

14丁写本

XO361－004－23（3）

［近江輿地志略　83］

（1842年）

17丁写本

近江

近江

XO361－004－24（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　84］

（1842年）

266×190ミリ10丁写本
題簸：後・近江輿地志略浅井郡廿四表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－24（2）

［近江輿地志略　85］

（1842年）

9丁写本

XO361－004－24（3）

［近江輿地志略　86］

（1842年）

7丁写本

XO361－004－24（4）

［近江輿地志略　87］
（1842年）

12丁写本

近江

近江

近江

3．地誌3．地誌161．滋賀県！〔283〕

XO361－004－25（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　88］

（1842年）

266×192ミリ9丁写本
題籏：後・近江輿地志略伊香郡廿五表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－25（2）

［近江輿地志略　89］

（1842年）

8丁写本

XO361－004－25（3）

［近江輿地志略　90］

（1842年）

7丁写本

XO361－004－25（4）

［近江輿地志略　91］
（1842年）

9丁写本

近江

近江

近江

XO361－004。26（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　92］
（1842年）

266×192ミリ17丁写本
題簸：後・近江輿地志略高鳩郡廿六表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記：彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。

XO361－004－26（2）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　93］
（1842年）

18丁写本
備考：前表紙を入れて21丁めの丁間に切紙1、付箋あ
り

XO361－004－26（3）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　94］

（1842年）

5丁写本
備考：前表紙を入れて39丁めの丁間に切紙1あり。

XO361－004－27（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　95］

（1842年）

266×191ミリ20丁写本
題籏1後・近江輿地志略人物門廿七表紙：後・横刷
毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し

印記1彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰所集・三
井家3。



題簸：原・琵琶湖志志賀郡戴表紙：後・横刷毛目
構成：遊紙1、内表紙1、本文36
印記：筍完堂蔵書印・宗辰所集・三井家3。

XO361－005－03　　　　　　　　　　近江・名勝誌

［琵琶湖志　志賀郡部　3］

（1845年）

270×194ミリ57丁写本
題籏：原・琵琶湖志志賀郡三表紙：後・横刷毛目
構成：遊紙1、図3、本文53
印記：筍完堂蔵書印・宗辰所集・三井家3。

XO361－005－04　　　　　　　　　　近江・名勝誌

［琵琶湖志　志賀郡部　4］
（1845年）

270×193ミリ50丁写本
題簸：原・琵琶湖志志賀郡四表紙：後・横刷毛目
構成：遊紙1、内表紙1、本文48
印記：萄完堂蔵書印・宗辰所集・三井家3。

XO361－005－05　　　　　　　　　　近江・名勝誌

［琵琶湖志　志賀郡部　5］

（1845年）

271×193ミリ62丁写本
題籏：原・琵琶湖志志賀郡五表紙：後・横刷毛目
構成：遊紙1、内表紙1、本文60
印記：筍完堂蔵書印・宗辰所集・三井家3。

XO361－006　　　　　　　　　　　　近江・系図

近江之国蒲生郡佐々木之木村遺緒
大正1（写）（1912）

245×164ミリ1巻1冊12丁写本
題簸：原・近江之國蒲生郡佐々木之木村遺緒表紙：
後・深緑色：檀紙型押し

構成：内表紙1、本文10、奥書1
刊記：右者大正元年十一月廿五目京都市萬寿寺通高
倉東入骨董商内田治三郎持参縮写ス外二木村氏系圖
壱巻有リシモ普通ノモノナリシカバ不写シテ返却ス但シ

同巻外箱ハ黒塗金四ツ目三ツ目松皮菱蒔絵有参巻
入。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙に「ル四百六十六」（貼紙）と「ル印四百六

十六！壱冊」（下ヶ札）、メモ「C243」

XO361－007　　　　　　　　　　　　　　近江

蒲湾載記
大正1（写）（1912）

243×164ミリ1巻1冊44丁写本
題簸：原・蒲滞載記表紙：後・深緑色：檀紙型押し

構成：内表紙1、本文43
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「蒲湾載記蒲縣護筆」。前表紙に「ル四
百六十三」（貼紙）と「ル印四百六十三ノ壱冊」（下ヶ札）

近江XO361－008－01

蒲生郡史蹟断片　乾

誌地3〔284〕

近江XO361－004－27（2）

［近江輿地志略　96］

（1842年）

19丁写本

XO301－004－28（1）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　97］

（1842年）

266×191ミリ16丁写本
題簸：後・近江輿地志略土産門賊廿八表紙：後・横
刷毛目に菊菱・分銅の丸紋型押し
印記1増田氏・彦藩増田図書之印・彩霞亭図書記・宗辰
所集・三井家3。

備考：2丁および30丁の間に各々継紙1あり。

近江XO361－004－28（2）

［近江輿地志略　98］

（1842年）

10丁写本

近江XO361－004－28（3）

［近江輿地志略　99］

（1842年）

15丁写本

XO361－004－28（4）　　　　　　　　　　　近江

［近江輿地志略　100］
天保13（写）（1842）

11丁写本
構成：巻100本文5、図3、賊2（享保十五甲寅歳季春
十五目武村勝重）、奥書1

刊記：（前略）原本大津菱屋町菱屋某蔵書なり、享保頃

膳所武臣寒川儀太夫なる者あり依台命蒙君命近江輿
地志百巻を顕せり我処にも欠本伝るといへとも全部のも

の不伝屡尋ぬ事二十余年今天保壬寅秋志賀郡大津旅
舎観るをえたり我欠本を補て百巻二充今合巻廿六冊と
なし書庫二収む干時天保十三壬寅秋彩霞亭主人。

備考：後ろ表紙見返しに継紙1添付。

XO361－005－01　　　　　　　　　　近江・名勝誌

［琵琶湖志　琵琶湖1］
弘化2（序）（1845）

270×192ミリ5巻5冊72丁写本
題簸：原・琵琶湖志志賀郡壼表紙：後・横刷毛目
構成：遊紙4、序3（弘化二のとしきのとの巳の菊月堅田

隠士法然庵宗崖）、凡例7、内表紙1、図1、本文56
印記：筍完堂蔵書印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ百六拾一」（貼紙）と「ホ印百六拾壱！

五巻」（下ヶ札）、メモ「C243」

近江・名勝誌XO361－005－02

［琵琶湖志　近江八景　2］
（1845年）

270×193ミリ38丁写本
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239×166ミリ1巻1冊30丁写本
題籏：原・江州蒲生郡名所蕾蹟全表紙：後・灰色：布
目型押し

構成：遊紙1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ五百廿四」（貼紙）とrホ印五百廿四！
壱冊」（下ヶ札〉

Y1361－001－01　　　　　　　　　　近江・名所記

［近江名所図会　1］

寛政9（1797）

256×177ミリ3巻3冊（4冊に分冊）49丁整版
題策：原・近江名所圖會江南之部一表紙：後・覗色

目録2、題字1、本文46
琵琶湖勝慨全覧圖會秦石田・秋里擁島輯、蔀
西村中和画、献□堂・積玉圃・文金堂合梓（巻

：林田蔵書之印・宗辰所集・三井家3。

：巻1後と巻3は欠本。前表紙に「ホ印三百五十
貼紙）とrホ印三百五十四／四冊」（下ヶ札）。丁問に
メモ「C243」。

3
近
政
6
策
地
成
記
月
九
記
考
亘
井

　
　
寛
2
5
題
無
構
刊
関
頭
印
備
四
三

Y1361－001－02　　　　　　　　　　近江・名所記

［近江名所図会　2上］
（1797年）

256×177ミリ46丁整版
題簸：原・近江名所圖會西江之部二表紙：後・覗色
無地
構成：目録1、本文45
印記：林田蔵書之印・宗辰所集・三井家3。

Y1361－001－03　　　　　　　　　　近江・名所記

［近江名所図会　2下］

（1797年）

256×177ミリ29丁整版
題簸：原・近江名所圖會西江之部三　表紙：後・覗
色無地
印記：林田蔵書之印・宗辰所集・三井家3。

Y1361－001－04　　　　　　　　　　近江・名所記

［近江名所図会　3］

文化11（1814）

256×176ミリ50丁整版
題簸：原・近江名所圖會江東之部四表紙：後・覗色
無地
構成：目録1、本文49

刊記：文化十一年甲戌四月新刻、浪華書林塩屋忠兵
衛・河内屋喜兵衛・河内屋太助合梓、寛政九年丁巳五

月京都書林菱屋孫兵衛、大坂書林吉文宇屋市左衛
門・柏原屋与左衛門・河内屋太助・塩屋平助・勝尾屋六
兵衛・塩屋忠兵衛。

印記：林田蔵書之印・宗辰所集・三井家3。

備考：最終丁に「近江名所図会後編全部五冊・播磨名
所図会全部五冊・五畿内産物図会全部五冊」の広告あ
り。

大正1（写）（1912）

242×164ミリ1巻1冊（2冊に分冊）28丁写本
題簸1原・蒲生郡史蹟断片乾表紙：後・深緑色：檀紙
型押し

構成：内表紙1、本文27
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ル四百六十二」（貼紙）と「ル印四百六
十二／試冊」（下ヶ札）

XO361－008－02　　　　　　　　　　　　　近江

蒲生郡史蹟断片　坤
大正1（写）（1912）

242×165ミリ10丁写本
題簸1原・蒲生郡史蹟断片坤表紙：後・深緑色：檀紙
型押し

構成＝内表紙1、本文9
印記：宗辰所集・三井家3。

0361－009　　　　　　　　　　　近江・城主付

；根御領分村々古城主付［雑記共］

こ正1（写）（1912）

40×164ミリ1巻1冊16丁写本
董簸：原・彦根御領分村々古城主付表紙：後・深緑
L：檀紙型押し
暴成：内表紙1、古城姓名録11、遊紙1、椿先生説雑記

XO361－010　　　　　　　　　　　　　　　近江
［蒲生郡抜書控］

大正1（写）（1912）

243×165ミリ1巻1冊18丁写本
題簸：原・辰年仲春ヨリ蒲生郡抜書控表紙1後・深緑
色：檀紙型押し

構成：遊紙1、本文17
刊記：脩忠（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ル四百六十五」（貼紙）と「ル印四百六
十五／壱冊」（下ヶ札）

XO361－011　　　　　　　　　　　　　　　近江
［篠軒小録草稿］

大正1（写）（1912）

244×165ミリ1巻1冊41丁写本
題簸：原・篠軒小録表紙：後・深緑色：檀紙型押し

構成1内表紙1、本文40
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内表紙に「篠軒小録草稿」とある。前表紙に「ル
四百六十四」（貼紙）と「ル印四百六十四1壱冊」（下ヶ
札）

近江XO361－012

江州蒲生郡名所旧跡
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XO362－001　　　　　　　　　　　　山城・記録

［山城国八郡取調書］

寛延2（内容）（1749）

236×159ミリ1巻1冊67丁写本
題籏：原・徳川幕府山城國八郡取調書表紙：後・杏
色：菊唐草型押し

構成：目録2、本文65
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：朱書書き入れあり。前表紙にrホ四百三十」（貼
紙）と「ホ印四百三十／壱冊」（下ヶ札）

XO362－002（1）　　　　　　　　　　　　紀行

［遊嵯峨記］

安永9以降（内容）（1780）

266×185ミリ5巻5冊（1冊に合綴）33丁写本
題簸：原・諸家記行表紙：後・うす茶色に蔓瓢箪型押し

構成：内表紙1、本文

刊記：越國文学播磨清絢撰。

印記：吉田氏図書記・小澤酵園火後蔵書・宗辰所集・三
井家3。

備考＝前表紙に「ホ四百五十五」（貼紙）と「ホ印四百五
十五／壱冊」（下ヶ札）。XO362・002（4）と（5）は「91．福岡

県」の項に記載。

紀行XO362－002（2）

［遊嵯峨後記］

（1780年）

刊記：遊嵯峨後記（北海江邨綬撰）。

備考：書誌情報はXO362・002（1）参照。

紀行XO362－002（3）

［西帰紀行］

（1780年）

11丁
刊記：藩士石川剛識。

備考：書誌情報はXO362・002（1）参照。

XO362－003－01　　　　　　　　　　　　丹後

［丹後州宮津府志　1］

文化11以降（1814）

247×173ミリ5巻5冊（4冊に合綴）39丁写本
題簸：後・丹後州宮津府志巻一表紙：後・秘色：雷紋

繋ぎ地牡丹唐草型押し
刊記：宝暦辛巳夏五月小林玄章識（巻頭）、「右宝暦十

一辛巳年迄の年歴也、時文化十一甲戌六月中旬毎休
写之、是ハ右之本所持之仁写取し年号月付也」。
印記＝口川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ三十九」（貼紙）と「ホノ辮九／四巻」

（下ケ札）

丹後
2］

XO362－003－02

［丹後州宮津府志

（1814年）

誌地3〔286〕

Y1361－002（1）　　　　　　　　　　近江・名所記

［賎ケ嶽図会　1］

（1801年）

212×159ミリ5巻5冊（1冊に合綴）76丁整版
題簸：後・賎ケ嶽圖會全表紙：後・生成地に松葉？
構成：遊紙1、序1（寛政十一己未年首夏湖北塩津住藤

原忠利）、惣図・目録3、本文70、践1
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：序題はr湖北賎ケ嶽圖會」。前表紙にrホニ百拾
二」（貼紙）と「ホO（朱）二百十　1壱冊」（下ヶ札）

近江
2］

Y1361－002（2）

［賎ケ嶽図会

（1801年）

整版

近江
3］

Y1361－002（3）

［賎ケ嶽図会

（1801年）

整版

近江
4］

Y1361－002（4）

［賎ケ嶽図会

（1801年）

整版

Y1361－002（5）　　　　　　　　　　　　近江

［賎ケ嶽図会　5］

寛政13（1801）

整版
刊記：寛政十三辛酉年正月吉辰書林京都寺町松原
上ル菱屋治兵衛・同寺町二条下ル鉛屋安兵衛・江戸通
油町蔦屋重三郎・名古屋本町九丁目本屋久兵衛。

Y1361－003　　　　　　　　　　　近江・案内記

［御山のしをり］

天保4（序）（1833）

212×147ミリ1巻1冊16丁整版
題簸二原・御山の志を里表紙：原・丁子色無地

構成：序1（天保四年九月御社の氏長者花押）、本文15
刊記：天保三年壬辰秋八月荷香庵主人摩詞三毒記之、
原弘所西京二条街堺町西鴻麟堂岩垣傳左衛門。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr比容山坂本山王社小案内記」

Y1361－004　　　　　　　　　　　近江・案内記

［御山のしをり】

天保4（序）（1833）

212×147ミリ1巻1冊26丁整版
題簸：原・御山の志を里表紙：原・丁子色無地

構成：序2（天保四年長月）、本文24
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「比叡山延暦寺小案内記」。前表紙に「ホ
三百八」（貼紙）とrホ三百八／二巻」（下ヶ札）
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題簸：後・丹後奮事記巻一二表紙：後・秘色：雷紋繋ぎ

地牡丹唐草型押し
刊記：其白堂晋倍拾編（巻頭）。

印記：□川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙rホ三十八」（貼紙）とrホ光八1四巻」（下ヶ
札）

丹後XO362－005－01（2）

［丹後旧事紀　2］

17丁写本

丹後XO362－005－02（1）

［丹後旧事紀　3］

271×198ミリ27丁写本
題簸：後・丹後薔事記巻三四表紙：後・秘色：雷紋繋ぎ

地牡丹唐草型押し
印記：［コ川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

丹後XO362－005－02（2）

［丹後旧事紀　4］

23丁写本

丹後XO362－005－03（1）

［丹後旧事紀　5］

272×197ミリ31丁写本
題簸：後・丹後薔事記巻五六表紙：後・秘色＝雷紋繋ぎ

地牡丹唐草型押し
印記：［コ川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

備考：付箋1あり

丹後XO362－005－03（2）

［丹後旧事紀　6］

21丁写本

丹後XO362－005－04（1）

［丹後旧事紀　7］

272×197ミリ17丁写本
題籏：後・丹後薔事記巻七八表紙：後・秘色：雷紋繋ぎ

地牡丹唐草型押し
印記：□川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

丹後XO362－005－04（2）

［丹後旧事紀　8］

14丁写本

山城・案内記Y1362－001
［京都買物案内］

延宝6（1678）

247×174ミリ45丁写本
題籔：後・丹後州宮津府志巻二表紙：後・秘色：雷紋

繋ぎ地牡丹唐草型押し
刊記：小林玄章成郷編集。

印記：□川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

XO362－003－03　　　　　　　　　　　　　丹後

［丹後州宮津府志　3・4］

（1814年）

247×173ミリ54丁写本
題籏：後・丹後州宮津府志巻三四表紙：後・秘色：雷

紋繋ぎ地牡丹唐草型押し
印記：□川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

XO362－003－04　　　　　　　　　　　　　丹後

［丹後州宮津府志　5］

（1814年）

247×173ミリ38丁写本
題簸：後』丹後州宮津府志巻五表紙：後・秘色：雷紋

繋ぎ地牡丹唐草型押し
印記：□川氏図書印・宗辰所集・三井家3。

XO362－004－01　　　　　　　　　　　　　丹波

［丹波志　1］

文政7（写）（1824）

234×164ミリ3巻3冊82丁写本
題籏：原・丹波志名所蕾跡孝子名産表紙：後・
山吹色：布目地に菊花文型押し
刊記：文政七申七月十七日写終（花押）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙と1丁目の間に包紙1あり、その中に半紙2
切紙4あり。最終丁に付箋あり

XO362－004－02　　　　　　　　　　　　　丹波

［丹波志　2］

文政7（写）（1824）

234×165ミリ62丁写本
題簸：原・丹波志民戸行程神社表紙1後・山吹
色：布目地に菊花文型押し
刊記：文政七申七月晦日写し終る為由伎（花押）。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO362－004－03　　　　　　　　　　　　　丹波

［丹波志　3］

文政7（写）（1824）

235×166ミリ74丁写本
題簸：原・丹波志寺院表紙：後・山吹色1布目地に菊
花文型押し

刊記：丹波里於穴川真保郎文机許関正直以草稿写之
畢文政七申八月十目為之（花押）。
印記：宗辰所集・三井家3。

丹後XO362－005－01（1）

［丹後旧事紀　1］

272×198ミリ8巻8冊（4冊に合綴）17丁写本



備考：朱書、7丁めの後に石津氏による補写5丁分あり。

Y1362－003－04　　　　　　　　　　　　山城
［雍州府志　4］

（1684年）

269×193ミリ51丁整版
題籏＝原・雍州府志寺院門上四表紙：後・こげ茶色無
地

構成：12丁の後に「又十二」、16・17丁は1丁。

印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：表紙見返しに墨書、朱書あり。『目出新聞』の切り

抜き貼付あり、最終丁の後に別本『雍州府志』の45～
47丁あり。

Y1362－003－05　　　　　　　　　　　　山城
［雍州府志　5］

、（1684年）

269×196ミリ53丁整版
題簸＝原・雍州府志寺院門下五表紙：後・薄茶色無
地

構成：9～13丁は1丁、26丁の後に「又二十六」

印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：朱書あり。

Y1362－003－06　　　　　　　　　　　　山城
［雍州府志　6］

（1684年）

270×195ミリ40丁整版
題簸：原・雍州府志土産門上六表紙：後・薄茶色無
地

印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：10・11丁丁間にr正月二目御用」の継ぎ紙1あり、
朱書・墨書あり。

Y1362－003－07　　　　　　　　　　　　山城
［雍州府志　7］

（1684年）

270×195ミリ37丁整版
題籏：原・雍州府志土産門下七表紙：後・薄茶色無
地

印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：朱書、表紙見返しに墨書あり。

Y1362－003－08　　　　　　　　　　　　　　　　山城

［雍州府志　8］

（1684年）

270×196ミリ44丁整版
題簸：原・雍州府志古跡門上八表紙：後・薄茶色無
地

構成：21丁の後に「又二十一」、40～44丁は1丁。
印記二岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

誌地3〔288〕

187×80ミリ1巻1冊21丁整版
題籏1後・先達案内（零本）（墨書）表紙：後・茶褐色無

地

構成1イロハ分け

刊記：右此諸職人商人乃名物ともあらまし思ひよるにま

かせ書付侍る也、此外二も連たる商物名物乃たくひあと

より書付出すべし、延宝六年午八月吉旦、四条大和橋
上ル大黒町東かわ堺屋庄兵衛在之。
印記＝ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：1～4丁表は欠落・補修。昭和9年5月9目、三
井ラベル「C241・60」

Y1362－002　　　　　　　　　　　山城・案内記

［京都名所案内］

延宝6（1678）

79×188ミリ1巻1冊77丁整版
題簸：後・先達案内（零本）（墨書）表紙：後・黒色無地

構成：図6、本文71
刊記1延宝六年戊午八月吉祥目四条大和橋上ル大黒
町東かわ堺屋庄兵衛在之。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：内題はr京洛外之名所井寺社山河野村里付」。
71丁ウラに「明和元年」（墨書）、補修あり。昭和4年。三

井ラベル「C241・59」

Y1362。003－01　　　　　　　　　　　　山城

雍州府志　1

貞享1（序）（1684）

271×193ミリ10巻10冊43丁整版
題簸：原・雍州府志一表紙：後・薄茶色無地
構成：序5（貞享元年孟夏之日林整宇・鶴山野節・黒川

衙裕）、凡例1、目録2、図6、本文29
印記＝岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：前表紙見返しに墨書・朱書あり。21・22丁は1丁。

貼紙2あり。前表紙に「ホ五百十四」（貼紙）と「ホ印五百
十四！十冊」（下ヶ札）

Y1362－003－02　　　　　　　　　　　　山城
［雍州府志　2］

（1684年）

270×194ミリ34丁整版
題簸：原・雍州府志神社門上二表紙：後・薄茶色無
地

印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：朱書、明治17年書入の罫紙貼付あり、8丁めの
後に別本から5丁挿入あり。

Y1362－003－03　　　　　　　　　　　　山城
［雍州府志　3］

（1684年）

270×194ミリ26丁整版
題簸：原・雍州府志神社門下三表紙＝後・薄茶色無
地

印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。



〔289〕3．地誌ノ62．京都府1誌地3

Y1362－004－04　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　5］

（1711年）

226×159ミリ52丁整版
題籏：後・山州名跡志愛宕郡五表紙：後・藍色無地
構成：目録3、本文49
印記1宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－05　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　6］

（1711年）

226×158ミリ45丁整版
題簸：後・山州名跡志愛宕郡葛野郡六表紙1後・藍
色無地
構成：目録3、本文42
印記1宗辰所集、三井家3。
備考：墨書あり

Y1362－004－06　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　7］

（1711年）

227×157ミリ52丁整版
題籏：後・山州名跡志愛宕郡葛野郡七表紙：後・藍
色無地
構成：目録3、本文49
印記：宗辰所集、三井家3。
備考：墨書あり

Y1362－004－07　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　8］

（1711年）

227×157ミリ64丁整版
題籏：後・山州名跡志葛野郡八表紙＝後・藍色無地
構成：目録3、本文61
印記1宗辰所集、三井家3。

備考1墨書あり

Y1362－004－08　　　　　　　　　山城・名跡諒

［山州名跡志　9］
（1711年）

227×157ミリ45丁整版
題籏：後・山州名跡志葛野郡九表紙：後・藍色無地
構成＝目録2、本文43
印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－09　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　10］

（1711年）

226×157ミリ56丁整版
題簸：後・山州名跡志乙訓郡十表紙：後・藍色無地
構成：目録3、本文53
印記：宗辰所集、三井家3。

備考123・24丁丁問にr道正庵」に関する切紙1あり、朱
書あり。

Y1362－003－09　　　　　　　　　　　　山城
［雍州府志　9］

（1684年）

270×196ミリ32丁整版
題簸＝原・雍州府志古跡門下九表紙：後・薄茶色無
地

印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：朱書、貼紙あり、12丁は重複。

Y1362－003－10　　　　　　　　　　　　　　山城

［雍州府志　10］

（1684年）

269×195ミリ64丁整版
題簸：原・雍州府志陵墓門十表紙：後・こげ茶色無地
印記：岸之庵、金子文庫、盈科館図書記、消印1、宗辰
所集、三井家3。

備考：補写・朱書、補修あり。後ろ表紙見返しに購入経

緯に関する記事あり。

成：序6（宝永辛卯之春國子祭主林□直民・元禄十
年春三月既望沙門自慧）、目録凡例2、巻1本文8
記＝宗辰所集、三井家3。

考：墨書あり、一部に補修。前表紙に「ホ六十九」（貼

）とrホ印六十九廿巻」（下ヶ札）

山城・名跡誌Y1362－004－01（2）

［山州名跡志　2］

（1711年）

44丁整版
構成：巻2目録2、本文42

Y1362－004－02　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　3］

（1711年）

225×158ミリ64丁整版
題籏：後・山州名跡志愛宕郡三表紙：後・藍色無地
構成：目録2、本文62
印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－03　　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　4］
（1711年）

226×157ミリ72丁整版
題簸：後・山州名跡志愛宕郡四表紙：後・藍色無地
構成：目録4、本文68

印記：宗辰所集、三井家3。



〔290〕3．地誌

Y1362－004－10

［山州名跡志　11］

（1711年）

227×158ミリ39丁整版

山城・名跡誌

題籏：後・山州名跡志葛野郡乙訓郡紀伊郡十一表
紙：後・藍色無地

構成1目録2、本文37
印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－11

［山州名跡志　12］
（1711年）

228×160ミリ49丁整版

山城・名跡誌

題籏二後・山州名跡志紀伊郡十二表紙：後・藍色無
地

構成：目録2、本文47

印記：宗辰所集、三井家3。
備考142丁の後にr又四十二」がある。

Y1362－004－12　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　13］
（1711年）

226×160ミリ41丁整版
題簸：後・山州名跡志紀伊郡久世郡綴喜郡十三表
紙：後・藍色無地

構成：目録3、本文38

印記＝宗辰所集、三井家3。
備考：最終丁に「山内辰保本」と墨書あり。

Y1362。004－13　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　14］

（1711年）

227×159ミリ40丁整版
題簸：後・山州名跡志宇治郡十四表紙：後・藍色無
地

構成：目録2、本文38

印記：宗辰所集、三井家3。
備考：墨書あり。

Y1362－004－14　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　15］

（1711年）

227×159ミリ40丁整版
題籏：後・山州名跡志宇治郡久世郡綴喜郡十五表
紙：後・藍色無地

構成：目録2、本文38
印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－15　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　16】
（1711年）

227×159ミリ60丁整版
題簸：後・山州名跡志久世郡綴喜郡相楽郡十六表
紙：後・藍色無地

構成：目録4、本文56
印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－16　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　17］
（1711年）

226×160ミリ51丁整版
題簸：後・山州名跡志洛陽部十七表紙：後・藍色無
地

構成：目録・凡例1、本文50
印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－17　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　18］
（1711年）

227×158ミリ53丁整版
題簸：後・山州名跡志殿舎部十八表紙：後・藍色無
地

構成：目録2、本文51

印記1宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－18　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　19］

（1711年）

227×159ミリ30丁整版
題簸：後・山州名跡志大内裏部十九表紙＝後・藍色
無地
構成：目録2、本文28

印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－19　　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　20］

（1711年）

226×159ミリ44丁整版
題籏：後・山州名跡志洛陽寺院二十表紙：後・藍色
無地
構成：目録2、本文42

印記＝宗辰所集、三井家3。
備考：墨書あり。

Y1362－004－20（1）　　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　21］

（1711年）

227×158ミリ56丁整版
題簸：後・山州名跡志洛陽寺院同神社二十一終表
紙：後・藍色無地

構成：目録2、本文54

印記：宗辰所集、三井家3。

Y1362－004－20（2〉、　　　　　　　山城・名跡誌

［山州名跡志　22］

正徳1（1711）

23丁整版
構成：目録1、本文19、後叙3（宝永初元鴻賓月中丹水
奇岩之陰士碩星）

刊記：正徳元年辛卯七月吉旦、京都書犀出雲寺和泉
橡・小佐治半右衛門・中村孫兵衛・杉生五郎左衛門・小
山伊兵衛。



〔291〕3．地誌162．京都府ノ誌地3

題籏：原・山城名勝志洛陽部四表紙＝原・藍色無地
構成：目録2、本文60
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名四洛」（墨書）

Y1362－005－07　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　5上］

（1711年）

275×194ミリ33丁整版
題簸：原・山城名勝志洛陽部五上表紙：原・藍色無
地

構成：目録3、本文30
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名五之上洛」（墨書）

Y1362－005－08　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　5下］

（1711年）

275×194ミリ36丁整版
題簸：原・山城名勝志洛陽部五下表紙：原・藍色無
地

印記1純如之印・宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「山名五之下洛」（墨書）

Y1362－005－09　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　6上］

（1711年）

275×193ミリ42丁整版
題簸：原・山城名勝志乙訓郡部六上表紙：原・藍色
無地
構成：目録2、本文40
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名六之上乙」（墨書）

Y1362－005－10　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　6下］

（1711年）

276×194ミリ21丁整版
題簸：原・山城名勝志乙訓郡部六下表紙：原・藍色
無地
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr山名六之下乙」（墨書）

Y1362－005－11　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　7］

（1711年）

278×195ミリ50丁整版
題簸：原・山城名勝志葛野郡部七表紙1原・藍色無
地

構成：目録2、本文48
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr山名七葛」（墨書）、虫食い一部開封不

可

山城Y1362－005－12

［山城名勝志　8上］

Y1362－005－01　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　1］

（1711年）

274×192ミリ21巻21冊（30冊に分冊）59丁整版
題簸＝原・山城名勝志序目引書宮城部一表紙：
原・藍色無地

構成：序9（宝永乙酉春分日筑前州後学貝原篤信）、目

録2、凡例1、引用書目11、巻1目録2、本文34
刊記：散位正六位上源朝臣武好編輯。

印記1純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名目一宮」（墨書）、前表紙に「ホ印
壱」（貼紙）と「ホ印壱／三十巻」（下ヶ札）

Y1362－005－02　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　2上］

（1711年）

274×194ミリ33丁整版
題簸：原・山城名勝志洛陽部二上表紙：原・藍色無
地

構成：目録2、本文31
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名二之上洛」（墨書）

Y1362－005－03　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　2下］

（1711年）

274×192ミリ28丁整版
題簸：原・山城名勝志洛陽部二下表紙＝原・藍色無
地

印記1純如之印・宗辰所集・三井家3。
備考：下小口に「山名二之下洛」（墨書）

Y1362－005－04　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　3上］

（1711年）

275×194ミリ41丁整版
題簸：原・山城名勝志洛陽部三上表紙：原・藍色無
地

構成：目録3、本文38
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr山名三之上洛」（墨書）

Y1362－005－05　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　3下］

（1711年）

275×193ミリ37丁整版
題籏：原・山城名勝志洛陽部三下表紙：原・藍色無
地

印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr山名三之下洛」（墨書）

山城Y1362－005－06

［山城名勝志　4］

（1711年）

275×193ミリ62丁整版



印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名十一之上愛」（墨書）

Y1362－005－18　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　11下］

（1711年）

278×196ミリ30丁整版
題簸：原・山城名勝志愛宕郡部十一下表紙：原・藍
色無地
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名十一之下愛」（墨書）

Y1362－005－19　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　12上］

（1711年）

277×196ミリ28丁整版
題簸：原・山城名勝志愛宕郡部十二上表紙：原・藍
色無地
構成：目録2、本文26
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名十二之上愛」（墨書）

Y1362－005－20　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　12下］

（1711年）

278×196ミリ28丁整版
題簸：原・山城名勝志愛宕郡部十二下表紙：原・藍
色無地
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名十二之下愛」（墨書）。虫食い一部

開封不可

Y1362－005－21　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　13上］

（1711年）

274×194ミリ40丁整版
題簸：原・山城名勝志愛宕郡部十三上表紙：原・藍
色無地
構成：目録2、本文38
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名十三之上愛」（墨書）。虫食い一部

開封不可

Y1362－005－22　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　13下］
（1711年）

274×194ミリ38丁整版
題簸：原・山城名勝志愛宕郡部十三下表紙：原・藍

色無地
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口にr山名十三之下愛」（墨書）。虫食い開封

不可

山城Y1362－005－23

［山城名勝志　14］

（1711年）

3．地誌〔292〕

11年）

×195ミリ34丁整版
r：原・山城名勝志葛野郡部八上表紙：原・藍色

目録2、本文32
純如之印・宗辰所集・三井家3。
下小口に「山名八之上葛」（墨書）
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Y1362－005－13　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　8下］

（1711年）

277×195ミリ33丁整版
題籏＝原・山城名勝志葛野郡部八下表紙：原・藍色

無地
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名八之下葛」（墨書）。虫食い一部開

封不可

Y1362－005－14　　　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　9上］

（1711年）

276×194ミリ34丁整版
題籏：原・山城名勝志葛野郡部九上表紙：原・藍色

無地
構成：目録2、本文32
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名九之上葛」（墨書）。虫食い一部開

封不可

Y1362－005－15　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　9下］

（1711年）

277×196ミリ46丁整版
題籏＝原・山城名勝志葛野郡部九下表紙＝原・藍色

Y1362－005－16　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　10］

（1711年）

276×196ミリ44丁整版
題籏：原・山城名勝志愛宕郡部十表紙：原・藍色無

地

構成：目録2、本文38、付録4
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名十葛」（墨書）。銀杏の葉挿入あ
り。

Y1362－005－17　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　11上］

（1711年）

278×196ミリ35丁整版
題簸：原・山城名勝志愛宕郡部十一上表紙：原・藍

色無地
構成：目録2、本文33
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原・山城名勝志綴喜郡部十九表紙：原・藍色

目録1、本文17
純如之印・宗辰所集・三井家3。
下小口に「山名十九綴」（墨書）。虫食い一部開封
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Y1362－005－29　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　20］

（1711年）

275×192ミリ34丁整版
題簸：原・山城名勝志相樂郡部二十表紙：原・藍色
無地
構成：目録1、本文33
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名廿相」（墨書）。虫食い一部開封不

可

Y1362－005－30　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　21］

正徳1（1711）

275×193ミリ27丁整版
題籏：原・山城名勝志郡未勘部二十一大尾表紙：
原・藍色無地

構成＝目録2、本文23、政2
刊記：正徳元辛卯年初秋日　洛陽宣風坊書林児玉九
郎右衛門・井上忠兵衛・梅村弥右衛門・田中庄兵衛・西

村丹五郎・古川三郎兵衛・北村四郎兵衛・林正五郎・新

井弥兵衛蔵版。

印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：下小口に「山名廿一未勘尾」（墨書）。虫食い一部

開封不可。

Y1362－006　　　　　　　　　　　山城・案内記

［都すずめ案内者　上巻］

正徳5（1715）

110×165ミリ1巻1冊50丁整版
題簸：後・都す㌧め案内者（打付・金泥書）表紙1後・こ

げ茶色無地
構成：遊紙1、目録2、本文47
印記：ウサギ・しんまちみついけ三井文庫。

備考：下巻欠。

Y1362－007　　　　　　　　　　　山城・案内記

［京都めぐり　上・下］

享保6（広告）（1721）

179×121ミリ2巻2冊（1冊に合綴）106丁整版
題簸：後・京都めくり、内題r京城勝覧」表紙1後・芝草

漆書
構成：目録4、序3（宝永三年立春日貝原篤信記）、上
巻47、下巻52、広告（享保六歳貝原先生編述目次書
林柳枝軒蔵版31点）
刊記：六角町御幸町西入町書林茨城多左衛門開板。
印記：本居文庫。

備考：虫食い一部開封不可。

275×193ミリ63丁整版
題籏：原・山城名勝志愛宕郡部十四表紙：原・藍色
無地
構成：目録2、本文61
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考115丁の後にr又十五」がある。下小口にr山名十
四愛」（墨書）。虫食い開封不可。

目録3、本文79
純如之印・宗辰所集・三井家3。
下小口に「山名十五愛」（墨書）。虫食い一部開封

目録2、本文81、付録1
純如之印・宗辰所集・三井家3。
下小口に「山名十六紀」（墨書）。虫食い一部開封

Y1362－005－26　　　　　　　　　　　　山城

［山城名勝志　17］

（1711年）

275×193ミリ83丁整版
題簸：原・山城名勝志宇治郡部十七表紙：原・藍色
無地
構成：目録2、本文・付録81
印記：純如之印・宗辰所集・三井家3。

備考：55丁は落丁。下小口に「山名十七宇」（墨書）。虫

食い一部開封不可。

Y1362－005－27　　　　　　　　　　　　山城
［山城名勝志　18］

（1711年）

275×192ミリ63丁整版
題籏：原・山城名勝志久世郡部十八表紙：原・藍色

目録2、本文61
純如之印・宗辰所集・三井家3。
下小口に「山名十八久」（墨書）。虫食い一部開封
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山城Y1362－005－28

［山城名勝志　19］

（1711年）

275×192ミリ18丁整版



備考＝前表紙右上にr葛野郡」（朱書）

Y1362－008－07　　　　　　　　　山城・名所記

日本輿地通志　山城志　5

（1735年）

269×182ミリ28丁整版
題簸：原・目本輿地通志山城志五表紙：後・藍色
卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙右上にr愛宕郡」（朱書）

Y1362－008－08（1）　　　　　　　　山城・名所記

［日本輿地通志　山城志　6］

（1735年）

269×181ミリ23丁整版
題籏：原・目本輿地通志山城志六之七表紙：後・藍
色：卍繋ぎ型押し

印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考＝前表紙右上にr紀伊郡・宇治郡」（朱書）

山城・名所記Y1362－008－08（2）

［日本輿地通志　山城志　7］

（1735年）

10丁整版

Y1362－008－09（1）　　　　　　　　山城・名所記

［日本輿地通志　山城志　8］

（1735年）

269×181ミリ7丁整版
題簸：原・目本輿地通志山城志八之十表紙1後・藍
色：卍繋ぎ型押し

印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙右上に「久世郡・綴喜郡・相樂郡」（朱書）

山城・名所記Y1362－008－09（2）

［日本輿地通志　山城志　9］

（1735年）

9丁整版

Y1362－008－09（3）　　　　　　　　山城・名所記

［日本輿地通志　山城志　10］

享保20（1735）

11丁整版
刊記：享保二十年乙卯初春吉旦京師書舗六角通御
幸町茨城多左衛門鏑江府書舗　日本橋南二町目小
川彦九郎。

Y1362－009　　　　　　　　　　　山城・往来物

［京町・万物・坊主尽］

（寛保2）（1742）

191×136ミリ1巻1冊20丁整版
題簸：後・京町小路之宇尽（墨書）表紙：後・厚紙

刊記：「寛保二年戌正月吉日　斎藤佐吉主」（後ろ表紙
見返し）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

〔294〕　3．地誌

Y1362－008－01　　　　　　　　　山城・名所記

［日本輿地通志　山城志　1上］

（1735年）

268×180ミリ10巻10冊（9冊に合綴）38丁整版
題簸：原・目本輿地通志山城志上書凡例一之上
表紙：後・藍色：卍繋ぎ型押し

構成：序4（享保十九年甲寅二月望目丹州書生並河
永）、図1、本文33
刊記：享保丙辰夏新鏑・平安書舗柳枝軒茨方道寿桜
（封面）。

印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考＝前表紙右上に「京師」（朱書）。前表紙に「ホ印二」

（貼紙）とrホ印二！廿三冊五機内共」（下ヶ札）

Y1362－008－02　　　　　　　　　山城・名所記

日本輿地通志　山城志　1本
（1735年）

269×181ミリ26丁整版
題簸：原・目本輿地通志山城志一之下本表紙：後・
藍色：卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙右上に「京師」（朱書）

Y1362－008－03　　　　　　　　　山城・名所記

日本輿地通志　山城志　1下
（1735年）

269×182ミリ21丁整版
題簸1原・目本輿地通志山城志一之下末表紙：後・
藍色：卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考＝前表紙右上に「京師」（朱書）

Y1362－008－04　　　　　　　　　山城・名所記

日本輿地通志　山城志　2

（1735年）

269×181ミリ30丁整版
題簸：原・目本輿地通志山城志二表紙：後・藍色
卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1362－008－05　　　　　　　　　山城・名所記

日本輿地通志　山城志　3

（1735年）

269×182ミリ12丁整版
題簸：原・目本輿地通志山城志三表紙：後・藍色
卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙右上にr乙訓郡」（朱書）

Y1362－008－06　　　　　　　　　山城・名所記

日本輿地通志　山城志　4

（1735年）

268×182ミリ24丁整版
題簸：原・日本輿地通志山城志四表紙1後・藍色
卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。
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備考：ダンボール紙の秩に入る。前表紙に「六之萱」（朱

書）、下小口にr都林泉名勝図会一」（墨書）。三井ラベ

ルrC241・新・107」

Y1362－013－02　　　　　　　　　　　　山城

都林泉名勝図会　1坤
（1799年）

259×182ミリ37丁整版
題籏：原・都林泉名勝圖會一坤表紙：原・秘色無地
印記：聴氷堂所蔵・聴氷堂三井氏鑑蔵之記・三明番楼
三井氏之記。

備考：前表紙に「六之弐」（朱書）、下小口に「都林泉名

勝図会二」（墨書）。三井ラベル「C241・新・107」

Y1362－013－03　　　　　　　　　　　　山城

都林泉名勝図会　2
（1799年）

259×183ミリ58丁整版
題籏＝原・都林泉名勝圖會二表紙＝原・秘色無地

構成：巻2目録1、本文57
印記：聴氷堂所蔵・聴氷堂三井氏鑑蔵之記・三明番楼
三井氏之記。

備考：前表紙にr六之三j（朱書）、下小口にr都林泉名
勝図会三」（墨書）。三井ラベル「C241・新・107」

Y1362－013－04　　　　　　　　　　　　山城

都林泉名勝図会　3
（1799年）

259×183ミリ40丁整版
題簸＝原・都林泉名勝圖會三表紙：原・秘色無地

構成＝巻3目録1、本文39
刊記：彫工樋口源兵衛。

印記：聴氷堂所蔵・聴氷堂三井氏鑑蔵之記・三明番楼
三井氏之記。

備考：前表紙にr六之四」（朱書〉、下小口にr都林泉名
勝図会四」（墨書）。三井ラベル「C241・新・107」

Y1362－013－05　　　　　　　　　　　　山城

都林泉名勝図会　4
（1799年）

259×183ミリ54丁整版
題簸：原・都林泉名勝圖會四表紙：原・秘色無地
構成：目録2、本文52
刊記：此一冊彫工井上治兵衛。

印記：聴氷堂所蔵・聴氷堂三井氏鑑蔵之記・三明番楼
三井氏之記。

備考：前表紙に「六之五」（朱書）、下小口に「都林泉名

勝図会五」（墨書）。三井ラベル「C241・新・107」

Y1362－013－06　　　　　　　　　　　　山城

都林泉名勝図会　5
寛政11（1799）

259×183ミリ0丁整版
題籏＝原・都林泉名勝圖會五表紙：原・秘色無地

構成：目録1、本文29、賊1（寛政十一載仲夏平安秋
里擁島）

備考：昭和7年3月12目、三井ラベル「C241・新・75」

Y1362－010　　　　　　　　　　　山城・案内記

［法華寺めぐり］

宝暦9（1759）

109×164ミリ1巻1冊25丁整版
題籏1原・廿一ケ寺［　1法華寺めぐり表紙：原・藍色：

雷紋繋ぎ裡に菊花と花菱紋型押し
構成：序1（願主加州瀬川氏法名良運）、本文24

刊記1宝暦九年卯首夏良辰寺町通三条上ル三丁目柳
田三郎兵衛板。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和六年、三井ラベル「C241・65」、前表紙に書

名を記した下ヶ札

Y1362－011　　　　　　　　　　　山城・案内記

都名所手引案内

宝暦13（1763）

110×162ミリ1巻1冊62丁整版
題簸：原・都名所手引案内全表紙：原・藍色無地

構成1序1（撰者洛下愚定）、凡例1、本文59、広告1
（京町鑑・山城名所寺社物語・花洛名所記・花洛巡覧
記）

刊記：宝暦十三年未正月吉辰京書林ふや町せいぐわ
んじ下八文字屋八左衛門、姉小路寺町にしへ入銭屋
惣四郎、三条川原町にしへ入正本屋吉兵衛・三条川原

町東へ入長浜屋九良右衛門・三条寺町角白木屋半右
衛門。

印記1浅雲・ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考＝前表紙見返しにr此草紙何縣下何国何方様巡行

候共山形縣羽前国置賜郡第拾大区九小区長手邨白石
方へ御返シ有之度候也、白石氏」（墨書）。昭和4年、
三井ラベル「C241・新・66」

Y1362－012　　　　　　　　　　　山城・詩文

稲荷山十二境図詩

明和7（1770）

263×170ミリ1巻1冊20丁整版
題籏：原・稲荷山十二境圖詩表紙：後・覗色無地

構成：贈本識1（文政三季歳次庚辰重陽節中井環敬
識）、題字2、図詩6、十二景記9（明和己丑之春越国文
学播磨清絢）、践2（明和甲寅之秋九月稲荷祠官正五
位下荷田新郷）
印記：天楽・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ三百九十一」（貼紙）と「ホ印三百九
十一／壱冊」（下ヶ札）

Y1362－013－01　　　　　　　　　　　　山城

都林泉名勝図会　1乾
（1799年）

259×182ミリ5巻5冊（6冊に分冊）38丁整版
題簸：原・都林泉名勝圖會一乾表紙：原・秘色無地
構成：序4（寛政とをあまりひととせの春水竹居主人＝藤

波二位季忠）、凡例1、目録2、本文31
刊記：秋里離島先生著述（封面）。

印記：聴氷堂所蔵・聴氷堂三井氏鑑蔵之記・三明番楼
三井氏之記。



天保2（1831）

128×182ミリ80丁整版
題簸：原・天保刻成京都順覧記（方箋）表紙：原・松葉
色：蜀江紋型押し

構成：目録10、本文66、広告4（京名所記蔵版目次・
京絵図蔵書目録）

刊記：皇都池田東離亭編・同中村有楽図画、天保二年
卯秋七月京都書房三条通麩屋町西北角竹原好兵衛。
備考：封面題はr都縦横町小名」。三井ラベル「C241・
68」

Y1362－017－01　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　1］

（1864年）

258×183ミリ8巻8冊49丁整版
題簸：原・再撰花洛名勝圖會東山之部一表紙＝原・
花田色無地
構成：序7（文久二年春凌陰山翁＝清原宣明、藤原芳樹

ほか）、例言2、巻1目録1、題字2、本文37
印記：本居文庫。

備考：洋紙の秩に入る、帳に三井ラベル「C241・39」

Y1362－017－02　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　2］

（1864年）

257×182ミリ36丁整版
題策：原・再撰花洛名勝圖會東山之部二表紙：原・
花田色無地
印記：本居文庫。

Y1362－017－03　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　3］

（1864年）

257×182ミリ33丁整版
題籏：原・再撰花洛名勝圖會東山之部三表紙：原・
花田色無地
構成：巻2目録2、本文31
印記：本居文庫。

Y1362－017－04　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　4］

（1864年）

257×182ミリ43丁整版
題簸：原・再撰花洛名勝圖會東山之部四表紙：原・
花田色無地
印記二本居文庫。

Y1362－017－05　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　5］

（1864年）

256×183ミリ36丁整版
題簸：原・再撰花洛名勝圖會東山之部五表紙：原・
花田色無地
構成：巻3目録2、本文34
印記：本居文庫。
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刊記：画工法橋佐久間草優・法橋西村中和・奥文鳴源
貞章、京都吉野屋為八・江都須原屋善五郎、発行書雛
江戸目本橋南壼丁目須原屋茂兵衛・同浅草茅町二丁
目同伊八・同目本橋通二丁目山城屋佐兵衛・同芝神明
前岡田屋嘉七・同両国横山町三丁目和泉屋金右衛門・

同下谷池之端仲町岡村庄助・同目本橋通二丁目須原
屋新兵衛・同芝神明前和泉屋吉兵衛・京都三條通御幸
町角吉野屋仁兵衛・尾州名古屋本町通永楽屋東四郎・
同同所菱屋藤兵衛・同同所菱屋平兵衛・大阪心斎橋通

北久太郎町河内屋喜兵衛板。
印記：聴氷堂所蔵・聴氷堂三井氏鑑蔵之記・三明番楼
三井氏之記。

備考1前表紙にr六之六」（朱書）、下小口にr都林泉名
勝図会六終」（墨書）。三井ラベル「C241・新・107」

1362－014　　　　　　　　　　　山城・案内記

1山西山京名所案内記

：禾03（1803）

15×145ミリ1巻1冊3丁整版
1簸：原・東山西山京名所案内記（打付）表紙：原・生

京寺町仏光寺上ル町赤井長兵衛板、享和三年
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：ウサギ・しんまちみついけ。

：仮綴じ。パンフレット。洋紙のカバー付き。三井ラ

rC241・新・69A」

Y1362－015　　　　　　　　　　山城・摺り物
［都のひなみ］

文化6（1809）

360×444ミリー枚物1丁整版
刊記1文化六年己巳十一月晴雲堂篁一玄校、書躍皇
都新町通中立売上ル町近江屋新兵衛、板元皇都釜座
下立売上ル町山城屋伊兵衛。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：両面刷り。ダンボール紙の鉄に入る、昭和九年、
三井ラベル「C241・新・81」

Y1362－016－01　　　　　　　　　山城・案内記

［京都順覧記　1］

（1831年）

127×181ミリ3巻3冊38丁整版
題籏：原・天保刻成京都順覧記（方箋）表紙：原・松葉

色：蜀江紋型押し

構成：序2（池田東簾亭主人）、総目・凡例2、本文34
備考：「雑十番」（下ケ札）、三井ラベル「C241・68」

Y1362－016－02　　　　　　　　　山城・案内記

［京都順覧記　2］

（1831年）

128×181ミリ57丁整版
題簸：原・天保刻成京都順覧記（方箋）表紙：原・松葉

色：蜀江紋型押し
備考：封面題はr花洛名所図」。三井ラベルrC241・68」

山城・案内記Y1362－016－03

［京都順覧記　3］
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題籏：原・都名所車京町鑑宿附都年中行事表紙：
原・青丹：雲中に鳥型押し

構成：本文44、広告1（山城名勝志・山州名跡志・京の
水ほか2点）

刊記1皇都書房寺町通三条南著屋宗八。

印記：鏡淵図書・鏡淵九六・ウサギ・しんまちみついけ・

三井文庫。

備考：「新発田町文成堂ヨリ購求鏡渕蔵」。昭和5年、
三井ラベル「C241・新・62」

Y1362－020　　　　　　　　　　　　　　教科書

山城国村名章

明治6（1873）

220×150ミリ1巻1冊27丁整版
題簸：原・山城國村名章（打付）表紙二原・生成

刊記＝明治六年一月発行、京東洞院三条上ル町御用
書林村上勘兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：昭和7年5月20目寄託、三井ラベル「C241・新・
92」

Y1362－021　　　　　　　　　　　　　案内記

京都府駅程記

明治9（1876）

221×149ミリ1巻1冊43丁整版
題簸：原・明治九年四月出版井上和光編輯京都府騨程

記全京都府蔵板（打付）表紙：原・丁子引き
構成1凡例2（明治八年十月　京都府少属村上和光謹
誌）、標目2、本文39

刊記：京都府少属村上和光編輯、御用御書物所京堀
川通二條下ル町村上治兵衛。
備考：定価12銭5厘。初丁の間に切紙1（r生徒用卓ほ
かの値段書上」あり。「雑書十六番」（下げ札）、三井ラベ

ノレ「C242・117」

Y1362－022　　　　　　　　　　　　　教科書

京都府管轄内地理問答

明治10（1877）

211×143ミリ1巻1冊19丁整版
題籏：原・改正京都府管轄内地理問答家原政紀著
全表紙：原・秘色無地
構成：題字1（龍城逸史）、本文18

刊記：明治十年一月十七目出版御届、同年一月二十
一目刻成発免、著者京都府平民家原政紀、京都書騨
出版人京都府平民若林喜助（上京区第30区寺町通御
池下ル531番地）、丹波亀岡内藤半七、京都寺町御池
下ル吉田勘兵衛。

印記1ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価7銭。「下京匪第十六組淳鳳校生山田由太
郎蔵書」（後ろ表紙墨書）。昭和8年7月26目寄託、三
井ラベル「C241・新・93」

Y1362－023　　　　　　　　　　　　　教科書

管内地理

明治11（1878）

220×149ミリ1巻1冊8丁整版・活版
題簸：原・京都府學務課編纂管内地理完（打付）表

Y1362－017－06　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　6］

（1864年）

257×182ミリ42丁整版
題籏：原・再撰花洛名勝圖會東山之部六表紙：原・
花田色無地
印記：本居文庫。

Y1362－017－07　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　7］

（1864年）

257×182ミリ31丁整版
題簸：原・再撰花洛名勝圖會東山之部七表紙：原・
花田色無地
構成：巻4目録2、本文29
印記：本居文庫。

Y1362－017－08　　　　　　　　　　山城・名所記

［再撰花洛名勝図会　8］

元治1（1864）

257×182ミリ0丁整版
題簸：原・再撰花洛名勝圖會東山之部八表紙：原・
花田色無地
構成：本文35、践2（安政六年川喜多真彦）、林芳兵衛

蔵版書目2
刊記：四条以北編者晴翁木村明啓、同以南編井傭書
樫園川喜多真彦、図画半山案川安信・春翠四方義休・

東居楳川重寛、文久元年辛酉十一月官許、元治元年
甲子三月刻成。

印記：本居文庫。

Y1362－018　　　　　　　　　　　山城・摺り物

洛中大火夢物語

元治1（1864）

173×120ミリ1巻1冊11丁整版
題籏：原・元治元年甲子七月洛中大火夢物語（打付）
表紙：原・生成

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：仮綴。ユホ昭和5年12月31目、三井ラベル
「C241・79A」

山城・案内記Y1362－019－01

［都名所車　上］

175×122ミリ2巻2冊53丁整版
題簸：原・都名所車京町鑑宿附都年中行事表紙
原・青丹：雲中に鳥型押し

構成：序1（尚古館主人）、総目3、本文49
印記二鏡淵図書・鏡淵九六・ウサギ・しんまちみついけ

三井文庫。

備考：三井ラベル「C241・新・62」

山城・案内記Y1362－019－02

［都名所車　下］

175×122ミリ44丁整版



〔298〕　3．地誌

紙＝原・丁子引き

構成：例言1、図1、本文6

刊記：明治十一年二月十八目出版版権屈、同年三月
刻成、同年八月再刻、御用御書物所京都東洞院通三
條上ル町村上勘兵衛、京都府蔵版（表紙）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価1銭8厘、ペン・墨書書入あり。昭和九年、
三井ラベル「C241・新・94」

Y1362－024　　　　　　　　　　　　　教科書

新撰　京都府管内地誌

明治22（1889）

221×148ミリ1巻1冊31丁木活・銅板
題簸：原・新撰京都府管内地誌表紙：原・生成
構成：緒言1（明治二十二年三月編者）、本文30

刊記：明治二十二年三月廿五目印刷、明治二十二年
三月光一目出版、印刷兼発行者京都府上京区第光
組妙満寺前町拾番戸河合卯之助、著作者京都府下
京区第廿九組魚棚町三番戸上羽為質。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価金16銭5厘。後ろ表紙に「中村信太郎」（墨
書）。三井ラベル「C241・新・95」「京都雑」（朱印）。昭和

8年3月29目寄託

Y1362－025　　　　　　　　　　　　　名所記

京都繁栄記

明治26（1893）

260×180ミリ1巻1冊56丁整版
題簸：原・増山守正編輯京都繁栄記全表紙：原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：題字1、序3（雪潭老漁・荘司金風・増山守正）、

凡例1、目録1、本文48、践1、追録（澤井東涯）1

刊記＝明治廿六年二月廿三目印刷、同年同月廿七日
出版、編輯者京都府士族東京市神田区駿河台鈴木町
16番地寄留増山守正・発行兼印刷者右同族同番地寄
留増山持正、彫刻山口唯女。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：表紙に「幽山蔵書」の蔵書票あり。袋共。定価金

30銭。昭和5年10月20目、三井ラベル「C241・新・
42」

Y2362－001　　　　　　　　　　　　　案内記

開化絵入京都見物独案内

明治13（1880）

70×158ミリ1巻1冊34丁銅板
題籏：原・文字冨之助編輯開化縛入京都見物猫案内
全表紙：原・藍色＝卍繋ぎ型押し

構成：方角図1、目録1、本文32、奥書（明治庚辰の二

月編者）
刊記：明治十二年十二月五目出版御届、同十三年三
月出版、編輯兼出版人京都府平民文字冨之助、出版
人京都府平民片岡賢三、発売所京三条通高倉東入町
出雲寺文次郎、同新京極蛸薬師下ル太田権七、大阪
南久宝寺町四丁目前川善兵衛、東京横山町一丁目出
雲寺万次郎、京寺町通三条下ル神先宗八、西京七条
ステーション待合所大坂支店野間欽三、京寺町通五条

上ル町近藤太十良、組合刊行大発売所京六角西国
十八番札所前長寿堂。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝定価16銭。昭和8年2月14目寄託、三井ラベ
ノレ「C241・新・98」

Y2362－002　　　　　　　　　　　　　案内記
京都名勝一覧図会

明治13（1880）

106×159ミリ1巻1冊62丁銅板
題簸：原・橋本澄月編輯京都名勝一覧圖會表紙：
原・黄色：卍繋ぎ型押し

構成：題宇1（如意山人）、凡例1、標目3、本文57

刊記：明治十三年七月廿三目出版版権御願、同年八
月十九目版権免許、同年十月刻成、編輯者京都府平
民橋本澄月、出版人京都府平民風月庄左衛門（上京
区第廿八組大恩寺町256番地）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：色刷り。昭和6年2月7目、三井ラベルrC241・
新・99」

Y2362－003

京都府諸税一覧表

明治14（1881）

293×397ミリー枚物1丁銅板
題簸：原・京都府諸税一覧表表紙：原・黄色：卍繋ぎ型
押し

刊記：明治十四年九月出版御届、編輯人滋賀縣士族
湊正純、出版人京都府平民早野作兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価金5銭。昭和10年1月28目寄託

Y2362－004　　　　　　　　　　　　　案内記

京都名所案内図会

明治14（1881）

84×125ミリ2巻2冊66丁銅板
題簸：原・遠藤茂平編輯京都名所案内圖會乾表
紙二原・藍色無地

構成：緒言1（翠窓園主人）、目録3、本文62

刊記：明治十三年十二月十五目出版版権御願、同十
四年二月七目版権免許、同年三月出版発免、編輯者
京都府平民遠藤茂平、附録編輯者山口米二郎、出版
人京都府平民福井源次郎（下京区第六組三条通寺町
東20番地）、売捌人京都府平民福井孝太郎（上京区第
三十組寺町通三条北）、芝田雲山刻。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：袋共、袋にr昭和6年7月6目寄託」、三井ラベ
ルrC241・新・1」

Y2362－005　　　　　　　　　　　　　案内記
［京都名所案内図会付録］

明治14（1881）

84×125ミリ51丁銅板
題簸1原・山口米二郎附録編輯京都名所案内圖會
坤表紙：原・藍色無地
構成：端言1、凡例1、目次3、本文40、正宝堂蔵版書
籍目録4、京都書籍発売書屋人名2
刊記：明治十三年十二月十五目出版版権御願、同十
四年二月七日版権免許、同年三月出版発莞、編輯者



京都府平民遠藤茂平、付録編輯者京都府平民山口米
次郎、出版人京都府平民福井源次郎（下京区第六組
三条通寺町東20番地）、売捌人京都府平民福井孝太
郎（上京区第三十組寺町通三条北）。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考1三井ラベル「C241・新・100」

Y2362－006－01

［三府名所独案内図会　京都之部上］

明治16（1883）

87×128ミリ2巻2冊40丁銅板

案内記

題籏：原・馬場文英編輯三府名所猫案内圖會二京都
之部上表紙1原・黄色：卍繋ぎ型押し
構成＝凡例1（明治十六年三月）、目録5、本文34
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：三井ラベル「C241・新・101」

Y2362－006－02　　　　　　　　　　　案内記
［三府名所独案内図会　京都之部下］

明治16（1883）

87×128ミリ36丁銅板
題簸：原・馬場文英編輯三府名所猫案内圖會三京都
之部下表紙：原・黄色：卍繋ぎ型押し

構成：本文34、開益堂細川製本目録2
刊記：明治十六年二月廿六目出版版権御願、同年三
月光一目版権免許、同年五月刻成、編輯人京都府平
民馬場文英、出版人京都府平民細川清助（上京区第
光組下本能寺前町第53戸）、□買人三条通り小橋東
入江南有美堂。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価30銭。三井ラベル「C241・新・101」

Y2362－007　　　　　　　　　　　　　案内記
開化絵入京都見物独案内

明治18（1885）

74×158ミリ1巻1冊34丁銅板
題簸1原・文字冨之助編輯開化給入京都見物猫案内
全表紙：原・天色：布目地卍繋ぎ型押し

構成：方角図1、目録1、本文32、奥書（明治庚辰の二
月編者）

刊記：明治十七年十二月五目出版御届、同十八年三
月出版、編輯兼出版人京都府平民文字冨之助、出版
人京都府平民片岡賢三、発売所京三条通高倉東入町
出雲寺文次郎、同新京極蛸薬師下ル大田権七、大阪
南久宝寺町四丁目前川善兵衛、東京横山町一丁目出
雲寺万次郎、京寺町通三条下ル神先宗八、西京七条
ステーション待合所大坂支店野間欽三、京寺町通五条
上ル町近藤太十良、組合刊行大発売所京六角西国
十八番札所前長寿堂。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：定価16銭。昭和6年7月6目寄託、三井ラベル
rC241・新・103」

Y2362－008

懐中活用平安名所案内　町名録之部

明治19（1886）

52×123ミリ1巻1冊17丁銅板

3．地誌3．地誌163．大阪府1〔299〕

題籏：原・懐中活用平安名所案内町名録之部全表
紙＝原・黒：布目地に網目型押し

構成：本文16、郵便条例抄録1

刊記：明治十九年三月十三目御届、同年四月出版、編
輯兼出版人滋賀縣平民舟橋治平、発免人京都府平民
舟橋茂七、大売捌所遠藤平左衛門、諸国売捌所前川
善兵衛ほか1。。

印記：下京匿第二十三組油小路通花屋町上ル西若松
町高橋正意蔵書、ウサギ・しんまちみついけ。

備考：「尚古庵文庫」のラベルあり。昭和7年2月1日寄
託、三井ラベル「C241・新・139」

Y2362－009　　　　　　　　　　　　　案内記

明治新版京都名所案内記

明治20（1887）

64×124ミリ1巻1冊50丁銅板
題籏：原・樺井達之輔編輯明治新版京都名所内案記
全表紙：原・黄色：布目地に松皮菱型押し

構成：図2、3都分略表2、目次1、本文43、山城略表2

刊記：明治十九年十一月十目出版御屈、明治二十年
一月十目刻成、編輯人京都府平民樺井達之輔、出版
人京都府平民風月庄左衛門（上京区第廿八組大恩寺
廿一番戸）、発売所御幸町通三条北へ中村浅吉。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：色刷り。小口にマーブル加工。袋共。袋に「昭和8

年5月9目寄託」、三井ラベル「C241・新・105」

Y2362－010　　　　　　　　　　　　　案内記
袖珍京都名勝廻覧記

明治28（1895）

125×94ミリ1巻1冊345丁活版
題簸：原・袖珍京都名勝廻覧記表紙：原・生成に仏
閣・松の絵

構成：題字・凡例2、目録1～17p、本文1～318p、広告

1～8P
刊記：明治廿八年三月光一日印刷、同年四月五目発
行、著者兼発行者藤田剣吾、発行者大谷仁兵衛、印刷
者目進堂柏井権三郎、発売所東枝書房。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：洋装本。r明治廿八年四月十三目藤田剣吾兄見

贈高田守天所携」、昭和7年5月20目寄託

3．地誌／63．大阪府1

×0363－001　　　　　　　　　　　　　　摂津
［大坂錦城記］

文久2（内容）（1862）

233×165ミリ1巻1冊30丁写本
題簸1後・大坂錦城記全表紙：後・丁子引きに丸に花
菱・分銅型押し

刊記：元和二年ヨリ文久二年迄二百四十七年ニナル
（最終丁）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙rヲニ百七」（貼札）とrヲ印r改」（朱印）二

百七／一冊」（下ヶ札）、三井ラベルC242・13」
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XO363－002

金城聞見録
大正3（写）（1914）

266×191ミリ1巻1冊56丁写本
題簸：原・金城聞見録全表紙：原・香色無地

構成：内表紙1、本文55
刊記：政苓誌、東京上野公園帝国図書館所蔵「吉祥窟
蔵書」ノ旧蔵者之印アリ、明治三十九年八月ノ購入二係

ル、大正三年八月影写了、同年九月以内閣文庫所蔵
異本校合（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrル五百二十」（貼紙）とrル印五百二十1

壱冊」（下ヶ札）

Y1363－001－01　　　　　　　　　摂津・浮世草子

［難波鑑　1］

（1680年）

263×190ミリ6巻6冊26丁整版
題簸：後・難波鑑一表紙：後・白緑色：波に鶴型押し

構成：序2（延宝八庚申季孟春上旬一無軒道冶輯）、

目録1、本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ワ百七十」（貼紙）と「ワ印百七十／六冊」

（下ケ札）

Y1363－001－02　　　　　　　　　摂津・浮世草子

［難波鑑2］

（1680年）

263×190ミリ17丁整版
題簸：後・難波鑑二表紙：後・白緑色：波に鶴型押し

構成：目録1、本文16
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1363－001－03　　　　　　　　摂津・浮世草子

［難波鑑3］

（1680年）

263×191ミリ19丁整版
題籏：後・難波鑑三表紙：後・白緑色＝波に鶴型押し

構成：目録1、本文18
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－001－04　　　　　　　　　摂津・浮世草子

［難波鑑4］

（1680年）

264×190ミリ15丁整版
題籏：後・難波鑑四表紙：後・白緑色：波に鶴型押し

構成：目録1、本文14
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－001－05　　　　　　　　　摂津・浮世草子

［難波鑑5］

（1680年）

264×191ミリ14丁整版
題簸：後・難波鑑五表紙：後・白緑色：波に鶴型押し

構成：目録1、本文13
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－001－06　　　　　　　　　摂津・浮世草子

［難波鑑6］

延宝8（1680）

264×192ミリ14丁整版
題簸：後・難波鑑六表紙：後・白緑色：波に鶴型押し

構成：目録1、本文13
刊記：延宝八申観月目南陽山人自奄斎、大坂本町五
丁目御堂筋角小濱屋七郎兵衛板・同所近江屋次郎
右衛門。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：丹緑本

Y1363－002－01　　　　　　　　　　　　和泉

［泉州志　1］

元禄13（序）（1700）

273×185ミリ6巻6冊60丁整版
題簸：原・泉州志一大鳥郡上表紙：後・藍色無地
構成：序6（元禄庚辰三月庚寅平安城西峰散人・孟春

仲洗泉州石橋直之）、図1、目録2、本文51
刊記：石橋新右衛門編輯。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：目録後に罫紙切紙1貼付あり。前表紙にrホ百八
十四」（貼紙）と「ホ印百八十四！六巻」（下ヶ札）。

Y1363－002－02　　　　　　　　　　　　和泉

［泉州志2］

（1700年）

273×184ミリ52丁整版
題簸：原・泉州志二大鳥郡下表紙：後・藍色無地
構成：目録2、本文50
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：27・28丁丁間に切紙1あり。

Y1363－002－03　　　　　　　　　　　　和泉

［泉州志3］

（1700年）

273×183ミリ44丁整版
題簸：原・泉州志三和泉郡表紙：後・藍色無地
構成：目録2、本文42
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－002－04　　　　　　　　　　　　　和泉

［泉州志4］

（1700年）

272×184ミリ26丁整版
題籏：原・泉州志四泉南郡表紙：後・藍色無地

構成：目録1、本文25
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－002－05　　　　　　　　　　　　和泉

［泉州志5］

（1700年）

272×184ミリ32丁整版
題簸：原・泉州志五目根郡上表紙：後・藍色無地
構成：目録1、本文31
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229×161ミリ16丁整版
題籏：後・六（打付）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文15

印記1宗辰所集・三井家3。

Y1363－003－07　　　　　　　　　　　　　摂津
［撮陽群談　7］

（1701年）

229×160ミリ37丁整版
題簸：後・七（打付）、原・方簸表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文36

印記：宗辰所集・三井家3。

摂津Y1363－003－08

［撮陽群談　8】

（1701年）

230×160ミリ35丁整版
題簸：後・八（打付）表紙：原・覗色無地

構成＝目録1、本文34

印記：宗辰所集・三井家3、ほか1。

摂津Y1363－003－09

撮陽群談　9

（1701年）

230×161ミリ77丁整版
題簸：原・振陽群談九表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文76

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：墨書書入あり

Y1363－003－10　　　　　　　　　　　　　摂津

撮陽群談　10
（1701年）

230×161ミリ45丁整版
題籏：原・撮陽群談十（方簸共）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文44

印記：宗辰所集・三井家3。

摂津Y1363－003。11

［撮陽群談　11］

（1701年）

229×160ミリ74丁整版
題簸：後・十一（打付）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文73

印記：宗辰所集・三井家3。

摂津Y1363－003－12

［撮陽群談　12］

（1701年）

229×160ミリ83丁整版
題簸：後・十二（打付）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文82

印記1宗辰所集・三井家3。

印記1宗辰所集・三井家3。

Y1363－002－06　　　　　　　　　　　　　和泉

［泉州志　6】

（1700年）

272×184ミリ41丁整版
題簸：原・泉州志六目根郡下表紙1後・藍色無地
構成：目録2、本文32、未考4、賊3（鍮伽金剛乗沙門
契沖）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－003－01　　　　　　　　　　　　　摂津

撮陽群談　1

（1701年）

230×159ミリ17巻17冊29丁整版
題籏：原・撮陽群［コー（方簸共）表紙：原・覗色無地

構成：序7（元禄戊寅孟秋菊池新三郎・摂西陳人岡田

氏渓志自序）、目録2、引書1、本文19
印記二河元・満啓・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ五十一」（貼紙）、メモ「C242」

摂津Y1363－003－02

［撮陽群談　2］

（1701年）

228×159ミリ27丁整版
題簸：後・二（打付）表紙：原・覗色無地

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－003－03　　　　　　　　　　　　摂津
振陽群談　3

（1701年）

228×159ミリ52丁整版
題簸：原・撮陽群談三（方籏共）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文51

印記：宗辰所集・三井家3。

摂津Y1363－003－04

［撮陽群談　4】

（1701年）

228×160ミリ36丁整版
題簸：後・四（打付）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文35
印記：満啓・宗辰所集・三井家3。

Y1363－003－05　　　　　　　　　　　　　摂津

撮陽群談　5

（1701年）

229×160ミリ24丁整版
題簸：原・振陽群談五（方簸共）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文23
印記：満啓・宗辰所集・三井家3。

摂津Y1363－003－06

［撮陽群談　6］

（1701年）
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Y1363－003－13　　　　　　　　　　　　　摂津

［撮陽群談　13］

（1701年）

230×160ミリ44丁整版
題簸：原・□□□□□三表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文43
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1363－003－14　　　　　　　　　　　　　摂津

［撮陽群談　14］

（1701年）

229×159ミリ62丁整版
題簸：原・撮陽群□（方簸共）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文61
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1363－003－15　　　　　　　　　　　　　摂津

撮陽群談　15
（1701年）

230×161ミリ36丁整版
題籏：原・撮陽群談十五表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文35
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1方籏は丁間にあり、

Y1363－003－16　　　　　　　　　　　　　　　　摂津

掻陽群談　16
（1701年）

230×160ミリ30丁整版
題簸：原・□□□談十六（方簸共）表紙二原・覗色無地

構成：目録1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－003－17　　　　　　　　　　　　　摂津

［撮陽群談　17］

元禄14（1701）

230×160ミリ35丁整版
題籏：後・十七（打付）表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文32、践2（元禄十四辛巳年孟春難波

陳人高岡氏旋容）
刊記＝元禄十四辛巳季夏開板撮州大坂中之嶋和泉
屋伊右衛門・城州京三条姉小路池内次兵衛・武州江戸
目本橋南一町目升屋五郎右衛門・彫工大坂真斎橋筋
五郎右衛門・画工天満大工町植木庄蔵・加筆大坂西高

津町小西次郎右衛門・加筆大坂中之嶋山縣甚助・同同

所林且右衛門・同同所鮭常三掻西陳人岡田氏陸助
誌之。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1363－004　　　　　　　　　　　　摂津・名所記

［津の国天王寺古今名所付］

（宝永6）（1709）

276×443ミリー枚物1丁整版
題簸：なし表紙：なし
刊記：「…宝永六年迄九十六年なり」（欄外）、北村仁

右衛門。

印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考1三井ラベル「K620・新・177」全面裏打ち。酸性紙

の台紙に糊付けされているため取扱注意。

Y1363－005（1）　　　　　　　　　　摂津・名所記

［兵庫名所記　上］

（1710年）

228×159ミリ2巻2冊（1冊に合綴）34丁整版
題籏＝原・掻西兵庫名所記上下（下は墨書）表紙：
原・藍色無地
構成：序1（宝永庚寅艸澤医生）、凡例1、方角大概図1、

上目録2、本文25、追加4
印記：本居文庫。

備考：書入あり。

Y1363－005（2）　　　　　　　　　摂津・名所記

［兵庫名所記　下］

宝永7（1710）

26丁整版
構成：下目録2、本文23、践1（宝永七庚寅八月良且
植田下省子）

刊記：大坂書林向井庄三郎摂州兵庫津菊屋新右衛
門。

Y1363－006－01（1）　　　　　　　　　　　　河内

［白本輿地通志　27　河内志］

（1735年）

17巻17冊（3冊に合綴）9丁整版
題簸：原・日本輿地通志河内志一之五表紙：原・藍
色卍繋ぎ型押し

構成：図1、巻27本文8
刊記：越州関祖衡纂輯、丹州井河永校、勢州野呂実父
校、撮州海北千之校、河州寺田保正校、河州神田祐世

校、豆州中井知徳校。
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1363－006－01（2）

［日本輿地通志　28　河内志］

（1735年）

5丁整版

Y1363－006－01（3）

［日本輿地通志　29　河内志］

（1735年）

7丁整版

Y1363－006－01（4）

［日本輿地通志　30　河内志］

（1735年）

6丁整版

Y1363－006－01（5）

［日本輿地通志　31　河内志］

（1735年）

2丁整版

河内

河内

内河

河内



Y1363－006－02（1）　　　　　　　　　　　河内

［日本輿地通志　32　河内志］
（1735年）

3丁整版
題簸：原・目本輿地通志河内志六之十二表紙：原・
藍色卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1363－006－02（2）

［日本輿地通志　33　河内志］
（1735年）

3丁整版

Y1363－006－02（3）

［日本輿地通志　34　河内志］
（1735年）

4丁整版

Y1363－006－02（4）

［日本輿地通志　35　河内志］
（1735年）

3丁整版

Y1363－006－02（5）

［日本輿地通志　36　河内志］
（1735年）

5丁整版

Y1363－006－02（6）

［日本輿地通志　37　河内志］
（1735年）

5丁整版

Y1363－006－02（7）

［日本輿地通志　38　河内志］
（1735年）

5丁整版

Y1363－006－03（1）

［日本輿地通志　39　河内志］
（1735年）

3丁整版

河内

河内

河内

河内

河内

河内

河内

題簸：原・日本輿地通志河内志十三之十七表紙：
原・藍色卍繋ぎ型押し

印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1363－006－03（2）

［日本輿地通志　40　河内志］
（1735年）

6丁整版

Y1363－006－03（3）

［日本輿地通志　41　河内志］

河内

河内

3．地　誌　3．地誌／63．大阪府1　〔303〕

（1735年）

5丁整版

Y1363－006－03（4）

［日本輿地通志　42　河内志］
（1735年）

5丁整版

河内

Y1363－006－03（5）　　　　　　　　　　　河内

［日本輿地通志　43　河内志］

享保20（1735）

3丁整版
刊記：享保二十年乙卯初春吉旦京師書舗六角通御
幸町茨城多左衛門錨、江府書舗　目本橋南二町目小
川彦九郎。

Y1363－007－01（1）　　　　　　　　　　　和泉

［日本輿地通志　44　和泉志］
（1736年）

272×184ミリ5巻5冊（2冊に合綴）7丁整版
題籏：原・目本輿地通志和泉志一之三表紙：原・藍
色卍繋ぎ型押し

構成：図1、巻44本文6
刊記：越州関祖衡纂輯、丹州井河永校、勢州野呂実父
校、撮州海北千之校、河州寺田保正校、泉州南良校、
豆州中井知徳校。

印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1363－007－01（2）

［日本輿地通志　45　和泉志］
（1736年）

10丁整版

Y1363－007－01（3）

［日本輿地通志　46　和泉志］
（1736年）

9丁整版

和泉

和泉

Y1363－007－02（1）　　　　　　　　　　　和泉

［日本輿地通志　47　和泉志］
（1736年）

272×184ミリ7丁整版
題簸：原・目本輿地通志和泉志四之五表紙：原・藍
色卍繋ぎ型押し
印記：神谷蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1363－007－02（2）　　　　　　　　　　　和泉

［日本輿地通志　48　和泉志］

享保21（1736）

11丁整版
刊記＝享保廿一年丙辰晩春吉旦、浪華書舗心斎橋南
萱町目松村九兵衛鏑、京師書舗六角通御幸町茨城多
左衛門、江府書舗日本橋南二町目小川彦九郎。



摂津

摂津志］

Y1363－008－03（3）

［日本輿地通志　57
（1735年）

4丁整版

Y1363－008－04（1）　　　　　　　　　　　摂津

［日本輿地通志　58　摂津志］

（1735年）

270×182ミリ6丁整版
題簸：原・目本輿地通志撮津志十之十三表紙：原
藍色卍繋ぎ型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

摂津

摂津志］

Y1363－008－04（2）

［日本輿地通志　59
（1735年）

5丁整版

摂津

摂津志］

Y1363－008－04（3）

［日本輿地通志　60
（1735年）

8丁整版

Y1363－008－04（4）　　　　　　　　　　　摂津

［日本輿地通志　61　摂津志］

享保20（1735）

4丁整版
刊記：享保二十年乙卯仲冬吉旦浪華書舗心斎橋南
壷町目松村九兵衛鏑、京師書舗六角通御幸町茨城多
左衛門、江府書舗目本橋南二町目小川彦九郎。

Y1363－009　　　　　　　　　　摂津・案内記

多田温泉記　付録諸国温泉考

安永9（1780）
228×163ミリ2巻2冊（1冊に合綴）16丁整版
題籏1原・□田温泉記全附録諸國温泉考表紙：原・
香色無地
構成：序1（安永八己亥の季秋目高圭石牛居士）、図1

本文9、付録6
刊記：湖東馬淵医圭編・男駿斎校、安永九年庚子孟秋

掻州多田湯元行事、大坂心斎橋南へ三丁目正本屋小
兵衛・京都寺町通松原下ル町梅村市兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝前表紙に「ホニ百五十九」（貼札）と「ホニ百五十

九！一巻」（下ヶ札）

Y1363－010－01　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　1］

（1798年）

256×183ミリ9巻9冊（12冊に分冊）73丁整版
題籏：原・摂津名所圖會住吉郡一表紙1原・覗色無
地
構成：序5（寛政きのえとらのとしのはる・中山前大納言

愛親）、凡例1、目録2、本文65
備考：下小口に「摂津名所圖會一」（墨書）。

誌3．地〔304〕

Y1363－008－01（1）　　　　　　　　　　　　摂津

［日本輿地通志　49　摂津志］

（1735年）

272×181ミリ13巻13冊（4冊に合綴）12丁整版
題籏：原・目本輿地通志撮津志一之三表紙：原・藍
色卍繋ぎ型押し

構成：図1、巻49本文11
刊記＝越州関祖衡纂輯、丹州井河永校、勢州野呂実父
校、擾州海北千之校、撮州細見成信校、掻州久保重宜
校。

印記：宗辰所集・三井家3。

摂津

摂津志］

Y1363－008－01（2）

［日本輿地通志　50
（1735年〉

9丁整版

摂津

摂津志］

Y1363－008－01（3）

［日本輿地通志　51
（1735年）

12丁整版

Y1363－008－02（1）　　　　　　　　　　聖摂津

［日本輿地通志　52　摂津志］

（1735年）

272×182ミリ13丁整版
題簸：原・目本輿地通志撮津志四之六表紙：原・藍
色卍繋ぎ型押し
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：大坂湾の図（切紙1）あり。

摂津

摂津志］

Y1363－008－02（2）

［日本輿地通志　53
（1735年）

6丁整版

摂津

摂津志］

Y1363－008－02（3）

［日本輿地通志　54
（1735年）

7丁整版

Y1363－008－03（1）　　　　　　　　　　　摂津

［日本輿地通志　55　摂津志］

（1735年）

270×182ミリ7丁整版
題簸＝原・目本輿地通志掻津志七之九表紙：原・藍
色卍繋ぎ型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：巻57の4丁は落丁。

摂津

摂津志］

Y1363－008－03（2）

［日本輿地通志　56
（1735年）1

12丁整版



〔305〕3．地誌163．大阪府！誌地3

備考：罫外に「京伊澤又次□」。下小口に「摂津名所圖
會六上」（墨書）。

Y1363－010－08　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　6下］

（1798年）

255×182ミリ46丁整版
題籏：原・摂津名所圖會河邊郡六下表紙：原・覗色
無地
備考：下小口に「摂津名所圖會六下」（墨書）

Y1363－010－09　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　7上］

（1798年）

255×182ミリ43丁整版
題簸：原・摂津名所圖會矢田部郡上表紙：原・覗色
無地
構成：目録3、本文40
備考：罫外に「ヒグチ」。下小口に「摂津名所圖會矢田部
郡上」（墨書）。

Y1363－010－10　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　7下］
（1798年）

255×182ミリ50丁整版
題簸：原・摂津名所圖會矢田部郡下表紙：原・覗色
無地
備考：罫外に「ヒグチ」「ハリク」。下小口に「摂津名所圖
會」（墨書）。

Y1363－010－11　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　8］

（1798年）

255×182ミリ57丁整版
題簸1原・摂津名所圖會武庫郡菟原郡表紙＝原・覗
色無地
構成：目録2、本文55

備考＝罫外にrイサハ」。下小口にr摂津名所圖會武庫
郡菟原郡」（墨書）。

Y1363－010－12　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　9］

寛政10（1798）

256×182ミリ59丁整版
題簸：原・摂津名所圖會有馬郡能勢郡表紙：原・覗
色無地
構成：目録3、本文54、蹟2（寛政戊午之歳中秋平安
擁罵穐里湖夕）・広告（皇都秋里擁罵先生著述・浪花竹

原春朝斎圖画）

刊記：発行書緯江戸目本橋南壷丁目須原屋茂兵衛・同

浅草茅町二丁目同伊八・同日本橋通二丁目山城屋佐
兵衛・同芝神明前岡田屋嘉七・同両国横山町三丁目和
泉屋金右衛門・同下谷池之端仲町岡村庄助・同目本橋

通二丁目須原屋新兵衛・同芝神明前和泉屋吉兵衛・京

都三條通御幸町角吉野屋仁兵衛・尾州名古屋本町通
永楽屋東四郎・同同所菱屋藤兵衛・同同所菱屋平兵

Y1363－010－02　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　2］

（1798年）

255×181ミリ58丁整版
題簸：原・摂津名所圖會東生郡二表紙：原・覗色無
地

構成：目録1、本文57
備考：罫外に「伊澤彫」「樋口」「ハリク」「丹羽庄三」。下

小口に「摂津名所圖會」（墨書）。

Y1363－010－03　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　3］

（1798年）

255×180ミリ74丁整版
題簸：原・摂津名所圖會東生郡西成郡三表紙：原・
覗色無地
構成：目録2、本文72
備考：罫外に「井上」「丹羽庄三」「樋口」。下小口に「摂

津名所圖會三」（墨書）。

Y1363－010－04　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　4上］

（1798年）

254×180ミリ51丁整版
題籏1原・摂津名所圖會大坂部四上表紙：原・覗色
無地
構成：目録2、本文49

備考1罫外にr井上j　r伊澤彫」。下小口に「摂津名所圖
會四上」（墨書）。

Y1363－010－05　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　4下］

（1798年）

255×181ミリ36丁整版
題籏：原・摂津名所圖會大坂部四下表紙：原・覗色
無地
備考：下小口に「摂津名所圖會四下」（墨書）

Y1363－010－06　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　5］

（1798年）

255×180ミリ66丁整版
題簸：原・摂津名所圖會罵下郡罵上郡五表紙：原・
覗色無地
構成：目録3、本文63
備考1罫外にr板木師伊［コ」。下小口にr摂津名所圖會」
（墨書）。

Y1363－010－07　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　6上］
（1798年）

255×181ミリ44丁整版
題簸：原・摂津名所圖會豊罵郡河邊郡六上表紙
原・覗色無地

構成：目録3、本文41



〔306〕3．地誌

衛・大阪心斎橋通北久太郎町河内屋喜兵衛板。
備考：罫外に「ハリク」。下小口に「摂津名所圖會有馬郡

能勢郡」（墨書）。

Y1363－011（1）　　　　　　　　　　摂津・名所記

［摂津名所図会　4上］
［寛政10］（1789）

262×183ミリ2巻2冊（1冊に合綴）51丁整版
題籏：原・［　1名所圖會大坂部四上表紙：原・覗色無

地

構成二目録2、本文49
印記：昧岡・飯南郡松阪町外九丁村学校組合高等小学
校印・飯高飯野高等小学校・丸に三井家。

備考：内題は「摂津名所図会巻之四」。罫外に「井上」

r伊澤彫」、rイサハ」。三井呉服店の所に切紙1あり。後

ろ表紙見返し「大正十三年ロロ」印と三井ラベル
「C242・18」。

Y1363－011（2）

［摂津名所図会　4下］

（1789年）

36丁整版

津摂

Y1363－012　　　　　　　　　　　　　　摂津

難波旧地考

寛政12（1800）

267×186ミリ1巻1冊12丁整版
題籏：原・難波奮地考全表紙：原・薄花田色・布目地

型押し
構成：序2（若山某）、本文9、賊1（寛政十一己未年極
月長斎七五三）

刊記：荒木田神主久老著、寛政十二年庚申年大坂書
林敦賀屋九兵衛・柏原屋清右衛門・塩屋忠兵衛・河
内屋喜兵衛・山口屋又一・丹波屋伝兵衛。

印記：御池南書林菱屋孫兵衛、宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr槻乃落葉高津宮・長柄宮・長柄橋菖地
考」。表紙に「ホ四十」（貼紙）と「ホ四十／一巻」（下ヶ札）

Y1363－013－01　　　　　　　　　　　　　　　　摂津

浪速上古図説

寛政12（1800）

270×186ミリ2巻2冊28丁整版
題簸：原・浪速上古圖説表紙：原・浅花田色に梅型押
し

構成：序1（寛政七年）、目録1、本文26
刊記：中村直躬著述。寛政十戊午季冬十一月御免、寛

政十二年庚申季春三月大坂書舗心斎橋筋順慶町北
江入柏原屋清右衛門、同町同佐兵衛、兵庫書舗川崎
町本屋源兵衛。
印記：本居文庫。

Y1363－013－02　　　　　　　　　　摂津・地図

浪速上古図
（1800年）

270×187ミリ4丁整版
題簸：原・浪速上古圖表紙：原・浅花田色に梅型押し

印記：本居文庫。

備考：画帖仕立て

Y1363－014　　　　　　　　　　　　　　摂津

［摂州西成郡藤之宮来由略記］

281×400ミリー枚物1丁整版
題籏：後・摂州西成郡藤之宮来由略記
刊記：難波野田藤之宮。

備考：内題は「摂州西成郡野田藤名所藤之宮来由略
記」。洋紙のカバーあり、三井ラベル「C242・新・48」

Y1363－015　　　　　　　　　　　摂津・名鑑

浪花じまん

530×687ミリー枚物1丁整版
題簸：原・浪花じまん（打付）表紙：原・藍色：梅笹の絵

刊記1花廼家戯作。
印記：三井文庫。

備考：色刷り、三井ラベル「C242・26」

Y2363－001　　　　　　　　　　　摂津・重宝記

［記臆大全智恵の礎］

明治29（1896）

186×254ミリ1巻1冊49丁活版・銅板
題簸：原・記臆大全智恵の礎一名浪花土産上之巻
（金箔紙に墨書）表紙：原・天色：梅花散らし型押し

構成：口上1（閑舟）、目録1、本文47

刊記：製本師渡辺芳春堂、明治廿九年十二月二十目
印刷、同年同月廿三目発行、著作兼発行者大阪市南
区高津町三番町川原梶三郎、印刷者大阪市北区絹笠
町河内谷彦三郎、印刷所大阪市北区絹笠町河内谷印
刷所、発売者大阪市東区高麗橋四丁目脇田愛之助、
大売捌大阪市東区高麗橋筋丼池西入脇田愛文堂。レ

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：変型（2つ折部分下辺にあり）、結び綴じ。昭和7

年11月8目寄託、三井ラベルrC242・新」

3．地誌ノ64．兵庫県／

Y1364－001　　　　　　　　　　　　摂津・入湯記

［有馬温湯記］

寛文11（1671）

234×172ミリ1巻1冊24丁整版
題籏：原・有馬温湯記全道春昌（ママ）意表紙：後・藍

色無地
刊記：林道春・尾陽医官法眼堀杏庵正意著、寛文十一

辛亥年初春吉目小川伊兵衛開板。
印記：本問・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙見返しに「二宮山入蔵義翁」（墨書）。後

ろ表紙見返しに「□ロロロ」印と三井ラベル「C247・新・
5」

Y1364－002　　　　　　　　　　　但馬・道中記

［但馬湯嶋道之記　・同付録］

享保18（1733）

183×129ミリ2巻2冊（1冊に合綴）103丁整版



題簸：原・但馬湯嶋道之記表紙：後・藍色無地

構成：但馬道之記81、但馬附22
刊記1享保十七歳孟春吉辰備陽前府河合章尭記（但馬
道之記）、享保十八年仲冬吉目　書騨高麗橋一丁目浅
野弥兵衛版（巻末）。

印記：京都大勘・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙見返しの間に「但馬湯嶋道之記」（切り紙）。

昭和6年7月13目寄託、三井ラベル「C247・新・16」

Y1364－003　　　　　　　　　　　　摂津・温泉

摂津国有馬山勝景図

宝暦10（1760）

221×139ミリ1巻1冊12丁整版
題籏：原・摂津國有馬山勝景圖表紙：原・白色：流水
に紅葉型押し、松葉（刷り）

構成1題字（浪華泉必東）、図（多色刷）、温泉由来ほか

刊記：摂陽江東画者後素軒橘守國、宝暦十庚辰正月
吉目書雛大坂北久太郎町心斎橋筋丹波屋治兵衛。
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：折本。表紙題箋に鉛筆で抹消線と「由来」の書き
入れ。前表紙に「ホニ百六十八」（貼紙）と「ホ印二百六
十八／壱冊」（下ヶ札）。

Y1364－004　　　　　　　　　　　摂津・名勝志

有馬六景
明和7（序）（1770）

270×182ミリ1巻1冊17丁整版
題籏1原・有馬六景表紙：原・覗色：菊花（刷り）

構成＝序7（明和七庚寅年従六位下左京少進大中臣朝
臣典貞）、本文7、賊3（明和七庚寅秋九月渾成精舎松
岡雄淵）

備考：後ろ表紙に「名十一番」（下ヶ札）。

Y1364－005－01　　　　　　　　　　播磨・名所記

播州名所巡覧図絵　1

享和3（序）（1803）

257×182ミリ5巻5冊40丁整版
題籏：原・播州名所巡覧圖給一表紙：原・覗色無地
構成：序4（享和3年勉亭主人＝冨小路正三位貞直）、

凡例1、目録2、図3、本文30
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にr六四」（貼紙）。後ろ表紙見返しに古書

雛開益堂（京都）のラベル。

Y1364－005－02　　　　　　　　　　播磨・名所記

播州名所巡覧図絵　2

（1803年）

257×181ミリ53丁整版
題籏＝原・播州名所巡覧圖給二表紙：原・覗色無地
構成：目録3、本文50
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1364－005－03

播州名所巡覧図絵　3
（1803年）

258×181ミリ42丁整版

播磨・名所記

3．地　誌　3。地誌ノ64．兵庫県1　〔307〕

題簸：原・播州名所巡覧圖縛三表紙：原・覗色無地
構成：目録2、本文40

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1364－005－04　　　　　　　　　　播磨・名所記

播州名所巡覧図絵　4
（1803年）

258×181ミリ45丁整版
題簸：原・播州名所巡覧圖給四表紙1原・覗色無地
構成：目録3、本文42

印記1宗辰所集・三井家3。

Y1364－005－05　　　　　　　　　播磨・名所記

播州名所巡覧図絵　5
享和3（践）（1803）

257×181ミリ34丁整版
題籏：原・播州名所巡覧圖縛五表紙：原・覗色無地
構成：目録2、本文28、践2（享和三年癸亥春三月浪華
藍郷中直）、名所記総目録2（浪華心斎橋通唐物町書
林河内屋太助梓行）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1364－006　　　　　　　　　　　　播磨・名勝志

［高砂詩歌］

文化11（1814）

255×182ミリ1巻1冊35丁整版
題簸：原・□□詩歌全表紙1原・白色：松葉と松毬（刷
り）

構成：序3、本文29、賊3（文化癸酉の春幸生）

刊記1文化十一季甲戌初秋発行皇都書坊林喜兵
衛・林宗兵衛・林伊兵衛・佐々木惣四郎・葛西市郎兵
衛。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ百五拾四」（貼紙）とrホ百五十四／一
巻」（下ヶ札）。

Y1364－007　　　　　　　　　　但馬・孝義録

生野銀山孝義伝

嘉永2（1849）

250×174ミリ1巻1冊43丁整版
題簸：原・生野銀山孝義傳全表紙：原・香色布目地
型押し

構成：序9（嘉永元年嘉平月浪華小竹学人篠崎弼・萩
原広道・小川式自序）、本文20、図3、開坑略記7、践4
（北漠山人橘□・岡本長之）

刊記：含章小川先生著、嘉永二年己酉正月麗澤館蔵
梓。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ル百八十一／一巻」（下ヶ札）。丁間に図

書カードの反古1枚あり。綴りハズレ。

Y1364－008　　　　　　　　　　　　摂津・名所記

須磨浦古跡記

文久4（再版）（1864）

242×170ミリ摺り物4丁整版
題籏：原・須磨浦古跡記（打付）表紙：原・生成



構成：序2P（明治24年9月重野安繹）例言3P（明治
27年竹中邦香）、引用書目3P、図1、本文142P、旅籠

料1P
刊記：明治廿七年八月廿五目印刷、明治廿七年八月
廿九目発行、著作者田中芳男（東京市本郷区金助町
七十二番地）、発行者松岡儀兵衛（兵庫県有馬郡湯山
町三十六番地）、印刷者秀英舎舎員山本□次郎（東京

市京橋区西紺屋町廿六番地）、印刷所株式会社秀英
舎。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：定価金35銭。前表紙「ホニ百七十四」（貼紙）と
rホ印二百七十四／壱冊」（下ヶ札）。

3．地誌／65．奈良県！

XO365－001－01（1）　　　　　　　　　　　　大和

［所歴日記　1］

（1664年）

291×200ミリ5巻5冊（2冊に合綴）36丁写本
題簸：原・有馬記行乾表紙：後・栗梅色：唐草に鳥型
押し

構成：遊紙1、本文35
印記二宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ四百七十一」（貼紙）と「ホ印四百七

十一／二冊」（下ヶ札）。

大和XO365－001－01（2）

［所歴日記　2］

（1664年）

37丁写本
構成：所歴目記第二37

大和XO365－001－01（3）

［所歴日記　3］

（1664年）

33丁写本
構成：十五目…32、遊紙1

XO365－001－02（1）　　　　　　　　　　　大和

［所歴日記　4］

寛文4（1664）

293×201ミリ45丁写本
題簸＝原・有馬記行坤表紙：後・栗梅色1唐草に鳥型
押し

構成：遊紙1、五月朔目奈良…44、
刊記：寛文四年七月目（石出）吉深記之。

印記：宗辰所集・三井家3。

大和XO365－001－02（2）

［所歴日記　5］

（1664年）

46丁写本
構成：七目土佐の舎里…46

〔308〕　3．地誌

刊記：延享三寅正月開板、文久四年二月再版播州須
磨浦一ノ谷（以下刷り消し）。

印記：三井文庫。

備考：パンフレット。ダンボール紙のカバーあり。三井ラベ

ノレ「C247・12」

Y2364－001－01

［重修淡路常盤艸　1・2］

（1887年）

185×125ミリ8巻8冊（4冊に合綴）50丁活版
題簸：原・重修淡路常盤艸仲野安雄著元表紙：原・
香色：丸に桐紋型押し

構成：序1（享保の年仲野安雄）、例言1、総目録・巻1

目録1、本文27、巻2目録1、本文19
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にrホ印四十六！四冊（下ヶ札）。

Y2364－001－02

［重修淡路常盤艸　3・4］

（1887年）

186×126ミリ45丁活版
題籏：原・重修淡路常盤艸仲野安雄著亨表紙：原
香色：丸に桐紋型押し

構成：巻3目録1、本文17、巻4目録1、本文26
印記1宗辰所集・三井家3。

Y2364－001－03

［重修淡路常盤艸　5・6］

（1887年）

185×126ミリ42丁活版
題簸：原・重修淡路常盤艸仲野安雄著利表紙：原
香色：丸に桐紋型押し

構成：巻5目録1、本文17、巻6目録1、本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：乱丁あり。

Y2364－001－04

［重修淡路常盤艸　7・8］

明治20（1887）

185×126ミリ46丁活版
題籏：原・重修淡路常盤艸仲野安雄著貞表紙1原・
香色：丸に桐紋型押し

構成：巻7目録1、本文21、巻8目録1、本文22、蹟1
（修竹慶嬰仲野安雄）

刊記：明治十九年十二月十目出版御届、同二十年三
月光一目出版、著者故仲野安雄、著者相続人兵庫県
士族仲野久太郎（淡路国三原郡伊加利村）、出版人兵

庫県士族広瀬永太郎（淡路国津名郡洲本下清水町八
番地）、印刷所淡路国津名郡洲本幸町淡路新聞社。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2364－002　　　　　　　　　　　　　　　温泉

校訂有馬温泉誌

明治27（1894）

242×167ミリ1巻1冊153丁活版
題籏：原・校訂有馬温泉誌全表紙：原・覗色：檀紙



〔309〕3。地誌165．奈良県／誌地3

籏1原・吉野莚山記四表紙1原・山吹色：巻雲型押

記：宗辰所集・三井家3。

考：三井ラベル「C246・新・12」

題
し
印
備

大和XO365－003－05

吉野群山記　5

7×195ミリ38丁写本
簸：原・吉野峯山記五表紙：原・山吹色：巻雲型押

26

題
し
印
備

記：宗辰所集・三井家3。

考：三井ラベル「C246・新・12」

大和XO365－003－06

吉野群山記6

267×195ミリ69丁写本
題簸：原・吉野峯山記六表紙二原・山吹色：巻雲型押
し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C246・新・12」

Y1365－001－01（1）　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　1］

（1736年）

254×181ミリ16巻16冊（4冊に合綴）20丁整版
題籏：原・目本輿地通志大和志一表紙：原・浅花田
色・卍繋ぎ型押し

構成1図1、巻1本文19
刊記：目本輿地通志畿内部大和國、享保丙辰春新鏑
平安書舗柳枝軒茨方道寿桜（封面）、越州関祖衡纂
輯・丹州並河永校・勢州野呂実父校・摂州海北千之校・
摂州久保重宜・豆州中井知徳校（巻頭）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙に「ホ印五百六十四」（貼紙）と「ホ印五百
六十四！四冊」（下ヶ札）。

大禾ロ

2］

Y1365－001－01（2）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

27丁整版

Y1365－001－02（1）　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　3］

（1736年）

254×181ミリ9丁整版
題簸1原・目本輿地通志大和志二表紙＝原・浅花田
色・卍繋ぎ型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

大和
4］

Y1365－001－02（2）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

7丁整版

XO365－002－01　　　　　　　　　　　　　大和

［吉野群中物産志　上］

弘化年間（1848）

267×195ミリ2巻2冊48丁写本
題簸1原・吉野物産志上表紙：原・山吹色：巻雲型押
し

構成：目録5、本文43
刊記：紀藩源伴存記（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「和州吉野郡中物産志」。三井ラベル
rC246・新・12」

XO365－002－02　　　　　　　　　　　　　大和

［吉野群中物産志　下］

（1848年）

267×195ミリ39丁写本
題簸＝原・吉野物産志下表紙：原・山吹色：巻雲型押
し

構成＝目録4、本文35
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1三井ラベル「C246・新・12」

大和XO365－003－01

吉野群山記　1

267×194ミリ6巻6冊47丁写本
題籏：原・吉野肇山記一表紙：原・山吹色：巻雲型押
し

構成：目録1、本文46
刊記：紀藩源伴存記（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「和州吉野郡群山記」。前表紙に「ホニ百

三十一八巻」（下ヶ札）。三井ラベルrC246・新・12」

大和XO365－003－02

吉野群山記　2

267×195ミリ52丁写本
題簸：原・吉野草山記二表紙：原・山吹色：巻雲型押
し

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C246・新・12」

XO365－003－03　　　　　　　　　　　　　大和

吉野群山記　3

267×195ミリ53丁写本
題籏：原・吉野草山記三表紙：原・山吹色1巻雲型押
し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C246・新・12」

大和XO365－003－04

吉野群山記　4

267×195ミリ65丁写本



花田色・卍繋ぎ型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「目本輿地通志畿内部巻第二十四」。後ろ

表紙見返しに「浪花書林大坂東区安土町四丁目鹿田
松雲堂蔵版書目」あり。

大和

15］

Y1365－001－04（2）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

11丁整版

Y1365－001－04（3）　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　16］

享保21（1736）

9丁整版
刊記：享保二十一年丙辰初春吉旦、京師書舗六角通
御幸町茨城多左衛門鏑、江府書舗　目本橋南二町目
小川彦九郎。

Y1365－002－01　　　　　　　　　　　　　大和

日本輿地通志　大和志　1

（1736年）

270×183ミリ16巻16冊（7冊に合綴）20丁整版
題籏：原・目本輿地通志大和志一（一は朱書）表
紙：原・浅花田色・卍繋ぎ型押し

構成：図1、巻1本文19
刊記：日本輿地通志畿内部大和國、享保丙辰春新鑛
平安書舗柳枝軒茨方道寿桜（封面）、越州関祖衡纂
輯・丹州並河永校・勢州野呂実父校・摂州海北千之校・

摂州久保重宜・豆州中井知徳校（巻頭）。

印記：神屋蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1365－002－02　　　　　　　　　　　　　大和

日本輿地通志　大和志　2

（1736年）

270×182ミリ27丁整版
題籏：原・日本輿地通志大和志二二（後ろの二は
朱書）表紙：原・浅花田色・卍繋ぎ型押し

印記＝神屋蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1365－002－03（1）　　　　　　　　　　　大和

［目本輿地通志　大和志　3］

（1736年）

270×182ミリ9丁整版
題籏：原・目本輿地通志大和志三之五三（三は朱
書）表紙：原・浅花田色・卍繋ぎ型押し

印記：神屋蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1365－002－03（2）　　　　　　　　　　　大和

［臼本輿地通志　大和志　4］

（1736年）

7丁整版

大和
5］

Y1365－002－03（3）

［日本輿地通志　大和志

誌3．地〔310〕

大和
5］

Y1365－001－02（3）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

4丁整版

大和
6］

Y1365－001－02（4）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

7丁整版

大和
7］

Y1365－001－02（5）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

7丁整版

大和
8］

Y1365－001－02（6）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

2丁整版

大和

9］

Y1365。001－02（7）

［目本輿地通志　大和志

（1736年）

5丁整版

Y1365－001－03（1〉　　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　10］

（1736年）

255×181ミリ22丁整版
題籏：原・目本輿地通志大和志三之五表紙：原・浅
花田色・卍繋ぎ型押し

印記：宗辰所集・三井家3。

大和

11］

Y1365－001－03（2）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

6丁整版

大和

12］

Y1365－001－03（3）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

10丁整版

大和

13］

Y1365－001－03（4）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

3丁整版

Y1365－001－04（1）　　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　14］
（1736年）

254×180ミリ20丁整版
題簸：原・目本輿地通志大和志六之九表紙：原・浅



〔311〕3．地誌ノ65．奈良県ノ誌地3

14］［日本輿地通志　大和志

（1736年）

20丁整版

Y1365－002－07（1）　　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　15］
（1736年）

270×181ミリ11丁整版
題簸：原・目本輿地通志大和志十五之十六七（七は
朱書）表紙：原・浅花田色・卍繋ぎ型押し

印記：神屋蔵書・宗辰所集・三井家3。

Y1365－002－07（2）　　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　161

享保21（1736）

9丁整版
刊記＝享保二十一年丙辰初春吉旦、京師書舗六角通
御幸町茨城多左衛門錨、江府書舗　目本橋南二町目
小川彦九郎。

Y1365－003－01　　　　　　　　　　大和・行事

［春日大宮若宮祭礼図　上］

（1780年）

255×181ミリ3巻3冊17丁整版
題籏二後・春目大宮若宮御祭禮圖上表紙：後・柿色1
崩し地に桜型押し

構成：序1（享保庚戌孟冬目藤惇）、目録1、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：柱刻はr春目大宮御祭禮略記」。前表紙にrホニ
百五」（貼紙）とrホ印二百五／三冊」（下ヶ札）。

Y1365－003－02　　　　　　　　　　　大和・行事

［春日大宮若宮祭礼図　中］

（1780年）

255×180ミリ21丁整版
題簸：後・春目若宮御祭禮松下行列圖中表紙：後・柿
色：崩し地に桜型押し

構成：目録1、図・本文20

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1柱刻は「松之下行列」。

Y1365－003－03　　　　　　　　　　　大和・行事

［春日大宮若宮祭礼図　下］

安永9（1780）

255×180ミリ35丁整版
題籏：後・春目大宮若宮御祭禮圖下表紙：後・柿色：
崩し地に桜型押し

構成：本文34、蹟1（寛保二壬戌年五月上旬七十翁
藤惇）

刊記：安永九庚子五月吉目、京都書騨寺町通五條上
ル所中野宗左衛門、南都書陣東向中之町中西藤七
郎・北魚屋東町安部平兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

大和・行事Y1365－004
［春日大宮若宮祭礼図　上］

（1736年）

4丁整版

Y1365－002－04（1）　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　6］

（1736年）

270×182ミリ7丁整版
題簸：原・日本輿地通志大和志六之九四（四は朱
書）表紙：原・浅花田色・卍繋ぎ型押し

印記1神屋蔵書・宗辰所集・三井家3。

大和
7］

Y1365－002－04（2）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

7丁整版

大和
8］

Y1365－002－04（3）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

2丁整版

大和
9］

Y1365－002－04（4）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

5丁整版

Y1365－002－05（1）　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　10］
（1736年）

269×182ミリ22丁整版
題簸：原・目本輿地通志大和志十之十一五（五は
朱書）表紙：原・浅花田色・卍繋ぎ型押し

印記：神屋蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：欄外に書入あり。

大和

11］

Y1365－002－05（2）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

6丁整版

Y1365－002－06（1）　　　　　　　　　　　大和

［日本輿地通志　大和志　12］
（1736年）

269×181ミリ10丁整版
題簸：原・目本輿地通志大和志十二之十四六（六は
朱書）表紙：原・浅花田色・卍繋ぎ型押し

印記：神屋蔵書・宗辰所集・三井家3。

大和

13］

Y1365－002－06（2）

［日本輿地通志　大和志

（1736年）

3丁整版

大和Y1365－002－06（3）



備考：23・24丁間に色切紙1あり（「寛文以後之御図に
て…」の墨書がある）。

Y1365－005－06　　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　6乾］

（1791年）

257×186ミリ56丁整版
題籏：原・大和名所圖會十市郡芳野郡六乾表紙
原・覗色無地

構成：遊紙1、目録4、本文51
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1365－005－07　　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　6坤］

寛政3（1791）

257×186ミリ38丁整版
題簸：原・大和名所圖會吉野郡六坤表紙：原・覗色
無地

構成：遊紙1、本文35、賊2（寛政三歳次辛亥夏四月
平安秋里舜福湘夕）

刊記：画工浪花春朝斎竹原信繁、寛政三季辛亥五月
発行、京師書林小川多左衛門・殿為八・浪華書璋柳原
喜兵衛・高橋平助。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1365－006　　　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　6坤］

寛政3（1791）

265×182ミリ1巻1冊38丁整版
題籏：原・大和名所圖會吉野郡六坤表紙：原・覗色
無地
構成：遊紙1、本文35、賊2（寛政三歳次辛亥夏四月
平安秋里舜福湘夕）

刊記1画工浪花春朝斎竹原信繁、寛政三季辛亥五月
発行、京師書林小川多左衛門・殿為八・浪華書騨柳原
喜兵衛・高橋平助。

印記：大又・大清・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しにr御用向有之候間明朝辰上刻無

遅々参集可致者也稲葉丹後守家中寺沢林左衛門、
加賀中将殿内松平孫右衛門尉・今津甚右衛門尉」（墨
書）。三井ラベル「C246」。

Y1365－007　　　　　　　　　　　大和・名所記

［改正絵入南都名所記］

寛政9（1797）

227×157ミリ1巻1冊21丁整版
題簸：後・白紙表紙：後・浅花田色：ローマ字型押し

刊記：安永三甲午年寛政九丁巳正月吉目改南都大
仏絵図屋庄八版。

備考：後ろ表紙にr名十一番」（下ヶ札）。三井ラベル
「C246。14」

Y1365－008　　　　　　　　　　　大和・名所記

［改正絵入南都名所記］

万延2（1861）

225×159ミリ1巻1冊21丁整版

地誌3〔312〕

（1780年）

266×185ミリ1巻1冊17丁整版
題籏＝原・春［　】表紙：原・藍色無地

構成：序1（享保庚戌孟冬目藤惇）、目録1、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：柱刻は「春目大宮御祭禮略記」。前表紙「ホ五十

二」（貼紙）と「ホ五十二／一巻」（下ヶ札）。
Y1365・003・01の別本。

Y1365－005－01　　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　1］

（1791年）

258×184ミリ6巻6冊（7冊に分冊）43丁整版
題簸：原・大和名所圖會添上郡一表紙：原・覗色無
地

構成：遊紙1、序2（寛政辛亥春伏原正二位清原宜
條）、目録・凡例2、本文38
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙「ホ百五拾七」（貼紙）と「ホ印百五拾七／七

巻」（下ヶ札）。

Y1365－005－02　　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　2］

（1791年）

257×185ミリ47丁整版
題簸：原・大和名所圖會添上郡二表紙：原・覗色無
地

構成：遊紙1、目録2、本文44
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1365－005－03　　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　3］

（1791年）

257×185ミリ63丁整版
題籏：原・大和名所圖會添下郡平群郡広瀬郡葛下郡
忍海郡三表紙：原・覗色無地
構成：遊紙1、目録3、本文59
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1365－005－04　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　4］

（1791年）

257×185ミリ56丁整版
題簸：原・大和名所圖會山邊郡城上郡城下郡宇陀郡
四表紙1原・覗色無地

構成：遊紙1、目録3、本文53
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1365－005－05　　　　　　　　　　大和・名所記

［大和名所図会　5］

（1791年）

257×185ミリ61丁整版
題簸：原・大和名所圖會葛上郡宇知郡高市郡五表
紙：原・覗色無地

構成：遊紙1、目録3、本文57
印記：宗辰所集・三井家3。



題簸：後・南都名所全表紙：後・朱色に打曇
刊記：宝暦四甲戌年、万延二辛酉正月吉日改南都大
仏西門前絵図屋庄八版。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ四十四」（貼紙）と「ホ印四十四／壱
冊」（下ヶ札）。

Y1365－009
［伽藍本尊霊宝目録］

大和・ハoンフレット

226×157ミリ1巻1冊18丁整版
題籏：原・伽藍本尊霊宝目録和州法隆寺（打付）表
紙：原・生成

備考：ボール紙の表紙つき。

Y1365－010

御祭禮略図絵

大和

113×161ミリ1巻1冊64丁整版
題籏：原・御祭禮暑圖給（墨書）表紙1後・黒色：布目
地型押し
刊記：福壽堂（封面）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：最終丁に「□役次平八郎」（墨書）。前表紙に「祭

禮之図」（下ヶ札）。昭和6年12月15目寄託、三井ラ
ベル「G910・新・7」。

Y2365－001　　　　　　　　　　　　　　案内記

大和名所・豪商案内記

明治17（1884）

82×179ミリ1巻1冊47丁銅板
題簸：原・宮田正次郎著大和名所猫案内記全表紙：
原・黒色：布目地に裡に丸型押し

刊記：編輯兼出版人平民宮田正次郎（大阪府南区順慶

町1丁目38番地寄留）、発免人大阪安堂寺町三丁目
尚文会社・和州奈良阪田一郎・同郡山箆九馬吉、各国
書林西京三条堺町出雲寺文治郎・大阪久宝寺町豊住
幾之助・紀州若山平井文助・芸州広島以文社・播州姫
路伊藤利七郎・防州山口宮川臣吉・雲州松山天芦利七
郎・豊前中津楳津寿平・備前岡山弘文北舎・備中倉敷

西沢六造・泉州堺鈴木久治郎、明治十七年十二月御
屈。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年3月28日、三井ラベル「C246・新・15」

Y2365－002－01　　　　　　　　　　　　町村誌

［大和国町村誌集　1］

明治24（1891）

228×150ミリ15巻15冊（8冊に合綴）62丁活版
題簸：原・大和國町村誌集添上郡川井景一選編一
表紙：原・白色無地

構成：題字4、序文2、凡例2、目録2、郡村大字6、目

次2、巻1本文42
刊記：題字奈良県知事小牧昌業・序文添上外四郡長平
田好、選編東京惜陰学人川井景一、明治廿四年第二
月広成館蔵版（封面）愛国館蔵版（柱刻）。

印記：宗辰所集・三井家3。

3．地誌3．地誌165．奈良県／〔313〕

備考1前表紙にrホ三百九十五」（貼紙）。

Y2365－002－02　　　　　　　　　　　　町村誌

［大和国町村誌集　2・3］
（1891年）

228×151ミリ42丁活版
題簸：原・大和國町村誌集添下郡平群郡川井景一
選編二表紙1原・白色無地
構成：巻2本文21、巻3本文21
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y2365－002－03

［大和国町村誌集　4］

（1891年）

227×151ミリ37丁活版
題簸：原・大和國町村誌集山邊郡
表紙：原・白色無地

構成：巻4
印記＝宗辰所集・三井家3。

　　町村誌

1井景一選編三

Y2365－002－04　　　　　　　　　　　　町村誌

［大和国町村誌集　5・6］

（1891年）

228×150ミリ44丁活版
題簸：原・大和國町村誌集宇陀郡式上郡川井景一
選編四表紙：原・白色無地
構成：巻5本文28、巻6本文16
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2365－002－05　　　　　　　　　　　　町村誌

［大和国町村誌集　7～9］

（1891年）

227×150ミリ40丁活版
題簸：原・大和國町村誌集式下郡十市郡広瀬郡川
井景一選編五表紙＝原・白色無地
構成＝巻7本文12、巻8本文20、巻9本文8
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y2365－002－06　　　　　　　　　　　　町村誌

［大和国町村誌集　10・11］
（1891年）

228×150ミリ42丁活版
題籏：原・大和國町村誌集高市郡葛下郡川井景一
選編六表紙：原・白色無地
構成：巻10本文25、巻11本文17
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2365－002－07　　　　　　　　　　　　町村誌

［大和国町村誌集　12～14］
（1891年）

227×150ミリ34丁活版
題籏：原・大和國町村誌集忍海郡葛上郡宇智郡川
井景一選編七表紙：原・白色無地
構成：巻12本文3、巻13本文14、巻14本文17
印記：宗辰所集・三井家3。



〔314〕　3．地誌

Y2365－002－08　　　　　　　　　　　　町村誌

［大和国町村誌集　15］

明治24（1891）

227×150ミリ77丁活版
題簸：原・大和國町村誌集吉野郡川井景一選編八
表紙：原・白色無地

構成：巻15本文77
刊記：明治廿四年二月廿四目印刷、同年二月廿五目
出版御届、著作者東京府平民川井景一（奈良県添上
郡奈良町大字西城戸10番地寄留）、発行者奈良県平
民中尾藤三郎（同県同郡治道村大字白土34番地）、同
同喜多重蔵（同県同郡同村大字白土57番地）、同同中
井文次郎（同県同郡同村大字白土33番地）、売捌人東
京府平民川井希世（同県同郡奈良町大字西城戸10番
地）、印刷所同県同郡奈良町大字橋本2番地印刷人中
井文次郎。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：実価金1円25銭。

3．地誌／66．和歌山県1

×0366－001－01　　　　　　　　　　紀伊・寺院記

［高野山通念集　1］

（1787年）

241×175ミリ10巻10冊（5冊に合綴）66丁写本
題簸：原・高野山通念集奥院西院表紙：原・青墨色
無地
構成：遊紙1、通念集引2、凡例4、引用書目2、奥院目

録2、本文32、西院目録2、本文21
刊記：干時寛文拾二初冬南山の罵客自得子一無軒に
て硯をならし了ぬ（集引）。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－001－02　　　　　　　　　　紀伊・寺院記

［高野山通念集　2］

（1787年）

242×176ミリ84丁写本
題籏：原・高野山通念集檀上本仲院小田原表紙：
原・青墨色無地

構成：遊紙1、壇上目録2、本文24、本中院目録1、本

文13、遊紙1、小田原目録1、本文41
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－001－03　　　　　　　　　　紀伊・寺院記

［高野山通念集　3］

（1787年）

243×175ミリ66丁写本
題簸：原・高野山通念集千手院南谷表紙：原・青墨
色無地
構成＝遊紙1、千手院目録2、本文38、南谷目録1、本

文24
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－001－04

［高野山通念集　4］

紀伊・寺院記

（1787年）

242×176ミリ79丁写本
題簸＝原・高野山通念集谷上往生院新別所附表
紙：原・青墨色無地

構成：遊紙1、谷上目録1、本文25、遊紙1、往生院目

録3、本文48
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－001－05　　　　　　　　　　紀伊・寺院記

［高野山通念集　5］

天明7（写）（1787）

243×176ミリ50丁写本
題簸：原・高野山通念集天野慈尊院表紙：原・青墨
色無地
構成：遊紙1、天野道中目録2、本文23、慈尊院目録2、

本文6、付録16
刊記：一無軒道治輯（巻頭）、干時天明七未年従七月

中旬至八月上旬書写畢武田浄益敬白五十有八歳。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙「ホニ百四十二」（貼紙）と「ホ印二百四十
二／五冊」（下ヶ札）

XO366－002－01　　　　　　　　　　　　紀伊

［野峯風土記　1］

（1812年）

272×192ミリ10巻10冊71丁写本
題籏：原・野峯風土記第一學侶領内表紙：後・水浅
葱色：布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文70
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：柱刻は「野峯風土記巻」。前表紙に「ソ印二百十
三」（貼紙）とrソ印二百十三！拾巻」（下ヶ札）、後ろ表紙

見返し「野峯風土記」（下ヶ札）

XO366－002－02　　　　　　　　　　　　紀伊

［野峯風土記　2］

（1812年）

273×192ミリ68丁写本
題籏：原・野峯風土記第二天野慈尊院表紙：後・水
浅葱色：布目地型押しに金粉

構成＝遊紙1、本文66、遊紙1
印記＝宗辰所集・三井家3。

XO366－002－03　　　　　　　　　　　　紀伊

［野峯風土記　3］

（1812年）

271×191ミリ36丁写本
題籏：剥離表紙：後・水浅葱色：布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文34、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1後ろ表紙見返し裏r東京森江飯倉」朱印

XO366－002－04

［野峯風土記　4］

（1812年）

273×193ミリ30丁写本

紀伊



題簸：原・野峯風土記第四御修理領内諸庄村々　表
紙：後・水浅葱色：布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文28、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－002－05

［野峯風土記　5］

（1812年）

272×193ミリ50丁写本

紀伊

題簸1原・野峯風ニヒ記第五奥院諸堂社名所奮跡井天
子将軍登御表紙：後・水浅葱色1布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文48、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366。002－06

［野峯風土記　6］

（1812年）

272×193ミリ50丁写本

紀伊

題簸：原・野峯風土記第六寺家本中院谷谷上時候産
物等表紙：後・水浅葱色：布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文48、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－002－07　　　　　　　　　　　　紀伊

［野峯風土記　7］

（1812年）

273×191ミリ66丁写本
題簸：剥離表紙：後・水浅葱色：布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文64、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－002－08　　　　　　　　　　　　紀伊

［野峯風土記　8】

（文化9以降）（1812）

273×193ミリ31丁写本
題籏：原・野峯風土記第八寺家第三一心院五ノ室千
手院小田原表紙1後・水浅葱色：布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文29、遊紙1
刊記：「北条所持ノ分限帳本院二預リ置こと（中略）文化

九年申六月十三目祝融ノ災二罹テ今ハ唯ソノ写ヲ存ス
ルノミ」（24丁裏～25丁表）。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－002－09　　　　　　　　　　　　紀伊
［野峯風土記　9］

（1812年）

272×193ミリ36丁写本
題籏：剥離表紙：後・水浅葱色：布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文35、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－002－10

［野峯風土記　10］

（1812年）

271×191ミリ30丁写本

紀伊

題簸：原・野峯風土記第十行人方聖方客僧方表紙1

3．地誌3．地誌！66．和歌山県！〔315〕

後・水浅葱色1布目地型押しに金粉

構成：遊紙1、本文28、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－003－01　　　　　　　　　　　　紀伊

［紀伊続風土記　高野寺領之部　15］

天保10（1839）

264×198ミリ6巻6冊56丁写本
題籏：原・紀伊績風土記一表紙1原・薄花色：布目地
小葵型押し

構成：遊紙1、高野寺領之部第15本文54、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ百四十二」（貼紙）と「ホ印百四十二／

六冊」（下ヶ札）

XO366－003－02　　　　　　　　　　　　紀伊

［紀伊続風土記　高野寺領之部　16］
（1839年）

265×200ミリ48丁写本
題籏：原・紀伊績風土記二表紙：原・薄花色：布目地
小葵型押し

構成1遊紙1、高野寺領之部第16本文47
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－003－03　　　　　　　　　　　　　紀伊

［紀伊続風土記　高野寺領之部　17］

（1839年）

264×198ミリ35丁写本
題簸：原・紀伊績風土記三表紙：原・薄花色：布目地
小葵型押し

構成：遊紙1、高野寺領之部第17本文34
印記1宗辰所集・三井家3。

XO366－003－04　　　　　　　　　　　　　紀伊

［紀伊続風土記　高野寺領之部　18］

（1839年）

265×200ミリ40丁写本
題簸：原・紀伊績風土記四表紙：原・薄花色：布目地
小葵型押し

構成：遊紙1、高野寺領之部第18本文39
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－003－05　　　　　　　　　　　　紀伊

［紀伊続風土記　高野寺領之部　19］
（1839年）

265×200ミリ31丁写本
題簸＝原・紀伊績風土記五表紙：原・薄花色：布目地
小葵型押し

構成：遊紙1、高野寺領之部第19本文30
印記：宗辰所集・三井家3。

XO366－003－06　　　　　　　　　　　　紀伊
［紀伊続風土記　高之寺領之部　20］

（1839年）

265×200ミリ26丁写本
題簸：原・紀伊績風土記六表紙：原・薄花色：布目地



272×197ミリ2巻2冊（1冊に合綴）24丁写本
題簸：原・三熊埜略記全表紙：後・青藍色：打曇

刊記：此両巻者熊野三山及紀州名□之事実也。然大
守二品源亜相之需為恭朝臣輯録焉就予求校正而謄写
蓋納三所権現宝前也。予敢考之古記稗補其偏脱書
以応来意唯蓋柳肘凋疎者瀬多遺失臭、神霊深慰丹心
柾密照鑑。正二位源［中院1通村敬白。。

印記＝積慶堂収蔵記・宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「略記」。前表紙に「ヲ百五十六」（貼紙）と

「ヲ印百五十六／壱冊」（下ヶ札）、および見返しに切紙2
貼付。

紀伊XO366－006（2）

［三熊埜略記　下］

20丁写本
構成：本文19、遊紙1

XO366－007－01　　　　　　　　　　　紀伊・和歌

紀州旧跡志井名所和歌　1

266×196ミリ8巻8冊（10冊に分冊）61丁写本
題簸1原・紀州奮跡志井名所和歌一表紙1後・水色：
布目地方押し銀
構成：遊紙2、名草郡目録3、本文55、遊紙1
印記：［　】・宗辰所集・三井家3。

備考＝虫食い多。前表紙に「ホ改五百三十八」（貼紙）と

「ホ印五百三十八／十冊」（下ヶ札）

紀伊・和歌

2上

XO366－007－02

紀州旧跡志井名所和歌

267×196ミリ38丁写本
題簸：原・紀州薔跡志井名所和歌二上表紙：後・水
色：布目地方押し銀

構成：遊紙1、海部郡目録1、本文35、遊紙1
印記：［　】・宗辰所集・三井家3。

備考：虫食い多

紀伊・和歌

2下

XO366－007－03

紀州旧跡志井名所和歌

266×196ミリ59丁写本
題籏：原・紀州菖跡志井名所和歌二下表紙：後・水
色：布目地方押し銀

構成：遊紙1、海部郡目録1、本文56、遊紙1
印記＝【　1・宗辰所集・三井家3。

備考：虫食い多

紀伊・和歌

3
XO366－007－04

紀州旧跡志井名所和歌

266×197ミリ46丁写本
題簸：原・紀州奮跡志井名所和歌三表紙：後・水色
布目地方押し銀

誌地3〔316〕

小葵型押し

構成：遊紙1、高野寺領古文書之部第20本文25
印記1宗辰所集・三井家3。

XO366－004　　　　　　　　　　　　紀伊・紀行

南供佐能浜曇

天保15（写）（1844）

273×192ミリ1巻1冊25丁写本
題簸：原・南供佐能濱曇表紙：後・丁子引き

刊記：寛政七年乙卯四月廿八目書写了奈以美紀正
起、天保十五年甲辰六月廿一目借千萱氏蔵書謄写畢
度會吉重。

印記＝水倉吉重・松室書庫・宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ百九拾七」（貼紙）と「ホ印百九十七／

一巻」（下ヶ札）。

紀伊
1］

XO366－005－01

［南紀名勝志

270×188ミリ4巻4冊68丁写本
題簸：原・南紀名勝志表紙：原・布目地に刷毛目

構成：目録6、本文（海部郡・那賀郡）62

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr南紀名勝略志」。

紀伊XO366－005－02

［南紀名勝志　2］

271×188ミリ28丁写本
題籏＝原・南紀名勝志表紙：原・布目地に刷毛目

構成：目録3、本文（名草郡）25
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「南紀名勝略志」。前表紙「ホ百七十八」
（貼紙）と「ホ百七十八1四巻」（下ヶ札）。

紀伊XO366－005－03

［南紀名勝志　3］

271×188ミリ32丁写本
題簸：原・南紀名勝志表紙：原・布目地に刷毛目

構成：目録3、本文（有田郡・目高郡）29

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題はr南紀名勝略志」。

紀伊XO366－005－04

［南紀名勝志　4］

269×188ミリ68丁写本
題簸：原・南紀名勝志表紙：原・布目地に刷毛目

構成：目録6、本文（牟婁郡）62
印記1宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「南紀名勝略志」。前表紙に「ホ百七十八」

（貼紙）、前表紙見返し裏に「南紀名勝志全四本」。

紀伊XO366－006（1）

［三熊埜略記　上］



〔317〕地　誌　3．地誌166．和歌山県ノ3

266×197ミリ45丁写本
題籏：原・紀州薔跡志井二名所和歌八表紙：後・水
色：布目地方押し銀

構成：遊紙1、付録3、本文40、遊紙1
刊記：安田直庵編集・山中藤九郎付古歌・鳥居興治校
正増補（最終丁）。

印記：l　l・宗辰所集・三井家3。

備考：虫食い多

紀伊XO366－008

南紀村付

265×196ミリ1巻1冊102丁写本
題籏：原・南紀村附表紙：原・藍色：崩し地に桜型押し

構成：遊紙1、本文100、遊紙1
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ四百九十三」（貼紙）と「ホ印四百九
十三／壱冊」（下ヶ札）

Y1366－001－01　　　　　　　　　　　紀伊・紀行

［熊野遊記］

寛政13（1801）

261×185ミリ3巻3冊21丁整版
題簸＝原・熊野遊記天表紙：原・藍色無地
構成1序3（安永三年甲午春太室井孝洒撰）、本文18
刊記：北圃恪斎著・木芙蓉先生絵、東都北圃氏千鍾書
房蔵版、熊野遊記・名勝図画合刻三冊、寛政十三辛酉
開雛（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホニ百七十三」（貼紙）と「ホニ百七十

三1参巻」（下ヶ札）。Y1366－001・02、同・03［熊野名勝
図画］も参照。

Y1366－001－02　　　　　　　　　紀伊・名所図会

［熊野名勝図画　上］

（1801年）

261×185ミリ31丁整版
題籏：原・熊野名勝圖書地表紙：原・藍色無地
構成：序2（寛政十二年秋九月芙蓉木雍題）、本文29

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：書誌情報はY1366－001－01［熊野遊記］も参照。

Y1366－001－03　　　　　　　　　紀伊・名所図会

［熊野名勝図画　下］

寛政13（1801）

261×185ミリ21丁整版
題籏：原・熊野名勝圖董人表紙：原・藍色無地
刊記：寛政辛酉孟春東都書林須原屋茂兵衛、製本師
鹿野氏。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：刊記に芙蓉先生著作広告あり。書誌情報は
Y1366・001－01［熊野遊記］も参照。

紀伊・名所記

1上］

Y1366－002－01

［紀伊国名所図会

構成：遊紙1、那賀郡目録2、本文42、遊紙1
印記：［　1・宗辰所集・三井家3。

備考：虫食い多

紀伊・和歌

4
XO366－007－05

紀州旧跡志井名所和歌

266×196ミリ49丁写本
題簸：原・紀州蕾跡志井名所和歌四表紙：後・水色
布目地方押し銀
構成＝遊紙1、伊都郡目録2、本文45、遊紙1
印記1［　】・宗辰所集・三井家3。

備考1虫食い多

紀伊・和歌

5
XO366－007－06

紀州旧跡志井名所和歌

266×196ミリ34丁写本
題籏：原・紀州薔跡志井名所和歌五表紙：後・水色
布目地方押し銀
構成：遊紙1、在田郡目録2、本文30、遊紙1
印記：［　1・宗辰所集・三井家3。

備考：虫食い多

紀伊・和歌

6
XO366－007－07

紀州旧跡志井名所和歌

266×195ミリ49丁写本
題簸：原・紀州奮跡志井名所和歌六　表紙1後・水
色：布目地方押し銀

構成：遊紙1、目高郡目録2、本文45、遊紙1
印記：［　1・宗辰所集・三井家3。

備考：虫食い多

紀伊・和歌

7上

XO366－007－08

紀州旧跡志井名所和歌

266×196ミリ50丁写本
題籏：原・紀州奮跡志井名所和歌七上表紙：後・水
色：布目地方押し銀

構成：遊紙1、牟婁郡目録3、本文45、遊紙1
印記：［　】・宗辰所集・三井家3。

備考1虫食い多

紀伊・和歌

7下

XO366－007－09

紀州旧跡志井名所和歌

266×197ミリ67丁写本
題籏：原・紀州薔跡志井名所和歌七下表紙：後・水
色：布目地方押し銀

構成：遊紙1、牟婁郡目録3、本文62、遊紙1
印記：［　1・宗辰所集・三井家3。

備考：虫食い多

紀伊・和歌

8
XO366－007－10

紀州旧跡志井名所和歌



Y1366－002－06　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　4上］

（1812年）

262×186ミリ27丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖給四之巻上名草郡表紙：
原・覗色無地

構成：凡例2、題字・目録1、本文24
印記二宗辰所集・三井家3。

Y1366－002－07　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　4下］

（1812年）

262×186ミリ48丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖給四之巻下名草郡表紙：
原・覗色無地

構成：目録2、本文46
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－002－08　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　5］
（1812年）

262×185ミリ65丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖縛五之巻海士郡表紙：原・
覗色無地
構成：目録2、本文63
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－002－09　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　6上］

（1812年）

263×186ミリ46丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖給六之巻上名草郡那賀郡
表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文45
印記二宗辰所集・三井家3。

Y1366－002－10　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　6下］

文化9（1812）

263×185ミリ40丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖給六之巻下那賀郡表紙：
原・覗色無地

構成：目録1、本文39

刊記：寛政八年八月官輸上准、文化九年二月海宇発
行（紀藩官許高市氏蔵印）、若山高市志友編述・浪速
武内華亭冊訂・京師西邨中和図画・京師渡辺玉壷斎書
文化九年壬申正月製本書林和歌山帯屋伊兵衛・浪華
河内屋太助、浪華大阪書林勝尾屋六兵衛・糟屋仁兵
衛・湊屋大助・山田屋嘉右衛門・京都小川多左衛門・鉛

屋安兵衛・名古屋永楽屋東四郎・東都須原屋茂兵衛・

前川六左衛門・角丸屋甚助、雛刻性名四之巻上京都
井上治兵衛、四之巻下同、五之巻同樋口源兵衛、六之
巻上大阪山崎庄九郎、六之巻下同同。

印記：宗辰所集・三井家3。

紀伊・名所記Y1366－003－01

〔318〕　3．地誌

（1811年）

259×182ミリ6巻6冊（10冊に分冊）71丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖給一之巻上和歌山部表
紙：原・覗色無地

構成：序3（文化六年三月前権中納言持豊）、凡例2、

目録2、本文64
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ拾」（貼紙）と「ホ印一ノ巻十巻
三組ニテ廿三巻」（下ヶ札）。

Y1366－002－02、　　　　　　　　　紀伊’名所記

［紀伊国名所図会　1下］

（1811年）

258×182ミリ53丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖給一之巻下和歌山部表
紙：原・覗色無地

構成：目録2、本文51
印記：宗辰所集・三井家3。

備考＝ボール紙の栞1あり。

Y1366－002－03　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　2］

（1811年）

257×182ミリ63丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖給二之巻海部郡表紙：原・
覗色無地
構成＝目録1、本文62
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－002－04　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3上］

（1811年）

258×182ミリ35丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖給三之巻上名草郡表紙：
原・覗色無地

構成：目録1、本文34
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－002－05　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3下］

文化8（1811）

257×181ミリ48丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖緯三之巻下海士郡表紙：
原・覗色無地

構成：目録1、本文45、刊記・広告2

刊記：寛政八年八月官輸上准、文化八年五月海宇発
行（紀藩官許高市氏蔵印）、若山高市志友編述・浪速
武内華亭捌輯・平安西邨中和図画・京師渡辺玉壷斎書
江戸書林須原屋茂兵衛・前川六左衛門・名古屋書林永
楽屋東四郎・京都書林小川多左衛門・鉛屋安兵衛・和
歌山書林帯屋伊兵衛・大阪書林糟屋仁兵衛・勝尾屋六
兵衛・河内屋太助・湊屋大助・山田屋嘉右衛門、彫人
一之巻上浪華市田治郎兵衛・同山崎庄九郎・平安井上
治兵衛、一之巻下浪花山崎庄九郎、二之巻京師井上
治兵衛、三之巻上同、三之巻下浪速山崎庄九郎。
印記：宗辰所集・三井家3。



〔319〕地誌3．地誌166．和歌山県13

兵衛・大坂河内屋喜兵衛・同河内屋太助、紀伊書難帯
屋伊兵衛梓。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－004－01　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3編　1］
（1838年）

265×185ミリ7巻7冊71丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖緯三編一之巻那賀郡表
紙1原・覗色無地

構成：序3（天保八年正月右大弁菅原聡長）、目録2、本

文66
備考：見返しに「十三」と印刷したラベルあり。

Y1366－004－02　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3編　2］
（1838年）

265×186ミリ56丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖給三編二之巻伊都郡表
紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文55
備考：見返しに「十三」と印刷したラベルあり。

Y1366－004－03　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3編　3］
（1838年）

265×186ミリ53丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖縛三編三之巻那賀郡伊都
郡表紙：原・覗色無地
構成＝目録2、本文51
備考1見返しにr十三」と印刷したラベルあり。

Y1366－004－04　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3編　4］
（1838年）

264×186ミリ48丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖給三編四之巻上高野山
表紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文47
備考：見返しに「十三」と印刷したラベルあり。

Y1366－004－05　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3編　5］
（1838年）

265×186ミリ38丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖縛三編四之巻下高野山
表紙：原・覗色無地

Y1366－004－06　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3編　6］
（1838年）

265×186ミリ53丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖給三編五之巻高野山表
紙1原・覗色無地

構成：目録2、本文51

［紀伊国名所図会後編　1〕
（1851年）

267×185ミリ6巻6冊54丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖會後編一之巻若山補遺表
紙：原・浅花田色無地

構成：序5（弘化二年九月紀伊国造紀朝臣尚長）、目録

ほか3、本文46
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ印拾」（貼紙）とrホ印拾二巻六巻
三組ニテ廿三巻j（下ヶ札）。

Y1366－003－02　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会後編　2］
（1851年）

267×185ミリ65丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖會後編二之巻海部郡在田
郡表紙：原・浅花田色無地
構成：目録2、本文63

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－003－03　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会後編　3］
（1851年）

267×185ミリ55丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖會後編三之巻在田郡表
紙＝原・浅花田色無地

構成：目録2、本文53

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－003－04　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会後編　4］
（1851年）

267×185ミリ74丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖會後編四之巻在田郡海部
郡表紙：原・浅花田色無地
構成：目録2、本文72

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－003－05　　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会後編　5］
（1851年）

267×185ミリ80丁整版
題簸：原・紀伊國名所圖會後編五之巻　目高郡表
紙1原・浅花田色無地

構成1目録2、本文78
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1366－003－06　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会後編　6］

嘉永4（1851）

267×184ミリ59丁整版
題簸1原・紀伊國名所圖會後編六之巻　目高郡表
紙：原・浅花田色無地

構成：目録2、本文56、刊記1
刊記：嘉永四年辛亥四月発免柿園加能諸平・神野易
興同撰、琴泉小野広隆画図、発行書林江戸須原屋茂



備考：裏打ちあり。13・14丁間にラベル1（種直の朱印
五十七の墨書など）あり。

Y1373－001－01　　　　　　　　　　　　出雲

訂正出雲風土記　上
（1806年）

251×177ミリ1巻1冊（2冊に分冊）50丁整版
題籏：原・訂正出雲風土記上表紙二原・薄藍色：布目

地型押し
構成：序3（文化三年春紀之殿人本居三四右衛門平大

平）、本文47
印記1福亭図書・元平蔵印・宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。前表紙に「イ第四」（貼紙）と「イ印第四1

　冊」（下ヶ札）。

Y1373－001－02　　　　　　　　　　　　出雲

訂正出雲風土記　下

文化3（1806）

251×178ミリ44丁整版
題籏＝原・訂正出雲風土記下表紙＝原・薄藍色：布目

地型押し

構成1本文43、梅之舎蔵版・刊記1
刊記：文化三年寅七月刻成、京師三條通粕洲利兵衛・
東都東叡山須原伊八・尾陽名古屋玉屋町片埜東四郎・

勢陽松坂目野町柏谷兵助・浪華心斎橋唐物町森本太
助・同心斎橋博労町岡田茂兵衛。
印記：福亭図書・元平蔵印・宗辰所集・三井家3。

備考＝69・70丁の間に切紙1（r延喜式…」）あり。朱書
あり。

Y1373－002（1）　　　　　　　　　出雲・名所記

［出雲神社巡拝記　1］
（1833年）

122×182ミリ10巻10冊（1冊に合綴）32丁整版
題籏：原・出雲神社巡拝記全表紙：原・藍色：雷紋繋

ぎ地に桐唐草型押し
構成：序2（佐草美清）、凡例・目録13、巻1本文17
刊記：松江渡部葬編。

印記1本居文庫・本居蔵書。
備考：洋紙のカバーあり。

出雲・名所記

2］

Y1373－002（2）

［出雲神社巡拝記

（1833年）

7丁整版

出雲・名所記

3］

Y1373－002（3）

［出雲神社巡拝記

（1833年）

14丁整版

出雲・名所記

4］

Y1373－002（4）

［出雲神社巡拝記

（1833年）

5丁整版

誌地3〔320〕

Y1366－004－07　　　　　　　　　紀伊・名所記

［紀伊国名所図会　3編　7］

天保9（1838）

265×186ミリ53丁整版
題籏：原・紀伊國名所圖給三編六之巻高野山表
紙：原・覗色無地

構成：目録1、本文52

刊記：天保六年十月官輸上准、天保九年九月海宇発
行、紀藩官許高市氏蔵印、画工京師法橋中和・同小野
広隆・浪華上田公長、筆耕京都池田東籠亭・浪華蔀関

牛、天保九年戊戌九月、製本書林江戸須原屋茂兵
衛・浪華河内屋太助・和歌山帯屋伊兵衛、雛刻姓名七
之巻平安井上治兵衛・浪華市田治郎兵衛、八之巻同、
九之巻平安井上治兵衛、十之巻同、十一之巻同、十二
之巻同。

Y1366－005　　　　　　　　　　紀伊・パンフレット

［西国第二番札所紀三井寺略縁起］

309×418ミリー枚物1丁整版
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：酸性紙のカバーあり、三井ラベル「C245・新・17」

3．地誌ノ73、根県／

XO373－001　　　　　　　　　　　　出雲・風土記

［出雲国風土記］

天平5（内容）（733）

276×204ミリ1巻1冊54丁写本
題籏1原・風土記出雲國表紙：原・丁子色無地
構成＝遊紙1、本文52、遊紙1
印記：文庫・消印1・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ三百四」（貼紙）。

XO373－002－01　　　　　　　　　　　　出雲
［懐橘談　上］

（1732年）

220×160ミリ2巻2冊52丁写本
題籏：原・懐橘談出雲地誌上表紙：後・薄茶色無地
構成：図・目録1、本文51
印記：衆砂・朝田家蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：裏打ちあり。前表紙にrホ四百二十一」（貼紙）と

「ホ四百二十一／　冊」（下ヶ札）。翻刻に続々群書類従
9。

XO373－002－02　　　　　　　　　　　　　出雲

懐橘談　下
享保17（写）（1732）

217×159ミリ36丁写本
題籏：原・懐橘談下表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文35
刊記：黒沢三右衛門（弘忠）記之、右懐橘談者日夏氏
源繁高□写本ヲ以テ写之畢、享保十七仲春目　平正
孝。

印記＝宗辰所集・三井家3。



Y1373－002（5）

［出雲神社巡拝記　5］

（1833年）

28丁整版

Y1373－002（6）

［出雲神社巡拝記　6］

（1833年）

9丁整版

Y1373－002（7）

［出雲神社巡拝記　7］

（1833年）

8丁整版

Y1373－002（8）

［出雲神社巡拝記　8］
（1833年）

9丁整版

Y1373－002（9）

［出雲神社巡拝記　9］

（1833年）

12丁整版

出雲・名所記

出雲・名所記

出雲・名所記

出雲・名所記

出雲・名所記

Y1373－002（10）　　　　　　　　　出雲・名所記

［出雲神社巡拝記　10］

天保4（1833）

22丁整版
構成＝本文21、賊1（鉾酒舎道麿）

刊記：上梓補助意宇郡来海村犬山尚平・楯縫郡島村吉
田綱武・松江吉川正平、彫工京師井上永辰、天保四年

癸巳冬刻成、売弘所松江石橋町小笹屋良兵衛・同京
店京橋詰岡田屋重蔵。

Y2373－001

［島根県管内出雲国地誌略　1］

明治12（1879）

224×148ミリ5巻5冊32丁活版
題籏：原・島根縣管内出雲國地誌略全表紙1原・楯
子色：繋菱に出雲国

構成：本文31、刊記1

刊記：明治十二年四月十一目版権免許（封面）、明治

十二年六月三十目出版、著者兼出版山口県士族清水
清太郎当時島根県在勤、印刷所京都好文堂、売弘所
出雲松江園山喜三右衛門・同稲吉吉蔵・同川岡清輔・
同有田伝助・同一年舎・同松本文助・因幡鳥取松村栄
吉・伯書米子照顔堂・同兼文堂・伯書倉吉山脇民造・石

見浜田安達幾太郎・同濾海社・東京京橋南鍋町児玉回
春堂・大坂柳原積玉圃・京都田中治兵衛・同佐々木総
四郎・同杉本甚助。

印記：三井文庫。

備考：柱刻に「向山文庫蔵」。定価13銭。後ろ表紙に
「各十一番」（下ヶ札）。Y2373－001～一〇〇5も参照。

3，地　誌　3．地誌／73．島根県／　〔321／

Y2373－002

［島根県管内石見国地誌略　2］

明治12（1879）

225×148ミリ27丁活版
題籏：原・島根縣管内石見國地誌略全表紙：原・楯
子色1繋菱に石見国
構成：本文26、刊記1

刊記＝明治十二年四月十一目版権免許（封面）、明治

十二年七月三十一日出版、著者兼出版山口県士族清
水清太郎当時島根県在勤、印刷所京都好文堂、売弘
所出雲松江園山喜三右衛門・同稲吉吉蔵・同川岡清
輔・同有田伝助・同一年舎・同松本文助・因幡鳥取松村

栄吉・伯書米子照顔堂・同兼文堂・伯誉倉吉山脇民造・

石見浜田安達幾太郎・同濾海社・東京京橋南鍋町児玉
回春堂・大坂柳原積玉圃・京都田中治兵衛・同佐々木
総四郎・同杉本甚助・伯誉米子村上斎太郎・周防山口
宮川臣吉。

印記＝三井文庫。

備考：柱刻にr向山文庫蔵」。定価13銭。書誌情報は
Y2373－001［島根県管内出雲国地誌略1］も参照。

Y2373－003

［島根県管内伯看国地誌略　3］

明治12（1879）

224×149ミリ28丁活版
題籏：原・島根縣管内伯書國地誌略全表紙：原・楯
子色：繋菱に伯書国

構成：本文27、刊記1

刊記＝明治十二年四月十一目版権免許（封面）、明治
十二年七月三十一目出版、著者兼出版山口県士族清
水清太郎当時島根県在勤、印刷所京都好文堂、売弘
所出雲松江園山喜三右衛門・同稲吉吉蔵・同川岡清
輔・同有田伝助・同一年舎・同松本文助・因幡鳥取松村

栄吉・伯書米子照顔堂・同村上斎太郎・同兼文堂・伯誉

倉吉山脇民造・石見浜田安達幾太郎・同濾海社・周防
山口宮川臣吉・東京京橋南鍋町児玉回春堂・大坂柳原

積玉圃・京都田中治兵衛・同佐々木総四郎・同杉本甚
助、書籍雛第四区松江東茶町松本文助（印）。

印記：三井文庫。

備考：柱刻にr向山文庫蔵」。定価13銭。書誌情報は
Y2373・001［島根県管内出雲国地誌略1］も参照。

Y2373－004

［島根県管内因幡国地誌略　4］

明治13（1880）

225×148ミリ28丁活版
題籏：原・島根縣管内因幡國地誌略全表紙：原・楯
子色：繋菱に因幡国

構成：本文27、刊記1

刊記：明治十二年四月十一日版権免許、明治十三年
二月二十九目出版、著者兼出版山口県士族清水清太
郎当時島根県在勤、印刷所京都好文堂、売弘所出雲
松江園山喜三右衛門・同稲吉吉蔵・同川岡清輔・同有
田伝助・同一年舎・同松本文助・因幡鳥取松村栄吉・同

横山安次郎・同大谷兵蔵・伯書米子照顔堂・同郁文堂・

同村上斎太郎・伯誉倉吉山脇民造・同中村世平・石見
浜田安達幾太郎・同濾海社・周防山口宮川臣吉・東京



印記1宗辰所集・三井家3。

XO375－004　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　4］

（1762年）

236×166ミリ24丁写本
題籏：後・備陽國志表紙1原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：邑久郡

印記：宗辰所集・三井家3。

XO375－005　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　5］

（1762年）

236×166ミリ23丁写本
題簸：後・備陽國志表紙：原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：赤坂郡

印記：宗辰所集・三井家3。

XO375－006　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　6］

（1762年）

236×166ミリ35丁写本
題籏：後・備陽國志表紙1原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：上道郡

印記：宗辰所集・三井家3。

XO375－007　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　7］

（1762年）

236×165ミリ20丁写本
題籏：後・備陽國志表紙：原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：御野郡

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：原題簸が表紙見返しの間にあり。

XO375－008　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　8］

（1762年）

235×166ミリ31丁写本
題籏：後・備陽國志表紙：原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：津高郡
印記：宗辰所集∫三井家3。

備考：原題籏が表紙見返しの間にあり。

XO375－009　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　9］

（1762年）

236×166ミリ30丁写本
題籏＝後・備陽國志表紙1原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：児嶋郡

〔322〕3．地誌

京橋南鍋町児玉回春堂・大坂柳原積玉圃・京都田中治
兵衛・同佐々木総四郎・同杉本甚助。

印記：三井文庫。

備考1柱刻に「向山文庫蔵」。定価13銭。書誌情報は
Y2373－001［島根県管内出雲国地誌略1］も参照。

Y2373－005

［島根県管内隠岐国地誌略　5］

明治13（1880）

222×149ミリ19丁活版
題籏：原・島根縣管内隠岐國地誌略全表紙：原・浅
楯子色：繋菱に隠岐国

構成1本文18、刊記1
刊記＝明治十二年四月十一目版権免許、明治十三年
七月十五目出版、著者兼出版山口県士族清水清太郎
当時島根県出雲国島根郡松江母衣町247番地寄留、
印刷所京都上京区好文堂、売弘所出雲松江園山喜三
右衛門・同川岡清輔・同稲吉吉蔵・同有田伝助・同一年

舎・同松本文助・因幡鳥取松村栄吉・同横山安次郎・同

大谷兵蔵・伯誉米子照顔堂・同郁文堂・同村上斎太郎・

伯誉倉吉山脇民造・同中村世平・石見浜田安達幾太
郎・同槍海社・周防山口宮川臣吉・東京京橋南鍋町児

玉回春堂・大坂柳原喜兵衛・京都田中治兵衛・同佐々
木総四郎・同杉本甚助。

印記：三井文庫。

備考：柱刻に「向山文庫蔵」。書誌情報はY2373・001
［島根県管内出雲国地誌略1］も参照。

3．地誌175．岡山県ノ

XO375－001　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　1］

（1762年）

236×167ミリ12巻12冊25丁写本
題簸：後・備陽國志表紙：原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：凡例・引書目3、備前国8、岡山府14
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ三百六十四」（貼紙）と「ホ印三百六

十四／十二巻」（下ヶ札）。

XO375－002　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志－2］

（1762年）

236×166ミリ37丁写本
題籏1後・備陽國志表紙：原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：和気郡
印記：宗辰所集・三井家3。

XO375－003　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　3】

（1762年）

236×166ミリ15丁写本
題簸：後・備陽國志表紙＝原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：磐梨郡



印記：宗辰所集・三井家3。

XO375－010

［備陽国志　10］

（1762年）

236×166ミリ23丁写本

備前

題籏：後・備陽國志表紙：原・木目摺り（反古紙を使
用）

印記：宗辰所集・三井家3。

XO375－011　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　11］

（1762年）

236×165ミリ15丁写本
題簸：後・備陽國志表紙：原・木目摺り（反古紙を使
用）

印記＝口□□□印・宗辰所集・三井家3。

XO375－012　　　　　　　　　　　　　　備前
［備陽国志　12］

宝暦12（1762）

237×166ミリ43丁写本
題簸：後・備陽國志表紙1原・木目摺り（反古紙を使
用）

構成：備中国之内岡山領地

刊記：此備陽國志於岡山学校依公命撰之備前全中
州之内備前領分記之秘録也、予求之写之置必不可出
他邦者也、干時宝暦壬午初秋吉旦石井氏藤原好胤。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1375－001　　　　　　　　　　備中・名所記
［備中国重宝記］

正徳4（1714）

145×96ミリ1巻1冊47丁整版
題簸：後・備中國重寳記（村高帳）表紙：原・藍色無地

刊記：正徳甲午仲夏吉日　正重。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にr正徳四年」（貼紙）。後ろ表紙に三井分

類票「山陽道雑」、昭和7年11月14目寄託、三井ラベ
ルrH222・新・32」

Y1375－002－01　　　　　　　　　備中・名所記

［備中名所図会　1上］
（1822年）

260×180ミリ2巻2冊（4冊に分冊）32丁整版
題籏：原・備中名所圖會一表紙：原・秘色無地
構成：序7（文化十二年乙亥秋楢園小寺清・吉備の道
の後菅原乗承）、凡例2、目録2、本文21
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：一部色刷り。内題は「備中名勝考上」。前表紙に
「ホ六十六」（貼紙）と「ホ印六十六／四巻」（下ヶ札）。

Y1375－002－02

［備中名所図会　1下］

（1822年）

260×180ミリ29丁整版

備中・名所記

3．地誌3．地誌！75．岡山県／〔323〕

題簸：原・備中名所圖會二表紙：原・秘色無地
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1375－002－03　　　　　　　　　備中・名所記

［備中名所図会　2上］
（1822年）

261×180ミリ23丁整版
題籏：原・備中名所圖會三表紙：原・秘色無地

構成1目録2、本文21
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「備中名勝考下」。

Y1375－002－04　　　　　　　　　備中・名所記

［備中名所図会　2下］

文政5（1822）

261×179ミリ23丁整版
題簸：原・備中名所圖會四表紙：原・秘色無地
刊記：文政五年壬午三月刻成、玉松園蔵、発行書騨江
戸目本橋南壼丁目須原屋茂兵衛・同浅草茅町二丁目
同伊八・同目本橋通二丁目山城屋佐兵衛・同芝神明前
岡田屋嘉七・同両国横山三丁目和泉屋金右衛門・同下
谷池端仲町岡村庄助・同本銀町三丁目永楽屋丈助・同
十軒店英屋大助・京都三條通御幸町角吉野屋仁兵衛・
尾州名古屋本町通永楽屋東四郎・同同所菱屋藤兵衛・
大阪心斎橋北久太郎町河内屋喜兵衛板。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1375－003－01　　　　　　　　備中・村高ぼか

備中村鑑上
（1861年）

180×123ミリ2巻2冊65丁整版
題簸1原・備中村鑑上表紙1原・薄藍色：布目地型押
し

構成1序6（門人雄北囎・渡辺正利）、本文59
刊記：五百部限絶板（封面）。

印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：前表紙に「備中村鑑」（下ヶ札）、三井ラベル
rH222・新・33」

Y1375－003－02　　　　　　　　備中・村高ほか

備中村鑑下
文久1（1861）

180×123ミリ35丁整版
題簸：原・備中村鑑下表紙：原・薄藍色：布目地型押
し

構成1本文33、蹟2（万延度酉仲春雲涯雄北囎）
刊記：渡辺与平正利編輯、剤豚尾義田竹次・河野茂
介、文久紀元辛酉秋刻成。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井分類票r山陽道雑」、昭和7年7月23目寄
託、三井ラベルrH222・新・33」

Y2375－001－01

校正作陽誌上
（1894年）

187×127ミリ3巻3冊196丁活版



吉備叢書　2　吉備国史
明治30（1897）

222×152ミリ5巻5冊（1冊に合綴）59丁活版
題簸：原・吉備叢書第戴巻吉備國史表紙：原・花田

色無地
構成：解題3（沼田頼輔）、本文56

刊記：明治光年五月二十二目印刷、明治計年五月二
十八目発行、著者故人小早川秀雄、発行者岡山県邑
久郡朝目村大字久々井五十番邸小橋藻三衛、発行者
同県和気郡熊山村大字千躰拾三番邸南為吉、発行者
同県和気郡片上村大字東片上百拾三番邸野吹秀太郎
印刷者同県岡山市大字栄町廿壼番邸吉田朔七、印刷
所同県同市大字同町百拾萱番邸吉田書房附属岡山活
版所。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：非売品。

Y2375－002－03　　　　　　　　　　　　歴史

吉備叢書　3　備中略史
明治31（1898）

220×149ミリ2巻2冊（1冊に合綴）24丁活版
題籏：原・吉備叢書第三巻備中略史全表紙：原・薄

花田色無地
構成：解題1（山田貞芳）、序1（明治11年6月奥田楽

淡）、引用書目2、本文20

刊記：明治光一年十一月廿六目印刷、明治光一年十
一月三十目発行、著者故人奥田楽淡、発行者岡山県
邑久郡朝日村大字久々井五十番邸小橋藻三衛、発行
者同県和気郡熊山村大宇千躰拾三番邸南為吉、発行
者同県和気郡片上村大字東片上百拾三番邸野吹秀太
郎、印刷者同県岡山市大宇栄町二十一番邸吉田朔七
印刷所同県同市大字同町五十番邸岡山活版所。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：非売品。

Y2375－002－04　　　　　　　　　　　　軍記

吉備叢書　4　美作古城記

明治30（1897）

222×152ミリ1巻1冊62丁活版
題籏：原・吉備叢書第四巻美作古城記表紙：原・花
田色無地
構成：解題1（大谷是空）、本文61

刊記：明治三十年十月四目印刷、明治三十年十月十
一目発行、著者不詳、発行者岡山県邑久郡朝目村大
字久々井五十番邸小橋藻三衛、発行者同県和気郡熊
山村大字千躰拾三番邸南為吉、発行者同県和気郡片
上村大字東片上百十三番邸野吹秀太郎、印刷者同県
岡山市大字栄町廿一番邸吉田朔七、印刷所同県同市
大字同町百十一番邸岡山活版所。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：非売品。33・34丁間に「新定願書届書式全書」の

チラシ1あり。

Y2375－002－05　　　　　　　　　　　　軍記

吉備叢書　5　［備前軍記　1～3］
明治31（1898）

220×151ミリ5巻5冊（2冊に合綴）68丁活版

〔324〕 3．地誌

題簸：原・校正作陽誌長尾隼人勝明編上巻表紙：
原・白色：卍繋型押し

構成：内表紙1，P1～4緒言（明治二十七年九月下洗
後学是空大谷藤治郎）、P1～6苫南郡目録、P7～93
本文、P95～104苫西郡目録、P105～191本文
印記：船津・宗辰所集・三井家3。

備考：洋紙。布貼りの紙族に入る（「ホ四百八十六」（貼
紙）とrホ印四百八十六1三冊」（下ヶ札）、r船津」の印）。

2375－001－02

ξ正作陽誌　中

1894年）

37×127ミリ227丁活版
藝簸：原・校正作陽誌長尾隼人勝明編中巻表紙：
（・白色：卍繋型押し

皐成：内表紙1，P193～197久米郡南部目録、P198～

42本文、P343～350久米郡北部目録、P351～419

Y2375－001－03

校正作陽誌　下

明治27（1894）

187×127ミリ257丁活版
題籏二原・校正作陽誌長尾隼人勝明編下巻表紙：
原・白色＝卍繋型押し

構成：内表紙1、P421～436真島郡目録、P437～551
本文、P553～561大庭郡目録、P563～655本文、
P657～677付録（元禄元年巡検榜文）
刊記：明治廿七年十一月二目印刷・明治廿七年十一月

十五目発行編纂者故長尾隼人勝明、校正者大谷
藤次郎、発行者仁科久造（岡山県西北条郡津山町大
字堺町12番屋敷）、印刷者瀬戸清次郎（大阪市西区
靱下通1丁目48番邸）、発免書雛仁科照文堂（美作
国津山堺町）。

印記：船津・宗辰所集・三井家3。

備考：洋紙。

Y2375－002－01

吉備叢書　1　吉備前鑑
明治30（1897）

222×152ミリ1巻1冊48丁活版
題簸：吉備叢書第壱巻吉備前鑑全表紙1原・花田
色無地
構成：叢書発刊の趣旨2（明治30年）、解題2（山本頼

輔）、凡例1、挿絵1、本文42
刊記：明治光年二月八目印刷、明治光年二月十五目
発行、著者不詳、発行者岡山県邑久郡朝目村大字
久々井五十番邸小橋藻三衛、印刷者同県岡山市大字
栄町廿一番邸吉田朔七、印刷所同県同市大字同町百
拾一番邸吉田書房附属岡山活版所。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：非売品。前表紙に「ホ四百八十五」（貼紙）と「ホ印

四百八十五／六冊」（下ヶ札）。

Y2375－002－02
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題籏1原・いつく嶋道しハの記外宮摂社末社別宮二
表紙：原・藍色無地

構成：目録1、本文22
印記：「O濱」・宗辰所集・三井家3。

Y1376－001－04　　　　　　　　　　安芸・名所記

［厳島道芝記　3］

（1702年）

223×163ミリ17丁整版
題籏：原・いつく嶋道しはの記弥山寺院三表紙
原・藍色無地

構成：目録1、本文16
印記：「O濱」・宗辰所集・三井家3。

Y1376－001－05　　　　　　　　　安芸・名所記

［厳島道芝記　4］

（1702年）

223×164ミリ14丁整版
題簸：原・厳嶋道しハの記御嶋廻四表紙1原・藍色
無地
構成：目録1、本文13
印記：「O濱」・宗辰所集・三井家3。

Y1376－001－06　　　　　　　　　安芸・名所記

［厳島道芝記　5］

（1702年）

223×164ミリ20丁整版
題籏：原・厳しま道芝記名所旧跡五表紙：原・藍色

目録1、本文19
「O濱」・宗辰所集・三井家3。
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Y1376－001－07　　　　　　　　　安芸・案内記

［厳島道芝記　6］

（1702年）

223×165ミリ24丁整版
題籏：原・厳島道芝記年中行事六表紙：原・藍色無
地

構成：目録1、本文23
印記：「O濱」・宗辰所集・三井家3。

Y1376－001－08　　　　　　　　　安芸・案内記

［厳島道芝記　7］

元禄15（1702）

222×164ミリ17丁整版
題簸：原・いつく嶋しハの記余録七表紙：原・藍色
無地

構成1目録1、本文16
刊記：元禄十五壬午三月上旬書林京三条宝町小佐
治貞三右衛門・江戸石町十問町武村安兵衛・広島中通
筋草屋町石沼嘉兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

安芸・案内記Y1376－002－01

厳島絵馬鑑　1
天保3（序）（1832

題簸：原・吉備叢書第五巻備前軍記上表紙＝原・花
田色無地

構成1解題1（山田貞芳）、序1（安永3年8月土肥経
平）、目録2、巻1本文21、巻2本文21、巻3本文22
刊記：明治針一年三月廿五日印刷、明治光一年四月
二目発行、著者故人土肥経平、発行者岡山県邑久郡
朝目村大字久々井五十番邸小橋藻三衛、発行者同県
和気郡熊山村大字千躰拾三番邸南為吉、発行者同県
和気郡片上村大字東片上百十三番邸野吹秀太郎、印
刷者同県岡山市大宇栄町二十一番邸吉田朔七、印刷
所同県同市大字同町五十番邸岡山活版所。
印記1宗辰所集・三井家3。

備考：非売品。Y2375－002－06吉備叢書6も参照。

Y2375－002－06　　　　　　　　　　　　　軍記

吉備叢書　6　［備前軍記　4・5・付録］
明治31（1898）

220×152ミリ61丁活版
題籏：原・吉備叢書第六巻備前軍記下表紙：原・花
田色銀粉

構成：目録2、巻4本文23、巻5本文23、付録13
刊記＝明治光一年六月廿二日印刷、明治滑一年六月
廿八目発行、著者故人土肥経平、発行者岡山県邑久
郡朝目村大字久々井五十番邸小橋藻三衛、発行者同
県和気郡熊山村大字千躰拾三番邸南為吉、発行者同
県和気郡片上村大宇東片上百十三番邸野吹秀太郎、
印刷者同県岡山市大字栄町二十一番邸吉田朔七、印
刷所同県同市大字同町五十番邸岡山活版所。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考＝非売品。Y2375－002・05吉備叢書5も参照。

3．地誌176．広　県／

Y1376。001－01　　　　　　　　　安芸・名所記

［厳島道芝記　1上］

（1702年）

223×163ミリ7巻7冊（8冊に分冊）30丁整版
題籏：原・厳嶋道芝記本社之部一之上表紙：原・藍
色無地
構成：序3（元禄丁丑春二月藝陽小島常也）、目録1、

本文26
印記：「O濱」・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホニ百廿二」（貼紙）と「ホ印二百二十
二／八冊」（下ヶ札）。

Y1376－001－02　　　　　　　　　　安芸・名所記

［厳島道芝記　1下］

（1702年）

223×164ミリ15丁整版
題簸：原・厳島道芝記本社之部一之下表紙：原・藍
色無地
印記：「O濱」・宗辰所集・三井家3。

安芸・名所記Y1376－001－03

［厳島道芝記　2］

（1702年）

223×164ミリ23丁整版



（1842年）

260×185ミリ5巻5冊67丁整版
題簸：後・藝州嚴島圖會一（墨書）表紙：後・黄色：鳳

風龍麟麟亀型押し
構成：序9（天保乙未孟春慎思斎主人（久我前内大臣
源通明公）・天保七とせといふとしの霜月田中芳樹・天

保八とせといふ年十月岡田清）、凡例2、目録1、本文
55
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr厳島図会巻之壷」。前表紙にrホ戴拾五」
（貼紙）と「ホ印　十五！十冊」（下ヶ札）。

Y1376－003－02　　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島図会　2］

（1842年）

259×185ミリ56丁整版
題籏：後・藝州嚴島圖會二（墨書）表紙：後・黄色：鳳

風龍麟麟亀型押し
構成：目録1、本文55

印記1宗辰所集・三井家3。
備考二目録題は「厳島図会巻之二」。

Y1376－003－03　　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島図会　3］

（1842年）

259×187ミリ60丁整版
題簸：後・藝州嚴島圖會三（墨書）表紙：後・黄色：鳳

風龍麟麟亀型押し
構成＝目録2、本文58
印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝内題は「厳島図会巻之二（ママ）」。

Y1376－003－04　　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島図会　4］

（1842年）

261×186ミリ53丁整版
題簸：後・藝州嚴島圖會四（墨書）表紙：後・黄色：鳳

風龍麟麟亀型押し

構成：目録1、書10、本文42
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「厳島図会巻之四」。

Y1376－003－05　　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島図会　5］

（1842年）

260×187ミリ44丁整版
題籏：後・藝州嚴島圖會五（墨書）表紙：後・黄色＝鳳

鳳龍麟麟亀型押し

構成：目録1、書1、本文42
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題はr厳島図会巻之五」。

Y1376－004－01　　　　　　　　　　　1

［厳島宝物図会　1］

（1842年）

261×187ミリ5巻5冊68丁整版

誌地3〔326〕

261×183ミリ5巻5冊38丁整版
題籏：原・厳島絵馬監一表紙：後・花田色無地
構成：序4（天保壬辰閏十一月前権大納言藤原（中山）
資愛）、題字2（天保改元明年春二月杏坪頼柔）、自序
3（天保二年三月広島人藤彦）、巻首3（文政十有三寅
年菊，月棚守将監野坂元貞）、目録1、凡例3、本文22

刊記：藝陽千歳園藤彦著。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：封面題は「厳島扁額縮本」。凡例部分に乱丁あり。
前表紙に「ホ五十八」（貼紙）。

Y1376－002－02　　　　　　　　　安芸・案内記

［厳島絵馬鑑　2］

（1832年）

261×185ミリ27丁整版
題籏：原・伊都岐島緯馬鑑二表紙：後・花田色無地
構成：目録1、本文26

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「厳島扁額縮本初編巻之二」。

Y1376－002－03　　　　　　　　　安芸・案内記

厳島絵馬鑑　3
（1832年）

262×183ミリ39丁整版
題簸：原・厳島絵馬鑑三表紙：後・花田色無地
構成：目録1、本文38
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「厳島扁額縮本初編巻之三」。

Y1376－002－04　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島絵馬鑑　4］

（1832年）

262×184ミリ30丁整版
題簸：原・伊都岐喚絵馬鑑四表紙：後・花田色無地
構成：目録1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「厳島扁額縮本初編巻之四」。

Y1376－002－05　　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島絵馬鑑　5］

（1832年）

262×183ミリ33丁整版
題簸：原・厳喚給馬監五表紙：後・花田色無地
構成：目録1、本文32

刊記＝縮図芸陽渡辺対岳、同有臥遊印章者同丸茂文
陽、有白斐印章者同白井南章、有月萩印章者書画共
千歳園藤彦、筆者同渡辺黄鵠、書林江戸目本橋通壼
丁目須原屋茂兵衛・同目本橋通二丁目山城屋佐兵衛・

同芝神明前岡田屋嘉七・同目本橋通二丁目小林新兵
衛・同浅草茅町二丁目須原屋伊八・大阪南久宝寺町心
斎橋南へ入堺屋新兵衛・同順慶町心斎橋南へ入堺屋
定七。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「厳島扁額縮本初編巻之五」。

安芸・名所図会Y1376－003－01

［厳島図会　1］



〔327〕3．地誌176．広島県！誌地3

（1885年）

228×151ミリ9巻9冊38丁整版
題簸：原・藝備孝義傳序例廣島巻一表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し
構成：題辞3（寛政九年丁己春三月頼惟完）、序・識9
（寛政九年丁己三月頼惟柔）、凡例3、目録1、本文22
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：族に入る。

Y1376－005－02　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝　2】

（1885年）

227×151ミリ22丁整版
題籏：原・藝備孝義傳沼田安芸巻二表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文21
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ロ印三百八十七／上族入／九冊」（下ヶ

札）、秩の表にrロ三百八十七」（貼紙）。
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Y1376－005－03

［芸備孝義伝　3］

（1885年）

227×151ミリ31丁整彫
題簸：原・藝備孝義傳佐イ

卍繋ぎ型押し

構成：目録2、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

孝義録Y1376－005－04

［芸備孝義伝　4］

（1885年）

227×151ミリ17丁整彫
題簸：原・藝備孝義傳高1

卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文16
印記：宗辰所集・三井家3。
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Y1376－005－05　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝　5］

（1885年）

227×150ミリ23丁整版
題籔：原・藝備孝義傳賀茂豊田巻五表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文22
印記：宗辰所集・三井家3。

孝義録Y1376－005－06

［芸備孝義伝　6］

（1885年）

227×151ミリ17丁整庵
題簸：原・藝備孝義傳御責

卍繋ぎ型押し

構成1目録1、本文16
印記1宗辰所集・三井家3。
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題簸1後・藝州嚴島圖會寳物之部六（墨書）表紙
後・黄色：鳳鳳龍麟麟亀型押し

構成：序4（頼裏）、凡例1、目録1、本文62

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：目録題はr厳島宝物図会巻之壼」。

会図所名芸安

表紙書墨七部之物
し

㌔一
一

之巻会

Y1376－004－02

［厳島宝物図会　2】

（1842年）

261×188ミリ56丁整版
題簸：後・藝州嚴島圖會寳
後・黄色：鳳風龍麟麟亀型押

構成1目録1、本文55
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：目録題は「厳島宝物図

安芸・名所図会

表紙書墨駁ノ部之物
し

品三之巻会

Y1376－004－03

［厳島宝物図会　3］

（1842年）

262×187ミリ31丁整版
題簸：後・藝州嚴島圖會寳
後・黄色：鳳風龍麟麟亀型押

構成：目録1、本文30

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：目録題は「厳島宝物図

Y1376－004－04　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島宝物図会　4］

（1842年）

262×186ミリ40丁整版
題籏：後・藝州嚴島圖會寳物之部九（墨書）表紙
後・黄色：鳳鳳龍麟麟亀型押し

構成：目録1、本文39
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：目録題はr厳島宝物図会巻之四」。

Y1376－004－05　　　　　　　　安芸・名所図会

［厳島宝物図会　5］

天保13（1842）

262×186ミリ36丁整版
題籏1後・藝州嚴島圖會寳物之部十（墨書）表紙：
後・黄色：鳳風龍麟麟亀型押し

構成：目録1、本文32、践2（天保十二年辛丑春三月吉

村廣腓玄誠甫）、刊記1
刊記＝厳島神庫蔵版印、編述岡田清大人、校正田中芳
樹大人、再訂頼杏坪先生・加藤椋慮先生、画図山野峻
峯斎、縮図釈南峯・林雲屋・白井南瞳・渡辺対岳・大石

真虎、劃刷広島山口宗五郎、文政十丁亥年起業、天保

十三壬寅年正月発免製本書雛広島播磨屋町樽屋惣左
衛門・同中島本町世並屋伊兵衛、大阪書犀心斎橋通
安土町河内屋儀助、蔵版主宮崎小十郎。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：目録題はr厳島宝物図会巻之五」。

孝義録
1］

Y1376－005－01

［芸備孝義伝



227×151ミリ20丁整版
題簸1原・藝備孝義傳佐伯山縣巻三表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成＝目録1、本文19
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1376－006－04　　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝二編　4］

（1885年）

227×151ミリ28丁整版
題簸：原・藝備孝義傳高田高宮巻四表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文27
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1376－006－05　　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝二編　5］
（1885年）

227×151ミリ23丁整版
題籏：原・藝備孝義傳賀茂豊田巻五表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文22
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1376－006－06　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝二編　6］

（1885年）

226×151ミリ28丁整版
題籏1原・藝備孝義傳御調甲奴巻六表紙＝原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録2、本文26
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1376－006－07　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝二編　7］

明治18（1885）

227×152ミリ34丁整版
題簸＝原・藝備孝義傳世羅三難奴可三上三次恵蘇
巻七大尾表紙1原・黄色卍繋ぎ型押し
構成：目録2、本文29、賊3（享和癸亥秋九月儒員臣堀
正輔）

刊記1本藩手島儀敬書、明治十八年四月廿目再刻届
明治十八年五月廿目出版、広島県学務課蔵板、発免
広島以文社（広島県広島区広島横町八十九番屋敷）。

印記：宗辰所集・三井家3。

3．地誌／81．徳　尉

XO381－001　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　1上
文化12（序）（1815）

261×190ミリ12巻12冊（16冊に分冊）34丁写本
題簸＝原・阿波志巻之一上（打付〉表紙：原・格子刷り

構成：遊紙1、序2（文化十二年乙亥冬十二月廿五日儒
員臣藤原憲上）、凡例4、目録2、十郡方位図2、本文
24
印記＝宗辰所集・三井家3。

誌3．地〔328〕

Y1376－005－07　　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝　7］

（1885年）

227×151ミリ30丁整版
題簸：原・藝備孝義傳世羅三鄭巻七表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1376－005－08　　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝　8］

（1885年）

227×151ミリ30丁整版
題簸：原・藝備孝義傳奴可三上巻八表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1376－005－09　　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝　9］

明治18（1885）

227×151ミリ23丁整版
題簸：原・藝備孝義傳三次恵蘇巻九表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文21、践1（若槻敬）

刊記：本州梶山思慎謹繕写、明治十八年四月廿目再
刻届、明治十八年五月廿目出版、広島県学務課蔵板、

発免広島以文社（広島県広島区広島横町八十九番
屋敷）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1376－006－01　　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝二編　1］

（1885年）

227×151ミリ7巻7冊34丁整版
題簸：原・藝備孝義傳廣島　（二編）巻一　（）内墨
書表紙：原・黄色卍繋ぎ型押し
構成：序9（享和三年癸亥春二月朔芸藩教授頼惟完・
享和壬戌神無月頼惟柔）、凡例1、巻首5、目録1、本

文18
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：秩に入る。前表紙にrロ印三百八十七／二編ニチ
ツ入！七冊」（下ヶ札）

Y1376－006－02　　　　　　　　　　　　孝義録

［芸備孝義伝二編　2］
（1885年）

227×151ミリ29丁整版
題簸：原・藝備孝義傳沼田安藝巻二表紙：原・黄色
卍繋ぎ型押し

構成：目録2、本文27

印記：宗辰所集・三井家3。

孝義録
3］

Y1376－006－03

［芸備孝義伝二編

（1885年）



備考：朱書あり。前表紙に「ホ百八十」（貼紙）と「ホ印百

八十1拾六冊」（下ヶ札）。

XO381－002　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　1下
（1815年）

261×190ミリ54丁写本
題簸：原・阿波志巻之一下（打付）表紙1原・格子刷り
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。49丁表（「正道公…」）・52丁裏（「藤原

隆長…」）・53丁表（「按に…」）に貼紙。

XO381－003　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　2
（1815年）

260×190ミリ36丁写本
題簸：原・阿波志城府巻之二（打付）表紙：原・格子
刷り

構成＝目録1、図2、本文33
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。

XO381－004　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　3上
（1815年）

261×190ミリ39丁写本
題籏二原・阿波志板野郡巻之三上（打付）表紙：原・
格子刷り

構成：目録1、図6、本文32
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。

XO381－005　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　3下
（1815年）

261×190ミリ44丁写本
題籏：原・阿波志板野郡巻之三下（打付）表紙：原・
格子刷り

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。40丁表（「按に…」）・42丁表（「粟門神

代記に…」）に貼紙。

XO381－006　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　4
（1815年）

260×190ミリ27丁写本
題籏：原・阿波志阿波郡巻之四（打付）表紙：原・格
子刷り

構成：目録1、阿波郡図2、本文24
印記：宗辰所集・三井家3。

XO381－007

阿波志　5
（1815年）

260×191ミリ53丁写本

波阿

題籏：原・阿波志美馬郡巻之五（打付）表紙：原・格

3。地　誌　3．地誌181．徳島県1　〔329〕

子刷り

構成：目録2、図（美馬郡図・祖山図）3、本文48

印記：宗辰所集・三井家3。

XO381－008　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　6
（1815年）

260×190ミリ43丁写本
題簸：原・阿波志三好郡巻之六（打付）表紙：原・格
子刷り

構成：目録2、図（三好郡図・山背谷図）3、本文38

印記：宗辰所集・三井家3。

XO381－009　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　7
（1815年）

260×190ミリ43丁写本
題籏1原・阿波志麻殖郡巻之七（打付）表紙：原・格
子刷り

構成：目録2、麻殖郡図2、本文39
印記：宗辰所集・三井家3。

XO381－010　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　8上
（1815年）

260×190ミリ39丁写本
題簸：原・阿波志名東郡巻之八上（打付）表紙：原・
格子刷り

構成：目録2、名東郡図2、阿波国印1、本文34
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。

XO381－011　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　8下
（1815年）

261×190ミリ39丁写本
題簸：原・阿波志名東郡巻之八下（打付）表紙：原・
格子刷り

印記：宗辰所集・三井家3。

XO381－012　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　9
（1815年）

260×190ミリ35丁写本
題簸：原・阿波志名西郡巻之九（打付）表紙：原・格
子刷り

構成：目録2、名西郡図2、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。4丁表（r土田部一・」）・5丁表（r租税

了…」）・7丁表（「戸口了」）・9丁表（「冨貴山…」）・12

丁表（r四郎平渡…」）・14丁表（r正道謹而…」）・15
丁表（「舩蓋比■神社…」「黒松八幡…」）・裏（「上分

上山村・一」）・16丁表（「鬼籠野村…」）・裏（「石井

村…」）・17丁裏（「高川原村…」）・28丁表（「古城記

二…」）に貼紙。



梓。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：巻末広告乱丁あり。三井ラベル「c257・新・3」

Y2381－001

阿波地誌略

明治11（1878）

220×153ミリ1巻1冊31丁活版
題簸；原・林省三著阿波地誌略全表紙：原・浅くちな
し色：卍繋ぎ型押し

構成：阿波国全図1、総論2、本文29
刊記：明治十一年八月十七目版権免許、同年十月出
版発免、著兼出版人高知県平民林省三（阿波国第一
大区五小区1220番地住）、弘通書林徳島通町二丁目
世渡谷文吉。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：定価13銭。昭和6年6月24日寄託、三井ラベ
ノレ「C257・4」

Y2381－002　　　　　　　　　　　　　　地図

徳島眉山公園地全図

大正2（1913）

540×781ミリー枚物1丁銅版
題簸：原・大正元年紀年事業徳島眉山公園地全圖
（打付）表紙：なし

構成：眉山公保勝会設立趣意書（大正2）
刊記：作画林鼓浪・浄写印刷尾形堂、大正元年十一月

十目御届、同年同月廿目発行、著作印刷兼発行人平
民天野亀吉（徳島市大字船場町百五拾五番屋敷）。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：多色・両面刷。昭和6年2月3日寄託、三井ラベ
ルrC257・新・5」。

3．地誌／82．香川県1

×0382－001　　　　　　　　　　　　　　　讃岐

讃州旧跡記
元文以降（内容）（1740）

267×192ミリ1巻1冊61丁写本
題簸二原・讃州旧跡記表紙：原・渦巻き刷
印記：讃藩斎加氏蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：56・57丁の間に切紙1（「創勒…」あり。前表紙に

「ホ印三百〇三」（貼紙）と「ホ印三百〇三／壱冊」（下ヶ
札）。

XO382－002－01　　　　　　　　　　讃岐・年代記

［讃岐国大日記］

文化6（写力）（1809）

282×226ミリ1巻1冊62丁写本
題簸：後・讃岐大目記全表紙：原・檀紙

構成：墨付56、末尾6丁白紙
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr讃岐國大目記」。11・12丁丁間に「文化

六巳九月廿四日書写始ニノ巻午五月十一目満
備・…」（定規1）、25・26丁丁間に冊子1、36・37丁に
各貼紙1あり。XO382－002－02（1）［讃州路象頭山縁起］

同（2）［讃岐屋嶋千光院縁起］も参照。

3．地誌〔330〕

XO381－013　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　10
（1815年）

260×190ミリ37丁写本
題簸：原・阿波志勝浦郡巻之十（打付）表紙：原・格
子刷り

構成：目録2、勝浦郡図2、本文33
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。

XO381－014　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　11上
（1815年）

260×190ミリ47丁写本
題籏：原・阿波志那賀郡巻之十一上（打付）表紙
原・格子刷り

構成：目録2、那賀郡図2、本文43
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。

XO381－015　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　11下
（1815年）

260×189ミリ42丁写本
題籏：原・阿波志那賀郡巻之十一下（打付）表紙
原・格子刷り

印記：宗辰所集・三井家3。

XO381－016　　　　　　　　　　　　　　　阿波

阿波志　12
（1815年）

261×190ミリ58丁写本
題籏：原・阿波志海部郡巻之十二（打付）表紙：原
格子刷り

構成：目録2、海部郡・魚図7、本文49
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり。

阿波・名所図会Y1381－001

阿波名所図会　上
（1814年）

258×181ミリ2巻2冊191
題簸1原・阿波名所圖會下蓼
構成：序2（武者小路実純卿徹

文15
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベルrC257・新・3」
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Y1381－002　　　　　　　　　　阿波・名所図会

阿波名所図会　下

文化11（1814）

257×180ミリ25丁整版
題簸：原・阿波名所圖會下表紙：原・水浅葱色無地
構成：目録1、本文19、践2（文化辛未冬一寿亭亀維）、

広告3（名所記総目録河内屋太助）

刊記：文化十一年甲戌四月発免浪華書林河内屋太助



XO382－002－02（1）　　　　　　　　　讃岐・縁起

［讃州路象頭山縁起］

承応4（1655）

282×200ミリ2巻2冊（1冊に合綴）4丁写本
題籏：なし表紙：なし

刊記1承応四年乙未孟春吉旦。

備考：XO382・002－01［讃岐国大目記］の26丁メ丁間に
入る。仮綴じ。XO382・002・02（2）［讃岐屋嶋千光院縁
起］も参照。

XO382－002－02（2）　　　　　　　　　　　縁起
［讃岐屋嶋千光院縁起］

治安1（1021）
3丁

刊記：治安元年三月九目。

備考：XO382・002－01［讃岐国大目記］の26丁メ丁間に
入る。書誌情報はXO382－002－02（1）［讃州路象頭山縁
起］を参照。

XO382－003－01

全讃史　1
（1880年）

262×189ミリ8巻8冊（12冊に分冊）35丁写本
題籏：原・全讃史巻之一表紙：後・秘色1布目地型押
し

構成1遊紙1、序7（庚寅重陽目陽憧赤澤導輔・文政庚

寅冬十月門人東□藤澤甫・文政戊子仲夏中山儀同之
司九世孫城山勝鷹）、凡例2、目次1、巻1（郡郷・都邑・

駅路志）本文24
刊記：東讃城山逸民勝鷹記（本文18丁メ）。
印記二宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙「ホ印百二十」（貼紙）と「ホ印百二十／十二
冊」（下ヶ札）。

XO382－003－02

［全讃史2上］
（1880年）

261×189ミリ45丁写本
題籏：原・全讃史巻之二表紙＝後・秘色1布目地型押
し

構成1遊紙1、巻2（人物志）本文44
刊記：城山逸民勝鷹著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO382－003－03

［全讃史2中］
（1880年）

262×189ミリ33丁写本
題籏：原・全讃史巻之三表紙：後・秘色：布目地型押
し

構成：遊紙1、巻2中本文32
印記：宗辰所集・三井家3。

XO382－003－04

［全讃史2下］
明治13（1880）

3．地誌3．地誌／82．香川県1〔331〕

262×189ミリ40丁写本
題簸：原・全讃史巻之四表紙：後・秘色：布目地型押
し

構成：遊紙1、巻2下本文39
刊記：城山逸民勝鷹撰（巻頭）、「余受父命此書ヲ模写

ス模写ノ模写ナリ。故自ラ魚魯ノ誤ヲ記ス。恐クハ見者ノ

科過ンコトヲ。此書ヲ摸ス時明治十三年夏六月中旬正
繁用中ナリ。故二後表紙二記。日勤務多キソ我道ノ為メ
ナリト。亦日ロヲ開ケハ歌ナリ。筆ヲ取レハ文作ランコト

ヲ欲スレハ聖賢ノ書ヲ蔵スルニ如スト」。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO382－003－05

［全讃史3］

（1880年）

262×189ミリ44丁写本
題籏＝原・全讃史巻之五表紙：後・秘色：布目地型押
し

構成：遊紙1、巻3（神祠志）本文43
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：31丁裏（「舩山神社…」）・40丁表（「平賀八幡
宮…」）に貼紙あり。

XO382－003－06

［全讃史4上】
（1880年）

262×189ミリ39丁写本
題簸：原・全讃史巻之六表紙1後・秘色：布目地型押
し

構成：遊紙1、巻4（仏廟志〉本文38
印記1宗辰所集・三井家3。

XO382－003－07

［全讃史4中］
（1880年）

262×189ミリ42丁写本
題籏：原・全讃史巻之七表紙：後・秘色：布目地型押
し

構成：遊紙1、巻4本文41
印記：宗辰所集・三井家3。

XO382－003－08

［全讃史4下］
（1880年）

261×189ミリ42丁写本
題簸：原・全讃史巻之八表紙：後・秘色：布目地型押
し

構成：遊紙2、巻4下（廃廟志）本文40
印記1宗辰所集・三井家3。

XO382－003－09

［全讃史5］

（1880年）

261×189ミリ37丁写本
題簸：原・全讃史巻之九表紙：後・秘色＝布目地型押
し



Y1382－001－03　　　　　　　　　讃岐・名所図会

金毘羅参詣名所図会　3
（1847年）

254×181ミリ47丁整版
題籏：原・金毘羅参詣名所圖會三表紙：後・柿色：布

目地型押し

構成1目録2、本文45
印記：清川氏図書記・宗辰所集・三井家3。

備考＝11～20丁まで飛び丁。

Y1382－001－04　　　　　　　　　讃岐・名所図会

金毘羅参詣名所図会　4
（1847年）

255×181ミリ44丁整版
題策1原・金毘羅参詣名所圖會四表紙：後・柿色：布

目地型押し

構成：目録2、本文42
印記：清川氏図書記・宗辰所集・三井家3。

備考：22～31丁まで飛び丁。

Y1382－001－05　　　　　　　　讃岐・名所図会

金毘羅参詣名所図会　5
（1847年）

254×182ミリ37丁整版
題籏：原・金毘羅参詣名所圖會五表紙：後・柿色：布

目地型押し

構成：目録2、本文35
印記：清川氏図書記・宗辰所集・三井家3。

備考：21～30丁まで飛び丁。

Y1382－001－06　　　　　　　　　讃岐・名所図会

金毘羅参詣名所図会　6
弓ムイヒ4（1847）

255×182ミリ41丁整版
題簸：原・金毘羅参詣名所圖會六表紙：後・柿色：布

目地型押し

構成：目録2、本文39

刊記：弘化四丁未年三月新刻書林江戸目本橋通一
丁目須原屋茂兵衛・同日本橋通二丁目山城屋佐兵衛・

同芝神明前岡田屋嘉七・同大伝馬町二丁目丁子屋平
兵衛・京都三條通寺町丸屋善兵衛・大坂島町塩屋市郎
治・同南久宝寺町心斎橋堺屋新兵衛・同順慶町心斎橋

堺屋定七。

印記：清川氏図書記・宗辰所集・三井家3。

備考：21～30丁まで飛び丁。

Y1382－002－01　　　　　　　　　讃岐・名所図会

［讃岐国名勝図会　前編1］

（1860年）

265×187ミリ5巻5冊（7冊に分冊）56丁整版
題簸：原・讃岐國名勝圖會大内郡一表紙：原・浅花
田色：波に群翔千鳥型押し
構成：序4（嘉永六年の冬正三位千種有功・嘉永癸丑
之梢冬従四位下祝部希聲）、凡例3、目録2、題字1、

本文46
刊記：真景松岡信正摸讃岐國名勝圖會前編七冊

〔332〕3．地誌

構成：遊紙1、巻5（古城志）本文36
印記：宗辰所集・三井家3。

XO382－003－10

［全讃史　6］

（1880年）

261×189ミリ33丁写本
題籏：後・全讃史巻之十表紙：後・秘色：布目地型押

し

構成：遊紙1、巻6（名山・名川・破池・古家志）本文32

印記：宗辰所集・三井家3。

XO382－003－11

［全讃史　7］

（1880年）

261×190ミリ30丁写本
題簸：原・全讃史巻之十一表紙＝後・秘色：布目地型

押し

構成：遊紙1、巻7（名勝志）本文29
印記：宗辰所集・三井家3。

XO382－003－12

［全讃史　8］

（1880年）

261×190ミリ35丁写本
題簸：原・全讃史巻之十二表紙：後・秘色：布目地型

押し

構成：遊紙1、名勝志下32、産物志2
刊記：文政十一歳次戊子五月中山儀同三司九代喬勝
鷹記之（名勝志最終丁）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1382－001－01　　　　　　　　　讃岐・名所図会

金毘羅参詣名所図会　1
（1847年）

256×182ミリ6巻6冊48丁整版
題簸：原・金毘羅参詣名所圖會r表紙：後・柿色：布

目地型押し
構成：序3（弘化三とせの長月植松修理権太夫源雅恭

朝臣）、凡例1、巻1目録2、本文42
刊記：摂都暁鐘成編輯、同浦川公佐書画、東摂書房合
梓（封面）。

印記：清川氏図書記・宗辰所集・三井家3。

備考：21～30丁まで飛び丁。前表紙に「ホニ百九拾
九」（貼紙）とrホニ百九十九／六巻」（下ヶ札）。

Y1382－001－02　　　　　　　　　讃岐・名所図会

金毘羅参詣名所図会　2
（1847年）

255×181ミリ37丁整版
題籏：原・金毘羅参詣名所圖會二表紙：後・柿色：布

目地型押し

構成：目録2、本文35
印記：清川氏図書記・宗辰所集・三井家3。

備考：23～32丁まで飛び丁。



3．地　誌　3．地誌183．愛媛県1　〔333〕

七。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1382－002－07　　　　　　　　　讃岐・名所図会

［讃岐国名勝図会　前編5上］

（1860年）

265×187ミリ32丁整版
題簾＝原・讃岐國名勝圖會香川郡東上五上表紙：
原・浅花田色：波に群翔千鳥型押し

構成：目録1、本文31

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2382－001　　　　　　　　　　　　　　歴史
讃岐史要

明治33（1900）

224×152ミリ1巻1冊99丁活版
題簸：原・讃岐史要完表紙：原・藍色無地
構成＝序4（明治三十二年七月黒木安雄）、写真4、目

次4、本文81、本書の批判6
刊記：明治三二年十一月七目印刷、明治三十二年十
一月十三日発行、明治三十三年十一月二十目訂正再
版、著者香川県高松市天神前百伍拾九番戸士族黒木
安雄、発行者香川県高松市丸亀町六拾七番戸宮脇仲
次郎、印刷者大阪市北区衣笠町廿一番屋敷河内谷彦
三郎、印刷所大阪市北区衣笠町二番屋敷河内谷印刷
所、発免香川県高松市丸亀町三丁目宮脇開益堂。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しに「中多度郡六郷村大字津森岡崎
祇隆所有物」（墨書）。前表紙に「ホ五百廿三」（貼紙）と

rホ印五百廿三！壱冊」（下ヶ札）。

3．地…／83．愛　県！

XO383－001　　　　　　　　　　　伊予・名所記
［古述俗談　1］

（1789年）

264×189ミリ3巻3冊30丁写本
題籏：後・伊豫古跡俗談三冊之内表紙：後・鶯色：波
に鶴型押し

構成：温泉郡・和気郡

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙見返しに「此書之巻をある書林二て求め帰

宅之上表紙に郡書を付しみるに此外宇麻郡新居郡喜
多郡宇和郡四郡不見依而之に思ふにこは四郡之本を
失せしなるへし」（墨書）。前表紙に「ホ印三百〇五」
（下ヶ札）。三井ラベル「C258・新・3」。

XO383－002　　　　　　　　　　　伊予・名所記
［古迩俗談　2］

（1789年）

264×189ミリ31丁写本
題籏：後・伊豫古跡俗談三冊之内表紙：後・鶯色：波
に鶴型押し
構成：伊予郡・久米郡・浮穴郡

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C258・新・3」。

演習館蔵板（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ホ九十五」（貼紙）と「ホ印九十五／七
冊」（下ヶ札）。

Y1382－002－02　　　　　　　　　讃岐・名所図会

［讃岐国名勝図会　前編2］
（1860年）

264×187ミリ48丁整版
題籏：原・讃岐國名勝圖會寒川郡二表紙1原・浅花
田色：波に群翔千鳥型押し

構成：目録2、本文46

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1382－002－03　　　　　　　　讃岐・名所図会

［讃岐国名勝図会　前編3］
（1860年）

265×187ミリ42丁整版
題簸：原・讃岐國名勝圖會三木郡三表紙：原・浅花
田色：波に群翔千鳥型押し

構成：目録2、本文40

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1382－002－04　　　　　　　　　讃岐・名所図会

［讃岐国名勝図会　前編4上］

（1860年）

264×186ミリ27丁整版
題簸：原・讃岐國名勝圖會山田郡四上表紙：原・浅
花田色：波に群翔千鳥型押し

構成：目録2、本文25

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1382－002－05　　　　　　　　　讃岐・名所図会

［讃岐国名勝図会　前編4下］

（1860年）

265×187ミリ27丁整版
題籏：原・讃岐國名勝圖會山田郡四下　表紙：原・
浅花田色：波に群翔千鳥型押し
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1382－002－06　　　　　　　　　讃岐・名所図会

［讃岐国名勝図会　前編5下］

安政7（1860）

265×187ミリ26丁整版
題簸：原・讃岐國名勝圖會香川郡東上五下表紙：
原・浅花田色：波に群翔千鳥型押し

構成1本文25、広告（讃岐国名勝図会前編・後編・続
編）・刊記1

刊記：彫刻一ノ巻岡田茂兵衛・ニノ巻辻井市三郎・三ノ
巻井上治兵衛・四ノ巻樋口与兵衛・五ノ巻甲賀喜一郎、

御国彫尾崎平蔵・須田秀蔵、刷印師木村屋吉兵衛、官
許安政五戊午歳、同七庚申歳新刻、書林京六角通堺
町東北側平野屋茂兵衛・高松南新町一丁目筑前屋与
兵衛・同西新通町本屋茂兵衛・江戸目本橋通二丁目山
城屋佐兵衛・京四条通御旅町辰巳善右衛門・大坂心斎
橋筋久太郎町河内屋喜兵衛・同北久太郎町河内屋清



洲仲殿町味村直恕・今治風早町黒部又次郎・松山往街
道復尋＊社、製本所同魚町弐丁目共耕分社。

印記：本居文庫。

備考：三井ラベル「C258・2」。

3．地誌／84．高知県1

×0384－001－01　　　　　　　　　　　　　土佐

南路志　14［閨国7の1　土佐郡］
文化10（序）（1813）

229×160ミリ5巻5冊74丁写本
題簸：後・土佐志一表紙：後・丁字引き

構成：目録1、本文73
刊記1何龍撰（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C259・新
2」。

XO384－001－02　　　　　　　　　　　　土佐

南路志　15［閨国7の2　土佐郡］
（1813年）

229×161ミリ47丁写本
題策：後・土佐志弐表紙：後・丁字引き

構成：目録1、本文46
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：闘紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C259・新
2」。

XO384－001－03　　　　　　　　　　　　土佐

南路志　16［闘国7の3　土佐郡］
（1813年）

229×161ミリ58丁写本
題籏：後・土佐志三表紙：後・丁字引き

構成：目録1、本文57
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C259・新
2」。

XO384－001－04　　　　　　　　　　　　　土佐

南路志　17［閨国7の4　土佐郡］
（1813年）

229×161ミリ60丁写本
題簸：後・土佐志四表紙＝後・丁字引き

構成：目録1、本文59
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C259・新
2」。

XO384－001－05　　　　　　　　　　　　　土佐

南路志　18［閨国7の5　土佐郡］
（1813年）

229×161ミリ56丁写本
題簸：後・土佐志五止表紙：後・丁字引き

構成：目録2、本文54
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：間紙に酸性紙を使用。三井ラベル「C259・新
2」。

3．地誌〔334〕

XO383－003　　　　　　　　　　　伊予・名所記

［古迩俗談　3］

寛政1（写）（1789）

265×190ミリ38丁写本
題簸：後・伊豫古跡俗談三冊之内表紙：後・鶯色＝波

に鶴型押し
構成：野間郡・風早郡・周布郡・桑林郡・越知郡

刊記＝寛政元己酉年七月下溝高木信宥写之。
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1383－001　　　　　　　　　　　伊予・名所記

愛媛面影　1

慶応3（序）（1867）

259×181ミリ5巻5冊63丁整版
題籏：原・愛媛面影一表紙：原・黒色：横網目型押し

構成＝序8（慶応三年丁卯十二月不肖児平野栄季栄、
慶応ふたとせ卯月廿一目の夜今治・・本塚主水橘真、

慶応二年七月五目半井法橋梧巷）、目録1・引用書目2

図2、本文52
刊記：今治半井法橋梧篭撰（巻頭）。

印記：本居文庫。

備考：1～5まで酸性紙の鉄に入る。三井ラベル「C258・

2」。綴じはずれ。

Y1383－002　　　　　　　　　　　伊予・名所記

愛媛面影　2

（1867年）

259×181ミリ59丁整版
題籏：原・愛媛面影二表紙：原・黒色：横網目型押し
印記：本居文庫。

備考：三井ラベル「C258・2」。

Y1383－003　　　　　　　　　　　伊予・名所記

愛媛面影　3

（1867年）

259×181ミリ51丁整版
題簸：原・愛媛面影三表紙：原・黒色：横網目型押し

印記：本居文庫。

備考：三井ラベル「C258・2」。

Y1383－004　　　　　　　　　　　伊予・名所記

愛媛面影　4

（1867年）

259×180ミリ44丁整版
題簸：原・愛媛面影四表紙：原・黒色：横網目型押し
印記：本居文庫。

備考：三井ラベル「C258・2」。

Y1383－005　　　　　　　　　　　伊予・名所記

愛媛面影　5
（1867年）

260×180ミリ58丁整版
題簸：原・愛媛面影五表紙：原・黒色：横網目型押し

構成：本文57、梧巷大人著書目録1
刊記：書蝉宇和島城下袋町書林会社・同吉田東小路
岡田忠篤・同卯之町和気源蔵・同八幡浜川名謙蔵・大



〔335〕地誌3．地誌ノ84．高知県ノ3

量（2丁メ裏）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

土佐XO384－002－07

［高知風土誌　7］

265×185ミリ19丁写本
題簸：後・高知風土誌溝淵氏古文書集表紙：後・薄
茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－08　　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　8］

266×185ミリ29丁写本
題簸：後・高知風土誌北渓集表紙：後・薄茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－09　　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　9］

元禄10（序）（1697）

267×184ミリ46丁写本
題籏：後・高知風土誌芝山南学傳上下表紙：後・薄
茶色無地
構成：序2（元禄辛未十二月朔旦紫芝山清処士）、目録

2、本文41、賊1（元禄拾丁丑年三月吉祥目清処士）

刊記：武陽芝神明町書璋和泉屋市兵衛版行。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－10　　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　10］

267×184ミリ51丁写本
題籏：後・高知風土誌芝山鯨花編上下表紙：後・薄
茶色無地
構成：序2（丙辰十一月晦目天南林）、本文49
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」

土佐

11］

XO384－002－11

［高知風土誌

266×184ミリ87丁写本
題籏1後・高知風土誌中村進退記表紙：後・薄茶色
無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－12

［高知風土誌　12］

266×185ミリ66丁写本

土佐
1］

XO384－002－01

［高知風土誌

267×184ミリ20巻20冊97丁写本
題簸：後・高知風土誌新民基元表紙：後・薄茶色無
地

構成：序2（棘心春日　水茎主人）、本文95

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

土佐XO384－002－02

［高知風土誌　2］

267×185ミリ46丁写本
題籏：後・高知風土誌寛永御定目　其他表紙1後・薄
茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384。002－03　　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　3］

266×184ミリ42丁写本
題簸1後・高知風土誌泰山随筆三，四表紙：後・薄
茶色無地

構成：巻3本文25、巻4本文17
刊記1土佐谷重遠著（巻頭）。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－04　　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　4］

267×184ミリ76丁写本
題簸：後・高知風土誌盲人節表紙：後・薄茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

土佐XO384－002－05

［高知風土誌　5］

267×185ミリ64丁写本
題簸：後・高知風土誌各氏問目・北渓随筆表紙：後
薄茶色無地
構成：問目36、北渓随筆28
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－06　　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　6］

文化8（内容）（1811）

267×184ミリ28丁写本
題籏：後・高知風土誌南海遊記表紙1後・薄茶色無
地

刊記：文化の八とせといふとしの夏（中略）土佐寒巌海



印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－17

［高知風土誌　17］

266×184ミリ21丁写本
題籏：後・高知風土誌御當家條々書表紙：後・薄茶

色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384－002－18

［高知風土誌　18］

明治12（内容）（1813）

266×184ミリ77丁写本
題簸：後・高知風土誌新聞史記表紙＝後・薄茶色無

地
刊記＝土佐国吉村春峰編纂（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

土佐

10］
XO384－003
［高知風土誌

266×184ミリ51丁写本
題簸：後・高知風土誌芝山鯨花編上下表紙：後・薄

茶色無地
構成：序2（丙辰十一月晦日天南林）、本文49

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：支藩中村に関するもの。三井ラベル「C259・新・

1」。

3．地誌！90．九州地方ノ

XO390－001（1）　　　　　　　　　　　　紀行

［西蓬奇観　1］

天保9（序）（1838）

222×166ミリ5巻5冊（1冊に合綴）26丁写本
題籏：原・西蓬奇観完表紙：後・水色：小葵型押し
構成：元表紙1、序1（天保九戊戌初冬目世継直員）、

凡例2（文政己巳四年仲春目平安野人幸嶋称美）、目

録2、巻1本文19、元後ろ表紙1
印記：川端所蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：7丁裏、15丁裏に貼紙などがある。前表紙に「ホ
三百三十三」（貼紙）と「ホ印三百三十三1壱冊」（下ヶ

札）

XO390－001（2）

［西蓬奇観　2］

（1838年）

21丁写本
構成：元表紙1、巻2本文19、元後ろ表紙1
備考：9丁・10丁・15丁・18丁表に貼紙がある。

XO390－001（3）

［西蓬奇観3］

〔336〕3．地誌

題籏二後・高知風土誌高知風土記・侍町小割帳表
紙：後・薄茶色無地

構成：風土記18、小割帳48
刊記二右御侍屋鋪小割帳年暦相記し無之二付時代難
考候得共、仙石忠右衛門・間宮九左衛門両氏之屋敷
有之ヲ以考候処、寛永より万治之年間御改正明亮也、

其証如左、寛永元年於江戸御当家へ被召抱仙石忠
右衛門、万治二年百姓と出入有之他国へ御暇被遣間
宮九左衛門、寛政三年亥九月十五目写之、文政九年
戌十一月十九目写之肩書傍書ハ本書付札也市原
辰登（末尾）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

XO384・002－13　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　13］

明治10（内容）（1877）

267×184ミリ42丁写本
題籏：後・高知風土誌高加茂大社私説表紙1後・薄
茶色無地
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

土佐XO384－002－14

［高知風土誌　14］

266×184ミリ29丁写本
題簸：後・高知風土誌藤並明神之記表紙：後・薄茶

色無地
構成：藤並明神勧請次第11、長曽我部盛親旧臣籠城
10、朝倉神名弁（享保歳次庚子当時之目谷自直）4、鳴

無宮再興記（寛文3）4
刊記：右書命国史井柳営御目記等参考謹而所奉撰進
文化四丁卯三月日　小谷左近助守本上（勧請次第末
尾）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「C259・新・1」。

土佐XO384－002－15

［高知風土誌　15］

6×185ミリ88丁写本
籏：後・高知風土誌土佐國鏡草・御國中善行人井
孝人覚書・岡村十兵衛一件書表紙：後・薄茶色無

：鏡草（享保十九年甲寅二月中洗谷丹四郎垣守
3、善行人…　（未ノ八月四目）16、遊紙1、岡

辰所集・三井家3。
井ラベル「C259・新・1」。
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XO384－002－16　　　　　　　　　　　　土佐

［高知風土誌　16］

265×184ミリ26丁写本
題籏：後・高知風土誌諸刹縁起表紙：後・薄茶色無

地



（1838年）

26丁写本
構成：元表紙1、遊紙1、巻3本文23、元後ろ表紙1
備考：3丁・4丁表、6・7丁間、22丁表に貼紙などがあ
る。

XO390－001（4）

［西蓬奇観4］
（1838年）

19丁写本
構成：元表紙1、巻4本文17、元後ろ表紙1
備考：3丁表、9丁丁間に貼紙などがある。

XO390－001（5）

［西蓬奇観5］
（1838年）

21丁写本
構成：元表紙1、巻5本文19、元後ろ表紙1
備考：3丁・19丁表に貼紙がある。

XO390－002－01

［西海道国郡志料　11

258×182ミリ4巻4冊99丁写本
題籏：原・西海道國郡志料九國総目　筑前筑後一
表紙：原・横刷毛目

構成：遊紙1、総目2、本文96
刊記：鶴峯戊申輯（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：柱刻に「史伝摘紗巻」とある罫紙（刷り）を使用。前

表紙に「ホ百廿六」（貼紙）と「ホ印百廿六！四巻」（下ヶ
札）。

XO390－002－02

［西海道国郡志料　2］

258×181ミリ109丁写本
題簸：原・西海道國郡志料豊前豊後二表紙：原・
横刷毛目

構成1遊紙1、本文108
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：柱刻に「史伝摘紗巻」とある罫紙（刷り）を使用。

XO390－002－03

［西海道国郡志料　3】

257×182ミリ59丁写本
題簸：原・西海道國郡志料肥前肥後三表紙：原・
横刷毛目
構成：遊紙1、本文58
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：柱刻に「史伝摘紗巻」とある罫紙（刷り）を使用。

XO390－002－04

［西海道国郡志料　4］

3．地誌3．地誌190．九州地方！〔337〕

257×182ミリ70丁写本
題簸：原・西海道國郡志料　日向大隅薩摩二島
四終表紙：原・横刷毛目

構成：遊紙1、本文69
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：柱刻に「史伝摘紗巻jとある罫紙（刷り）を使用。

Y2390－001

［三国名勝図会　1～3］

（1905年）

265×190ミリ60巻60冊（20冊に合綴）117丁活
版

題籏：原・三國名勝圖會一表紙：原・花田色無地
構成：扉1、序7（明治三十八年十一月正二位勲一等伯

爵松方正義・天保十四年橋口兼柄）、凡例3、目録6、

巻1目録1、本文（薩隅目総説）27、巻2目録1、本文
40、巻3目録1、本文30（薩摩国鹿児島郡〉
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印二百八十一」（貼紙）と「ホ印二百

八十一／廿巻」（下ヶ札）。

Y2390－002

［三国名勝図会　4～61
（1905年）

265×190ミリ107丁活版
題簸：原・三國名勝圖會二表紙1原・花田色無地

構成：巻4目録1、本文31、巻5目録1、本文33、巻6
目録1、本文40（薩摩国鹿児島郡）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－003

［三国名勝図会　7～9］
（1905年）

265×190ミリ111丁活版
題籏：原・三國名勝圖會三表紙：原・花田色無地
構成：巻7目録2、本文23（薩摩国鹿児島郡）、巻8目

録2、本文46、巻9目録2、本文36（薩摩国目置郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－004

［三国名勝図会　10～12］
（1905年）

265×190ミリ111丁活版
題簸：原・三國名勝圖會四表紙1原・花田色無地
構成：巻10目録2、本文35（薩摩国目置郡）、巻11目

録4、本文38、巻12目録2、本文30（薩摩国薩摩郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－005

［三国名勝図会　13～15】
（1905年）

266×190ミリ82丁活版
題籏：原・三國名勝圖會五表紙：原・花田色無地

構成：巻13目録1、本文29、巻14目録1、本文18（薩
摩国高城郡）、巻15目録2、本文31（薩摩国出水郡）

印記：宗辰所集・三井家3。



Y2390－012

［三国名勝図会　34’》36］

（1905年）

265×190ミリ127丁活版
題簸：原・三國名勝圖會十二表紙：原・花田色無地

構成＝巻34目録2、本文43、巻35目録2、本文32、
巻36目録2、本文46（大隅国囎喚郡）
印記二宗辰所集・三井家3。

Y2390－013

［三国名勝図会　37～39］
（1905年）

266×190ミリ100丁活版
題簸1原・三國名勝圖會十三表紙：原・花田色無地
構成1巻37目録2、本文37、、巻38目録1、本文28、
巻39目録3、本文29（大隅国姶羅郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－014

［三国名勝図会　40～42］
（1905年）

265×190ミリ94丁活版
題籏：原・三國名勝圖會十四表紙：原・花田色無地

構成：巻40目録2、本文28、巻41目録2、本文33（大
隅国桑原郡）、巻42目録3、本文26（大隅国菱刈郡）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－015

［三国名勝図会　43’》45］
（1905年）

266×190ミリ89丁活版
題籏：原・三國名勝圖會十五表紙：原・花田色無地

構成：巻43目録2、本文28、巻44目録2、本文26、
巻45目録2、本文29（大隅国大隅郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－016

［三国名勝図会　46’》48］

（1905年）

265×190ミリ101丁活版
題簸：原・三國名勝圖會十六表紙：原・花田色無地
構成：巻46目録2、本文26（大隅国大隅郡）、巻47目

録4、本文39、巻48目録2、本文28（大隅国肝蜀郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－017

［三国名勝図会　49～51］
（1905年）

266×190ミリ91丁活版
題簸：原・三國名勝圖會十七表紙：原・花田色無地
構成：巻49目録2、本文23（大隅国肝蜀郡）、巻50目

録2、本文46（大隅国駅護郡）、巻51目録1、本文17
（大隅国熊毛郡）

印記：宗辰所集・三井家3。

地誌3〔338〕

Y2390－006

［三国名勝図会　16～18］
（1905年）

266×190ミリ130丁活版
題籏：原・三國名勝圖會六表紙：原・花田色無地
構成：巻16目録2、本文43（薩摩国出水郡）、巻17目

録3、本文40、巻18目録3、本文39（薩摩国伊佐郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－007

［三国名勝図会　19～21］
（1905年）

266×190ミリ55丁活版
題籏：原・三國名勝圖會七表紙：原・花田色無地
構成：巻19目録1、本文17（薩摩国難山郡）、巻20目

録2、本文11（薩摩国給黎郡）、巻21目録2、本文22
（薩摩国揖宿郡）

印記1宗辰所集・三井家3。

Y2390－008

［三国名勝図会　22～24］
（1905年）

266×190ミリ83丁活版
題簸：原・三國名勝圖會八表紙：原・花田色無地
構成：巻22目録1、本文28（薩摩国揖宿郡）、巻23目

録1、本文30、巻24目録1、本文22（薩摩国頴娃郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－009

［三国名勝図会　25’》27］

（1905年）

266×190ミリ119丁活版
題簸：原・三國名勝圖會九表紙：原・花田色無地

構成：巻25目録2、本文24、巻26目録1、本文39
巻27目録2、本文51（薩摩国河辺郡）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－010

［三国名勝図会　28～30］
（1905年）

265×190ミリ110丁活版
題簸：原・三國名勝圖會十表紙：原・花田色無地
構成1巻28目録4、本文39（薩摩国河辺郡）、巻29目
録2、本文45（薩摩国阿多郡）、巻30目録2、本文18
（薩摩国飯島郡）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－011

［三国名勝図会　31～33］
（1905年）

265×190ミリ113丁活版
題簸：原・三國名勝圖會十一表紙：原・花田色無地

構成：巻31目録1、本文41、巻32目録2ヨ本文34、
巻33目録1、本文34（大隅国囎嚇郡）
印記：宗辰所集・三井家3。



Y2390－018

［三国名勝図会　52’》54］

（1905年）

266×190ミリ101丁活版
題簸：原・三國名勝圖會十八表紙1原・花田色無地
構成：巻52目録2、本文29、巻53目録2、本文37、
巻54目録2、本文29（日向国）
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2390－019

［三国名勝図会　55～57］
（1905年）

266×190ミリ115丁活版
題簸1原・三國名勝圖會十九表紙：原・花田色無地
構成：巻55目録2、本文35、巻56目録3、本文38、
巻57目録3、本文34（目向国）
印記1宗辰所集・三井家3。

Y2390－020

［三国名勝図会　58～60］
明治38（1905）

266×190ミリ145丁活版
題籏：原・三國名勝圖會二十表紙：原・花田色無地

構成：巻58目録1、本文53、巻59目録2、本文47、
巻60目録2、本文40（目向国）

刊記：明治三十八年十二月十五日印刷、明治三十八
年十二月廿五目発行、編纂兼発行者山本盛秀（東京
府荏原郡大崎村大宇大崎234番地）、印刷者西郷近司
（東京市京橋区弥左衛門町7番地）、印刷所西郷活版
印刷所（東京市京橋区弥左衛門町7番地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：最終頁に史料館のラベルがまとまってはさんであ
る。

3．地誌／91．福岡県1

×0391－001－01　　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　1
元禄13（序）（1703）

253×192ミリ28巻28冊（24冊に合綴）82丁写本
題簸：原・筑前績風土記一表紙：後・薄茶色無地
構成＝序9（元禄十六年歳在癸未十一月朔日　貝原篤
信謹上）、総目録1、目録1、本文71
刊記：貝原篤信選定・貝原好古編録（以上墨書）、竹田
定直校正（朱書）（巻頭）。

印記：谷中□書堂（後ろ表紙見返しの裏）・宗辰所集・三
井家3。

備考：貼紙あり（37丁メ表）。70・71丁はすべて朱書で

後に挿入したもの。「後ろ表紙見返しに鎌田案閑誌共
冊」とその裏に「戌二月十一目目本入」（墨書）。前表紙

に「ホ印百十五」（貼紙）と「ホ印百拾五／試十四巻j（下ヶ
札）。

XO391－001－02

筑前国続風土記　2
（1703年）

254×190ミリ27丁写本

筑前

3．地誌3．地誌／91．福岡県！〔339〕

題簸：原・筑前績風土記二表紙：後・薄茶色無地
構成：目録1、本文26

刊記：貝原篤信考定・貝原好古編録（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO391－001－03　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　3
（1703年）

253×192ミリ38丁写本
題籏：原・筑前績風土記三表紙：後・薄茶色無地
構成：目録1、本文37
刊記：貝原篤信考定・貝原好古編録（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO391－001－04（1）　　　　　　　　　　　筑前

［筑前国続風土記　4］

（1703年）

255×190ミリ34丁写本
題簸：後・　四五（打付）表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文33

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：すべて33丁は朱書で、後に挿入したもの。

XO391－001－04（2）

［筑前国続風土記　5］

（1703年）

36丁写本
構成：目録1、本文35

筑前

XO391－001－05　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　6
（1703年）

255×193ミリ35丁写本
題簸：原・筑前績風土記六表紙：後・薄茶色無地
構成：目録1、本文34

印記＝宗辰所集・三井家3。

XO391－001－06　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　7
（1703年）

256×193ミリ31丁写本
題簸：原・筑前績風土記七表紙＝後・薄茶色無地
構成：目録1、本文30

印記：宗辰所集・三井家3。

XO391－001－07　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　8
（1703年）

255×192ミリ29丁写本
題簸1原・筑前績風土記八表紙：後・薄茶色無地
構成：目録1、本文28
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：本文17丁はすべて朱書で、後に挿入したもの。



構成：目録3、本文44
刊記：貝原篤信編録（巻頭）。

印記1印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しに「鎌田案閑」（墨書）。36丁ウラに

貼紙。

XO391－001－13（2）　　　　　　　　　　　　筑前

［筑前国続風土記　16］

（1703年）

34丁写本
構成：目録1、本文33
備考：巻16の21丁丁間に切紙1（r湯津杜木』墨書）
がある。後ろ表紙見返しにr湊町鎌田氏（印）」（墨書）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　　　XO391－001－14　　　　　　　　　　　　　　　　　　肌目II

筑前国続風土記　17
（1703年）

252×192ミリ39丁写本
題籏＝原・筑前績風土記十七表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文38
印記＝印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しにr鎌田案閑」（墨書）、後ろ表紙に

「鎌田案閑誌（印）」（墨書）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めと　XO391－001－15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　易凡臼蓬1

筑前国続風土記　18
（1703年）

252×192ミリ54丁写本
題籏：原・筑前績風土記十八表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文52、交渉1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO391－001－16　　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　19
（1703年）

253×194ミリ49丁写本
題籏：原・筑前績風土記十九表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文48
印記：宗辰所集・三井家3。

XO391－001－17　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　20
（1703年）

254×198ミリ47丁写本
題簸：原・筑前績風土記廿表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文46
印記：印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙見返しにr鎌田案閑」（墨書）。35丁ウラに

貼紙1がある。後ろ表紙見返しに「鎌田案閑誌（印）」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めピ　　XO391－001－18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肌目lj

筑前国続風土記　21
（1703年）

253×194ミリ58丁写本
題籏1原・筑前國績風土記廿一表紙＝後・薄茶色無
地

誌地3〔340〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めム　XO391－001－08　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肌月藍」

筑前国続風土記　9
（1703年）

254×192ミリ37丁写本
題簸：原・筑前績風土記九表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文36
印記：印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

XO391－001－09　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　10
（1703年）

255×193ミリ64丁写本
題簸：原・筑前績風土記十表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文53、目録1、本文9
印記＝鎌田・宗辰所集・三井家3。

備考＝37丁表・48丁裏に貼紙がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めルXO391－00｛一10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆臼匪』

筑前国続風土記　11
（1703年）

254×193ミリ31丁写本
題簸：原・筑前績風土記十一表紙：後・薄茶色無地

構成：目録1、本文14、目録1、本文15
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙見返しに「鎌田案閑」（墨書）。筆写の書体

ここで変化。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めヨ　XO391－001－11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夙Blj

筑前国続風土記　12
（1703年）

254×193ミリ24丁写本
題簸：原・筑前績風土記十二表紙：後・薄茶色無地

構成＝目録1、本文23
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：7丁表に貼紙がある。

XO391－001－12（1）　　　　　　　　　　　筑前

［筑前国続風土記　13］

（1703年）

253×192ミリ39丁写本
題籏1原・筑前績風土記十三十四表紙：後・薄茶色

無地
構成：目録2、本文37

めゐ肌目曙

14］

XO391－001－12（2）

［筑前国続風土記

（1703年）

28丁写本

XO391－001－13（1）　　　　　　　　　　　筑前

［筑前国続風土記　15］

（1703年）

253×191ミリ47丁写本
題簸：原・筑前績風土記十五（ノ六）表紙：後・薄茶色

無地
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備考：元前表紙に「筑前国続風土記巻之廿六古戦場」
（墨書）、見返しに「鎌田案閑」（墨書）。後ろ表紙見返し

に「鎌田案閑誌（印）」と墨書あり。

XO391－001－24（1）　　　　　　　　　　　筑前

［筑前国続風土記　27］
（1703年）

255×191ミリ44丁写本
題簸：原・筑前績風土記廿七八表紙：後・薄茶色無
地

構成：目録1、本文43
印記＝印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

備考：元前表紙に「筑前国続風土記巻之廿七廿八土産
考」（墨書）。

XO391－001－24（2）　　　　　　　　　　　筑前

［筑前国続風土記　28］
（1703年）

35丁写本
構成：目録1、本文34（土産考）
備考：最終丁にr印」（鎌田案閑）と朱書・付箋あり。

XO391－002－01　　　　　　　　　　　筑前・紀行

海路記　上［別名　江海風帆草］
宝永1（序）（1704）

231×162ミリ2巻2冊58丁写本
題簸：原・海路記（打付）、元表紙に「海路記自長崎至

筑前恰土郡上」（打付）表紙1後・白色無地、元表紙
生成

構成：序5（宝永元年甲申のとし冬十一月望目書して以
序とす丹にわ塀姓立花氏重根記）、本文53

刊記：（黒田光之公之御時舩師之惣師）吉田（忠右衛
門）重昌・宮本（新兵衛）重利・勝野（喜右衛門）清中
撰。

印記：立花力・宗辰所集・三井家3。

備考二朱書あり（朱筆者種章・増照・浅罵）。序題は「江

海風帆草」尾題はr江海風帆巻之上」。前表紙にrホ五
百十九」（貼紙）、後ろ表紙「海路記二」（下ヶ札）。

XO391－002－02　　　　　　　　　　　筑前・紀行

海路記　下［別名　江海風帆草］

（1704年）

230×163ミリ58丁写本
題簸：原・海路記（打付）、元表紙にr海路記筑前御領
ノ内」（打付）表紙＝後・白色無地、元表紙生成

印記＝立花力・宗辰所集・三井家3。
備考：朱書あり（朱筆者は種章）。

XO391－003－01（1）　　　　　　　　　　　筑後

［筑後志　1］
安永9（序）（1780）

265×184ミリ5巻5冊（2冊に合綴）33丁写本
題簸：原・筑後志一二表紙：後・渋引き
構成：遊紙1、序5（安永七戊戌年六月朔旦不破守直・

安永庚子冬十一月米府淡居鴛老人徳重・安永六年丁
酉首夏之日観斎杉山正仲）、凡例1、目録2、巻1本文

構成：目録1、本文57
印記1印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

備考113丁ウラ・43丁オモテ・54丁オモテ・56丁ウラに貼紙が

ある。前表紙見返しにr鎌田案閑」（墨書）、後ろ表紙見
返しに「鎌田案閑誌（印）」。

XO391－001－19　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　22
（1703年）

255×193ミリ57丁写本
題籏：原・筑前績風土記廿二表紙：後・薄茶色無地
構成≡目録1、本文56（古城古戦場）
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：元前表紙にr筑前国続風土記古城古戦場巻之廿
二」、見返しに「鎌田案閑」（墨書）。朱書あり。47丁ウラに

貼紙1がある。

XO391－001－20　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　23
（1703年）

254×192ミリ35丁写本
題籏：原・筑前績風土記廿三表紙：後・薄茶色無地
構成：目録2、本文33（古城古戦場）
印記：印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

備考：元前表紙に「筑前国続風土記巻之廿三古戦場上
下」（墨書）、朱書あり。

成＝目録2、本文上14、下23（古城古戦場）

記1印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

考：元前表紙に「筑前国続風土記巻之廿四古戦場上
」（墨書）。最終丁に「印」（鎌田案閑）と朱書・付箋あ

XO391－001－22　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　25
（1703年）

252×192ミリ39丁写本
題籏：原・筑前績風土記廿五表紙：後・薄茶色無地
構成：目録1、本文38（古城古戦場）
印記：印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。

備考＝元前表紙に「筑前国続風土記巻之廿五古戦場」
（墨書）。最終丁に「印」（鎌田案閑）朱と書あり。

XO391－001－23　　　　　　　　　　　　　筑前

筑前国続風土記　26
（1703年）

252×193ミリ51丁写本
題籏1原・筑前績風土記廿六表紙：後・薄茶色無地
構成二目録1、本文50（古城古戦場）
印記：印（鎌田氏）・宗辰所集・三井家3。
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24
印記：尾関文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：巻6・7は欠。前表紙に「ホ印二百五十七二冊」
（下ケ札）。

XO391－003－01（2）　　　　　　　　　　　筑後

［筑後志　2］

（1780年）

37丁写本
構成：巻2本文37
備考：元後ろ表紙に「大工丁石井氏」（墨書）と貼紙3
あり。1丁と2丁の丁間にr大江小波著暑中休暇（少年文
学）」1頁あり。

XO391－003－02（1）　　　　　　　　　　　筑後

［筑後志　3］

（1780年）

267×184ミリ27丁写本
題簸：原・筑後志三四五表紙：後・渋引き
構成：巻3本文26、遊紙1
印記：尾関文庫・宗辰所集・三井家3。

XO391－003－02（2）

［筑後志　4］

（1780年）

28丁写本
構成：巻4本文27、遊紙1

XO391－003－02（3）

［筑後志　5］

（1780年）

17丁写本
構成：巻5本文17
備考＝後ろ表紙に「石井氏」（墨書）。

XO362－002（4）

［廣埜山・青龍洞二遊記］

（1780年）

6丁

刊記：藩士石川剛識。

後筑

後筑

豊前・紀行

備考：書誌情報はXO362－002（1）［遊嵯峨記］参照。

XO362－002（5）　　　　　　　　　　豊前・紀行

［遊求菩提山記］

（1780年）

6丁
刊記：藩士石川剛識。
備考：書誌情報はXO362－002（1）［遊嵯峨記］参照。

XO394－004（1〉　　　　　　　　　　筑後・見聞記

［筑後山中日記　上］

（1860年）

263×191ミリ2巻2冊（1冊に合綴〉18丁写本
題簸：後・山中目記全（打付）表紙：後・香色：布目地

型押し

構成：元表紙1、巻之上17
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：元表紙（生成）に「筑後山中目記」（打付墨書）。

前表紙に「北宝南十二」「OO五圃」「ホ四百八十九」
（貼紙）と「ホ印四百八十九」1壱冊」（下ヶ札）。

XO391－004（2）　　　　　　　　　　筑後・見聞記

［筑後山中日記　下］

安政7（写）（1860）

13丁写本
構成：巻之下12、書写奥書1
刊記1此山中目記ハ筑後ノ国田中ノ於順見目記也、
東寺堀川氏ニテ安政七庚申年正月十五目借用写二
付巽都郷。

XO391－005－01（1）　　　　　　　　　　　筑前

［石城志　1］

（1864年）

233×160ミリ12巻12冊（3冊に合綴）30丁写本
題籏：原・石城志自一至四表紙：原・黒色：菊花亀甲

繋ぎ型押し
構成：序2（時明和丙戊歳臓月朔目草江散人安惟）、凡
例3（明和二乙酉歳春三月石城府淡寓散人）、図2、巻

1地理上23
刊記：（博多一小路町儒医）津国元顧校定、男元貫編
録（巻頭）。

印記：筑前博多（四角に三）八尋・□図書印・三井文
庫。

備考：前表紙見返しに「八尋七兵衛蔵書」（墨書・抹消）。

三井ラベル「C263・2」。

XO391－005－01（2）

［石城志　2］

（1864年）

32丁写本
構成：巻2地理考下目録1、本文31

XO391－005－01（3）

［石城志　3］

（1864年）

30丁写本
構成：巻3神社門目録1、本文29

XO391－005－01（4）

［石城志　4］

（1864年）

23丁写本
構成：巻4仏寺考上目録1、本文22

筑前

筑前

筑前

XO391－005－02（1）　　　　　　　　　　　筑前

［石城志　5］

（1864年）

232×161ミリ38丁写本
題簸：原・石城志自五至八表紙：原・黒色：菊花亀甲

繋ぎ型押し

構成＝巻5仏寺考下目録2、本文36



印記1筑前博多（四角に三）八尋・□図書印・三井文
庫。

備考：前表紙見返しに「八尋七兵衛蔵書」（墨書・抹消）。

三井ラベル「C263・2」

XO391－005－02（2）

［石城志　6］

（1864年）

34丁写本
構成1巻6歳時考目録1、本文33

XO391－005－02（3）

［石城志　7］

（1864年）

28丁写本
構成：巻7土産考上目録1、本文27

XO391－005－02（4）

［石城志　8］

（1864年）

19丁写本
構成：巻8薬品類目録1、本文18

筑前

筑前

筑前

XO391－005－03（1）　　　　　　　　　　　筑前

［石城志　9］

文久4（1864）

232×161ミリ28丁写本
題簸：原・石城志自九至十二表紙：原・黒色：菊花亀
甲繋ぎ型押し

構成：巻9人事考上目録1、本文27
刊記：r予去る卯年御城代組に牧氏何某と云人有り、折
柄石城志書写済成候旨噂有之、就夫右書籍借受熟覧
仕候処町々家々の事蹟至て委敷誌在趣をも奥村氏へ
粗噂致候処熱望之由相聞申二付同氏江予委敷談合仕
候庭、其身も至て相望所と見へ候得共書写大造の事蓮
予に対し挨拶も出不申候へとも予より相談仕候ハ此書
は宴に家宝共可成物二付予も齢七十有余に及ひ老筆
と云誠に悪筆二而後年重器とも成間敷候得とも書写致
置候ハぐ予か亡跡の形見共可成やと相勤悪筆なから後
恥を不顧書写し畢、他見を断りとして書残し置者也文
久四甲子歳卯月下旬写之者也」。

印記：筑前博多（四角に三）八尋・□図書印・三井文
庫。

備考：前表紙見返しにr八尋七兵衛蔵書」（墨書抹消）。

三井ラベル「C263・2」。

XO391－005－03（2）

［石城志　10］

（1864年）

29丁写本
構成：巻10人事考下目録1、本文28

XO391－005－03（3）

［石城志　11］

（1864年）

34丁写本

筑前

筑前

3．地誌3．地誌191．福岡県1〔343〕

構成：巻11人事門下目録1、本文33

XO391－005－03（4）

［石城志　12］

（1864年）

29丁写本
構成：巻12雑著本文28、書写奥書1

筑前

Y1391－001　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　1］

慶応4（1868）

260×180ミリ14巻14冊40丁整版
題籏＝原・筑紫遺愛集福岡一表紙：原・横刷毛目に
卍繋ぎ丸鯉ほか型押し
構成1序9（慶応戊辰清和月渚櫛田駿・増熊・慶応と云
年の四とせ弥生七十七歳伊藤道保）・凡例3、巻1目録

2、本文26
刊記：伊藤道保編輯、慶応戊辰新鏑蟻屈舎蔵（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1391－002

［筑紫遺愛集　2］

（1868年）

257×179ミリ47丁整版
題簸：原・筑紫遺愛集博多上二
に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成1巻2目録2、本文45
印記：宗辰所集・三井家3。

筑前・筑後・孝義録

表紙：原・横刷毛目

Y1391－003　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　3］

（1868年）

258×180ミリ30丁整版
題簸1原・筑紫遺愛集博多下三表紙：原・横刷毛目
に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻3目録2、本文28
印記1宗辰所集・三井家3。

Y1391－004　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　4］

（1868年）

259×180ミリ19丁整版
題簸：原・筑紫遺愛集恰土郡志摩郡四表紙：原・横
刷毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻4目録2、本文17
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1391－005　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　5］

（1868年）

259×181ミリ23丁整版
題籏：原・筑紫遺愛集早良郡五表紙1原・横刷毛目
に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻5目録1、本文22
印記：宗辰所集・三井家3。



［筑紫遺愛集　12］

（1868年）

259×182ミリ48丁整版
題簸：原・筑紫遺愛集遠賀郡上十二表紙：原・横刷
毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻12目録2、本文46
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1391－013　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　13］

（1868年）

260×181ミリ56丁整版
題簸：原・筑紫遺愛集遠賀郡下十三表紙：原・横刷
毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻13目録2、本文54
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1391－014　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　14・付録］

（1868年）

259×182ミリ47丁整版
題簸：原・筑紫遺愛集宗像郡十四表紙：原・横刷毛
目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻14目録2、本文36、賊5（嘉永己酉之春神屋
道敬・福岡の南なる住吉の里にすめる内野正一）、付録

4
印記：宗辰所集・三井家3。

Y2391－001　　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　1・2
明治27（1894）

237×157ミリ19巻19冊（9冊に合綴）74丁活版
題簸：原・久留米小史自一至二表紙：原・丁子茶色：

布目地松皮菱型押し
構成：題字1、序8（檜原杉むらのおくにすめる揖山の山

人・明治廿年あまり七歳六月廿目あまりみかの目、明治

二十七年九月京街小松原里曲巷書屋南窓広瀬光、明
治二十三年仲春戸田幹）、古図（元禄14）2、凡例1、目

録2、巻1本文30、巻2本文30（地形）
刊記：戸田幹編纂・船曳鐵門校正（巻頭）、明治廿七年

十月廿五目印刷、同年十一月五目発行、著作者戸田
乾吉（福岡県筑後国久留米市荘島町78番地）・発行者

宮原直太郎（同県同国三潴郡鳥飼村大字大石147番
地）・印刷者荒巻宗（同県同国同村同字白山503番
地）・印刷所株式会社観文社（同県同国久留米市三本
松町7番地）。
印記＝牛嶋蔵書・不明・宗辰所集・三井家3。

備考：定価金25銭。巻3～5は欠。前表紙に「ル印一！
十冊」（下ヶ札）。

Y2391－002　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　6・7
明治27（1894）

237×156ミリ55丁活版
題籏：原・久留米小史自六至七表紙：原・丁子茶色：

布目地松皮菱型押し
構成：巻6本文（宗教・風俗・物産）30．巻7本文25（政

誌3．地〔344〕

Y1391－006　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　6］

（1868年）

259×181ミリ19丁整版
題簸＝原・筑紫遺愛集那珂郡席田郡御笠郡六表
紙：原・横刷毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻6本文19
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1391－007　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　7］

（1868年）

259×180ミリ26丁整版
題籏：原・筑紫遺愛集上座郡下座郡夜須郡七表
紙：原・横刷毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成＝巻7目録2、本文24
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1391－008　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　8］

（1868年）

259×180ミリ32丁整版
題籏：原・筑紫遺愛集表糟屋郡裏糟屋郡八表紙
原・横刷毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成＝巻8目録2、本文30
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1391－009　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　9］
（1868年）

260×180ミリ36丁整版
題簸：原・筑紫遺愛集嘉摩郡穂波郡九表紙1原・横
刷毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻9目録2、本文34
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1391－010　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　10］

（1868年）

260×181ミリ28丁整版
題籏：原・筑紫遺愛集鞍手郡上十表紙：原・横刷毛
目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻10目録1、本文27
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1391－011　　　　　　　　　筑前・筑後・孝義録

［筑紫遺愛集　11］
（1868年）

262×182ミリ24丁整版
題籏：原・筑紫遺愛集鞍手郡下十一表紙：原・横刷
毛目に卍繋ぎ丸鯉ほか型押し

構成：巻11目録2、本文22
印記＝宗辰所集・三井家3。

筑前・筑後・孝義録Y1391－012



治・教育・財政）

刊記1明治廿七年十一月廿七目印刷、同年十二月七
目発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市荘
島町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡鳥
飼村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国同
村同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同県

同国久留米市三本松町7番地）。
印記：牛嶋蔵書・不明・宗辰所集・三井家3。

備考：定価金25銭。

Y2391－003　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　8
明治27（1894）

237×157ミリ63丁活版
題簸：原・久留米小史八表紙：原・丁子茶色：布目地

松皮菱型押し
構成：（田制・地租）

刊記：明治廿七年十二月三目印刷、同年十二月十三
目発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市荘
島町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡鳥
飼村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国同
村同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同県

同国久留米市三本松町7番地）。
印記：牛嶋蔵書・不明・宗辰所集・三井家3。

備考：定価金25銭。

Y2391－004　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　9・10
明治27（1894）

236×155ミリ71丁活版
題籏：原・久留米小史自九至十表紙：原・丁子茶色：

布目地松皮菱型押し
構成：巻9本文29、巻10本文42（法令）
刊記：明治廿七年十二月廿一目印刷、同年十二月廿
七日発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市
荘島町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡
鳥飼村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国
同村同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同
県同国久留米市三本松町7番地）。

印記：牛嶋蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考1定価金25銭。

Y2391－005　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　11・12
明治27（1894）

235×155ミリ42丁活版
題籏：原・久留米小史　自十一至十二表紙＝原・丁子
茶色：布目地松皮菱型押し
構成：巻11本文（職制）25、巻12本文（豫制）17

刊記＝明治廿七年十二月廿一目印刷、同年十二月廿
七目発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市
荘島町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡
鳥飼村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国
同村同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同
県同国久留米市三本松町7番地）。

印記1牛嶋蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：定価金25銭。

3．地誌3．地誌191．福岡県／〔345〕

Y2391－006　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　13・14
明治28（1895）

236×156ミリ101丁活版
題簸＝原・久留米小史　自十三至十四表紙：原・丁子
茶色：布目地松皮菱型押し

構成：巻13本文38、巻14本文63（兵制）
刊記：明治廿八年五月十五目印刷、同年五月廿五目
発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市荘島
町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡鳥飼
村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国同村
同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同県同
国久留米市三本松町7番地）。

印記：宗辰所集・三井家3、ほか1。

備考1定価金25銭。

Y2391－007　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　15・16
明治28（1895）

236×157ミリ74丁活版
題簸：原・久留米小史　自十五至十六表紙：原・丁子
茶色：布目地松皮菱型押し

構成：巻15本文37、巻16本文37（君臣言行）
刊記：明治廿八年六月廿一目印刷、同年六月廿八目
発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市荘島
町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡鳥飼
村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国同村

同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同県同
国久留米市三本松町7番地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：定価金25銭。

Y2391－008　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　17～19
明治28（1895）

235×154ミリ84丁活版
題籏：原・久留米小史自十七至十九表紙：原・丁子
茶色：布目地松皮菱型押し

構成：巻17本文35、巻18本文25、巻19本文24（君
臣言行）

刊記：明治廿八年九月廿二目印刷、同年九月三十目
発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市荘島
町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡鳥飼
村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国同村
同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同県同
国久留米市三本松町7番地）。

印記：宗辰所集・三井家3、ほか1。

備考：定価金25銭。

Y2391－009　　　　　　　　　　　　　旧藩史

久留米小史　20～22
明治28（1895）

235×155ミリ84丁活版
題簸：原・久留米小史自二十至廿二表紙：原・丁子
茶色＝布目地松皮菱型押し
構成：巻20本文（循吏・文学）26、巻21本文（武技・技

術）28、巻22本文（農商・賢媛・名僧智識）30



〔346〕　3．地誌

刊記：明治廿八年十二月十目印刷、同年十二月十八
目発行、著作者戸田乾吉（福岡県筑後国久留米市荘
島町78番地）・発行者宮原直太郎（同県同国三潴郡鳥
飼村大字大石147番地）・印刷者荒巻宗（同県同国同
村同字白山503番地）・印刷所株式会社観文社（同県
同国久留米市三本松町7番地）。
印記：宗辰所集・三井家3、ほか1。

備考：定価金25銭。

3，地誌ノ92，佐賀県／

XO392－001　　　　　　　　　　　　　　肥前
［名古屋古城之記］

文禄1（内容）（1592）

156×188ミリ1巻1冊20丁写本
題簸：原・名古屋古城之記陣取之図添定（打付）表
紙：原・花田色無地

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：18丁丁間に切紙2あり。前表紙に「ヲ百七十八」
（貼紙）と「ヲ印百七十八／壱冊」（下ヶ札）

Y1392－001　　　　　　　　　　　　　　肥前

肥前国風土記

寛政12（1800）

267×189ミリ1巻1冊17丁整版
題簸：原・肥前國風土記全表紙：原・秘色：布目地型
押し

構成：遊紙1、序1（寛政十一年卯月廿二日長谷川菅
緒）、本文15

刊記：「右一冊者肥前國長崎人大家惟年所斎来書也、

原本謬誤尤多臭、寛政十一己未年三月於京師旅寓校
正之加訓点畢、蓋依城戸千楯長谷川菅緒等之需者也、
皇太神宮権祢宜従四位下荒木田神主久老（花押）」
（賊）、r寛政十二年庚申五月浪華書雛柳原喜兵衛」
（刊記）。

印記：梅能屋・本居蔵（梅能屋の上に墨書）・本居文庫・

三井文庫。

備考：刊記部分にr宇治五十槻大人校正出雲風土記
一冊・豊後風土記一冊近刻」の広告。朱書・墨書書き
入れ若干あり。三井ラベル「C261・3」。

Y2393－001－01

長崎年表1
明治21（1888）

224×157ミリ3巻3冊98丁活版

年表

題簸：原・長崎年表壱（墨書）表紙：後：薄茶色無地

構成：序2（明治廿年十二月仲洗目長川政徳・明治二
十年寿仙院西松道六世孫西道仙）、目録1、叙言1、凡

例4、起源2、引用書目2、本文86
刊記：金井俊行編集、明治廿一年二月以文会社刊行、
長崎年表（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「長崎年表第一」。前表紙「ホ五百十三」
（貼紙）とrホ印五百十三／三冊」（下ヶ札）。

Y2393－001－02 年表

長崎年表2
明治21（1888）

225×156ミリ92丁活版
題簸：原・長崎年表二（墨書）表紙：後：薄茶色無地

構成：目録1、本文91

刊記1金井俊行編集、明治廿一年二月以文会社刊行、
長崎年表（封面）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「長崎年表第二」。

Y2393－001－03　　　　　　　　　　　　　年表

［長崎年表　付録］

明治21（1888）

225×156ミリ66丁活版
題簸：原・長崎年表三（墨書）表紙：後＝薄茶色無地

構成：19～84丁
刊記：明治二十年十月廿七目出版御屈、明治二十一
年八月二十五日印刷、明治二十一年九月六目出版、
著述者長崎県平民金井俊行（長崎県西彼杵郡上長崎
村千十九番戸）、発行者長崎県士族佐々澄治（長崎県
西彼杵郡上長崎村千八十七戸）、印刷者長崎県士族
七里真（長崎県長崎区今籠町十一番戸）、発免所以文
会社（長崎県長崎区本博多町一番戸）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：尾題は「長崎年表付録」。巻頭18丁まで欠落。最

終丁に「明治廿拾七年〔切り抜き〕本石灰町四十七番戸
宮本ヨ子進廟朝地」（墨書）。

Y2393－002－01　　　　　　　　　　　　地名
［長崎地名考　上］

（1893年）

225×149ミリ3巻3冊60丁活版
題簸二原・長崎地名考山川之部表紙：原・白色：雲中
に千鳥型押し
構成：序1（明治二十七年四月八目西道仙）、緒言2、

図2、目録2、本文52、正誤表1
刊記：香月薫平著、安中書店蔵版、長崎地名考（封
面）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「長崎地名考上之巻」。「ホ印二十二／三
冊1秩入」の下ヶ札を付した族に入る。

Y2393－002－02　　　　　　　　　　　　地名
［長崎地名考　下］

（1893年）

225×150ミリ53丁活版
題籏＝原・長崎地名考奮蹟之部表紙：原・白色1雲中
に千鳥型押し

構成：目録2、図1、本文49、正誤表1
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「長崎地名考下之巻」。

Y2393－002－03　　　　　　　　　　　　地名
［長崎地名考　付録］

明治26（1893）

225×150ミリ27丁活版
題籏：原・長崎地名考物産之部表紙：原・白色：雲中



に千鳥型押し

構成：目録1、図1、本文22、正誤表1、虎與号発行書

目録2
刊記：明治廿六年十一月七目印刷、同年同月十一目
発行、著作者長崎県長崎市西上町十二番戸香月薫平、
発行者同県同市酒屋町四十四番戸安中半三郎、印刷
者東京府東京市京橋区築地二丁目十七番地曲田成、
発行所長崎県長崎市酒屋町四十四番戸虎與號商店、
印刷所東京府東京市京橋区築地二丁目十七番地東京
築地活版製造所。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「長崎地名考附録」。

3．地誌／94、熊本県！

XO394－001（1）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　国府】

享保13（識語）（1728）

227×176ミリ17巻17冊（6冊に合綴）55丁写本
題籏：原・肥後國志壷表紙：後・薄茶色：布目地に瓢
箪型押し

構成：凡例4（享保戊申二月成瀬久敬識）、附札1、肥

後国府之部ほか51
印記：宗辰所集・三井家3。

備考1内題は「新編肥後國志草稿」。前表紙に「ホ四百
九十四」（貼紙）と「ホ印四百九十四1六冊」（下ヶ札）。

XO394－001（2）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　飽田郡］

（1728年）

65丁写本
構成＝元表紙1、飽田郡64、
刊記：元表紙に「飽田郡肥後國志下田」（墨書）。

備考：42丁メ丁問に切紙1（「當國ノ三河ト云ルハ…」と
墨書）あり。

XO394－001（3）

［新編肥後国志　詫摩郡］

（1728年）

16丁写本
構成1元表紙1、詫摩郡15
刊記：「詫摩郡肥後國志下田」（墨書）。

肥後

XO394－002（1）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　益城郡］

（1728年）

227×176ミリ45丁写本
題籏：原・肥後國志戴表紙1後・薄茶色：布目地に瓢
箪型押し

構成：益城郡44、元後ろ表紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO394－002（2）

［新編肥後国志　下益城郡］

（1728年）

42丁写本
構成：元表紙1、下益城郡41

肥後

3．地　誌　3．地誌194．熊本県1　〔347〕

刊記：元表紙に「下益城郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－003（1）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　山本郡］

（1728年）

228×175ミリ17丁写本
題籏：原・肥後國志三表紙：後・薄茶色：布目地に瓢
箪型押し

構成：山本郡16、元後ろ表紙1
印記：宗辰所集・三井家3。

XO394－003（2）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　合志郡］

（1728年）

23丁写本
構成：元表紙1、合志郡22
刊記＝元表紙に「合志郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－003（3）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　菊池郡］

（1728年）

23丁写本
構成：元表紙1、菊池郡22
刊記：元表紙に「菊池郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－003（4）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　山鹿郡］

（1728年）

26丁写本
構成：元表紙1、山鹿郡25
刊記：元表紙に「山鹿郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－004（1）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　玉名郡］

（1728年）

227×176ミリ49丁写本
題簸：原・肥後國志四表紙：後・薄茶色1布目地に瓢
箪型押し

構成：玉名郡49
印記：宗辰所集・三井家3。

XO394－004（2）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　下玉名郡］

（1728年）

40丁写本
構成：元表紙1、下玉名郡39
刊記：元表紙に「下玉名郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－005（1）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　宇土郡］

（1728年）

228×176ミリ22丁写本
題簸：原・肥後國志五表紙：後・薄茶色：布目地に瓢
箪型押し

構成：宇土郡21、元後ろ表紙1



題籏：原・箋繹豊後風土記全表紙：後：空色・布目地

型押し

構成：序4（文化改元孟秋熊本大城燈・文化はじめの年
の長月岡藩［コ村大江広計）、本文17、賊文1（文化甲
子仲秋田能村孝憲）、竹田蔵板目録（見返し）

刊記1豊後岡藩唐橋世済著（巻頭）。
印記：兼葭堂蔵書印・宗辰所集・三井家3。

備考：本文7・8丁丁聞に黄色の切紙1あり。前表紙に
rホ五百三十四」（貼紙）とrホ印五百三十四1壱冊」（下ヶ
札）。

Y2395－001　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝記

豊後遺事　上

明治19（1886）

220×151ミリ2巻2冊76丁活版
題簸：原・豊後遺事上表紙：原・薄茶色無地
構成：序3（明治とをまりやとせのとつき田近ノ陽一郎・山

口）、緒言1、例言1、本文70、賊1

刊記：明治十八年九月十九目板権免許、同年十月出
板御届、明治十九年六月廿一目再板御届、同年八月
七目出板、編輯人大分県士族加藤賢成（大分県豊後
国速見郡豊岡村同県同国大分郡大分町寄留）、出板
人同県平民竹田津多蘇（同県同国西国東郡見目村同
県同国大分郡大分町寄留）。

印記：宗辰所集・三井家3、ほか1。
備考：前表紙に「ル四百〇四！二冊」（下ヶ札）。

Y2395－002　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛云記

豊後遺事　下

明治20（1887）

220×151ミリ134丁活版
題籏：原・豊後遺事下表紙：原・薄茶色無地

構成：本文133、正誤表1
刊記：明治十八年九月十九目板権免許、同二十年五
月五目出板、編輯人大分県士族加藤賢成（大分県豊
後国速見郡豊岡村同県同国大分郡大分町寄留）、出
板人同県平民竹田津多禄（同県同国西国東郡見目村
同県同国大分郡大分町寄留）、売捌書騨豊後国速見

郡豊岡村頭成稲光舎、同同国大分郡大分町山川
正三郎。

印記：宗辰所集・三井家3、ほか1。

3．地誌／97．鹿児島県／

XO397－001　　　　　　　　　　　　　　島津家

［栗野由来記］

文化2（写）（1805）

266×198ミリ1巻1冊27丁写本
題簸：なし表紙：後・丁子色花菱唐草型押し

構成：元表紙1、本文26
刊記：伝人森川子・諸工木貞子・主小場藤助（元表紙見

返し墨書）、r此一巻貞侯栗野旅行之節神田橋助右衛

門より借用森川長喬丈へ為頼写方相済者也文化二乙
丑年臓月糺合相済　木貞昆（印）」。

印記＝成斎蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ル四百七十四」（貼紙）「ル印四百七十

四1壱冊」（下ヶ札）。

誌3．地〔348〕

印記：宗辰所集・三井家3。

XO394－005（2）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　芦北郡］

（1728年）

25丁写本
構成：元表紙1、芦北郡23、元後ろ表紙1
刊記：元表紙に「芦北郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－005（3）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　八代郡］

（1728年）

49丁写本
構成：元表紙1、八代郡47、元後ろ表紙1
刊記：元表紙に「八代郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－005（4〉　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　天草郡］

（1728年）

24丁写本
構成＝元表紙1、天草郡23
刊記：元表紙に「天草郡肥後國志下田」（墨書）。

XO394－006（1）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　阿蘇郡］

（1728年）

228×176ミリ59丁写本
題簸：原・肥後國志六表紙1後・薄茶色：布目地に瓢

箪型押し

構成：阿蘇郡59
印記：宗辰所集・三井家3。

XO394－006（2）　　　　　　　　　　　　　肥後

［新編肥後国志　豊後三郡］

（1728年）

34丁写本
構成：元表紙1、豊後三郡之内33’

刊記：元表紙に「豊後三郡之内下剛（墨書）。

備考：最終丁の間に下敷きあり。

後豊

3．地誌195．大分県／

XO395－001
［豊後国風土記］

276×204ミリ1巻1冊9丁写本
題簸：原・風土記豊後國表紙：後・薄茶色無地

構成：遊紙1、本文8
印記：消印1・文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：朱書書き入れあり。

後豊Y1395－001

箋釈豊後風土記

文化1（1804）

257×184ミリ1巻1冊22丁整版



〔349〕3．地誌！98．沖縄県！誌地3

3．地誌ノ98，沖縄県1

×0398－001－01　　　　　　　　　　　　　琉球

［大島筆記　上］

宝暦12（1762）

274×197ミリ3巻3冊32丁写本
題簸：後・大島筆記上表紙：後・丁字引刷り（酸性紙

構成：目録1、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：表紙に「ホ五百三十」（貼紙）。

XO398－001－02　　　　　　　　　　　　　琉球

［大島筆記　中］

（1762年）

274×198ミリ38丁写本
題簸：後・大島筆記中表紙：後・丁字引刷り（酸性紙

印記：宗辰所集・三井家3。

XO398－001－03　　　　　　　　　　　　　琉球

［大島筆記　下］

（1762年）

274×198ミリ29丁写本
題籏：後・大島筆記下表紙：後・丁字引刷り（酸性紙

印記：宗辰所集・三井家3。

XO398－002　　　　　　　　　　　　　　琉球
［喜安日記］

明治16（写）（1883）

265×179ミリ1巻1冊26丁写本
題籏：後・喜安日記全表紙＝後・緑色：渦巻

構成：元表紙1、本文25、遊紙1
印記：沖縄県図書印・編纂課証・宗辰所集・三井家3。

備考：元表紙に「明治十六年五月写於球陽田中誌」
（墨書）。前表紙にr第五百廿一号」（朱書）とrロ印三

百二十二壱冊」（下ヶ札）。

成1序10（康煕六十年在士鉱・大目本明和三年冬十
平安服天游伯和父・康煕六十年辛丑八月建安ノ翁
柞）、巻1目録1、序1、図1、本文35
記：冊封琉球国王副使賜正一品麟蟻服翰林院編
加二級臣徐藻光纂（巻頭）。

記：雪山彰印・宗辰所集・三井家3。

考：前表紙に「二五十九」（貼紙）と「二印五十九！六
」（下ヶ札）と「共六」（朱書）。

琉球Y1398－001－02

中山伝信録　2
（1766年）

260×182ミリ51丁整版

XO397－002－01　　　　　　　　　　　　薩摩・風俗

薩摩風土記　上

文政5以降（内容）（1822）

257×186ミリ1巻1冊（3冊に分冊）36丁写本
題簸：原・薩摩風土記上（打付）表紙：原・丁子色無

地

構成：絵2（乱丁の可能性あり）、本文34
印記：亀半・宗辰所集・三井家3。

備考1絵に彩色あり。前表紙に「ホ光五」とrホ光五／三
冊」（下ヶ札）。「薩摩志」と称すべきか、XO397－003・01

～一〇3と比較を要する。国文研マイクロE284参照。

薩摩・風俗

表紙：原・丁子色無

XO397－002－02

薩摩風土記　中

（1822年）

257×187ミリ28丁写本
題籏：原・薩摩風土記中（打付
地
印記：亀半・宗辰所集・三井家3。

XO397－002－03　　　　　　　　　　薩摩・風俗

薩摩風土記　下
（1822年）

258×187ミリ31丁写本
題簸：原・薩摩風土記下（打付）表紙：原・丁子色無

地
印記：亀半・宗辰所集・三井家3。

XO397－003－01　　　　　　　　　　薩摩・風俗

薩摩志　上

文政5以降（内容）（1822）

266×185ミリ3巻3冊33丁写本
題簸＝原・薩摩志上表紙：後・丁子引き蜀江・龍型押
し

構成＝内表紙1、地図3、本文29
印記：東園文庫・林氏図書・宗辰所集・三井家3。

備考：絵に彩色あり、前表紙に「ホ四百十五」（貼紙）と

「ホ印四百十五／三冊」（下ヶ札）。XO397－002・01～・03

「薩摩風土記」と比較を要する。

XO397－003－02　　　　　　　　　　薩摩・風俗

薩摩志　中

（1822年）

265×185ミリ45丁写本
題簸：原・薩摩志中表紙＝後・丁子引き蜀江・龍型押
し

印記1東園文庫・林氏図書・宗辰所集・三井家3。

備考：24・25丁間に樟脳を包んだ切紙1あり。

0397－003－03　　　　　　　　　　　薩摩・風俗

E摩志　下
1822年）

36×185ミリ2与丁写本
1籏：原・薩摩志下表紙＝後・丁子引き蜀江・龍型押



59ミリ1巻1冊50丁整版
1・琉球談全表紙1後・白色：丸に桔梗葵唐草雛

し
序
礁
胡

8
簸
押
礁
4
記
卯
衛
考
ろ

22

題
型
構
文
刊
年
兵
備
後
刷

：序2（寛政庚戌秋九月蘭渓前野達）、目録1、本

2、付録5
：東都森嶋中良著（巻頭）、寛政二年刻成、同七

六月求板皇都書林二条通柳馬場東江入林伊
の

：刊記にr中山傳信録j　r通俗漂海録」の広告がある。

表紙に「雑画六番」（下ケ札）。三井ラベル「C268・

Y1398－003－01

沖縄志　一名琉球志　1
明治10（1877）

236×164ミリ5巻5冊58丁整版・銅板
題籏：原・伊地知貞馨著沖縄志一名琉球志一表
紙：原・黒色：布目地に網目型押し

構成：序5（明治十年八月中邨正直・明治丁丑八月中
涜岡千初）、例言2、引用書目2、目録1、全図4、巻1

本文44
刊記：伊地知貞馨著・重野安繹校沖縄志一名琉球
志全五冊明治十年丁丑七月刊行有恒斎蔵版（封
面）。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ四百二」（貼紙）と「ホ印四百二！五
冊」（下ヶ札）。

Y1398－003－02

沖縄志　』名琉球志　2
（1877年）

236×164ミリ62丁整版
題籏1原・伊地知貞馨著沖縄志一名琉球志二表
紙：原・黒色：布目地に網目型押し

刊記：薩摩伊地知貞馨著・重野安繹閲（巻頭）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1398－003－03

沖縄志　一名琉球志　3
（1877年）

236×165ミリ46丁整版
題籏：原・伊地知貞馨著沖縄志一名琉球志三表
紙：原・黒色1布目地に網目型押し

刊記＝薩摩伊地知貞馨著・重野安繹閲（巻頭）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1398－003－04

沖縄志　一名琉球志　4
（1877年）

236×165ミリ53丁整版
題簸：原・伊地知貞馨著沖縄志一名琉球志四表
紙：原・黒色1布目地に網目型押し

刊記：薩摩伊地知貞馨著・重野安繹閲（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1398－003－05

沖縄志　一名琉球志　5

〔350〕3．地誌

題簸：原・中山傳信録二表紙：原・丁子色無地
構成：目録1、図1、序1（康煕六十年歳在辛丑秋八月

翰林院編修臣徐藻光）、本文48
刊記：冊封琉球国王副使賜正一晶麟蟻i服翰林院編
修加二級臣徐藻光纂（巻頭）。

印記：雪山彰印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「共六」（朱書）

Y1398－001－03　　　　　　　　　　　　琉球

中山伝信録　3
（1766年）

260×182ミリ60丁整版
題籏：原・中山傳信録三表紙：原・丁子色無地

構成：目録1、系図1、本文58
刊記：冊封琉球国王副使賜正一品麟蟻服翰林院編
修加二級臣徐藻光纂（巻頭）。

印記：雪山彰印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「共六」（朱書）

Y1398－001－04　　　　　　　　　　　　　琉球

中山伝信録　4
（1766年）

260×181ミリ30丁整版
題簸：原・中山傳信録四表紙＝原・丁子色無地

構成：目録1、本文29

刊記：冊封琉球国王副使賜正一品麟蟻服翰林院編
修加二級臣徐藻光纂（巻頭）。

印記：雪山彰印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「共六」（朱書）

Y1398－001－05　　　　　　　　　　　　　琉球

中山伝信録　5
（1766年）

260×181ミリ52丁整版
題簸：原・中山傳信録五表紙：原・丁子色無地

構成：目録1、本文51

刊記：冊封琉球国王副使賜正一品麟燐服翰林院編
修加二級臣徐藻光纂（巻頭）。

印記：雪山彰印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「共六」（朱書）

Y1398－001－06　　　　　　　　　　　　　琉球

中山伝信録　6
明和3（1766）

260×182ミリ49丁整版
題簸：原・中山傳信録六表紙：原・丁子色無地
構成：目録1、本文48

刊記：冊封琉球国王副使賜正一晶麟蟻服翰林院編
修加二級臣徐裸光纂（巻頭）、明和丙戌五月平安蘭園

蔵板平安書林酉山房銭屋善兵衛発行。
印記：雪山彰印・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「共六」（朱書）

琉球・風俗Y1398－002

琉球談

寛政7（再版）（1795）



明治10（1877）

236×165ミリ54丁整版
題籏1原・伊地知貞馨著沖縄志一名琉球志五表
紙：原・黒色：布目地に網目型押し

構成：巻5本文47、付録5、後序2（明治十年丁丑九月
成斎重埜安繹）

刊記＝薩摩伊地知貞馨著・重野安繹閲（巻頭）、明治

十年三月二十二日版権免許著者兼出版人東京麹
町元園町一丁目一番地伊地知貞馨、発免書離東京
馬喰町　丁目萱番地石川治兵衛・西京御幸町御池下
ル大文字町五百四番地藤井孫兵衛・大阪南久太郎町
萱丁目四十三番地田中九兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：定価金1円60銭

Y1398－004－01

南島紀事上
（1886年）

228×154ミリ3巻3冊55丁整版・銅板
題簸：原・南島紀事上表紙：原・黒色＝布目地に網目
型押し

構成：序7（明治十九年七月従四位杉孫七郎・明治十
九年五月薩摩伊地知貞馨）、凡例2、年表7、総目録1、
上巻本文38
刊記：後藤敬臣編南島紀事椿陰書屋蔵版（封面）、
周防後藤敬臣編（巻頭）。

印記1宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「ホ印二百〇三／三冊」（下ヶ札）。

Y1398－004－02

南島紀事中
（1886年）

228×154ミリ45丁整版
題簸：原・南嶋紀事中表紙：原・黒色：布目地に網目
型押し

刊記：周防後藤敬臣編（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：26・27丁丁問に樟脳入れの切紙1あり。

Y1398－004－03

南島紀事下
明治19（1886）

228×154ミリ57丁整版
題簸：原・南島紀事下表紙：原・黒色＝布目地に網目
型押し

構成：本文55、賊2（明治十九年六月後藤敬臣）

刊記：周防後藤敬臣編（巻頭）、明治十九年二月四目
版権免許、明治十九年六月出版、編者山口県士族後
藤敬臣（宿所東京牛籠区通寺町廿八番地）、出版人東
京府平民大沢鍼三郎（四谷区伝馬町二丁目十九番地）、

発免人同上石川治兵衛（目本橋区馬喰町二丁目壼番
地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1398－005－01

南島紀事外篇乾
（1886年）

3．地誌3．地誌199．外国／〔351〕

227×154ミリ2巻2冊58丁整版・銅板
題籏：原・南島紀事外篇乾表紙＝原・黄色：布目地
に網目型押し

構成：序4（明治十九年五月薩摩小牧昌業）、総目録1、

本文53
刊記：西邨捨三著南島紀事外篇棺陰書屋蔵版（封
面）、淡海西村捨三著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考1前表紙に「ホ印二百二十一／　冊」（下ヶ札）。

Y1398－005－02

南島紀事外篇坤
明治19（1886）

227×153ミリ53丁整版
題簸1原・南嶋紀事外篇坤表紙＝原・黄色：布目地
に網目型押し

刊記：淡海西村捨三著（巻頭）、明治十九年二月四目

版権免許、明治十九年六月出版、著者滋賀県士族西
村捨三（宿所東京赤坂区田町三丁目十三番地）、出版
人東京府平民大沢鍼三郎（四谷区伝馬町二丁目十九
番地）、発免人同上石川治兵衛（目本橋区馬喰町二丁
目萱番地）、売捌人大阪南久宝寺町前川善兵衛・鹿児
島六目町通中町吉田幸兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

3．地誌！99．外国／

XO399－001

ヲロシァ志

寛政5（1793）

238×168ミリ1巻1冊20丁写本
題簸：原・ヲロシヤ志表紙：原・横刷毛目（丁字引き）

構成：名義1幅員1海河／隣海／風土／河／併有

刊記：桂川甫周国端訳。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「二印／百十六／壱冊」（下ヶ札）、後ろ表

紙に「新三奥」（墨書）。

Y1399－001－01

［増補華夷通商考　1］
（1708年）

222×142ミリ5巻5冊31丁整版
題籏：原・増補華夷通商考有圖給一表紙：原・藍色
無地
構成：序4（□永六年仲春既望錦山楼泉）、凡例3、図

2、本文22
刊記1支那天竺挙道程土産人倫於風俗増補華夷通
商考洛陽書林甘節堂・学梁軒同刻（封面）、長崎西
川求林斎輯（凡例）。

印記：致堂図書・三井家編纂室蔵書。

備考：表紙取扱注意。「十五人ふち石山嘉内」（表紙見
返し墨書）、三井ラベル「D460・32」

Y1399－001－02

［増補華夷通商考　2］
（1708年）

222×141ミリ29丁整版



嘉永2（序）（1849）

258×179ミリ5巻5冊（1冊に合綴）19丁整版
題簸：元・海外新話一（木版）表紙：後・丁子引き：卍繋

ぎ地に鳳風丸文型押し
構成：序2（嘉永己酉春三月楓江釣人）、例言2、総目2

英吉利国紀略3、図6、巻1本文4
刊記：嘉永己酉開鏑海外新話全五冊嶺田氏蔵（封
面）。

印記：赤季蕃図書印。

Y1399－003（2）

［海外新話　2］

（1849年）

23丁整版

Y1399－003（3）

［海外新話　3］

（1849年）

27丁整版

Y1399－003（4）

［海外新話　4］

（1849年）

27丁整版

Y1399－003（5）

［海外新話　5］

（1849年）

22丁整版
備考：後ろ表紙見返しにr雑画六番」（下ヶ札）

Y1399－004（1）

［海外新話拾遺　1］

嘉永2（序）（1849）

258×177ミリ5巻5冊（1冊に合綴）19丁整版
題籏：元・海外新話拾遺一（木版）表紙：後・丁子引

き：唐草型押し

構成：序2（烏有生）、例言1（嘉永己酉夏目種菜翁識）、

総目2、図7、巻1本文7
刊記：嘉永二酉季夏海外新話拾遺全五冊禁売買
（封面）。

印記：赤季巷図書印。

2］

Y1399－004（2）

［海外新話拾遺

（1849年）

24丁整版

3］

Y1399－004（3）

［海外新話拾遺

（1849年）

23丁整版

4］

Y1399－004（4）

［海外新話拾遺

〔352〕3．地誌

蚕籏＝原・増補華夷通商考有圖給二表紙：原・藍色

Y1399－001－03

［増補華夷通商考　3］

（1708年）

221×141ミリ33丁整版
題籏：原・増補華夷通商考有圖縛三表紙：原・藍色

無地

構成：図2、本文31
印記：致堂図書・三井家編纂室蔵書。

備考：三井ラベル「D460・32」

Y1399－001－04

［増補華夷通商考　4］

（1708年）

221×141ミリ36丁整版
題簸：原・増補華夷通商考有圖給四表紙：原・藍色

無地

構成：図1、本文35
印記：致堂図書・三井家編纂室蔵書。

備考：三井ラベル「D460・32」

Y1399－001－05

［増補華夷通商考　5］

宝永5（1708）

222×142ミリ34丁整版
題籏：原・増補華夷通商考有圖給五表紙：原・藍色

無地
構成：目録2、本文32
刊記：宝永五戊子年三月穀旦寺町五条上ル町梅村
弥右衛門・寺町松原上ル町今井七郎兵衛全刻。
印記：致堂図書・三井家編纂室蔵書。

備考1明治45年1月11目購求（印）、三井ラベル
「D460・32」。後ろ表紙は取扱注意。

Y1399－002

日本水土考

享保5（1720）

270×182ミリ1巻1冊27丁整版
題籏：元・目本水土考附両域人敷考表紙：後・こげ茶

色無地
構成：扉1、序1（元禄庚辰秋七月肥陽崎江散人求林
斎）、図2、目本水土考12、中扉1、西域人数考10
刊記：崎港求林斎西川先生著（封面）・西川如軒誌（巻

頭）・享保五年孟春穀旦平安六角通御幸町西入町
柳枝軒茨城多左衛門蔵版（刊記）。

印記：本居文庫。

備考：巻末にr崎陽求林斎西川先生撰述柳枝軒刊
行」目録がある。図は多色刷り。

Y1399－003（1）

［海外新話　1］



（1849年）

22丁整版

Y1399－004（5）

［海外新話拾遺　5］

（1849年）

16丁整版
備考：後ろ表紙見返しに「雑画六番」（下ヶ札）

Y1399－005（1）

［海外余話　1］

（1851年）

255×180ミリ5巻5冊（1冊に合綴）16丁整版
題簸：元・海外鯨話壼（木版）表紙：後・丁子引き

構成：序3、目録3、巻1本文10
印記：赤季蕎図書印。

備考：間紙あり。

Y1399－005（2）

［海外余話　2］

（1851年）

21丁整版
構成：目録1、本文20
備考：間紙あり。

Y1399－005（3）

［海外余話　3］

（1851年）

19丁整版
構成：目録1、本文18
備考：間紙あり。

Y1399－005（4）

［海外余話　4］

（1851年）

16丁整版
構成：目録1、本文15
備考：間紙あり。

Y1399－005（5）

［海外余話　5］

嘉永4（1851）

13丁整版
構成：目録1、本文12

刊記：干時嘉永四辛亥年五月酔夢痴人著（巻末）。

備考：間紙あり。後ろ表紙見返しに「雑書十六番」（下ヶ

札）、三井ラベル「B300・12」

Y1399－006

掌中国郡読例

明治4（後序）（1871）

82×181ミリ1巻1冊34丁整版
題簸：原・掌中國郡讃例完表紙：原・黒色：網目型押
し

構成：序2（源井上頼国）、例言4（明治四年辛未十二月

3，地誌3．地誌／99．外国！〔353〕

秋山小次郎）、本文22、考異4、外国の名称4、後序2
（明治四とせしはす木村正辞）

刊記：秋山光條撰・井上頼国閲（巻頭）、大日本書林上

州高嵜澤本屋要蔵・高嵜島田八百樹・上州安中知真木
屋喜兵衛・上州富岡三罵屋喜十郎・上州前橋下妻屋儀
八郎・前橋萬屋半助・上州伊勢嵜川木屋平吉・武州本
庄酢屋安兵衛・深谷小野脩蔵・鴻巣長島為一郎・東京
須原屋茂兵衛・東京山城屋佐兵衛・東京須原屋新兵
衛・東京和泉屋金右衛門・東京和泉屋市兵衛・東京須
原屋伊八・東京和泉屋半兵衛・東京椀屋喜兵衛・東京
鈴木喜右衛門・東京高木和助・発免紀伊国屋徳蔵・忍
博文堂梓。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1前表紙に「國郡讃例」（下ケ札）。三井ラベル
「C130・新・2」。昭和8年8月1目寄託。

Y1399－007　　　　　　　　　　　　　教科書

世界一覧上
明治5（1872）

225×157ミリ1巻1冊51丁整版
題籏：原・世界一覧上表紙：原・黒色：皮菱型押し

構成：図1、序1（明治五年壬申晩秋柳雨女史）、本文
48、売捌き書林一覧1
刊記＝閉戸斎主人著（袋）。

印記：鈴木蔵書・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考＝袋共。袋に「第356號吉兵衛カ所有明治年月
目求」（紫色印）あり。前表紙にr世界一覧」（下ヶ札）。三

井ラベル「C300・新・4」。昭和6年10，月13目寄託。

Y1399－008－01　　　　　　　　　　　　教科書

世界の大略上
（1872年）

222×152ミリ1巻1冊（2冊に分冊）50丁整版
題籏：原・世界乃大略上表紙：原・薄花田色：立湧に
三階菱・桐型押し

構成：題字ほか4、本文46

刊記：黍國荻田筏夫著浪華書雛積玉圃梓（封面）、
明治五年十一月（題字）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：袋共（明治改暦季新刻とあり）。前表紙に「世界乃

大略上下」（下ヶ札）。三井ラベル「C300・新・5」。

Y1399－008－02　　　　　　　　　　　　教科書

世界の大略下
明治5（1872）

220×150ミリ46丁整版
題簸：原・世界乃大略下表紙：原・薄花田色：立湧に
三階菱・桐型押し

構成1本文40、柳原喜兵衛蔵版新発免書籍略目録4、

諸国弘通書雛2
刊記：明治五年十一月備中荻田彼夫著（本文巻末）、

皇漢西洋書籍売捌庭積玉圃大阪心斎橋通北久太
良町柳原喜兵衛（刊記）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベルrC300・新・5」。昭和7年8月5目寄
託。
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Y1399－009　　　　　　　　　　　　　教科書

世界都府尽

明治6（1873）

226×159ミリ1巻1冊85丁整版
題籏：原・地學入意黒田行元著世界都府尽（方籏と
も）表紙：原・薄茶色：地球図型押し

構成：題字1、題言1（明治六年十月黒田行元）、凡例1、

本文81、売捌き書林一覧1
刊記：明治六年十二月御免許、同七年五月刻成、湖南

黒田行元著・浪華松川半山画・彫工北川芳平、書緯文

求堂下京第五区寺町四條上ル町田中治兵衛（印）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙見返しに「入て出れよかゐしてならぬ私
ばがりがかやのそと・岡山市上出石町平松姓」（墨書）。

前表紙に「世界都府董」（下ヶ札）。三井ラベル「C300・

新」。昭和7年8月5目寄託。

Y1399－010　　　　　　　　　　　　　　教科書

頭書画入　万国地名往来

明治6（1873）

228×154ミリ1巻1冊50丁整版
題籏：原・頭書董入萬國地名往来全表紙：原・黒
色：布目地網目型押し
構成：題言1、凡例1（明治六年六月黒田行元）、本文

48
刊記：日本紀元二千五百三十三年黒田行元著述文
明書林蔵版（封面）、神武紀元二千五百三十三年新刻

京府書林京二條通柳馬場角石田忠兵衛・同丸太町
川端東入松井栄助・安土町四丁目　大坂書林会社、

彫刻寺町松原下ル井上佐七。
印記：武田□□・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。三井ラベル
「C300・新・8」。昭和7年6月9目寄託。

Y1399－011－01　　　　　　　　　　　　教科書

挿画地学往来　亜細亜洲ノ部

（1873年）

229×154ミリ2巻2冊82丁整版
題籏：原・挿叢地學往来亜細亜洲ノ部表紙：原・黒
色：布目地網目型押し
構成：題字・序2（三嶋三浦省）、本文78、諸国売広書

難2

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和8年9月27目寄託、三井ラベルrC300・新・
7」

Y1399－011－02　　　　　　　　　　　　教科書

挿画地学往来　欧羅巴之部

明治6（1873）

225×147ミリ72丁整版
題籏：原・挿董地學往来欧羅巴之部表紙：原・黒
色：布目地網目型押し
構成：題宇1、序1（紀元二千五百三十三年第三月）、

地図1、目録2、本文65、売広書騨2
刊記：桂河信平先生述、東京書林文苑閣・冨山堂（封
面）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベル「C300・新・7二」

Y1399－012　　　　　　　　　　　　　教科書

地球の手ほどき

明治9（1876）

182×125ミリ1巻1冊13丁整版
題籏：原・林剛蔵著述地球能手ほと記全表紙：原・
紫色：卍繋ぎ型押し

構成：題字2、緒言2、折り込み図1、本文7
刊記：明治九年六月十六目御届、同八月出版発免、著

者京都府下平民林剛蔵（上京第廿九匠仁王門突抜
町三百十二番地住）、出版人京都府下平民福井源次
郎（印）（下京第六匠石橋町二十番地住）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価6銭。後ろ表紙にr山田由太郎」（墨書）。三

井ラベル「CO10・新・7」。昭和8年7月26日寄託。

Y1399－013（1）

［万国地誌略図便覧　1］

（1879年）

110×159ミリ3巻3冊（1冊に合綴）22丁整版
題簸＝原・川尻藤三郎著萬國地誌略圖便覧表紙1
原・黄色：卍繋ぎ型押し

構成：アジア

印記1ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベル「C300・新」。昭和6年7月1目寄託。

Y1399－013（2）

［万国地誌略図便覧　2］

（1879年）

13丁整版
構成：ヨーロツパ

Y1399－013（3）

［万国地誌略図便覧　3］

明治12（1879）

14丁整版
構成：アメリカ

刊記1明治十一年九月十一目文部省伺済、同年十一
月二目出版御届、同十二年五月刻成、著者京都府平
民川尻藤三郎（下京匪第二組三文宇町五百八十八
番地）、出版人京都府平民勝村治右衛門（下京匝第
十九組植松町七百八十一番地）、販売人32人。

Y1399－014　　　　　　　　　　　　　教科書

世界の富

明治一

220×155ミリ1巻1冊56丁整版
題籏：原・世界乃富一名産物往来完表紙i原・黄
色：卍繋ぎ型押し

構成：題字・図・目次2、本文54
刊記：官許備中荻野彼夫著、浪華書雛寳文堂蔵（封
面）、発行書林東京北畠茂兵衛・若林喜兵衛、西京辻
本仁兵衛・松井栄助・福井源二郎、岡山世良田益太郎、
姫路本荘輔二・本荘長平、松江岡山喜三右衛門、兵庫
中井與兵衛、若山野田大二郎・高市伊兵衛・平井文助、
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南都小瀬弥三郎、津篠田伊十郎、大垣岡安慶助、静岡

本屋市蔵、大阪書林会社大野木市兵衛版。
印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：前表紙に「世界乃富」（下ヶ札）。三井ラベル
「C300・新」。昭和7年8月5目寄託。

Y2399－001

支那国勢便覧

明治10（1877）

112×69ミリー枚物1丁銅板
題簸：原・大森陽貞編輯支那國勢便覧全表紙：原・
黄色：卍繋ぎ型押し

刊記1明治九年十一月二十四目版権免許、同十年七
月二十三目出版編輯兼出版人大森陽貞平民（第
二大区五小区芝山内山下谷二十三番地）。
印記：鏡石中橋・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価10銭。前表紙に「明治十年」（貼紙）。昭和8

年2月14目寄託。

Y2399－002

万国地誌略字引

明治11（1878）

119×88ミリ1巻1冊41丁銅板
題簸：原・降屋顕編輯萬國地誌略宇引全表紙1原・
茄子紺色：卍繋ぎ型押し

構成：凡例1、目録2、本文37、刊記・売広書犀1

刊記1明治十一年二月廿六目御届、同年四月出版、輯

者堺縣士族降屋顕（當時大坂府下第三大匪三小匿
靭北通三丁目光九番地寄留）・出版人大坂府平民
大野木市兵衛（印）（第二大匪六小匠心斎橋筋萱丁目

七番地）・同同府平民北村宋助（印）（同大匪四小旺
末吉橋通三丁目六番地）、売広め59人。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価15銭。三井ラベル「C300・新・12」。昭和6

年7月13目寄託。
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4．その他

（シリーズ記述）

史料群名

年　　代

数　　量

出　　所

（三井文庫旧蔵袋綴本）その他（の史料）

慶長16年（1611）～昭和7年（1932）

716巻729冊・17枚

三井文庫

三井文庫に入る前の第二次・第三次の出所については、蔵書印記欄・備考欄を参照のこと。

内　　容

　この中項目に配された史料のうち、「20　日録」に収めた「駿府政事録」・「元寛日記」、ある、いは「25

対外関係」やr26　漂流記」、r36　騒乱・騒動」の項に入れた大塩平八郎関係の風聞集などの一部は、

これまで「三井文庫寄贈図書内文書」として閲覧に供してきたもので、本目録の大項目「1．文書・記

録」に掲出した史料と関係がある。利用に際しては、大項目「1．文書・記録」を合わせて御覧いただ

きたい。なお、今回あえて、上記の「20　日録」「25対外関係」などを大項目「その他」に含めたの

は、これらが書緯仲間の禁書目録に記載されたもの、つまり商品としてある程度社会に流通していたと

判断したためである。

　中項目のなかで冊数が多いものをいくつかあげれば、「26　漂流記」・「33　制度（近代）」19件、「22

軍記・実録物」18件、「21　年表・年代記」16件となる。

整理の方法

整理は、十進分類法（00総記、10哲学、20歴史、30社会科学、40自然科学、50技術、60産業、

70芸術、80言語、90文学）に準拠したが、一部修正して、史料に即した分類となるように心がけた。

請求番号はX　O4・Y14・Y24に下記の細分類表中の番号2桁を付けた。

その他の細分類表

番台 出現する細分類（番号 分類名）

00 00 書誌・書目

10 10 宗教・思想

20
20 日録 21 年表・年代記 22 軍記・実録物 23 風聞

25 対外関係 26 漂流記

30 政治 31 制度（近世） 32 規式書 33 制度（近代）
30

34 教訓・教育書 35 飢饒・救荒 36 騒乱・騒動 37 風俗

40 40 自然

50 50 技術 52 算法・経理

60
60 産業 61 農書 65 服飾

169
博覧会

70 71 書画 72 諸芸 73 武術

80 81 字書・事典

90 90 文芸 91 随筆
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4．その他

271×193ミリ1巻1冊10丁原本
題籏：原・富山家記録文書目録（打付）表紙：原・ボー

ル表紙
構成：内表紙1、本文9
刊記：大正四年三月目録編成（末尾）。

備考：三井ラベル「B206・10」

Y2400－001（1）

［典籍考叢　第1集］

明治16（1883）
227×153ミリ2巻2冊（1冊に合綴）15丁活版
題籏：後・典籍考叢一（墨書）表紙：後・薄茶色無地

構成：内表紙・目録1、第1集本文13、自刊我書屋既刊

書目・刊記1

刊記：持主兼編輯人甫喜山景雄、印刷人甫喜山茂樹、

明治十六年六月　京橋区西紺屋町九番地古書保存
我自刊我書屋。

印記：松平家蔵書印・宝墨盒・三井家3。

備考：内表紙の丁間に切紙1（墨書r典籍考叢一／大
正十二年四月廿七目消毒了」）がある。三井ラベル
rA190・新・7」

Y2400－001（2）

［典籍考叢　第2集］

明治16（1883）

16丁活版
構成：内表紙・目録1、第2集本文14、自刊我書屋出版
目録・刊記1

刊記：編輯兼出版人甫喜山景雄（京橋区西紺屋町9番
地）、印刷人甫喜山茂樹、明治十六年八月十五日御

届・同年同月出版京橋区西紺屋町九番地発行所
古書保存我自刊我書屋。

備考：大正12年。

4．その他／10．宗教・思想1

×0410－001　　　　　　　　　　　　　　国学

［再生聞問］

嘉永6（写）（1853）

273×192ミリ1巻1冊30丁写本
題簸：後・再生聞問全表紙：後・丁子引き
構成：本文29、書写奥書1
刊記：文政六癸未年五月八目伊吹廼屋のあるじ［平田
篤胤］記（文末）、岩崎免健記、文政十とせ余り三とせと

いふ年のやよひの廿七日の日師の本もて書写畢つ三
河国吉田県羽田村神官羽田野敬雄、天保三壬辰年正
月於旅宿夜々燈下書写了前川吉興（花押）、天保五年

甲午二月二十五目以前川吉興所蔵本写畢御巫清直
（花押）、嘉永四年十二月十五目夜以師之御本書写山
口（花押）、嘉永六年五月十八日山口傳兵衛所蔵本ヲ
以写畢度會（花押）。

印記：常上福島文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：朱書書入あり。三井ラベルrG940・新・1」

4．その他／00．書誌・書目ノ

XO400－001

［紅葉山文庫］重訂御書籍来歴志

257×183ミリ1巻1冊106丁写本
題籏：原・重訂御書籍来歴志表紙：原・藍色水玉

構成：遊紙1、例言3、巻首3、本文93、金沢文庫考3、

足利学校考2、遊紙1
印記：三井家双麗閣。

備考：三井ラベル「A190・新・6」

XO400－002

題践備考

（1892年）

245×172ミリ1巻1冊57丁写本
題簸：原・題駿備考表紙：原・茄子紺色無地

構成：内表紙1、本文56
刊記：柳庵栗原信充手録（巻頭）。

印記：菅安後人大足王戌巳役所集、三井家双麓閣、讐

麓鑑蔵、達郷。

備考：前表紙と見返しの問に切紙1（「大正十二年十一
月消毒了題賊備考」と墨書）。大正12年。三井ラベル
rA190・新・3」

XO400－003

古梓一覧

明治15（1882）

271×190ミリ1巻1冊50丁写本
題籏1原・古梓一覧（打付）表紙：原・柿色無地

刊記：干時明治十五年九月日　西村兼文識。
印記：讐麓鑑蔵・曹安後人大足王戌巳役所集・大正十

二年・三井家双麓閣。

備考：表紙と見返しの間に切紙1（「大正十二年六月消
毒了」と墨書）がある。大正11年。三井ラベル「A190・
新・2」

XO400－004
［井上家蔵地誌書目］

明治一

243×164ミリ1巻1冊43丁写本
題籏：原・井上家蔵地識（ママ）書目　全（墨書）表紙：

後・薄茶色無地

構成：遊紙1、本文42
印記：邨岡良弼・三井家編纂室蔵書。

備考＝大坂府治一覧概表などが記載される。明治44年
9月18目購求、三井ラベル「C130・6」

XO400－005
［伊勢射和］富山家記録文書目録

大正4（1915）



XO410－002

渋柿

伝記

題簸：原・渋柿全表紙＝後・丁子色に鳥・蝶刷り

構成：内表紙1、本文34
印記：原美園・宗辰所集・三井家3。

備考：巻頭題はr明恵上人伝」。三井ラベルrB230・57」

276×198ミリ1巻1冊　写本

Y1410－001－01

祇園物語上
寛永末（1643）

270×187ミリ2巻2冊48丁整版
題簸：原・祇園物語上表紙：後・藍色：雲文に椿型押
し

印記：〔コ蔵書・□□家書・、□島直□・宗辰所集・三井

家3。
備考：巻頭にr清水物語返答慈眼大師高弟容勝作」（墨
書）。三井ラベル「K520・新14」

Y1410－001－02

祇園物語下
寛永末（1643）

269×187ミリ48丁整版
題簸＝原・祇園物語下表紙：後・藍色：雲文に椿型押
し

印記：□蔵書・□［コ家書・、［コ島直□・宗辰所集・三井

家3。
備考＝最終丁にr此書板刊絶世可秘蔵祐慶」の墨書あ
り、三井ラベル「K520・新14」

Y1410－002－01

［撰集抄　1・2】

（1651年）

280×188ミリ9巻9冊（5巻に合綴）51丁整版
題簸：後・撰集抄一表紙：後・緑色：蜀江型押し

構成：序1、巻1目録1、巻1本文25、巻2目録1、巻
2本文24
刊記：西行記（巻頭）。

印記：ヲキハラ・宗辰所集・三井家3。

備考：一部に補修の跡がある。虫多少。三井ラベル
「A910・新・22」

Y1410－002－02

［撰集抄　3・4］

（1651年）

280×188ミリ45丁整版
題簸：後・撰集抄二表紙1後・緑色1蜀江型押し

構成：巻3目録1、巻3本文19、巻4目録1、巻4本
文24
印記：ヲキハラ・宗辰所集・三井家3。

備考：一部に補修の跡がある。虫多少。三井ラベル
「A910・新・22」

Y1410－002－03

4．その他　4．その他！10．宗教・思想1　〔359〕

［撰集抄　5・6］

（1651年）

279×188ミリ71丁整版
題籏：後・撰集抄三表紙：後・緑色：蜀江型押し

構成：巻5目録1、巻5本文28、巻6目録1、巻6本
文41
印記：ヲキハラ・宗辰所集・三井家3。

備考1一部に補修の跡がある。虫多少。三井ラベル
「A910・新・22」

Y1410－002－04

［撰集抄　7・8］

（1651年）

280×188ミリ70丁整版
題籏：後・撰集抄四表紙：後・緑色：蜀江型押し

構成：巻7目録1、巻7本文31、巻8目録2、巻8本
文36
印記：ヲキハラ・宗辰所集・三井家3。

備考：一部に補修の跡がある。虫多少。三井ラベル
「A910・新・22」

Y1410－002－05

［撰集抄　9］

慶安4（1651）

280×187ミリ36丁整版
題簸：後・撰集抄五表紙：後・緑色：蜀江型押し

構成：巻9目録1、巻9本文34、賊1（慶安辛卯歳八月
中溝乗門無名子）
刊記：此書有広略二本、共行子世臭、然而舛謬甚多、

今依広本聚数本加校離以■諸梓間有風葉之可拾、猶
是足為正戻、慶安四年重陽吉村上平楽寺刊行。
印記：ヲキハラ・宗辰所集・三井家3。

備考：一部に補修の跡がある。虫多少。三井ラベル
rA910・新・22」

Y1410－003（1〉

［禅籍志上］

（1716年）

268×180ミリ2巻2冊（1冊に合綴）44丁整版
題簸：後・禅籍志第一第二合本道人得々来珍蔵（墨
書）表紙：後・薄花田色無地

構成：序3、目録7、上巻34
刊記：泉南仏在庵沙門義諦撰（巻頭）。

印記：蕾安後人大足王戌巳役所集・狩野氏図書記・三
井家監蔵、□□監蔵。

備考：前表紙と見返しの間に切紙1（r狩野氏図書記
仏部百十八号」と墨書）がある。2丁・3丁の丁問に切
紙1がある。

Y1410－003（2）

［禅籍志下］

正徳6（1716）

33丁整版
構成：下巻33

刊記：正徳六丙申年仲春京師二条書林山本長兵衛
梓刊。

備考：10丁・11丁と20丁・21丁の丁間にそれぞれ切



〔360〕　4．その他

紙1がある。後ろ表紙に「大正十二年八月得」（墨書）。

三井ラベル「K623・新・9」

Y1410－004

顕伝明名録

享和3（1803）

128×195ミリ1巻1冊72丁整版
題籏：元・顕傳明名録附録一字名表紙：後・赤香色
雲母に唐草
構成：叙3、凡例・目次1（享和癸亥夏六月）、引用書目

3、本文59、一字名6
刊記：琢斎箕山編集（巻頭）、享和三年癸亥六月刻成
紀國和歌山千秋館蔵版。
印記：且盒・三井家鑑蔵印・丸ウサギ。

備考：三井ラベル「B903・新・4」

Y1410－005　　　　　　　　　　　　　　人物伝

紫巌譜略
文政1（序）（1818）

267×185ミリ1巻1冊67丁整版
題籏：原・紫巌譜署全表紙：後・黄色：麻の葉繋ぎ型
押し

構成；序2（文政新元至目水月居士司直）、目録など5、

本文58、東海禅寺住持2
印記＝阪井蔵書印・責敬堂・小倍盒・芋水所蔵・達郷・芳

蘭翠□・丸ウサギ・三井家1。

備考：三井ラベル「：K622・新・3」

Y1410－006　　　　　　　　　　　　　　江戸

画入　東都本化道場記　全
天保11（序）（1840）

175×115ミリ1巻1冊87丁整版
題籏：原・画入東都本化道場記全表紙：原・空色：
布目地型押し
構成：序1（天保十一庚子のとし十月　不染堂主人蓮
翁）、合印1、本文85、既刊・近刻本リスト

刊記：白芽堂鈴木喜平鏑（巻末）、三都書林京都三条
通舛屋町出雲寺文次郎・同寺町通松原下ル勝村治右
衛門・大坂心斎橋通北久太郎町河内屋喜兵衛・同安堂

寺町秋田屋太右衛門・江戸目本橋通一丁目須原屋茂
兵衛・同横山町一丁目出雲寺万次郎・同芝神明前岡田
屋嘉七。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札あり。後ろ表紙に
r根岸明成」（墨書）。昭和6年11月18目寄託、三井ラ
ベルrC211・新・82」

Y1410－007
［知おんのはしかき］

弓ムイヒ2（1845）

253×170ミリ1巻1冊9丁整版
題簸：原・知おん能はし可支表紙：原・白色

構成：元表紙1、本文7、元表紙1
刊記：弘化ニミのとし五月。

印記：三井文庫。

法語

備考：ボール紙による後表紙あり。三井ラベル「：K620・
北」

Y1410－008　　　　　　　　　　　　　　人物伝

龍宝山大徳禅寺世譜

安政2（1855）

82×191ミリ1巻1冊156丁整版
題籏：原・龍寳山大徳禅寺世譜全表紙：原・藍色：卍
繋ぎ型押し

構成：序1（嘉永辛亥秋九月）、摘録33（嘉永七年甲寅
秋七月遠塵軒主悦嬰妙恰）、目録19、本文86、脱偶録
2、崇福寺住持11、真珠酬恩庵歴代3、政1（嘉永七年

甲寅重陽悦嬰妙恰）、刊記1
刊記：安政二乙卯年十一月古筆了仲著井蔵板、発行
書林江戸下谷池之端仲町通御数寄屋町岡村屋庄
助。

印記：高堅所蔵・三井家3・三井文庫。

備考1前表紙に書名を記した下ヶ札。三井ラベル
rK622・新」

XO420－001－01

［駿府政事録　1・2］

慶長16・17（内容）（1611）

268×196ミリ8巻8冊（4，冊に合綴）54丁写本
題籏：原・駿府目記一之二表紙：原・柿色：亀甲繋ぎ地

に龍型押し

構成：遊紙1、巻1本文23、遊紙1、巻2本文29
印記：梧井文匝・前田氏尊経閣図書記・三井文庫。

備考：前表紙見返しに「松葉軒家蔵」（墨書）。紙秩に

入る。鉄に遠藤氏による「解題材料昭和四年三月注
記」朱書がある。三井ラベル「B240・5」

XO420－001－02

［駿府政事録　3・4］

慶長18（内容）（1613）

268×196ミリ59丁写本
題籏：原・駿府目記三之四表紙：原・柿色＝亀甲繋ぎ地

に龍型押し

構成：遊紙1、巻3本文24、遊紙1、巻4本文33
印記：梧井文厘・前田氏尊経閣図書記・三井文庫。

備考：前表紙見返しに「松葉軒家蔵」（墨書）。三井ラ
ベル「B240。5」

XO420－001－03

［駿府政事録　5・6］

慶長19（内容）（1614）

269×197ミリ59丁写本』
題簸：原・駿府目記五之六表紙1原・柿色：亀甲繋ぎ地
に龍型押し

構成：遊紙1、巻5本文28、遊紙1、巻6本文29
印記：梧井文厘・前田氏尊経閣図書記・三井文庫。

備考：前表紙見返しにr松葉軒家蔵」（墨書）。巻6の
丁間に防虫用の袋1あり。三井ラベル「B240・5」

XO420－001－04

［駿府政事録　7・8］
慶長20（内容）（1615）



268×197ミリ71丁写本
題簸：原・駿府目記七之八終表紙1原・柿色＝亀甲繋
ぎ地に龍型押し

構成：遊紙1、巻7本文41、遊紙1、巻8本文28
印記：梧井文厘・前田氏尊経閣図書記・三井文庫。

備考：前表紙見返しに「松葉軒家蔵」（墨書）と諸書を

比較したメモ（三井文庫用箋1）がある。巻末にr昭和三

年戊辰十一月購入（書璋浅倉屋）新町三井家摘資、三
井文庫格納」（朱書）。三井ラベル「B240・5」

XO420－002－01

元寛日記　1・2
元和1～3（内容）（1617〉

241×168ミリ5巻5冊（4冊に合綴）81丁写本
題簸：原・元寛目記一二表紙：原・伽羅色・無地

構成：元和1年正月朔目～12月16日（巻1）、元和2年

正月大朔目～元和3年10月5目（巻2）
印記：今村蔵書・三井文庫。

備考：下小口にr元寛目記一二」（墨書）。三井ラベル
rB240・6」（紙族内側にも同じラベル貼付）。

XO420－002－02

元寛日記　3

元和4～寛永6（内容）（1629）

242×168ミリ51丁写本
題籏：原・元寛目記三表紙：原・伽羅色・無地

構成：元和4年正月朔目～寛永6年10月朔目
印記：今村蔵書・三井文庫。

備考：下小口にr元三」（墨書）。三井ラベルrB240・6∫

XO420－002－03

元寛日記　4

寛永7～寛永11（内容）（1634）

241×168ミリ61丁写本
題籏：原・元寛目記四表紙：原・伽羅色・無地

構成：寛永7年正月朔目～寛永11年9月
印記：今村蔵書・三井文庫。

備考1下小口にr元四」（墨書）。三井ラベルrB240・6」

XO420－002－04

元寛日記　5

寛永11～寛永20（内容）（1643）

241×167ミリ77丁写本
題籏：原・元寛目記五表紙1原・伽羅色・無地

構成：寛永11年10月～寛永20年12月
印記：今村蔵書・三井文庫。

備考：下小口にr元五」（墨書）。三井ラベルrB240・6」

XO420－003－01

［文露叢　1］

正徳1（内容）（1711）

266×183ミリ7巻7冊42丁写本
題簸：原・文露叢　自正徳元七月至十二月　表紙1後・
薄花田色：布目地型押し

印記＝継明文庫・鶴以者非吾子孫也・□増其業不廃旧
績。

4．その他　4．その他！20．目録ノ　〔361〕

備考：紙秩に入る。鉄に三井ラベル「B240・北・13」貼

付。一面8行

XO420－003－02

［文露叢　2］

正徳2（内容）（1712）

266×183ミリ78丁写本
題簸：原・文露叢自正徳二正月至八月　表紙：後・薄
花田色：布目地型押し
刊記：文露叢巻之十八（巻頭）。

印記1継明文庫・鴛以者非吾子孫也・□増其業不廃旧
績・専対四方。

備考：一面10～12行で、記載型式も8行本と異なる。

XO420－003－03

［文露叢3］

正徳2（内容）（1712）

265×183ミリ87丁写本
題籏：原・文露叢自正徳二九月至十二月　表紙：後・
薄花田色：布目地型押し

構成：9・10月分35、11・12月分52
刊記＝文露叢巻廿（巻頭）。

印記：継明文庫・講以者非吾子孫也・□増其業不廃旧
績・専対四方。

備考1正徳2年9月・10月分は一面10行、同年11月・
12月分は一面8行。

XO420－003－04

［文露叢4］

正徳3（内容）（1713）

266×183ミリ61丁写本
題簸：原・文露叢自正徳三正月至七月　表紙：後・薄
花田色：布目地型押し

印記：継明文庫・鷲以者非吾子孫也・□増其業不廃旧
績。

備考：一面8行

XO420－003－05

［文露叢　5］

正徳3（内容）（1713）

266×183ミリ57丁写本
題簸：原・文露叢自正徳三八月至十二月　表紙：後・

薄花田色1布目地型押し
印記：継明文庫・鷲以者非吾子孫也・口増其業不廃旧
績・専対四方。

備考：一面8行

XO420－003－06

［文露叢　6］

正徳4（内容）（1714）

266×182ミリ63丁写本
題籏：原・文露叢自正徳四正月至十二月　表紙1後・
薄花田色：布目地型押し
刊記：寳正日録巻之廿七（巻頭）。

印記：継明文庫・鴛以者非吾子孫也・□増其業不廃旧
績。



〔362〕　4，その他

備考1一面8行

XO420－003－07

［文露叢7］

正徳5（内容）（1715）

266×183ミリ44丁写本
題簸：原・文露叢自正徳五正月至九月　表紙：後・薄

花田色＝布目地型押し
印記＝継明文庫・篶以者非吾子孫也・□増其業不廃旧
績。

備考：一面8行、前掲書に形式など類似。

XO420－004－01

［国朝旧章録　1～5］
（1833年）

260×184ミリ10巻10冊（2冊に合綴）96丁写本
題籏：原・國朝奮章録乾（打付）表紙：後・水色：布目

地型押し

構成：惣目録3、巻1本文14、巻2本文16、巻3本文
15、巻4本文16、巻5本文32
印記：天生不解事常抱杞国憂・三室宝之・高堅所集・三

井家2。

備考：朱書校合あり。三井ラベル「B240・新・32」

XO420－004－02

［国朝旧章録　6～10］
天保4（写）（1833）

259×185ミリ68丁写本
題簸＝原・國朝奮章録坤（打付）表紙：後・水色：布目

地型押し

構成：巻6本文8、巻7目録1、本文17、巻8本文16、
巻9本文11、巻10本文25、遊紙1
刊記：右全部十巻天保癸巳菊月六目書写畢（奥書）。

印記：天生不解事常抱杞国憂・三室宝之・高堅所集・三
井家2。

備考：朱書校合あり。昭和2年。三井ラベルrB240・新・

32」、昭和2年

XO420－005－01

［天弘録　1］

弘化2（内容下限）（1845）

266×189ミリ4巻4冊33丁写本
題簸：後・天弘録一（打付）表紙：後・丁子引き：卍繋

ぎ型押し

構成：目次5、本文27
印記：赤季巷図書印。

備考：渋引きの紙秩に入る。帳に三井ラベルrB240・
オヒ。8」貝占イ寸。

XO420－005－02

［天弘録　2］

弘化3（内容下限）（1846）

266×189ミリ26丁写本
題簸：後・天弘録二（打付）表紙：後・丁子引き：卍繋

ぎ型押し
印記：赤季巷図書印。

XO420－005－03

［天弘録　3］

弘化3（内容下限）（1846）

266×188ミリ26丁写本
題簸：後・天弘録三（打付）表紙：後・丁子引き：卍繋

ぎ型押し

印記：赤季蕎図書印。

XO420－005－04

［天弘録4］

弘化4（内容下限）（1847）

266×189ミリ23丁写本
題簸：後・天弘録四（打付）表紙：後・丁子引き：卍繋

ぎ型押し

印記：赤季巷図書印。

XO420－006－01

［従嘉永六年至安政記事　2］

嘉永6（内容）（1853）

260×188ミリ12巻12冊27丁写本
題籏：なし表紙：後・丁字引き

印記1押小路文庫・三井文庫。

備考：酸性紙の紙鉄に入る。紙族の内側にr共拾　冊
原本拾参冊之内第壱巻欠本ノママ購求」（朱書）。前表

紙見返しに切紙貼付（「従嘉永六年至安政記事従　
巻至拾参壱巻分失故二拾　冊見当り候ハ、御束ね
被下度候押小路息子承認ス押小路蔵書」と墨書）、
「仮題『稿本嘉永安政年間録』（三井文庫題署）と朱書。

三井ラベル「B245・3」

XO420－006－02

［従嘉永六年至安政記事　3］

嘉永7（内容）（1854）

261×188ミリ29丁写本
題簸：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「B245・3」

XO420－006－03

［従嘉永六年至安政記事　4］

嘉永7（内容）（1854）

261×188ミリ39丁写本
題籏：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「B245・3」

XO420－006－04

［従嘉永六年至安政記事　5］

安政2（内容）（1855）

261×187ミリ21丁写本
題籏：なし表紙：後・丁字引き

印記＝押小路文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「B245・3」



XO420－006－05

［従嘉永六年至安政記事　6］

安政2（内容）（1855）

261×187ミリ22丁写本
題籏：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考＝料紙がやや薄く、他本と異なる。三井ラベル
「B245・3」

XO420－006－06

［従嘉永六年至安政記事　7］

安政3（内容）（1856）

262×188ミリ23丁写本
題籏：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「B245・3」

XO420－006－07

［従嘉永六年至安政記事　8］

安政3（内容）（1856）

261×188ミリ21丁写本
題籏：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「B245・3」

XO420－006－08

［従嘉永六年至安政記事　9］

安政4（内容）（1857）

261×188ミリ23丁写本
題簸：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考＝料紙がやや薄く、他本と異なる。三井ラベル
「B245・3」

XO420－006－09

［従嘉永六年至安政記事　10］

安政4（内容）（1857）

262×188ミリ18丁写本
題簸：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「B245・3」

XO420－006－10

［従嘉永六年至安政記事　11］

安政4（内容）（1857）

262×188ミリ19丁写本
題簸＝なし表紙：後・丁宇引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考1三井ラベル「B245・3」

XO420－006－11

［従嘉永六年至安政記事　12］

安政4（内容）（1857）

262×188ミリ14丁写本
題簸：なし表紙：後・丁字引き

4，その他　4．その他ノ20．日録／　〔363〕

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考：料紙はやや白く、他本と異なる。三井ラベル
「B245・3」

XO420－006－12

［従嘉永六年至安政記事　13］

安政4（内容）（1857）

262×187ミリ26丁写本
題簸：なし表紙：後・丁字引き

印記：押小路文庫・三井文庫。

備考1後ろ表紙見返しに「昭和四年己巳二月求之按、
本書ハ我自刊我叢書中ノ『嘉永明治年聞録』全二十冊
明治二年刊ノ底本ノー部分ナルガ如ク思ハル。但、彼
二略ニシテ是二精ナルモノ　ナカラザルヲ珍トス。本書

ハ押小路家之蔵本ニシテ、昨年中、其家ノ多数ノ旧記

書類ガ書佑ノ手二渡リタル時、東京市史編纂島田一郎
氏（号筑波）ノ求メラレタルモノヲ譲リ受ケタルモノ也、モ

ト全拾三冊之内首巻壱冊ハ散侠セリ、然レドモ其面影

ハ前掲刊本ヨリシテ之ヲ偲フコトヲ得ベシ三井文庫
誌…」（朱書）。三井ラベル「B245・3」。

Y1420－001

［増訂　慶弘紀聞　1～5］
（1871年）

185×131ミリ2編10巻10冊（2冊に合綴）175丁
整版

題簸：原・増訂慶弘紀聞一表紙：原・黄色1布目地
に松皮型押し

構成＝序4（文久壬戌秋渡八月望）、巻1本文36、巻2

本文22、巻3本文50、巻4本文42、巻5本文21
刊記：明治四年辛未冬発行（封面）、従六位下行兵庫
寮史生兼和泉嫁源朝臣照矩編次・男正七位下長門豫
源頼矩校（巻頭）。

印記二検盒・平寿・三井文庫・三井家聴氷閣2。

備考＝内題は「十三朝紀聞」。薄様を使用。布鉄（印・阿

部）に入る。三井ラベル「B240・新・3」。以下
Y1420－002（1）～（2）も参照。

Y1420－002（1）

［増訂　慶弘紀聞　6・7］
（1871年）

185×131ミリ83丁整版
題籏：原・増訂慶弘紀聞二表紙：原・黄色1布目地
に松皮型押し

構成：巻6本文52、巻7本文29、践2（安政龍丙辰臓付
津国西浦徳風）

印記：検盒・平寿・三井文庫・三井家聴氷閣2。

備考：薄様を使用。書誌情報はY1420－001［増訂慶
弘紀聞1～5］を参照。

Y1420－002（2）

［今日抄　1～3］

明治4（1871）

77丁整版
構成：序2（明治己巳長至目郡上文学山田信敬）、巻1

本文19、巻2本文25、巻3本文31
刊記：従六位下和泉橡源朝臣照矩草稿（巻頭）、其親



〔364〕　4．その他

楼蔵版、明治四辛未冬発行弘通書璋京都東洞院三
条上ル町村上勘兵衛・同三条通御幸角町大谷仁兵
衛・同三条通寺町西へ入杉本甚助・同魚之棚間之町
東へ入白井平兵衛・同寺町通仏光寺下ル梅村伊兵
衛・同寺町通三条下ル神先宗八・同御幸町姉小路上
ル藤井孫兵衛（印）・同二条通高倉西江入島林専
助・同三条通柳馬場角辻本仁兵衛。
備考：昭和2年。三井ラベル「B240・新・3」。書誌情報

はY1420－001［増訂慶弘紀聞1～5］を参照。

Y2420－001

我自刊我　嘉永明治年間録　1・2上
（1883年）

231×153ミリ17巻17冊（20冊に分冊）56丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年問録巻一・巻二上
表紙：原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：内表紙1、序1（明治二年己巳春二月既望吉野
真保）、巻1目録2、本文8、巻2目録4、本文40
印記：三井家編纂分室印。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－002

我自刊我　嘉永明治年間録　2下
（1883年）

230×154ミリ34丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年間録巻二下表紙：
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し
印記＝小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。

備考：三井ラベル「B245・8」

Y2420－003

我自刊我　嘉永明治年間録　3

（1883年）

231×153ミリ47丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年間録巻三表紙：原・
薄茶色：我自刊我書屋記の文宇型押し

構成：巻3目録4、本文43
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。

備考：三井ラベル「B245・8」

Y2420－004

我自刊我　嘉永明治年間録　4・5
（1883年）

231×154ミリ45丁活版
題簾：原・我自刊我嘉永明治年問録巻四五表紙：
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：巻4目録2、本文14、巻5目録2、本文27
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。

備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－005

我自刊我　嘉永明治年間録　6上
（1883年）

230×154ミリ49丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年間録巻六上表紙1
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：巻6目録3、本文46
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－006

我自刊我　嘉永明治年間録　6下
（1883年）

231×154ミリ45丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年間録巻六下表紙：
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。

備考：三井ラベル「B245・8」

Y2420－007

我自刊我　嘉永明治年間録　7上
（1883年）

231×154ミリ32丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年間録巻七上表紙＝
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：目録4、本文28
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。

備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－008

我自刊我　嘉永明治年間録　7下
（1883年）

232×155ミリ43丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年問録巻七下表紙1
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。

備考：三井ラベル「B245・8」

Y2420－009

我自刊我　嘉永明治年間録　8

（1883年）

231×154ミリ29丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年間録巻八表紙：原・
薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：目録3、本文26
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。

備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－010

我自刊我　嘉永明治年間録　9
（1883年）

231×154ミリ50丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年間録巻九表紙：原・
薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：目録5、本文45
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考1墨書・朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－011

我自刊我　嘉永明治年間録　10
（1883年）

230×155ミリ38丁活版



題簸：原・我自刊我嘉永明治年間録巻十表紙：原・
薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成1目録4、本文34
印記1小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－012

我自刊我　嘉永明治年間録　11
（1883年）

231×153ミリ34丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年間録巻十一表紙：
原・薄茶色二我自刊我書屋記の文字型押し

構成：目録5、本文29

印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：三井ラベル「B245・8」

Y2420－013

我自刊我　嘉永明治年間録　12
（1883年）

232×154ミリ51丁活版
題簸＝原・我自刊我嘉永明治年間録巻十二表紙：
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：目録6、本文45

印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－014

我自刊我　嘉永明治年間録　13上
（1883年）

230×154ミリ49丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年間録巻十三上表
紙：原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：目録6、本文43

印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－015

我自刊我　嘉永明治年間録　13下
（1883年）

230×154ミリ33丁活版
題簸1原・我自刊我嘉永明治年間録巻十三下表
紙：原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－016

我自刊我　嘉永明治年間録　14
（1883年）

230×154ミリ27丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年間録巻十四表紙1
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し
構成：目録3、本文24
印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：三井ラベル「B245・8」

Y2420－017

4．その他　4．その他121．年表・年代記1　〔365〕

我自刊我　嘉永明治年間録　15
（1883年）

231×154ミリ36丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年問録巻十五表紙：
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し
構成：目録5、本文31

印記1小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－018

我自刊我　嘉永明治年間録　16
（1883年）

231×155ミリ44丁活版
題籏：原・我自刊我嘉永明治年問録巻十六表紙：
原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し

構成：目録4、本文40

刊記：明治十五年十一月廿五目御届、同十六年七月
目出版、著者故吉野真保・出版人甫喜山景雄（京橋
区西紺屋町九番地）。

印記1小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：墨書書き入れあり。三井ラベル「B245・8」

Y2420－019

我自刊我　嘉永明治年間録　17上
（1883年）

231×155ミリ44丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年間録巻十七上表
紙：原・薄茶色1我自刊我書屋記の文字型押し
構成：目録7、本文36

印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考：三井ラベル「B245・8」

Y2420－020

我自刊我　嘉永明治年間録　17下
明治16（1883）

230×155ミリ37丁活版
題簸：原・我自刊我嘉永明治年間録巻十七下表
紙：原・薄茶色：我自刊我書屋記の文字型押し
構成：本文35、賊1（明治十一年八月　かまたの真幹）、

追加1（紀恩之碑文）

刊記：明治十五年十一月廿五目御届、同十六年七月
日出版、著者故吉野真保・出版人甫喜山景雄（京橋
区西紺屋町九番地）。

印記：小宮山氏所蔵図書・三井家編纂分室印。
備考；三井ラベル「B245・8」

4．その他ノ21．年表・年代記1

XO421－001

［続泰平年表　1］
嘉永5（序）（1852）

280×204ミリ1巻1冊56丁写本
題籏＝なし表紙1後・ボール紙

構成二元表紙1、序2（嘉永五年しも月　四屏堂のある
し）、目次2、本文50、元後ろ表紙1
刊記：竹舎主人編輯、四屏堂校合増補（巻頭）。

印記：三井文庫。



成：例言1（文政元年季冬鶴峯戊申）、表目12、本文

記：三井文庫。

考：後ろ表紙に「雑書二冊十七番」（下ヶ札

構
6
1
印
備

Y1421－004－02

本朝年代人物掌覧前編　下

文政4（1821）

130×192ミリ77丁整版
題簸＝元・本朝年代人物掌覧前篇下表紙：後・灰色

無地
刊記：文政四年巳二月御免、同年酉九月彫成、大坂書
林岡田茂兵衛・葛城長兵衛・京都書林横田清兵衛（横
田印）・北村四郎兵衛・同太助。

印記1三井文庫。

21－005

1通略　上・下
ヒ5（1834）

×112ミリ2巻2冊（1冊に合綴）44丁整版
・：原・紀元通略輩表紙：原・丁子色無地
：：序3（文政丁亥孟春紫漠劉燈）、巻上22、巻下19

1：天保甲午夏鏑可也蘭堂蔵板（封面）、羽倉則
，輯（巻頭）。

1：西□文庫・三井家聴氷閣1・ウサギ・三井文庫・責

朱書書入あり。三井ラベル「B135・新・7」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
ロ

4
元
保
1
簸
成
記
九
記
堂
考

判
紀
天
1
8
題
構
刊
用
印
敬
備

Y1421－006－01

日本唐土　二千年袖鑑　初編

嘉永2（1849）

250×179ミリ3巻3冊18丁整版
題簸：原・日本唐土二千年袖鑑初編表紙：原・浅楯
子色：布目地型押しに松唐草刷り

刊記＝桂樹美玉堂（封面）、画図浪華松川半山・筆耕

同森晋三・彫刀燕卯之助・摺工石川定七、版元書
林大阪天満九丁目筋天神鳥井南ノ辻角奈良屋松兵
衛。

印記：稲葉・三井家編纂室蔵書。

備考：折本。三井ラベル「B135・6」

Y1421－006－02

日本唐土　二千年袖鑑　2編
嘉永2（1849）

249×179ミリ18丁整版
題籏：原・目本唐土二千年袖鑑二編表紙二原・浅楯
子色＝布目地型押しに松唐草刷り

刊記：桂樹美玉堂（封面）、画図浪華松川半山・筆耕

同森晋三・彫刀燕卯之助・摺工石川定七、版元書
林大阪天満九丁目筋天神鳥井南ノ辻角奈良屋松兵
衛。

印記1稲葉・三井家編纂室蔵書。
備考1折本。三井ラベル「B135・6」

3編

Y1421－006－03

日本唐土　二千年袖鑑

〔366〕　4．その他

備考：内題は「武家必覧績泰平年表巻之一」。本文の
16丁丁間に切紙1あり。三井ラベル「B240・11」

Y1421－001

和漢年契

寛政9（1797）

278×185ミリ1巻1冊52丁整版
題籏＝原・和漢年契全冊表紙＝原・薄茶色無地
構成：遊紙1・序1（寛政八年丙辰冬十月津国三村其
原）・凡例2（寛政元年己酉三月津国高超）・索引系図

3・本文47・宜英堂梓行和漢歴史目録
刊記：浪速書騨宜英堂蔵（封面）、寛政九年丁巳七月

書林京都額田正三郎・江戸西村源六・同西村宗
八・大阪葛城長兵衛。
印記：南陽松甫豊盈・工壮邊弟四都朱記・三井家7。

備考：遊紙丁間に切紙1（「昭和七年九月消毒了」）があ
る。

Y1421－002
［和漢年契］

寛政9（1797）

266×182ミリ1巻1冊52丁整版
題籏：後・和漢年契（朱書打付）表紙：原・薄茶色無地

構成：遊紙1・序1（寛政八年丙辰冬十月津国三村其
原）・凡例2（寛政元年己酉三月津国高超）・索引系図

3・本文47・宜英堂梓行和漢歴史目録
刊記：浪速書璋宜英堂蔵（封面）、寛政九年丁巳七月

書林京都額田正三郎・江戸西村源六・同西村宗
八・大阪葛城長兵衛。
印記：［　　　】蔵書記・右栄寧州留後朱記・忠孝之家・

王子刺公之宗婦都嬬為宗□鷺舞永宝用以降大福保辞
隣国・雲に乗る人・後天享堂・尚□堂記・三井家1。

備考：遊紙の丁間に切紙2（「昭和七年五月消毒了」「東

京朝目新聞（天皇追号読方に関して）」）がある。本文

22・23丁の間に切紙1（「大雲無相経…」墨書）、24・
25丁の間に切紙1（墨書「安楽三年三月」…）、38・39
丁の間に切紙1（朱書「書道全集巻十四…」）がある。
墨書・朱書の書入あり。三井ラベルIB135・新・2」

Y1421－003　　　　　　　　　　　摺り物
和漠大成年暦両面図鑑

文化3（1806）

357×1322ミリー枚物1丁整版
題籏：原・和漢大成年暦両面圖鑑（打付け）表紙二なし

刊記：寛政甲寅新刻筆工平安増田春耕、文化再版校
補井書、新刻再版彫工京師山本長左衛門、寛政六年
甲寅歳新刻・文化三年丙寅春再版書林京都西堀河
中川藤四郎・江戸石町西村源六。
印記：三井文庫。

備考：両面刷り。三井ラベル「B135・14」

Y1421－004－01　　　　　　　　　　　　年代記

本朝年代人物掌覧前編　上
（1821年）

130×192ミリ2巻2冊74丁整版
題簸：元・本朝年代人物掌覧前篇上表紙：後・灰色

無地



4．その他　4．その他／21．年表・年代記1　〔367〕

文型押し

構成：序1（安政乙卯春分前一日水戸藤田彪）、題言3
（嘉永甲寅六月　下総清宮秀堅）、皇統略図など5、年
号索引1、本文45、蹟1（嘉永甲寅宕陰塩谷世弘〉
刊記：逢谷箕作先生閲、佐倉順天堂蔵版（封面）、下総

清宮秀堅著（巻頭）、彫刻江川仙太郎（巻末）。

印記1読易堂図書記・緑静堂図書亭・四適研斎・四復研
斎所蔵之記・三井家3。
備考：前表紙にr□原心斎旧蔵」（朱書）。1丁メ丁問に

切紙1（「新撰年表杉原心斎旧蔵大正十二年五月一
日消毒了」と墨書）がある。三井ラベル「B135・新・11」

Y1421－011
［年代紀略］

130×171ミリ1巻1冊35丁整版
題簸：後・年代記暑（墨書）表紙：後・藍色無地
刊記：甫庵道喜考（巻頭）。

印記＝ウサギ・三井家5。

備考：内題は「年代紀略」。墨書・朱書書入あり。後ろ表

紙に「山原組持主津本昌義」（墨書）。昭和11年6月27
目寄託、三井ラベル「B135・新・26」

Y1421－012

南山小譜

80×177ミリ1巻1冊71丁整版
題籏：原・南山小譜表紙：原・丁子色無地

構成：序2（赤心居士）、目録4、南朝17、諸司譜18～
65
刊記＝来来院蔵板。

印記：三井文庫。

備考：料紙は薄様を使用。三井ラベル「B982・5」

Y1421－013

新選和漢洋年契

明治38（1905）

270×192ミリ1巻1冊53丁整版
題簸：原・新選和漢洋年契全表紙：原・柿色：雲文繋
ぎ地に牡丹型押し

構成1内表紙1、皇統略図など2、年号索引1、本文49
刊記：明治十九年四月七日版権免許、明治光八年八
月五日訂正増補印刷、明治光八年八月十目訂正増補
発行、著作者河村貞山、増補発行兼印刷者田中慶
太郎（東京市本郷区本郷3丁目10番地）、発行所東
京市本郷区本郷三丁目　文求堂書店。
印記：乗興不仮頼・四適研斎・丸ウサギ・後天享堂。

備考：朱書書入。後ろ表紙と見返しの間に袋の一部が
ある。三井ラベル「B135・新・10」

Y2421－001

銅錆和漢年契

慶応2（1866）

174×119ミリ1巻1冊55丁銅板
題簸1原・銅鏑和漢年契完表紙1後・緑色金粉ちらし
構成：序1（寛政八年丙辰冬十月津国三村其原）、各種

索引6、本文48

嘉永2（1849）

249×178ミリ19丁整版
題籏：原・目本唐土二千年袖鑑三編表紙：原・浅楯
子色：布目地型押しに松唐草刷り

構成：本文18、広告（早見年歴通覧・万暦両面鑑等）1

刊記：桂樹美玉堂（封面）、画図浪華松川半山・筆耕

同森晋三・彫刀燕卯之助・摺工石川定七、版元書
林大阪天満九丁目筋天神鳥井南ノ辻角奈良屋松兵
衛。

印記＝稲葉・三井家編纂室蔵書。

備考：折本。三井ラベル「B135・6」

Y1421－007

帝皇略譜

嘉永4（凡例）（1851）

80×177ミリ1巻1冊77丁整版
題籏：原・帝皇暑譜表紙：原・丁子色：布目地型押し

構成：遊紙1、序・凡例（嘉永四年三月廿五目）4、本文
72
刊記：来来院蔵板。

印記：三井文庫。

備考：料紙は薄様を使用。三井ラベル「B982・4」

Y1421－008
［文苑名家紀年大成］

嘉永6（1353）

86×183ミリ1巻1冊61丁整版
題籏1原・方簸のみ表紙：原・丁子引きに小菊型押し

構成＝序2（嘉永六年五月美濃守六人部是香）、例言2

本文57
刊記：挙蘇園蔵、嘉永六年癸丑秋刻成発行書林東
都岡田屋嘉七、浪華河内屋茂兵衛・河内屋和助、
帝都吉野屋仁兵衛・田中屋治助・吉野屋甚助・本屋
小兵衛・越後屋治兵衛。

備考：請求番号を変更、三井ラベル「B135・17」

Y1421－009

文苑名家紀年大成

嘉永7（1854）

85×186ミリ1巻1冊61丁整版
題籏：原・文苑名家紀年大成（方籏とも）表紙：原・丁

子引きに小菊型押し
構成：序2（嘉永六年五月美濃守六人部是香）、例言2、

本文57
刊記：挙蘇園蔵、嘉永七年甲寅春発行弘所書林東
都岡田屋嘉七、浪華河内屋喜兵衛・河内屋和助、
帝都吉野屋仁兵衛・田中屋治助・吉野屋甚助・本屋
小兵衛・越後屋治兵衛。

印記1高叡所集・聴氷堂書・三井家3・三井文庫。

備考：前表紙に「聴氷堂置」（朱書）と書名を記した下ヶ

札。請求番号を変更、三井ラベル「B975」。

Y1421－010

新撰年表
安政2（序）（1855）

265×182ミリ1巻1冊56丁整版
題籏：原・新撰年表輩表紙：原・海老色：布目地に雲



［義士討入仕末］

宝永2（1705）

240×176ミリ1巻1冊56丁写本
題籏：後・（義士討入仕末）表紙：後・藍色無地

刊記：宝永二酉ノ初秋下（最終丁）。

印記：信州高遠吉田屋・信州高遠城下松尾屋・信高
／1　1兵衛・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：最終丁に「吉田屋重兵衛」（墨書）。前表紙に書名

を記した下ヶ札あり。裏打ち。三井ラベルrB249・新・
20」

22－003（1）

1代公実厳秘録　1・2］
12（内容）（1749）

×180ミリ10巻10冊（1冊に合綴）22丁写本
・：原・公賞厳秘録九（一より）十表紙：原・丁子弓

慢
難
騨
難
睨
幣

：元表紙1、巻1目録1、本文9、巻2目録1、本文
紙1
：吉清・三井文庫。

：内容は8代将軍吉宗期。後ろ表紙に「武廿番」
・札）。三井ラベル「B240・14」

XO422－003（2）

［近代公実厳秘録　3・4］
（1749年）

21丁写本
構成：元表紙1、巻3目録1、本文9、巻4目録1、本文

9

XO422－003（3）

［近代公実厳秘録　5］

（1749年）

12丁写本
構成：元表紙1、巻5目録1、本文9、遊紙1

XO422－003（4）

［近代公実厳秘録　6～8］

（1749年）

31丁写本
構成：巻6目録1、本文9、巻7目録1、本文10、巻8
目録1、本文9

XO422－003（5）

［近代公実厳秘録　9・10］
（1749年）

22丁写本
構成：巻9目録1、本文10、巻10目録1、本文・10

XO422－004　　　　　　　　　　　　　　落書

江戸大変

明和9（内容）（1772）

270×183ミリ1巻1冊19丁写本
題籏：原・江戸大変明和九壬辰年二月廿九目午上刻
より同晦目子ノ申刻二しづまる（打付）表紙：原・生成無

〔368〕　4．その他

刊記＝銅製懐寳和漢年表京師玄二堂保居長男松田
緑山考正銅錨（本文巻頭）、慶応二丙寅年新錨浪華
書緯三書房蔵（封面）、三都書林発行須原屋茂兵
衛・山城屋佐兵衛・額田正三郎・村上勘兵衛・伊丹屋善
兵衛（印）・伊予屋善兵衛・河内屋喜兵衛（印）・河内屋

吉兵衛。

印記：平原蔵書・平寿・三井文庫・三井家聴氷閣2・丸ウ

サギ。

備考＝薄様を使用。朱書及び墨書など書き入れあり。表

紙と見返しの問に切紙1（r昭和6年7月消毒了」と墨
書）がある。三井ラベル「B135・新・5」。

Y2421－002

画入年代記

明治12（1879）

169×76ミリ1巻1冊24丁銅板
題簸：原・明治新刻豊入年代記伴源平編輯全表
紙：原・朱色：卍繋ぎ型押し

刊記：明治十二年三月廿四日出版御届、同年同月出
版発党、編輯人大阪府平民伴源平（同府東区瓦町
2丁目41番地）、出版人辻本信太郎（同府東区北久
太郎町4丁目7番地）。
印記＝田中・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：両面刷り・折本。昭和12年5月14目寄託、三井
ラベル「B135・新」。

4．その他122．軍記・実　物／

XO422－001（1）

［清正記　1］

（1611年）

270×195ミリ3巻3冊（1冊に合綴）28丁写本
題簸：原・清正記表紙：原・薄茶色無地

構成：遊紙1、序・清正系図3、巻1本文24
刊記：古橋宗左衛門尉方宣集記（巻頭）。

印記：惜陰亭、宗辰所集、三井家3。
備考：丁間に三井カード挿入あり。

XO422－001（2）

［清正記　2］

（1611年）

34丁写本
刊記：古橋宗左衛門尉方宣集記（巻頭）。

XO422－001（3）

［清正記　3］

慶長16（内容下限）（1611）

27丁写本
構成：本文26、文禄期の記事1
刊記：古橋宗左衛門尉方宣集記（巻頭）、此正本催促を

数度請上・中・下三巻を五目二書写畢、本書写墨おか
んと染鹿筆畢、正本文字仮字の誤数多有之、急写故猶
以誤数多可有之候、重而校合可改正者也、子の十一
月二目正辰書写之畢。
備考：三井ラベル「B940・新・Klj。

XO422－002



4．その他　4．その他122．軍記・実録物／　〔369〕

XO422－006－02

［仙石記　4～7］

天保7（内容）（1836）

233×163ミリ49丁写本
題簸：原・仙石記巻坤表紙＝原・薄茶色無地
構成：白紙1、巻4目録・本文13、巻5目録・本文14、

巻6目録・本文14、巻7本文8
備考＝元表紙に「出石略伝記坤」。罫紙を使用。三井ラ
ベル「B249・24」

XO422。007
［勇士物語］

235×173ミリ1巻1冊27丁写本
題第薯：なし表紙：後・赤銅色無地

構成：元表紙1、本文25、元後ろ表紙1
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「B249」

XO422－008

慶応明治徳川盛衰記

明治2（内容下限）（1869）

245×167ミリ1巻1冊156丁写本
題簸：原・慶応明治徳川盛衰記全表紙：後・藍色無
地（酸性紙）

構成：元表紙1、惣目録3、本文151、元後ろ表紙1
刊記：此書ハ版行二無之実事ヲ集テー冊トスル虞也（元
表紙に朱書）。

印記：三井文庫。

備考：内題はr徳川家盛衰記」。元後ろ表紙見返しに
r小笠原所持j（墨書）。元後ろ表紙は反古紙を利用。後

ろ表紙に「大正9年6月26目購求」「三輪一九六九！
一」（朱印と墨書）。三井ラベル「B245・1」

Y1422－001－01

明徳記　上
（1632年）

276×195ミリ3巻3冊21丁木活
題簸：原・明徳記上表紙：後・焦げ茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考1朱書書き入れあり。三井ラベル「B230・新・55」

Y1422－001－02

明徳記　中

（1632年）

276×193ミリ29丁木活
題簸二原・明徳記中表紙二後・焦げ茶色無地
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：朱書書き入れあり。三井ラベルrB230・新・55」

Y1422－001－03

明徳記　下

寛永9（1632）

276×193ミリ23丁木活
題籏：原・明徳記（以下、欠落）表紙：後・焦げ茶色無

地

地

刊記：差出し行人坂之丞午時（花押）、受取小塚原
土左衛門様。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：仮綴じ。後ろ表紙に切紙1貼付（ペン書）。昭和6

年6月24目寄託、三井ラベル「B249」

XO422－005（1）

［平賀鳩渓実記　1］

（1808年）

239×170ミリ6巻6冊（1冊に合綴）28丁写本
題簸：原・平賀鳩渓實記合本一二三四五表紙：後・
茶色に丁子引き
構成：序2（天明八年皐月乾坤無住竹窓榛斎老人）、目

録2、巻1本文24
印記＝骨墓舎、吐佛、骨董古雑籍珍書舗威亨堂。

XO422－005（2）

［平賀鳩渓実記　2］

（1808年）

20丁写本

XO422－005（3）

［平賀鳩渓実記　3］

（1808年）

15丁写本

XO422－005（4）

［平賀鳩渓実記　4］

（1808年）

14丁写本

XO422－005（5）

［平賀鳩渓実記　5］

（1808年）

10丁写本

XO422－005（6）

［平賀鳩渓実記　補］

文化5（1808）

5丁写本
刊記：文化辛未孟春柳々園主人（文末）。

備考：三井ラベル「B940－1｛4」

XO422－006－01

［仙石記　1～3］

（1837年）

233×163ミリ7巻7冊（2冊に合綴）49丁写本
題簸1原・仙石記巻乾表紙：原・薄茶色無地
構成1白紙1、仙石氏系図2、惣目録・目録4、巻1本文

12、巻2目録・本文16、巻3目録・本文14
備考：内題は「仙石記」。元表紙には題名「出石略伝記
乾」とある。罫紙を使用。紙秩に入る。後ろ表紙に「雑書

十五番」（下ヶ札）。三井ラベル「B249・24」



Y1422－004（2）　　　　　　　　　　摺り物
［地震奇談　平安万歳楽　下］

文政13（1830）

168×120ミリ2巻2冊（1冊に合綴）5丁整版
題簸：原・地震奇談平安万歳楽（打付）表紙：原・生成

刊記：文政十三年寅七月洛住東廉斎作、みの平板。
備考：内題は「大地震録下」。ダンボール紙を付けて
合綴。三井ラベル「C241・125」

Y1422－005

大地震大津浪　末代噺廼種

嘉永7以降（1854）

157×106ミリ1巻1冊18丁整版
題籏：原・大地震大津浪末代噺廼種全表紙：原・薄
茶色：無地

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1折本。裏打ちあり。昭和7年7月7目寄託。

Y1422－006

末代噺之種

嘉永7以降（1854）

161×111ミリ1巻1冊20丁整版
題簸1原・［］末代噺乃種全表紙：原・丁子引き
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：折本。後ろ表紙は欠。昭和6年11月18目寄託。

Y1422－007

地震年代記

安政2（1855）

176×118ミリ1巻1冊26丁整版
題簸：原・地震年代記表紙：後・丁子引き

構成：序1（無名氏）、本文25

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝多色刷り。前後欠。前表紙に書名を記した下ヶ札。

昭和6年12月15日寄託、三井ラベル「N300・新・17」

Y1422－008－01

万歳楽　安政見聞誌　上

安政6（1859）

249×169ミリ3巻3冊21丁整版
題籏：原・萬歳樂安政見聞誌上表紙：原・丁子引き
構成1序2、凡例・標目3、本文16
印記：ギフ今喜・宗辰所集・三井家3、竹晃細二□。

備考：多色刷り。虫損あり。裏打ちに反古文書を使用。
後表紙に「三百サ七」（貼紙）

Y1422－008－02

万歳楽　安政見聞誌　中
（1859年）

249×169ミリ20丁整版
題簸：原・萬歳樂安政見聞誌中表紙：原・丁子引き
印記：宗辰所集・三井家3。’

備考：多色刷り。虫損あり。裏打ちに反古文書を使用。
乱丁あり。

4，その他〔370〕

刊記二寛永九年壬申季冬吉日刊行、泉治（左下）。

印記＝宗辰所集・三井家3。

備考：朱書書き入れあり。三井ラベルrB230・新・55」

Y1422－002－01

応仁記　上
（1633年）

270×191ミリ2巻2冊27丁木活
題簸1原・磨仁記上表紙：後・茶色無地
構成＝目録・序1、本文26

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後印本。三井ラベル「B230・新・54」

Y1422－002－02

応仁記　下

寛永10（1633）

270×191ミリ26丁木活
題簸＝原・磨仁記下表紙：後・茶色無地
刊記：寛永十年孟春吉旦。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「B230・新・54」

Y1422－003（1）

地震奇談　平安万歳楽　上

文政13（1830）

166×118ミリ2巻2冊（1冊に合綴）5丁整版
題簸：原・地震奇談平安万歳楽（打付け）表紙：原・

生成

刊記：文政十三年寅七月　洛住東廉斉作、みの平
板。

印記：勢州定飛脚会所ふや町おいけ角布屋次郎右衛
門・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：裏打ちあり。前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和

7年7月7目寄託、三井ラベル「N300・新・19」

Y1422－003（2）

地震奇談　平安万歳楽　下

文政13（1830）

5丁整版
題籏：原・地震奇談平安万歳楽下（打付け）表紙：
原・生成

刊記：文政十三庚寅年七月　洛住東豫作、京松原通
新町西へ入町みのや平兵衛板。
印記：勢州定飛脚会所ふや町おいけ角布屋次郎右衛
門。

備考：裏打ちあり。昭和7年7月7目寄託。

Y1422－004（1）　　　　　　　　　　摺り物
地震奇談　平安万歳楽

文政13（1830）

5丁整版
題籏：原・地震奇談平安万歳楽（打付け）表紙：原・生

成

刊記：文政十三庚寅年七月　洛住東祓作、京松原通新
町西へ入町みのや平兵衛板。
備考1内題は「大地震録」



Y1422－008－03

万歳楽　安政見聞誌　下
（1859年）

249×168ミリ20丁整版
題籏＝原・萬歳樂＿安政見聞誌下表紙1原・丁子引き
印記：宗辰所集・二井家3。

備考：多色刷り。虫損あり。裏打ちに反古文書を使用。
初丁欠落。

Y1422－009－01

　［近世紀聞　初編1～3］
明治6（序）（1873）

219×154ミリ3巻3冊（1冊に合綴）78丁整版

鷺藝。難鷺譜醐．藷麟善年之事

蟄鷺欝轟謂難春水野史）・巻

陰鍔禦鞭鼎莚繕鵬纏霧竪望響

蟻轡農緬難繋疑岡文助（第
備考：多色刷り。

Y1422－009－02

　［近世紀聞　2編1～3］
明治7（序）（1874）

219×154ミリ3巻3冊（1冊に合綴）75丁整版

嬰鵠讐鶉：瑳糠轟、蜻鹸・
難擁禦蝶灘義・染崎延房）・巻・

＿丁目　田中治兵衛・通油町水野慶次郎・馬喰町二
丁目　山口藤兵衛・横山町三丁目辻岡文助。
備考：多色刷り。

Y1422－009－03

　［近世紀聞　3編1～3］
（1874年）

轟熱潔響懸雛蕪癩

難轟灘濫轡鱗豫寧爆屡
備考：多色刷り。

Y1422－009－04

［近世紀聞　4編1～3］
明治7（序）（1874）

　　4・その他　4・その他〆22・軍記・実録物！　〔371〕

219×154ミリ3養3冊（1冊に合綴）78丁整版

鷺欝幣嘉覇縄聯隷
馨鵠難欝難欝薦・延房艘）・
刊記：著者東京府士族染崎延房（第五大区ニノ」、区

贈禦騙響自繋鍵岡文助（第一
備考1多色刷り。

Y1422－009。05

　［近世紀聞　5編1～3］

明治8（1875）

219×154ミリ3巻3冊（1冊に合綴）79丁整版

簿夢繍原欝糠驚齢蹴年・
構成：題宇・序3（明治第八亥歳旦戯墨堂主人）、巻1

本茎25、巻2本文25、巻3本文26

懸謬難認妓勲藁灘鱗
目＿番地）発免。

備考：多色刷り。

Y1422－009－06

　［近世紀聞　6編1～3］

明治8（1875）

219×155ミリ3巻3冊（1冊に合綴）61丁整版

嬰纏藝蕪麟驚縣鋪年・
構成1題字・挿絵3、巻1本文27、巻2本文27、巻3
本文24

型聾器駕㌶喜暑月憲諮愛難麟雑実

区＿小区浅草西鳥越町甲ノニ番地）、出版人東京
茎岬文助（第一大区＋三小区横山町三丁目二番地）発

備考：多色刷り。

Y1422－009－07

　［近世紀聞　7編1～3］

明治9（1876）

219×155ミリ3誉3冊（1冊に合綴）78丁整版
題簸源・染崎延房輯近世紀聞七編自元治甲子至
蓼慮兀乙丑巻之表紙：原・濃紺：布購こ網目型押

難鷺験嬰黛綴纂柳北漁父）・巻・本

肇轄隻凝妻暑月燕諮欝藩麟雑昊

影斐鑛蔓難鞍篠醗諸臨纏

鷺舗盟定価58銭3擁ろ表紙見返しにr史



構成1目録1、本文23、遊紙1

XO423－002－03（1）

［続落穂集　5］

（1747年）

242×166ミリ26丁写本
題籏：原・続落穂集五之六表紙：原・茶色：無地

構成：遊紙1、巻5目録1、本文24　＿
印記：霞亭文庫・早川蔵書・宗辰所集・二井家3。

備考：三井ラベル「C211・新・17」

XO423－002－03（2）

［続落穂集　6］

（1747年）

25丁写本
構成：目録1、本文24

XO423－002－04（1）

［続落穂集　7］

（1747年）

繊藷基鰹七繁表紙原・茶色無地

構成：遊紙1、巻7目録1、本文31　＿
印記＝霞亭文庫・早川蔵書・宗辰所隼●二井撚

備考＝三井ラベル「C211・新・17」

XO423－002－04（2）

［続落穂集　8］

（1747年）

30丁写本
構成：目録1、本文28、遊紙1

XO423－002－05（1）

［続落穂集　9］

（1747年）

籔醸漏輩鱗表紙原・茶色・無地

構成：遊紙1、巻9目録1・本文20　＿

羅懇離騰欝●薄蔀消・蔵
書』と墨書あり。三井ラベル「C211・新・17」

XO423－002－05（2）

［続落穂集　10］
延享4（写）（1747）

52丁写本
難呈辮薯o潔乳綴之、延享四丁卯年

八月下旬書写之本野興業（抹消）。

XO423－003

勝山在善虫記
文政11（1828）

黙藷畠趨翻藤姦、原・生成無地

4．その他〔372〕

Y2422－001

万石騒動
明￥台28（1895）

225×151ミリ1巻1冊43丁活版

灘顯羅舗縮讐贈本文・絃

1鞠鱗難糞灘顯羅
川忠亮（京橋区築地2丁目）。

印記：本居文庫。

4．その他123．風聞／

XO423．001　　　　　　　　　　　　　見聞記

［落穂集　1～7］

蘇鷹野馨7冊（、冊に合綴）63丁写本

題簸、原・落穂集（打付）表紙：原・生成

備考：仮綴じ。表紙にラベルr鴉軒文庫」。三井フベル

rC211・A・16」（抹消）。

XO423．002－01（1）　　　　　　　　　　見聞記

　［続落穂集　1］

羅継・些塁要綴羅。籍
無地
構成二遊紙1、巻1目録1・本文23　＿
印記，霞亭文庫・早川蔵書・宗辰所集・二井家3・

備考：三井ラベルrC211・新・17」

XO423－002－01（2）

［続落穂集　2］

（1747年）

32丁写本
構成1目録1、本文30、遊紙1

XO423－002－02（1）

［続落穂集　3］

（1747年）

難藤羨潔艶表紙・縣色無地
構成：遊紙1、巻3目録1、本文24　＿
印記、霞亭文庫・早川蔵書・宗辰所集・二井家3・

備考：三井ラベル「C211・新・17」

XO423－002－02（2）

［続落穂集　4］

（1747年）

25丁写本



刊記：右文通勝山町人近藤与平より松本神谷方へ親類

之事二付見廻二遣し申侯、人々如此返事来候旨みせ
候を写し申候文政十一子年八月目（末尾）。
備考：仮綴じ一つ綴り。前表紙にラベル「鴉軒文庫」貼
付。見返しと1丁メ丁間に紙片（r97・総・鴇」）あり。前表

紙に「文政十一子年八月」（墨書）と下ヶ札。

XO423－004－01

［見聞録　1］

明治20（写）（1887）

243×168ミリ2巻2冊154丁写本
題簸：後・見聞録共二一表紙：後・肌色：三井家編
纂室蔵の文字型押し
構成：元表紙1、本文152、元後ろ表紙1（福田屋風呂
敷製斗）

刊記＝明治二十年十一月十八目深川東元町福多長次
郎方二而写墨縄をひ孫のたくみに習ハすハまかりての
みや人のゆくらん辰八十二（元表紙裏）。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：大蔵省の罫紙を使用。本文32丁メ表に切紙貼付
あり。明治44年6月27目購求の印。後ろ表紙に「明治
四十四年六月二十七目書難村口より購入」（朱書）。三
井ラベル「A910・20」。32の記録からの抜書き。書誌情

報はXO423－004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］
および同（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］も参照。

XO423－004－02（3）

［見聞録　2のうち　結城藩水野事件］

16丁写本
備考1書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および
XO423－004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（5）

［見聞録　2のうち　小田原藩浅田鉄蔵ロ書之
写］

10丁写本
刊記1林蔵（末尾）。

備考：書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および

XO423－004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（6）

［見聞録　2のうち　番町皿屋敷故実］

明治28（写）（1895）

24丁写本
刊記1明治廿八年乙未四月中旬赤城氏ヨリ借写林姓
（末尾）。

印記1林校蔵書。

備考＝書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および

XO423－004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（8）

　　　　　4，その他　4．その他！23．風聞／　〔373〕

［見聞録　2のうち　さされかたき］
明治26（写）（1893）

8丁写本
刊記：明治二十六年癸巳如月初旬赤城氏より借写之
林氏。

備考：書誌情報はXO423－004・01［見聞録1］および

XO423－004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（9）

［見聞録　2のうち　異名集］

8丁写本
備考1書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および
XO423・004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（13）

［見聞録　2のうち　本国釈莫儀注］
安政4（写）（1857）

7丁写本
刊記：天保十三年歳在壬寅仲秋中旬、安政四年丁巳
仲秋初旬写、鶴牧林美辰（末尾）。

備考：書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および

XO423－004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（17）

［見聞録　2のうち　祝融録抜抄・祝融録］

30丁写本
備考：書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および

XO423・004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典コ、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（19）

［見聞録　2のうち　紀元節奉祝］

10丁写本
備考：書誌情報はXO423・004－01［見聞録1］および

XO423－004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（20）

［見聞録　2のうち　田宮坊太郎略伝］

明治40（1907）

9丁写本
備考：書誌情報はXO423・004－01［見聞録1］および

XO423－004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（21）

［見聞録　2のうち　阿保多羅経］

9丁写本



〔374〕　4．その他

刊記：鶴牧林姓（末尾）。

警煮徽稚暑謄欝摺鵡浸読旛義箒纂

はXO423・004－01［見聞録　1］および
XO423・004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］も参

照。

Y1423－001

時世のぼり凧

慶応2（1866）
363×485ミリー枚刷1丁整版
題簸：原・時世のぽり凧（打付）表紙：なし

刊記：慶応二年寅夏。
備考＝酸性紙の紙に貼り付け。三井ラベル「DO90・新・

1」

4．その他125．対外関係！

XO425－001－01（1）

［文化元甲子九月ヲロシア人長崎江着岸始末一

件写］

文化1（内容）（1804）
243×175ミリ7巻7冊（1冊に合綴）13丁写本
題簸、原・文化元年ヲロシア人長崎江着岸始末一件諸

説写表紙：後・ボール紙、元表紙は生成

構成：表紙1、本文12
印記：三井文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「B245・10」

XO425－001－01（2）

［文化元甲子九月魯西亜人連渡候漂流人四人於

御役所丑三月廿九日申上候口書］

文政2（写）（1805）

32丁写本
構成：表紙1、本文31
刊記＝文政二年卯二月写之大坂住望月小兵衛。

XO425－001－01（3）

［異舩一件聞書之写］

17丁写本
印記：宗辰所集・三井家3。

XO425－001－01（4）

［カラフト表へロシア船渡来一件写］

文化8（内容）（1811）

7丁写本

XO425－001－01（5）

［長崎表紅毛船渡来一件　写］

文化5（内容）（1808）

13丁写本

XO425－001－01（6）

［長崎表ヲロシア渡来写］

嘉永6（内容）（1853）

17丁写本
構成：表紙1、本文16
備考：最終丁裏にr三冊之内積慶堂」（墨書）

XO425－001－01（7）

［ヲロシア国使節持渡候国書和解］

嘉永6（内容）（1853）

2丁写本
刊記：嘉永六丑年十月十八目出長崎之者より申来ル。

印記：宗辰所集・三井家3。

XO425－002－02（1）

北亜墨利加渡来一件諸書写

243×186ミリ8巻8冊（1冊に合綴）42丁写本
題籏：原・北亜墨利加渡来一件諸書写表紙：後・ボー

ル紙
構成：表紙1、本文41
印記1三井文庫・宗辰所集・三井家3。
備考：最終丁に「三冊之内積慶堂」（墨書）。三井ラベ

ノレ「B245・11」

XO425－002－02（2）

［アメリカ船渡来につき覚］

4丁写本
印記：宗辰所集・三井家3。

XO425－002－02（3）

［浦賀説書］

8丁写本
構成：表紙1、本文7
印記：宗辰所集・三井家3。

XO425－002－02（4）

［行列図ほか］

嘉永6（内容）（1853）

273×382ミリ9丁写本
印記：三井文庫・宗辰所集・三井家3。

備考＝酸性紙の封筒に入る。合綴。

XO425－002－02（5）

［嘉永六年八月四日家慶公御贈官位・同年八幡石

清水放生会等宣命写］

嘉永6（内容）（1853）

4丁写本
構成：表紙1、本文3
印記：宗辰所集・三井家3。

XO425－002－02（6）

［桑名侯上書］

嘉永6（内容）（1853）

6丁写本
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題籏：原：辮谷叢説表紙：原・黄色無地

構成：目録1、本文86
印記：多計廼舎所蔵・高麗蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：本文14丁裏に貼紙がある。

XO425－004－02

解谷叢説　2

文化4（写）（1807）

235×164ミリ69丁写本
題簸：原：塀谷叢説表紙：原・黄色無地

構成1目録1、本文68
刊記：文化四丁卯年九月十目於松前官舎写勝谷。
印記：多計廼舎所蔵・高麗蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ル三百八／三巻」（下ヶ札）

XO425－004－03

螺谷叢説　3

（1807年）

235×165ミリ73丁写本
題簸：原1塀谷叢説表紙：原・黄色無地

構成：遊紙2、本文71
印記：多計廼舎所蔵・高麗蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：内容は問宮林蔵著「カラフト島大概略図」ほか。

三井ラベル「B245・9」

XO425－005－01

阿片鳩識記　1
天保11・12（内容）（1840）

267×185ミリ3巻3冊40丁写本
題簸＝原・阿片鳩識記一表紙：原・渋引き横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考＝三井ラベル「B300・新・5」

XO425－005－02

阿片鳩識記　2
天保13（内容）（1842）

267×185ミリ23丁写本
題籏：原・阿片鳩識記二表紙＝原・渋引き横刷毛目
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「B300・新・5」

XO425－005－03

阿片鳩識記　3
天保14（内容）（1843）

266×184ミリ51丁写本
題簸：原・阿片鳩識記三止表紙：原・渋引き横刷毛
目

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「二九拾」（下ヶ札）、三井ラベル「B300・
新・5」

XO425－006

阿片始末

天保14（内容）（1843）

270×185ミリ1巻1冊85丁写本
題簸：原・阿片始末全表紙：原・葡萄色：小葵型押

XO425－002－02（7）

［阿部正弘触書］

4丁写本
印記二宗辰所集・三井家3。

XO425－002－02（8）

［遠州掛川より来る風聞・問屋行事願書雛形・皇

都風説反古］

5丁写本
構成：聞書1、願書1、風説3
印記：宗辰所集・三井家3。

XO425－003－01

［俄羅斯亜雑話］

文化2（序）（1805）

266×194ミリ2巻2冊（4冊に分冊）27丁写本
題簸1なし表紙：後・黄櫨色：鳳鳳に麻紋刷り

構成＝遊紙1、序2（文化乙丑之秋崎陽峨眉山樵武田孟
文）、凡例2、目録5、本文16、遊紙1
印記：赤季巷図書印。

XO425－003－02

［俄羅斯亜雑話　続き2・同拾遺］

（1805年）

267×194ミリ46丁写本
題簸：なし表紙1後・黄櫨色：鳳風に麻紋刷り

構成：遊紙1、本文33、拾遺附録11、遊紙1
印記：赤季蕎図書印。

備考：「ヲロシア国由緒之事」から、拾遺へ続く。拾遺の

前にIXO425・003－03・041が入る。

XO425－003－03

［俄羅斯亜雑話　続き1］

（1805年）

267×195ミリ38丁写本
題簸：なし表紙：後・黄櫨色＝鳳恩に麻紋刷り

構成：遊紙1、本文36、遊紙1
印記：赤季落図書印。

XO425－003－04

［俄羅斯亜雑話　続き3］

（1805年）

266×194ミリ32丁写本
題籏：なし表紙＝後・黄櫨色：鳳風に麻紋刷り

構成：遊紙1、本文30、遊紙1
印記：赤季董図書印。

備考1後ろ表紙に「雑書拾三番」（下ヶ札）

XO425－004－01

螺谷叢説　1

（1807年）

235×163ミリ3巻3冊87丁写本
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印記：宗辰所集・三井家3。
備考：三井ラベル「B300・新・4」

XO425－007

紅毛苦密集成
（嘉永5）（1852）

239×167ミリ1巻1冊99丁写本
題簸：原・紅毛苦蜜集成完表紙：後・薄茶色無地
構成：元表紙1、前書3（天保十五年辰六月阿蘭陀人カ
ヒタン三人連印）、目次1、蘭王上書和解ほか36、遊紙

1、寛政蝦夷地ほか58
印記＝三井家編纂室蔵書。

備考：後ろ表紙見返しに「明治四十二年十月廿六目梨
本匹神田より求」（墨書）。三井ラベル「B240・29」

XO425－008（1）

滞舩応接略記　1

安政1（内容下限）（1854）

266×187ミリ3巻3冊（1冊に合綴）28丁写本
題簸：原・滞舩磨接署記表紙：後・丁子格子
印記：内邸文庫・八角蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「B245・7j

XO425－008（2）

［滞舩応接略記　2］

（1854年）

16丁写本

XO425－008（3）

［滞舩応接略記　3］

（1854年）

26丁写本

XO425－009－01

亜米利加雑話　1

嘉永7（内容下限）（1854）

267×187ミリ5巻5冊（3冊に合綴）44丁写本
題簸：原・亜米利加雑話一表紙：後・丁子格子
構成：本文22、雑話1目録1、本文21（ママ）
印記：内邸文庫・八角蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「B245・6」。XO425－009・03（2）［魯西

亜雑記］も参照。

XO425－009－02（1）

［亜米利加雑話　2］

（1854年）

267×187ミリ23丁写本
題簸1原・亜美理駕雑話二・三表紙：後・丁子格子

構成：目録1、本文22
印記：内邸文庫・八角蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「B245・6」

XO425－009－02（2）

［亜米利加雑話　3］

（1854年）

24丁
構成：目録1、本文23

XO425－009－03（1）

［亜米利加雑話　4］

（1854年）

267×187ミリ19丁写本
題籏：原・亜美利駕雑話四　附魯西亜雑記表紙：
後・丁子格子

構成：目録1、本文18
印記：内邸文庫・八角蔵・宗辰所集・三井家3。

備考＝三井ラベル「B245・6」。XO425・009・03（2）［魯西

亜雑記］も参照。

XO425－009－03（2）

［魯西亜雑記］

（1854年）

28丁写本
構成：魯西亜雑記目録1、本文27
備考：書誌情報はXO425－009・01亜米利加雑話1、
XO425－009・03（1）［亜米利加雑話4］を参照。

XO425－010－01

ゑびすのうわさ　内海雑話　1

安政2（内容）（1855）

239×156ミリ5巻5冊71丁写本
題簸1原・ゑひすのうわさ内海雑話一表紙：原・茶
色無地
構成：遊紙1、本文70
刊記：安政二乙卯年正月筆始同亥甲寅之追加従説噂
に是続者也（巻頭）、安政二乙卯九月二而終同冬十
月之部追加書江続。
印記：三井文庫。

備考：布鉄に入る。昭和13年4．月15目購求。三井ラ
ベル「B249・15」

XO425－010－02

ゑびすのうわさ　内海雑話　2

安政2（内容）（1855）

240×157ミリ95丁写本
題簸：原・ゑひすのうわさ内海雑話二表紙：原・茶

色無地
構成：遊紙1、本文94
刊記：安政二乙卯年ノ追附書十月筆采（巻頭）。

印記：三井文庫。

備考：昭和13年4月15目購求。三井ラベルrB249・
15」

XO425－010－03

ゑびすのうわさ　内海雑話　3

安政3（内容）（1856）

239×156ミリ69丁写本
題籏：原・ゑひすのうわさ内海雑話三表紙：原・茶

色無地
構成：遊紙1、本文41、奥書1（内海雑話ゑひすのう
わさ五巻嘉永六癸丑年六月始筆写、安政三丙辰年十



月止筆自編井書画）、本文27
刊記：安政三丙寅年十月筆を捨て中一年又今同五戊
午年孟夏筆を始（43丁メ）。

印記：三井文庫。

備考＝昭和13年4月15目購求。三井ラベル「B249・
15」

XO425－010－04

ゑびすのうわさ　内海雑話　4

安政5（内容）（1858）

240×157ミリ96丁写本
題簸＝原・ゑひすのうわさ内海雑話四表紙：原・茶
色無地
構成：遊紙1、本文95
印記：三井文庫。

備考：昭和13年4月15目購求。三井ラベルrB249・
15」

XO425－010－05

ゑびすのうわさ　内海雑話　5

文久2（内容）（1862）

240×157ミリ88丁写本
題籏：原・ゑひすのうわさ内海雑話五止表紙：原・
茶色無地
構成：遊紙1、内表紙1（安政五戊午同六己未萬延庚申

同改元文久元辛酉同二壬戌年）、本文86
印記：三井文庫。

備考：44丁表に切紙3・71丁表に切紙1貼付あり。昭
和13年4月15日購求。三井ラベルrB249・15」。購入
に関する記事が後ろ表紙見返しに朱書される。

XO425－011

清国阿片始末

238×168ミリ1巻1冊111丁写本
題簸：原・清國阿片始末全表紙1後・薄茶色無地
構成：遊紙1、本文109、遊紙1
備考：後ろ表紙見返しにr明治四十二年十月廿六目製

本匹神田万丸ヨリ購入」（墨書）、三井ラベルrB300・
10」

Y1425－001

御免新版絵入天保三年来朝　琉球人　行列記

天保3（1832）

230×161ミリ1巻1冊18丁整版
題籏：原・御免新版絡入天保三年来朝琉球人行列
記表紙：後・藍色無地
構成：序3（天保三年壬辰八月　無名氏）、本文15

刊記：干時天保三年辰十月来朝御免取次判元薩州
御出入方伏見箱屋町丹波屋新左衛門・同下板橋
兼春市之丞、京都書林寺町通錦小路上ル菱屋弥兵
衛。

備考：後ろ表紙にr雑画六番」（下ヶ札）、三井ラベル
「B249・30」

Y1425－002－01

異国渡来年代誌　乾
摺り物

4。その他　4．その他！26．漂流記／　〔377〕

（1860年）

222×154ミリ2巻2冊3丁整版
題簸1原・異國渡来年代誌乾表紙＝後・藍色無地
構成：元表紙1、本文2
刊記：文開堂梓（表紙）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベル「：B240・新・33」

Y1425－002－02　　　　　　　　　　摺り物
異国渡来年代誌　坤

安政7（1860）

222×154ミリ3丁整版
題簸＝原・異國渡来年代誌坤表紙：後・藍色無地
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和10年7月廿6目寄託、三井ラベルrB240・
新・33」

Y1425－003　　　　　　　　　　　摺り物
異国舩年代記
（1881年）

367×603ミリー枚物1丁整版
題簸：原・異國船年代記表紙：原・丁子引き
備考＝内題「太平皇国勲功」。

4．その他ノ26．漂流記1

×0426－001－01

宝暦漂流聞書上
（1752年）

230×161ミリ2巻2冊41丁写本
題籏：原・寳暦漂流聞書表紙：後・薄藍色：布目地型
押し

構成：元表紙1、本文40
刊記1宝暦元年未十二月廿一目唐國福建省江致漂
着候奥州南部之者六人口書（元表紙）。

備考：和紙の秩に入る。

XO426－001－02

宝暦漂流聞書下
宝暦2以降（1752）

230×161ミリ33丁写本
題籏：原・寳暦漂流聞書下表紙：後・薄藍色：布目地
型押し

構成：元表紙1、本文32
刊記：宝暦元年未十二月廿一日　南部之者共積荷物
井唐國二而貰物等覚帳（元表紙）。

XO426－002（1）

［異国渡り口書］

宝暦6（写）（1756）

240×176ミリ2巻2冊（1冊に合綴）23丁写本
題簸：原・異國渡り口書越前新保村国田兵右衛門等・

亜墨利迦漂流記土州萬次郎写表紙：後・ボール紙
構成：元表紙1（生成）、本文21、元後ろ表紙1（生成）

刊記：七月（ママ）甲申六月　此異国渡り口上書之一冊

者索恕先生多年令所持給本也今有拝借書写之竹内



題簸：なし表紙二原・丁子引き

構成：目次1、本文17
刊記＝薩摩侍医曽繁識（巻頭）。

印記：奈倍図書之記・鈴木重壽南山棲珍蔵之記・宗辰

所集・三井家3。

備考：三井ラベル「C211・新・12」

XO426－005－01（2）

［無人島談話　2］

（1797年）

22丁写本

XO426－005－02（1）

［無人島談話　3］
寛政9（賊）（1797）

263×181ミリ23丁写本
題籏：なし表紙：原・丁子引き
構成：本文22、賊1（寛政九年冬十一月薩摩侍医繁士）
印記：奈倍図書之記・鈴木重壽南山棲珍蔵之記・宗辰

所集・三井家3。

備考：三井ラベル「C211・新・12」

XO426－005－02（2）

［無人島談話　4］

（1797年）

13丁写本
刊記：薩摩侍医曽繁識（巻頭）。

XO426－005－02（3）

［無人島談話　5］

（1797年）

19丁写本
刊記：薩摩侍医曽繁識（巻頭）。
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：赤季巷図書印・三井文庫。

：包背装。最終丁に「漂雑書拾壱番」（下ヶ札）。

ラベル「CO81・10」。

XO426－006－02

北洋実録　坤
文化1以降（内容）（1804）

239×172ミリ58丁写本
題簸：原・漂流記北洋実録坤（打付）表紙：原・生成

構成：魯斎亜州言葉之部31、吹上台覧記23、文化元

年異国船相見手当4
印記：赤季巷図書印・三井文庫。
備考：包背装。後ろ表紙に「漂雑書拾壱番」（下ヶ札）。

三井ラベル「CO81・10」。

〔378〕　4．その他

重賢、右又竹内氏恩借書写之宝暦六年丙子閏十一
月　林久朝、予又自小門氏借求書写之畢宝暦六年丙
子閏十一月廿八日　内藤氏。
印記：エチゴン・三井文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：元表紙にr留OOO壱冊」（墨書）。三井ラベル
「CO81・新・9」。XO426・002（2）［亜墨利迦漂流記］も参

照。

XO426－002（2）

［亜墨利迦漂流記］

嘉永6（写）（1853）

17丁写本
構成：元表紙1（生成）、本文15、元表紙1

刊記：嘉永癸丑年仲秋写之。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：書誌情報はXO426－002（1）［異国渡り口書］を参

照。

XO426－003（1）

［漂流記　塩飽源左衛門］

（1771年）

223×161ミリ3巻3冊（1冊に合綴）16丁写本
題簸：後・漂流記全表紙：後・丁子引き：布目地型押

し

構成＝元表紙1（塩飽源左衛門之事）、本文14、白紙1

XO426－003（2）

［漂流記　孫太郎］

明和8以降（写）（1771）

10丁写本
構成：明和8年孫太郎帰朝10
備考：後ろ表紙見返しにr漂雑書拾壱番」（下ヶ札）。

三井ラベル「CO81」。

XO426－003（3）

［漂流記　広東漂人］

（1771年）

61丁写本
構成：元表紙1（広東漂人演説記）、本文59、白紙1

XO426－004
［漂民吹上台覧記］

寛政5以降（内容）（1793）

273×199ミリ1巻1冊26丁写本
題簸：後・寛政五癸丑九月十八目幸太夫・磯吉漂流

記表紙：後・濃藍色無地

構成：絵1、本文25
刊記：侍医法眼桂川甫周国瑞誌。

印記1三井文庫。
備考：後ろ表紙見返しにr漂雑書拾壱番」（下ヶ札）。

三井ラベル「CO81・6」。

XO426－005－01（1）

［無人島談話　1］

（1797年）

263×180ミリ5巻5冊（2冊に合綴）18丁写本



XO426－007－01（1）

［環海異聞　1］

文化4（序）（1807）

267×193ミリ15巻15冊（5冊に合綴）61丁写本
題籏：原・環海異聞壱（打付）表紙：原・丁子色無地

構成：遊紙1、序例付言28（文化四年丁卯初夏医臣大

槻茂質）、目次5、巻1本文27
印記1宗辰所集・三井家3。

備考1内題は「露西亜國漂客紀聞」、巻2尾題は「環海
紀聞」。前表紙にrロニ百拾八」（貼紙）とrロ印二百十八
／五冊」（下ヶ札）。

XO426－007－01（2）

［環海異聞　2］

（1807年）

27丁写本

XO426－007－02（1）

［環海異聞　3］

（1807年）

266×193ミリ25丁写本
題簸：原・環海異聞戴（打付）表紙：原・丁子色無地

構成1遊紙1、巻3本文24
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「漂客紀聞」。

XO426。007－02（2）

［環海異聞　4］

（1807年）

29丁写本

XO426－007－02（3）

［環海異聞　5］

（1807年）

26丁写本

XO426－007－03（1）

［環海異聞　6］

（1807年）

266×193ミリ24丁写本
題籏；原・環海異聞三（打付）表紙：原・丁子色無地

構成：遊紙1、巻6本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「漂客紀聞」。

XO426－007－03（2）

［環海異聞　7］

（1807年）

21丁写本

XO426－007－03（3）

［環海異聞　8］

（1807年）

18丁写本

4．その他　4．その他／26。漂流記！　〔379〕

XO426－007－03（4）

［環海異聞　9］

（1807年）

22丁写本

XO426－007－04（1）

［環海異聞　10］

（1807年）

266×194ミリ24丁写本
題籏：原・環海異聞四（打付）

構成：遊紙1、巻10本文23
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「漂客紀聞」。

XO426－007－04（2）

［環海異聞　11］

（1807年）

27丁写本

XO426－007－04（3）

［環海異聞　12］

（1807年）

27丁写本

表紙：原・丁子色無地

XO426－007－05（1）

［環海異聞　13］

（1807年）

266×193ミリ26丁写本
題簸：原・環海異聞五（打付）表紙：原・丁子色無地

構成：遊紙1、巻13本文25
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：内題は「漂客紀聞」、朱書あり。

XO426。007－05（2）

［環海異聞　14］

（1807年）

27丁写本

XO426－007－05（3）

［環海異聞　15］

（1807年）

50丁写本
構成1巻15本文47、浦光太夫雑話3

XO426－008－01

［東縫紀行　上］

文化7（序）（1810）

264×184ミリ4巻4冊（3冊に合綴）22丁写本
題簸：原・東鍵紀行天（朱書打付）表紙：後・丁子引
き

構成：凡例2（文化七庚午年秋七月泰貞廉）、巻上本文
20
刊記＝常陸間宮林蔵口述・備中村上貞助編纂（巻頭）。

印記：山氏文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「東轄地方紀行巻上」。前表紙にrホ印六



〔380〕　4．その他

十」（貼紙）とrホ印六十！三巻」（下ヶ札）。

XO426－008－02

［東縫紀行　中］

（1810年）

264×183ミリ21丁写本
題簸：原・東縫紀行人（朱書打付）表紙：後・丁子引

き
刊記：常陸間宮林蔵口述・備中村上貞助編纂（巻頭）。

印記：山氏文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr東鮭地方紀行巻中」。請求番号変更

XO426－008－03（1）

［東鍵紀行　下］

（1810年）

263×184ミリ10丁写本
題籏：原・東鮭紀行地（朱書打付）表紙：後・丁子引

き
刊記：常陸間宮林蔵口述・備中村上貞助編纂（巻頭）。

印記：山氏文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：内題はr東縫地方紀行巻下」。請求番号変更

XO426－008－03（2）

［東輕紀行　付録］

（1810年）

4丁写本
構成：本文3、地図1

XO426－009（1）

［漂民帰朝吟味口書］

文化10以降（内容）（1813）

224×158ミリ2巻2冊（1冊に合綴）18丁写本
題簸：原・漂民蹄朝口書寓全表紙：後・秘色：分銅に

菊丸文型押し
構成：吟味口書18（文化十己酉年清五郎・忠五郎・安

五郎・嘉蔵）

備考：XO426・009（2）［漂流人物語］も参照。

XO426－009（2）

［漂流人物語］

（1813年）

9丁

備考：三井ラベル「CO81・13」。書誌情報は
XO426・009（1）［漂民帰朝吟味口書］を参照。

XO426－010
［漂民帰朝ロ書］

天保2以降（内容）（1831）

235×167ミリ1巻1冊68丁写本
題簸：剥離表紙：後・絹茶色
構成：目録9、口書33、白紙1、貰物等8、ハダン国語6、

風俗ほか7、唐人和解4
印記：赤季巷図書印。

備考：後ろ表紙見返しr漂雑書拾壱番1（下ヶ札）。三
井ラベル「CO81・14」。

XO426－011（1）

［無人島巡査記］

天保9（写）（1838）

267×190ミリ4巻4冊（1冊に合綴）9丁写本
題簸：原・無人嶋記巡査井漂流表紙：原・薄卵色無

地
構成：遊紙1、巡査記（延宝3）8
刊記：天保乙未の七月星合のゆふべ懸しるす、此書者

薩摩の侍医曽昌遵手沢の本を請得て臨写す干時天保
九戌のとし仲春五日校合畢不器斎藤重煕（照か）。

印記：引馬文庫・勾玉に地理・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古の書状（幕府老中宛か）を使用。前表

紙に「ホ印四百九十／壱冊」（下ヶ札）、三井ラベル
「C211・新・10」。以下XO426・011（2）～（4）も参照。

XO426－011（2）

［無人島漂流記］

（1838年）

10丁
構成1漂流記（元禄9）10備考：書誌情報は
XO426－011（1）［無人島巡査記］を参照。

XO426－011（3）

［三艘の者共の記］

（1838年）

17丁
構成：三艘の者共の記（寛政9）17
備考：書誌情報はXO426・011（1）［無人島巡査記］を参

照。

XO426－011（4）

［無人島談話］

（1838年）

26丁
構成：無人島談話（寛政10）23、奥書2、遊紙1
備考：書誌情報はXO426・011（1）［無人島巡査記］を参

照。

XO426－012－01（1）

［蕃談和解　1］

天保10以降（内容）（1839）

250×179ミリ6巻6冊（3冊に合綴）31丁写本
題簸：原・蕃談和解三冊之内上表紙：後・薄茶色無

地
構成：内表紙1、本文28、遊紙2、
印記：生形氏蔵書印・望城奈倍志来文庫・宗辰所集・三

井家3。

備考：内題はr蕃談附考巻之一」。前表紙r□百八」
（貼紙）「二印百八1三冊」（下ヶ札）、後ろ表紙見返し「蕃

談和解入ヲルソ（カ）」（下ヶ札）

XO426－012－01（2）

［蕃談和解　1続］

（1839年）

29丁写本
構成：内表紙1、本文28



XO426－012－02（1）

［蕃談和解2］
（1839年）

248×179ミリ30丁写本
題簸：原・蕃談和解三冊之内中表紙：後・薄茶色無
地

構成：内表紙1、目次1、本文28、
印記：生形氏蔵書印・望城奈倍志来文庫・宗辰所集・三
井家3。

備考：内題はr蕃談附考巻之二」。31丁目に切りとりが
ある。のどに虫損。請求番号変更。

XO426－012－02（2）

［蕃談和解　2続］

（1839年）

26丁写本
構成：内表紙1、本文24、遊紙1

XO426－012－03（1）

［蕃談和解3］
（1839年）

249×179ミリ34丁写本
題籏＝原・蕃談和解三冊之内下表紙：後・薄茶色無
地

構成：内表紙1、目次1、本文32
印記1生形氏蔵書印・望城奈倍志来文庫・宗辰所集・三
井家3。

備考：内題は「蕃談附考巻之三」。請求番号変更

XO426－012－03（2）

［蕃談和解　3続］

（1839年）

21丁写本
構成：内表紙1、本文20

XO426－013－01

船長日記上
（1839年）

226×157ミリ3巻3冊36丁写本
題簸：原・船長目記上（打付）表紙：後・藍色無地

構成：遊紙1、はし書2（文政五年霜月池田寛親）、附て

いふ2、本文31
印記：新田文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：遊紙に本居大平の墨書（「池田寛親かかきたる船
長目記にを見て」）がある。前表紙に「ロ印三十六／三冊」
（下ケ札）。

XO426－013－02

船長日記中
（1839年）

226×157ミリ34丁写本
題籏：原・船長目記中（打付）表紙：後・藍色無地
印記：新田文庫・宗辰所集・三井家3。

XO426－013－03

4．その他　4．その他！26．漂流記1　〔381〕

船長日記下
天保10（写）（1839）

227×158ミリ21丁写本
題簸＝原・船長目記下（打付）表紙1後・藍色無地

構成：本文12、蹟2（文政六年四月十七目吉田中山
美石）、衣服など図6、尾州笠寺観音境内石碑1
刊記：天保十年二月以成田氏蔵本直暇謄写畢孤竹。
印記：新田文庫・宗辰所集・三井家3。

XO426－014
［漂流人申口聞書］

嘉永3以降（内容）（1850）

257×165ミリ1巻1冊36丁写本
題簸：なし表紙：後・ボール紙

構成：元表紙1（生成）、宝刀丸破船之事28、重徳丸破
船之事4、白紙2、元後ろ表紙1（生成）

刊記：参考：下海浦蓬莱屋庄右衛門持船宝刀丸文政九
年出帆、三国湊津田彦右衛門持船嘉永二年出帆。。
印記：生漉多（表紙見返し）・三井文庫。

備考：内表紙に「漂流人申口聞書」（墨書）。丁間に「鶏

総」の押印があるカード（洋紙）がある。

XO426－015－01

漂流者見聞図解　上
（1856年）

261×189ミリ1巻1冊（2冊に分冊）35丁写本
題籏：原・漂流者見聞圖解上（朱書打付）表紙：後・
天色：卍繋ぎ型押し

構成：序2（天保十五年甲辰の秋九月臣文謹亭）、図1、

本文32
印記：清心文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：青色罫紙を使用。後ろ表紙見返しに「漂流見聞
圖解」（下ヶ札）。

XO426－015－02

漂流者見聞図解　下
安政3（写）（1856）

261×190ミリ57丁写本
題籏：原・漂流者見聞圖解下（朱書打付）表紙＝後・
天色：卍繋ぎ型押し

刊記1安政三辰十月杉浦正彬写（方形朱印）。
印記：清心文庫・宗辰所集・三井家3。

備考：青色罫紙を使用。

XO426－016
［漂流着信記］

明治5（1872）

247×175ミリ1巻1冊22丁写本
題簸：原・伊勢国飯高郡猟師村藤市等漂流記表紙：
後・ボール紙

構成：元表紙（生成）1、本文19、遊紙1、元後ろ表紙
（生成）1

印記ニウサギ・しんまちみついけ。

備考：巻頭にr和歌山県管轄第九拾五匿伊勢国飯高
郡猟師村魚売渡世伝吉伜藤市」とあり。元後ろ表紙に
「川口平助」（墨書）。三井ラベル「CO81・新・4」。昭和

11年12月12目寄託。



Y1426－002－03

南海紀聞　3

（1817年）

260×177ミリ16丁木活
題簸：原・南海紀聞三表紙：後・丁子引き
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「二百壱番」（貼紙）。

Y1426－002－04

南海紀聞　4

（1817年）

260×176ミリ17丁木活
題簸：原・南海紀聞四表紙：後・丁子引き
印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「二百壱番」（貼紙）。

Y1426－002－05

南海紀聞　5

文化14以降（内容）（1817）

260×176ミリ27丁木活
題籏：原・南海紀聞五表紙：後・丁子引き
構成：巻5本文26、賊1（梶原煕士）
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「二百壱番」（貼紙）。

Y1426－003－01

漂流記　上
文久3（序）（1863）

234×156ミリ2巻2冊36丁整版
題簸：原・漂流記上（見返しに貼付）表紙：後・相思鼠

色布目地型押し
構成：序2（文久三年秋菊月播州彦蔵）、本文34

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベル「CO81・新・5」。

Y1426－003－02

漂流記下
（1863年）

233×157ミリ31丁整版
題簸：原・漂流記上（見返しに貼付）表紙1後・相思鼠
色布目地型押し

備考：見返しに鉛筆書きでr松井伝」。三井ラベル
「CO81・新・5」。昭和8年8月1目寄託。

4．その他！30．政治／

XO430－001　　　　　　　　　諌言・三谷家頻出
［治国談］

安永頃（1780）

297×221ミリ1巻1冊81丁写本
題簸：後・治國談全竹俣美作著表紙：後・茶色
構成：遊紙1、序1、本文78、賊1
印記：志賀・ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：龍胤筆の後補あり。前表紙に「米沢藩」（貼紙）と

書名を記した下ヶ札。昭和6年11月26目寄託、三井
ラベル「」105・新・20」。カビに注意。

〔382〕　4．その他

Y1426－001（1）

［南漂記　1］

（1798年）

225×158ミリ5巻5冊（1冊に合綴）17丁整版
題簸：後・寛政六秋南漂記表紙：後・藍色無地
構成：序3（寛政丁巳季冬中野｛沃・枝芳軒）、目録2、凡

例1（静）、巻1本文11
備考：三井ラベル「CO81・11」。

Y1426－001（2）

［南漂記　2］

（1798年）

24丁整版

Y1426－001（3）

［南漂記　3］

（1798年）

23丁整版

Y1426－001（4）

［南漂記　4］

（1798年）

20丁整版

Y1426－001（5）

［南漂記　5］

寛政10（1798）

24丁整版
刊記二寛政十歳午正月京都書林六角通烏丸東江入
町銭屋長兵衛板。
備考：後ろ表紙に「イ」（朱書）。

Y1426－002－01

南海紀聞　1

（1817年）

260×177ミリ5巻5冊20丁木活
題籏：原・南海紀聞一表紙：後・丁子引き
構成：序2、凡例1、活字板追記凡例1、目録・図2、巻

1本文14
刊記：青木先生著南海紀聞十部限頒同志（封面）、
筑前青木興勝定遠著（巻頭）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙に「二百壱番」・「ロニ百七十二」（貼紙と

rロニ百七十二1五巻」（下ヶ札）、後ろ表紙見返しにr南

海紀聞」（下ヶ札）。

Y1426－002－02

南海紀聞　2

（1817年）

260×177ミリ16丁木活
題簸＝原・南海紀聞二　表紙：後・丁子引き
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：前表紙にr二百壱番」（貼紙）。
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引き

構成：御定書目録6、本文70
印記：赤季巷図書印。

備考：追加記事・朱書校合あり。後ろ表紙に「武廿番」
（下ヶ札）、三井ラベル「H221・76」

XO431－004－01

律例令　1
（1802年）

267×195ミリ3巻3冊86丁写本
題簸：原・律例令一表紙：原・丁字引き

構成：例書目録5、本文38、目録4、本文39
印記：赤季巷図書印。

備考：後ろ表紙にr武廿番」（下ヶ札）。三井ラベル
「H221・76」。

XO431－004－02

律例令　2
（1802年）

267×195ミリ70丁写本
題籏：原・律例令二表紙：原・丁字引き

構成：寺院之部42、社家之部24、宗門井人別帳之部4
印記＝赤季蕎図書印。

備考：三井ラベル「H221・76」

XO431－004－03

律例令　3
享和2（内容下限）（1802）

267×195ミリ84丁写本
題籏：原・律例令三表紙：原・丁字引き

構成：宗門井人別帳之部4、盲僧座頭之部30、雑之部
50
印記：赤季巷図書印。

備考：三井ラベル「R221・76」

XO431－005　　　　　　　　　　　　　　財政
山翁御財用伝授書

寛政1（内容下限）（1789）

188×142ミリ1巻1冊37丁写本
題籏：原・山翁御財用傳授書（打付）表紙：原・生成無

地

構成：目録1、本文36

印記：巌松堂古典部波多埜揮斯書、ウサギ・しんまちみ
ついけ。

備考：仮綴じ。酸性紙の紙秩（雄松堂のもの）に入る。紙

族の題簸は「仙藩山翁御財用傳授書寛政」。昭和8年
9月30目寄託。三井ラベル「D922・新・47」

XO431－006
［五人組帳前書］

文化4（写）（1807）

267×196ミリ1巻1冊18丁写本
題籏1後・五人組御改帳全表紙1後・丁字引き
構成：元表紙1（r五人組御改帳之写六拾八箇条附書
九ケ条」と墨書）、本文17

刊記＝文化四年卯五月写之森尊英（印）。

Y1430－001

国病論

220×152ミリ1巻1冊5丁木活
題籏：原・國病論活板（打付）表紙：原・生成
刊記：草醤真□（口偏に上）。

印記：臼［コ堂・宗辰所集・三井家3。

Y1430－002
［形勢論］

慶応2（識語）（1866）

218×150ミリ1巻1冊7丁木活
題籏1原・形勢論活字板禁費買（打付）表紙：原・生

4．その他／31．制度近世／

XO431－001　　　　　　　　　　　　　　　幕府
［律令要略］

寛保1（1741）

238×179ミリ1巻1冊106丁写本
題簸：後・律令要語改正（打付）表紙：後・生成

構成：目録3、本文103
印記1三井文庫。

備考：目録題は「律令要略」。三井ラベルrH221・北
73」。

XO431－002－01　　　　　　　　　　　　　幕府

律令百箇条　上

寛保2（内容下限）（1742）

268×195ミリ2巻2冊141丁写本
題簸：原・律令百箇條上表紙：原・丁字引き
構成＝（御定書条々）目録6、本文97、諸法度38
印記：赤季巷図書印。

備考：朱書校合あり。後ろ表紙に「武廿番」（下ヶ札）

三井ラベル「H：221・北・75」

XO431－002－02　　　　　　　　　　　　　幕府

律令百箇条　下
（1742年）

268×196ミリ130丁写本
題籏：原・律令百箇條下表紙：原・丁字引き

構成1評定所式法63、評定所法式並公事訴訟取捌之
部67
印記：赤季巷図書印。

備考：三井ラベル「H221・北・75」

　
　
　
　
字

府
　
　
　
丁

幕
　
　
　
　
・

　
　
　
　
原

　
　
　
　
紙

　
　
　
　
表

　
　
　
本
添

　
　
　
写
冊

　
　
　
　
三

　
　
　
丁
令

　
　
　
6
例

　
　
の
7
律

　
　
7
5
冊
二

　
　
q
1
外

　
　
陶
磨

　
　
下

㎜
］
藻

詐
令
叙
環

4
律
暦
7
簸

湘
［
宝
2
6
題



〔384〕　4．その他

印記：尊英・森・森氏・丸ウサギ・三井家7。

備考：昭和17年。三井ラベルrH222・新・31」

XO431－007－01

［類例略要集　上　京都部］

天保7（序）（1836）

264×188ミリ3巻3冊41丁写本
題籏二後・類例署要集上（打付）表紙：後・丁子引き：

布目地型押し
構成＝序・例言2（天保七年五月十五目）、目次13、上

巻本文26
刊記：覚亭竹尾次春謹編（巻頭）。

印記：赤季巷図書印。

備考：渋引きの紙帳に入る。

XO431－007－02

［類例略要集　中　東都巻上］

（1836年）

265×188ミリ41丁写本
題籏：後・類例暑要集中（打付）表紙：後・丁子引き：

布目地型押し
印記：赤季巷図書印。

XO431－007－03

［類例略要集　下　東都巻下］

（1836年）

265×188ミリ47丁写本
題籏：後・類例署要集下（打付）表紙：後・丁子引き：

布目地型押し
印記：赤季巷図書印。

XO431－008
旧事諮問録　勘定所財政之事

明治43（写）（1910）

239×161ミリ1巻1冊58丁写本
題簸：原・蕾事諮問録勘定所財政之事完表紙：原・
肌色：三井家編纂室蔵の文字型押し

構成：遊紙1、内表紙1、本文56
刊記：問答者鈴木重嶺、明治四十三年八月採訪（末
尾朱書）。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：三井ラベル「D922・22」

XO423－004－02（1〉

［見聞録　2のうち　憲教類典］

245×170ミリ12丁写本
題籏：後・見聞録共二二表紙：後・肌色：三井家編

纂室蔵の文字型押し
印記：三井家編纂室蔵書。

備考：明治44年6，月27目購求の印。書誌情報は
XO423－004・01［見聞録1］およびXO423－004－02（21）

［見聞録2のうち阿保多羅経］も参照。

XO423－004－02（2）

［見聞録　2のうち　正月の儀式］

8丁写本
備考：書誌情報はXO423・004－01［見聞録1］および
XO423－004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

Y1431－001（1）

［地方聞書上］

（1668年）

136×191ミリ2巻2冊（1冊に合綴）27丁整版
題籏二後・円方四巻記（墨書・打付）表紙：後・紺色（ほ

ぼ剥離）

構成：遊紙1、地方聞書上26、地方聞書下22
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：表紙に疲れ。

Y1431－001（2）

［地方聞書下］

寛文8（1668）

22丁整版
刊記：此書よしあしにかかわらす世間の物語を取りひろ
いあっめて地方聞書と名付時宜によつて能をとり悪敷を

すつる事此書の変功によるへし寛文八申三月吉辰。
備考：後ろ表紙見返しに「資之く花押＞」（墨書）。前表

紙に書名を記した下ヶ札。昭和6年1月28目。三井ラ
ベル「H222・新・36」。

Y1431－002　　　　　　　　　　　　商用手弓1

［前売買定法］

文久2（1862）

261×189ミリ1巻1冊42丁整版
題籏：後・赤間関新築地並売買定法（墨書）表紙：後・

黄土色：卍繋ぎ型押し
構成：扉・題宇2、赤間関新築地地図5、本文351

刊記1文久二年壬戌睦月　悪盲之文を不恐書染しも恥

敷一笑の因か商家之便宜欺御免可給候　西隅愚人
敬白。

印記＝本川西図書・大阪伏見町住こにし平・巌松堂古
典部波多埜埜斯書・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和9年8月9目寄託、三井ラベル「D421・新・

56」

4．その他／32．規式書／

XO432－001－01

要簾弁志　1

文化9（1812）

268×191ミリ5巻5冊23丁写本
題簸：原・要筐　志（打付）　表紙：原・丁字引き

印記：赤季巷図書印占．

備考1渋引きの紙鉄に入る。紙峡にr武十九番」（貼
紙）。

XO432－001－02

要筐弁志　2
（1812年）
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構成：序1（清宣條）、凡例・禁裏図1（文化八辛未冬源

秋宣）、本文20

刊記：文化九年壬申季冬皇都書林寺町二条林権
兵衛・二条富小路林伊兵衛・烏丸錦小路近藤喜右
衛門・三条室町泉太兵衛。
備考1三井ラベル「H250・北・4」

Y1432－002　　　　　　　　　　　　　　幕府
［武家肇要］

文政10（1827）

75×174ミリ1巻1冊29丁整版
題籏：後・掌中武家肇要（墨書）表紙：後・覗色布目地

刊記：文政十丁亥冬（封面）。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：最終丁に「禁売買」（朱印）。前表紙に「文政十年」

（貼紙）。昭和8年5月2目寄託。

Y1432－003　　　　　　　　　　　　　　幕府

武家肇要

文政13（1830）

69×155ミリ1巻1冊29丁整版
題簸：原・武家撃要全表紙：原・海老茶色亀甲繋型
刊記：文政十三庚寅年春五百部限絶板不許売買。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「時空天嶺」（墨書）と、r文政十三年」

（貼紙〉・「文政十三年！武家□要」（下ヶ札）、29丁に「伏

見毛利橋1石黒所蔵」（朱印）。昭和7年4月8目寄託。

Y1432－004　　　　　　　　　手引（武家・禁書

［掌中武家撃要］

文政13（1830）

73×160ミリ1巻1冊29丁整版
題簸：なし表紙：後・水浅葱色無地

刊記：文政十三庚寅初春五百部絶板限不許売買。
備考：三井ラベル「H240・新・10」

Y1432－005

列国家号弁議

天保3（1832）

76×163ミリ1巻1冊59丁整版
題籏：原・列國家號　議完表紙：原・花色・布目

構成：巻頭に凡例1丁

刊記：天保三年四月校合七月新鏑不許売買三百部限
絶板印（□）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：39丁に上・下がある。木箱内のくくり紐一括（7）の

18番目。前表紙にr列国家号弁議」（下ヶ札）。三井ラベ

ル「B972・新・48」。昭和6年12月15日寄託。

幕府Y1432－006

柳本枝

天保6（1835）

70×167ミリ1巻1冊16丁整版
題籏：原・柳本枝全表紙：原・覗色無地
構成：凡例（見返し）、代官16

刊記：天保六乙未年七月改之不許売買。

268×190ミリ24丁写本
題簸＝原・要筐　志（打付）　表紙：原・丁字引き

印記：赤季蕎図書印。

XO432－001－03

要筐弁志　3

（1812年）

268×190ミリ22丁写本
題籏1原・要筐　志（打付）　表紙＝原・丁字引き
印記：赤季巷図書印。

備考：彩色あり。

XO432－001－04

要筐弁志　4

（1812年）

268×190ミリ26丁写本
題簸：原・要筐　志（打付）　表紙：原・丁字引き

印記：赤季蕎図書印。

備考：彩色あり。

XO432－001－05

要慶弁志　5

（1812年）

268×190ミリ40丁写本
題簸：原・要筐　志（打付）　表紙：原・丁字引き

印記：赤季奄図書印。

備考：彩色あり。

XO432－002　　　　　　　　　　年中行事（武家）

年中行事　金沢丹後記録
嘉永1カ（内容）（1848）

243×172ミリ1巻1冊72丁写本
題簸：原・年中行事金澤丹後記録全表紙1原・煉瓦
色無地

構成＝内表紙1、本文71
印記：三井家蔵・丸ウサギ。

備考：筑波文庫の用箋を使用。内表紙に「嘉永元年戊
申正月吉目年中行事」。朱書書入あり。前表紙と見返

しの問に切紙1「年中行事金澤丹後昭和六年三月
消毒了」。昭和6年、三井ラベル「G910・新・6」

XO432－003　　　　　　　　　　　　朝廷（補任）

［諸職次第目録］

安政4（記事下限）（1857）

232×165ミリ1巻1冊50丁写本
題簸：後・諸職次第目録（打付）表紙：後・丁字格子

構成＝目録1、摂政関白15、議奏11、武家伝奏11、院

評定5、院伝奏7
備考＝後ろ表紙にr武廿番」（下ヶ札）。三井ラベル
「H250・2」

Y1432－001　　　　　　　　　　　手引（公家）

掌中職原肇要

文化9（1812）

72×164ミリ1巻1冊22丁整版
題簸：原・掌中職原撃要表紙：後・格子



明治4年辛未正月　日帳
明治6（内容下限）（1873）

243×165ミリ1巻1冊59丁写本
題簸：原・明治四年辛未正月　日帳（打付）表紙＝原・

丁字引き
刊記1記手は恩賜県（現山形県）第二七区小坂町の木
嶋氏か。。

印記：丸ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ二っ綴り。前表紙に「木嶋控」（墨書）。紙

族に入る。昭和14年。三井ラベル「H231・新・6」

YO433－004　　　　　　　　　　　　　　法令

［京都府令　第26号］

明治22（1889）

178×118ミリ1巻1冊24丁活版
題簸：原題・府令第二十六号表紙：原・生成

刊記：明治二十二年二月廿三目　京都府知事北垣國
道。

印記：小森・ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考1前表紙に「（京都府令第廿六号別冊）」（下ヶ札）、

昭和7年、三井ラベル「C241・新・108」

XO423－004－02（4）

［見聞録　2のうち　藩制度・新代学］

9丁写本
備考：書誌情報はXO423・004・01［見聞録1］および
XO423－004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

Y1433－001

西洋時辰儀定刻活測

安政4（1857）

199×82ミリ1巻1冊18丁整版
題簸：原・西洋時辰儀定刻活測表紙：原・格子に卍繋

ぎ型押し

構成：自序2（天保九戊戌初秋雲藩小川友忠）、後
序1（安政四丁巳晩夏佐倉鈴木光尚）、本文14、賊
1（雲藩侍医藤山豊）

刊記：安政四年丁巳仲秋刊行佐倉鈴木源太蔵梓。
印記：三井文庫。

備考：折本。袋とも。三井ラベル「N300・18」

Y1433－002

交易心得草　前編

明治1（1868〉

216×151ミリ1巻1冊32丁整版
題簸：原・官許交易心得草前編（打付）表紙，：原・薄

色
構成：序2（明治元年十一月藤原〈加藤＞祐一）、目次

1、本文29
刊記＝明治元辰十二月　弘通書雛河内屋喜兵衛・同
儀助・同又一郎（刊記）、弘通書犀積玉圃（袋）。

印記：三井文庫。

備考：袋共。仮綴じ。後ろ表紙は欠落。三井ラベル
「D400・6」

4．その他〔386〕

Y1432－007　　　　　　　　　　幕府年中行事

営栄量記

天保9（1838）

75×166ミリ1巻1冊32丁整版
題籏：原・螢榮量記全表紙：原・藍色無地
構成：凡例（見返し）、本文32

刊記：天保九戊戌年。
備考：三井ラベル「H240・新・8」

Y1432－008　　　　　　　　　　手引（武家・禁書）

懐中便要

安政5（1858）

167×57ミリ1巻1冊23丁整版
題簸：原・懐中便要全表紙：原・黄色：卍繋ぎ型押し

刊記：五百枚限絶板不許売買（最終丁）。

備考：折本。薄様を使用。朱書書入がある。三井ラベル

rH221・新・77」

4．その他／33．制度近代1

×0433－001－01　　　　　　　　　　　　抜書き

［弐番　御触文・町廻章　書留帳］

明治3（内容下限）（1870）

248×178ミリ1巻1冊18丁写本
題簸：原・明治元年戊辰十月吉目　弐番御触文・町廻
章書留帳（打付）表紙：原・生成
刊記：記主は田辺県南部組北道村の人か。。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「酒井屋」（墨書）。明治9年11月27目
寄託。三井ラベル「H231・新・10」。XO433－001－02、

XO433・002とともに紙峡に入る。

XO433－001－02　　　　　　　　　　　　抜書き

御用・廻章　書留控

明治3（1870）

250×174ミリ1巻1冊16丁写本
題籏：原・御用・廻章書留控午正月（打付）表紙：
原・生成

刊記：記主は田辺県南部組北道村の人か。。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「酒井屋」（墨書）。明治9年11月27目
寄託。三井ラベルrH231・新・10」

XO433－002　　　　　　　　　　　　　　抜書き

御布令・諸告書　諸事留

明治4（1871）

250×174ミリ1巻1冊26丁写本
題簸：原・明治四辛未正月吉目御布令・諸告書諸事
留（打付）表紙：原・生成

刊記1記主は田辺県目高郡第七区学頭大江与平か。。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に「大江氏」（墨書）。明治9年11月27日
寄託。三井ラベル「H231・新・10」

抜書きXO433－003



Y1433－003－01

［英政如何　1～6］

慶磨4（1868）

222×155ミリ18巻18冊（5冊に合綴）53丁整版
題籏：原・英政如何一表紙：原・黄色：松皮型押し
構成：凡例2（慶磨歳次戊辰春三月鈴木唯一）、序3（ア

ルバニイ・ボンブランク）、目録2、巻1本文11、巻2本

文6、巻3本文5、巻4本文10、巻5本文5、巻6本
文9

刊記：慶磨戊辰刊、鈴木唯一訳、九潜館（川勝氏）蔵版
（封面）。

備考：後ろ表紙に「雑書十四番」（下ヶ札）。渋引きの
紙族に入る。

Y1433－003－02

［英政如何　7～9］

（1868年）

222×155ミリ33丁整版
題簸：原・英政如何二表紙：原・黄色：松皮型押し

構成1巻7本文10、巻8本文10、巻9本文13
備考1巻7の9丁は重複。

Y1433－003－03

［英政如何　10～11］
（1868年）

222×155ミリ47丁整版
題簸：原・英政如何三表紙：原・黄色：松皮型押し

構成：巻10本文25、巻11本文22

Y1433－003－04

［英政如何　12～14］
（1868年）

222×154ミリ34丁整版
題簸1原・英政如何四表紙：原・黄色：松皮型押し
構成：巻12本文5、巻13本文17、付録2、巻14本文
10

Y1433－003－05

［英政如何　15～18］
（1868年）

222×155ミリ29丁整版
題籏：原・英政如何五表紙：原・黄色：松皮型押し

構成：巻15本文6、巻16本文15、巻17本文4、巻
18本文4

Y1433－004－01

交易間答上
明治2（1869）

180×119ミリ2巻2冊36丁整版
題簸：原・交易問答上表紙：原・松葉色：亀甲型押し

構成：序4（明治二年己巳四月加藤弘蔵）、絵1、本文
31

刊記＝明治二年官許東京谷山楼蔵板（弘之印）。
印記：上田山氏・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年、三井ラベル「D460・新・45」

4．その他　4．その他／33．制度（近代）／　〔387〕

Y1433－004－02

交易問答下
明治2（1869）

180×119ミリ37丁整版
題籏1原・交易問答下表紙：原・松葉色：亀甲型押し
構成：本文35、践2（柊園仙史春蔭）

刊記：加藤弘蔵著、明治二年己巳四月官許加藤氏蔵
板東京書林本町四丁目上州屋惣七発免。
印記＝上田山氏・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和7年6月24
目寄託、三井ラベル「D460・新・45」

Y1433－005
［泰西商会法則］

明治2（1869）

228×157ミリ1巻1冊23丁整版
題籏：なし表紙：後・ボール紙

構成：元表紙1（生成）、本文21、賊1（高木五郎兵衛）

刊記：神田孝平訳己巳夏新刻（元表紙）。
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「D430・24A」

Y1433－006　　　　　　　　　　　　　口達
［ロ達書］

明治13（1870）

278×391ミリー枚物1丁整版
題簸：後・下京区町組内心得方口達書明治十三年
表紙：一

刊記：明治十三年一月　下京区第十五組戸長役場。
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：洋紙のカバーあり、昭和9年6月18目寄託、三
井ラベル「C241・97」

Y1433－007

改正新貨条例

明治4（1871）

228×157ミリ1巻1冊29丁整版
題簸：原・改正新貨條例表紙1原・黄色1布目地に松
皮菱型押し

構成：諭告4（明治四年辛未五月太政官）、例目6、本

文19
刊記：官版御用御書物所　目本橋通壷町目　須原屋
茂兵衛・芝三島町和泉屋市兵衛。
印記1小倍庵蔵（2種）・三井家1。

備考：三井ラベル「D610・新・22」

Y1433－008
［官版会社弁］

明治4（序〉（1871）

224×152ミリ1巻1冊50丁整版
題簸：後・官版會社　（墨書）表紙二原・薄卵色無地

構成：序3（明治四年辛未六月青淵渋沢栄一）、凡例2
（明治三年庚午閏十月福地万世）、目録1、本文44
刊記：福地源一郎訳大蔵省（封面）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和7年7月23目寄託、三井ラベルrD430・新・



明治13（1880）

220×150ミリ1巻1冊15丁整版
題籏：原・清永公敬著小学教授改正官職名全（打
付）表紙：原・丁子引き

構成＝題辞・凡例1、本文14
刊記：明治十年五月二目出版版権御願・同年十月十五
目版権御免許・同年十二月廿二目改正版権御願・同十

一年一月十二目同御免許・同十三年十二月廿一目再
版御届・同年同月刻成、原著者井改正者大分県へ移
民京都府第四等属清水公敬（上京区第廿四組冷泉
町59番地）、出版人京都府平民村上勘兵衛（上京
区第廿九組曇花院前町四百五十二番地）。
印記：木村・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：定価金65銭。後ろ表紙にr山背国愛宕郡京中第
十四組住居主木埜市太郎蔵」（墨書）。前表紙に書名
を記した下ヶ札あり。刊記部に「著者清水公敬は後北三

井家々扶となりし人」（ペン書き・貼紙）。昭和6年9月

15目寄託。三井ラベル「」220・新」

6×167ミリ1巻1冊10丁整版
籏：後・舶来諸物品商業問屋仲買組合規則表紙：
・茶色（酸性紙）

成：元表紙1、本文9
記：ウサギ・しんまちみついけ。

考：仮綴じ。昭和8年12月16目寄託、三井ラベル
》433・新・2A」

Y2433－001

明治21年度京都府区部会決議録
明治21（1888）

197×140ミリ1巻1冊72丁活版
題籏＝原・明治廿一年度京都府旺部會決議録全表
紙：原・黄色無地

構成：目次2、地方税収支予算一覧表3、本文54、議事

細則4、議員姓名2、議会開設目数7
刊記：明治二十一年書記阿部直躬編次。
印記：嶺・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和6年1L月18目寄託、三井ラベル「C241・
新・112」

Y2433－002
日本古金銀貨大全一目表

明治22（1889）

266×184ミリ1巻1冊22丁活版
題籏：原・目本古金銀貨大全一目表表紙：原・白色：

卍繋ぎ型押し
構成：題字1、序4（明治廿二年十一月東京府下寄留山
口縣士族古光堂主人藤島常興）、本文16、賊1（明治

二十二年七月富田鐵之助）
印記：三井家編纂室蔵書。
備考：最終丁に「同族会事務局より引継」・大正二年九
月二七目（朱書と印）、三井ラベル「D621・24」

その他4883　
　
　
ー
一

〔
　
　
4

　
　
1

Y1433－009

御役所便覧
明治5（凡例）（1872）

493×393ミリー枚物1丁整版
題簸：原・官許御役所便覧全表紙：原・黒色：布目

地に網目型押し
構成：凡例（明治五年壬申九月　黒田耕処編者）

刊記：湯島切通シ坂町書騨雁金屋元吉（印・森田氏
製本記）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：前表紙に「明治五年」（貼紙）。昭和7年2月1日
寄託、三井ラベル「」220・新」

Y1433－010－01

会社弁講釈　上
（1872年）

221×151ミリ2巻2冊32丁整版
題簸1原・會社　講繹上表紙：原・黄色：布目地に繋

菱中に丸型押し
構成：題字4、図2、付言2（積玉圃主人）、本文24
刊記：加藤祐一先生口授、積玉圃主人聞書（巻頭）。

印記：山梨縣第二十四匪祝村内田作右衛門・ウサギ・し

んまちみついけ。

備考：最終丁にr五十音の原由」の広告あり。前表紙に
「會社　講繹上下」（下ヶ札）、三井ラベル「D430・新・

15Aj

Y1433－010－02

会社弁講釈　下

明治5（1872）

221×151ミリ30丁整版
題簸：原・會社　講繹下表紙：原・黄色：布目地に繋

菱中に丸型押し
刊記：明治五壬申年十一月発行梓元大阪心斎橋通
北久太郎町柳原喜兵衛、弘通所同本町書籍会
社。

印記：山梨縣第二十四匪祝村内田作右衛門・ウサギ・し

んまちみついけ。

備考＝最終丁に「交易心得草」の広告あり。昭和7年8
月5目寄託、三井ラベル「D430・新・15A」

Y1433－011

皇国官名誌

明治5（1872）

205×135ミリ1巻1冊42丁整版
題籏：原・皇國官名誌輩表紙：原・黄色無地
刊記：菱潭（寛）先生編井書東京書蝉山静堂・菱湖
堂発免（封面）、明治壬申発市、後藤鍋吉鏑。

印記：三井文庫。

備考1後ろ表紙見返しにr菱潭先生著述井墨帖書目」。

三井ラベル「B973・2」

教科書Y1433－012
［小学教授改正官職名］



4．その他　4．その他！34．教訓・教育書／　〔389〕

Y1434－001－04

［やまと小学　4］

（1659年）

267×176ミリ28丁整版
題簸＝剥離表紙：後・藍色：雷文地に牡丹唐草型押し

印記：東海釣客・三井家3。
備考：三井ラベル「K520・新・19」

Y1434－001－05

［やまと小学　5］
（1659年）

267×177ミリ28丁整版
題籏：原・やまと小学稽古五表紙：後・藍色：雷文地
に牡丹唐草型押し
印記＝東海釣客・三井家3。
備考：三井ラベル「K520・新・19」

Y1434－001－06

［やまと小学　6］

（1659年）

267×177ミリ51丁整版
題簸：原・やまと小学嘉言六表紙：後・藍色：雷文地
に牡丹唐草型押し
印記：東海釣客・三井家3。
備考：三井ラベル「K520・新・19」

Y1434－001－07

［やまと小学　7］

（1659年）

266×176ミリ48丁整版
題簸：原・やまと小学善行本七表紙：後・藍色：雷文
地に牡丹唐草型押し
印記：東海釣客・三井家3。
備考：三井ラベル「K520・新・19」

Y1434－001－08

［やまと小学　8］

万治2（1659）

266×175ミリ19丁整版
題籏：原・やまと小学善行末八終表紙：後・藍色：雷
文地に牡丹唐草型押し
構成：本文18、識語1

刊記：倭小学之一書為児女愚蒙而作也、若夫鈎玄探
顕則別需諸家之註鮮而可也、庶乎後之覧者質正其矛
盾云爾時明暦四戊戌年夷則吉辰辻原隠士沙木子
謹誌、万治二己亥歳二月吉目江戸白金町黒河四郎兵
衛尉・京二条寺町埜田弥兵衛開板。

印記1東海釣客・三井家3。
備考：三井ラベル「K520・新・19」

Y1434－002－01

［寝覚記　1］

（1669年）

263×187ミリ6巻6冊29丁整版
題簸：剥離表紙：後・薄花田色無地
構成：序・目録5、本文24

4．その他134．教訓・教育書1

×0434－001

［民間不可忘　上］

（1797年）

244×176ミリ1巻1冊（2冊に分冊）60丁写本
題簸＝後・民間不可忘上（打付）表紙：後・秘色無地

構成＝序3（寛政九年丁巳夏六月中溝）、凡例5、目録1、

本文51
印記：本川西図書・鼓渓子蒐集群書・、鼓渓子・大坂伏

見町住こにし平・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：随所に貼紙訂正あり。昭和8年、三井ラベル
「E100・新。39」

XO434－002
［民間不可忘　下］

寛政9（1797）

243×176ミリ64丁写本
題簸：後・民間不可忘下（打付）表紙：後・秘色無地

刊記：寛政九歳次丁巳春三月中旬浪花蜂屋誠斎謹
述（末尾）。

印記：本川西図書・大坂伏見町住こにし平・ウサギ・し
んまちみついけ、。

備考：随所に貼紙訂正あり。昭和8年9月27目寄託、
三井ラベル「E100・新・39」

Y1434－001－01

［やまと小学　1］

（1659年）

266×174ミリ8巻8冊13丁整版
題簸：原・やまと小学立教一表紙：後・藍色：雷文地
に牡丹唐草型押し

構成：序2、本文11
印記：東海釣客・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しに「やまと小学」（下ヶ札）。前表紙

見返しに「新町三井家寄託本」（ラベル）、三井ラベル
rK520・新・19」

Y1434－001－02

［やまと小学　2］

（1659年）

267×175ミリ33丁整版
題籏＝原・やまと小学明倫末三（ママ）表紙：後・藍
色：雷文地に牡丹唐草型押し
印記：東海釣客・三井家3。
備考：三井ラベル「K520・新・19」

Y1434－001－03

［やまと小学　3］

（1659年）

266×176ミリ22丁整版
題簸：原・やまと小学明倫本二（ママ）表紙：後・藍

色1雷文地に牡丹唐草型押し
印記1東海釣客・三井家3。
備考：三井ラベル「K520・新・19」



Y1434－003－02（1）

［身延鑑　中］

（1685年）

226×163ミリ12丁整版
題簸：原・新刊みのぶかマみ　表紙：原・黄色：雷文

繋ぎ地に龍刷り
印記：年楽・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙見返しに花押1あり。昭和5年6月6目
寄託、三井ラベル「K620・新・141」

Y1434－003－02（2）

［身延鑑　下］

貞享2（1685）

7丁整版
刊記：洛陽之沙門、貞享二乙丑孟春吉辰松會開板。

Y1434－004－01

［つほのいし文　1］

（1698年）

225×160ミリ13巻13冊25丁整版
題簸：原・徒本のいしふミー表紙：後・藍色無地

構成1凡例3、序3、目録2、本文17
備考：紙帳に入る。

Y1434－004－02

［つほのいし文　2］

（1698年）

225×162ミリ17丁整版
題籏：原・津保農以志文二表紙：後・藍色無地

構成：目録1、本文16

Y1434－004－03

［つほのいし文　3］

（1698年）

224×163ミリ17丁整版
題簸：原・津穂能石婦美三表紙：後・藍色無地

構成：目録1、本文16

Y1434－004－04

［つほのいし文　4］

（1698年）

224×162ミリ18丁整版
題籏：原・壷能石文四表紙：後・藍色無地

構成：目録1、本文17

Y1434－004－05

［つほのいし文　5］

（1698年）

224×164ミリ27丁整版
題簸：原・徒本のいしふミ五表紙：後・藍色無地

構成：目録1、本文26

6］

Y1434－004－06

［つほのいし文

（1698年）

〔390〕　4．その他

印記：順庫・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙に「ソ百十三1六巻」（下ヶ札）、後ろ表紙見

返しにr寝覚記」（下ヶ札）。三井ラベルrK520・新・13」

Y1434－002－02

［寝覚記　2］

（1669年）

263×187ミリ29丁整版
題簸：原・祢佐め能記二表紙：後・薄花田色無地
印記：順庫・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「K520・新・13」

Y1434－002－03

［寝覚記　3］

（1669年）

264×187ミリ23丁整版
題籏：原・祢さめ能記三表紙：後・薄花田色無地
印記：憤庫・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「K520・新・13」

Y1434－002－04

［寝覚記　4］

（1669年）

263×187ミリ19丁整版
題簸：原・年さ免乃記四表紙：後・薄花田色無地
印記：憤庫・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「K520・新・13」

Y1434－002－05

［寝覚記　5］

（1669年）

263×187ミリ30丁整版
題簸：原・祢さめの記五表紙：後・薄花田色無地
印記：順庫・宗辰所集・三井家3。

備考＝三井ラベル「K520・新・13」

Y1434－002－06

［寝覚記　6］

寛文9（1669）

263×187ミリ26丁整版
題籏：原・祢さめ能記六表紙：後・薄花田色無地
刊記：承応二季三月上旬（巻末）、寛文辛丑九月望目

洛陽三条弁慶石町書林中野道也新刊。
印記：順庫・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「K520・新・13」

Y1434－003－01

［身延鑑　上］

（1685年）

225×163ミリ3巻3冊（2冊に合綴）14丁整版
題簸：原・新刊みのぶか￥み上表紙：原・黄色：雷文

繋ぎ地に龍刷り
構成：序・目録1（貞享二乙丑春始の目）、本文13
印記：年楽・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：三井ラベル「K620・新・141」
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Y1434－005

町屋式目　分限玉の礎

天明6（1786）

229×160ミリ1巻1冊60丁整版
題簸1原・町家式目　分限玉乃礎全表紙：後・深緑
色：花菱と菊型押し

構成：序1（安永巳の三月　浪万大隠壮継翁）、目録2、

本文57
刊記：天明六丙午年正月吉目板陽書璋天満天神橋
筋又次郎町平野屋半右衛門。
印記：三井家編纂室蔵書。

備考1後ろ表紙見返しに「福田氏」（墨書）と「大正元年

十一，月購求」。三井ラベル「K521・30」

Y1434－006－01

主従心得草　上
文政6（序）（1823）

227×161ミリ5編10冊60丁整版
題簸：原・主従心得草上表紙：後・浅葱色：布目地型
押し

構成1序2（文政六未歳正月善修目東都浅草新寺町寿
福軒真鏡）、本文58
印記：三井文庫。

備考：ボール紙の鉄あり（裏に三井ラベルrK540・10」）

Y1434－006－02

主従心得草　下
（1823年）

227×162ミリ56丁整版
題簸：原・主従心得草下表紙：後・浅葱色：布目地型
押し

印記：三井文庫。

備考1最終丁に「目用心法抄」などの広告がある。三井ラ

ベル「K540・10」

Y1434－006－03

主従心得草　後編上

（1843年）

229×162ミリ59丁整版
題籏：原・主従心得草後編上表紙：後・浅葱色＝布目
地型押し

構成：序2（天保十三寅歳四月天赦目東都下谷金杉寿

福軒真鏡）、目録1、本文56
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「K540・10」

Y1434－006－04

主従心得草　後編下

天保14（1843）

229×161ミリ50丁整版
題籏：原・主従心得草後編下表紙：後・浅葱色：布目
地型押し

構成：目録1、本文49

刊記：天保十四卯年七月天赦目　東都下谷金杉安楽
寺真鏡著、日本橋通武丁目　山城屋佐兵衛・下谷車坂

225×164ミリ20丁整版
題簸：原・津穂能石婦美六表紙：後・藍色無地
構成：目録1、本文19

Y1434－004－07

［つほのいし文　7］

（1698年）

225×163ミリ30丁整版
題簸：原・つ保乃ゐし文七表紙＝後・藍色無地
構成＝目録1、本文29

Y1434－004－08

［つほのいし文　8］

（1698年）

224×164ミリ26丁整版
題簸：原・津保農以志文八表紙：後・藍色無地
構成：目録1、本文25

Y1434－004－09

［つほのいし文　9］

（1698年）

225×165ミリ23丁整版
題簸：原・壷能石文九表紙1後・藍色無地
構成＝目録1、本文22

Y1434－004－10

［つほのいし文　10］

（1698年）

224×164ミリ17丁整版
題簸：原・津穂能石婦美十表紙：後・藍色無地
構成：目録1、本文16

Y1434－004－11

［つほのいし文　11］
（1698年）

225×164ミリ19丁整版
題籏：原・徒本のいしふミ十一表紙：後・藍色無地

構成：目録1、本文18

Y1434－004－12

［つほのいし文　12］
（1698年）

225×163ミリ27丁整版
題簸：原・壷能石文十二表紙：後・藍色無地
構成：目録1、本文26

Y1434－004－13

［つほのいし文　13］

元禄11（1698）

225×162ミリ26丁整版
題簸：原・津保農以志文十三終表紙1後・藍色無地
構成：目録1、本文25

刊記：元禄十一歳戊寅二月朔旦長谷川町御書騨松
會三四郎板。
備考：後ろ表紙見返しに「雑書十四番」（下ヶ札）



印記：三井文庫。

備考：最終丁に「目用心法抄」などの広告がある。三井
ラベル「K540・10」

Y1434－006－09

主従心得草　5上
（1847年）

228×161ミリ46丁整版
題籏：原・主従心得草五編上表紙：後・浅葱色：布目

地型押し

構成：目録1、本文45
印記＝三井文庫。

備考：三井ラベル「K540・10」

Y1434－006－10

主従心得草　5下

弘化4（1847）

229×161ミリ41丁整版
題籏：原・主従心得草五編下表紙＝後・浅葱色：布目
地型押し

構成：目録1、本文40

刊記：弘化四未歳六月吉祥目東都下谷金杉安楽精
舎真鏡著、書林江戸下谷広徳寺前和泉屋庄治郎、三
都書林東都下谷広徳寺前和泉屋庄治郎・同目本橋
通一丁目須原屋茂兵衛・同目本橋通二丁目山城屋佐
兵衛・同浅草かや町二丁目須原屋伊八・同両国横山町
三丁目和泉屋金右衛門・同芝神明前岡田屋嘉七・京三

条通堺町西江入出雲寺文治郎・同寺町通松原下ル勝
村治右衛門・大坂心斎橋通安堂寺町秋田屋太右衛門・
同心斎橋通博労町河内屋茂兵衛。
印記：三井文庫。

備考：最終丁に「日用心法抄」などの広告がある。三井
ラベル「K540・10」

Y1434－007

奉公人一生道中細記
天保12（賊）（1841）

173×120ミリ1巻1冊1丁整版
題簸：原・奉公人一生道中細記（打付）表紙：原・藍色
地に忠孝の2字白抜き（摺り）

刊記：此道中記ハ人のよく知るところといへども猶末の
川より一寸先をしらずしてつひに悪き道に入あるひハ悪

名をのこす事あり長吉どのよろしく朝暮これを見てもし迷

ひ道に出るハ早く本道へもとるべしこと天保十二年丑

初春東擁亭主人申、諸国道中図記板元京都三条通
寺町西へ入竹原好兵衛板。
印記：三井文庫。

備考：パンフレット。昭和15年5月29目購入、三井ラ
ベル「K521・4」。酸性紙に糊付けされているため取扱
注意。

Y1434－008
［金のなる木の記］

元治1（1864）

236×162ミリ1巻1冊40丁整版
題籏：後・嘉祢能な累木の記（墨書）表紙：後・薄茶色

無地

〔392〕　4．その他

和泉屋仁三郎。

印記：三井文庫。

備考：最終丁に「目用心法抄」などの広告がある。三井
ラベル「：K540・10」

Y1434－006－05

主従心得草　3上
（1847年）

228×161ミリ45丁整版
題簸：原・主従心得草三編上表紙：後・浅葱色：布目
地型押し
構成：序1（弘化三午年十月御免、同四年未正月出板）、

目録1、本文43
印記1三井文庫。

備考：三井ラベル「：K540・10」

Y1434－006－06

主従心得草　3下
弓ムイヒ4（1847）

228×161ミリ39丁整版
題簸：原・主従心得草三編下表紙：後・浅葱色：布目
地型押し

構成：目録1、本文38

刊記：弘化四未歳正月吉祥目東都下谷金杉安楽精
舎主述、書林下谷広徳寺前和泉屋庄治郎・日本橋通
二丁目山城屋佐兵衛・大坂心斎橋通安堂寺町秋田屋
太右衛門。

印記：三井文庫。

備考：最終丁に「日用心法抄」などの広告がある。三井
ラベル「K540・10」

Y1434－006－07

主従心得草　4上
（1847年）

229×160ミリ48丁整版
題簸：原・主従心得草四編上表紙＝後・浅葱色1布目

地型押し

構成：目録1、本文47
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「K540・10」

Y1434－006－08

主従心得草　4下
弓ムイヒ4（1847）

229×160ミリ49丁整版
題籏：原・主従心得草四編（以下破損）表紙：後・浅葱

色：布目地型押し

構成：目録1、本文48

刊記：弘化四未歳五月吉祥日東都下谷金杉安楽精
舎真鏡著、東都書林下谷広徳寺前和泉屋庄治郎、三
都書林東都下谷広徳寺前和泉屋庄治郎・同目本橋
通一丁目須原屋茂兵衛・同目本橋通二丁目山城屋佐
兵衛・同浅草かや町二丁目須原屋伊八・同両国横山町
三丁目和泉屋金右衛門・同芝神明前岡田屋嘉七・京三
条通堺町西江入出雲寺文治郎・同寺町通松原下ル勝
村治右衛門・大坂心斎橋通安堂寺町秋田屋太右衛門・
同心斎橋通博労町河内屋茂兵衛。
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XO435－002－02

青木村御仕法嘆願書類合巻帳　下
嘉永6（成）（1853）

227×159ミリ126丁写本
題簸：原・青木村御仕法嘆願書類合巻帳下表紙：
原・茶色クロス

構成：遊紙1、内表紙1、本文124
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：罫紙を使用（柱に「三才報徳集報徳学図書館」）。

昭和7年11月19目寄託。三井ラベル「H222・新・35」

XO435－003－01

仁風一覧　上
明治44（写）（1911）

267×193ミリ2巻2冊142丁写本
題簸：原・仁風一覧上表紙：原・肌色：三井家編纂室

蔵型押し
構成：序4（享保甲寅夏五，月…青木永澄）、本文138

刊記：「共二冊明治四十四年十二月伊勢神宮文庫本
ニヨリテ影写ス」（最終丁・朱書）。

印記1三井家編纂室蔵書。

備考：三井ラベル「G200・14」

XO435－003－02

仁風一覧　下
明治44（写）（1911）

267×193ミリ172丁写本
題籏：原・仁風一覧下表紙：原・肌色：三井家編纂室

蔵型押し
構成：本文171、践1（享保十九甲寅歳五，月吉旦）

刊記：浪華書林中。「追記後　年此原本戴冊購入、
内閣文庫所蔵本ニハ戴冊本之外二付録廿参冊本ノ異
本アリ（三二六三五）遠藤（印）」「共二冊明治四十四

年十二月伊勢神宮文庫本ニヨリテ影写了」（最終丁・朱
書）。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考1三井ラベル「G200・14」

XO435－004
［仁風便覧］

明治44（写）（1911）

272×190ミリ1巻1冊225丁写本
題籏1原・天保仁風便覧己午年部全表紙：原・肌
色：「三井家編纂室蔵」型押し

構成：序4（丁酉季春浪華樹下定賢）、本文119、践2
（干時天保八丁酉年季春樹下悔）

刊記：浪華書林中、大坂鴻池善右衛門所蔵本明
治四十四年五月三十日謄写（後ろ表紙見返しに朱
印）。。

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：三井ラベル「G200・16」

Y1435－001

救荒便覧

天保4（1833）

157×67ミリ1巻1冊41丁整版

構成：序3、本文37
刊記：元治初冬甲府浅利末郷西けんかつミち。
印記1山田蔵・浅野・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：巌松堂書店のラベルがある。昭和5年12月6目
寄託、三井ラベルr：K540・新・7A」

Y1434－009

呉服往来

219×153ミリ1巻1冊30丁整版
題籏：原・呉服往来（打付・金泥書）表紙：後・栗梅色

無地
構成：序1（都なにはの書の舎）、絵・目次1、本文28

刊記：右呉服往来一帖者余先考青岳堂泰翁之遺稿也、

今応書津之需更校正句章補綴脱漏而以上梓之突洛
士池田東籠亭書。

印記：読易堂図書記・平寿・乗引思生・千寿・しんまちみ

ついけ。

備考1最終丁に「昭和五年一月威勝寺より差上」（朱書）。

三井ラベルK715・新・30A」

Y1434－010
［教訓夢の絵尽］

362×480ミリー枚物1丁整版
題籏：なし表紙：なし

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：昭和8年11月29目寄託。三井ラベル「：K520
新・50」。酸性紙に糊付けされているため取扱注意。

4．その他135．飢謹・救荒！

XO435－001　　　　　　　　　　　　　　随筆

東都畿謹之記
弓ムイヒ3（1846）

228×166ミリ1巻1冊50丁写本
題簸：原・東都鱗鐘之記完表紙：原・丁子色：布目地
型押し

刊記二右者西嶽一話一言之内より抄出猶予か書留置し
品々ともを以て（中略）世の見合となすものなり、干時弘

化者三年八月（中略）六日に筆をぬくふ真埜さたきよ。

印記：真埜文庫。

備考：虫損多。三井ラベル「B249・4」と「A29／27」

XO435－002－01

青木村御仕法嘆願書類合巻帳　上
（1853年）

227×158ミリ2巻2冊181丁写本
題簸：原・青木村御仕法嘆願書類合巻帳上表紙＝
原・茶色クロス

構成：内表紙1、目録4、本文176
刊記：野州桜町陣屋二宮金次郎（著）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考＝罫紙を使用（柱に「三才報徳集報徳学図書館」）。

前表紙に書名を記した下ヶ札。三井ラベルrH222・新・
35」



Y1435－005（1）

［協救社街義草稿　廃物を興すの大意］

明治3（1870）
216×153ミリ3巻3冊（1冊に合綴）13丁整版
題簸：後・協救社術義草稿（墨書）表紙：後・藍色：布

目地に小葵型押し

構成1内表紙1（生成）、本文12

刊記：明治庚午初夏協救社角田亨。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：内表紙にr京都協救社之印」r不許翻刻」（黒印）

Y1435－005（2）

［協救社術義要領］

（1870年）

11丁整版
構成：内表紙1（生成）、本文10
備考：内表紙にr京都協救社之印」r不許翻刻」（黒印）

Y1435－005（3）

［協救社街義草稿　従第壷号至第十号］

（1870年）

53丁整版
題簸：後・協救社術義草稿（打付）

構成：内表紙1、本文52
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考1内表紙に「京都協救社之印」「不許翻刻」（黒印）。

前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和7年4月8日寄託、
三井ラベル「E400・新」

Y1435－006
［勧農備荒二物考］

明治16（1883）

259×184ミリ1巻1冊21丁整版・銅板
題簸：原・二物考全表紙1原・薄花田色：布目地に唐

花七宝型押し
構成：序4（明治十五季七月群馬県令揖取素彦・天保
丙申年陽月紀藩白鶴義斉）、題言3、本文12、付言2
（内田弥太郎〉

刊記：瑞泉高野先生著、内田恭思敬・福田宜宗禎・柳
田真鼎蔵校記（巻頭）、明治十六年四月十七目翻刻届
済（後ろ表紙見返し）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：内題は「勧農備荒二物考」。昭和7年12月20目
寄託、三井ラベル「E100・新・12」
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×0436－001

［薩州井天草邪記］

文政4以降（1821）

261×191ミリ1巻1冊31丁写本
題簸：後・薩州井天草邪記表紙：後・藍色：三筋格子
型押し
印記：三井文庫。

備考：彩色あり。三井ラベルrB249・23」

4．その他〔394〕

題籏＝原・救荒便覧表紙：原・黄色：卍繋ぎ型押し

構成：付記斎藤姦
刊記：天保四年癸巳八月　紀伊白鶴義斎遠藤通謹識、

救荒名物補遺査定坂本純庵・男浩然（本文末尾）、
「天保四巳九月上木（墨書）」発行書林本石町十軒店

英大助・芝露月町和泉屋半兵衛・麹町四町目　角丸
屋甚助・四谷竹町三田屋喜八。
印記：藤垣内印・本居文庫。

備考：折本。

Y1435－002

畿鮭の時乃食物の大略

天保8（1837）

232×158ミリ1巻1冊13丁整版
題簸：原・餓饒の時乃食物の大暑（打付）表紙：原・生

成

刊記：天保八年丁酉二月三河國吉田藩中山弥助美石
是ばかりの物に名を記するハをこかましくことことしげに

ていかがなれども、食物ハ太切の事なれバ何人の作と
もしられずおぼつかなきやうに思ふ人もあらんかとてなり

さて人々の扶助を以て印施せり。印施取次所江州大
津吉田蔵屋敷・大坂吉田用場・吉田城内地方役所・
同舩町川岸佐藤次郎八・同北金屋村鋳物師中尾与
惣次・遠州新居宿高須嘉兵衛・京都寺町錦小路上ル
城戸市右衛門。
印記：藤垣内印・本居文庫。

備考：仮綴じ2つ目綴り。

Y1435－003－01

養生法　上
（1864年）

233×159ミリ2巻2冊25丁整版
題簸：原・養生法上表紙：原・空色：卍繋ぎ型押し

構成：凡例2、本文23
刊記：侍医々学教頭蘭疇松本良順・隠士楽斉山内豊城
校閲補注（巻頭）。

Y1435－003－02

養生法　下

元治1（1864）

233×158ミリ26丁整版
題簸：原・養生法下表紙：原・空色＝卍繋ぎ型押し

構成：追加共

刊記：元治といふとしのはしめのとし五月茉日山内豊城
しるす（文末）。

Y1435－004

仁風集覧　全

慶応3（1867）

258×179ミリ1巻1冊103丁整版
題簸：原・仁風集覧全表紙：後・浅花田色：布目地型
押し

構成：題字1（資ヂ）、序4（丙寅冬柴田厚）、京都諸色

値段ほか11、通達・有志名前書82、付言3（慶応三年
麦秋七十四歳老吏平清影）、賊2（丁卯蒲月草間寛）

刊記＝慶応三年丁卯五月発免皇都弘通書林村上勘
兵衛・林芳兵衛・四方茂平・井上治兵衛。
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XO436－002－07　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　7
（1837年）

257×179ミリ44丁写本
題籏：原・難波汐干潟七表紙＝原・渋引き
印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考1表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しに「大松」
（印）。5丁表に切紙1（「天保三とせの頃…」）貼付。三

井ラベル「B249・新・14」

XO436－002－08　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　8
天保8（1837）

257×180ミリ47丁写本
題籏：原・難波汐干潟八表紙：原・丁子格子
刊記：天保八年丁酉三月一百三十六地獄惣幽霊井小
前餓鬼共江（文末）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1表紙に反古紙を使用。三井ラベル「B249・新・
14」

XO436－002－09　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　9
（1837年）

257×180ミリ82丁写本
題簸：原・難波汐干潟九表紙1原・丁子格子
刊記：堀田甚兵衛紀正身（文末）。

印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。三井ラベル「B249・新
14」

XO436－002－10　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　10
（1836年）

257×180ミリ47丁写本
題籏：原・難波汐干潟十表紙：原・丁子格子
構成：遊紙1、本文46
印記＝山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しにr閲校了
大松」（墨書）。三井ラベル「B249・新・14」

XO436．003－01　　　　　　　　　　大塩平八郎

新編天保太平記　上

天保8（内容）（1837）

265×193ミリ3巻3冊45丁写本
題簸：原・新編天保太平記上表紙：原・丁子引き
印記：赤季篭図書印。

備考：後ろ表紙に「雑書十五番」（下ヶ札）

XO436－003－02　　　　　　　　　　　大塩平八郎

新編天保太平記　中

天保8（内容）（1837〉

265×192ミリ46丁写本
題簸：原・新編天保太平記中表紙：原・丁子引き
印記：赤季篭図書印。

XO436－002－01　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　1
天保8（序）（1837）

257×180ミリ10巻10冊34丁写本
題籏：原・難波汐干潟一表紙二原・渋引き
構成：序1（あまたもつ八のとしひのとのとり文月のその

日文清舎仲澄）、本文33
印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しに「大松」
（印）。前表紙に「ロ印四百五1十冊」（下ヶ札）、三井ラベ

ル「B249・新・14」

XO436－002－02　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　2
（1837年）

257×180ミリ30丁写本
題簸：原・難波汐干潟二表紙：原・渋引き
印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しにr大松」
（印）。三井ラベル「B249・新・14」

XO436－002－03　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　3
（1837年）

257×180ミリ28丁写本
題籏：原・難波汐干潟三表紙：原・渋引き
印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しにr大松
（印）。三井ラベル「B249・新・14」

XO436－002－04　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　4
（1837年）

257×180ミリ33丁写本
題籏：原・難波汐干潟四表紙：原・渋引き
印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しに「大松」
（印）。三井ラベル「B249・新・14」

XO436－002－05　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　5
（1837年）

258×179ミリ37丁写本
題簸：原・難波汐干潟五表紙：原・渋引き
印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しにr大松」
（印）。三井ラベル「B249・新・14」

XO436－002－06　　　　　　　　　　大塩平八郎

難波汐干潟　6
（1837年）

257×179ミリ45丁写本
題簸：原・難波汐干潟六表紙：原・渋引き
印記：山田蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：表紙に反古紙を使用。後ろ表紙見返しにr大松
（印）。三井ラベル「B249・新・14」



構成：目録10、本文64
印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3・三井文庫。

備考：1～30丁は「纂斎蔵」、31丁以下は「筆斎」の用箋

を使用。前表紙に「ロ印四百六！十冊」（下ヶ札）、三井

ラベル「B249・新・11」

XO436－006－02　　　　　　　　　　大塩平八郎

［太平雑記　2］

（1839年）

237×168ミリ53丁写本
題籏：後・太平雑記弐表紙：後・藍色：雷文繋ぎ地に

桐唐草型押し
印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：1～19丁は「策斎蔵」、20丁以下は「筆斎」の用箋

を使用。三井ラベル「B249・新・11」

XO436－006－03　　　　　　　　　　大塩平八郎

［太平雑記　3］

（1839年）

238×168ミリ76丁写本
題簸：後・太平雑記三表紙：後・藍色＝雷文繋ぎ地に

桐唐草型押し
印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：r筆斎蔵」の用箋を使用。25丁裏に切紙1貼付あ
り。三井ラベル「B249・新・11」

XO436－006－04　　　　　　　　　　大塩平八郎

［太平雑記　4］

（1839年）・

237×169ミリ77丁写本
題簸：後・太平雑記四表紙：後・藍色＝雷文繋ぎ地に

桐唐草型押し
印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：1～43丁は「筆斎蔵」、44丁以下は「筆斎」の用箋

を使用。三井ラベル「B249・新・11」

XO436－006－05　　　　　　　　　　大塩平八郎

［太平雑記　5］

（1839年）

237×168ミリ87丁写本
題簸＝後・太平雑記五表紙：後・藍色：雷文繋ぎ地に

桐唐草型押し
印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：1～40丁・46～87丁は「筆斎」の用箋を使用。三
井ラベル「B249・新・11」

XO436－006－06　　　　　　　　　　大塩平八郎

［太平雑記　6］

（1839年）

237×168ミリ65丁写本
題簸：後・太平雑記六表紙：後・藍色：雷文繋ぎ地に

桐唐草型押し
印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：1～21丁はr筆斎」の用箋を使用。三井ラベル
rB249・新・11」
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XO436－003－03　　　　　　　　　　大塩平八郎

新編天保太平記　下

天保9（内容）（1838）

265×193ミリ46丁写本
題簸：原・新編天保太平記下表紙：原・丁子引き
印記：赤季蕎図書印。

XO436－004－01　　　　　　　　　　大塩平八郎

［酊醒録　上］

天保8（内容下限）（1837）

259×187ミリ2巻2冊90丁写本
題簸：後・酊醒録上表紙：後・花田色：布目地型押し

構成：目録1、本文89
刊記：無名氏漫筆（巻頭）。

印記：赤季巷図書印。

備考：後ろ表紙に見返しに「雑書十五番」（下ヶ札）、三

井ラベル「B249・26」

XO436－004－02　　　　　　　　　　大塩平八郎

［酊醒録　下］

天保9（内容下限）（1838）

260×187ミリ92丁写本
題簸＝後・酊醒録下表紙：後・花田色：布目地型押し

構成：目録1、本文91
刊記：無名氏漫筆（巻頭）。

印記：赤季巷図書印。

備考：三井ラベル「B249・26」

XO436－005－01　　　　　　　　　　大塩平八郎

上巳権騒記　1
天保8（内容）（1837）

242×172ミリ3巻3冊43丁写本
題籏＝原・上巳惟騒記壷（打付）表紙：原・生成無地

備考：紙帳に入る。紙帳に題名墨書のほか「大塩平八
郎」の朱書がある。最終丁に「雑書十五番」（下ヶ札）。

XO436－005－02　　　　　　　　　　大塩平八郎

上巳佐騒記　2
天保8（内容）（1837）

242×172ミリ22丁写本
題簸：原・上巳惟騒記戴（打付）表紙：原・生成無地

XO436－005－03　　　　　　　　　　大塩平八郎

上巳佐騒記　3
天保8（内容）（1837）

241×174ミリ40丁写本
題籏：原・上巳惟騒記参（打付）表紙：原・生成無地

XO436－006－01　　　　　　　　　　大塩平八郎

［太平雑記　1］

（1839年）

238×167ミリ10巻10冊74丁写本
題簸：後・太平雑記壱表紙＝後・藍色：雷文繋ぎ地に

桐唐草型押し



4．その他　4．その他136．騒乱・騒動1　〔397〕

坂城在番中撰書にて松田直房より借求、天保十己亥年
初夏八目筆立始同十六日写畢　石川露玉（花押）。
印記二宗辰所集・三井家3・三井文庫。

備考：後ろ表紙見返しに「仕入！山佐」の印あり。64・65

丁間に切紙1（「キンリンサン…」と墨書）あり。三井ラベ

ルrB249・新・12」

XO436－008　　　　　　　　　　　　大塩平八郎
［薩葭叢談］

天保10（序）（1839）

272×191ミリ1巻1冊108丁写本
題籏：原・大塩平八郎翻訳薦葭叢談完表紙：原・格
子

構成：序1（天保十年［木偏に聖】斎主人）、本文106、蹟

1
印記：誉田之蔵・滝澤氏図書記・藤川蔵書・斎藤文庫・

宗辰所集・三井家3、聴氷閣・三井文庫。
備考：後ろ表紙見返しに「府馬孝廉蔵書」（墨書）。前表

紙にrロ印四百四十七！壱冊」（下ヶ札）、三井ラベル
rB249・新・13」

XO436－009－01　　　　　　　　　　大塩平八郎

天保奇談　上

弘化2（内容下限）（1845）

269×191ミリ3巻3冊31丁写本
題簸＝原・天保苛談　上（打付）表紙：原・丁子引き
備考：紙帳に入る。

XO436－009－02　　　　　　　　　　大塩平八郎

天保奇談　中

嘉永2（内容下限）（1849）

269×190ミリ24丁写本
題簸：原・天保苛談　中（打付）表紙：原・丁子引き

XO436－009－03　　　　　　　　　　大塩平八郎

天保奇談　下

天保14（内容下限）（1843）

270×190ミリ22丁写本
題簸：原・天保苛談　下（打付）表紙二原・丁子引き

XO436－010

諸集説略　2

明治4（内容）（1871）

239×164ミリ1巻1冊17丁写本
題籏1原・諸集説略二表紙1後・濃紺：布目地に網目
型押し

印記：三井家編纂分室印。

備考：三井ラベル「B249・31」

XO436－011

七曜陰語
昭和7（写）（1932）

267×195ミリ3巻3冊（1冊に合綴）42丁写本
題簸：原・七曜陰語（田沼一件）表紙：原・薄茶色：三

井家編纂室蔵の文字型押し
構成：遊紙1、本文38、佐野某刺田沼氏弁2、古今於殿

XO436－006－07　　　　　　　　　　大塩平八郎
［太平雑記　7］

（1839年）

236×169ミリ47丁写本
題簸1後・太平雑記七表紙：後・藍色1雷文繋ぎ地に
桐唐草型押し
印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

XO436－006－08　　　　　　　　　　大塩平八郎
［太平雑記　8］

（1839年）

237×169ミリ31丁写本
題簸1後・太平雑記八表紙：後・藍色：雷文繋ぎ地に
桐唐草型押し

刊記：柴田勘兵衛自筆之書留也、右者玉造与力何某よ
り借用写留之趣小田切昌有より借用謄写いたし候（巻
末）。

印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：1～3丁はr筆斎」の用箋を使用。三井ラベル
rB249・新・11」

XO436－006－09　　　　　　　　　　大塩平八郎
［太平雑記　9］

天保10（写）（1839）

236×167ミリ49丁写本
題簸：後・太平雑記九表紙：後・藍色二雷文繋ぎ地に
桐唐草型押し

刊記：天保十年四月念四以葉山信閑本書写之臭筆
斎（巻末朱書）。

印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3。

備考：三井ラベル「B249・新・11」

XO436－006－10　　　　　　　　　　大塩平八郎

［太平雑記　10］

（1839年）

237×167ミリ24丁写本
題籏：後・太平雑記拾表紙：後・藍色：雷文繋ぎ地に
桐唐草型押し

構成：文政12年切支丹一件6、よしやあしや21、白紙1
抜書き6

刊記：時は天保八年かみな月なり（よしやあしや末文）。

印記：栗原蔵書・宗辰所集・三井家3（巻頭）、長田守家
（よしやあしや末）。

備考：抜書きは「筆斎」の用箋を使用、三井ラベル
rB249・新・11」

XO436－007　　　　　　　　　　　　大塩平八郎
［浪花秘事　芦の塩釜］

天保10（写）（1839）

240×165ミリ1巻1冊68丁写本
題簸：原・浪花秘事芦能塩釜全表紙：原・生成無地

刊記：予大坂勤役にハ玉造の柴田城司の芦沢か輩手
に属する所にして乱妨市中出勢の者共に対話、亦両目
之騒乱防禦をも承ル物故に実事を知る事明らか也、此

一挙は天下の大事秘中の秘にて狸巻を開事なかれと
云爾高山慧圃（文末）、此巻堀田（甚兵衛正身か）氏



大野のほととぎす」（墨書）、後ろ表紙見返しにr嘉永三

庚戌年求四冊之内［コロ（抹消）所持」（墨書）。三井ラ

ベル「G900・5」

4．その他／40、自然1

×0440－001

仮名暦略注
文化3（写）（1806）

229×163ミリ1巻1冊26丁写本
題簸：原・仮名暦略注完表紙：原・浅花田色：布目地

型押し

刊記：右一條以岡部河内守一徳本書写文化三年正月
検校保己一。

Y1440－001
［花紅葉都錦　上・下］

安永7（1778）
221×159ミリ2巻2冊（1冊に合綴）43丁整版
題簸：後・花紅葉都錦上下（墨書）表紙：後・黒色：卍

繋ぎ型押し
構成：序2（立春吉目長栄軒檀氏）、目録2、上巻本文

21、下巻本文16、菊英館蔵板目録抜書2

刊記：安永七年戊戌三月作者画工花洛長栄軒檀
氏、京都書坊寺町通三条上ル町菊屋（鹿野氏）安兵
衛’求板。

備考：最終丁にr天明三歳次己卯南呂下絃桜楓斉林
太郎平則固之持く花押＞」（墨書）。後ろ表紙にr雑画
六番」（下ヶ札）、三井ラベルrM500・8」

Y1440－002　　　　　　　　　　　　　　天文

天文捷径平天儀圖解
享禾02（1802）

263×186ミリ1巻1冊42丁整版
題簸：原・天文捷裡平天儀圖解全表紙：原・薄茶色

無地
構成：序3（享和辛酉季夏皆川原・巌橋耕瑠堂）、目録

1、本文37、賊1（伊勢橘春暉）

刊記＝享和二壬戌年六月新刻泉南巌橋耕瑠堂蔵版
彫工堺井上重左衛門・同重兵衛、大阪書林弘所
森本太助（印）・泉本八兵衛・山口又一・柳原喜兵衛・池

内八兵衛。

備考：後ろ表紙に「雑書十六番」（下ヶ札）、三井ラベル
「N300・9」

Y1440－003

天地儀

文化2（1805）

278×277ミリ1巻1冊3丁整版
題籏：原・天地儀表紙：原・藍色無地

刊記：文化二乙丑重くコザト偏に目＞奥陽仙台目高

見郷寺澤左門述彫。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：ボール紙の帳鉄に入る。裏打ちあり。三井ラベル

「N300・新・20」、昭和8年5月9目。

4．その他〔398〕

中及刃傷例1
刊記：七曜陰語古写本壱冊以帝國図書館本（一一
五一四六）（明治三三、一一、一六購求ノ印アリ）、昭和

七年九月謄写三井文庫（印・遠藤）。
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「B249・5」

4．その他／37．風俗1

Y1437－001－01

骨董集　上編　上
（1814年）

271×184ミリ2巻2冊27丁整版
題籏：原・骨董集上編上表紙：後・丁子格子
構成：遊紙1、序2（文化己酉冬目杏園主人）、目録1、

本文23
刊記：江戸醒々輯山東庵（巻頭）。
印記：吾友亭・鯖氏図書。

備考：三井ラベル「G900・5」

Y1437－001－02

骨董集　上編　中

文化11（1814）

272×184ミリ36丁整版
題簸：原・骨董集上編中表紙：後・丁子格子
構成：遊紙1、本文29、追加（下巻目録など）5、刊記・

広告1
刊記：傭書上巻嶋岡長盈・中巻橋本徳瓶、削人
名古屋治平・鈴木栄次郎、文化十一年甲戌冬十二月
発行書林大坂心斎橋筋伝馬町塩屋長兵衛・江戸
通油町仙鶴堂鶴屋喜右衛門梓。
印記：吾友亭・櫨氏図書。

備考：三井ラベル「G900・5」

Y1437－002－01

骨董集　　［上編　後上］

文化12（序）（1815）

263×185ミリ2巻2冊32丁整版
題簸：原・骨董集口表紙：後・丁子格子
構成：序3（文化十二年乙亥九月二十五目醒斉）、目

録など2、本文27
刊記：醒斉先生随筆、東都書雛文渓堂梓（封面）。

印記：松喜・大槻。

備考：後ろ表紙見返しに「四冊之内□□（抹消）氏所持」

（墨書）。三井ラベル「G900・5」

Y1437－002－02

骨董集　　［上編　後下］

（1815年）

263×185ミリ36丁整版
題簸：原・骨董集口表紙：後・丁子格子

構成：本文34、追加2

刊記：傭書嶋岡長盈・同凡例目六下之巻末自廿四
紙至計六紙藍庭林平、削人名古量治平・朝倉吉次
郎。

印記：松喜・大槻。

備考：請求番号を変更。前表紙見返しに「追かけて聞つ



〔399〕その他　4．その他140．自然ノ4

刊記：守山鮮谷大森中訳（巻頭）、大坂心斎橋通り
伊丹屋善兵衛・同所敦賀屋九兵衛・東京目本橋通一丁
目須原屋茂兵衛・同二丁目山城屋佐兵衛・同所須原屋
新兵衛・同芝神明町岡田屋嘉七・同所和泉屋吉兵衛・
同横山町三丁目和泉屋金右衛門・同浅草茅町二丁目
須原屋伊八・同下谷数寄屋町岡村屋庄助・同本町三丁
目上州屋宗七・同目本橋四目市和泉屋半兵衛・同小石

川大門町雁金屋清吉板。

Y1440－008－01

訓蒙窮理図鮮　初編　上

明治4（1871）

181×122ミリ3巻3冊24丁整版
題簸：原・訓蒙窮理圖鮮初編上表紙＝原・藍色：松
皮菱型押し

構成：序3（慶応四年戊申初秋慶応義塾同社）、凡例

1、目録2、本文18
刊記：福沢諭吉著、明治元季戊辰初秋、明治四年辛未
六月再刻、慶応義塾蔵版之印（封面）。

印記：福・三井文庫。

備考＝袋共。袋裏面継目に「カギに中、本店、室町三丁
目、中外堂」（印）あり。

Y1440－008－02

訓蒙窮理図鮮　初編　中
（1871年）

181×122ミリ22丁整版
題簸：原・訓蒙窮理圖鮮初編中表紙：原・藍色：松
皮菱型押し
印記：福・三井文庫。

Y1440－008－03

訓蒙窮理図鮮　初編　下
（1871年）

180×122ミリ18丁整版
題簸＝原・訓蒙窮理圖鮮初編下表紙：原・藍色1松
皮菱型押し
印記：福・三井文庫。

Y1440－009

理学初歩図解　初編

明治5（1872）

182×120ミリ1巻1冊37丁整版
題簸：原・理學初歩圖解初篇表紙：原・黒色：横網目
型押し

構成：題字1、本文36

刊記1伊藤明徳述井蔵版、明治五壬申五月　東京書林
鶴屋喜右衛門・高木屋和助・丸屋庄五郎・紀伊國屋才
助発免。

印記：三井文庫。

備考：後ろ表紙にr雑書十七番」（下ヶ札）、三井ラベル

「N200・3」。綴ハズレに注意。

地学Y1440－010

地学窮理往来

明治7（1874）

Y1440－004

地震考

文政13（序）（1830）

222×146ミリ1巻1冊18丁整版
題簸1原・地震考全表紙1原・相思鼠色無地
構成：題言1（文政十三年庚寅秋七月　卓堂岸岱）、本

文16、践2（文政十三年庚寅秋八月上溝三絨主人）
刊記：濤山先生筆記（封面）、斉政館都講小嶋氏蔵板
不與買人（刊記）。

備考：後ろ表紙とその見返しにr雑書十六番」（下ヶ札）、

三井ラベル「N300・13」

Y1440－005－01

魚鑑　上

天保2（1831）

219×157ミリ2巻2冊39丁整版
題籏1原・魚鑑巻の上表紙：後二鼠色1渦潮刷り
構成：序・月絵など14（桂川鎮香・江都櫟涯武好一）、

本文25
刊記：櫟涯武井周作著、東都呑海楼蔵板、天保辛卯新
刊（封面）。

印記：ロロ蔵書（抹消）、鎮値・徳美友仙・宗辰所集・三
井家3。

備考：r上ノ十五」裏に付箋1あり。三井ラベルrN500・
新・5j

Y1440－005－02

魚鑑　下

（1831年）

218×157ミリ40丁整版
題籏1原・魚鑑巻の下表紙：後：鼠色：渦潮刷り

構成：口絵1、本文39

刊記：本文櫟涯拙筆・彫刻弥曽宇（最終丁）、呑海楼
蔵板、製本金花堂。

印記：□□蔵書（抹消）・徳美友仙・宗辰所集・三井家
3。

備考1巻頭に「有麿」（墨書）。後ろ表紙見返しに「近刻

書目」がある三井ラベル「N500・新・5」

Y1440－006　　　　　　　　　　　　　　植物

竹実記

天保3（1832）

219×148ミリ1巻1冊12丁整版
題籏：原・竹實記完表紙：原・相思鼠色：竹林型押し

刊記：白雲山人著・菱川清春画、天保三年壬辰孟冬
京都柳馬場二条下ル町金屋吉兵衛梓。
備考：後ろ表紙に「名八番」（下ヶ札）

Y1440－007　　　　　　　　　　　　　教科書
博物新編訳解　4

明治3（1870）

180×121ミリ1巻1冊54丁整版
題籏：原・博物新編謬解四表紙：原・黄色＝卍繋ぎ型
押し

構成：題字1（明治三年庚午冬刻）、目録1、図2、本文
50



［視窮録　3］

237×177ミリ54丁写本
題籏二原・一東先生視窮録人表紙：原・浅花田色・
花菱唐草型押し
構成：本文53、遊紙1
印記：源巨訓・中村氏仲友。

備考；53・54丁の丁間に切紙4（「英国新製鉄張…」
r地雷火用…」r反射炉之図j　r小銃見当規則」と墨書、
挿絵）あり。

Y1450－001－01

［和漢船用集　1］

（1827年）

260×183ミリ12巻12冊43丁整版
題簸＝原・書圖和漢舩用集一表紙：原・薄緑色：蜀
江型押し
構成：序6（宝暦辛巳仲冬岡白駒・宝暦辛巳中夏下旬
摂陽堂島古地金沢兼光）、凡例3、総目録2、巻1目録

1、本文31
印記：梅村・宗辰所集・三井家3。

備考：内題は「和漢船用集」。前表紙に「ヲ印七十四1十

二冊」（下ヶ札）

Y1450－001－02

［和漢船用集　2］

（1827年）

261×182ミリ25丁整版
題籏：原・豊圖和漢舩用集二表紙：原・薄緑色：蜀
江型押し

構成：目録1、本文24
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－03

［和漢船用集　3］

（1827年）

261×182ミリ48丁整版
題簸：原・董圖和漢舩用集三表紙：原・薄緑色：蜀
江型押し

構成：目録3、本文45
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－04

［和漢船用集　4］

（1827年）

261×182ミリ50丁整版
題簸：原・［］和漢舩用集四表紙：原・薄緑色：蜀江
型押し

構成：目録2、本文48
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－05

［和漢船用集　5］
（1827年）

261×183ミリ58丁整版
題籏：原・壼圖和漢舩用集五表紙：原・薄緑色1蜀

その他4〔400〕

226×157ミリ1巻1冊58丁整版
題籏：元・河村貞山著地學窮理往来全表紙：後・浅
花田色無地

構成：図3、本文55
刊記：明治五年十一月免許、同七年六月刻成、西京三
條通寺町西へ入町二酉楼杉本甚助（印）・同寺町通
本能寺前竹苞楼佐々木惣四郎。
印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。三井ラベル
「CO10・新・5」。昭和8年5月2目寄託。

4．その他／50．技術1

×0450－001（1）

［鼓銅図］

270×182ミリ2巻2冊（1冊に合綴）14丁写本
題簸：原・鼓銅圖録完表紙：原・黄色：布目地に卍繋

ぎ型押し

構成：題字（蜀山人）・本文14

刊記：到住友氏吹処熟視以作此圖丹羽桃渓元國。
印記：ウサギ・しんまちみつけ・三井文庫。

備考＝彩色あり。前表紙に書名を記した下ヶ札。

XO450－001（2）

［鼓銅録］

6丁写本
刊記：浪華住友氏奴隷増田綱謹撰、浪華住友氏蔵
版。

印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「E800・新・66」。昭和7年。後ろ表紙

見返しに「文淵堂」の印などがある。

XO450－002－01

［視窮録　1］

237×176ミリ3巻3冊63丁写本
題簸：原・一東先生視窮録天表紙：原・浅花田色・
花菱唐草型押し
構成：遊紙3、アルファベット表1、目録1、本文57、遊
紙1

印記：源巨訓・中村氏仲友。

備考：布秩に入る。

XO450－002－02

［視窮録2］

237×177ミリ56丁写本
題簸：原・一東先生視窮録地表紙：原・浅花田色・
花菱唐草型押し
構成：本文55、遊紙1
印記：源巨訓・中村氏仲友。

備考：48・49丁の丁間に切紙1（r大黄丁木・・」と墨書）

がある。

XO450－002－03



〔401〕　　　　　4．その他　4．その他150．技術1

構成：目録1、本文35

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－12

［和漢船用集　12］

文政10（1827）

262×184ミリ23丁整版
題籏：原・畜圖和漢舩用集十二止表紙：原・薄緑
色：蜀江型押し

構成：目録1、本文22

刊記：明和三丙戌年三月刻成、文政十丁亥年六月嗣
行江戸書林須原屋茂兵衛、大阪書林藤屋弥兵衛・
藤屋九兵衛・藤屋徳兵衛。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1450－002

写真鏡図説　初編

慶応3（封面）（1867）

181×125ミリ1巻1冊29丁整版
題籏：原・爲真鏡圖説初編全表紙＝原・花田色1卍
繋ぎ型押し

構成：序3（慶応二年桂國幹・楊江学人敏）・凡例3、図

2、本文19、シュンギ楼著述目録1
刊記：慶応三年丁卯新刻（封面）、楊江柳川徽大所訳
述（巻頭）、金沢了元・小泉保右衛門同校（最終丁）。

印記：三井文庫。

備考：後ろ表紙にr雑書十七番」（下ヶ札）。三井ラベル

「N200・4」。綴ハズレに注意。

Y2450－001－01

図解水理真宝　上
明治28（序）（1895）

227×150ミリ3巻3冊（2冊に合綴）59丁銅板
題簸：原・圖解水理真寳市川義方著上表紙：原・秘
色：雲母布

構成：題字2（松方正義・楠本正隆）、序4（植村正直・市

川義方）、凡例2（明治二十八年九月著者）、目録2、本

文48、水害必治法1
刊記：博文館蔵版。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札、三井ラベル
「N700・新・2」。間紙に酸性紙を使用。

Y2450－001－02（1）

［図解水理真宝　下］

（1895年）

227×150ミリ42丁銅板
題簸：剥離表紙＝原・秘色：雲母布

構成：目録2、本文40
印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：三井ラベルrN700・新・2」。問紙に酸性紙を使
用。

Y2450－001－02（2）

［図解水理真宝　付録］

明治28（践）（1895）

江型押し

構成1目録2、本文56
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－06

［和漢船用集　6］

（1827年）

262×183ミリ30丁整版
題簸1原・豊圖和漢舩用集六表紙：原・薄緑色：蜀
江型押し

構成：目録1、本文29

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：丁付に注意。

Y1450－001－07

［和漢船用集　7］

（1827年）

262×183ミリ34丁整版
題籏：原・書圖和漢舩用集七表紙＝原・薄緑色：蜀

江型押し

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：丁付に注意。

Y1450－001－08

［和漢船用集　8］

（1827年〉

266×183ミリ28丁整版
題籏：原・書圖和漢舩用集八表紙：原・薄緑色：蜀
江型押し

構成：目録1、本文27

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－09

［和漢船用集　9】

（1827年）

262×183ミリ28丁整版
題籏：原・董圖和漢舩用集九表紙：原・薄緑色：蜀
江型押し

構成：目録1、本文27

印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－10

［和漢船用集　10］
（1827年）

262×183ミリ31丁整版
題籏1原・豊圖和漢舩用集十表紙：原・薄緑色：蜀
江型押し

構成1目録1、本文30
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1450－001－11

［和漢船用集　11］

（1827年）

261×183ミリ36丁整版
題籏：原・叢圖和漢舩用集十一表紙1原・薄緑色
蜀江型押し



Y1452－004

通貨利子早繰表

明治12（1879）

313×403ミリー枚物1丁整版
題籏：原・通貨利子早繰表表紙：共紙

刊記：官許石川縣下加賀國河北郡車村二十一番地
所宝乗寺住職富田目見著、明治十二年五月二十七
目（表紙）、明治十二年五月二十七目版権免許、同年

六月出版、著者井出版人富田目見（加賀國河北郡車
村二十一番地宝乗寺住職）、諸国発行書雛9軒。

印記＝ウサギ・しんまちみついけ。

備考：切紙の貼付がある。定価金6銭。東京神田巌松

堂書店のラベル貼付。昭和6年2月7目寄託。ボール
紙の秩に入る。

Y1452－005

利割早算　年賦成崩算法記

83×174ミリ1巻1冊44丁整版
題簸：原・利割早算　年賦成崩算法記（方籏共）表
紙：原・薄茶色無地

刊記：信州上諏方桑原町升屋庄助。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：後ろ表紙に「信陽詠四神翠松軒号濱濤之助
用」（墨書）。昭和8年6，月30目寄託、三井ラベル
rN100・新・24」

Y1452－006
［利息表］

明治一

73×159ミリ1巻1冊20丁整版
題簸：後・利息表（墨書）表紙：原・茶色無地

構成：凡例1、本文19
刊記：村井氏蔵板。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙にr三木」（墨書）、後ろ表紙にr明治九年

土道郡沖元村三木常吉・□山縣道三木源五郎」（墨書）。

後ろ表紙にGANSHODOSHOTEN．TOKYOのラベ
ル貼付。前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和6年2月7
目、三井ラベル「N100・新・25」。

4．その他／60．産業／

XO460－001－01

鉱山紀年録　1
文政7（凡例）（1824）

233×160ミリ4巻4冊115丁写本
題簸：原・鑛山紀年録一（打付）表紙：後・濃紺無地

構成：内表紙1、凡例5（文政二卯年編集草稿今華再増

補之成書焉文政七甲申年重陽日　鉱吏杉原氏藤寿
山行天輯）、目録2、本文107

印記：□学目□、菅安後人大足王戌巳役所集・三井家
監蔵。

備考：赤色罫紙を使用。布張りの秩に入る。1丁目丁間
に切紙1（鉱山紀年録大正十二年四月八目消毒了）。

その他4〔402〕

銅版
付録24、賊1（明治廿八年十二月二十日市川義

間紙に酸性紙を使用。

丁
硯
ー
考

25

構
方
備

Y2450－002

理化器械目録表

明治一

241×177ミリ1巻1冊5丁銅版
題籏：原・明治十五年六月　理化器械目録表表紙：
原・生成無地

構成：図3、本文2
刊記：京都木屋町二条下ル製作場嶋津源蔵、大坂東
区道修町二町目廿四番地売捌所白井松之助。
印記：三井文庫。

備考＝仮綴じ、2つ綴り。柱書「嶋津製作場蔵板」。三井

ラベル「N200・5」

4．その他／52．算法・経理1

Y1452－001
［格致算書　下］

明暦3（1657）

199×140ミリ1巻1冊100丁整版
題簸：後・格致算書下（打付・朱書）表紙：後・藍色無

地

構成：序1、目録1、本文98
刊記：明暦三丁酉歳臓月日柴村藤左衛門盛之（印）。
印記：鼓・建設大法理順人情・丸ウサギ・三井家1。

備考：前表紙と見返しの間に切紙1（「昭和十四年四月
廿七目清書」と墨書がある）が入っている。三井ラベル
rN100・新・13」

Y1452－002
［稽古教艸　上］

134×190ミリ1巻1冊19丁整版
題簸：後・稽古教艸上（墨書）表紙二後・格子丁子
刊記：百有（カギに吉）（封面）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和7年3月12
目寄託。

Y1452－003

損益利息算法

明治7（1874）

227×150ミリ1巻1冊34丁整版
題簸：原・柴田清亮編損益利息算法全表紙：原・薄
茶色無地
構成：緒言1（明治七年第七月柴田清亮識）、本文33

刊記：官許明治七年八月十四目　（東京）柴田清亮蔵

版発免東京芝大神宮前山中市兵衛・仙台国分街十
九軒菅原安兵衛。
印記：ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：昭和6年2月7目寄託、三井ラベルrN100・新・
18」



XO460－001－02

鉱山紀年録2
（1824年）

234×161ミリ91丁写本
題簸：原・鑛山紀年録二（打付）表紙：後・濃紺無地

構成：内表紙1、本文90
印記：曹安後人大足王戌巳役所集・三井家監蔵。
備考：赤色罫紙を使用。

XO460－001－03

鉱山紀年録3
（1824年）

233×160ミリ94丁写本
題籏1原・鑛山紀年録三（打付）表紙：後・濃紺無地

構成：内表紙1、本文93
印記：蕾安後人大足王戌巳役所集・三井家監蔵。
備考：巻1・2・4とは違って、青色罫紙を使用。

XO460－001－04

鉱山紀年録4
（1824年）

235×160ミリ58丁写本
題簸：原・鑛山紀年録四止（打付）表紙：後・濃紺無
地

構成：内表紙1、本文57
印記：宙安後人大足王戌巳役所集・三井家監蔵。

備考：赤色罫紙を使用。

XO460－002　　　　　　　　　　　　　　染色
国益織物記
天保4（写）（1833）

255×192ミリ1巻1冊19丁写本
題簸：原・國益織物記完（打付）表紙：原・生成

刊記：天保四年のとし癸巳六月写し置。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和6年12月17
目寄託、三井ラベル「E800・新」

Y1301－024（2）

［日本産物字引略解］

明治8（1875）

47丁整版
構成：字引略解77～113、刊記1
刊記：明治八年二月橋爪貫一輯録、発免書林北畠茂
兵衛・山中市兵衛・稲田佐兵衛、諸国専売書林下総
佐原正文堂利兵衛・同佐倉中井藤右衛門・同所吉田伝
左衛門・水戸下町須原屋安次郎・野州朽木管谷甚平・
常州土浦大国屋弥助・信州上田鼠屋甲造・上州高崎菊

屋源作・肥前佐賀槌屋壮助・横浜弁天通師岡屋伊兵
衛・甲府八目町内藤伝右衛門。

備考：昭和8年3月22日寄託。書誌情報は
Y1301・024（1）［目本物産字引］参照。

Y1460－001－01

彩画職人部類天
（1784年）

4．その他　4．その他！60．産業／　〔403〕

276×190ミリ2巻2冊19丁整版
題籏：原・採董職人部類天表紙：後・秘色：布目地に
刷り

構成：序3（明和七庚寅歳十一月望羅沙窟亀・天明四
のとし甲辰の春四方赤郎）、本文16
備考：色刷り。三井ラベル「G900・6」

Y1460－001－02

彩画職人部類地
天明4（1784）

276×190ミリ17丁整版
題籏：原・採豊職人部類地表紙：後・秘色：布目地に
刷り

構成：本文14、践2（朱楽菅江）、慶雲堂蔵板目録・刊
記1

刊記：天明四年甲辰正月目再刻東都書璋下谷池
之端仲町植村善六・高津伊助。
備考＝色刷り。三井ラベル「G900・6」

Y1460－002

砂糖製作記
寛政9（賊）（1797）

263×183ミリ1巻1冊23丁整版
題籏：原・砂糖製作記表紙：原・薄茶色：布目地

構成：序4（寛政九年丁巳八月木村喜之）、本文18、蹟
1（寛政九のとし秋九月松本保固）

刊記：東都御書房通本町二早目　出雲寺和泉橡蔵。
印記1ウサギ・しんまちみっいけ。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和8年3月22
目寄託、三井ラベル「E100・新・2」

Y1460－003

製茶図解

明治4（1871）

254×175ミリ1巻1冊18丁整版
題簸：原・製茶圖解表紙：原・黄色：無地

構成：序2（明治四年辛未正月　彦根藩）、本文16
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和8年3月22
日寄託、三井ラベル「E100・新・4」

Y2460－001

杞柳栽培製造法

明治10（1877）

525×683ミリー枚物1丁銅板
題簸：原・内務省蔵版杞柳栽培製造法（打付）

刊記：田中芳男閲・曲木高配訳。発売書雛東京南伝
馬町二丁目十三番地穴山篤太郎。内務省勧農局蔵
版明治十年十一月発免（袋）。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：袋共。昭和9年2月3日寄託、三井ラベル
rE100・新・9」

Y2460－002

湖川沼漁略図井収穫調書

明治13（1880）

法漁



273×188ミリ10巻10冊46丁整版
題簸：原・成形圖説農事部一表紙：原・黄色檀紙
構成1序5（文化元年甲子十一月朔旦臣曽繋）、目録

1、本文40
刊記：彫工藤田金六（欄外）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－02

成形図説　農事部　2

（1804年）

272×187ミリ42丁整版
題籏：原・成形圖説農事部二表紙：原・黄色檀紙
構成：目録1、本文41
刊記1彫工藤田金六（欄外）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－03

成形図説　農事部　3

（1804年）

273×187ミリ36丁整版
題籏：原・成形圖説農事部三表紙1原・黄色檀紙
構成：目録1、本文35
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－04

成形図説　農事部　4

（1804年）

273×187ミリ38丁整版
題籏：原・成形圖説農事部四表紙：原・黄色檀紙
構成：目録1、本文37
刊記：彫工藤田金六（欄外）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－05

成形図説　農事部　5
（1804年）

273×187ミリ29丁整版
題籏：原・成形圖説農事部五表紙：原・黄色檀紙
構成：目録1、本文28
印記1宗辰所集・三井家3。
備考1糸ホツレ注意。

Y1461－002－06

成形図説　農事部　6

（1804年）

273×188ミリ41丁整版
題籏1原・成形圖説農事部六表紙：原・黄色檀紙
構成：目録1、本文40
印記：宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－07

成形図説　農事部　7

（1804年）

274×188ミリ34丁整版
題簸：原・成形圖説農事部七表紙：原・黄色檀紙

構成1目録1、本文33

〔404〕　4．その他

224×152ミリ1巻1冊36丁活版・銅板
題籏：原・湖川沼漁略圖井収穫調書全表紙：原・松
葉色：卍繋ぎ型押し

構成：目録1、本文35
刊記：明治十三年四月新離茨城縣蔵版（封面）、東京

京橋区西紺屋町廿四番地彫刻社印製。。
印記：大内・ウサギ・しんまちみついけ・瓢箪に三井家。

備考：前表紙に書名を記した下ヶ札。昭和6年9月26
目寄託、三井ラベル「E600・新」

1．農書ノ

ー01

　上］

　
判
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題
上
構
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印
備
厄

吐

，リ3巻3冊30丁整版
1桑國第一産養意秘録（やうさんひろく）
・浅花田色＝無地

享和二壬戌年孟春出石文学桜井篤忠）、
1壬戌秋八月　但州大屋上垣守国）、上巻目
16

ヨ印・本居文庫・三井文庫。

ル紙の秩に入る。帳の裏に三井ラベル
・～三」貼付。三井ラベル「E500・5一」

Y1461－001－02

［養薫秘録　中］

（1803年）

269×181ミリ29丁整版
題簸：原・扶桑國第一産養意秘録（やうさんひろく）

中表紙：原・浅花田色：無地

構成：中巻目録1、本文28
印記＝藤垣内印・本居文庫・三井文庫。

備考：三井ラベル「E500・5二」

Y1461－001－03　『

［養慧秘録　下］

享和3（1803）

269×180ミリ28丁整版
題簸1原・扶桑國第一産養意秘録（やうさんひろく）

下表紙1原・浅花田色：無地
構成：下巻目録1、本文23、践3（享和二壬戌初春加藤

為貞・享和二年壬戌冬但馬国出石陰士関口源くさん
ずいに兼＞）、奥書1

刊記：享和三年癸亥正月新刻作者但馬国養父郡蔵
垣村上垣伊兵衛守国・平安画工法橋西村中和・速
水春暁斎、同彫工樋口源兵衛、江戸書林目本橋通
萱町目　須原屋茂兵衛・日本橋通三町目須原屋平助
大阪書林心斎橋筋順慶町柏原屋清右衛門、京都書
林寺町通松原上ル町菊屋七郎兵衛・冨小路通三條
下ル町須原屋平左衛門。
印記：藤垣内印・本居文庫・三井文庫。

備考：三井ラベルrE500・5三」

1
Y1461－002－01

成形図説　農事部
文化1（序）（1804）



〔405〕その他　4．その他／61．農書ノ4

印記：福島・宗辰所集・三井家3。

Y1461－003－05

広益国産考　5
（1859年）

222×156ミリ24丁整版
題簸：原・廣益國産考五表紙：後・柿色：小葵型押し
印記：福島・宗辰所集・三井家3。

Y1461－003－06

広益国産考　6
（1859年）

221×156ミリ30丁整版
題簸：原・廣益國産考六表紙：後・柿色：小葵型押し
印記：福島・宗辰所集・三井家3。

Y1461－003－07

広益国産考　7
（1859年）

221×156ミリ28丁整版
題簸：原・廣益國産考七表紙：後・柿色：小葵型押し
印記1福島・宗辰所集・三井家3。

記：天保十五甲辰初春浜松藩大蔵永常時年七十
撰（本文最終行）。安政六己未年九月発免京都越
屋治兵衛・丸屋善兵衛、江戸須原屋茂兵衛・山城
佐兵衛・岡田屋嘉七、大阪大嶋屋伝右衛門・秋田
太右衛門・敦賀屋彦七・河内屋和助・河内屋茂兵

の

記：福島・宗辰所集・三井家3。

Y1461－004

勧農叢書　農家心得草

明治18（1885）

227×151ミリ1巻1冊34丁整版
題籏：原・勧農叢書農家心得草全表紙：原・花浅葱
色：布目地に勧農叢書有隣堂と花・菱など型

構成：序1（甲午暮春虚舟道人正徳）、本文32、賊1
（天保五甲午歳如月）

刊記：大蔵永常翁著・東京有隣堂蔵梓（封面）、明治十

八年十月廿八日翻刻出版御届、著者故人大蔵永常、

原版主晴幹堂、翻刻出版人東京書瞳穴山篤太郎
（有隣堂印・京橋区南伝馬町二丁目十三番地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：袋共。後ろ表紙見返しに「勧農叢書広告」。前表
紙にrヌ印三十九／一冊」（下ヶ札）

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－08

成形図説　農事部　8

（1804年）

273×188ミリ29丁整版
題籏：原・成形圖説農事部八表紙：原・黄色檀紙
構成：目録1、本文28
刊記：彫工藤田金六（欄外）。

印記：宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－09

成形図説　農事部　9

（1804年）

273×188ミリ29丁整版
題簸：原・成形圖説農事部九表紙：原・黄色檀紙
構成：目録1、本文28
印記＝宗辰所集・三井家3。

Y1461－002－10

成形図説　農事部　10
（1804年）

273×188ミリ32丁整版
題籏：原・成形圖説農事部十表紙：原・黄色檀紙
構成：目録1、本文31
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：絵は多色刷り

Y1461－003－01

広益国産考　1
（1859年）

220×155ミリ8巻8冊49丁整版
題籏：原・廣益國産考壷表紙：後・柿色：小葵型押し

構成：目録22、巻1本文27
印記＝福島・宗辰所集・三井家3。

Y1461－003－02

広益国産考　2
（1859年）

220×156ミリ26丁整版
題簸：原・廣益國産考武表紙：後・柿色：小葵型押し
印記：福島・宗辰所集・三井家3。

Y1461－003－03

広益国産考　3
（1859年）

221×156ミリ33丁整版
題簸：原・廣益國産考三表紙：後・柿色：小葵型押し
印記：福島・宗辰所集・三井家3。

Y1461－003－04

広益国産考　4
（1859年）

221×157ミリ27丁整版
題簸：原・廣益國産考四表紙：後・柿色：小葵型押し



は1丁で丁付は「百ノ四」としてある。111～114丁はな
い。。後ろ表紙見返しに三井ラベル「B987・2」と「画雑

書拾三番」（下ヶ札）

Y1465－003
［着物雛形］

259×185ミリ1巻1冊20丁整版
題簸：後・無地表紙：後・藍鼠色：雲母引き

構成：元表紙1、序1（九如館鑓永斉貞）、本文17、元後

ろ表紙1

印記：三井家編纂室蔵書。

備考：元後ろ表紙見返しに「明和六年三月吉日　樫村
喜蔵（印）」（墨書）。部分的に補修がある。三井ラベル

「E800・48」

4．その他169．博覧会1

×0469－001　　　　　　　　　　　　　　記録

明治7年愛知県下博覧会榛記
明治7（1874）

239×171ミリ1巻1冊39丁写本
題簸：原・明治七年愛知縣下博覧會襟記表紙：原・紅

梅色無地
構成：規則書・物品抄録・開帳・芸妓踊りなど

印記1要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考115・16丁丁間に切紙1あり。前表紙にrホ四百十
二四〇」（貼紙）

1469－001

1覧新報　第1号
1治5（内容）（1872）

）5×130ミリ1巻1冊9丁整版
i籏：原・博覧新報第一號（打付け）表紙：原・生成

1記：博覧会社三井源右衛門・小野善助・熊谷久右
1門・千宗左・千宗室・藪内紹智（後ろ表紙見返し）、御

1書林井上治兵衛製本（後ろ表紙・印）。

i記：御用書林井上治兵衛製本・ウサギ・しんまちみつ

4
覧
治
5
籏
記
門
書
記
仇
考
井

Y
博
明
1
9
題
刊
衛
用
印
い
備
三

1仮綴じ。付箋1あり。昭和11年5月18目寄託
ラベル「E70・新・10A」

Y1469－002

博覧会品目

明治5（1872）

237×162ミリ1巻1冊2丁整版　　　　F
題籏：原・博覧會品目（打付）表紙：なし

刊記＝目本明治五年三月十目ヨリ五十目問西暦千八
百七十二年第四月十七目、目本京都博覧会社。
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：仮綴じ。昭和11年12月12目寄託、三井ラベル
rEO70・新・5」

Y1469－003（1）

［博覧会品物目録　第1号］

明治5（1872）

315×429ミリ4巻4冊（1冊に合綴）1丁整版

4．その他〔406〕

4．その他／65．服飾1

×0465－001

［古代小紋紙張込帖］

147×192ミリ1巻1冊25丁写本
題簸：後・古代小紋紙張込帖表紙：原・黒色無地（ほぼ
欠落）

構成：遊紙1、本文24
印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：ダンホ㌧ルの峡あり。ふけあり。前表紙裏に書名を

記した下ヶ札。昭和6年9月26目寄託。三井ラベル
rD423・新・19j

Y1465－001－01（1）　　　　　　　　　　　雛形

［今様櫛［きせる］雛形　3［きせるの部］］

文政6（1823）
131×185ミリ3巻3冊（1冊に合綴）34丁整版
題簸：元・今様櫛（きせる）雛形きせるの部全表紙：

後・薄花田色無地
構成：本文32、賊1（文政六年春荷薬亭主人）、刊記1

刊記：前北斎為一先生画図彫工江川留吉、文政六年
癸未夏五月　東都書林麹町平河町工丁目　衆星閣
角丸屋甚助・馬喰町二丁目角永寿堂西村屋与八。
印記：三井文庫。

備考：巻末にr東都書林永寿堂蔵板目録」がある。後ろ

表紙見返しにr画拾三番」（下ヶ札）と三井ラベル
「M500・7」。

Y1465－001－01（2）　　　　　　　　　　　雛形

［今様櫛［きせる］雛形　1［櫛の部上］］

文政5（序）（1823）

26丁整版
構成：序1（文政壬午秋八月望柳亭のあるじ種彦・前北

斎改葛飾為一）、本文25

Y1465－001－01（3）　　　　　　　　　　　雛形

［今様櫛［きせる］雛形　2［櫛の部下］］

（1823年）

20丁整版
印記1三井文庫。

備考1後ろ表紙に「雑拾三番」（下ヶ札）。

Y1465－002　　　　　　　　　　　　　　紋帳

新撰紋所帳

天保4（1833）

82×189ミリ1巻1冊106丁整版
題籏：原・新撰紋所帳全表紙：原・松葉色・菊花押文

様
構成：序1（天保四年春）、目録2、本文103

刊記：天保四年巳春発免大坂書蝉心斎橋筋順慶町
塩谷喜助・京都書緯小池八幡町本城小兵衛。
印記＝三井文庫。

備考150～54丁は1丁で丁付はr五十ノ四」、61～64
丁は1丁で丁付は「六十一ノ四」、70～74丁は1丁で
丁付は「七十四」、80～84丁は1丁で丁付は「八十ノ
四」、90～94丁は1丁で丁付は「九十ノ四」、100～104



〔407〕その他　4．その他／69．博覧会14

156ミリ1巻1冊19丁整版
原・京都博覧會規（矢へん）則博覧會社表
・生成

目録1、本文18
御用書林京都堀川通二条下ル町井上治兵衛

宗辰所集・三井家3。

仮綴じ。

似
観
源
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証
屯
記
考

22
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紙
構
刊
製
印
備

Y1469－005

内国勧業博覧会独案内

明治10（1877）

733×921ミリ1巻1冊1丁整版
題籏：原・高田定保輯内國勧業博覧會猫案内全表
紙＝原・薄茶色無地

刊記：明治十年九月廿八日版権免許輯木挽町壷丁
目廿三番地高田定保、版主新富町壷丁目一番地
高築重右衛門。

印記：高築・宗辰所集・三井家3。

備考：折本。貼紙1あり。三井ラベル「E70・新・11」

Y1469－006－01

日本製品図説　錦画

明治10（1877）

236×167ミリ3巻3冊56丁整版
題簸：原・目本製品圖説錦書表紙：原・黄色：布目地
に小葵型押し

構成：緒言3（明治十年六月　内務省）、凡例3（明治十

年六月　高鋭一）、目次2、本文49

刊記：高鋭一編輯紀元二千五百三十七年六月刊行
（封面）、製師菊沖音次郎、小田行蔵参訂・狩野雅信

絵写（最終丁）、内務省蔵版発免書林東京府平民
山中市兵衛（第二大区五小区芝三島町十番地）。

印記＝宗辰所集・三井家3。
備考：多色刷り。前表紙に「ヌ印四十九／三冊」（下ヶ札）

Y1469－006－02

日本製品図説　昆布・凍環脂

明治10（1877）

236×170ミリ51丁整版
題簸：原・日本製品圖説昆布・凍環脂表紙：原・黄
色：布目地に小葵型押し

構成：緒言3（明治十年六月　内務省）、凡例3（明治十

年六月　高鋭一）、目次2、本文43

刊記1高鋭一編輯紀元二千五百三十七年六月刊行
（封面）、小田行蔵参訂・狩野雅信絵写（最終丁）、内務

省蔵版発免書林東京府平民山中市兵衛（第二大
区五小区芝三島町十番地）。

印記：宗辰所集・三井家3。

備考：多色刷り。定価45銭。

Y1469－006－03

日本製品図説　食塩

明治10（1877）

236×170ミリ41丁整版
題籏1原・日本製品圖説食璽表紙：原・黄色：布目地
に小葵型押し

題籏：原・第萱號博覧會品物目録於本願知恩建仁
之三寺　目々物品追補（打付）表紙1なし

刊記：明治五年三月十目ヨリ五十目之間西暦千八百
七十二年四月十七日（表題）、京都書林堺町通御池
下ル町神戸源右衛門・寺町通御池下ル町伊東久兵
衛、弘通所京寺町通三条上ル丁福井孝助・東京通
油丁藤岡屋慶治郎・大坂本町心斎橋東へ入河内屋
真七。

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：欄外に「第二号へ次ク」（墨書）。酸性紙の封筒に
入る。

Y1469－003（2）

［博覧会品物目録　第2号］

明治5（1872）

1丁整版
題簸＝原・第二號博覧會品物目録於本願知恩建仁
之三寺目々物品追補（打付）表紙：なし

刊記：明治五年三月十目ヨリ五十目之問西暦千八百
七十二年四月十七目（表題）、京都書林堺町通御池
下ル町神戸源右衛門・寺町通御池下ル町伊東久兵
衛、弘通所京寺町通三条上ル丁福井孝助・東京通
油丁藤岡屋慶治郎・大坂本町心斎橋東へ入河内屋
真七。

備考：欄外に「第三号へ次ク」（墨書）

Y1469－003（3）

［博覧会品物目録　第3号］

明治5（1872）

1丁整版
題簸：原・第三號博覧會品物目録於本願知恩建仁
之三寺目々物品追補（打付）表紙：なし

刊記：明治五年三月十目ヨリ五十目之間西暦千八百
七十二年四月十七目（表題）、京都書林堺町通御池
下ル町神戸源右衛門・寺町通御池下ル町伊東久兵
衛、弘通所京寺町通三条上ル丁福井孝助・東京通
油丁藤岡屋慶治郎・大坂本町心斎橋東へ入河内屋
真七。

備考：欄外に「第四号へ次ク」（墨書）

Y1469－003（4）

［博覧会品物目録　第4号】

明治5（1872）

1丁整版
題簸：原・第四號博覧會品物目録於本願知恩建仁
之三寺目々物品追補（打付）表紙：なし

刊記1明治五年三月十目ヨリ五十目之間西暦千八百
七十二年四月十七目（表題）、京都書林堺町通御池
下ル町神戸源右衛門・寺町通御池下ル町伊東久兵
衛、弘通所京寺町通三条上ル丁福井孝助・東京通
油丁藤岡屋慶治郎・大坂本町心斎橋東へ入河内屋
真七。

備考：欄外に「第五号へ次ク」（墨書）。

Y1469－004

京都　博覧会規則

明治6（内容）（1873）



Y1471－001－02

好古小録　雑考　坤・付録

寛政7（1795）

266×185ミリ39丁整版
題籏：原・好古小録雑考坤表紙：原・白緑色無地
構成：目録2、本文21、付録（図）16

刊記：寛政七年乙卯九月刊行平安書舗林伊兵衛・
小川多左衛門・西田荘兵衛・北村荘助・鵜鵜惣四郎。

印記：洒汀・否後人大王成以後所蔵・三井家3。

備考：丁間にイチョウ・タバコの葉がある。三井ラベル
「A910・新・41」。大正十二年。

Y1471－002

新書画展観目録
寛政8（巻頭）（1796）

152×92ミリ1巻1冊21丁整版
題簸：原・新書画展観目録全（打付）表紙：原・生成

無地
刊記：瀟風亭図書記（封面に印）、寛政八丙辰九月二
十七目東山端寮展観（巻頭）、平安雄選識於囎風亭
（最終丁）。

備考：仮綴じ。封面題はr東山新書画展観」。三井ラベ
ル（番号未記入）あり。

・71－003－01

r日録　本
97年）

×185ミリ2巻2冊38丁整版
i：原・好古目録本表紙：後・覗色無地

1：序1（寛政丙辰孟春下洗藤原資同）、目録4、本

左京藤原貞幹著（巻頭）。

桑畝文庫・洒汀・否後人大王成以後所蔵・三井家
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考：丁間にタバコの葉がある。三井ラベル「A910・新

」

Y1471－003－02

好古日録　末

寛政9（1797）

266×185ミリ37丁整版
題簸：原・好古目録末表紙：後・覗色無地

刊記：寛政九年丁巳四月印行京兆書雛林伊兵衛・
小川多左衛門・西田荘兵衛・北村荘助・鵜鶴惣四郎。

印記1曳尾文庫・桑畝文庫・洒汀・否後人大王成以後所
蔵・三井家3、大正十二年。
備考：52丁表に切紙2（貨幣の図）が貼付。丁間にタバ
コの葉がある。三井ラベル「A910・新・42」

Y1471－004

水画指南

文政1（1818）

223×157ミリ1巻1冊26丁整版
題簸：原・玩雅（カ）水画指南全表紙＝後・秘色：檀紙

構成：序3（文化十四といふ年のやよひく花押＞）、絵3、

凡例2（文化丁丑如月浪速仙鶴堂一雄）、本文17、賊1

その他4〔408〕

構成：緒言3（明治十年六月　内務省）、凡例3（明治十

年六月　高鋭一）、目次2、本文34

刊記：高鋭一編輯紀元二千五百三十七年六月刊行
（封面）、製師菊沖音次郎、小田行蔵参訂・狩野雅信

絵写（最終丁）、内務省蔵版発莞書林東京府平民
山中市兵衛（第二大区五小区芝三島町十番地）。

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：多色刷り。

Y2469－001

第2回内国勧業博覧会場全図
明治14（1881）

439×627ミリー枚物1丁活版・整版
題籏：原・第二回内國勧業博覧會場全圖千二百分ノ
ー（打付）表紙：なし

刊記：明治十四年二月廿二目出版々権届内国勧業
博覧会事務局蔵版発免書雛東京々橋区南伝馬町
二丁目拾三番地有隣堂穴山篤太郎有隣堂活版所
印刷。
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：色刷り。定価金5銭。袋共。

Y2469－002

平安遷都紀念祭第四回勧業大博覧会聯合計画予

定大略

明治26（1893）

270×194ミリ1巻1冊60丁活版・整版・銅板
題籏：原・増補三版平安遷都紀念祭第四回勧業大博
覧会聯合計董予定大略完（打付）表紙＝原・生成：大

極殿など摺付
構成：緒言（明治26年4月京都市委員）、紀念祭協賛

会規約、聯合府縣委員会概況ほか

刊記1明治廿六年十月二十六日印刷、同年十月三十
一日発行、著作者紀成常喜（京都市上京区堺町通夷
川下ル）、発行者石黒劔次郎（京都市上京区間之町
通）、印刷者奥田吉之助（京都市上京区河原町三条上
ル）、印刷所南報会社（京都市上京区三条通東洞院）。

印記：ウサギ・しんまちみついけ・三井文庫。

備考：結び綴じ。非売品。昭和6年9月21目寄託、三
井ラベル「C241・新・113」

4．その他／71．書画1

Y1471－001－01

好古小録　金石・書画　乾
（1795年）

266×185ミリ2巻2冊41丁整版
題簸：原・好古小録金石・書叢乾表紙：原・白緑色

47

卸
7
9
似
簸
地
礁
文
記
曙
証
考
9
1

判
好
q
2
6
題
無
構
本
刊
堂
印
備
喚

：序1（寛政六年六月　正五位下橘経亮）、目録4、

36
＝無仏斉藤先生、平安書舗文錦堂・柳枝軒・盈進
｝芳堂・竹苞楼梓行（封面）。

：洒汀・否後人大王成之後所蔵・三井家3。

：丁間にイチョウ・タバコの葉がある。三井ラベル
．0・新・41」



（文化十四年春三月咽斉主人）

刊記1文政新元戊寅六月発行劃厭氏京都井上治
兵衛、書雛東都　目本橋通須原屋茂兵衛、皇都堀
川通植村藤右衛門、浪華心斎橋通橋本徳兵衛・
同前川嘉七。
備考：多色刷り。三井ラベル「M210・50」

Y1471－005－01

豊公遺宝図略上
（1832年）

260×170ミリ2巻2冊28丁整版
題籏：原・豊公遺寳圖略上表紙1原・花と龍刷り

構成：序2（天保三年壬辰春三月　法印大僧都真静）、

目録4、本文22
備考：後ろ表紙に「武官廿一番」（下ヶ札）。封面の補強

紙に書籍の反古（r十幹天保十四年卯夏新板」「江戸丁
子屋平兵衛」ほかの文字がある）を使用。

Y1471－005－02

豊公遺宝図略下
天保3（1832）

216×170ミリ27丁整版
題簸：原・豊公遺寳圖略下表紙：原・花と龍刷り

構成：本文25、駿2（天保壬辰春三月　前目吉司従四
位下祝部希声）

刊記二廣福王府蔵版（印）・天保三年壬辰三月新鋳、呉

景文謹写・岡本豊彦謹写（本文最終丁）。

Y1471－006　　　　　　　　　　　　人名録
皇都書画人名録
弘化4（序）（1847）

134×88ミリ1巻1冊99丁整版
題籏：原・皇都書画人名録表紙：原・桃色・無地

構成：序（弘化四年丁未冬吉田順祥）
刊記：前表紙見返しにr家在西条東洞院西順祥堂梓」
（朱印）。

印記：三井文庫。

備考：巻末に展覧集所の告知あり。4丁の前r口四」、24

丁は2丁あり、48丁の前「口四十八」、50丁の前「口五
十」、57丁の前「口五十七」、62丁の前「口六十二」、63

丁の前「口六十三」、67丁の前「口六十七」、68丁の前

「口六十八」、78丁の前「口七八」、89丁の後に白紙が
ある。7・27・35・37・88・93丁欠落。三井ラベル「B975・

9」。

Y1471－007－01

［円山勝会図録　上］

（1876年）

142×97ミリ3巻3冊46丁整版
題籏：なし表紙：原・漿色無地

構成：内表紙1、題字2、序3（乙亥冬目頼復）、絵1、本

文39、

刊記：鳩居堂熊谷氏蔵板。
備考：族あり。

Y1471－007－02

［円山勝会図録　下］

4．その他　4．その他！72．諸芸！　〔409〕

（1876年）

142×97ミリ57丁整版
題簸：なし表紙：原・漿色無地

構成：遊紙1、題宇2、序3（山中献）、本文48、賊3（乙

亥之冬片山勤）

Y1471－007－03

［円山勝会図録　余巻］

明治9（1876）

142×97ミリ53丁整版
題簸：なし表紙：原・藥色無地

構成：遊紙1、序・題字4（明治八年十二月小林卓蔵）、

本文44、践3（石津勤・熊谷直行）、遊紙1

刊記：明治九年丙子五月出版京都府下上京第三十
区下本能寺前町編輯蔵梓熊谷久兵衛。

Y2471－001　　　　　　　　　　　　人名録
大日本能書伝

明治39（1906）

229×155ミリ1巻1冊62丁活版・銅板
題簸＝元・大目本能書傳全表紙：後・灰色無地
構成＝扉1、写真1（明治光九年季龍集丙午六月友人杉
山令吉）、序3（明治三十九年五月のすえ文学博士小
杉□邨）、凡例1（男春野）、横井時冬年譜2、目次3、

本文102P
刊記＝文学博士横井時冬著（巻頭）、明治三十九年八

月廿五日印刷、明治三十九年八月三十目発行、著者
横井時冬、相続者横井春野（牛込区白銀町29番地）、

発行兼印刷者合資会社吉川弘文館代表者吉川半七
（東京市京橋区南伝馬町1丁目）、印刷所内外印刷株

式会社分工場（京橋区新栄町5丁目3番地）、発行所
合資会社吉川弘文館（京橋区南伝馬町1丁目）。
印記：三井家1。

備考1三井ラベル「B940・新・18B」

4．その他／72，諸芸1

XO423－004－02（14）

［見聞録　2のうち　春雨つれづれ艸］

6丁写本
備考：書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および
XO423・004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（15）

［見聞録　2のうち　童子いろは寄］

明治20（写）（1887）

3丁写本
刊記＝明治二十年五月十九目国府胤憲氏ヨリ借写（末
尾）。

備考：書誌情報はXO423－004－01［見聞録1］および
XO423－004・02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（16）

［見聞録　2のうち　数え歌］



構成：序1（嘉永二己酉の孟春十方舎一九）、目次3、

本文29
刊記：嘉永二酉年四月　大阪書林心斎橋南久太郎町
播磨屋伊之助・同南久宝寺町伊丹屋善兵衛・松屋町
通久宝寺町大和屋嘉兵衛。
備考：後ろ表紙に「ぬい」（墨書）。三井ラベル「M800・
新・3」。間紙あり。

Y1472－005　　　　　　　　　　　　　　占い

夢合清明嚢

文久2（1862）

114×82ミリ1巻1冊50丁整版
題簸：原・夢合清明嚢全表紙：原・浅緋色1繋入子菱
型押し

構成＝本文49、附録1

刊記：芳盛門人盛光画（49丁裏）・文久二年壬戌季春

発免大坂書林河内屋喜兵衛。
備考：尾題は「占夢早考」・柱刻は「ゆめはんじ」。三井ラ

ベル「M750・5」

Y1472－006
［智恵乃て］

157×64ミリ1巻1冊3丁整版
題籏：後・智恵乃て（墨書打付）表紙：原・薄緑色に
カーネーション刷り

備考：折本。三井ラベル「M750・新・6」

余興Y1472－007
［珍術秘伝書　初編・後編］

116×83ミリ2巻2冊（1冊に合綴）36丁整版
題籏：原・珍術秘傳書表紙：後・檀紙：横引き

構成1初編序1（一二三亭四五六）、目録2、本文15、
序1（一二三亭四五六）、目録2、本文15
備考：序題はr手妻目待遊」。三井ラベルrM800・新・2」

Y1472－008

英語都々逸　2輯

168×114ミリ1巻1冊20丁整版
題簸：原・英語都々逸全表紙：原・浅花色に御所車
型押し

構成：序1（浪華北陽応々山人半水）、本文19
刊記：東京藤岡屋慶治郎・椀屋喜兵衛、浪華河内屋
忠七・同清七・本屋安兵衛・境屋卯八郎。

印記：三井文庫。

備考：序題にr二輯」。三井ラベルrL820・3」

Y1472－009

英語都々逸

168×117ミリ1巻1冊20丁整版
題簸：原・英語都々逸全表紙：原・山葵色に国旗型
押し

構成：序1（浪華一荷堂主人半水）、本文19

〔410〕　4．その他

9丁写本
備考：書誌情報はXO423・004・01［見聞録1］および
XO423・004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

XO423－004－02（18）

［見聞録　2のうち　御宝小槌之由来書］
明治29（写）（1896）

11丁写本
刊記：明治二十九年初夏林美辰七十三翁（末尾）。
備考：書誌情報はXO423・004－01［見聞録1］および
XO423・004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

Y1472－001

秘伝千羽鶴折形
寛政9（序）（1797）

157×109ミリ1巻1冊31丁整版
題簸：原・秘傳千羽鶴折形完表紙：原・秘色無地
構成：序1（寛政ここのつなるみのとしあたらしき春のあし

た玉しく庭の下つかへ青女房露菊）、図2、目録1、本文

27

刊記1花洛書騨吉野屋為八。
印記：擁島。

備考：前表紙にr三井五十」等（墨書）。三井ラベル
rM750・新・4」

Y1472－002

花壇朝顔通　乾
文化11（序）（1814）

177×115ミリ1巻1冊30丁整版
題簸：原・花壇朝顔通乾表紙：原・秘色：檀紙
構成：序3（文化甲戌仲夏松園・しのめのくさき）、凡例

2、目録2、本文23
刊記1壷天堂主人著、森春渓画、河塩書屋梓（封面）。
印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「N500・10」

Y1472－003　　　　　　　　　　　　　座敷芸

風流秘事袋　初編
弘化3（序）（1846）

173×116ミリ1巻1冊20丁整版
題籏1原・十方舎一九戯画風流秘事袋初編（方簸）
表紙：原・柿色：雲文など型押し

構成：序1（弘化三丙午孟春十方舎一九）、本文19
刊記1浪花書房心斎橋通南本町柏義梓。
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：折本。多色刷り。後ろ表紙にr原松」（朱書）。三井

ラベル「M750・1」。虫損に注意。

Y1472－004
［酒席一興　手妻早伝授］

嘉永2（1849）

172×117ミリ1巻1冊33丁整版
題簸：原・手妻［　1全表紙：後・灰緑色：小葵型押し



〔411〕その他　4．その他！73．武術！4

318×211ミリ1巻1冊17丁整版
題簸：原・武器百百圖全表紙：後・柳色：青海波に笹
型押し

構成：遊紙1、序2（嘉永元年八月　美濃国郡上家臣
山脇正準）、凡例1（嘉永元年七月　大番与力小林祐
猷）、本文13

刊記＝山脇正準先生閲、小林祐猷輯画、久留米山口美
崇助工、官許講武塾蔵板、谷村二同刻。
備考1後ろ表紙に「官武廿一番」（下ヶ札）

Y1473－004

年代　矢数帳

安政3以降（1856）

144×216ミリ1巻1冊76丁整版
題籏：原・年代矢数帳表紙：後・卍繋ぎ刷り

構成：序3、本文73
刊記：書林京寺町松原下ル勝村次右衛門板。
備考＝内容年代は慶長11～安政3年、三井ラベル
「H410・7」

Y1473－005（1）

一騎歌尽
元治2（序）（1865）

181×127ミリ2巻2冊（1冊に合綴）16丁整版
題簸：原・一騎歌養全表紙：原・浅花田色：小葵型押
し

構成：序1（元治二年乙丑正月加藤煕）、一騎歌尽15
備考：綴じホツレあり。Y1473－005（2）［武具短歌］も参
照。

Y1473－005（2）

［武具短歌］

（1865年）

5丁

刊記：御蔵板製本処京都書林俵屋清兵衛・麩屋町

三条上ル丁著屋松之助。備考1書誌情報は
Y1473・005（1）一騎歌尽を参照。

Y2473－001

新撰　武術流祖録

天保15（1844）

128×180ミリ1巻1冊35丁木活
題籏：原・新撰武術流祖録全表紙：原・布目地型押
し・丁字引き

構成：目次4、本文31

刊記：天保十有五甲辰年孟夏発行羽鳥八郎・弓削耀
清輯録、池田葛郎・藤原豊直校正、東都書璋青山市
蔵藤原敬直蔵板、江戸芝神明前和泉屋市兵衛。天保
十五甲辰孟夏大坂心斎橋筋博労町河内屋茂兵衛・
江戸目本橋通壱丁目　須原屋茂兵衛・同試丁目　山城

屋佐兵衛・同芝神明前岡田屋嘉七・同本郷三丁目
早津佐兵衛。

印記：三井文庫。

備考：31丁ウラにr武術流祖録二編近刻」の広告あり。三
井ラベル「」410・4」

刊記：東京藤岡屋慶治郎・椀屋喜兵衛、浪華河内屋
忠七・同清七・本屋安兵衛・境屋卯八郎。

印記：三井文庫。

備考：三井ラベル「L820・3」

4．その他／73．武術／

XO473－001　　　　　　　　　　　　　　尾張
張藩武術師系録　上

文化10（1813）

239×172ミリ2巻2冊56丁写本
題簸＝原・張藩武術師系録上表紙＝原・薄茶色無地
構成：序2（文化八辛未歳冬十二月山高信順）凡例2、

目録5、本文47
刊記：山高信篤・稲葉通故・尾崎忠周・田代信任編輯
（巻頭）、文化十酉菊九書写通故。

印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrホ四百十二二九」（貼紙）

XO473－002　　　　　　　　　　　　　　尾張
張藩武術師系録　下
文化11（写）（1814）

237×173ミリ55丁写本
題籏：原・張藩武術師系録下表紙：原・薄茶色無地

刊記：文化八年未十二月編輯同九年申十一月校正
山高沢右衛門信篤・稲葉喜太郎通故・尾崎与次右衛門
忠周・田代市之右衛門信任（奥書）、文化十一戌正月

十目書写終通故、「右師系録二冊其系縦横交錯不便
乎尋閲且所記侭難有蜘俗文＊通者焉当改正増損者也凡

例所謂拾遺及付録蓋未成明治四年辛未孟秋細野
忠陳」。

印記：要斎珍蔵・宗辰所集・三井家3。

Y1473－001

尚古鎧色一覧　下
天保4（践）（1833）

276×204ミリ1巻1冊19丁整版
題籏：原・尚古鎧色一覧表紙1後・丁子引き

構成：遊紙1、本文17、賊1（天保みつのとの巳のとし五
月　平良秋）

刊記：一関本間源百里輯（巻頭）。

備考：後ろ表紙に「武官廿一番」（下ヶ札）、三井ラベル
「」410・5」

Y1473－002　　　　　　　　　　　　　　刀剣
金工鐸寄

天保10（序）（1839）

83×189ミリ1巻1冊80丁整版
題籏：原・金工鐸寄全表紙：原・薄茶色＝布目地型押
し

構成：序2（天保十乙亥とし皐月田中一賀斎）、本文76
図2

備考：三井ラベル「M500・10」

Y1473－003
［武器百図］

嘉永1（序）（1848



〔412〕　4．その他

4．その他ノ81．字書・事典1

Y1481－001－01

［博物答上］

（1773年）

85×180ミリ1巻1冊（2冊に分冊）190丁整版
題籏：後・博物笙上（墨書）表紙＝後・藍色無地

構成：序1（明和五年戊子五月蘭斎山崎右門）、凡例5、

本文184
備考：内題は「博物笙」。後ろ表紙に「雑書二冊十八
番」（下ヶ札）。

Y1481－001－02

［博物笙下］

安永2（1773）

85×180ミリ173丁整版
題籏：後・博物塞下（墨書）表紙：後・藍色無地

構成：本文172、新刊案内・刊記1
刊記：明和七庚寅年発行、安永二癸巳年十二月改正
京都二条通村上勘兵衛・大坂高麗橋壷丁目藤屋弥
兵衛・同心斎橋南四丁目　吉文字屋市兵衛。

Y1481－002－01

［頭書増補　訓蒙図彙大成　首］

（1789年）

226×158ミリ21巻21冊（10冊に合綴）29丁整版
題簸：原・頭書増補訓蒙圖彙大成一表紙：後・藍色

無地
構成：序7（戊申冬十一月望越前力丸光・寛文丙午秋

七月場斎）、凡例2、目録20

Y1481－002－02（1）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　1］

（1789年）

227×160ミリ7丁整版
題簸：原・頭書増補訓蒙圖彙大成二表紙＝後・藍色

無地

構成：巻1天文

Y1481－002－02（2）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　2］

（1789年）

9丁整版
構成：巻2地理

Y1481－002－02（3）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　3］

（1789年）

8丁整版
構成：巻3居所

Y1481－002－03

［頭書増補　訓蒙図彙大成　4］

（1789年）

226×159ミリ28丁整版

題籏：原・頭書増補訓蒙図彙大成三表紙：後・藍色

無地

構成1巻4人物

Y1481－002－04（1）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　5］

（1789年）

226×159ミリ4丁整版
題籏：原・頭書増補訓蒙圖彙大成四表紙：後・藍色

無地

構成＝巻5身体

Y1481－002－04（2）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　6］

（1789年）

6丁整版
構成：巻6衣服

Y1481－002－04（3）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　7］

（1789年）

5丁整版
構成＝巻7宝貨

Y1481－002－04（4）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　8］

（1789年）

9丁整版，
構成：巻8器用

Y1481－002－05（1）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　9］

（1789年）

225×159ミリ8丁整版
題籏＝原・頭書増補訓蒙圖彙大成五表紙：後・藍色

無地

構成：巻9器用

Y1481－002－05（2）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　10］

（1789年）

11丁整版
構成：巻10器用

Y1481－002－05（3）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　11］

（1789年）

13丁整版
構成：巻11器用

Y1481－002－06（1）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　12］

（1789年）

226×159ミリ13丁整版
題簸：原・頭書増補訓蒙図彙大成六表紙：後・藍色



〔413〕　　　4．その他　4．その他181．字書・事典！

構成：巻20草花

Y1481－002－10

［頭書増補　訓蒙図彙大成　21］

寛政1（1789）

226×160ミリ25丁整版
題簸：原・頭書増補訓蒙圖彙大成十表紙：後・藍色
無地

構成：巻21雑類23、践・広告2（己酉四月　春荘瑞隆）

刊記：寛政元年己酉三月吉辰出来皇都書林九皐堂
寿梓、村上勘兵衛・出雲寺文治郎・今井七郎兵衛・額
田正三郎・勝村治右衛門・泉太兵衛・小川太左衛門・小
川源兵衛・谷口勘三郎。

備考：後ろ表紙に「雑画五番」（下ヶ札）

Y1481－003

蛮語箋　付録万国地名箋
寛政10（序）（1798）

179×120ミリ1巻1冊89丁整版
題簸：原・蟹語箋附録萬國地名箋完表紙：後・浅花
田色無地

構成：序1（寛政戊午冬至蒲廠居士葛質）、目録1、本
文70、題言2（寛政十戊午歳十月）、付録9、内田群玉
堂河内屋茂兵衛蔵版広告6
刊記：東都熊秀英著、蘭香室蔵版（封面）、求板堂蔵版

（万国地名箋最終丁）、書林京都寺町通仏光寺河内
屋藤四郎・江戸目本橋通壷丁目　須原屋茂兵衛・同
武丁目　山城屋佐兵衛・同戴丁目須原屋新兵衛・同
四目市山城屋政吉・同本石町十軒店英大助・同
大伝馬町　丁目　丁子屋平兵衛・同芝神明前岡田
屋嘉七・大阪心斎橋通本町角河内屋藤兵衛・大阪心
斎橋筋博労町角河内屋茂兵衛。
印記：本居文庫・本居蔵書。

備考：三井ラベル「L800・7」

Y1481－004－01

草聖彙弁　1

（1820年）

261×176ミリ8巻8冊40丁整版
題籏：原・草聖彙辮弟一巻表紙：原・空色無地
構成：序8（尾張儒官泰鼎・津友生陳煩）、凡例2、付言

1（文峯）、索引13、本文18
刊記：清朱迦陵墓弁・皇国永根文峯校字・康煕開彫原
本・江戸両国橋西書舗文会堂梓（封面）、関東薫起元

復初父黙定古鄭白芥猜若父彙編都人張能鱗玉甲
父選考東呉朱宗文迦陵氏墓弁（巻頭）。
備考：袋共。袋の裏面に「嵩」の印がある。全丁に間紙
あり。

Y1481－004－02

草聖彙弁　2

（1820年）

261×176ミリ28丁整版
題簸：原・草聖彙辮弟二巻表紙1原・空色無地
刊記：文化十四年二月　永根変孫亦大氏校字（最終
丁）。

備考：全丁に間紙あり。

無地

構成：巻12畜獣

13］

Y1481－002－06（2）

［頭書増補　訓蒙図彙大成

（1789年）

25丁整版
構成：巻13禽獣

Y1481－002－07（1）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　14］
（1789年）

225×160ミリ13丁整版
題籏：原・頭書増補訓蒙圖彙大成七表紙：後・藍色
無地

構成：巻14龍魚

15］

Y1481－002－07（2）

［頭書増補　訓蒙図彙大成

（1789年）

14丁整版
構成1巻15轟介

Y1481－002－08（1）

［頭書増補　訓蒙図彙大成　16］
（1789年）

226×160ミリ5丁整版
題簸：原・頭書増補訓蒙圖彙大成八表紙：後・藍色
無地

構成：巻16米穀

17］

Y1481－002－08（2）

［頭書増補　訓蒙図彙大成

（1789年）

6丁整版
構成：巻17菜疏

18］

Y1481－002－08（3）

［頭書増補　訓蒙図彙大成

（1789年）

5丁整版
構成：巻18果菰

19］

Y1481－002－08（4）

［頭書増補　訓蒙図彙大成

（1789年）

17丁整版
構成：巻19樹竹

Y1481－002－09

［頭書増補　訓蒙図彙大成　20］
（1789年）

226×160ミリ24丁整版
題籏：原・頭書増補訓蒙図彙大成九表紙：後・藍色
無地



康煕字典　1・2
（1863年）

174×119ミリ40巻40冊（14冊に合綴）136丁整
版
題籏：原・康煕字典一二（方簸共）表紙：原・薄茶色

無地：絹

構成1遊紙1、序10（康煕五十五年閏三月十九目目講
官起居注翰林院侍講学士加五級臣陳邦彦）、上諭等5

凡例8、総目61、等韻52
備考：薄様を使用。

Y1481－005－02

康煕字典　3・4
（1863年）

174×119ミリ165丁整版
題籏：原・康煕字典三四（方籏共）表紙二原・薄茶色

無地：絹

構成：遊紙1、補遺総目12、補遺本文54、備考総目14

備考本文84
備考：薄様を使用。

Y1481－005－03

康煕字典　5～7
（1863年）

175×119ミリ151丁整版
題簸：原・康煕字典子部五至七（方簸共）表紙：原・

薄茶色無地：絹
構成＝遊紙1、子集上目次1、本文36、子集中目次1、

本文71、子集下目次2、本文109
備考：薄様を使用。

Y1481－005－04

康煕字典　8～10
（1863年）

175×119ミリ187丁整版
題籏：原・康煕宇典丑部八至十（方籏共）表紙＝原・

薄茶色無地：絹

構成：丑集上目次1、本文115、丑集中目次1、本文50

丑集下目次1、本文69
備考：薄様を使用。

Y1481－005－05

康煕字典　11～13
（1863年）

175×119ミリ223丁整版
題籏：原・康煕字典寅部十一至十三（方籏共）表
紙：原・薄茶色無地：絹

構成：寅集上目次1、本文68、寅集中目次1、本文73、

寅集下目次1、本文78
備考：薄様を使用。

表

Y1481－005－06

康煕字典　14～16
（1863年）

175×119ミリ246丁整版
題籏：原・康煕字典卯部十四至十六（方簸共

4．その他〔414〕

Y1481－004－03

草聖彙弁　3

（1820年）

261×176ミリ30丁整版
題簸：原・草聖彙辮弟三巻表紙＝原・空色無地
備考：全丁に間紙あり。

Y1481－004－04

草聖彙弁　4

（1820年）

262×175ミリ31丁整版
題簸：原・草聖彙辮弟四巻表紙：原・空色無地
刊記：文化十四年二月　永根変孫亦大氏校字（最終
丁）。

備考：全丁に間紙あり。

Y1481－004－05

草聖彙弁　5

（1820年）

262×175ミリ20丁整版
題簸：原・草聖彙辮弟五巻表紙：原・空色無地
備考：全丁に間紙あり。

Y1481－004－06

草聖彙弁　6

（1820年）

262×176ミリ28丁整版
題簸：原・草聖彙辮弟六巻表紙：原・空色無地
刊記：文化十四年二月　永根変孫亦大氏校字（最終
丁）。

備考：全丁に間紙あり。

Y1481－004－07

草聖彙弁　7

（1820年）

262×176ミリ23丁整版
題簸二原・草聖彙辮弟七巻表紙：原・空色無地
備考：全丁に問紙あり。

Y1481－004－08

草聖彙弁　8

文政3（1820）

262×174ミリ41丁整版
題簸：原・草聖彙辮草法母観附弟八巻表紙：原・空
色無地
構成：本文16、題字1、草法母観22、賊2（文政乙卯晩
冬文峰永根変孫）、文会堂続刻発免書目
刊記：鴨渓堂木村嘉平刀（最終丁）、文政三年庚辰初

頭草聖彙　刻成江戸書林目本橋通一町目須原屋
茂兵衛、同新右衛門町前川六左衛門、下谷仲町須
原屋伊八、神田鍛冶町二丁目北島長四郎、両国橋通
吉川町山田佐助。
備考：全丁に間紙あり。

Y1481－005－01



〔415〕その他　4．その他190．文芸14

康煕字典　32～34
（1863年）

175×119ミリ360丁整版
題簸：原・康煕字典酉部三十二至三十四（方簸共；
表紙：原・薄茶色無地：絹

構成：遊紙1、酉集上目次1、本文126、酉集中目次1、

本文115、酉集上目次1、本文125
備考：薄様を使用。

Y1481－005－13

康煕字典　35～37
（1863年）

174×120ミリ307丁整版
題簸：原・康煕字典戌部三十五至三十七（方簸共）
表紙：原・薄茶色無地：絹

構成：戌集上目次1、本文110、戌集中目次1、本文
123、戌集下目次1、本文71
備考1薄様を使用。

Y1481－005－14

康煕字典　38～40
文久3（1863）

174×119ミリ145丁整版
題籏1原・康煕字典亥部三十八至四十（方籏共）表
紙：原・薄茶色無地＝絹

構成：亥集上目次1、本文71、亥集中目次1、本文92、

亥集下目次2、本文78
刊記：文久三年癸亥初春発行書林江戸日本橋通一
丁目　須原屋茂兵衛・同通二丁目　山城屋佐兵衛・同
浅草茅町二丁目須原屋伊八。
備考：薄様を使用。

蜀山人狂歌］

4．その他／90．文芸1

×0423－004－02（7）

［見聞録　2のうち

9丁写本
備考：書誌情報はXO423・004－01［見聞録1］および
XO423・004－02（1）［見聞録2のうち憲教類典］、同
（21）［見聞録2のうち阿保多羅経］参照。

Y1490－001　　　　　　　　　　　　　　　和歌

玉あられ

寛政4（1792）

257×182ミリ1巻1冊54丁整版
題簸1原・玉あられ全（全は墨書）表紙：後・浅花田
色：布目地型押し

構成：序5（三井高蔭・本居宣長）、本文49

刊記＝寛政四年壬子春発行、勢州書林松坂目野町
柏屋兵助・京都書林二条通柳馬場東入町林伊兵
衛・寺町通四条上ル町銭屋利兵衛、竹庵蔵板帝都
寺町通本能寺前銭屋惣四郎。
印記：朝夷文庫・三井家編纂室蔵書。

備考：三井ラベル「L700・6」

紙：原・薄茶色無地：絹

構成：遊紙1、卯集上目次1、本文78、卯集中目次1、

本文124、卯集下目次1、本文44
備考：薄様を使用。

Y1481－005－07

康煕字典　17～19
（1863年）

175×119ミリ253丁整版
題簸：原・康煕字典辰部十七至十九（方籏共）表
紙：原・薄茶色無地：絹

構成：辰集上目次1、本文43、辰集中目次1、本文126
辰集上目次1、本文82
備考：薄様を使用。

Y1481－005－08

康煕字典　20～22
（1863年）

175×119ミリ270丁整版
題簸：原・康煕字典巳部二十至二十二（方簸共）表
紙：原・薄茶色無地：絹

構成：巳集上目次1、本文139、巳集中目次1、本文71
未集下目次1、本文57
備考：薄様を使用。

Y1481－005－09

康煕字典　23～25
（1863年）

175×119ミリ343丁整版
題簸：原・康煕字典午部二十三至二十五（方籏共）
表紙：原・薄茶色無地：絹

構成：遊紙1、午集上目次1、本文101、午集中目次1、

本文131、午集下目次1、本文107
備考＝薄様を使用。

Y1481－005－10

康煕字典　26～28
（1863年）

175×119ミリ319丁整版
題簸：原・康煕宇典未部二十六至二十八（方簸共）
表紙：原・薄茶色無地：絹

構成＝未集上目次1、本文85、未集中目次1、本文133

未集下目次1、本文98
備考：薄様を使用。

Y1481－005－11

康煕字典　29～31
（1863年）

175×U9ミリ256丁整版
題簸：原・康煕字典申部二十九至三十一（方簾共1
表紙1原・薄茶色無地：絹

構成：遊紙1、申集上目次1、本文126、申集中目次1、

本文74、申集下目次1、本文52
備考＝薄様を使用。

Y1481－005。12



「飯田町九段坂丁大屋仁八郎様」（墨書・抹消）。

Y1490－006－01（1）

［田家茶話　1］

文政12（序）（1829）

225×155ミリ5巻5冊（2冊に合綴）70丁整版
題簸：原・田家茶話一二三表紙：後・青磁色：布目地
型押し

構成1序5（文政十二年十月、門樹園）、目録2、巻1本

文20
刊記：大蔵永常編（巻頭）。

印記：本岩・津七・田に松井・宗辰所集・三井家3。

備考：前表紙にrワ印九十／二冊」（下ヶ札）、後ろ表紙見
返しに「田家茶話」（下ヶ札）。

Y1490－006－01（2）

［田家茶話　2］

（1829年）

21丁整版

Y1490－006－01（3）

［田家茶話　3］

（1829年）

22丁整版

Y1490－006－02（1）

［田家茶話　4］

（1829年）

226×157ミリ22丁整版
題籏：原・田家茶話四五表紙：後・青磁色：布目地型
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印 ・田に松井・宗辰所集・三井家3。

Y1490－006－02（2）

［田家茶話　5］

（1829年）

23丁整版
構成：巻5本文23、黄葉園大蔵永常著述蔵版目録
刊記：東都書雛小伝馬町三丁目　丁子屋平兵衛梓。

Y1490－007－01　　　　　　　　　　　　読物

応仁武鑑　初編1

（1844年）

179×122ミリ2巻2冊34丁整版
題簸：原・京都将軍家所領役考応仁武鑑一表紙
原・花田色・五七桐，型押し、丸に二つ引き両

構成：目録1丁、序来3丁、本文30丁
備考：木箱内のくくり紐一括（11）の上から1番目。

Y1490－007－02　　　　　　　　　　　　読物

応仁武鑑　初編2

天保15（1844）

179×122ミリ36丁整版
題籏＝原・□□（京都）将軍家□（所）領役考［コロ（応

その他4〔416〕

Y1490－002　　　　　　　　　　　　　　狂歌

狂歌つつい夢
文化6（践）（1809）

225×156ミリ1巻1冊32丁整版
題簸：原・狂歌つつい夢表紙：原・秘色に霞み

構成1本文30、践2（文化むつのとし巳の年晩秋日不
毘）

刊記：仙掌亭（不毘）蔵板、書林錦小路新町東へ入
城戸市右衛門・御幸町押小路下林安五郎・六角堂之
前銭屋長兵衛。
印記：林浦文庫・ウサギ・三井家4・丸ウサギ。

備考：昭和10年11月25目寄託、三井ラベルrL262・
新・24B」

Y1490－003　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4非言皆

［俳諾種卸増補三国人名牒］

文化9（1812）

187×130ミリ1巻1冊62丁整版
題籏：後・俳譜種卸増補三國人名牒全表紙：後・藍
色無地
構成：序1（文化九壬申年孟春星運堂）、凡例2、本文

59
刊記：古来庵存義遺稿・龍鱗庵素月訂補・高井氏蘭山
校正（巻頭）、文化九壬申年孟春高井氏編並書、大坂
書舗河内屋八兵衛・江戸書舗東叡山下竹町花屋久治
郎版。

印記：判読不明1。
備考：最終丁裏に広告あり。三井ラベルrB905・5」

Y1490－004　　　　　　　　　　　　　　読物
［鎌倉武鑑　初編］

文政2（1819）

182×122ミリ1巻1冊65丁整版
題簸：後・鎌倉武鑑（文政二年版）（墨書）表紙：後・水

色・丸紋型押し

構成＝序1丁、凡例1丁、鎌倉系図2丁、以下鎌倉殿
略伝
刊記：文政二己卯春正月　書騨尾州名古屋玉屋町永
楽屋藤四郎・江戸小伝馬町三丁目蔦屋重三郎・同同
所丁子屋平兵衛・馬喰町附木店江見屋吉右衛門書
物同横山町二丁目地本問屋栄林堂岩戸屋喜三郎
版元。

印記1□□□徒栄□五［コ・向井文庫。

備考：27丁の後に1丁ある。木箱内のくくり紐一括（9）

の上から1番目。

Y1490－005　　　　　　　　　　　　　　読物

増補再板鎌倉武鑑二編上［・下］

文政3（序）（1820）

180×121ミリ2巻2冊（1冊に合綴）64丁整版
題籏：原・増補再板鎌倉武鑑系圖略傳所領分家二
編上表紙：原・青緑色・無地

構成：二編上32丁、二編下32丁
刊記：文政二年己卯春正月　東林書院日本橋通一丁
目　須原屋茂兵衛。

印記：□□□徒栄□五□・向井文庫。

備考：木箱内のくくり紐一括（9）の2番目。刊記の左に



〔417〕その他　4．その他！9L随筆！4

75×167ミリ1巻1冊5丁整版
題簸：原・（Oに十）勇士御武鑑費買不免表紙：原・生
成・無地

印記：ウサギ・しんまちみついけ。

備考：木箱内のくくり紐一括（8）の上から1番目。前表紙

にr勇士武鑑」（下ヶ札）。昭和6年10月1目寄託。

4，その他ノ91．随筆／

XO491－001－01　　　　　　　　　武家公家関係

窓のすさひ　前集　上
（1744年）

263×190ミリ3巻3冊29丁写本
題簸1原・窓のすさひ前集上表紙：後・秘色：卍繋ぎ
型押し

構成：序2（享保九年九月のすえ）、本文27
刊記：松崎尭臣輯（巻頭）。

備考：渋引きの紙帳に入る（6冊）。

XO491－001－02　　　　　　　　　武家公家関係

窓のすさひ　前集　中
（1744年）

262×187ミリ33丁写本
題簸：原・まとのすさひ前集中表紙：後・秘色：卍繋
ぎ型押し

刊記1松崎尭臣輯（巻頭）。

XO491－001－03　　　　　　　　　武家公家関係

窓のすさひ　前集　下
（1744年）

262×187ミリ33丁写本
題籏：原・窓のすさひ前集下表紙：後・秘色1卍繋ぎ
型押し
刊記：松崎尭臣輯（巻頭）。

XO491－002－01　　　　　　　　　武家公家関係

窓のすさひ　後集　上
（1744年）

262×189ミリ3巻3冊32丁写本
題簸：原・窓のすさひ後集上表紙：後・鉄色：分銅
軍配・笠・巻物など型押し

刊記：松崎尭臣輯（巻頭）。

XO491－002－02　　　　　　　　　武家公家関係

窓のすさひ　後集　中
（1744年）

262×189ミリ32丁写本
題簸：原・窓のすさひ後集中表紙：後・鉄色1分銅
軍配・笠・巻物など型押し

刊記：松崎尭臣輯（巻頭）。

武家公家関係XO491－002－03

窓のすさひ　後集　下

寛保4（1744）

262×189ミリ36丁写本

仁）武鑑口表紙：原・花田色・五七桐、型押し、丸に

二つ引き両

構成：目録1丁、本文35丁
刊記：天保十五年甲辰七月大坂書林心斎橋通安堂
寺町秋田屋六右衛門・目本橋通一町目須原屋茂兵衛
江戸書林　目本橋通四町目　須原屋佐助・目本橋通十
軒店播磨屋勝五郎発免。
備考：巻3・4は欠。木箱内のくくり紐一括（11）の2番目

巻末に広告がある。

Y1490－008－01　　　　　　　　　　　　　読物

応仁武鑑　残編1

（1846年）

182×122ミリ3巻3冊39丁整版
題簸：原・鎌倉管領□（所）領役考応仁武鑑三篇一
表紙二原・花田色・五七桐、型押し、丸に二つ引き両

構成：目録1丁、本文38丁
備考：木箱内のくくり紐一括（11）の3番目。

Y1490－008－02　　　　　　　　　　　　読物

応仁武鑑　残編2

（1846年）

182×122ミリ31丁整版
題籏：原・鎌倉管領所領役考応仁武鑑三篇二表
紙：原・花田色・五七桐、型押し、丸に二っ引き両

構成：目録1丁、本文30丁
備考：巻3二4は欠。木箱内のくくり紐一括（11）の4番
目。

Y1490－008－03　　　　　　　　　　　　　読物

応仁武鑑　残編3
弓ムィヒ3（1846）

181×122ミリ20丁整版
題籏：原・鎌倉管領所領役考応仁武鑑三篇三表
紙：原・花田色・五七桐、型押し、丸に二つ引き両

構成：目録1丁、本文19丁
刊記：弘化三年丙午七月　栗原孫之丞著大坂書林
心斎橋筋安堂寺町秋田屋太右衛門江戸書林馬喰
町二町目出雲寺萬次郎・目本橋通一町目須原屋茂兵
衛・同四町目須原屋佐助・目本橋北十軒店播磨屋勝五
郎癸免。

備考＝木箱内のくくり紐一括（11）の5番目。後ろ表紙に
「武廿番」（下ヶ札）。

物読Y1490－009
［加藤家］明勇御武鑑

165ミリ1巻1冊5丁整版
：原・明勇御武鑑表紙：原・梅鉢紋に緑青ハケ目

：ウサギ・しんまちみついけ。

1木箱内のくくり紐一括（8）の2番目。前表紙に「明

鑑」（下ヶ札）。昭和6年10月1目寄託。
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読物Y1490－010
［島津家］勇士御武鑑



XO491－005－01

権効秘訣　1

（1836年）

232×161ミリ6巻6冊53丁写本
題簸：原・権効秘訣壱（打付）表紙：原・丁子格子

構成：目録5、本文48

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：紙族に入る。紙帳に「林清七所持」（墨書）と三井

家蔵書印あり。嘉永5年・明治11年の朱書加筆あり。
前表紙に「ロニ百四十九／六巻」（下ヶ札）。三井ラベル
rB249・新・16」

XO491－005－02

権効秘訣　2

（1836年）

229×158ミリ48丁写本
題簸＝原・権効秘訣武（打付）表紙：原・丁子格子

構成＝目録1、本文47

印記：宗辰所集・三井家3。

備考1後ろ表紙見返しに「林氏」（墨書）。嘉永5年・明治

11年の朱書加筆あり。三井ラベル「B249・新・16」

XO491－005－03

権効秘訣　3

（1836年）

230×159ミリ43丁写本
題簸：原・穫効秘訣三（打付）表紙1原・丁子格子
構成：目録1、本文42
印記：宗辰所集・三井家3。

備考：最終丁に「林氏」（墨書）。嘉永5年・明治11年の

朱書加筆あり。三井ラベル「B249・新・16」

XO491－005－04

権効秘訣　4

（1836年）

232×159ミリ48丁写本
題籏：原・権効秘訣四（打付）表紙：原・丁子格子

構成：目録1、本文47
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しに「林氏」（墨書）。嘉永5年・明治

11年の朱書加筆あり。三井ラベルrB249・新・16」

XO491－005－05

権効秘訣　5

（1836年）

230×159ミリ43丁写本
題簸：原・権効秘訣五（打付）表紙：原・丁子格子

構成：目録1、本文42
印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しにr林氏」（墨書）。嘉永5年・明治

11年の朱書加筆あり。三井ラベルrB249・新・16」

XO491－005－06

権効秘訣　6

天保7（内容下限）（1836）

4．その他〔418〕

題簸：原・窓のすさひ後集下表紙1後・鉄色：分銅・
軍配・笠・巻物など型押し

刊記：松崎尭臣輯（巻頭）、寛保四年二月書集（巻末）。

XO491－003－01

［燕雀論　1～6］
寛政1（序）（1789）

244×167ミリ10巻10冊（2冊に合綴）61丁写本
題簸：原・燕雀論上（打付）表紙：原・白色無地

構成：序1（寛政元龍舎己酉季冬中院志賀紀豊綱）、

付言・目録3、巻1本文9、巻2本文11、巻3本文9、

巻4本文9、巻5本文9、巻6本文10
印記＝停車楼・阿出川蔵書印・聴涛閣図書印・高橋義彦
集古・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：表紙は反古紙を使用。三井ラベル「A910・新・
71」

XO491－003－02

［燕雀論　7～10］
（1789年）

243×168ミリ0丁写本
題簸：原・燕雀論下（打付）表紙：原・白色無地

構成：巻7本文12、巻8本文6、巻9本文14、巻10

本文7
刊記：洗心堂主人貞良写（後ろ表紙見返し）。

印記：停車楼・阿出川蔵書印・聴涛閣図書印・高橋義彦
集古・ウサギ・しんまちみついけ。

備考：表紙は反古紙を使用。昭和10年3月22日寄
託。

XO491－004－01　　　　　　　　　　　　　随筆

［栗田襟記　上］

（1803年）

230×163ミリ3巻3冊40丁写本
題簸：後・閑田榛記　全部三冊上表紙：後・藍色
卍繋ぎ型押し

構成：遊紙1、序2（老樵閑田子蕎践）、本文37
印記：赤松。

備考：内題はr栗田雑記」。渋引きの紙鉄に入る。

XO491－004－02

［栗田襟記　中］

（1803年）

230×163ミリ43丁写本
題簸：後・閑田襟記中表紙：後・藍色：卍繋ぎ型押し

構成＝遊紙1、本文42
備考：内題はr栗田襟記」。

XO491－004－03

［栗田襟記　下］

文化力（1803）

231×163ミリ32丁写本
題簸：後・閑田榛記　全部三冊下表紙＝後・藍色
卍繋ぎ型押し

構成：遊紙1、本文31
備考＝内題は「栗田襟記」。
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構成1本文（考古）

Y1491－002－03

閑田次筆　3

（1806年）

260×185ミリ30丁整版
題籏：原・閑田次筆三表紙：後・雲母引きに波刷り

構成：本文29、巻4の1丁目

Y1491－002－04

閑田次筆　4

文化3（1806）

260×185ミリ49丁整版
題簸1原・閑田次筆四表紙：後・雲母引きに波刷り
構成：本文46、蹟2（文化二年乙丑冬十一月）、閑田大

人著述書目・刊記1
刊記：文化三年丙寅仲秋発行平安書雛林伊兵衛・
木村吉右衛門・堺屋嘉七・菱屋孫兵衛・銭屋惣四郎・文

台屋太兵衛・西村吉兵衛・梅村伊兵衛・野田次兵衛。

備考：巻4の1丁目は巻3の末にある。

Y1491－003－01

一宵話　1
文化7（序）（1810）

230×160ミリ3巻3冊29丁整版
題籏：原・一宵話第一編表紙：後・黄土色：卍繋ぎ地に

雲文・龍型押し

構成：序・目録2（文化庚午正月）、本文27

刊記：月光亭先生撰、文屋主人識語（封面）、尾張牧
墨倦輯梓（巻頭）。

印記：出石吉清。

備考＝渋引きの紙族に入る。

Y1491－003－02

一宵話　2
（1810年）

230×161ミリ36丁整版
題簸：原・一宵話第二編表紙＝後・黄土色1卍繋ぎ地に
雲文・龍型押し

構成：題字・目録1、本文35

Y1491－003－03

一宵話　3
（1810年）

230×160ミリ42丁整版
題簸：原・一宵話第三編表紙1後・黄土色：卍繋ぎ地に
雲文・龍型押し

構成1本文39、賊2（文化庚午春目　天錫道人）、名古

屋書璋東壁堂永楽屋東四郎製本目録1

Y1491－004。01

陶犬新書　1

（1832年）

227×157ミリ3巻3冊41丁整版
題籏：原・陶犬新書巻之一表紙：原・黄色＝卍繋ぎ型
押し

232×160ミリ63丁写本
題簸：原・権効秘訣六（打付）表紙：原・丁子格子

構成＝目録1、本文62

印記：宗辰所集・三井家3。
備考：後ろ表紙見返しに「林氏」（墨書）。嘉永5年・明治

11年の朱書加筆あり。三井ラベル「B249・新・16」

Y1491－001－01

閑田耕筆　1

（1801年）

259×185ミリ4巻4冊49丁整版
題簸：原・閑田耕筆一表紙：後・水色：卍繋ぎ型押し
構成：序1、本文（天地部）48

刊記：閑田盧蕎瞑著・男伴資規直樹校（巻頭）。
印記：吉清。

備考IY1491・001・01～Y1491・002－04はともに渋引き
の紙秩に入る。

Y1491－001－02

閑田耕筆　2

（1801年）

259×184ミリ33丁整版
題策：原・閑田耕筆二表紙：後・水色1卍繋ぎ型押し
構成：本文（人部）

Y1491－001－03

閑田耕筆　3

（1801年）

260×184ミリ24丁整版
題簸：原・閑田耕筆三表紙：後・水色：卍繋ぎ型押し
構成：本文（物之部）

Y1491－001－04

閑田耕筆　4

享和1（1801）

260×185ミリ40丁整版
題簸：原・閑田耕筆四表紙：後・水色：卍繋ぎ型押し

構成：本文（事部）39、践1（寛政十また一とせの霜月
伴資規）

刊記：享和元年辛酉春三月刊行平安書騨林伊兵衛
（印）・木村吉右衛門・斉藤荘兵衛・鵜鶴惣四郎。

Y1491。002－01

閑田次筆　1

（1806年）

260×186ミリ4巻4冊40丁整版
題籏：原・閑田次筆一表紙：後・雲母引きに波刷り
構成：序2（文化といへるとしのはしめのとし長月のもち

男なほ樹ともの資のり）、本文（紀実）38

刊記：閑田盧蕎践著・男伴資規直樹校（巻頭）。

Y1491－002－02

閑田次筆　2
（1806年）

260×185ミリ52丁整版
題簸：原・閑田次筆二表紙：後・雲母引きに波刷り



〔420〕　4．その他

構成：序2（天保うのとしのきさらきおほ家かね延）、目

録1、本文38
刊記：浪速中洲漁里護撰（巻頭）。

備考：渋引きの紙帳に入る。

Y1491－004－02

陶犬新書2
（1832年）

227×158ミリ50丁整版
題簸：原・陶犬新書巻之二表紙：原・黄色：卍繋ぎ型
押し

構成：目録1、本文49

Y1491－004－03

陶犬新書3
天保3（1832）

227×158ミリ47丁整版
題簸＝原・陶犬新書巻之三表紙：原・黄色：卍繋ぎ型

押し

構成：目録1、本文46

刊記：天保三壬辰初冬新刻書房江戸目本橋通一丁
目　須原屋茂兵衛、京都三条通麩屋町吉野屋仁兵衛、

大阪心斎橋通南本町河内屋吉兵衛、大阪心斎橋通
南久太郎町河内屋又一郎。

Y1491－005－01

用捨箱上

（1841年）

256×178ミリ3巻3冊29丁整版
題籏：原・用捨箱上表紙：後・檀紙：丁子引き

構成：序1（蕃斉閑人盛義）、目録2、本文26
刊記：柳亭種彦随筆、東都書房青雲堂・連玉堂合梓
（封面）。

備考：渋引きの紙秩に入る。

Y1491－005－02

用捨箱中
（1841年）

257×178ミリ25丁整版
題簸：原・用捨箱中表紙：後・檀紙1丁子引き

Y1491－005－03

用捨箱下
天保12（1841）

256×178ミリ31丁整版
題簸：原・用捨箱下表紙：後・檀紙：丁子引き

構成：本文29、東叡山御用御書物所青雲堂英文蔵製

造登竜丸ほか広告2
刊記＝浄書谷金川（最終丁）、天保十二年丑十月発免

江戸馬喰町四丁目菊屋幸三郎・同下谷長者町一丁
目加賀屋源助・同下谷御成道英屋文蔵。
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索 引

Lこの索引は、本目録中の認定史料名を対象としたものである。

2．索引項目の史料名は、認定史料名をもとにして掲出した。なお、頭書（たとえば「増補」「改正」な

　ど）を省略している場合があり、必ずしも索引項目の史料名が認定史料名と一致するわけではない。

3．索引項目の配列は五十音順である。なお、索引項目の史料名のヨミに含まれない字句が、史料名の

　冒頭にあった場合、これを（）で括った。

4．史料名の後の数字は本目録の記載頁を示す。

5．この索引は、基本的に巻数冊数の記載により史料としての一体性が明示されているものを指示する。

　よって、指示された史料の前後の記述にも注意されたい。ただし、指示された史料について、その

　一体性を前後から判断できない場合（たとえば、その一体性にもかかわらず全く分類を異にして配

　列しなくてはならなかった場合など）、例外的に索引項目に採用したものがある。

6．名鑑などの一部の史料について、年代が異なる同一名称の史料は、年代を併記して区別し、年代順

　に配列した。

あ

愛知郡岩塚村七社明神祭礼図

愛知県概表

愛知県下博覧会榛記

会津風土記

会津要害録

青木村御仕法嘆願書類合巻帳

秋田男鹿島名勝誌

赤穂浪人四拾六人御仕置付

浅野検地帳

熱海温泉図彙

熱田旧記

熱田神社問答雑録

熱田大宮記

熱田尊命記集説

熱田瑞擁抄

熱田宮雀

厚見草

安濃津分限帳

阿倍磐根疑問

阿片鳩識記

阿片始末

亜米利加雑話

亜墨利迦漂流記
（校訂）有馬温泉誌

有馬温湯記

有馬目記

有馬六景

安房国誌

阿波志
（重修）淡路常盤艸

阿波地誌略

3
4
6
2
2
3
1
4
1
9
4
0
0
4
0
2
0
4
3
5
5
6
8
8
6
4
7
8
8
8
0

6
6
0
9
9
9
9
2
3
4
5
5
6
5
6
6
5
3
5
7
7
7
7
0
0
7
0
0
2
0
3

2
1
4
1
1
3
1
　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
　
1
3
3
3
3
3
3
2
3
2
3
3
3

　
　
　
L

　
　
　
9

　
　
　
1

阿波名所図会

安永武鑑（安永2）

安永武鑑（安永4）

安永武鑑（安永6）

安永武鑑（安永7）

安永武鑑（安永8）

安永武鑑（安永9）

安永武鑑（安永10）

安政見聞誌

安政武鑑（安政2）

安政武鑑（安政3）

安政武鑑（安政5）

安楽寿院出入帳

い

土産枝折鞭

伊賀考

伊賀国名勝図

伊香保鉱泉図会

伊香保志
（標注）伊賀名所記

生野銀山孝義伝

異国舩年代記

異国渡来年代誌

異国渡り口書

伊豆海島記

伊豆諸島記

伊豆目記

出雲神社巡拝記

出雲国風土記

出雲風土記

伊勢一国旧城跡付

伊勢参宮名所図会

　330
59，60

　60
　61
　61
　61
　61
　62
　370
　92
　92
　93
　31

　　274

　　269

　　274

　　205

　　204

　　269

　　307

　　377

　　377

　　377

　　216

　　216

　　217

　　320

　　320

　　320

　　271

271，272
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伊勢松坂山村家仕入留・詩歌抜書

一騎歌尽

厳島絵馬鑑

厳島図会

厳島宝物図会

厳島道芝記

稲荷山十二境図詩

犬山見聞図会

犬山里語記

井上家蔵地誌書目

茨城県区画一覧表

茨城常磐公園撹勝図誌

今様櫛きせる雛形

いろは抄

岩槻街道記

院内銀山記

軸
つ

魚鑑

宇都宮志料

浦賀見聞誌

雲上示正鑑

雲上便覧

雲上便覧大全
雲上明鑑（宝暦12）

雲上明鑑（安永6）

雲上明鑑（天明7）

雲上明鑑（文化5）

雲上明鑑（文化6）

雲上明鑑（文化7）

雲上明鑑（文化8）

雲上明鑑（文政2）

雲上明鑑（文政10）

雲上明鑑（嘉永2）

雲上明鑑（嘉永3）

雲上明鑑（嘉永4）

雲上明鑑（嘉永5）

雲上明鑑（嘉永7）

雲上明覧大全

え

営栄量記

英語都々逸

英政如何
永世武鑑（享保4）

蝦夷志

蝦夷草紙

蝦夷談筆記

蝦夷風俗彙纂

蝦夷風土記

蝦夷松前烏

越後高田戸田侯御時代寺社記

越後名寄

5
1
5
6
6
5
5
4
4
8
4
0
6
0
5
0

2
1
2
2
2
2
9
5
5
5
6
0
0
3
0
9

　
4
3
3
3
3
2
2
2
3
1
2
4
　
2
1

　　　　399

　　　　201

　　　　215

　　　　133

　　131，133

　　　　133

　　　　128

　　　　128

　　　　128

　　　　128

　　　　129

　　　　129

　　　　129

　　　　129

　　　　129

　　　　130

　　　　130

　　　　131

　　　　131

　　　　131

130，131，132

　　386

　　410

　　387

　　52
　　178

　　179

　　178

181，182

　　180

　　179

　　31
　　227

（改正）越後国全図附録

越前人物志目録

越前藩松平家役人帳

越前国名勝志

越佐叢書壬申土憲顛末
越中旧事記

越登賀三州志沿革図伝
越登賀三州志故塊考
越登賀三州志図譜邨籍
越登賀三州志本封叙次考
越登賀三州志余考
越登賀三州志来因概覧
越登賀三州志来因概覧付録
江戸鑑（寛文10）

江戸鑑（寛文12）

江戸鑑（寛文13）

江戸鑑（延宝1）

江戸鑑（延宝3）

江戸鑑（延宝4）

江戸鑑（延宝5）

江戸鑑（延宝6）

江戸鑑（延宝7）

江戸鑑（延宝8）

江戸鑑（延宝9）

江戸鑑（天和2）

江戸鑑（天和3）

江戸鑑（貞享1）

江戸鑑（貞享4）

江戸鑑（貞享5）

江戸鑑大全

江戸大変

江戸方角愚注抄

江戸方角名所杖

江戸町火消纒一覧

江戸土産

江戸名所独案内

江戸ヨリ豊後迄巡行記

江の島・金沢鎌倉名所記
ゑびすのうわさ

愛媛面影

江府名勝志

延享武鑑（延享4）

燕雀論

お

奥羽御巡幸明細日誌

奥州伊達信夫郡道中筋御案内

応仁記
応仁武鑑（天保15）

応仁武鑑（弘化3）

淡海温故録
近江之国蒲生郡佐々木之木村遺緒

近江名所図会

近江輿地志略

5
6
5
5
1
1
3
9
3
2
1
8
2
9
9
9
0
0
0
1
1
2
2
2
3
3
4
5
5
4
8
1
1
5
1
1
3
6
6
4
0
5
8

2
3
3
3
3
3
2
1
2
2
2
1
2
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
6
1
1
4
1
1
5
1
7
3
1
5
1

2
2
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
2
2
1
2
2
1
2
3
3
2
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
一
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

187

191

370
416
417
276
284
285
278



御江戸大鑑

御江戸名所方角書

大垣藩藩治録

大坂錦城記

大坂府職員録

大阪府治一覧概表

大阪府東区治一覧概表

大塩平八郎一件評定所一座書留

大島筆記

岡崎領主古記

置賜県一覧表

沖縄志

御公家鑑（正徳5）

御公家分限帳
御国分武鑑（慶応4）

御国分略武鑑（慶応4）

御産物一件用書

押小路家目記
御巡見箇所目録

落穂集

4
0
3
9
2
9
9
9
9
3
4
0
8
7
0
1
3
4
2
2

4
1
2
9
4
6
6
2
4
5
6
5
2
2
2
2
3
2
3
7

　
2
1
2
1
1
1
　
3
2
1
3
1
1
1
1
　
　
　
3

御成御屋鋪泉村古河御代々御家督御礼献上物井

　御目見御家老覚　　　　　　　　　　　30
御林武鑑（宝永2）　　　　　　　　　　　　　50

御布令・諸告書諸事留　　　　　　　　　　386

御触文・町廻章書留帳　　　　　　　　　　386

覚草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　169

御役所便覧　　　　　　　　　　　　　　　　388

御山絵図　目光名跡誌　　　　　　　　　　202

御山のしをり　　　　　　　　　　　　　286
御列藩武鑑（明治2）　　　　　　　　　　　　123

尾張古城記　　　　　　　　　　　　　　　　253

尾張古城志　　　　　　　　　　　　　　　　260

尾張志　　　　　　　　　　　　　　　　　　264

尾張寺社記　　　　　　　　　　　　　　　　260

尾張寺社集古目録　　　　　　　　　　　　　260

尾張寺社由緒記　　　　　　　　　　　　　　263

尾張諸家系譜　　　　　　　　　　　　　　261

尾張人物志　　　　　　　　　　　　　　　　261

尾張先民伝　　　　　　　　　　　　　　　259

尾張八丈　　　　　　　　　　　　　　　　　260

尾張百家志　　　　　　　　　　　　　　　　25g

尾張風土記残編　　　　　　　　　　　　　　259

尾張名家誌　　　　　　　　　　　　　　　　259

尾張名勝地志　　　　　　　　　　　　　　　253

尾張名所図会　　　　　　　　　　　　263，264

御絵図牒　　　　　　　　　　　　　　　　　30

温泉来由記　　　　　　　　　　　　　　　　273

か

海外新話

海外新話拾遺

海外余話

懐橘談

塀 谷叢説

352

352

353
320
375
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官版会社弁

会社弁講釈

甲斐叢記

懐中便要

開帳雑志

華夷通商考

甲斐国地誌略

懐宝国郡称呼

甲斐名勝志

海路記

嘉永武鑑（嘉永3）

嘉永明治年間録

従嘉永六年至安政記事

加越能産物等記

加越能名勝志

家屋図入北海立志編

加賀藩史稿

加賀藩前田家分限帳

加賀藩前田家役人帳

格致算書

掛川誌

閑之満目記

鹿島名所図絵

春目大宮若宮祭礼図

上総国誌

和宮降下供奉役人付

稼方仕法取締方の儀につき油稼人願書

華族階級

華族名鑑（明治8）

華族名鑑（明治10）

華族名鑑（明治12）

華族名鑑（明治13）

華族名鑑（明治32）

華族名鑑大全

華族名簿

華族録

花壇朝顔通

勝山在善虫記

桂谷誌

神奈川県職員録

神奈川県治一覧概表

神奈川砂子

仮名暦略注

金沢公園全図

金沢商工便覧

金沢名勝題詠集

金のなる木の記

金のわらじ

鎌倉志

鎌倉武鑑（文政2）

上京下京区分町名録

上下京区町名録

蒲生郡史蹟断片

蒲生郡抜書控

7
8
8
6
1
1
8
0
7
1
9
4
2
4
4
7
4
2
4
2
7
0
9
1
7
5
2
4
4
5
5
5
6
6

8
8
3
8
6
5
3
6
3
4
8
6
6
2
2
4
3
2
3
0
4
8
9
1
0
2
2
3
3
3
3
3
3
3

3
3
2
3
2
3
2
1
2
3
　
3
3
2
2
1
2
1
　
4
2
1
1
3
2
1
　
1
1
1
1
1
1
1

　
　
宅

　
　
3

　
　
2

135，136，137，138，139

　　　　　　　　　135

　　　　　　　　　410
　　　　　　　　　372
　　　　　　　　　250
　　　　　　　　　143
　　　　　　　　　165
　　　　　　　　　214
　　　　　　　　　398
　　　　　　　　　234
　　　　　　　　　146
　　　　　　　　　216
　　　　　　　　　392
　　　　　　　　　211
　　　　　　　　　215
　　　　　　　　　416
　　　　　　　　　164
　　　　　　　　　169
　　　　　　　　　284
　　　　　　　　　285
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加茂下上社行幸記　　　　　　　　　　　　132

加陽金府地理　　　　　　　　　　　　　　　231
（再撰）花洛名勝図会　　　　　　　　　　　　296

唐津土井家御家中親類書　　　　　　　　　　34

唐太目記　　　　　　　　　　　　　　　　180

伽藍本尊霊宝目録　　　　　　　　　　　　　313

官員名鑑　　　　　　　　　　　　　　　　143

官員録　　　　　　139，140，141，142，143，144

寛延武鑑（寛延1）　　　　　　　　　　　　　56

環海異聞　　　　　　　　　　　　　　　　　379

勧農叢書農家心得草　　　　　　　　　　　405
（平安遷都紀念祭第四回）勧業大博覧会聯合計画

　予定大略　　　　　　　　　　　　　　　　408

官私随筆　　　　　　　　　　　　　　　　26
（小学教授改正）官職名　　　　　　　　　　　388

環秘録　　　　　　　　　　　　　　　　　　249

寛政武鑑（寛政1）　　　　　　　　　　　　　65

寛政武鑑（寛政3）　　　　　　　　　　　　　65

寛政武鑑（寛政5）　　　　　　　　　　　　　66

寛政武鑑（寛政7）　　　　　　　　　　66，67

寛政武鑑（寛政9）　　　　　　　　　　　　　67

寛政武鑑（寛政10）　　　　　　　　　　　　　67

寛政武鑑（寛政11）　　　　　　　　　　　　　68

感牒集　　　　　　　　　　　　　　　　　一24

閑田耕筆　　　　　　　　　　　　　　　　419

閑田次筆　　　　　　　　　　　　　　　　419

管内地理　　　　　　　　　　　　　　　　　297

勧農備荒二物考　　　　　　　　　　　　　　394

観音崎記　　　　　　　　　　　　　　　　215

寛保武鑑（寛保1）　　　　　　　　　　　　　55

き

喜安日記　　　　　　　　　　　　　　　　349

紀伊続風土記

紀伊国名所図会

紀伊国名所図会後編

紀伊国名所図会3編
祇園物語

磯謹の時乃食物の大略

紀元通略

義士討入仕末

紀州旧跡志井名所和歌

紀州御領分高控

紀州様御家中御役付御知行御礼式

紀州徳川家御役順

紀州藩徳川家御役名付

岐蘇路記

吉蘇志略

木曽路名所図会

北亜墨利加渡来一件諸書写

北蝦夷図説

北蝦夷余誌

吉備叢書

　1吉備前鑑

5
7
9
9
9
4
6
8
6
3
5
5
5
0
9
5
4
0
1

1
1
1
1
5
9
6
6
1
3
3
3
3
4
3
7
7
8
8

3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
　
　
2
2
1
3
1
1
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　2吉備国史

　3備中略史

　4美作古城記
　5・6備前軍記

亀府墜志

着物雛形

救荒便覧

旧事諮問録勘定所財政之事
旧跡遺聞

狂歌つつい夢

協救社術義草稿廃物を興すの大意
京都買物案内

京都区分町名録

京都見物独案内

京都市町名録

京都順覧記

京都博覧会規則
京都繁栄記

京都府駅程記

京都府管下郡区町村名録

京都府管轄内地理間答

京都府管轄便覧

京都府管内地誌

京都府区部会決議録

京都府職員録

京都府諸税一覧表

京都府治一覧表

京都府役鑑

京都府令

　　　　324

　　　　324

　　　　324

　　　　324

　　　　269

　　　　406

　　　　393

　　　　384

　　　　189

　　　　416

　　　　394

　　　　287

　　　　169

　　298，299

　　　　169

　　　　296

　　　　407

　　　　298

　　　　297

　　　　168

　　　　297

　　　　169

　　　　298

　　　　388

　　　　142

　　　　298

166，167，168

　　　　122

　　　　386
京都町奉行森川越前守俊ヂより尋之儀二付三郷ヨ

　リ答書　　　　　　　　　　　　　　　　　32

京都名所案内　　　　　　　　　　　　　　　288
（明治新版）京都名所案内記　　　　　　　　　299

京都名所案内図会　　　　　　　　　　　　　298

京都名勝一覧図会　　　　　　　　　　　　　298

京都名勝廻覧記　　　　　　　　　　　　　　299

京都めぐり　　　　　　　　　　『　　　　293

享保武鑑（享保2）　　　　　　　　　　　　　52

享保武鑑（享保4）　　　　　　　　　　　　　52

享保武鑑（享保6）　　　　　　　　　　　　　53

享保武鑑（享保11）　　　　　　　　　　　　53
享保武鑑（享保14）　　　　　　　　　　　　　53

享保武鑑（享保17）　　　　　　　　　　　　54

京町・万物・坊主尽　　　　　　　　　　　　294

享和武鑑（享和1）　　　　　　　　　　　　　68

享和武鑑（享和3）　　　　　　　　　　　　　69

享和武鑑（享和4）　　　　　　　　　　　　　69

清洲志　　　　　　　　　　　　　　　　　　255

清正記　　　　　　　　　　　　　　　　　　368

罵旅漫録　　　　　　　　　　　　　　　　　161

金工鐸寄　　　　　　　　　　　　　　　　　411
金座後藤家実歴記　　　　　　　　　　　　　33

金城勝覧図誌　　　　　　　　　　　　　　　233

金城聞見録　　　　　　　　　　　　　　　　300



近世紀闘　　　　　　　　　　　　　　　　　371

近代公実厳秘録　　　　　　　　　　　　　　368

く

公家当鑑　　　　　　　　　　　　　　　　127

公家要覧　　　　　　　　　　　　　　　　127
具足師岩井与左衛門公方様御召具足他御用留　30

口達書　　　　　　　　　　　　　　　　　387

宮内省への鹿苑寺保存願書　　　　　　　　　23
（山城国愛宕郡上賀茂村）国絵図御改留帳　　　32

国分宝鑑　　　　　　　　　　　　　　　　104

遊求菩提山記　　　　　　　　　　　　　　　342

熊野遊記　　　　　　　　　　　　　　　　　317

熊野名勝図画　　　　　　　　　　　　　　317
（銅鏑）雲井照覧　　　　　　　　　　　　　　　132

栗野由来記　　　　　　　　　　　　　　　348

久留米小史　　　　　　　　　　　　　　　344

（改正）区分町名録　　　　　　　　　　　　165

郡区町村一覧　　　　　　　　　　　　　　168

群馬県名家繁昌図録　　　　　　　　　　　147

訓蒙窮理図鮮初編　　　　　　　　　　　399
訓蒙図彙大成　　　　　　　　　　　　　　412

け

慶応明治徳川盛衰記　　　　　　　　　　　　369

慶弘紀聞　　　　　　　　　　　　　　　　363

稽古教艸　　　　　　　　　　　　　　　　402

形勢論　　　　　　　　　　　　　　　　　383

慶長年中伊勢兵乱記　　　　　　　　　　265
慶長4年古文書綴　　　　　　　　　　　　　　22

芸備孝義伝　　　　　　　　　　　　　327，328

元寛目記　　　　　　　　　　　　　　　　361

建議叢書　　　　　　　　　　　　　　　　33
権効秘訣　　　　　　　　　　　　　　　　418

顕正系江戸鑑　　　　　　　　　　　　　　　42

顕伝明名録　　　　　　　　　　　　　　360
元文武鑑（元文1）　　　　　　　　　　　　　54

元文武鑑（元文5）　　　　　　　　　　　　　55

見聞録　　　　　　　　　　　　　　　　　　373

　阿呆多羅経　　　　　　　　　　　　　　　373

　異名集　　　　　　　　　　　　　　　　373
　御宝小槌之由来書　　　　　　　　　　　　410
　小田原藩浅田鉄蔵口書之写　　　　　　　373

　改置府県概表　　　　　　　　　　　　　　163

　数え歌　　　　　　　　　　　　　　　　　409
　紀元節奉祝　　　　　　　　　　　　　　　373
　憲教類典　　　　　　　　　　　　　　　384

　さされかたき　　　　　　　　　　　　　　373
　祝融録抜抄・祝融録　　　　　　　　　　　373

　正月の儀式　　　　　　　　　　　　　　384

　蜀山人狂歌　　　　　　　　　　　　　415
　田宮坊太郎略伝　　　　　　　　　　　　　373

　童子いろは寄　　　　　　　　　　　　　409

　　　　　　　　　　　　　索引〔425〕

　春雨つれづれ艸　　　　　　　　　　　　409

　藩制度・新代学　　　　　　　　　　　　386

　番町皿屋敷故実　　　　　　　　　　　　373

　府県名改称に関する抜書き　　　　　　　163

　府県名表　　　　　　　　　　　　　　　　163

　本国釈貧儀注　　　　　　　　　　　　　373

　結城藩水野事件　　　　　　　　　　　　　373

県令集覧　　　　　　　　　　　　　　　121，122

元禄義士書翰之写　　　　　　　　　　　　　24

兼六公園誌　　　　　　　　　　　　　　　234

元禄武鑑大全（元禄16）　　　　　　　　　　49

こ

広益国産考　　　　　　　　　　　　　　　405

交易心得草前編　　　　　　　　　　　　　386

交易問答　　　　　　　　　　　　　　　　　387

弘化武鑑（弘化2）　　　　　　　　　　　　87

弘化武鑑（弘化3）　　　　　　　　　　　　　87

弘化武鑑（弘化4）　　　　　　　　　　　　　88

康煕字典　　　　　　　　　　　　　　　　414

公侯伯子男華族明覧　　　　　　　　　　　　135

皇国官名誌　　　　　　　　　　　　　　388
皇国地名字類　　　　　　　　　　　　　　　161

好古小録　　　　　　　　　　　　　　　　　408

好古目録　　　　　　　　　　　　　　408
江左三郡録　　　　　　　　　　　　　　　　277

鉱山紀年録　　　　　　　　　　　　　　402
晃山勝概　　　　　　　　　　　　　　　　203

江州蒲生郡名所旧跡　　　　　　　　　　　285

上野志　　　　　　　　　　　　　　　　　　204

上野名跡志　　　　　　　　　　　　　　　　196

皇族名鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　134

高知風土誌　　　　　　　　　　　　　　　　335
江都近郊名勝一覧　　　　　　　　　　　　　211

皇都書画人名録　　　　　　　　　　　　409
廣埜山・青龍洞二遊記　　　　　　　　　　　342

紅毛苦密集成　　　　　　　　　　　　　　　376

高野山古文書集　　　　　　　　　　　　　　23

高野山通念集　　　　　　　　　　　　　　　314

古河志　　　　　　　　　　　　　　　　　　1g7

国益織物記　　　　　　　　　　　　　　　　403
（掌中）国郡読例　　　　　　　　　　　　　　353

国朝旧章録　　　　　　　　　　　　　　　　362

国病論　　　　　　　　　　　　　　　　　　383

御祭禮略図絵　　　　　　　　　　　　　313
御三家方御附

90，91，92，93，94，95，96，97，98，99，100

古梓一覧

越路の旅行

雇従十目記

御上洛御供奉御用掛

御上洛御用掛

御進発御用掛

古迩俗談

　　358

　　224

　　175

　　125

125，126

　　126

　　333
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御宣下御大礼御用掛御役人付

湖川沼漁略図井収穫調書

古代小紋紙張込帖

国花万葉記

骨董集

鼓銅図

五人組帳前書

呉服往来

御普請目論見留

古風土記逸文

杞柳栽培製造法

古文零聚

小堀正一紀行

米相場御用金一件写

御紋鑑

御紋尽

御用・廻章書留控

御用掛御役人付

御用達綱目

今按名蹟考

今目抄

金毘羅参詣名所図会

さ

柴屋紀行

西海道国郡志料

西帰紀行

西国第二番札所紀三井寺略縁起

西上録

再生聞問

西大寺三宝料田畠目録

埼玉県治一覧概表

西遊記拾遺

西遊雑記

遊嵯峨記

遊嵯峨後記

前売買定法

作陽誌

作陽商工便覧

作陽真須鏡

桜田一件聞書

薩州井天草邪記

薩摩志

薩摩風土記

砂糖製作記

佐渡産物図説

佐渡志

佐渡事略

佐渡風土記

讃岐史要

讃岐国大日記

讃岐国繁昌記

讃岐国名勝図会

讃岐屋嶋千光院縁起

　　124

　　403

　　406

　　155

　　398

　　400

　　383

　　393

　　33
　　163

　　403

　　23
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　　31
→紋鑑
→紋尽
　　386
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　　158
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山海名産図会

三熊埜略記
（俳譜種卸増補）三国人名牒

三国地志

三国名勝図会

讃州旧跡記

讃州路象頭山縁起

山州名跡志

三艘の者共の記

山中目記

三府名所独案内図会

三陽商工便覧

し

滋賀県一覧概表

滋賀県管内便覧

滋賀県治一覧概表

地方聞書

職員録

視窮録

紫巌譜略

地震考

地震年代記

静岡県治一覧表

静岡旅行諸入費井紀行

七曜陰語

賎ケ嶽図会

支那国勢便覧

信濃奇勝録

信濃奇談

信濃地名考

信濃国城主所替記

信濃国地名一覧

渋柿

島根県管内一地誌略

　一出雲国一

　一因幡国一

　一石見国一
　一隠岐国一

　一伯書国一
下総国旧事考

下野国誌

下野風土記

爵位次第録

写真鏡図説初編
袖玉武鑑（宝暦14）

袖玉武鑑（天明8）

袖玉武鑑（天明9）

袖玉武鑑（寛政10）

袖玉武鑑（文化3）

袖玉武鑑（文化4）

袖玉武鑑（文化5）

袖玉武鑑（文化7）

袖玉武鑑（文化9）

157

316
416
266
337
330
331

289
380
342

299
146

　　　　168

　　　　167

　　　　165

　　　　384

139，140，141

　　　　400

　　　　360

　　　　399

　　　　370
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　　　　　31

　　　　397

　　　　286

　　　　355
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袖玉武鑑（文化11）

袖玉武鑑（文政12）

袖玉武鑑（天保7〉

袖玉武鑑（天保8）

袖玉武鑑（天保9）

袖玉武鑑（天保12）

袖玉武鑑（天保13）

袖玉武鑑（天保15）

袖玉武鑑（弘化4）

袖玉武鑑（嘉永3）

袖玉武鑑（嘉永5）

袖玉武鑑（嘉永7）

袖玉武鑑（安政3）

袖玉武鑑（安政4）

袖玉武鑑（安政5）

袖玉武鑑（安政6）

袖玉武鑑（安政7）

袖玉武鑑（万延1）

袖玉武鑑（万延2）

袖玉武鑑（文久1）

袖玉武鑑（文久2）

袖玉武鑑（文久3）

袖玉武鑑（文久4）

袖玉武鑑（元治1）

袖玉武鑑（慶応1）

袖玉武鑑（慶応2）

袖玉武鑑（慶応3〉

集書便覧

袖珍藩銘録

袖珍武鑑（安永7）

袖珍武鑑（文化6）

袖珍武鑑（文政7）

袖珍武鑑（天保8）

袖珍武鑑（天保11）

袖珍武鑑（天保12）

袖珍武鑑（嘉永4）

袖珍武鑑（安政4）

袖珍武鑑（安政5）

袖珍武鑑（文久3）

袖珍武鑑（文久4）

袖珍武鑑（元治1）

袖珍武鑑（元治2〉

袖珍武鑑（慶応1）
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索　　引

袖珍有司武鑑（元治2）

袖珍有司武鑑（慶応1）

袖珍有司武鑑（慶応2）

重訂御書籍来歴志

周遊堂上野祥房北国紀行

主従心得草

順覧筆記

昇栄武鑑（嘉永6）

昇栄武鑑（安政3）

昇栄武鑑（元治1）

賞延武鑑（正徳3）

小学甲斐地理史談

将軍代替り大礼御用掛御役人付

篠軒小録草稿
正極江戸鑑（延宝2）

正極江戸鑑（延宝4）

正極江戸鑑（延宝6）

正極江戸鑑（延宝7）

正極江戸鑑（延宝8）

商工技芸愛媛魁

商工技芸新潟魁

尚古鎧色一覧

上巳惟騒記

上州伊香保温泉名所旧跡

陞秘録

掌中職原撃　　　　　　　　要
正徳武鑑（正徳4）

正徳武鑑（正徳5）

松府来歴金花抄

諸御道具帳下地

職人部類

諸侯要覧

諸国案内旅雀

諸国奇談西遊記

諸国奇談西遊記続編

諸国奇談東遊記

諸国奇談東遊記後編

諸国厳命記

諸国周遊奇談

諸国巡覧之記

諸国名義考

諸国里人談

諸国領主物産骨牌

諸職次第目録

諸事手留

諸集説略

諸大名旗指物揃

所歴日記

白川風土記

後志国盛業図録
（改正）新貨条例

清国阿片始末

人国記

信州大地震書上写
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〔428〕索引

新書画展観目録

信達勝蹟一斑

信達二郡村誌

神都名勝誌

仁風一覧

仁風集覧

仁風便覧

信府統記

陣没法名牒

す

水画指南

水理真宝

崇蘭館往来

須磨浦古跡記

駿河国志

駿河国志抜書

駿河府志

駿州名勝志

駿城記

駿藩各所分配姓名録

駿府政事録

せ

成形図説農事部
勢讃目記
勢州三領寺社・大庄屋・地士書上控

勢州治乱略誌
（明治11年）聖上北陸御巡幸順路図

製茶図解
正統武鑑（元禄15）

正統武鑑（元禄16）

正風武鑑（宝永5）

西蓬奇観

勢陽五鈴遺響

西洋時辰儀定刻活測

勢陽偲諺

世界一覧

世界都府尽

世界の大略

世界の富

石城志

摂州西成郡藤之宮来由略記

摂津国有馬山勝景図

摂津名所図会

撮陽群談

仙嶽扇路図

善光寺道名所図会

仙石記

全讃史

箋釈豊後風土記

泉州志

撰集抄

408
192

193

272
393
394

393

242
270

　　408

　　401

　　29
　　307

　　247

　　247

247，249

　　249

　　249

　　122

　　360

　　404

　　152

　　31
　　271

　　224

　　403

　　48
　　48
　50，51

　　336

　　273

　　386

　　267

　　353

　　354

　　353

　　354

　　342

　　306

　　307

304，306

　　301

　　241

　　241

　　369

　　331

　　348

　　300

　　359

扇子之通

禅籍志

仙台砂子

仙台叢書伊達家世臣伝記
仙台叢書平泉旧跡志
船長日記

仙道記

そ

奏者番勤向留書

草聖彙弁

増続武鑑（宝永4）

相馬日記

続江戸砂子

続落穂集

続尾張八丈

続向燈吐話

続泰平年表

続東京名勝画詞

損益利息算法

た

泰西商会法則
大成武鑑（宝暦11）

大成武鑑（宝暦12）

大成武鑑（天明2）

大成武鑑（天明5）
大成武鑑ぐ天保7）

大成武鑑（嘉永1）

大成武鑑（嘉永2）

大成武鑑（嘉永4）

大成武鑑（嘉永5）

大成武鑑（嘉永6）

大成武鑑（嘉永7）

大成武鑑（安政4）

大成武鑑（安政6）

大成武鑑（万延1）

大成武鑑（文久2）

大成武鑑（文久3）

大成武鑑（元治2）

大成武鑑（慶応2）

大成武鑑（慶応3）

滞舩応接略記

大日本海岸燈台譜標
大目本地名米雑穀位覚

大目本地名笙

大目本地名便覧

大目本能書伝

大目本府県郡区改正一覧

題賊備考
大譜江戸鑑（延宝9）

大譜江戸鑑（貞享1）

太平江戸鑑（天和1）

22

359
189

190

189

381

191

25，28
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　50
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太平江戸鑑（天和2）

太平江戸鑑（貞享3）

太平鑑

太平雑記

太平武鑑（元禄2）

太平武鑑（元禄3）

太平武鑑（元禄4）

太平武鑑（元禄7）

太平武鑑（元禄9）

太平武鑑（元禄10）

太平武鑑大全（元禄5）

大平略武鑑（宝暦14）

大名旗本書上帳

高砂詩歌

高順武鑑（弘化4）

多気諸侍名籍

多気御所

但馬湯嶋道之記・同付録

太政御役付

太政御職明鑑

太政官御職明鑑

太政官職員録

多田温泉記付録諸国温泉考
玉あられ

垂井神泉記

淡海記

丹後旧事紀

丹後州宮津府志

丹洞夜話

丹波志

淡播農商工便覧

ち

（記臆大全）智恵の礎

智恵乃て

知おんのはしかき

地学往来

地学窮理往来

地球の手ほどき

筑後志

竹実記

筑前国続風土記

千曲之真砂

治国談

地志書目稿江戸幕府地誌編纂局所輯

地誌目録地理局本
秩父順拝記

千登世の鏡和宮供奉役人付

千葉県治一覧
（新錨）地方須覧

地名索引

茶碗薬販売証文

中山伝信録

重修加州大路水経
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張州府志

張州略記

張臣八家十二格

張藩武術師系録

張藩名所記

長明海道記

珍術秘伝書

珍事横浜噺

つ

通貨利子早繰表

津軽興業誌

東日流大成記

筑紫遺愛集

筑紫紀行

筑紫名所豪商案内記

辻勘兵衛古書之写

津の国天王寺古今名所付

つほのいし文

敦賀十勝

て

帝皇略譜

酊醒録

天塩目誌
（酒席一興）手妻早伝授

出羽国風土記

田家茶話

天権第四拾遺

天弘録

典籍考叢

天地儀

天保奇談

天保太平記

天保武鑑（天保2）

天保武鑑（天保3）

天保武鑑（天保4）

天保武鑑（天保5）

天保武鑑（天保6）

天保武鑑（天保8）

天保武鑑（天保9）

天保武鑑（天保10）

天保武鑑（天保12）

天保武鑑（天保13）

天保武鑑（天保14）

天保武鑑（天保15）

天明武鑑（天明1）

天明武鑑（天明2）

天明武鑑（天明3〉

天明武鑑（天明5）

天明武鑑（天明7）

天明武鑑（天明8）

天文捷径平天儀圖解

索　　引 〔429〕
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〔430〕索引

天林山笠覆寺観音縁起

と

東奥紀行

東海紀行

東海道名所図会

東京案内

東京改正区分町鑑

東京官員録

東京区分町村一覧

東京児読

東京町鑑

東京町村いろは引

東京町名便覧

東京早見町鑑

東京独案内一覧表

東京府下改正区画区郡町村明細鑑

東京府下改正区画郡村町名鑑

東京府治一覧

東京府地誌略

東京名所案内

東京名勝独案内

東京名所鑑

東京名所図絵
当公家鑑（宝永5）

桃源遺事

陶犬新書

東行記

東国名勝志

東国名所図会

東国旅行談

東国旅行談抜書

東西遊記後拾遺

時世のぽり凧

東鍵紀行

東都鱗饒之記

東都歳時記

東都本化道場記

東武江戸鑑

東武綱鑑

童蒙東京往来

東遊記拾遺

東遊雑記

東游日暦

徳島眉山公園地全図

鳥取県一覧表

利根川図志

とほたあふせのき

富山家記録文書目録

豊臣朝臣御葬式御行列書

な

内閣官房総務課文書綴

262
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内国勧業博覧会場全図

内国勧業博覧会独案内

長崎紀行

長崎地名考

長崎年表

南供佐能浜曇

名古屋古城之記

なごやの目記

那須拾遺物語

難波鑑

難波旧地考

難波汐干潟
浪花じまん

浪速上古図説

浪花秘事芦の塩釜
浪華名所智縁

成田参詣記

南海紀聞

南紀分限帳

南紀村付

南紀名勝志

南向茶話

南山小譜

南島紀事
南島紀事外篇

（改正絵入）南都名所記

南汎録

南漂記

南部名産控

南方海島志

南路志

に

新潟県下越後摘誌

新潟県治一覧表

新治県一覧表

西御丸御造営御用掛御役人付

目光駅程見聞雑記

目光縁起

（奥医師）目光御供諸事留

日光御宮御参供奉御役人付

目光御宮御参詣供奉御役人付

目光御宮御参詣供奉御役人付

目光供奉御役付

目光御神忌御役人付

目光御法会御参勤付

目光山志

日光山小誌

目光諸家御代拝記

目本唐土二千年袖鑑
二之丸御宝蔵御書物井御道具目録
目本古金銀貨大全一目表

目本産物志

目本産物字引略解
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目本州名解

目本諸国名物尽

目本諸宗御朱印付寺鑑
目本水土考

目本製品図説錦画
目本地誌略

目本地誌略字訓

（改正）日本地誌略字引大成

（袖珍）目本地名字書付録物産概表

目本地名便覧

目本武城旧記

目本物産宇引

目本風土記

目本輿地通志和泉志

目本輿地通志河内志
目本輿地通志摂津志
目本輿地通志山城志
日本輿地通志大和志

ね

寝覚記

年中行事金沢丹後記録
年代記

年代紀略

年表

の

濃州郡上記

能州名跡志

濃陽戦記

は

梅桜目記

白山遊覧記

幕府及要用書類覚書

博物新編訳解

博物笙

舶来諸物品商業問屋仲買組合規則
博覧会品物目録

博覧会品目

博覧新報

羽黒命令

箱根熱海温泉名勝図会

箱根温泉誌

箱根七湯温泉図会

八丈奇談
はなみのしをり

花紅葉都錦

番組人宿名鑑（元治1）

蛮語箋付録万国地名箋
万国地誌略字引

万国地誌略図便覧
（頭書画入）万国地名往来

　　159

　　156

　　144

　　352

　　407

161，162

　　162

　　163

　　161

　　159

　　121

　　160
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　　294
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索　　引

播州斑鳩寺古記録写

播州名所巡覧図絵

蕃談和解

藩名便覧
（改正）藩名録

ひ

東山西山京名所案内記

尾侯紀略

肥後国志

彦根御領分村々古城主付雑記共

毘沙門堂門跡宛書状綴

尾州御城記

飛州志

尾州八郡村高付覚

肥前国風土記

常陸紀行

常陸国誌

常陸事跡考

常陸誌料関城繹史
常陸誌料郡郷考
備中国重宝記

備中村鑑

備中名所図会

秘伝千羽鶴折形

一宵話

尾府官蔵名器記

尾府聖堂記

尾陽寛文記

尾陽侯記付

備陽国志

兵庫県下豪商名所独案内の魁

兵庫名所記

尾陽雑記

尾陽始君知

漂民帰朝吟味口書

漂民帰朝口書

漂民吹上台覧記

尾陽名勝志

漂流記

漂流記塩飽源左衛門
漂流者見聞図解

漂流着信記

漂流人申口聞書

漂流人物語

平泉旧蹟志

平泉志

平賀鳩渓実記

琵琶湖志

備後の魁

ふ

風流秘事袋

〔431〕
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〔432〕索引

武器百図

武家牽要

府県一覧

府県概表

府県管轄便覧

府県国郡鑑

府県職員録

府県名問答

不尽嶽志

武術流祖録

風土記

武宝徴鑑

文苑名家紀年大成

文化武鑑（文化1）

文化武鑑（文化2）

文化武鑑（文化3）

文化武鑑（文化4）

文化武鑑（文化5）

文化武鑑（文化6）

文化武鑑（文化7）

文化武鑑（文化8）

文化武鑑（文化9）

文化武鑑（文化10）

文化武鑑（文化11）

文化武鑑（文化12）

文化武鑑（文化13）

文化武鑑（文化14）

文化武鑑（文化15）

文久行幸記
文久武鑑（文久1）

文久武鑑（文久4）

分限玉の礎

豊後遺事

豊後国風土記

文政武鑑（文政2）

文政武鑑（文政3）

文政武鑑（文政4）

文政武鑑（文政5）

文政武鑑（文政6）

文政武鑑（文政7）

文政武鑑（文政8）

文政武鑑（文政9）

文政武鑑（文政10）

文政武鑑（文政11）

文政武鑑（文政12）

文政武鑑（文政13）

文露叢

へ

丙辰紀行

ほ

宝永武鑑大成（宝永1）
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宝永武鑑大成（宝永2）

豊公遺宝図略

奉公人一生道中細記

蓬左遷府記稿

北條県一覧表

房総志

封内風土記

宝暦漂流聞書

宝暦武鑑（宝暦3）

宝暦武鑑（宝暦6）

宝暦武鑑（宝暦7）

宝暦武鑑（宝暦8）

宝暦武鑑（宝暦11）

宝暦武鑑（宝暦14）

北越奇談

北越志

北越七奇

北越史料叢書

北越雪譜

北勢古志

北洋実録

北海紀行

北海随筆

北海道志

北海道繁栄図録

北海立志図録
法華寺めぐり

北行日譜

北国巡杖記書抜

蒲湾載記

本朝奇跡談

本朝年代人物掌覧

本朝武鑑（貞享3）

本朝武鑑（元禄6）

本朝武系当鑑（元禄3）

本朝武系当鑑（元禄4）

本朝武系当鑑（元禄6）

本朝武林系禄図鑑（元禄10）

本朝武林系禄図鑑（元禄11）

本朝武林系禄図鑑（元禄12）

本朝武林系禄図鑑（元禄13）

本朝武林長鑑

ま

正芳身延紀行

真す鏡

松島図誌

松代藩石高書上帳

松代藩真田家役人帳

末代噺之種

松前紀行
窓のすさひ

円山勝会図録

万石騒動
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万寿御武鑑（寛政4）

（大成分要）万世武鑑（弘化3）

（大成分要）万世武鑑（嘉永5）

（大成分要）万世武鑑（慶応2）

（改正増補）万代宝鑑

み

三河志

三河雀

三河国古城蹟考

三河国古跡考

三河国二葉松

陸奥紀行

みぬよ草

美濃奇観

美濃国記

美濃国旧記

美濃国郡村記

美濃乃魁

身延鑑

身延山図画

身延行記

美作鏡

都すずめ案内者
都のそら

都仁志喜

都のひなみ

平安万歳楽

平安名所案内

都名所車

都名所手引案内

都林泉名勝図会

民間不可忘

む

武原見聞記

武蔵風土記

武蔵名所考

無人島巡査記

無人島談話

無人島漂流記

め

明治官員録

明治4年辛未正月　日帳
名跡志

明徳記

名府年中行事

明勇御武鑑

明和武鑑（明和1）

目久井神鏡記

　　　　101

　　　　104

　　　　105

　　　　118

103，105，111

　　255

　　250

　　250

　　259

　　251

170，186

　　191

　　246

　　243

　　243

　　245

　　145

　　390

　　238

　　237

　　144

　　293

　　126

　　132

　　296

　　370

　　299

　　297

　　295

　　295

　　389

　　209

　　209

　　205

　　380

378，380

　　380

143

386

224
369
253

417
59

262

も

百茎根

紋鑑

紋尽

紋所帳

や

矢数帳

屋敷付

屋敷拝領預入替移徒届控帖

柳本枝

野峯風土記

山翁御財用伝授書

山形県一覧概表

山口県巨豪商早見便覧

山城国村名章

山城国八郡取調書

山城名勝志

やまと小学

大和国町村誌集

大和名所・豪商案内記

大和名所図会

山梨岡来歴歌詩集

ゆ

勇士御武鑑

有司武鑑（寛延1）

有司武鑑（宝暦2）

有司武鑑（文政13）

勇士物語

郵便地名録

遊覧随筆

夢合清明嚢

夢の絵尽

よ

要筐弁志

要斎君手記遊智多郡所観

養童秘録

雍州府志

養生法

用捨箱

吉野群山記

吉野群中物産志

、
り

洛中大火夢物語

り

理化器械目録表

理学初歩図解初編
裡見寒話

索　　引 〔433〕

243，245
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38，39，40

　　406
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369

163

262

410

393

384
262

404

288
394

420
309

309

297

402
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236



〔434〕　索

利息表

栗田襟記

律令百箇条

律令要略

律令

律例令

引

（泰平懐宝）略武鑑（文政6）

（泰平懐宝）略武鑑（安政5）

琉球人行列記
琉球談

龍宝山大徳禅寺世譜

両宮困窮之記

利割早算年賦成崩算法記

る

類例略要集

れ

列国家号弁議

列藩一覧

402
418
383
383
383

383
102

107

377
350
360
33

402

384

　　385

122，123

ろ

藍葭叢談

藍間之巌

魯西亜雑記

わ

若狭国志

若狭志

和歌山県一覧表

和漢船用集

和漢大成年暦両面図鑑

和漢年契

和漢洋年契

を

俄羅斯亜雑話
ヲロシア志

ヲロシア人長崎江着岸始末一件写

397
241
376

　　235

　　235

　　164

　　400

　　366

366，367

　　367

375
351

374
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